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序
章 
松
本
清
張
と
新
聞
小
説
の
一
九
五
〇
年
代 
  
一 
現
役
作
家
、
松
本
清
張 
  
死
し
て
松
本
清
張
は
ま
す
ま
す
健
在
で
あ
る
。 
 
二
〇
一
二
年
に
は
、
没
後
二
十
年
を
記
念
し
て
、
民
放
各
局
が
清
張
作
品
を
原
作
に
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
新
し
く
制
作
し
、
放
映
し
た
。 
翌
年
に
は
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
テ
レ
ビ
朝
日
、
テ
レ
ビ
東
京
な
ど
が
開
局
五
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
新
し
く
清
張
作
品
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
作
り
、
放
映
す
る
こ
と
が
相
次
い
だ
。
二
〇
一
五
年
四
月
七
日
か
ら
は
Ｂ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
で
『
松
本
清
張
ミ
ス
テ
リ
ー
時
代
劇
』
が
始
ま
り
、
九
月
十
五
日
ま
で
放
映
さ
れ
た
。
原
作
と
な
っ
た
の
は
、『
無
宿
人
別
帳
』（『
オ
ー
ル
読
物
』、
一
九
五
七
年
九
月
～
五
八
年
八
月
）、『
彩
色
江
戸
切
絵
図
』（『
オ
ー
ル
読
物
』、
一
九
六
四
年
一
月
～
十
二
月
）、『
紅
刷
り
江
戸
噂
』（『
小
説
現
代
』、
一
九
六
七
年
一
月
～
十
二
月
）
に
収
録
さ
れ
た
短
篇
で
、
一
話
完
結
の
形
で
、
全
十
二
回
に
わ
た
っ
て
放
送
さ
れ
た
。 
そ
し
て
二
〇
一
六
年
に
も
、
民
放
各
局
が
競
い
合
う
よ
う
に
清
張
原
作
の
以
下
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
を
作
り
、
放
映
し
た
。 
 
テ
レ
ビ
朝
日 
・
三
月
十
二
日
「
地
方
紙
を
買
う
女
」（『
小
説
新
潮
』、
一
九
五
七
年
四
月
） 
・
三
月
十
三
日
「
黒
い
樹
海
」（『
婦
人
倶
楽
部
』、
一
九
五
八
年
十
月
～
六
〇
年
六
月
） 
テ
レ
ビ
東
京 
・
三
月
三
十
日
「
喪
失
の
儀
礼
」（
初
出
時
タ
イ
ト
ル
：「
処
女
空
間
」、『
小
説
新
潮
』、
一
九
六
九
年
一
月
～
十
二
月
） 
フ
ジ
テ
レ
ビ 
・
四
月
八
日
「
か
げ
ろ
う
絵
図
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
五
八
年
五
月
十
七
日
～
五
九
年
十
月
二
十
日
） 
・
四
月
十
五
日
「
一
年
半
待
て
」（『
週
刊
朝
日
別
冊
・
新
緑
特
別
読
物
号
』、
一
九
五
七
年
四
月
） 
 
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
十
五
年
が
経
と
う
す
る
時
期
に
、
一
九
五
〇
年
代
に
発
表
さ
れ
た
小
説
が
立
て
2 
 
続
け
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
る
と
い
う
事
態
は
、
や
は
り
稀
有
な
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
二
〇
一
六
年
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
小
説
の
中
で
、
発
表
さ
れ
た
の
が
最
も
遅
い
「
喪
失
の
儀
礼
」
に
し
て
も
、
一
九
六
九
年
に
連
載
さ
れ
た
小
説
な
の
で
あ
る
。 
 
書
店
に
赴
け
ば
、
新
潮
文
庫
や
文
春
文
庫
や
講
談
社
文
庫
の
コ
ー
ナ
ー
に
松
本
清
張
の
名
を
掲
げ
た
文
庫
本
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。
松
本
清
張
の
文
庫
本
に
は
、
た
と
え
ば
宮
部
み
ゆ
き
が
セ
レ
ク
ト
し
た
短
篇
を
収
録
し
た
三
冊
本
の
『
松
本
清
張
傑
作
短
篇
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
文
春
文
庫
）
や
、
そ
の
宮
部
み
ゆ
き
に
加
え
て
、
海
堂
尊
、
浅
田
次
郎
、
桐
野
夏
生
と
い
っ
た
人
気
作
家
、
さ
ら
に
原
武
史
と
佐
藤
優
と
い
う
人
気
の
書
き
手
が
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
捧
げ
て
編
纂
さ
れ
た
『
松
本
清
張
傑
作
選
』（
新
潮
文
庫
）（
１
）
も
あ
る
。
と
は
い
え
松
本
清
張
に
は
、
敬
し
て
遠
ざ
け
ら
れ
る
歴
史
上
の
文
豪
と
い
っ
た
相
貌
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
。
東
野
圭
吾
や
湊
か
な
え
ら
の
現
代
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
松
本
清
張
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
光
景
は
、
日
本
の
書
店
で
は
お
馴
染
の
も
の
だ
。
事
実
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
に
刊
行
し
た
『
告
訴
せ
ず
』
以
来
、
光
文
社
文
庫
は
「
松
本
清
張
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ミ
ス
テ
リ
ー
」
と
い
う
名
の
も
と
、
清
張
作
品
を
文
庫
化
し
続
け
て
い
る
。
双
葉
文
庫
も
二
〇
〇
五
年
十
一
月
に
始
ま
っ
た
『
松
本
清
張
初
文
庫
化
作
品
集
』
全
四
冊
を
皮
切
り
に
、『
松
本
清
張
映
画
化
作
品
集
』
全
三
冊
を
上
梓
し
、
さ
ら
に
は
二
〇
一
六
年
七
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
『
松
本
清
張
ジ
ャ
ン
ル
別
作
品
集
』
全
六
冊
を
刊
行
し
た
。
松
本
清
張
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
現
役
の
作
家
な
の
で
あ
る
。（
２
） 
 
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
松
本
清
張
は
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
の
か
。 
も
ち
ろ
ん
松
本
清
張
が
書
い
た
作
品
全
て
が
傑
作
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
藤
井
淑
禎
は
、「
九
二
年
に
没
す
る
ま
で
作
家
と
し
て
の
人
気
や
知
名
度
は
抜
群
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
好
ま
れ
る
作
品
と
な
る
と
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
や
歴
史
も
の
へ
の
転
向
以
前
の
『
点
と
線
』、『
砂
の
器
』
ば
か
り
が
挙
げ
ら
れ
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
そ
れ
以
後
に
書
か
れ
た
新
作
ミ
ス
テ
リ
ー
が
読
者
の
心
を
と
ら
え
た
形
跡
は
な
い
」
と
述
べ
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
書
き
記
し
て
い
た
。 
 
 
極
論
す
れ
ば
、
清
張
の
作
家
的
生
涯
は
『
砂
の
器
』
ま
で
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
だ
が
、
し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
ん
な
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
作
家
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
続
け
る
な
ど
と
い
う
の
は
幻
想
で
あ
っ
て
、
た
い
て
い
の
作
家
に
は
盛
り
や
ピ
ー
ク
に
あ
た
る
時
期
が
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
清
張
の
場
合
、
た
ま
た
ま
そ
れ
が
作
家
と
し
て
の
前
半
生
に
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。（
３
） 
 
藤
井
は
、
同
時
代
の
読
者
調
査
に
基
づ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。
同
時
代
に
お
い
3 
 
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
そ
の
後
も
記
憶
に
残
る
本
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
「
点
と
線
」（『
旅
』、
一
九
五
七
年
二
月
～
五
八
年
一
月
）
や
「
砂
の
器
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
六
〇
年
五
月
十
七
日
～
六
一
年
四
月
二
十
日
）
で
あ
り
、「
砂
の
器
」
以
降
の
作
品
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
清
張
が
発
表
し
た
新
作
の
ミ
ス
テ
リ
ー
は
、
藤
井
に
よ
れ
ば
、「
も
は
や
か
つ
て
の
よ
う
な
迫
力
は
見
ら
れ
ず
、
マ
ン
ネ
リ
化
の
傾
向
は
否
み
が
た
い
」
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
し
か
し
注
意
す
べ
き
は
、「
砂
の
器
」
以
降
の
作
品
で
あ
る
「
喪
失
の
儀
礼
」
が
、
二
〇
一
六
年
に
な
っ
て
も
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
だ
。「
喪
失
の
儀
礼
」
が
「
砂
の
器
」
の
後
に
執
筆
さ
れ
発
表
さ
れ
た
作
品
の
中
で
、
例
外
的
に
「
マ
ン
ネ
リ
化
」
を
免
れ
た
作
品
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
い
。
医
学
界
を
扱
っ
た
社
会
派
推
理
小
説
の
ひ
と
つ
と
し
て
十
分
楽
し
め
る
作
品
で
は
あ
る
が
、「
マ
ン
ネ
リ
」
を
感
じ
取
っ
て
し
ま
う
者
が
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
少
な
く
と
も
、
医
者
を
中
心
人
物
に
据
え
て
医
学
界
を
舞
台
に
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
作
ら
れ
て
き
た
後
の
二
〇
一
六
年
に
お
い
て
、「
喪
失
の
儀
礼
」
を
原
作
と
し
た
ド
ラ
マ
に
、
新
鮮
さ
や
新
奇
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
難
し
い
。 
物
語
が
面
白
い
か
ど
う
か
、
作
品
が
素
晴
ら
し
い
か
ど
う
か
、
そ
う
し
た
こ
と
と
は
無
関
係
に
、
松
本
清
張
の
名
が
冠
せ
ら
れ
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は
作
ら
れ
続
け
、
文
庫
本
は
刊
行
さ
れ
続
け
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
清
張
の
名
が
あ
れ
ば
大
失
敗
は
し
な
い
と
い
う
目
論
見
を
、
テ
レ
ビ
局
や
出
版
社
が
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
の
よ
う
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
は
な
ら
な
く
て
も
、
ま
た
高
視
聴
率
を
た
た
き
出
す
大
ヒ
ッ
ト
作
に
は
な
ら
な
く
て
も
、
そ
の
名
前
は
テ
レ
ビ
局
や
出
版
社
に
、
あ
る
程
度
の
安
定
し
た
売
り
上
げ
や
視
聴
率
を
保
証
す
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。（
４
） 
駄
作
で
あ
ろ
う
と
、「
マ
ン
ネ
リ
化
」
し
て
い
よ
う
と
、
清
張
の
作
品
は
支
持
さ
れ
続
け
て
い
る
。
出
版
社
や
テ
レ
ビ
局
に
と
っ
て
も
、
清
張
は
安
定
し
た
銘
柄
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
時
に
「
国
民
作
家
」（
５
）
と
言
わ
れ
る
の
も
、
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
地
位
を
、
清
張
は
ど
の
よ
う
に
し
て
確
保
し
た
の
か
。
清
張
が
読
者
と
の
つ
な
が
り
を
堅
固
に
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
確
認
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
  
二 
松
本
清
張
と
読
者
を
つ
な
ぐ
メ
デ
ィ
ア 
  
松
本
清
張
の
作
品
は
、
多
種
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
読
者
と
つ
な
が
っ
て
い
た
。 
も
ち
ろ
ん
映
像
作
品
は
重
要
だ
。
一
九
五
七
年
一
月
に
封
切
ら
れ
た
「
顔
」（『
小
説
新
潮
』、
一
九
五
六
年
八
月
）
か
ら
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
の
「
ゼ
ロ
の
焦
点
」（
初
出
時
タ
イ
ト
ル
：「
零
の
焦
点
」、『
宝
石
』、
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一
九
五
八
年
三
月
～
一
九
六
〇
年
一
月
）
に
至
る
ま
で
、
清
張
作
品
の
映
画
化
は
三
十
六
回
に
及
ん
で
い
る
。（
６
）
ま
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
八
年
二
月
に
「
声
」（『
小
説
公
園
』、
一
九
五
六
年
十
月
～
十
一
月
）
が
Ｋ
Ｒ
テ
レ
ビ
（
現
・
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
で
放
映
さ
れ
て
以
来
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
の
回
数
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。（
７
）
新
潮
社
は
松
本
清
張
の
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
、
二
〇
〇
九
年
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
『
新
潮
文
庫 
松
本
清
張
の
本 
解
説
目
録
』
を
配
布
し
、
新
潮
文
庫
か
ら
出
て
い
る
清
張
作
品
を
、
売
り
上
げ
累
計
部
数
が
多
い
順
に
紹
介
し
て
い
っ
た
が
、
第
一
位
の
「
砂
の
器
」
か
ら
第
六
位
の
「
黒
革
の
手
帖
」（『
週
刊
新
潮
』、
一
九
七
八
年
十
一
月
十
六
日
～
八
〇
年
二
月
十
四
日
）
に
至
る
ま
で
、
全
て
の
作
品
紹
介
に
映
画
化
と
ド
ラ
マ
化
の
情
報
が
付
さ
れ
て
い
た
。
短
篇
集
第
一
位
の
『
張
込
み 
傑
作
短
編
集
五
』
と
第
二
位
の
『
駅
路 
傑
作
短
編
集
六
』
の
紹
介
に
も
、
む
ろ
ん
ド
ラ
マ
化
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
新
潮
文
庫
の
売
り
上
げ
と
映
像
化
が
密
接
に
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
、『
新
潮
文
庫 
松
本
清
張
の
本
』
は
如
実
に
伝
え
て
い
た
。 
ま
た
松
本
清
張
に
親
し
い
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
誰
も
が
想
起
す
る
の
は
、
週
刊
誌
と
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
で
あ
ろ
う
。 
一
九
五
四
年
に
光
文
社
か
ら
創
刊
さ
れ
た
カ
ッ
パ
ブ
ッ
ク
ス
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
を
駆
使
し
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
量
産
し
、
当
時
読
書
界
を
席
巻
し
て
い
た
新
書
ブ
ー
ム
の
中
心
と
な
っ
た
。
そ
の
小
説
版
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
の
が
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
で
あ
り
、
一
九
五
九
年
十
二
月
に
第
一
弾
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
が
南
条
範
夫
の
『
か
ら
み
合
い
』
で
あ
り
、
松
本
清
張
の
『
ゼ
ロ
の
焦
点
』
だ
っ
た
。
以
後
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
が
「
日
本
の
小
説
シ
リ
ー
ズ
の
一
大
山
脈
に
成
長
」（
８
）
す
る
に
あ
た
り
、
清
張
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
創
刊
か
ら
三
年
半
余
り
経
っ
た
一
九
六
三
年
八
月
の
時
点
で
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
は
刊
行
点
数
五
十
点
に
達
し
た
の
だ
が
、「
う
ち
松
本
清
張
だ
け
で
十
三
点
、
出
る
た
び
に
ト
ッ
プ
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
」（
９
）
の
で
あ
る
。 
週
刊
誌
に
つ
い
て
は
、
清
張
の
デ
ビ
ュ
ー
作
は
『
週
刊
朝
日
』
の
「
百
万
人
の
小
説
」
と
い
う
懸
賞
小
説
に
清
張
が
応
募
し
、
三
等
に
入
選
し
た
「
西
郷
札
」（『
週
刊
朝
日
』
別
冊
、
一
九
五
一
年
春
季
増
刊
号
）
で
あ
っ
た
し
、
作
家
と
し
て
地
歩
を
固
め
て
い
く
清
張
の
道
程
が
、「
週
刊
誌
ブ
ー
ム
」
の
時
代
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。（
10
）
戦
前
か
ら
の
『
週
刊
朝
日
』『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
に
加
え
て
、
一
九
五
二
年
に
『
週
刊
サ
ン
ケ
イ
』
と
『
週
刊
読
売
』
が
創
刊
さ
れ
、
次
い
で
一
九
五
六
年
二
月
に
新
潮
社
が
『
週
刊
新
潮
』
を
創
刊
し
成
功
を
収
め
た
こ
と
を
契
機
に
、
相
次
い
で
週
刊
誌
が
創
刊
さ
れ
た
。（
11
）
一
九
五
八
年
十
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
、
週
刊
誌
研
究
会
編
『
週
刊
誌 
そ
の
新
し
い
知
識
形
態
』（
三
一
書
房
）
の
「
ま
え
が
き
」
で
社
会
学
者
の
加
藤
秀
俊
は
、「「
週
刊
誌
ブ
ー
ム
」
と
い
う
言
葉
を
は
じ
め
て
き
い
て
か
ら
も
う
三
年
ほ
ど
た
つ
が
、「
ブ
ー
ム
」（
俄
景
気
）
の
名
に
似
合
わ
ず
週
刊
誌
が
日
本
の
ジ
ャ
ー
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ナ
リ
ズ
ム
の
な
か
で
占
め
る
位
置
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
当
時
の
状
況
を
、「
じ
じ
つ
、
最
近
の
資
料
に
よ
る
と
現
在
日
本
社
会
に
流
通
す
る
週
刊
誌
は
、
総
発
行
部
数
七
百
万
を
こ
え
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
機
械
的
割
算
に
よ
る
と
、
お
よ
そ
三
世
帯
に
一
冊
の
割
で
普
及
し
て
き
て
い
る
」
と
概
括
し
て
い
る
。
世
は
週
刊
誌
の
時
代
で
あ
り
、
そ
の
週
刊
誌
の
「
娯
楽
性
」
を
支
え
た
も
の
の
ひ
と
つ
が
連
載
小
説
だ
っ
た
。
そ
の
一
翼
を
担
い
、
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
に
な
っ
た
の
が
清
張
だ
っ
た
の
で
あ
る
。（
12
） 
た
と
え
ば
「
砂
の
器
」
の
連
載
が
始
ま
る
前
後
に
限
っ
て
も
清
張
は
、
次
の
よ
う
な
連
載
小
説
を
週
刊
誌
上
で
抱
え
て
い
た
。 
 
「
黒
い
画
集
」（『
週
刊
朝
日
』、
一
九
五
八
年
十
月
五
日
～
六
〇
年
六
月
十
九
日
） 
「
波
の
塔
」（『
女
性
自
身
』、
一
九
五
九
年
五
月
二
十
九
日
～
六
〇
年
六
月
十
五
日
） 
「
黒
い
福
音
」（『
週
刊
コ
ウ
ロ
ン
』、
一
九
五
九
年
十
一
月
三
日
～
六
〇
年
六
月
七
日
） 
「
わ
る
い
や
つ
ら
」（『
週
刊
新
潮
』、
一
九
六
〇
年
一
月
十
一
日
～
六
一
年
六
月
五
日
） 
「
考
え
る
葉
」、（『
週
刊
読
売
』、
一
九
六
〇
年
四
月
三
日
～
六
一
年
二
月
十
九
日
） 
 
清
張
が
「
週
刊
誌
ブ
ー
ム
」
の
立
役
者
の
ひ
と
り
だ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
週
刊
誌
に
「
娯
楽
性
」
を
付
与
す
る
た
め
に
、
清
張
は
す
で
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
た
。（
13
） 
 
出
版
メ
デ
ィ
ア
史
に
お
け
る
松
本
清
張
は
、
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
の
寵
児
で
あ
り
、
週
刊
誌
時
代
を
代
表
す
る
小
説
家
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
「
西
郷
札
」
の
後
、「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」（『
三
田
文
学
』、
一
九
五
二
年
九
月
）
で
芥
川
賞
を
受
賞
し
、『
オ
ー
ル
読
物
』
に
投
稿
し
た
「
啾
啾
吟
」（
一
九
五
三
年
三
月
）
で
第
一
回
オ
ー
ル
新
人
杯
佳
作
第
一
席
を
手
に
入
れ
、
小
説
家
と
し
て
の
地
位
を
確
固
と
し
た
も
の
に
し
よ
う
と
努
め
て
い
た
清
張
に
と
っ
て
、
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
大
き
な
舞
台
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
が
新
聞
小
説
だ
っ
た
。 
  
三 
新
聞
小
説
の
黄
金
時
代 
  
再
び
『
週
刊
誌 
そ
の
新
し
い
知
識
形
態
』
に
よ
る
な
ら
ば
、
週
刊
誌
ブ
ー
ム
の
渦
中
に
あ
っ
て
も
、
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
は
特
別
な
も
の
だ
っ
た
。
週
刊
誌
は
あ
く
ま
で
も
「
新
聞
の
補
助
媒
体
」
に
過
ぎ
ず
、
同
書
に
収
め
ら
れ
た
「
週
刊
誌
の
読
ま
れ
方
」
で
は
、
週
刊
誌
の
「
大
多
数
の
読
者
が
、
新
聞
と
の
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比
較
に
お
い
て
、
週
刊
誌
を
意
義
づ
け
よ
う
と
し
て
」
お
り
、
週
刊
誌
も
ま
た
「
中
心
的
ト
ピ
ッ
ク
は
一
度
新
聞
紙
上
を
飾
っ
た
も
の
の
中
か
ら
選
択
」
す
る
と
い
う
「
中
間
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
態
」
を
と
っ
て
い
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
、「
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
で
、
生
活
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
も
の
、な
か
っ
た
ら
困
る
も
の
」は
、ま
ず
何
よ
り
も
新
聞
だ
っ
た
の
で
あ
る
。（
14
） 
そ
し
て
一
九
五
〇
年
代
の
新
聞
に
と
っ
て
、
新
聞
小
説
は
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
学
芸
通
信
社
で
、
地
方
新
聞
に
新
聞
小
説
や
漫
画
や
学
芸
文
化
の
記
事
な
ど
を
配
信
す
る
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
川
合
澄
男
は
、
日
本
の
新
聞
小
説
を
回
顧
し
た
エ
ッ
セ
イ
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 
 
 
敗
戦
後
の
混
乱
の
な
か
で
新
聞
社
は
徐
々
に
再
建
が
進
み
、
東
京
タ
イ
ム
ズ
、
新
大
阪
な
ど
新
興
紙
も
続
々
創
刊
さ
れ
た
。
二
十
四
年
か
ら
朝
夕
刊
セ
ッ
ト
も
復
活
し
た
。
こ
う
し
た
新
聞
の
販
売
合
戦
の
〝
目
玉
商
品
〟
が
新
聞
小
説
で
あ
っ
た
。
各
紙
は
競
っ
て
力
作
を
掲
載
し
、
新
し
い
作
品
が
開
始
さ
れ
る
前
に
は
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
な
ど
し
て
Ｐ
Ｒ
に
つ
と
め
た
。
人
気
作
品
は
す
ぐ
映
画
化
さ
れ
、
多
く
の
観
客
を
ひ
き
つ
け
た
。『
自
由
学
校
』
な
ど
は
、
二
つ
の
映
画
会
社
か
ら
同
時
に
映
画
化
さ
れ
て
話
題
を
呼
ん
だ
。
ま
さ
に
百
花
繚
乱
の
様
相
を
呈
し
た
と
い
え
よ
う
。（
15
） 
 
獅
子
文
六
の
「
自
由
学
校
」
は
一
九
五
〇
年
五
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
十
一
日
に
か
け
て
『
朝
日
新
聞
』
の
朝
刊
に
連
載
さ
れ
た
、「
空
前
の
成
功
を
お
さ
め
た
」（
16
）
こ
と
で
知
ら
れ
る
戦
後
の
代
表
的
な
新
聞
小
説
で
あ
る
。
川
合
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、「
自
由
学
校
」
は
連
載
が
終
了
し
た
後
の
一
九
五
一
年
に
、
松
竹
と
大
映
が
そ
れ
ぞ
れ
競
い
合
っ
て
映
画
化
し
た
。
渋
谷
実
が
監
督
し
た
松
竹
版
と
吉
村
公
三
郎
が
監
督
し
た
大
映
版
は
封
切
日
を
同
じ
に
し
て
競
作
す
る
こ
と
と
な
り
、「
ス
タ
ッ
フ
、
キ
ャ
ス
ト
と
も
に
互
角
の
勝
負
と
し
て
話
題
に
な
り
、
ど
ち
ら
も
好
成
績
」
を
収
め
た
（
17
）。
同
時
期
に
、
同
じ
原
作
を
使
っ
た
映
画
が
作
ら
れ
公
開
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
に
お
い
て
、
ま
さ
に
事
件
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
出
来
事
だ
っ
た
。
そ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
中
心
に
位
置
し
て
い
た
の
が
、
新
聞
小
説
「
自
由
学
校
」
で
あ
る
。
川
合
が
言
う
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
、
新
聞
小
説
は
ま
さ
し
く
「
百
花
繚
乱
」
の
時
代
に
突
入
し
て
い
っ
た
（
18
）。 
 
清
張
の
デ
ビ
ュ
ー
は
、
新
聞
小
説
の
黄
金
時
代
と
重
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
か
ら
小
説
家
を
捉
え
直
そ
う
と
し
た
、
先
駆
的
な
試
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
重
要
な
荒
正
人
の
『
現
代
の
英
雄 
小
説
家
』（
光
文
社
、
一
九
五
七
年
六
月
）
に
も
、
そ
う
し
た
時
代
状
況
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 
荒
は
「
小
説
家
は
反
逆
者
か
ら
英
雄
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
。
な
ぜ
か
。
か
つ
て
小
説
家
は
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「
ま
と
も
な
市
民
」
と
し
て
は
扱
わ
れ
ず
、「
一
種
の
無
頼
漢
」
と
思
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
「
近
ご
ろ
で
は
、
子
供
が
、
小
説
家
を
志
望
す
る
と
、
親
た
ち
は
喜
ぶ
」
よ
う
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
小
説
家
こ
そ
が
「
マ
ス･
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
王
者
」
で
あ
り
、「
高
額
所
得
者
と
し
て
、
芸
能
人
の
な
か
で
首
位
を
占
め
る
存
在
」
と
な
っ
た
か
ら
だ
。
流
行
作
家
と
も
な
れ
ば
、
高
額
納
税
者
と
し
て
名
前
が
出
る
。
世
間
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
。
小
説
家
は
「
反
逆
者
か
ら
英
雄
」
へ
と
転
成
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
荒
が
言
う
に
は
、
そ
う
し
た
「
現
在
、
流
行
作
家
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
人
は
、
か
ん
た
ん
に
い
え
ば
、
新
聞
小
説
の
常
連
」
な
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
現
代
の
英
雄
」
と
は
、「
新
聞
小
説
の
常
連
」
と
し
て
の
居
場
所
を
確
保
し
た
小
説
家
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
「
現
代
の
英
雄
」
た
ち
の
華
や
か
な
世
界
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
場
所
に
身
を
置
い
て
、「
ほ
ん
と
う
に
理
解
力
を
も
つ
三
十
人
の
読
者
を
対
象
に
し
て
書
け
ば
い
い
」（
19
）
と
い
う
姿
勢
で
私
小
説
を
書
き
続
け
て
い
た
野
口
冨
士
男
は
、
一
九
五
〇
年
代
を
回
顧
し
て
、
次
の
よ
う
な
「
感
触
」
を
書
き
残
し
て
い
た
。 
 
 
そ
う
言
え
ば
、
車
体
に
「
吉
川
英
治
『
新
平
家
物
語
』」
な
ど
と
大
書
し
た
新
聞
輸
送
用
の
ト
ラ
ッ
ク
が
街
頭
を
疾
駆
し
て
い
た
光
景
も
思
い
出
さ
れ
る
。
吉
川
ば
か
り
で
は
な
く
、
石
坂
洋
次
郎
、
獅
子
文
六
、
石
川
達
三
、
大
佛
次
郎
、
海
音
寺
潮
五
郎
、
村
上
元
三
、
松
本
清
張
ら
の
連
載
小
説
が
新
聞
販
売
促
進
の
メ
ダ
マ
商
品
だ
っ
た
時
代
も
、
今
は
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
『
感
触
的
昭
和
文
壇
史
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
八
六
年
七
月
）
に
収
め
ら
れ
た
「
昭
和
三
十
年
代
以
後
」
の
一
節
で
あ
る
。
野
口
に
よ
れ
ば
、
新
聞
小
説
が
戦
後
の
風
俗
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
新
聞
小
説
の
題
名
や
登
場
人
物
が
口
に
し
て
い
た
「
言
語
表
現
が
巷
間
の
流
行
語
」
と
な
り
、
小
説
の
作
品
名
を
冠
し
た
バ
ー
や
キ
ャ
バ
レ
ー
や
喫
茶
店
も
多
く
生
ま
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
し
た
事
態
は
戦
前
か
ら
も
あ
っ
た
。
特
別
に
目
新
し
い
出
来
事
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
野
口
は
、
戦
後
は
戦
前
以
上
に
「
文
学
が
一
般
社
会
と
の
親
密
さ
を
所
持
し
て
い
た
」
と
い
う
。
そ
う
し
た
「
親
密
さ
」
を
象
徴
し
た
の
が
、
新
聞
小
説
だ
っ
た
。
私
小
説
家
が
書
き
残
し
た
「
感
触
」
も
、
や
は
り
荒
と
同
様
、
新
聞
小
説
家
が
「
現
代
の
英
雄
」
で
あ
っ
た
時
代
を
伝
え
て
い
る
。 
と
こ
ろ
で
、
引
用
し
た
野
口
の
文
章
の
中
に
、
吉
川
英
治
や
石
坂
洋
二
郎
や
獅
子
文
六
と
い
っ
た
新
聞
小
説
家
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
た
作
家
た
ち
と
並
ん
で
、
松
本
清
張
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
清
張
に
新
聞
小
説
家
と
い
う
呼
称
を
与
え
る
こ
と
が
適
当
か
と
い
う
と
、
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
清
張
は
週
刊
誌
時
代
の
小
説
家
で
あ
り
、
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
で
あ
っ
た
。
ま
た
新
聞
小
説
が
「
新
聞
販
売
促
進
の
メ
ダ
マ
商
品
」
で
は
な
く
な
っ
た
後
も
、
あ
ま
た
の
映
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画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
原
作
者
と
し
て
活
躍
し
続
け
た
。
清
張
は
、
新
聞
小
説
家
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
収
ま
り
き
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
。 
し
か
し
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ば
か
り
の
一
九
五
〇
年
代
の
清
張
に
と
っ
て
、「
現
代
の
英
雄
」
た
ち
が
活
躍
す
る
新
聞
小
説
と
い
う
場
は
、
い
わ
ば
檜
舞
台
と
し
て
映
じ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
清
張
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
な
り
、「
国
民
作
家
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
不
特
定
多
数
の
読
者
を
相
手
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
聞
小
説
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
は
ず
で
あ
る
。 
  
四 
新
聞
小
説
と
い
う
問
題 
 
そ
も
そ
も
新
聞
小
説
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
他
の
メ
デ
ィ
ア
に
掲
載
さ
れ
る
小
説
と
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
小
説
に
、
何
ら
か
の
違
い
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 
一
九
五
四
年
六
月
、
雑
誌
『
文
学
』
が
「
新
聞
小
説
」
を
特
集
し
た
。
新
聞
小
説
を
研
究
対
象
と
す
る
先
駆
的
な
試
み
で
あ
り
、
編
集
後
記
に
よ
れ
ば
、
新
聞
小
説
を
正
面
か
ら
扱
っ
た
研
究
は
少
な
く
、
基
礎
的
研
究
も
不
足
す
る
中
で
、
苦
労
し
て
ま
と
め
上
げ
た
特
集
だ
っ
た
。
し
か
し
実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
『
文
学
』
の
特
集
に
限
ら
ず
、
一
九
五
〇
年
前
後
に
は
、
数
多
く
の
新
聞
小
説
論
が
新
聞
や
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。（
20
）
新
聞
小
説
論
が
盛
ん
に
書
か
れ
た
と
い
う
事
態
は
、
新
聞
小
説
が
「
百
花
繚
乱
」
の
時
代
を
迎
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
傍
証
に
な
る
。
ま
た
そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
新
聞
小
説
論
に
よ
っ
て
新
聞
小
説
が
特
殊
な
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
相
貌
を
際
立
た
せ
、
認
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
の
特
殊
な
ジ
ャ
ン
ル
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
新
聞
小
説
家
と
い
う
存
在
を
浮
上
さ
せ
る
こ
と
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。 
で
は
、『
文
学
』
の
特
集
を
見
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
は
、
新
聞
小
説
を
得
手
に
し
て
い
た
何
人
か
の
作
家
が
、「
新
聞
小
説
に
つ
い
て
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
い
た
。 
た
と
え
ば
獅
子
文
六
は
、「
私
は
、
新
聞
小
説
を
特
殊
の
文
芸
と
考
へ
て
ゐ
な
い
」
と
言
い
切
り
、「
新
聞
小
説
と
雑
誌
小
説
の
ち
が
ひ
な
ぞ
、
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ら
う
か
」
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
た
っ
た
ひ
と
つ
だ
け
「
新
聞
小
説
を
書
く
の
に
、
特
別
な
必
要
」
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
体
力
」
だ
け
だ
。
獅
子
文
六
が
言
う
に
は
、「
六
ヶ
月
と
か
七
ヶ
月
と
か
の
間
、
毎
日
、
欠
か
さ
ず
も
の
を
書
く
こ
と
は
、
重
い
労
苦
で
あ
り
、
そ
れ
に
堪
え
る
も
の
は
、
体
力
以
外
に
な
い
」
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
除
い
て
、
新
聞
小
説
と
他
の
小
説
の
違
い
は
な
い
。 
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
新
聞
小
説
を
特
別
視
し
な
い
見
解
は
、
あ
く
ま
で
も
少
数
派
だ
っ
た
よ
う
だ
。
9 
 
書
き
手
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
体
力
以
外
に
も
、
新
聞
小
説
に
は
特
別
な
な
に
か
が
あ
っ
た
ら
し
い
。 
た
と
え
ば
石
坂
洋
次
郎
は
「
私
は
今
日
、
大
衆
雑
誌
に
多
く
執
筆
し
て
ゐ
る
が
、
新
聞
小
説
の
場
合
は
、
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
も
平
易
で
、
誰
に
も
親
し
め
る
や
う
に
と
い
ふ
考
へ
で
筆
を
と
つ
て
ゐ
る
」
と
述
べ
、
大
衆
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
小
説
を
書
く
時
と
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
小
説
を
書
く
時
の
「
考
へ
」
の
違
い
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
村
上
元
三
は
「
連
載
物
の
中
で
、
わ
た
し
の
一
ば
ん
気
が
楽
な
の
は
雑
誌
の
も
の
で
あ
り
、
週
刊
誌
と
な
る
と
、
だ
い
ぶ
気
が
重
く
な
り
、
新
聞
小
説
は
、
い
つ
も
重
た
い
風
呂
敷
包
み
が
首
に
ぶ
ら
下
っ
て
い
る
よ
う
な
気
持
に
な
る
」
と
言
う
。
な
ぜ
な
ら
「
雑
誌
の
連
載
な
ら
、
ほ
か
の
作
家
の
連
載
物
も
あ
る
の
で
、
自
分
の
が
ま
ず
い
場
合
で
も
い
く
ら
か
気
が
楽
」
に
な
る
の
だ
が
、「
週
刊
誌
の
場
合
は
、
そ
れ
が
一
ヶ
月
で
は
な
し
に
一
週
間
ご
と
な
の
で
、
い
つ
も
追
い
廻
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
持
だ
し
、
読
者
に
対
す
る
責
任
も
大
き
い
」
も
の
と
な
る
か
ら
だ
。
そ
れ
が
新
聞
小
説
と
も
な
る
と
、
連
載
も
ほ
ぼ
毎
日
と
な
り
読
者
の
数
も
圧
倒
的
に
増
大
す
る
。し
た
が
っ
て
週
刊
誌
の
時
に
感
じ
る
負
担
が「
何
倍
か
に
加
重
さ
れ
、
作
家
の
肩
に
の
し
か
か
っ
て
く
る
」
こ
と
に
な
る
。『
朝
日
新
聞
』
の
論
説
主
幹
を
務
め
た
笠
信
太
郎
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
や
は
り
「
新
聞
小
説
と
い
う
も
の
は
特
殊
な
小
説
」
な
の
だ
。
「
新
聞
小
説
は
、
小
説
に
し
て
小
説
に
あ
ら
ず
と
も
い
え
る
」
ほ
ど
に
、「
特
殊
な
小
説
」
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。（
21
） 
新
聞
小
説
の
特
殊
性
、
そ
れ
は
容
易
に
想
像
で
き
る
こ
と
だ
が
、
制
約
が
あ
ま
り
に
も
多
い
こ
と
に
由
来
す
る
。
毎
日
約
三
枚
半
と
い
う
き
わ
め
て
短
い
分
量
を
十
五
字
詰
め
の
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
に
掲
載
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
「
一
日
一
日
読
み
す
て
ら
れ
る
は
か
な
い
小
説
」
で
あ
り
な
が
ら
、「
興
味
を
つ
な
ぐ
工
夫
が
必
要
」（
22
）
と
さ
れ
る
。
し
か
も
読
者
層
は
多
岐
に
わ
た
る
。 
新
聞
小
説
の
読
者
に
つ
い
て
は
、
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
に
勤
務
し
つ
つ
新
聞
小
説
を
研
究
し
て
い
た
平
井
德
志
が
、
新
聞
小
説
を
特
集
し
た
『
文
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
新
聞
小
説
の
社
会
学
的
考
察
―
そ
の
性
格
と
要
素
―
」
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 
 
質
に
お
い
て
も
文
芸
、
総
合
雑
誌
の
読
者
は
イ
ン
テ
リ
ー
階
級
に
属
し
、
そ
の
社
会
生
活
相
も
似
た
り
寄
っ
た
り
、
通
俗
、
婦
人
雑
誌
の
読
者
は
知
的
に
は
こ
れ
よ
り
劣
る
が
社
会
層
の
ひ
ら
き
に
は
大
体
大
き
な
振
幅
は
な
い
と
い
え
る
。
し
か
し
新
聞
読
者
は
知
的
、
社
会
的
に
最
下
位
の
層
か
ら
最
上
位
ま
で
の
振
幅
を
も
ち
、
し
か
も
雑
誌
の
場
合
は
特
に
文
芸
、
通
俗
誌
で
は
そ
の
中
の
小
説
を
読
み
た
い
と
い
う
積
極
的
な
意
志
が
働
い
て
買
う
場
合
が
多
い
が
、
新
聞
の
場
合
は
新
聞
自
身
を
購
読
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
そ
の
小
説
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
「
読
ま
さ
れ
る
」
と
い
う
消
極
的
な
読
者
が
少
く
な
い
。 
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小
説
を
読
む
こ
と
を
第
一
に
は
考
え
て
い
な
い
購
読
者
を
満
足
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
新
聞
の
読
者
層
に
は
、
文
芸
誌
や
総
合
誌
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
の
「
知
的
、
社
会
的
に
最
下
位
の
層
」
の
者
ま
で
い
る
。
ま
た
「
最
高
級
の
イ
ン
テ
リ
ー
」
で
あ
っ
て
も
、
文
芸
誌
の
読
者
の
よ
う
に
「
小
説
を
読
む
知
識
」
を
持
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。「
小
説
に
理
解
の
な
い
読
者
も
多
い
」
の
で
あ
る
。
中
に
は
「
小
説
の
出
来
事
が
そ
の
ま
ま
事
実
だ
と
信
じ
る
読
者
」
さ
え
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
新
聞
小
説
家
は
、
し
ば
し
ば
読
み
や
す
さ
に
配
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
時
に
よ
っ
て
は
「
小
説
の
特
色
を
殺
し
て
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
」（
23
）
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
新
聞
小
説
の
常
連
」
で
「
流
行
作
家
」
だ
っ
た
丹
羽
文
雄
は
、
こ
れ
か
ら
新
聞
小
説
を
書
こ
う
と
す
る
書
き
手
に
対
し
、
新
聞
小
説
の
読
者
は
小
説
を
読
み
慣
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
凝
っ
た
表
現
は
避
け
、
会
話
を
出
来
る
だ
け
多
く
し
て
紙
面
を
文
字
で
覆
い
尽
く
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
べ
き
だ
と
教
え
諭
し
た
。
な
ぜ
な
ら
「
あ
ま
り
べ
っ
た
り
と
活
字
を
埋
め
る
こ
と
は
、
読
者
を
虐
待
す
る
」（
24
）
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。 
新
聞
小
説
の
書
き
手
は
、
多
種
多
様
な
読
者
、
し
か
も
文
芸
誌
や
総
合
誌
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
く
ら
い
に
莫
大
な
数
に
上
る
読
者
を
相
手
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
読
者
を
意
識
し
始
め
る
や
、
新
聞
小
説
は
特
殊
な
小
説
と
な
っ
て
書
き
手
の
前
に
聳
え
立
つ
。（
25
）
獅
子
文
六
の
よ
う
に
戦
前
か
ら
新
聞
小
説
を
書
き
続
け
て
き
た
手
練
れ
で
あ
れ
ば
、「
大
勢
の
人
が
読
む
と
い
う
点
だ
つ
て
、
新
聞
も
雑
誌
も
変
ら
な
い
」（「
新
聞
小
説
に
つ
い
て
」）
と
言
い
切
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
多
く
の
書
き
手
に
と
っ
て
、
た
と
え
そ
れ
が
新
聞
小
説
の
「
百
花
繚
乱
」
の
時
代
が
遠
い
過
去
と
な
っ
た
現
代
の
小
説
家
に
と
っ
て
で
あ
っ
て
も
、
新
聞
小
説
は
、
そ
の
読
者
の
存
在
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
特
殊
」
で
難
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。 
小
説
家
の
辻
原
登
は
、
は
じ
め
て
の
新
聞
小
説
「
翔
べ
麒
麟
」
を
『
読
売
新
聞
』
に
連
載
（
一
九
九
七
年
四
月
十
日
～
九
八
年
五
月
八
日
）
し
た
時
の
こ
と
を
回
顧
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 
 
そ
の
と
き
は
読
み
手
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
ま
し
た
。『
文
学
界
』『
群
像
』『
新
潮
』『
す
ば
る
』
の
よ
う
な
文
芸
誌
に
短
編
小
説
、
あ
る
い
は
長
編
小
説
を
連
載
す
る
と
き
は
、
あ
ま
り
読
者
の
こ
と
を
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。［
中
略
］
し
か
し
新
聞
で
す
と
、
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
初
め
て
読
み
手
の
こ
と
を
一
生
懸
命
考
え
ま
し
た
。 
そ
の
時
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
思
っ
た
の
は
、
小
説
の
作
り
方
、
読
み
手
を
ど
う
考
え
る
か
で
す
。
読
売
新
聞
は
購
読
者
が
一
千
万
人
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
ど
れ
く
ら
い
読
ん
で
く
れ
る
か
分
か
ら
な
い
に
し
て
も
、
本
当
は
一
千
万
の
人
が
読
ん
で
く
れ
な
い
と
い
け
な
い
も
の
を
書
か
な
く
て
は
な
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ら
な
い
と
い
う
重
圧
、
今
は
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
と
き
は
そ
う
考
え
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
僕
は
小
説
と
い
う
も
の
を
根
底
か
ら
も
う
一
度
考
え
直
そ
う
と
し
ま
し
た
。（
26
） 
 
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
る
中
で
、
新
聞
小
説
を
特
殊
な
も
の
と
し
て
際
立
た
せ
て
い
る
一
番
の
要
因
は
、
ど
う
や
ら
読
者
の
存
在
で
あ
る
よ
う
だ
。
辻
原
は
「
毎
日
一
万
人
の
人
が
必
ず
読
ん
で
く
れ
る
」
と
い
う
の
は
「
す
ご
い
経
験
」
だ
っ
た
と
い
う
。
新
聞
に
小
説
を
連
載
し
て
い
る
渦
中
で
辻
原
は
、「
一
回
ご
と
に
ざ
わ
め
き
が
来
る
」
の
を
感
じ
続
け
た
ら
し
い
。「
あ
る
種
の
物
語
の
送
り
手
と
受
け
手
と
の
間
の
目
に
見
え
な
い
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
」
が
新
聞
小
説
に
は
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
こ
う
い
っ
た
感
触
は
、
文
芸
誌
に
掲
載
さ
れ
る
小
説
を
書
く
際
に
は
な
か
っ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
新
聞
小
説
は
読
者
と
い
う
他
者
を
、
否
応
な
く
書
き
手
に
意
識
さ
せ
て
し
ま
う
特
殊
な
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
  
五 
松
本
清
張
の
新
聞
小
説
観 
 
こ
う
し
た
新
聞
小
説
を
清
張
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
清
張
に
は
ま
と
ま
っ
た
新
聞
小
説
論
と
い
う
も
の
は
な
い
。
し
か
し
清
張
は
折
に
触
れ
て
自
ら
の
新
聞
小
説
観
を
披
露
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
『
形
影
―
菊
池
寛
と
佐
佐
木
茂
索
』（『
文
藝
春
秋
』、
一
九
八
二
年
二
月
～
五
月
）
は
、
清
張
の
新
聞
小
説
に
つ
い
て
の
考
え
を
知
る
上
で
興
味
深
い
。 
た
と
え
ば
清
張
は
、
佐
佐
木
茂
索
が
『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
に
連
載
し
た
「
困
っ
た
人
達
」（
一
九
三
〇
年
九
月
九
日
～
一
一
月
七
日
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
る
。 
 
こ
う
い
う
「
有
閑
夫
婦
」
の
群
が
と
く
に
筋
ら
し
い
筋
も
な
く
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
や
ポ
ー
カ
ー
な
ど
の
遊
び
仲
間
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
出
て
く
る
の
は
銀
ブ
ラ
で
あ
り
、
藤
木
以
外
ど
う
い
う
職
業
な
の
か
よ
く
分
ら
な
い
男
た
ち
で
あ
る
。
会
話
が
多
い
の
は
新
聞
小
説
の
読
者
を
意
識
し
て
だ
ろ
う
が
、
多
い
登
場
人
物
の
関
係
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
混
乱
が
起
る
。 
筋
ら
し
い
筋
の
な
い
の
が
茂
索
の
小
説
の
特
徴
で
あ
る
。
私
小
説
的
な
作
品
な
ら
そ
れ
で
よ
い
。
し
か
し
、
プ
ロ
ッ
ト
の
な
い
、
雰
囲
気
だ
け
の
小
説
を
新
聞
に
連
載
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。 
 
菊
池
寛
の
作
っ
た
文
藝
春
秋
社
に
入
社
し
総
編
集
長
を
務
め
、
後
に
文
藝
春
秋
社
の
経
営
に
ま
で
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
佐
佐
木
茂
索
が
、
創
作
の
筆
を
断
つ
直
前
に
発
表
し
た
の
が
「
困
っ
た
人
達
」
だ
っ
た
。
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佐
佐
木
は
「
私
小
説
的
な
作
品
」
を
得
意
に
し
て
い
た
。
そ
の
佐
佐
木
が
書
い
た
新
聞
小
説
を
清
張
は
辛
辣
に
批
評
す
る
の
だ
が
、
こ
の
一
節
に
は
、
期
せ
ず
し
て
清
張
の
新
聞
小
説
観
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
清
張
は
、
佐
佐
木
茂
索
の
新
聞
小
説
を
反
面
教
師
に
し
て
、
い
や
し
く
も
新
聞
小
説
で
あ
る
の
な
ら
、
登
場
人
物
を
し
っ
か
り
と
造
型
し
、
職
業
な
ど
も
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
清
張
が
、
新
聞
小
説
に
は
「
筋
ら
し
い
筋
」
も
必
要
で
、
文
芸
雑
誌
を
賑
わ
わ
せ
る
「
私
小
説
的
な
作
品
」
は
新
聞
小
説
に
は
不
向
き
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
も
、
こ
の
一
節
か
ら
は
っ
き
り
理
解
で
き
る
。
清
張
は
、
プ
ロ
ッ
ト
や
筋
を
練
り
上
げ
、
読
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
新
聞
小
説
観
を
抱
い
て
い
た
。 
こ
う
し
た
清
張
の
新
聞
小
説
観
は
、『
形
影
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
た
菊
池
寛
の
新
聞
小
説
論
に
直
接
通
じ
る
も
の
だ
。
清
張
は
、
敬
愛
す
る
菊
池
寛
の
新
聞
小
説
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
菊
池
寛
が
新
聞
小
説
で
成
功
し
た
の
は
、「
彼
が
通
俗
小
説
に
も
真
剣
に
と
り
く
ん
だ
か
ら
」
で
あ
る
。
菊
池
寛
に
と
っ
て
新
聞
小
説
は
、「
真
剣
」
に
取
り
組
む
べ
き
対
象
だ
っ
た
と
清
張
は
断
言
す
る
。
続
け
て
さ
ら
に
清
張
は
言
う
、「「
純
」
文
学
作
家
が
、
は
じ
め
か
ら
バ
カ
に
し
て
か
か
っ
て
「
程
度
を
下
げ
て
書
い
た
」
と
称
す
る
通
俗
小
説
に
か
ぎ
っ
て
、
ろ
く
な
も
の
は
な
い
」
と
。
そ
う
し
て
清
張
は
、
菊
池
寛
の
「
新
聞
小
説
難
」
を
引
用
す
る
。
菊
池
寛
の
「
新
聞
小
説
難
」
は
、
本
論
に
も
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
清
張
も
参
照
し
た
「
新
聞
小
説
難
」
を
、『
文
藝
当
座
帳
』（
改
造
社
、
一
九
二
六
年
六
月
）
に
収
録
さ
れ
た
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
簡
単
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 
ち
ょ
う
ど
「
陸
の
人
魚
」
を
『
東
京
日
日
新
聞
』
と
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
に
連
載
（
一
九
二
四
年
三
月
二
十
六
日
～
七
月
十
四
日
）
し
て
い
た
菊
池
寛
は
、「
新
聞
小
説
難
」
を
「
凡
そ
、
自
分
達
の
仕
事
の
中
で
、
新
聞
小
説
ほ
ど
骨
の
折
れ
る
仕
事
は
な
い
」
と
書
き
起
こ
す
。
新
聞
小
説
は
「
ど
ん
な
天
変
地
変
が
あ
つ
て
も
か
ゝ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
仕
事
で
あ
り
、
か
つ
「
読
者
が
各
方
面
各
地
方
の
人
達
を
網
羅
し
て
ゐ
る
か
ら
、
ど
ん
な
間
違
ひ
で
も
直
ぐ
分
る
」
の
だ
と
述
べ
、「
こ
ん
な
責
任
の
あ
る
仕
事
は
な
い
」
と
い
う
。
新
聞
小
説
の
執
筆
と
い
う
仕
事
は
、
そ
れ
を
引
き
受
け
る
や
い
な
や
、
小
説
家
を
「
新
聞
小
説
地
獄
」
に
陥
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
そ
し
て
菊
池
は
、
清
張
も
『
形
影
』
で
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 
 
 
純
文
芸
の
小
説
な
ら
、
書
く
事
は
日
常
の
経
験
と
か
、
本
か
ら
得
た
思
ひ
付
と
か
定
ま
つ
て
ゐ
る
の
だ
が
、
新
聞
小
説
だ
と
、
筋
も
境
遇
も
、
人
物
も
、
み
ん
な
創
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
新
聞
の
小
説
は
、
読
者
を
あ
る
程
度
退
屈
さ
せ
な
い
責
任
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
尚
や
り
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。 
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清
張
が
新
聞
小
説
を
「
や
り
切
れ
な
い
」
と
考
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、「
新
聞
小
説
難
」
に
見
ら
れ
る
新
聞
小
説
観
は
、
そ
の
ま
ま
清
張
の
そ
れ
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
日
常
の
経
験
」
を
書
け
ば
よ
い
私
小
説
的
な
方
法
を
峻
拒
し
、
読
者
を
「
退
屈
さ
せ
な
い
」
た
め
に
「
筋
も
境
遇
も
、
人
物
も
、
み
ん
な
創
作
」
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
ま
さ
し
く
松
本
清
張
の
も
の
だ
。 
推
理
小
説
に
お
け
る
読
者
を
論
じ
た
「
推
理
小
説
時
代
」（『
婦
人
公
論
』、
一
九
五
八
年
五
月
、
後
に
「
推
理
小
説
の
読
者
」
と
改
題
）
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
清
張
は
「
読
者
が
求
め
て
い
る
面
白
さ
」
を
考
え
続
け
た
小
説
家
だ
っ
た
。（
27
）「
よ
り
精
選
さ
れ
た
少
い
読
者
」
や
「
数
少
い
選
ば
れ
た
読
者
」
や
「
マ
ニ
ア
」
だ
け
を
満
足
さ
せ
る
の
で
は
な
い
「
面
白
さ
」
を
追
求
し
た
作
家
だ
っ
た
。『
形
影
』
で
菊
池
寛
の
新
聞
小
説
を
論
じ
て
、
清
張
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。「
菊
池
は
ど
の
作
品
に
も
全
力
を
傾
け
た
が
、
は
じ
め
て
新
聞
小
説
を
書
く
と
き
も
、
た
と
え
通
俗
小
説
で
も
真
剣
に
書
け
ば
、
芸
術
的
に
も
価
値
が
な
い
こ
と
は
な
い
と
考
え
た
」。
こ
の
一
文
の
主
語
を
〝
松
本
清
張
〟
に
変
え
て
も
、
あ
な
が
ち
牽
強
付
会
と
は
な
る
ま
い
。
清
張
は
「
は
じ
め
て
新
聞
小
説
を
書
く
と
き
も
」、「
真
剣
」
に
か
つ
「
全
力
を
傾
け
」
て
新
聞
小
説
に
臨
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 
  
六 
新
聞
小
説
と
松
本
清
張 
 
一
九
五
〇
年
代
、
新
聞
小
説
は
、
時
に
通
俗
に
堕
し
て
い
る
と
い
う
揶
揄
の
言
葉
を
受
け
つ
つ
も
、
特
殊
で
難
し
い
ジ
ャ
ン
ル
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
新
聞
小
説
は
、
特
殊
な
技
能
が
要
求
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
認
知
さ
れ
た
。
読
者
が
莫
大
で
あ
る
か
ら
、
新
聞
小
説
は
、
成
功
す
れ
ば
作
家
に
多
く
の
も
の
を
も
た
ら
す
。
し
か
し
失
敗
す
る
と
新
聞
の
購
読
者
数
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
新
聞
社
と
し
て
は
出
来
る
限
り
冒
険
は
避
け
た
い
。
そ
れ
ゆ
え
新
聞
社
は
、
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
の
新
聞
小
説
を
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
生
み
出
す
小
説
家
に
オ
フ
ァ
ー
を
出
す
よ
う
に
な
り
、
小
説
家
も
新
聞
社
の
要
求
に
応
え
る
べ
く
、
新
聞
小
説
に
特
別
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
身
に
付
け
よ
う
と
す
る
。
こ
う
し
て
新
聞
小
説
家
と
呼
ば
れ
る
小
説
家
が
誕
生
す
る
。
い
や
、
誕
生
と
い
う
言
い
方
は
正
し
く
な
い
。
戦
前
に
も
菊
池
寛
や
山
本
有
三
な
ど
、
新
聞
小
説
家
と
し
て
名
を
馳
せ
た
小
説
家
は
存
在
し
て
い
た
。
戦
後
復
興
を
遂
げ
、
新
聞
や
週
刊
誌
と
い
っ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
活
況
を
呈
す
る
中
で
、
新
聞
小
説
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
復
活
し
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
し
て
成
功
し
た
新
聞
小
説
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
か
ら
、
新
聞
小
説
家
と
認
め
ら
れ
た
小
説
家
は
「
現
代
の
英
雄
」
と
し
て
君
臨
す
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。 
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松
本
清
張
も
、
新
聞
小
説
の
舞
台
に
登
場
し
た
ば
か
り
の
当
初
は
「
英
雄
」
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
存
在
だ
っ
た
。「
砂
の
器
」
の
連
載
が
『
読
売
新
聞
』
で
決
ま
っ
た
時
で
さ
え
、
清
張
は
並
み
居
る
「
新
進
作
家
」
の
ひ
と
り
で
し
か
な
か
っ
た
。『
読
売
新
聞
』
で
「
砂
の
器
」
を
担
当
し
た
山
村
亀
二
郎
は
連
載
当
時
の
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。 
 
当
時
の
朝
刊
小
説
は
ベ
テ
ラ
ン
の
作
家
、
吉
川
英
治
、
獅
子
文
六
、
大
佛
次
郎
、
石
坂
洋
次
郎
、
石
川
達
三
氏
等
が
交
互
に
朝
日
、
毎
日
、
読
売
の
三
社
に
書
き
、
二
、
三
年
先
きママ
ま
で
約
束
さ
れ
て
い
た
。 
し
か
し
夕
刊
小
説
の
舞
台
だ
け
は
新
進
作
家
が
登
用
さ
れ
、
源
氏
鶏
太
氏
の
〝
実
は
熟
し
た
り
〟
、
檀
一
雄
氏
の
〝
夕
陽
と
拳
銃
〟
な
ど
が
好
評
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
次
の
夕
刊
小
説
は
誰
が
書
く
の
か
、
各
社
の
文
壇
記
者
の
間
で
は
注
目
の
マ
ト
だ
っ
た
。（
28
） 
 
一
九
五
八
年
に
『
点
と
線
』
と
『
眼
の
壁
』
で
社
会
派
推
理
小
説
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
、
誰
も
が
流
行
作
家
と
認
め
る
存
在
に
な
っ
た
の
だ
が
、
清
張
に
用
意
さ
れ
た
の
は
、「
新
進
作
家
が
登
用
さ
れ
」
る
夕
刊
小
説
で
し
か
な
か
っ
た
。（
29
）
全
国
紙
の
朝
刊
と
い
う
華
や
か
な
舞
台
は
、「
英
雄
」
た
ち
に
占
拠
さ
れ
て
い
た
。「
新
進
作
家
」
が
入
り
込
め
る
余
地
な
ど
、
あ
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。
特
殊
で
難
し
い
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
新
聞
小
説
に
お
い
て
は
、
推
理
小
説
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
も
、
厚
遇
さ
れ
た
り
特
別
扱
い
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
こ
の
山
村
の
エ
ッ
セ
イ
か
ら
も
う
か
が
え
る
こ
と
だ
が
、
新
聞
小
説
を
掲
載
す
る
新
聞
に
は
、
明
確
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
存
在
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
一
九
五
四
年
当
時
、
読
売
新
聞
文
化
部
次
長
を
務
め
て
い
た
赤
澤
正
二
は
、朝
刊
と
夕
刊
に
載
る
小
説
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
各
新
聞
社
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、「
結
局
夕
刊
は
疲
れ
て
帰
っ
て
来
て
読
む
も
の
、
割
合
大
衆
文
学
的
要
素
の
強
い
も
の
」
で
し
か
な
い
と
答
え
て
い
る
。（
30
）
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
る
小
説
に
対
し
夕
刊
の
小
説
は
格
下
の
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
赤
澤
の
発
言
に
は
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。 
実
際
の
と
こ
ろ
、
朝
刊
／
夕
刊
と
い
う
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
戦
前
か
ら
厳
然
と
存
在
し
た
も
の
だ
っ
た
。
獅
子
文
六
が
最
初
の
新
聞
小
説
「
達
磨
町
七
番
地
」
を
『
朝
日
新
聞
』
に
連
載
（
夕
刊
、
一
九
三
七
年
一
月
五
日
～
三
月
二
日
）
す
る
直
前
、
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
東
京
朝
日
新
聞
の
学
芸
部
に
所
属
し
て
い
た
新
延
修
三
が
伝
え
て
い
る
。
新
延
が
「
夕
刊
一
面
の
中
篇
も
の
」
を
獅
子
文
六
こ
と
岩
田
豊
雄
に
頼
み
に
行
っ
た
と
き
の
挿
話
で
あ
る
。 
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玄
関
が
三
畳
位
の
広
さ
で
、
右
手
に
襖
に
仕
切
ら
れ
た
部
屋
が
続
い
て
い
た
。 
「
夕
刊
の
中
篇
も
の
ね
え
…
…
書
く
材
料
は
あ
る
の
だ
が
、
朝
刊
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ね
え
」 
と
岩
田
は
、
す
こ
ぶ
る
不
満
の
よ
う
だ
。
そ
の
態
度
は
、
気
短
か
の
僕
の
カ
ン
に
さ
わ
っ
た
。 
「
夕
刊
一
面
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
は
、
朝
刊
小
説
へ
の
踏
み
台
み
た
い
な
も
の
で
す
よ
。
こ
こ
で
成
功
し
た
ら
、
日
な
ら
ず
し
て
、
必
ず
朝
刊
に
出
ら
れ
る
ん
で
す
」 
「
そ
れ
に
し
て
も
ね
え
、
た
っ
た
二
、
三
十
回
ぐ
ら
い
じ
ゃ
ね
え
。
材
料
も
勿
体
な
い
し
…
…
」 
「
じ
ゃ
、
よ
し
ま
す
か
。
こ
の
際
、
目
を
つ
む
っ
て
引
受
け
と
い
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
何
し
ろ
『
朝
日
新
聞
』
で
す
か
ら
ね
え
」 
 
と
い
う
わ
け
で
、
岩
田
は
、
獅
子
文
六
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
「
達
磨
町
六
番
地
」
と
い
う
材
を
フ
ラ
ン
ス
の
日
本
人
留
学
生
に
と
っ
た
、
半
ユ
ー
モ
ア
小
説
を
書
い
た
。（
31
） 
 
い
ま
だ
筆
一
本
で
は
食
べ
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
家
族
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
岩
田
豊
雄
は
、
朝
刊
で
は
な
く
夕
刊
で
あ
る
こ
と
に
落
胆
を
隠
さ
な
い
。
全
国
紙
の
朝
刊
に
小
説
を
発
表
し
た
小
説
家
と
い
う
一
流
の
証
は
、
獅
子
文
六
に
な
る
以
前
の
岩
田
豊
雄
に
と
っ
て
、
ど
う
し
て
も
手
に
入
れ
た
い
護
符
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
朝
刊
／
夕
刊
と
い
う
厳
然
た
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
、
後
に
「
現
代
の
英
雄
」
と
な
る
「
新
進
作
家
」
の
言
葉
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
何
し
ろ
『
朝
日
新
聞
』
で
す
か
ら
ね
え
」
と
い
う
新
延
の
言
葉
は
、『
朝
日
新
聞
』
と
い
う
全
国
紙
が
持
っ
て
い
た
権
威
を
、
端
的
に
物
語
っ
て
い
よ
う
。
た
と
え
夕
刊
で
あ
ろ
う
と
『
朝
日
新
聞
』
に
載
せ
て
も
ら
え
る
の
だ
か
ら
あ
り
が
た
い
と
思
え
と
い
う
新
延
の
言
葉
は
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
頂
点
に
位
置
す
る
新
聞
社
の
文
芸
記
者
だ
と
い
う
自
信
に
満
ち
た
エ
リ
ー
ト
意
識
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
も
の
だ
。
日
本
全
国
に
あ
ま
た
存
在
す
る
新
聞
の
頂
点
に
君
臨
し
て
い
た
の
が
、『
朝
日
新
聞
』
に
象
徴
さ
れ
る
全
国
紙
だ
っ
た
の
で
あ
る
。（
32
） 
【
資
料
１
】
に
、
新
聞
小
説
欄
に
掲
載
さ
れ
た
清
張
の
新
聞
小
説
を
掲
げ
た
。
こ
れ
を
見
る
と
一
目
瞭
然
だ
が
、
清
張
は
新
聞
小
説
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
、
一
段
ず
つ
着
実
に
上
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 
最
初
の
新
聞
小
説
「
野
盗
伝
奇
」
は
共
同
通
信
社
の
配
信
で
、『
西
日
本
ス
ポ
ー
ツ
』
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
紙
に
連
載
さ
れ
た
。（
33
）
そ
し
て
次
の
新
聞
小
説
「
か
げ
ろ
う
絵
図
」
は
『
東
京
新
聞
』
の
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
た
。
県
域
規
模
で
新
聞
を
頒
布
す
る
一
般
の
地
方
紙
に
対
し
、
都
道
府
県
の
枠
を
超
え
た
広
域
に
販
路
を
持
つ
地
方
紙
を
ブ
ロ
ッ
ク
紙
と
呼
ぶ
が
、『
東
京
新
聞
』
は
「
関
東
地
方
各
都
県
に
読
者
が
広
が
る
」
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
紙
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
新
聞
で
あ
る
。（
34
）
そ
の
『
東
京
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
の
が
「
か
げ
ろ
う
絵
図
」
だ
っ
た
。
当
時
『
東
京
新
聞
』
で
「
か
げ
ろ
う
絵
図
」
の
担
当
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だ
っ
た
森
秀
男
は
、「
松
本
さ
ん
に
し
て
も
、
東
京
の
新
聞
を
発
表
の
場
に
す
る
の
は
は
じ
め
て
だ
っ
た
か
ら
、
か
ね
て
暖
め
て
い
た
題
材
を
存
分
に
書
き
た
い
と
い
う
、
作
家
的
野
心
を
研
ぎ
す
ま
し
て
に
ち
が
い
な
い
」
と
述
べ
、
清
張
の
「
打
ち
合
わ
せ
の
た
び
に
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
い
た
」
と
い
う
姿
を
伝
え
て
い
る
。
（
35
）「
東
京
の
新
聞
」
に
は
じ
め
て
臨
む
に
あ
た
っ
て
、
清
張
の
意
気
込
み
は
相
当
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
功
を
奏
し
た
の
か
、「
か
げ
ろ
う
絵
図
」
は
し
っ
か
り
と
し
た
構
成
と
波
瀾
万
丈
の
筋
立
て
と
い
っ
た
「
新
聞
小
説
の
最
も
大
切
な
条
件
を
ほ
ぼ
完
全
に
そ
ろ
え
て
い
る
」
作
品
と
し
て
評
価
さ
れ
、
「
読
者
に
大
変
受
け
た
」（
36
）
と
い
う
。 
時
代
物
の
新
聞
小
説
を
武
器
に
地
方
紙
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
紙
へ
と
飛
躍
し
た
清
張
は
、
続
い
て
現
代
物
の
新
聞
小
説
を
二
本
同
時
に
手
が
け
る
こ
と
に
な
る
。『
河
北
新
報
』
な
ど
の
地
方
紙
に
連
載
さ
れ
た
「
影
の
地
帯
」
と
、『
北
海
道
新
聞
』『
中
部
日
本
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』
と
い
う
ブ
ロ
ッ
ク
紙
の
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
た
「
黒
い
風
土
」
で
あ
る
。「
黒
い
風
土
」
に
つ
い
て
は
第
二
部
で
詳
し
く
論
じ
る
の
で
今
は
措
く
が
、
「
影
の
地
帯
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
大
系
社
の
配
信
で
十
紙
以
上
の
地
方
紙
に
連
載
さ
れ
た
こ
と
は
、
特
筆
に
値
し
よ
う
。（
37
） 
『
全
国
新
聞
小
説
一
覧
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
〇
年
二
月
一
日
現
在
で
全
国
各
地
に
あ
る
新
聞
紙
は
百
三
十
五
紙
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
新
聞
小
説
は
全
部
で
三
百
十
六
篇
に
及
ぶ
が
、
そ
の
三
百
十
六
篇
の
う
ち
、
十
紙
以
上
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
は
清
張
の
「
影
の
地
帯
」
以
外
に
、
山
手
樹
一
郎
の
「
八
幡
鳩
九
郎
」（『
南
日
本
新
聞
』
他
十
三
紙
）、
佐
竹
申
伍
の
「
紅
ぐ
も
呪
文
」（『
室
蘭
民
報
』
他
十
二
紙
）、
川
口
松
太
郎
の
「
源
太
郎
船
」（『
秋
田
魁
』
他
十
紙
）
の
三
作
品
し
か
な
い
。（
38
）
こ
の
時
代
、
新
聞
小
説
が
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
地
方
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
点
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
安
易
な
予
断
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、「
影
の
地
帯
」
の
連
載
を
、
全
国
に
広
が
る
地
方
紙
十
三
紙
が
採
用
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
清
張
の
小
説
が
新
聞
社
か
ら
評
価
さ
れ
、
ま
た
読
者
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
状
況
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
清
張
は
着
実
に
「
現
代
の
英
雄
」
へ
の
歩
み
を
進
め
る
。
そ
し
て
一
九
六
〇
年
五
月
、
い
よ
い
よ
全
国
紙
の
『
読
売
新
聞
』
で
「
砂
の
器
」
の
連
載
が
始
ま
る
。
た
だ
し
清
張
に
用
意
さ
れ
た
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
新
進
作
家
」
の
た
め
の
夕
刊
の
席
だ
っ
た
。
だ
が
清
張
は
「
新
進
作
家
」
と
し
て
の
役
割
を
十
二
分
に
果
た
し
た
。
カ
ッ
パ
ブ
ッ
ク
ス
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
砂
の
器
』（
光
文
社
、
一
九
六
一
年
七
月
）
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
の
堂
々
第
一
位
に
輝
い
た
。（
39
）「
砂
の
器
」
で
こ
れ
以
上
に
は
望
め
な
い
ほ
ど
の
成
功
を
も
た
ら
し
た
清
張
を
、『
読
売
新
聞
』
は
丁
重
に
遇
す
る
。「
砂
の
器
」
の
連
載
が
終
わ
っ
た
七
ヶ
月
後
、「
落
差
」
の
連
載
が
『
読
売
新
聞
』
の
朝
刊
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
清
張
は
つ
い
に
全
国
紙
の
朝
刊
と
い
う
舞
台
を
わ
が
物
に
し
た
の
だ
っ
た
。 
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清
張
は
、
地
方
紙
、
ブ
ロ
ッ
ク
紙
、
全
国
紙
の
夕
刊
、
そ
し
て
全
国
紙
の
朝
刊
へ
と
着
実
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
行
っ
た
。
そ
の
過
程
で
、
特
殊
で
難
し
い
ジ
ャ
ン
ル
と
格
闘
し
、
読
者
を
捉
え
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
清
張
は
編
み
出
し
た
。特
に
ブ
ロ
ッ
ク
紙
に
掲
載
さ
れ
た
は
じ
め
て
の
現
代
物
で
あ
る「
黒
い
風
土
」
と
、
全
国
紙
に
掲
載
さ
れ
た
は
じ
め
て
の
新
聞
小
説
で
あ
る
「
砂
の
器
」
に
、
清
張
が
新
聞
小
説
に
仕
掛
け
た
戦
略
は
顕
著
で
あ
る
。
読
者
が
莫
大
で
あ
る
新
聞
小
説
で
成
功
を
収
め
た
か
ら
こ
そ
、
清
張
は
「
国
民
作
家
」
と
呼
ば
れ
、
死
後
二
十
年
経
て
も
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
存
在
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
＊ 
＊ 
＊ 
＊ 
＊ 
  
以
下
本
稿
で
は
、
松
本
清
張
と
新
聞
小
説
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。 
 
第
一
部
で
は
、
松
本
清
張
の
前
史
と
し
て
石
川
達
三
を
扱
う
。
そ
の
新
聞
小
説
に
お
け
る
手
法
を
確
認
し
、
ま
た
新
聞
小
説
家
が
ど
う
い
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
際
、
新
聞
小
説
家
と
対
照
的
な
存
在
と
し
て
私
小
説
家
の
川
崎
長
太
郎
も
取
り
上
げ
、
そ
の
読
者
戦
略
を
明
確
に
す
る
。
そ
し
て
、
石
川
達
三
と
川
崎
長
太
郎
を
通
し
て
概
観
し
た
一
九
五
〇
年
代
の
言
説
空
間
を
ふ
ま
え
て
、
松
本
清
張
の
新
聞
小
説
第
一
作
で
あ
る
「
野
盗
伝
奇
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 
 
第
二
部
で
は
、
清
張
の
「
黒
い
風
土
」
を
取
り
上
げ
る
。
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
が
所
蔵
す
る
原
稿
、
及
び
初
出
紙
の
調
査
を
ふ
ま
え
て
、
新
聞
小
説
と
い
う
特
殊
な
ジ
ャ
ン
ル
と
争
闘
す
る
清
張
の
執
筆
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
清
張
が
新
聞
小
説
に
仕
掛
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
戦
略
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。 
 
第
三
部
で
は
、
清
張
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
「
砂
の
器
」
を
、
初
出
紙
の
厳
密
な
調
査
を
ふ
ま
え
て
、
新
聞
小
説
と
し
て
読
み
解
く
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、「
黒
い
風
土
」
に
仕
掛
け
ら
れ
て
い
た
戦
略
が
、
見
事
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
様
相
で
あ
る
。
ま
た
推
理
小
説
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
「
砂
の
器
」
を
、
あ
え
て
推
理
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
拘
ら
ず
に
読
み
解
く
こ
と
で
、
作
品
に
潜
在
し
て
い
た
姿
を
露
呈
さ
せ
る
。 
 
結
語
で
は
、
全
体
の
議
論
を
概
観
し
つ
つ
、「
砂
の
器
」
以
後
の
清
張
に
つ
い
て
、
ま
た
松
本
清
張
研
究
や
戦
後
の
新
聞
小
説
研
究
の
方
向
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。 
  
［
注
］ 
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（
１
）
以
下
の
タ
イ
ト
ル
で
単
行
本
と
し
て
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
書
籍
が
、
二
〇
一
三
年
以
降
に
新
潮
文
庫
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
加
わ
っ
た
。 
『
暗
闇
に
嗤
う
ド
ク
タ
ー
―
海
堂
尊
オ
リ
ジ
ナ
ル
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
二
〇
〇
九
年
四
月
） 
『
悪
党
た
ち
の
懺
悔
録
―
浅
田
次
郎
オ
リ
ジ
ナ
ル
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
二
〇
〇
九
年
四
月
） 
『
時
刻
表
を
殺
意
が
走
る
―
原
武
史
オ
リ
ジ
ナ
ル
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
二
〇
〇
九
年
五
月
） 
『
黒
い
手
帖
か
ら
の
サ
イ
ン
―
佐
藤
優
オ
リ
ジ
ナ
ル
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
二
〇
〇
九
年
六
月
） 
『
戦
い
続
け
た
男
の
素
顔
―
宮
部
み
ゆ
き
オ
リ
ジ
ナ
ル
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
二
〇
〇
九
年
七
月
） 
『
憑
か
れ
し
者
ど
も
―
桐
野
夏
生
オ
リ
ジ
ナ
ル
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
二
〇
〇
九
年
八
月
） 
（
２
）
作
家
の
死
後
、
書
店
か
ら
文
庫
本
を
は
じ
め
と
す
る
書
籍
が
消
え
て
い
き
、
そ
の
作
家
が
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
と
い
う
事
態
に
抗
お
う
と
す
る
動
き
も
、
近
年
に
な
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
生
前
か
ら
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
て
い
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
後
藤
明
生
が
、
一
九
九
九
年
に
死
去
し
た
後
、
古
書
店
以
外
で
後
藤
明
生
の
本
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
二
〇
一
三
年
か
ら
、
後
藤
明
生
の
実
子
が
独
立
レ
ー
ベ
ル
を
立
ち
上
げ
、
ア
マ
ゾ
ン
の
キ
ン
ド
ル
で
、
後
藤
明
生
の
小
説
を
配
信
し
続
け
て
い
る
。
ア
マ
ゾ
ン
に
寄
せ
ら
れ
た
紹
介
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
 
文
学
史
の
教
科
書
で
は
「
内
向
の
世
代
」
と
分
類
さ
れ
る
作
家
・
後
藤
明
生
。
そ
の
作
品
は
常
に
「
笑
い
」
を
携
え
、
私
小
説
的
色
合
い
を
も
か
も
し
つ
つ
、
常
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
、
生
真
面
目
と
不
真
面
目
を
自
在
に
行
き
来
す
る
よ
う
な
、
と
ぼ
け
た
、
そ
れ
な
の
に
深
い
、
と
い
う
独
特
の
世
界
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
没
後
十
四
年
、
長
ら
く
待
た
れ
て
い
た
選
集
の
刊
行
が
つ
い
に
、
キ
ン
ド
ル
で
実
現
し
ま
し
た
。
代
表
作
を
は
じ
め
と
し
て
、
ま
さ
に
後
藤
本
人
の
人
生
を
た
ど
る
よ
う
な
味
わ
い
深
い
中
短
編
、
更
に
は
未
刊
行
の
作
品
も
ま
じ
え
、
生
前
か
ら
の
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
新
た
な
読
者
に
も
き
っ
と
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
企
画
は
後
藤
明
生
の
実
子
で
あ
る
長
女
・
元
子
が
独
立
レ
ー
ベ
ル
を
立
ち
上
げ
て
実
現
し
た
と
い
う
経
緯
も
ま
た
、
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
で
あ
る
こ
と
と
感
じ
て
い
ま
す
。 
 
後
藤
明
生
以
外
に
も
、
た
と
え
ば
松
本
清
張
と
同
じ
く
一
九
九
二
年
に
死
去
し
た
中
上
健
次
の
キ
ン
ド
ル
版
の
全
集
『
中
上
健
次 
電
子
全
集
』
が
二
〇
一
六
年
四
月
か
ら
小
学
館
よ
り
配
信
さ
れ
、
二
〇
一
七
年
一
月
の
時
点
で
第
十
巻
が
配
信
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
紙
の
書
籍
よ
り
も
経
費
が
か
か
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ら
ず
、「
独
立
レ
ー
ベ
ル
」
と
し
て
配
信
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
電
子
書
籍
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
今
後
作
家
や
作
品
の
記
憶
の
さ
れ
方
／
忘
却
の
さ
れ
方
も
、
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
電
子
書
籍
と
記
憶
／
忘
却
の
関
係
、
ま
た
電
子
書
籍
の
有
用
性
（
紙
の
書
籍
の
入
手
が
困
難
な
海
外
在
住
者
に
と
っ
て
の
電
子
書
籍
の
意
義
な
ど
）
な
ど
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。 
（
３
）
藤
井
淑
禎
「
松
本
清
張
の
栄
光
と
挫
折
」（『
高
度
成
長
期
に
愛
さ
れ
た
本
た
ち
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
）。 
（
４
）
映
画
批
評
家
の
樋
口
尚
文
は
、「
矩
形
の
荒
野
に
描
か
れ
た
天
才
画
―
清
張
原
作
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
史
論
」（『
松
本
清
張
研
究
』、
二
〇
一
二
年
三
月
）
で
、「
清
張
原
作
に
基
づ
い
て
い
る
以
上
は
、
サ
ス
ペ
ン
ス
ド
ラ
マ
と
し
て
出
来
が
悪
か
っ
た
り
、
見
て
い
て
飽
き
て
し
ま
う
よ
う
な
失
敗
作
の
ド
ラ
マ
は
ほ
と
ん
ど
記
憶
に
な
い
の
だ
が
、
逆
に
こ
れ
だ
け
の
ド
ラ
マ
化
が
な
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
突
出
し
た
傑
作
と
い
う
の
も
そ
れ
ほ
ど
に
は
多
く
な
い
」
と
述
べ
、
清
張
を
原
作
に
し
た
テ
レ
ド
ラ
マ
の
安
定
感
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
次
の
よ
う
な
一
節
は
、
松
本
清
張
と
い
う
名
前
が
読
者
や
視
聴
者
を
引
き
付
け
る
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
証
言
と
し
て
も
、
貴
重
で
あ
る
。 
 
 
一
九
六
二
年
生
ま
れ
の
私
は
文
字
通
り
の
テ
レ
ビ
高
度
成
長
期
に
、
テ
レ
ビ
に
伴
走
し
な
が
ら
育
っ
た
世
代
で
あ
り
、
特
に
松
本
清
張
の
原
作
は
ず
い
ぶ
ん
幼
い
頃
か
ら
親
し
ん
で
い
た
の
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
数
多
く
の
清
張
ド
ラ
マ
を
見
て
き
た
記
憶
が
あ
る
。
今
や
な
か
な
か
再
見
が
難
し
い
、
必
ず
し
も
成
功
作
と
は
言
え
な
い
も
の
も
含
め
て
、「
原
作 
松
本
清
張
」
と
冠
さ
れ
て
い
れ
ば
再
放
送
も
含
め
て
片
っ
端
か
ら
飛
び
つ
い
て
き
た
の
で
、（
さ
す
が
に
忘
却
の
彼
方
に
去
っ
た
作
品
も
少
な
く
な
い
が
）
た
ぶ
ん
相
当
な
本
数
は
見
て
き
て
い
る
と
思
う
。 
 
「
原
作
松
本
清
張
」
は
テ
レ
ビ
局
に
と
っ
て
は
護
符
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
効
力
は
、
以
前
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
い
ま
だ
衰
え
て
は
い
な
い
。 
（
５
）
た
と
え
ば
文
藝
春
秋
編
『
松
本
清
張
の
世
界
』（
文
春
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
の
カ
バ
ー
に
は
、
「
没
後
十
年
―
国
民
作
家
と
し
て
愛
さ
れ
、
今
な
お
映
像
化
さ
れ
る
小
説
の
数
数
、
自
在
な
着
想
の
古
代
史
、
鮮
や
か
な
昭
和
史
、
広
大
な
作
品
世
界
に
迫
る
総
特
集
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。 
（
６
）
清
張
作
品
の
映
画
化
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
忠
男
「
松
本
清
張
作
品
の
映
画
化
」（『
松
本
清
張
研
究
』、
二
〇
一
二
年
三
月
）、
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
編
『
松
本
清
張
没
後
20
年
記
念
特
別
企
画
展 
松
本
清
張
と
映
画
―
観
た 
書
い
た 
創
っ
た
』（
二
〇
一
二
年
八
月
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。 
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（
７
）
林
悦
子
『
松
本
清
張 
映
像
の
世
界 
霧
に
か
け
た
夢
』（
ワ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）
に
よ
れ
ば
、
清
張
作
品
を
原
作
に
し
た
最
初
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
あ
る
「
声
」
か
ら
、
二
〇
〇
一
年
一
月
に
テ
レ
ビ
東
京
で
放
映
さ
れ
た
「
ガ
ラ
ス
の
城
」（『
若
い
女
性
』、
一
九
六
二
年
一
月
～
六
三
年
六
月
）
に
至
る
ま
で
、
ド
ラ
マ
化
の
回
数
は
三
六
六
回
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
二
〇
一
六
年
ま
で
の
ド
ラ
マ
化
の
回
数
は
お
よ
そ
一
〇
〇
回
に
及
ぶ
。 
（
８
）
加
藤
一
夫
編
集
『
マ
ス
コ
ミ
の
眼
が
と
ら
え
た
カ
ッ
パ
の
本 
〈
創
作
出
版
〉
の
発
生
と
そ
の
進
展
』（
光
文
社
、
一
九
六
八
年
一
月
）。 
（
９
）
同
右
。 
（
10
）「
清
張
と
メ
デ
ィ
ア
」
を
特
集
し
た
『
松
本
清
張
研
究
』
第
八
号
（
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
座
談
会
「
週
刊
誌
創
刊
時
代
の
松
本
清
張
」
で
郷
原
宏
は
、
「
週
刊
誌
ブ
ー
ム
と
清
張
ブ
ー
ム
は
ほ
ぼ
同
時
に
始
ま
っ
て
い
て
、
清
張
は
ま
さ
に
週
刊
誌
時
代
の
ス
タ
ー
だ
っ
た
と
改
め
て
感
じ
ま
す
」
と
発
言
し
て
い
た
。 
（
11
）『
週
刊
新
潮
』
に
続
い
て
出
版
社
系
の
週
刊
誌
が
次
々
と
創
刊
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
一
九
五
七
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
週
刊
女
性
』、
一
九
五
八
年
の
『
週
刊
女
性
自
身
』
と
『
週
刊
明
星
』、
一
九
五
九
年
の
『
週
刊
現
代
』『
週
刊
文
春
』『
週
刊
コ
ウ
ロ
ン
』
な
ど
で
あ
る
。 
（
12
）
藤
井
淑
禎
は
『
清
張 
闘
う
作
家
―
「
文
学
」
を
超
え
て
―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）
に
収
録
さ
れ
た
「
清
張
ミ
ス
テ
リ
ー
と
女
性
読
者
―
女
性
誌
と
の
連
携
の
諸
相
―
」
と
「「
遭
難
」
の
内
と
外
」
―
『
週
刊
朝
日
』
と
『
黒
い
画
集
』
―
」
で
、
女
性
誌
に
掲
載
さ
れ
た
清
張
作
品
と
女
性
読
者
の
関
わ
り
を
分
析
し
、
さ
ら
に
『
週
刊
朝
日
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
黒
い
画
集
』
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
作
「
遭
難
」（
一
九
五
八
年
十
月
五
日
～
十
二
月
十
四
日
）
を
取
り
上
げ
、
清
張
作
品
と
週
刊
誌
の
読
者
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
な
お
、
戦
後
に
お
け
る
小
説
と
、
婦
人
雑
誌
の
読
者
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
関
係
の
一
断
面
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
メ
ロ
ド
ラ
マ
へ
の
距
離─
林
芙
美
子
の
「
茶
色
の
眼
」
と
『
婦
人
朝
日
』
の
読
者
」（『
国
文
学
研
究
』、
二
〇
〇
四
年
六
月
）
も
参
照
の
こ
と
。 
（
13
）
高
橋
孝
次
に
よ
れ
ば
、「
眼
の
壁
」
を
一
九
五
七
年
四
月
十
四
日
か
ら
十
二
月
二
十
九
日
ま
で
『
週
刊
読
売
』
に
連
載
す
る
以
前
、
清
張
が
主
に
活
躍
の
舞
台
と
し
て
い
た
の
は
、『
別
冊
文
藝
春
秋
』『
オ
ー
ル
読
物
』『
小
説
新
潮
』
と
い
っ
た
雑
誌
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
純
文
学
で
あ
り
な
が
ら
大
衆
文
学
の
面
白
さ
を
加
味
し
た
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
編
み
出
さ
れ
た
、
純
文
学
と
大
衆
文
学
の
中
間
に
位
置
す
る
「
中
間
小
説
」
を
掲
載
し
て
い
た
「
中
間
小
説
誌
」
だ
っ
た
。「
週
刊
誌
時
代
の
ス
タ
ー
」
と
な
る
以
前
の
清
張
が
、「
典
型
的
な
「
中
間
小
説
」
作
家
」
だ
っ
た
こ
と
も
、
清
張
と
読
者
の
つ
な
21 
 
が
り
を
考
え
て
い
く
上
で
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
実
で
あ
る
（
高
橋
孝
次
「「
中
間
小
説
」
の
真
実
な
も
の
―
「
地
方
紙
を
買
う
女
」
と
「
野
盗
伝
奇
」」、『
第
十
三
回
松
本
清
張
研
究
奨
励
事
業
研
究
報
告 
松
本
清
張
と
昭
和
30
年
代
「
中
間
小
説
誌
」』、
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
、
二
〇
一
三
年
一
月
）。 
（
14
）
土
屋
礼
子
は
「
松
本
清
張
の
メ
デ
ィ
ア
戦
記
」（『
松
本
清
張
研
究
』、
二
〇
〇
七
年
六
月
）
で
、
清
張
が
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
「
朝
の
新
聞
」（『
新
潮
』、
一
九
六
四
年
一
月
）
を
踏
ま
え
て
、「
新
聞
の
愛
読
者
」
だ
っ
た
清
張
に
と
っ
て
は
、「
朝
刊
を
一
面
か
ら
、
政
治
面
、
文
化
欄
、
社
会
面
と
ゆ
っ
く
り
読
む
の
が
朝
の
愉
し
み
」
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
父
系
の
指
」（『
新
潮
』、
一
九
五
五
年
九
月
）
や
「
身
辺
的
昭
和
史
」（『
朝
日
新
聞
』、
一
九
七
一
年
五
月
三
日
～
六
月
十
四
日
）
に
描
か
れ
て
い
る
「
新
聞
気
狂
い
と
い
っ
た
ほ
ど
新
聞
を
熟
読
し
、
極
貧
の
な
か
で
も
必
ず
二
紙
は
必
ず
取
っ
て
い
た
」
と
い
う
父
の
姿
を
傍
証
に
、
こ
う
し
た
清
張
の
性
向
は
「
父
親
の
影
響
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
」
と
推
測
し
て
い
る
。
清
張
に
と
っ
て
も
「
一
番
大
切
な
も
の
、
な
か
っ
た
ら
困
る
」
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
や
は
り
新
聞
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
（
15
）
川
合
澄
男
『
新
聞
小
説
の
周
辺
で
』（
学
芸
通
信
社
、
一
九
九
七
年
十
一
月
）。 
（
16
）
岡
保
生
「
自
由
学
校
」（
長
谷
川
泉
・
武
田
勝
彦
編
『
現
代
新
聞
小
説
事
典
』
所
収
、
至
文
堂
、
一
九
七
七
年
十
二
月
）。
か
つ
て
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
た
新
聞
小
説
家
の
獅
子
文
六
は
、
一
九
六
九
年
に
死
去
し
た
後
、
忘
れ
ら
れ
た
作
家
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
近
年
、
牧
村
健
一
郎
の
『
獅
子
文
六
の
ふ
た
つ
の
昭
和
』（
朝
日
新
聞
選
書
、
二
〇
〇
九
年
四
月
）
が
刊
行
さ
れ
、
鹿
島
茂
が
『
パ
リ
の
日
本
人
』（
新
潮
選
書
、
二
〇
〇
九
年
十
月
）
に
収
め
ら
れ
た
「
山
の
手
の
作
家
・
獅
子
文
六
」
で
、「
死
後
四
十
年
を
経
過
し
て
も
な
お
蘇
ら
せ
る
に
値
す
る
」「
大
人
の
作
家
」
で
あ
る
と
評
価
す
る
な
ど
、
再
評
価
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
読
書
界
に
お
い
て
も
、「
可
否
道
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
六
二
年
十
一
月
二
十
二
日
～
六
三
年
五
月
二
十
三
日
）
が
『
コ
ー
ヒ
ー
と
恋
愛
』
と
改
題
さ
れ
二
〇
一
三
年
四
月
に
ち
く
ま
文
庫
か
ら
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
二
〇
一
四
年
か
ら
二
〇
一
七
年
に
か
け
て
『
て
ん
や
わ
ん
や
』、『
七
時
間
半
』、『
娘
と
私
』、『
悦
ち
ゃ
ん
』、『
自
由
学
校
』、『
青
春
怪
談
』
が
次
々
と
上
梓
さ
れ
、
好
評
を
博
し
て
い
る
。 
実
際
、
戦
後
に
居
住
地
を
日
本
に
定
め
た
台
湾
出
身
の
一
家
に
起
き
た
騒
動
を
描
い
た
「
バ
ナ
ナ
」
（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
九
年
二
月
十
九
日
～
九
月
十
一
日
）
に
し
て
も
、
明
治
時
代
の
日
本
最
初
と
も
言
わ
れ
る
国
際
結
婚
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
女
性
の
一
生
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
「
ア
ン
デ
ル
さ
ん
の
記
」（『
主
婦
の
友
』、
一
九
六
二
年
一
月
～
六
三
年
五
月
）
に
し
て
も
、
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
で
、
日
本
語
以
外
の
言
語
を
聞
く
こ
と
が
日
常
に
な
っ
た
二
〇
一
〇
年
代
に
再
読
さ
れ
る
22 
 
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
戦
前
「
バ
ロ
ン
・
サ
ツ
マ
」
と
呼
ば
れ
パ
リ
の
社
交
界
で
寵
児
と
な
っ
た
薩
摩
治
郎
八
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
そ
の
国
境
を
軽
々
と
越
え
て
い
く
破
天
荒
な
人
生
と
、
獅
子
文
六
自
ら
の
来
し
方
を
重
ね
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
語
っ
た
「
但
馬
太
郎
治
伝
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
六
七
年
四
月
十
八
日
～
九
月
二
十
三
日
）
の
真
価
は
、
パ
リ
が
遠
い
憧
れ
の
地
で
あ
っ
た
時
代
に
は
理
解
さ
れ
る
べ
く
も
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
一
〇
年
前
後
に
、「
但
馬
太
郎
治
伝
」
の
モ
デ
ル
・
薩
摩
治
郎
八
が
注
目
さ
れ
始
め
、
関
連
書
籍
が
立
て
続
け
に
三
冊
刊
行
さ
れ
た
。
村
上
紀
史
郎
『「
バ
ロ
ン
・
サ
ツ
マ
」
と
呼
ば
れ
た
男
―
薩
摩
治
郎
八
と
そ
の
時
代
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
九
年
二
月
）、
小
林
茂
『
薩
摩
治
郎
八
―
パ
リ
日
本
館
こ
そ
わ
が
い
の
ち
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
十
月
）、
鹿
島
茂
『
蕩
尽
王
、
パ
リ
を
ゆ
く 
薩
摩
治
郎
八
伝
』（
新
潮
選
書
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
）
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
考
え
て
も
、
よ
う
や
く
時
代
が
獅
子
文
六
に
追
い
つ
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
獅
子
文
六
の
新
聞
小
説
を
は
じ
め
と
す
る
諸
作
品
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
え
た
い
と
思
う
。 
（
17
）
佐
藤
忠
男
「
吉
村
監
督
作
品
24
選
」（『
映
画
は
枠
だ
！ 
吉
村
公
三
郎 
人
と
作
品
』
所
収
、
同
朋
舎
、
二
〇
〇
一
年
九
月
）。 
（
18
）『
朝
日
新
聞
』
の
学
芸
部
次
長
の
地
位
に
あ
っ
て
「
自
由
学
校
」
の
連
載
を
担
当
し
た
扇
谷
正
造
は
、「
映
画
会
社
か
ら
ど
っ
と
申
こ
み
が
殺
到
し
、
と
ど
の
つ
ま
り
、
松
竹
、
大
映
の
競
作
と
い
う
事
に
な
っ
た
。
映
画
の
競
作
と
い
う
の
は
、
大
正
末
期
の
「
大
地
は
微
笑
む
」（
朝
日
新
聞
懸
賞
小
説
）
以
来
で
は
な
か
っ
た
、
か
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
（「
男
女
同
権
の
夜
明
け
」、「
獅
子
文
六
全
集
付
録
月
報
Ｎ
Ｏ
・
１
」
所
収
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
五
月
）。 
（
19
）
野
口
冨
士
男
「
三
十
人
の
読
者
」（『
作
家
の
手
―
野
口
冨
士
男
随
筆
集
』
所
収
、
ウ
ェ
ッ
ジ
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
）。 
（
20
）
一
九
五
〇
年
前
後
に
発
表
さ
れ
た
新
聞
小
説
論
の
う
ち
、
序
論
で
直
接
言
及
し
た
も
の
以
外
の
新
聞
小
説
論
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 
・
荒
正
人
「
新
聞
小
説
論
」（『
人
間
』、
一
九
四
七
年
十
二
月
） 
・
特
集
「
新
聞
小
説
の
分
析
と
批
判
」（『
思
想
の
科
学
』、
一
九
四
九
年
三
月
） 
・
小
田
切
秀
雄
「
新
聞
小
説
に
つ
い
て
の
夢
と
現
実
と
」（『
世
界
評
論
』、
一
九
五
〇
年
二
月
） 
・
藤
川
徹
至
「
新
聞
小
説
へ
の
感
想
」（『
文
学
』、
一
九
五
〇
年
十
月
） 
・
山
浦
貫
一
「
新
聞
小
説
論
」（『
文
学
界
』、
一
九
五
〇
年
十
二
月
） 
・
河
盛
好
蔵
「
人
は
な
ぜ
新
聞
小
説
を
読
む
か
」（『
改
造
』、
一
九
五
〇
年
十
二
月
） 
・
木
村
毅
「
新
聞
小
説
今
昔
談
」（『
展
望
』、
一
九
五
一
年
六
月
） 
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・
座
談
会
「
新
聞
小
説
」（『
展
望
』、
一
九
五
一
年
九
月
） 
・
正
宗
白
鳥
「
新
聞
小
説
に
つ
い
て
」（『
改
造
』、
一
九
五
二
年
一
月
） 
・
正
宗
白
鳥
「
新
聞
小
説
の
回
顧
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
二
年
六
月
二
十
三
日
） 
・
特
集
「
新
聞
小
説
作
家
論
」（『
文
学
界
』、
一
九
五
三
年
二
月
） 
・
本
多
顕
彰
「
新
聞
小
説
は
自
家
用
車
の
源
で
は
な
い
」（『
改
造
』
臨
時
増
刊
十
号
、
一
九
五
三
年
十
月
） 
・
亀
井
勝
一
郎
「
新
聞
小
説
に
つ
い
て
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
三
年
十
一
月
十
五
日
） 
・
扇
谷
正
造
「
わ
が
新
聞
小
説
論
」（『
文
学
界
』、
一
九
五
四
年
七
月
） 
・
座
談
会
「
私
の
新
聞
小
説
観
」（『
文
芸
』、
一
九
五
四
年
九
月
） 
・
座
談
会
「
今
日
の
文
学
を
め
ぐ
っ
て 
新
聞
小
説
は
別
の
ジ
ャ
ン
ル
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
五
年
九
月
二
十
六
日
） 
・「
中
間
小
説
評 
今
年
の
新
聞
小
説
展
望
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
五
年
十
二
月
二
十
二
日
） 
・
亀
井
勝
一
郎
「
新
聞
小
説
へ
の
空
想
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
六
年
三
月
二
十
五
日
） 
・
小
田
切
秀
雄
「
石
川
達
三
の
拓
い
た
領
域 
新
聞
小
説
の
新
動
向
」（『
日
本
読
書
新
聞
』、
一
九
五
六
年
六
・
月
十
一
日
） 
・
高
木
健
夫
「
新
聞
社
の
見
た
新
聞
小
説
」（『
群
像
』、
一
九
五
六
年
十
二
月
） 
・
特
集
「
新
聞
小
説
の
身
上
調
査
」（『
文
学
界
』、
一
九
五
七
年
一
月
） 
（
21
）
笠
新
太
郎
編
『
新
聞
の
読
み
方
に
関
す
る
十
二
章
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
四
年
七
月
）。 
（
22
）
同
右
。 
（
23
）
同
右
。 
（
24
）
丹
羽
文
雄
「
新
聞
小
説
作
法
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
四
年
年
三
月
十
八
日
）。
丹
羽
の
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、「
読
売
新
聞
小
説
賞
」
に
応
募
し
よ
う
と
す
る
未
来
の
書
き
手
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
読
売
新
聞
小
説
賞
」
に
つ
い
て
は
、
第
一
部
第
一
章
を
参
照
の
こ
と
。 
（
25
）
一
九
五
三
年
五
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
に
か
け
て
、『
朝
日
新
聞
』（
夕
刊
）
に
、
は
じ
め
て
の
新
聞
小
説
「
花
ひ
ら
く
」
を
連
載
し
た
伊
藤
整
は
、
単
行
本
『
花
ひ
ら
く
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
五
三
年
十
月
）
に
収
録
さ
れ
た
「「
花
ひ
ら
く
」
の
方
法
」
で
、
新
聞
小
説
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
考
え
出
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
開
陳
し
て
い
る
。「
数
十
万
の
読
者
が
読
む
か
ら
、
分
り
や
す
く
書
く
必
要
が
あ
る
」
な
ど
と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
、
新
聞
小
説
に
取
り
か
か
る
以
前
に
聞
い
て
い
た
伊
藤
整
は
、「
新
聞
小
説
と
い
ふ
も
の
を
、
雑
誌
や
単
行
本
の
小
説
と
同
じ
書
き
方
で
書
く
こ
と
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は
間
違
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
、
新
聞
小
説
は
「
挿
絵
と
相
ま
つ
て
、
歌
舞
伎
か
歌
劇
に
近
い
芸
術
形
式
で
は
な
い
か
」
と
推
測
し
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ジ
ョ
イ
ス
の
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』（
一
九
二
二
年
）
を
意
識
し
つ
つ
、「
音
楽
に
お
け
る
テ
ー
マ
の
反
復
の
や
う
に
、
言
葉
や
情
緒
や
モ
ノ
ロ
ー
グ
や
詩
句
を
、
作
品
の
中
で
反
復
さ
せ
る
と
い
ふ
書
き
方
」
を
採
用
し
た
。『
小
説
の
方
法
』（
河
出
書
房
、
一
九
四
八
年
十
二
月
）
の
著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
伊
藤
整
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
方
法
意
識
を
前
面
に
押
し
出
し
た
作
風
で
知
ら
れ
る
が
、
方
法
意
識
に
貫
か
れ
た
「
花
ひ
ら
く
」
は
、
新
聞
小
説
と
し
て
成
功
し
た
と
は
言
い
難
い
。
一
九
五
三
年
十
二
月
二
十
一
日
の
『
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
著
者
の
名
は
「
伊
藤
整
」 
注
目
さ
れ
る
仕
事
ぶ
り
」
と
い
う
記
事
で
は
、
伊
藤
整
が
採
用
し
た
方
法
は
読
者
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
「
作
者
に
と
っ
て
興
味
あ
る
試
み
」
に
し
か
な
っ
て
お
ら
ず
、「
結
果
と
し
て
や
は
り
狭
さ
か
ら
脱
け
て
は
い
な
い
」
と
評
さ
れ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
文
学
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
上
で
、
伊
藤
整
が
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。 
（
26
）
辻
原
登
「
作
家
と
し
て
、
新
聞
に
小
説
を
書
く
魅
力
」（『
東
海
大
学
文
学
部
叢
書 
新
聞
小
説
の
魅
力
』、
東
海
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
）。 
（
27
）
谷
崎
潤
一
郎
の
『
蓼
喰
ふ
虫
』
を
論
じ
た
「
潤
一
郎
と
春
夫
」（『
昭
和
史
発
掘
３
』
所
収
、
文
藝
春
秋
新
社
、
一
九
六
五
年
十
二
月
）
も
、
清
張
の
新
聞
小
説
観
を
考
え
る
上
で
看
過
し
得
な
い
。
清
張
は
谷
崎
潤
一
郎
の
『
蓼
喰
ふ
虫
』
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。『
蓼
喰
ふ
虫
』
は
『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
一
九
二
八
年
十
二
月
四
日
～
二
九
年
六
月
十
八
日
）
と
『
東
京
日
日
新
聞
』（
二
八
年
十
二
月
四
日
～
二
九
年
六
月
十
九
日
）
に
連
載
さ
れ
た
、
谷
崎
の
新
聞
小
説
で
あ
る
。 
 
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
小
説
に
た
だ
一
つ
の
取
柄
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
頽
廃
的
な
生
態
が
写
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
時
吹
き
す
さ
ん
で
い
た
不
況
の
嵐
も
、
社
会
情
勢
も
、
ま
っ
た
く
こ
こ
に
は
そ
よ
と
も
風
が
入
っ
て
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
う
い
う
社
会
的
現
実
性
を
一
切
拒
否
し
た
と
こ
ろ
に
谷
崎
の
唯
美
主
義
の
「
完
成
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
だ
が
、
新
聞
連
載
小
説
に
こ
の
よ
う
な
も
の
を
堂
々
と
書
き
つ
づ
け
た
わ
が
ま
ま
に
、
谷
崎
の
大
き
さ
が
あ
る
と
い
え
ば
い
え
る
。
こ
れ
は
現
在
の
ど
の
よ
う
な
「
大
家
」
で
も
真
似
は
で
き
な
い
。
谷
崎
は
「
文
豪
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
た
り
と
し
た
作
家
だ
が
、
そ
れ
は
彼
の
創
作
態
度
の
贅
沢
さ
に
も
依
る
の
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
作
家
が
現
わ
れ
る
可
能
性
は
極
め
て
う
す
い
。
た
と
え
、
谷
崎
の
後
継
者
を
志
し
て
も
、
彼
の
「
わ
が
ま
ま
」
を
ま
ね
た
だ
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け
で
は
お
ぼ
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。 
 
谷
崎
の
「
唯
美
主
義
」
を
問
題
に
す
る
少
数
の
読
者
を
相
手
に
す
る
の
な
ら
と
も
か
く
、
新
聞
連
載
小
説
の
読
者
の
大
多
数
は
、「
小
説
家
で
あ
る
谷
崎
自
身
を
仮
託
」
し
た
「
毎
日
ぶ
ら
ぶ
ら
と
徒
食
し
て
い
る
人
種
」
と
は
相
容
れ
な
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
清
張
は
、
そ
う
し
た
読
者
を
等
閑
視
す
る
「
わ
が
ま
ま
」
は
「
文
豪
」
に
は
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
新
聞
小
説
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
新
聞
小
説
を
書
く
の
な
ら
、「
当
時
吹
き
す
さ
ん
で
い
た
不
況
の
嵐
」
の
中
で
生
き
る
読
者
を
視
野
に
入
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
読
者
を
第
一
に
考
え
よ
う
と
す
る
清
張
の
新
聞
小
説
観
が
示
唆
さ
れ
て
い
よ
う
。 
（
28
）
山
村
亀
二
郎
「
〝
砂
の
器
〟
の
こ
ろ
の
清
張
さ
ん
」（「『
松
本
清
張
全
集
』
第
五
巻
月
報
」、
文
藝
春
秋
、
一
九
七
一
年
九
月
）。 
（
29
）『
点
と
線
』
と
『
眼
の
壁
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
社
会
派
推
理
小
説
が
ブ
ー
ム
に
な
る
に
及
ん
で
、
清
張
も
「
現
代
の
英
雄
」
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
村
彦
次
郎
も
『
文
壇
挽
歌
物
語
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
一
年
五
月
）
で
、「
松
本
清
張
が
戦
後
比
類
な
い
超
流
行
作
家
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
と
き
昭
和
三
十
三
年
春
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
注
（
13
）
で
紹
介
し
た
高
橋
孝
次
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
八
年
に
清
張
は
国
税
庁
発
表
の
文
壇
所
得
番
付
で
作
家
部
門
第
十
二
位
に
入
り
、
翌
年
に
は
三
位
、
そ
し
て
一
九
六
〇
年
に
は
一
位
に
な
っ
た
。
毎
日
新
聞
社
の
調
査
「
好
き
な
著
者
と
そ
の
著
書
」
で
も
、
一
九
五
八
年
に
は
じ
め
て
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
二
十
八
位
に
な
り
、
以
後
順
調
に
順
位
を
上
げ
、
一
九
六
一
年
に
は
二
位
に
上
り
つ
め
た
。 
（
30
）
座
談
会
「
新
聞
小
説
と
新
聞
」（『
文
学
』、
一
九
五
四
年
六
月
）。
な
お
同
座
談
会
の
出
席
者
は
、
他
に
毎
日
新
聞
文
芸
部
副
部
長
の
山
口
久
吉
、
朝
日
新
聞
学
芸
部
の
沢
野
久
吉
。
司
会
は
評
論
家
の
中
野
好
夫
が
務
め
た
。 
（
31
）
新
延
修
三
「
獅
子
文
六
（
岩
田
豊
雄
）」（『
朝
日
新
聞
の
作
家
た
ち 
新
聞
小
説
誕
生
の
秘
密
』
所
収
、
波
書
房
、
一
九
七
三
年
十
月
）。 
（
32
）
全
国
紙
／
地
方
紙
と
い
う
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
、
物
語
を
動
か
す
起
動
力
と
し
て
巧
み
に
用
い
た
作
家
が
、
他
な
ら
ぬ
松
本
清
張
だ
っ
た
。
全
国
紙
／
地
方
紙
と
い
う
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
、
清
張
作
品
の
そ
こ
こ
こ
に
見
え
隠
れ
す
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
が
最
も
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
の
は
、「
空
白
の
意
匠
」（『
新
潮
』、
一
九
五
九
年
四
月
～
五
月
）
だ
ろ
う
。
戦
後
に
乱
立
し
た
夕
刊
紙
の
一
紙
で
、「
発
行
部
数
が
十
万
に
足
ら
ぬ
地
方
小
新
聞
」
の
Ｑ
新
聞
社
に
勤
務
す
る
広
告
部
長
植
木
欣
作
は
、
毎
朝
眼
が
覚
め
る
と
、「
新
聞
を
下
か
ら
見
る
」。
広
告
を
確
認
す
る
た
め
だ
。「
中
央
紙
が
二
つ
と
、
地
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方
紙
が
二
つ
」、
そ
れ
が
植
木
が
床
の
中
で
眼
を
通
す
新
聞
な
の
だ
が
、
読
む
順
番
も
決
ま
っ
て
い
る
。「
地
方
紙
が
先
で
、
中
央
紙
が
あ
と
」
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、「
中
央
紙
は
競
争
の
対
象
に
な
ら
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
植
木
欣
作
の
発
言
は
、
中
央
紙
／
地
方
紙
と
い
う
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
存
在
し
て
こ
そ
意
味
を
な
す
。「
空
白
の
意
匠
」
の
物
語
は
、
中
央
紙
／
地
方
紙
と
い
う
確
固
と
し
た
枠
組
み
を
基
盤
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 
（
33
）
注
（
15
）
に
掲
げ
た
『
新
聞
小
説
の
周
辺
で
』
で
川
合
澄
男
が
記
し
て
い
た
よ
う
に
、「
地
方
新
聞
社
な
ど
に
対
し
、
新
聞
小
説
、
マ
ン
ガ
、
学
芸
文
化
記
事
な
ど
を
配
信
す
る
」
こ
と
が
通
信
社
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
一
九
六
〇
年
前
後
の
通
信
社
と
し
て
は
、『
全
国
新
聞
小
説
一
覧
』（
新
聞
展
望
社
、
一
九
六
〇
年
二
月
）
に
よ
れ
ば
、
朝
日
協
力
紙
連
合
支
局
・
学
芸
通
信
社
・
共
同
通
信
社
・
三
友
社
・
新
聞
小
説
社
・
日
芸
通
信
社
・
文
芸
社
・
文
芸
ニ
ュ
ー
ス
社
な
ど
が
あ
っ
た
。 
（
34
）
桂
敬
一
「
日
本
の
新
聞
」、
及
び
北
村
順
生
「
地
方
紙
」
を
参
照
の
こ
と
（『
新
訂 
新
聞
学
』
所
収
、
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
九
年
五
月
）。 
（
35
）「『
か
げ
ろ
う
絵
図
』
誕
生
」（「『
松
本
清
張
全
集
』
第
二
十
五
巻
月
報
」
所
収
、
文
藝
春
秋
、
一
九
七
三
年
十
二
月
）。 
（
36
）
足
立
巻
一
「
解
説 
―
新
聞
小
説
と
し
て
」（『
松
本
清
張
全
集
』
第
二
十
五
巻
所
収
、
文
藝
春
秋
、
一
九
七
三
年
十
二
月
）。 
（
37
）
注
（
33
）
で
紹
介
し
た
『
全
国
新
聞
小
説
一
覧
』
に
よ
れ
ば
、「
影
の
地
帯
」
は
『
河
北
新
報
』
以
外
に
、『
い
は
ら
き
新
聞
』『
栃
木
新
聞
』『
新
潟
日
報
』『
北
日
本
新
聞
』『
福
井
新
聞
』『
山
梨
日
日
新
聞
」』『
岐
阜
日
日
新
聞
』『
大
和
タ
イ
ム
ス
』『
神
戸
新
聞
』『
中
国
新
聞
』『
愛
媛
新
聞
』『
鹿
児
島
毎
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
。 
（
38
）『
全
国
新
聞
小
説
一
覧
』、
注
（
33
）
参
照
。 
（
39
）『
週
刊
読
書
人
』
一
九
六
一
年
十
二
月
十
一
二
号
、
及
び
『
図
書
新
聞
』
一
九
六
一
年
十
二
月
二
十
三
日
号
を
参
照
。 
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第
一
部 
読
者
・
メ
デ
ィ
ア
・
小
説
家 
―
石
川
達
三
、
川
崎
長
太
郎
、
そ
し
て
松
本
清
張
へ 
  
第
一
章 
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
小
説
家 
―
新
聞
小
説
家
と
し
て
の
石
川
達
三 
  
一 
石
川
達
三
の
「
妖
気
」 
  
石
川
達
三
と
い
え
ば
、「
蒼
氓
」（『
星
座
』、
一
九
三
五
年
四
月
）
で
第
一
回
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
中
央
公
論
』
一
九
三
八
年
三
月
号
を
発
売
頒
布
禁
止
処
分
に
追
い
込
ん
だ
「
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
」
は
、
す
で
に
文
学
史
に
登
録
済
み
の
作
品
だ
。（
１
）
松
本
清
張
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
石
川
達
三
は
今
で
も
関
心
を
持
た
れ
続
け
て
い
る
数
少
な
い
作
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
。 
し
か
も
文
学
研
究
や
批
評
の
対
象
と
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
よ
り
幅
広
い
層
か
ら
支
持
を
集
め
続
け
て
い
る
よ
う
だ
。
二
〇
一
六
年
十
月
二
十
九
日
に
秋
田
市
内
で
「
石
川
達
三
と
秋
田
」
が
開
催
さ
れ
、
約
七
四
〇
人
の
聴
衆
が
集
ま
っ
た
と
い
う
の
は
、
石
川
達
三
の
支
持
者
が
文
学
研
究
の
枠
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。（
２
） 
 
し
か
し
、
そ
う
し
た
石
川
に
「
妖
気
」
が
漂
っ
て
い
た
こ
と
は
、
も
は
や
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
一
九
五
六
年
十
月
二
十
九
日
の
『
読
売
新
聞
』
夕
刊
に
載
っ
た
「
マ
ス
・
コ
ミ
」
欄
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。 
 
ア
ジ
ア
に
か
え
れ
、
と
、
石
川
達
三
が
ま
た
一
発
空
気
銃
を
ぶ
っ
ぱ
な
し
た
。
な
ん
の
新
味
も
な
い
し
、
も
う
日
本
の
「
進
歩
的
」
知
識
人
た
ち
の
標
語
の
よ
う
な
も
の
で
も
あ
る
が
、
石
川
が
一
発
す
る
と
一
ま
つ
の
妖
（
よ
う
）
気
が
た
ゞ
よ
う
。
そ
れ
ほ
ど
わ
が
石
川
は
時
の
人
気
ス
タ
ー
な
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
六
日
前
、
十
月
二
十
三
日
の
『
読
売
新
聞
』
夕
刊
に
、
石
川
は
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
」
と
題
し
た
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
て
い
た
。「
も
は
や
日
本
は
英
米
崇
拝
主
義
を
一
擲
し
て
、
欧
米
依
存
主
義
を
放
棄
し
て
、
ア
ジ
ア
の
一
隅
に
あ
る
小
国
と
い
う
謙
虚
な
自
覚
か
ら
再
出
発
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
持
論
を
述
べ
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
で
石
川
が
力
強
い
言
葉
で
開
陳
し
た
見
解
は
、「
マ
ス
・
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コ
ミ
」
欄
が
揶
揄
し
て
い
た
よ
う
に
、
現
在
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
当
時
と
し
て
も
「
な
ん
の
新
味
も
な
い
」
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
中
身
に
新
鮮
味
が
な
く
て
も
、
石
川
達
三
と
い
う
名
が
冠
せ
ら
れ
る
や
否
や
、「
妖
気
」
が
立
ち
込
め
た
ら
し
い
。
こ
の
時
期
、
石
川
の
発
言
は
、
た
と
え
取
る
に
足
り
な
い
凡
庸
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
妖
気
」
を
身
に
ま
と
い
、
問
題
と
し
て
取
り
沙
汰
せ
ざ
る
を
得
な
い
代
物
と
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
改
め
て
確
認
す
る
ま
で
も
な
く
、
石
川
達
三
は
『
結
婚
の
生
態
』（
新
潮
社
、
一
九
三
八
年
十
一
月
）
以
来
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
生
み
出
し
続
け
た
流
行
作
家
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
「
マ
ス
・
コ
ミ
」
欄
が
石
川
の
「
妖
気
」
を
指
摘
し
た
一
九
五
五
年
前
後
、
石
川
は
「
新
聞
小
説
家
と
し
て
確
実
な
愛
読
者
を
持
つ
て
ゐ
る
数
少
な
い
作
家
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。（
３
）
戦
前
は
朝
日
新
聞
社
と
朝
日
映
画
に
籍
を
置
き
、
戦
後
読
売
新
聞
社
に
入
社
し
文
化
部
記
者
を
務
め
た
竹
内
良
夫
は
、「
新
聞
小
説
を
書
く
ベ
テ
ラ
ン
と
し
て
、
獅
子
文
六
、
石
坂
洋
次
郎
と
そ
し
て
石
川
達
三
を
三
傑
と
し
て
い
る
の
は
、
文
壇
で
何
時
の
間
に
か
通
り
相
場
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
石
川
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
た
。 
 
 
石
川
さ
ん
は
新
聞
小
説
を
最
大
の
仕
事
と
し
て
書
く
の
だ
か
ら
、
そ
の
意
気
ご
み
は
ち
が
う
。
え
て
し
て
、
純
文
学
作
家
の
場
合
は
、
新
聞
小
説
と
い
う
と
意
識
し
て
調
子
を
落
し
て
書
く
の
だ
が
、
そ
の
点
、
石
川
さ
ん
は
違
う
の
だ
。
そ
し
て
戦
後
の
『
望
み
な
き
に
非
ず
』
か
ら
最
近
の
『
四
十
八
歳
の
抵
抗
』
に
到
る
ま
で
ど
れ
も
こ
れ
も
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
ズ
の
本
と
し
て
、
ま
る
で
売
れ
な
い
小
説
本
と
は
違
っ
て
常
に
十
万
部
近
く
も
売
れ
る
の
だ
。
単
行
本
で
十
万
部
近
く
も
売
れ
る
小
説
家
は
そ
ん
な
に
い
る
も
の
で
は
な
い
の
に
、
石
川
さ
ん
の
本
と
な
る
と
、
新
聞
小
説
が
連
載
中
か
ら
騒
が
れ
、
終
っ
て
映
画
に
な
り
、
そ
の
映
画
も
当
り
、
そ
し
て
単
行
本
と
な
る
の
だ
か
ら
、
と
に
か
く
数
少
な
い
日
本
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
作
家
と
い
っ
て
よ
い
。（
４
） 
 
し
か
し
新
聞
小
説
の
常
連
で
あ
り
、
ま
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
し
て
一
世
を
風
靡
し
た
小
説
家
た
ち
全
員
に
、
先
の
「
マ
ス
・
コ
ミ
」
欄
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
な
「
妖
気
」
が
感
じ
ら
れ
た
か
と
い
う
と
疑
問
が
残
る
。
全
国
紙
に
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
」
と
い
う
大
仰
な
タ
イ
ト
ル
の
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
て
し
ま
い
、
「
妖
気
」
す
ら
感
知
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
お
そ
ら
く
石
川
達
三
だ
け
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
ほ
ぼ
同
時
期
に
大
宅
壮
一
は
、「
石
川
達
三
は
、
今
日
の
文
壇
で
一
種
の
流
行
作
家
に
な
っ
て
い
る
。
〝
一
種
の
〟
と
い
う
の
は
、
他
の
流
行
作
家
と
は
ち
ょ
っ
と
ち
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
」（
５
）
と
い
う
証
言
を
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残
し
て
い
る
。
大
宅
に
よ
れ
ば
石
川
は
、
石
坂
洋
次
郎
、
獅
子
文
六
、
大
佛
次
郎
、
舟
橋
聖
一
、
丹
羽
文
雄
な
ど
「
誰
で
も
文
句
な
し
に
あ
げ
る
人
気
作
家
」
と
は
異
質
の
流
行
作
家
だ
っ
た
の
だ
。「
マ
ス
・
コ
ミ
」
欄
が
指
摘
し
て
い
た
「
妖
気
」
も
、
そ
の
「
ち
ょ
っ
と
」
の
違
い
に
由
来
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
敏
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
大
宅
は
、「
マ
ス
・
コ
ミ
」
欄
と
同
様
に
、
こ
の
時
代
の
石
川
達
三
が
、
単
な
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
の
範
疇
を
超
え
た
「
時
の
人
気
ス
タ
ー
」
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
す
で
に
一
九
五
一
年
の
段
階
で
、
山
本
健
吉
は
「
現
代
作
家
論 
石
川
達
三
」（『
群
像
』、
九
月
）
を
書
き
、
石
川
達
三
は
「
現
代
の
日
本
文
学
の
も
つ
と
も
顕
著
な
一
つ
の
現
象
」
で
あ
る
と
記
し
て
い
た
。
さ
ら
に
山
本
は
、「
石
川
氏
の
作
品
に
も
つ
と
深
く
つ
き
合
つ
て
、
相
手
の
イ
ン
キ
壺
か
ら
そ
の
肖
像
を
描
き
出
す
イ
ン
キ
を
借
り
て
く
る
や
う
な
操
作
に
、
私
は
大
し
て
期
待
と
興
味
と
を
持
て
な
か
つ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
山
本
の
示
唆
は
、
石
川
達
三
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。 
 
も
ち
ろ
ん
石
川
の
作
品
を
精
緻
に
読
解
し
て
い
き
、
そ
の
現
代
的
な
意
義
を
見
出
し
た
り
、
あ
る
い
は
限
界
を
明
ら
か
に
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
可
能
で
あ
る
し
必
要
な
こ
と
で
も
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
た
と
え
ば
二
〇
〇
五
年
四
月
に
、
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
「
石
川
達
三
の
世
界
」
を
特
集
し
た
『
国
文
学 
解
釈
と
鑑
賞
』
に
は
、
そ
う
し
た
試
み
の
い
く
つ
か
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
個
々
の
作
品
の
可
能
性
に
拘
泥
し
て
い
て
は
、
そ
の
時
代
に
感
得
さ
れ
た
「
妖
気
」、
あ
る
い
は
「
現
象
」
と
し
て
の
石
川
達
三
を
捉
え
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。 
 
「
妖
気
」
を
孕
ん
だ
「
現
象
」
と
し
て
の
石
川
達
三
。「
マ
ス
・
コ
ミ
」
欄
と
山
本
健
吉
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
石
川
の
発
言
は
、
そ
の
内
容
が
た
と
え
取
る
に
足
り
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
内
実
以
上
の
「
妖
気
」
を
醸
し
出
し
、
讃
辞
や
ら
批
判
や
ら
を
招
く
「
現
象
」
と
化
し
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
石
川
を
問
題
化
す
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
戦
後
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
小
説
家
の
関
わ
り
の
一
側
面
を
考
察
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
に
ち
が
い
な
い
。 
 
本
章
で
は
石
川
達
三
を
、
同
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
「
現
象
」
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
い
き
、
そ
の
「
妖
気
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 
  
二 
「
望
み
な
き
に
非
ず
」
と
新
聞
小
説
の
戦
後 
  
誰
も
が
口
に
し
て
い
た
よ
う
に
、
石
川
達
三
は
流
行
の
新
聞
小
説
家
だ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
石
川
は
い
つ
か
ら
新
聞
小
説
家
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
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も
ち
ろ
ん
石
川
は
、
一
九
三
九
年
十
一
月
十
九
日
か
ら
『
中
外
商
業
新
報
』
で
「
人
生
画
帖
」
の
連
載
を
開
始
し
た
時
以
来
、
戦
前
か
ら
新
聞
小
説
を
書
き
続
け
て
い
た
。
し
か
し
新
聞
小
説
を
書
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
小
説
家
が
新
聞
小
説
家
と
し
て
認
知
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
戦
後
で
い
う
な
ら
、
た
と
え
ば
大
岡
昇
平
（
６
）
も
武
田
泰
淳
（
７
）
も
三
島
由
紀
夫
（
８
）
も
新
聞
小
説
を
書
い
て
い
る
。
し
か
し
彼
ら
を
新
聞
小
説
家
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
新
聞
小
説
も
書
く
小
説
家
と
新
聞
小
説
家
は
似
て
非
な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
戦
後
に
お
け
る
石
川
の
新
聞
小
説
は
、
敗
戦
か
ら
二
年
後
、
一
九
四
七
年
七
月
か
ら
『
読
売
新
聞
』
で
連
載
さ
れ
た
「
望
み
な
き
に
非
ず
」
に
始
ま
る
。
公
職
追
放
の
身
で
あ
る
元
海
軍
大
佐
を
主
人
公
に
、「
民
主
革
命
」
や
「
女
性
解
放
」
に
浮
か
れ
る
世
相
を
皮
肉
っ
た
「
望
み
な
き
に
非
ず
」
は
、
新
聞
社
の
期
待
通
り
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。 
 
た
と
え
ば
『
思
想
の
科
学
』
は
、
一
九
四
九
年
三
月
号
で
「
新
聞
小
説
の
分
析
と
批
判
」
を
特
集
し
、
「
〝
望
み
な
き
に
非
ず
〟
合
評
会
」
と
、
研
究
部
編
「「
望
み
な
き
に
非
ず
」
を
通
じ
て
見
た
「
人
々
の
哲
学
」」
を
掲
載
し
た
。（
９
）
後
者
の
「
序
」
に
は
、「
望
み
な
き
に
非
ず
」
が
同
時
代
に
与
え
た
反
響
が
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。（
10
） 
 
こ
の
小
説
わママ
、
昨
年
七
月
一
六
日
よ
り
十
一
月
二
二
日
迄
、
読
売
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
新
聞
小
説
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
二
月
廿
日
に
わママ
、
単
行
本
と
し
て
読
売
新
聞
社
か
ら
発
行
さ
れ
、
直
ち
に
再
版
が
出
る
と
云
う
程
に
よ
く
売
れ
た
の
で
あ
る
。
又
、
最
近
に
な
っ
て
、
新
東
宝
に
依
り
映
画
に
製
作
さ
れ
る
と
云
う
し
、
八
月
四
日
か
ら
わママ
新
生
新
派
と
水
谷
八
重
子
に
依
り
、
東
劇
で
上
演
さ
れ
る
。
ラ
ジ
オ
・
ド
ラ
マ
と
し
て
も
既
に
放
送
さ
れ
た
。
と
、
こ
う
見
る
と
、「
望
み
な
き
に
非
ず
」
と
云
う
小
説
わママ
終
戦
後
に
発
表
さ
れ
た
文
藝
作
品
中
で
最
も
多
く
の
読
者
、
聴
衆
、
観
客
を
持
つ
た
も
の
ゝ
一
つ
で
あ
り
、
思
想
調
査
の
材
料
と
し
て
わママ
非
常
に
珍
し
い
絶
好
の
実
験
條
件
を
備
え
た
も
の
と
云
う
事
に
な
る
。 
 
「
一
般
の
人
の
日
常
生
活
の
中
に
生
き
て
い
る
哲
学
思
想
」
を
調
査
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
「
望
み
な
き
に
非
ず
」
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
い
う
『
思
想
の
科
学
』
研
究
部
の
判
断
は
、
き
わ
め
て
妥
当
な
も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
残
念
な
が
ら
調
査
は
、
読
者
の
理
解
能
力
を
問
う
は
じ
め
て
の
試
み
で
も
あ
っ
た
た
め
、
集
計
後
に
「
種
々
の
失
敗
」
が
明
る
み
に
な
り
、
結
果
も
「
最
も
端
的
明
瞭
な
も
の
」
だ
け
し
か
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
研
究
部
の
は
じ
き
出
し
た
結
果
は
、
興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
。 
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た
と
え
ば
、「
こ
の
小
説
は
、
日
本
の
現
状
を
よ
く
写
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、「
全
体
の
七
〇
％
と
云
う
多
数
が
此
の
小
説
を
是
と
し
、
現
実
を
よ
く
描
写
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
結
果
が
出
た
。
そ
れ
は
「
〝
望
み
な
き
に
非
ず
〟
合
評
会
」
で
出
さ
れ
た
見
解
と
は
、
全
く
反
対
の
も
の
だ
っ
た
。
研
究
部
は
、「
座
談
会
の
学
者
階
級
の
人
達
に
と
つ
て
わママ
此
の
小
説
わママ
現
実
と
非
常
に
か
け
は
な
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
此
の
事
、
、
、
わママ
一
般
読
者
階
級
と
学
者
階
級
と
の
間
に
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
わママ
完
全
な
る
、
、
、
、
断
層
が
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
」（
傍
点
は
原
文
の
マ
マ
）
と
ま
と
め
て
い
る
。
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
断
層
」
は
、
た
と
え
ば
正
宗
白
鳥
の
評
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
望
み
な
き
に
非
ず
」
は
、「
こ
の
頃
の
新
聞
小
説
の
中
で
最
も
面
白
い
と
い
ふ
評
判
」
だ
か
ら
連
載
終
了
直
後
に
「
切
抜
き
を
集
め
て
一
気
に
通
読
」
し
た
と
い
う
白
鳥
は
、「
石
川
達
三
論
」（『
中
央
公
論
』、
一
九
四
八
年
一
月
）
で
、「
か
う
い
ふ
作
風
は
上
つ
面
だ
け
の
社
会
描
写
で
底
の
浅
い
も
の
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
疑
義
を
呈
し
た
。
白
鳥
の
評
は
、
ま
さ
に
座
談
会
で
出
た
評
価
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
だ
っ
た
。
新
聞
小
説
「
望
み
な
き
に
非
ず
」
は
、
学
者
や
文
壇
関
係
者
に
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
一
般
読
者
階
級
」
に
受
け
容
れ
ら
れ
た
作
品
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
注
意
す
べ
き
は
、
石
川
本
人
も
「
望
み
な
き
に
非
ず
」
の
出
来
栄
え
に
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。「「
望
み
な
き
に
非
ず
」
に
つ
い
て
」（『
風
雪
』、
一
九
四
八
年
二
月
）
に
は
、「
対
世
間
的
に
は
成
功
し
た
」
け
れ
ど
も
「
現
代
風
俗
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
」
に
堕
し
て
お
り
、
作
者
自
身
と
し
て
は
「
成
功
相
半
ば
」
と
い
う
と
こ
ろ
だ
と
自
嘲
気
味
に
書
か
れ
て
い
た
。
し
か
も
こ
の
エ
ッ
セ
イ
で
石
川
は
、
「
新
聞
小
説
は
有
能
な
作
家
を
ス
ポ
イ
ル
す
る
」
と
憤
っ
て
い
る
。「
新
聞
社
が
要
求
す
る
も
の
は
芸
術
的
価
値
で
は
な
く
て
、
読
者
の
人
気
と
営
業
的
利
益
」
に
過
ぎ
な
い
た
め
、「
多
く
の
場
合
、
皮
相
な
描
写
に
終
つ
て
し
ま
ふ
」
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
同
人
誌
と
し
て
発
足
し
た
『
風
雪
』
に
掲
載
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
石
川
は
や
は
り
ど
こ
か
で
新
聞
小
説
を
軽
視
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。「
望
み
な
き
に
非
ず
」
の
作
者
は
、
自
分
を
新
聞
小
説
家
と
は
み
な
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
と
こ
ろ
で
「
望
み
な
き
に
非
ず
」
を
連
載
し
た
『
読
売
新
聞
』
は
「
終
戦
後
い
ち
早
く
連
載
小
説
を
提
供
し
て
き
た
」（
11
）
と
い
う
自
負
を
抱
い
て
い
た
。
事
実
、
戦
後
の
全
国
紙
に
掲
載
さ
れ
た
新
聞
小
説
を
確
認
し
て
み
る
と
、『
朝
日
新
聞
』
の
戦
後
最
初
の
新
聞
小
説
は
、
一
九
四
七
年
六
月
九
日
に
始
ま
る
石
坂
洋
次
郎
の
『
青
い
山
脈
』（
十
月
四
日
ま
で
）
だ
っ
た
。『
毎
日
新
聞
』
で
は
、
一
九
四
五
年
九
月
十
四
日
か
ら
大
佛
次
郎
の
「
丹
前
屏
風
」
が
掲
載
さ
れ
た
も
の
の
、
十
一
月
十
三
日
に
連
載
二
十
九
回
を
掲
載
し
た
の
を
最
後
に
、「
丹
前
屏
風
」
は
何
の
断
り
も
な
く
紙
面
か
ら
姿
を
消
す
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
新
聞
小
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説
は
掲
載
さ
れ
ず
、
本
格
的
に
連
載
小
説
が
始
ま
る
の
は
、
一
九
四
七
年
八
月
一
日
か
ら
の
林
芙
美
子
の
「
う
ず
潮
」（
十
一
月
二
十
四
日
ま
で
）
ま
で
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。 
そ
れ
に
対
し
て
『
読
売
新
聞
』
は
、
戦
中
の
一
九
四
四
年
十
二
月
五
日
か
ら
敗
戦
後
の
八
月
二
十
三
日
ま
で
、
吉
川
英
治
の
「
太
閤
記
」
を
掲
載
し
続
け
た
。
そ
の
後
も
一
九
四
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
は
藤
沢
桓
夫
の
「
彼
女
は
答
へ
る
」
を
途
中
ま
で
掲
載
（
12
）、
一
九
四
六
年
四
月
十
六
日
か
ら
は
貴
司
山
治
の
「
愛
の
歌
」
を
七
月
五
日
ま
で
掲
載
し
、
八
月
三
十
日
か
ら
は
未
完
に
終
わ
っ
た
も
の
の
、
織
田
作
之
助
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
「
土
曜
夫
人
」
が
十
二
月
六
日
ま
で
紙
面
を
飾
っ
た
。
そ
れ
以
後
も
引
き
続
き
『
読
売
新
聞
』
は
、
新
聞
小
説
を
掲
載
し
続
け
て
い
る
。（
13
） 
そ
の
『
読
売
新
聞
』
は
「
望
み
な
き
に
非
ず
」
が
絶
賛
を
博
し
た
後
、
い
っ
そ
う
新
聞
小
説
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
四
八
年
六
月
十
七
日
に
告
知
さ
れ
た
「
読
売
新
聞
小
説
賞
」
は
、
そ
う
し
た
傾
向
を
端
的
に
示
す
も
の
だ
っ
た
。
石
川
は
、
正
宗
白
鳥
、
吉
川
英
治
、
大
佛
次
郎
と
と
も
に
選
考
委
員
に
名
を
連
ね
た
。（
14
）
結
局
第
一
回
の
小
説
賞
は
当
選
作
な
し
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
が
、
こ
の
企
画
は
新
聞
小
説
を
特
殊
な
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
改
め
て
確
定
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。（
15
） 
た
と
え
ば
募
集
要
項
に
は
、「
今
日
ま
で
に
築
き
あ
げ
ら
れ
た
〝
新
聞
小
説
〟
を
更
に
文
学
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
確
立
す
る
た
め
に
〝
読
売
新
聞
小
説
賞
〟
を
設
定
」
し
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
「
単
な
る
〝
懸
賞
小
説
〟
で
は
な
く
〝
新
聞
小
説
〟
」
で
あ
る
旨
が
く
り
か
え
し
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
六
月
二
十
一
日
の
紙
面
に
は
、
各
選
考
委
員
の
応
募
者
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
大
々
的
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
見
出
し
は
「
文
学
の
新
分
野 
新
聞
小
説
」
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
選
考
後
に
石
川
は
、
選
考
委
員
を
代
表
し
て
「
新
聞
小
説
に
つ
い
て
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
〇
年
一
月
二
十
三
日
）
を
書
き
、
読
者
層
が
広
く
制
約
も
多
い
新
聞
小
説
は
素
人
に
は
難
し
い
分
野
だ
と
論
じ
て
い
た
。 新
聞
小
説
は
特
別
な
分
野
と
し
て
囲
わ
れ
、確
認
さ
れ
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、
新
聞
小
説
に
必
要
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
身
に
付
け
駆
使
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
か
つ
読
者
を
引
き
付
け
る
こ
と
が
可
能
な
専
門
家
と
し
て
の
新
聞
小
説
家
に
も
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
以
後
も
読
売
新
聞
小
説
賞
は
継
続
さ
れ
、『
読
売
新
聞
』
に
は
毎
年
必
ず
新
聞
小
説
論
が
掲
載
さ
れ
、
新
聞
小
説
を
書
く
た
め
の
心
構
え
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
16
）
新
聞
小
説
は
、
ま
だ
ま
だ
開
拓
の
余
地
の
あ
る
ひ
と
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
（
17
） 
 
こ
う
し
た
趨
勢
の
中
、
石
川
は
一
九
四
九
年
四
月
か
ら
『
毎
日
新
聞
』
で
「
風
に
そ
よ
ぐ
葦
」
の
連
載
を
始
め
た
。
戦
時
下
の
言
論
弾
圧
、
と
り
わ
け
横
浜
事
件
を
扱
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
石
川
の
社
会
小
説
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の
代
表
作
と
も
な
っ
た
作
品
で
あ
る
。
世
評
も
高
く
、
た
と
え
ば
小
田
切
秀
雄
は
「
新
聞
小
説
に
つ
い
て
の
夢
と
現
実
と
」（『
世
界
評
論
』、
一
九
五
〇
年
二
月
）
で
、
新
聞
社
の
意
向
に
囚
わ
れ
ま
い
と
す
る
「
作
家
的
な
勇
気
」
が
示
さ
れ
て
い
る
と
賞
賛
し
、
政
治
評
論
家
の
山
浦
貫
一
も
「
健
全
な
る
家
庭
」
の
「
神
聖
な
規
律
」
を
乱
す
小
説
ば
か
り
掲
載
す
る
新
聞
社
に
怒
り
を
露
わ
に
し
つ
つ
、「
望
み
な
き
に
非
ず
」
と
「
風
に
そ
よ
ぐ
葦
」
は
「
立
派
な
政
治
小
説
」
で
「
凄
く
面
白
か
つ
た
」
と
述
べ
て
い
た
。（
18
）「
望
み
な
き
に
非
ず
」
に
否
定
的
だ
っ
た
正
宗
白
鳥
で
す
ら
、
石
川
の
作
品
に
「
広
く
現
実
の
世
界
に
生
き
ん
と
す
る
意
欲
」
を
読
み
、「
時
代
を
反
映
し
て
、
右
往
左
往
し
て
い
る
現
代
文
学
の
姿
を
、
私
は
、
誰
の
よ
り
も
、
石
川
の
作
品
に
お
い
て
見
る
の
で
あ
る
」
と
書
く
に
至
っ
た
。（
19
）
辛
辣
な
正
宗
白
鳥
を
考
え
込
ま
せ
る
よ
う
な
何
か
を
、
石
川
の
新
聞
小
説
は
内
包
し
始
め
た
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
石
川
達
三
自
身
は
、「
風
に
そ
よ
ぐ
葦
（
続
）」
を
連
載
し
て
い
る
さ
な
か
に
行
わ
れ
た
座
談
会
で
、
や
は
り
新
聞
小
説
と
い
う
形
式
は
好
き
で
は
な
い
と
い
う
発
言
を
し
て
い
る
。（
20
）
脚
光
を
浴
び
て
い
た
新
聞
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
、
石
川
は
「
一
般
読
者
階
級
」
か
ら
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
学
者
や
「
学
者
階
級
」
か
ら
も
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
石
川
本
人
と
し
て
は
、「
風
に
そ
よ
ぐ
葦
」
を
書
い
た
段
階
で
も
、
自
ら
を
新
聞
小
説
家
と
み
な
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
石
川
達
三
と
い
う
小
説
家
が
新
聞
小
説
家
に
変
貌
す
る
に
は
、
も
う
少
し
時
間
が
必
要
だ
っ
た
。
お
そ
ら
く
一
九
五
三
年
九
月
か
ら
『
読
売
新
聞
』
で
連
載
の
始
ま
っ
た
「
悪
の
愉
し
さ
」
と
と
も
に
、
転
機
が
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。 
  
三 
「
悪
の
愉
し
さ
」
か
ら
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
へ 
  
「
風
に
そ
よ
ぐ
葦
」
の
後
、
誰
も
が
石
川
達
三
を
新
聞
小
説
家
と
認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
亀
井
勝
一
郎
が
「
新
聞
小
説
の
名
手
と
し
て
は
、
獅
子
文
六
、
石
川
達
三
、
石
坂
洋
二
郎
氏
ら
が
定
評
が
あ
る
」（
21
）
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
石
川
自
身
の
自
己
認
識
と
は
関
係
な
く
、
石
川
は
代
表
的
な
新
聞
小
説
家
と
し
て
必
ず
名
前
を
挙
げ
ら
れ
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
「
悪
の
愉
し
さ
」
以
降
、
誰
も
が
口
を
揃
え
て
、
石
川
は
単
な
る
「
新
聞
小
説
の
名
手
」
で
は
な
く
な
っ
た
と
言
う
よ
う
に
な
る
。
一
作
ご
と
に
新
聞
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
刷
新
し
続
け
る
新
聞
小
説
家
の
異
端
児
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
序
章
で
も
詳
述
し
た
こ
と
だ
が
、
新
聞
小
説
に
は
制
約
が
多
い
。
毎
日
約
三
枚
半
の
分
量
を
十
五
字
詰
め
の
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
に
掲
載
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
「
百
万
人
の
文
学
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
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に
、
週
刊
誌
な
ど
と
比
べ
て
も
、
相
手
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
読
者
は
莫
大
だ
。
し
か
も
読
者
の
階
層
は
種
々
雑
多
で
、
文
学
作
品
を
読
み
慣
れ
て
い
な
い
ひ
と
も
多
い
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
彼
ら
読
者
に
と
っ
て
新
聞
小
説
は
オ
マ
ケ
に
過
ぎ
な
い
。
小
説
を
目
当
て
に
週
刊
誌
や
雑
誌
を
手
に
取
る
読
者
は
少
な
く
な
く
て
も
、
小
説
だ
け
を
目
的
に
新
聞
を
講
読
す
る
読
者
は
ほ
ん
の
僅
か
だ
（
と
は
い
え
、
序
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、一
九
五
〇
年
代
に
は
新
聞
小
説
が
新
聞
の
購
読
者
数
に
少
な
く
な
い
影
響
を
与
え
た
の
で
、
新
聞
小
説
は
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
新
聞
小
説
が
そ
の
よ
う
な
地
位
を
確
保
す
る
に
あ
た
り
、
石
川
の
新
聞
小
説
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
）。新
聞
の
読
者
は
面
白
か
っ
た
ら
新
聞
小
説
を
読
む
け
れ
ど
、
つ
ま
ら
な
か
っ
た
り
読
む
気
を
起
こ
さ
れ
た
り
し
な
け
れ
ば
、
新
聞
小
説
を
黙
殺
す
る
。
そ
し
て
時
に
は
新
聞
社
に
抗
議
の
投
書
を
送
り
つ
け
る
こ
と
す
ら
あ
る
。
そ
う
し
た
わ
が
ま
ま
で
桁
外
れ
に
多
く
の
読
者
を
相
手
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
新
聞
小
説
欄
を
活
字
で
埋
め
尽
す
こ
と
は
し
な
い
方
が
い
い
と
い
う
考
え
が
常
識
と
し
て
ま
か
り
通
る
こ
と
に
な
る
。
文
字
で
真
っ
黒
に
す
る
こ
と
は
読
者
を
威
圧
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
会
話
を
多
用
す
る
こ
と
で
余
白
を
確
保
し
た
方
が
無
難
な
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
、
そ
う
し
た
新
聞
小
説
の
常
套
手
段
を
一
顧
だ
に
し
な
い
例
外
的
な
新
聞
小
説
家
が
ひ
と
り
だ
け
い
た
。「
べ
っ
た
り
と
書
い
て
、
読
み
づ
ら
か
ろ
う
と
い
っ
こ
う
に
構
わ
な
い
作
家
」（
22
）
も
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
悪
の
愉
し
さ
」
を
書
い
た
石
川
達
三
だ
っ
た
。（
23
） 
 
石
川
は
新
聞
小
説
へ
の
果
敢
な
挑
戦
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
五
四
年
十
一
月
二
十
日
の
『
読
売
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
中
間
小
説
評
」
で
評
者
は
、「
従
来
の
新
聞
小
説
の
定
石
に
対
し
、
強
引
な
挑
戦
を
や
っ
て
の
け
、
可
な
り
の
成
功
を
収
め
た
」
と
「
悪
の
愉
し
さ
」
を
高
く
評
価
し
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
称
賛
の
言
辞
を
連
ね
て
い
た
。 
 
 
ま
る
一
回
分
を
全
然
会
話
の
な
い
地
の
文
で
押
通
す
と
い
っ
た
形
式
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
単
純
な
正
義
と
倫
理
を
、
塩
気
の
よ
う
に
必
要
と
す
る
新
聞
小
説
読
者
を
相
手
に
、
正
面
か
ら
〝
悪
〟
を
押
出
し
て
行
っ
た
や
り
く
ち
も
異
例
だ
っ
た
。
こ
う
い
う
、
ほ
と
ん
ど
〝
文
学
的
腕
力
〟
と
も
称
す
べ
き
強
引
さ
の
中
に
、
し
か
し
、
ち
ゃ
ん
と
計
算
し
た
常
識
が
、
巧
み
な
話
術
に
あ
や
つ
ら
れ
な
が
ら
し
っ
か
り
と
根
を
張
っ
て
い
る
。
石
川
の
〝
名
人
〟
た
る
ゆ
え
ん
だ
ろ
う
。 
 
ま
た
続
い
て
発
表
さ
れ
た
「
自
分
の
穴
の
中
で
」
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
五
年
十
二
月
二
十
二
日
の
『
読
売
新
聞
』
に
載
っ
た
「
今
年
の
新
聞
小
説
展
望
」
で
、
次
の
よ
う
な
讃
辞
が
贈
ら
れ
て
い
た
。 
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今
年
の
新
聞
小
説
の
収
穫
は
、
世
評
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
石
川
達
三
「
自
分
の
穴
の
中
で
」（
朝
日
）
だ
っ
た
ろ
う
。 
 
当
代
無
比
の
常
識
家
石
川
達
三
が
、
新
聞
小
説
の
常
識
を
無
視
し
て
〝
文
学
的
腕
力
〟
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
ふ
る
っ
た
連
載
小
説
だ
が
、
こ
の
種
の
テ
ス
ト
・
ケ
ー
ス
だ
っ
た
「
悪
の
愉
し
さ
」
よ
り
、
手
口
を
覚
え
た
後
だ
け
に
、
は
る
か
に
完
成
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。 
  
こ
の
よ
う
な
石
川
へ
の
評
価
を
ま
と
め
て
み
せ
た
の
が
、「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
の
連
載
が
終
了
し
た
後
に
、
小
田
切
秀
雄
が
書
い
た
「
石
川
達
三
の
拓
い
た
領
域 
新
聞
小
説
の
新
動
向
」
だ
っ
た
。
一
九
五
六
年
六
月
十
一
日
の
『
日
本
読
書
新
聞
』
の
第
一
面
を
丸
々
使
っ
た
評
論
の
末
尾
で
、
小
田
切
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 
 
『
悪
の
愉
し
さ
』
や
『
自
分
の
穴
の
中
で
』
か
ら
こ
ん
ど
の
『
四
十
八
歳
の
抵
抗
』
に
進
ん
で
き
た
石
川
達
三
の
歩
み
は
、
日
本
人
の
き
わ
め
て
多
く
の
ひ
と
び
と
が
そ
の
心
内
の
暗
い
部
分
に
ひ
そ
め
て
い
る
エ
ゴ
と
そ
の
生
命
力
充
足
へ
の
要
求
や
衝
動
を
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
部
分
と
し
て
の
新
聞
小
説
の
な
か
に
引
き
だ
し
展
開
し
た
と
い
う
点
で
は
新
聞
小
説
お
よ
び
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
新
し
い
領
域
を
ひ
ら
い
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 
 
小
田
切
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
悪
の
愉
し
さ
」
か
ら
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
に
至
る
ま
で
の
間
に
石
川
が
追
求
し
た
テ
ー
マ
は
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
た
。
そ
れ
は
「
退
屈
」
な
日
常
に
飽
き
た
挙
句
の
果
て
に
、
小
さ
な
「
悪
」
と
い
う
冒
険
を
求
め
る
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
騙
し
て
「
友
人
の
妻
の
肉
体
」
や
「
未
亡
人
の
肉
体
」
を
手
に
入
れ
た
り
、
ヌ
ー
ド
写
真
の
撮
影
会
に
赴
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
は
日
常
か
ら
の
脱
出
を
試
み
る
。
十
返
肇
も
新
潮
文
庫
版
『
自
分
の
穴
の
中
で
』（
一
九
五
八
年
三
月
）
の
解
説
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
新
聞
小
説
の
主
人
公
に
背
徳
的
悪
人
を
使
用
し
た
」
と
こ
ろ
に
、
石
川
の
新
し
さ
が
あ
っ
た
。 
 
小
田
切
の
評
価
は
決
し
て
過
大
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
新
聞
と
い
う
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
「
悪
」
を
主
題
に
小
説
を
発
表
し
続
け
る
こ
と
は
、無
謀
と
も
い
う
べ
き
試
み
だ
っ
た
ら
し
い
。中
村
光
夫
に
よ
れ
ば
、
新
聞
の
読
者
は
「
保
守
的
人
間
」
で
あ
り
、
彼
ら
は
自
分
の
「
価
値
の
体
系
を
く
づ
さ
れ
た
り
、
人
生
観
を
ゆ
す
ぶ
ら
れ
る
こ
と
は
堅
く
拒
否
」（
24
）
す
る
。
そ
う
し
た
読
者
を
相
手
に
、
説
得
力
の
あ
る
「
悪
」
を
提
示
し
続
け
る
こ
と
が
至
難
の
業
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。 
 
事
実
「
悪
の
愉
し
さ
」
に
は
、
た
く
さ
ん
の
批
判
的
な
投
書
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。（
25
）
石
川
本
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人
が
、
そ
れ
ら
の
投
書
に
応
え
て
「
生
き
て
い
る
悪
徳 
「
悪
の
愉
し
さ
」
へ
の
批
判
に
つ
い
て
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
四
年
二
月
二
十
二
日
）
を
書
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
く
ら
い
だ
。
石
川
は
、
次
の
よ
う
に
書
き
出
し
て
い
た
。 
 
 
「
悪
の
愉
し
さ
」
は
連
載
を
は
じ
め
る
前
か
ら
、
題
名
を
発
表
す
る
と
同
時
に
悪
評
が
あ
っ
た
。
以
来
五
カ
月
、ず
っ
と
悪
評
が
続
い
て
い
る
。新
聞
社
に
は
た
び
た
び
憤
慨
し
た
投
書
も
来
て
い
る
。
悪
評
を
要
約
す
れ
ば
、
不
潔
で
あ
る
、
け
し
か
ら
ぬ
、
不
愉
快
だ
、
女
を
無
視
し
て
い
る
、
と
い
う
ふ
う
な
事
に
な
る
。
至
極
も
っ
と
も
な
批
評
で
あ
っ
て
、
何
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。 
 
読
者
か
ら
の
「
悪
評
」
に
対
し
て
、「
至
極
も
っ
と
も
な
批
評
」
と
言
い
な
が
ら
も
、
石
川
に
悪
び
れ
て
い
る
様
子
は
微
塵
も
な
い
。
む
し
ろ
「
悪
評
」
を
楽
し
ん
で
い
る
か
の
よ
う
だ
。
実
際
石
川
は
、
読
者
の
「
悪
評
」
を
許
容
し
た
ふ
り
を
し
て
見
せ
た
上
で
、「
社
会
の
厳
し
い
監
視
の
眼
を
の
が
れ
て
、
自
分
ひ
と
り
の
悪
徳
の
喜
び
に
ひ
た
る
人
間
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
何
の
不
思
議
も
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
人
間
を
、
今
日
の
社
会
の
種
々
な
不
均
衡
の
象
徴
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
読
者
に
提
案
し
、「
せ
め
て
小
説
を
読
む
と
き
く
ら
い
は
、常
識
的
な
道
徳
か
ら
自
分
を
引
き
は
な
し
て
、も
っ
と
自
由
な
自
分
、
拘
束
さ
れ
な
い
自
分
に
か
え
り
、
自
分
の
心
を
む
き
出
し
に
し
て
、
小
説
を
読
む
事
が
望
ま
し
い
と
私
は
思
う
」
と
、
小
説
の
読
み
方
を
指
南
す
る
。
こ
こ
に
は
「
悪
評
」
な
ど
歯
牙
に
も
か
け
な
い
石
川
の
姿
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
し
、「
悪
評
」
を
逆
手
に
取
っ
て
し
ま
お
う
と
す
る
し
た
た
か
さ
さ
え
感
じ
取
れ
よ
う
。
新
聞
の
購
読
者
全
て
が
自
ら
の
新
聞
小
説
を
読
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
、
石
川
は
重
々
承
知
し
て
い
た
。
だ
か
ら
石
川
は
、「
悪
評
」
を
契
機
に
、
い
ま
だ
自
ら
の
読
者
で
は
な
い
購
読
者
を
、
自
ら
の
小
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
新
聞
小
説
欄
へ
と
誘
お
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
石
川
は
、
読
者
を
獲
得
す
る
す
べ
を
掌
中
に
収
め
た
小
説
家
へ
と
成
長
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
そ
れ
ゆ
え
石
川
は
、
莫
大
な
数
の
新
聞
購
読
者
を
相
手
に
、
ナ
イ
ー
ブ
に
「
悪
」
を
提
示
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
自
分
が
相
手
に
す
べ
き
読
者
を
、
石
川
は
き
ち
ん
と
計
算
し
、
選
別
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
石
川
が
戦
略
的
に
自
分
の
読
者
と
し
て
召
喚
し
た
の
は
、次
の
よ
う
な
新
聞
読
者
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。 
 
 
朝
食
が
す
む
と
、
パ
ジ
ャ
マ
の
ま
ま
縁
の
柱
に
も
た
れ
て
、
中
根
は
新
聞
を
ひ
ら
い
た
。
世
間
の
波
、
人
間
の
波
が
、
紙
面
か
ら
ど
っ
と
押
し
寄
せ
て
く
る
。
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
悲
劇
が
、
こ
こ
に
集
積
さ
れ
て
い
る
。 
 
再
軍
備
の
問
題
…
…
彼
は
別
に
興
味
も
な
い
。 
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凶
作
と
食
糧
対
策
の
問
題
…
…
も
う
何
遍
も
聞
か
さ
れ
て
飽
き
て
い
る
。 
 
朝
鮮
問
題
、
国
連
問
題
…
…
何
を
し
て
い
る
ん
だ
か
、
ち
っ
と
も
解
ら
な
い
。 
 
金
融
梗
塞
、
投
資
相
談
、
出
血
受
注
、
中
共
貿
易
…
…
縁
の
な
い
は
な
し
だ
。 
 
戦
犯
帰
国
問
題
…
…
ま
だ
そ
ん
な
人
が
居
た
の
か
。 
 
職
業
野
球
の
勝
敗
、
大
学
対
抗
ラ
グ
ビ
ー
の
結
果
、
駅
伝
競
走
。
こ
れ
は
丹
念
に
読
む
。
そ
れ
か
ら
米
国
音
楽
家
の
来
朝
、
ジ
ャ
ズ
の
新
番
組
、
映
画
物
語
を
読
む
…
…
書
評
の
欄
、
宗
教
と
文
化
の
欄
は
飛
ば
し
て
、
殺
人
強
盗
犯
人
逮
捕
さ
る
。
読
ん
で
み
て
、
馬
鹿
な
や
つ
だ
と
思
っ
た
。
十
代
の
性
教
育
。
こ
れ
は
じ
っ
く
り
と
読
む
。
赤
線
区
域
の
探
訪
記
事
。
こ
れ
も
面
白
い
。
漫
画
を
見
て
、
身
の
上
相
談
。
私
は
四
十
二
歳
の
未
亡
人
で
す
。
ち
か
ご
ろ
二
十
二
歳
の
甥
に
慕
わ
れ
、
ふ
と
し
た
事
か
ら
つ
い
に
越
え
て
は
な
ら
ぬ
一
線
を
越
え
て
、
…
…
馬
鹿
だ
な
あ
、
黙
っ
て
い
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。 
 
子
供
は
床
の
上
で
手
を
し
ゃ
ぶ
っ
て
い
る
。
有
貴
子
は
爪
楊
枝
を
咥
え
て
食
器
を
洗
っ
て
い
る
。
彼
女
は
新
聞
を
読
ま
な
い
女
だ
。 
 
「
悪
の
愉
し
さ
」
の
一
節
で
、
主
人
公
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
中
根
玄
三
郎
が
「
退
屈
な
日
曜
日
」
を
過
ご
す
場
面
の
冒
頭
部
だ
。「
平
凡
」
で
「
退
屈
」
な
家
庭
や
会
社
に
飽
き
飽
き
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
休
日
が
、
見
事
に
描
か
れ
て
い
る
。 
 
中
根
は
「
退
屈
な
日
曜
日
」
を
紛
ら
わ
す
た
め
に
新
聞
を
手
に
取
る
。
彼
は
天
下
国
家
の
問
題
や
ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
は
無
関
心
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
や
ジ
ャ
ズ
、
映
画
、
そ
し
て
と
り
わ
け
「
十
代
の
性
教
育
」
と
「
赤
線
区
域
の
探
訪
記
事
」
に
、
そ
し
て
「
未
亡
人
」
と
甥
の
「
一
線
を
越
え
て
」
し
ま
っ
た
逸
話
に
興
味
を
抱
く
。
石
川
が
自
分
の
読
者
と
し
て
想
定
し
て
い
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
す
な
わ
ち
決
し
て
高
潔
な
ど
で
は
な
く
、
消
費
社
会
の
欲
望
に
ま
み
れ
た
、
あ
く
ま
で
も
「
平
凡
」
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
感
情
移
入
を
し
て
し
ま
う
読
者
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 
そ
れ
に
対
し
中
根
の
妻
・
有
貴
子
の
よ
う
な
「
主
婦
」
を
、
石
川
は
読
者
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
「
主
婦
」
に
感
情
移
入
し
て
し
ま
う
読
者
、
新
聞
社
に
「
女
を
無
視
し
て
い
る
」
と
い
う
非
難
の
投
書
を
送
り
つ
け
て
し
ま
う
よ
う
な
読
者
は
、
石
川
が
想
定
す
る
読
者
の
範
疇
か
ら
は
排
除
さ
れ
た
。
だ
か
ら
有
貴
子
は
、「
新
聞
を
読
ま
な
い
女
」
と
し
て
造
形
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 
ま
た
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
の
一
節
も
見
て
み
よ
う
。
主
人
公
の
西
村
耕
太
郎
が
わ
び
し
い
昼
食
を
と
る
場
面
だ
。 
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赤
い
豚
肉
を
上
に
の
せ
た
中
華
蕎
麦
一
杯
。
そ
れ
だ
け
で
は
あ
ま
り
に
可
哀
想
だ
。
労
働
者
だ
っ
て
そ
の
位
の
も
の
は
食
べ
る
。
西
村
耕
太
郎
は
火
災
保
険
部
の
次
長
で
あ
る
。
せ
め
て
次
長
の
体
面
を
保
つ
た
め
に
、野
菜
ス
ー
プ
を
別
に
註
文
し
た
。こ
れ
も
ま
た
さ
と
子
の
知
ら
な
い
散
財
で
あ
る
。
女
房
の
知
ら
な
い
所
で
金
を
消
費
す
る
こ
と
に
、多
少
の
腹
い
せ
を
感
じ
、多
少
の
自
由
を
感
ず
る
。
ま
る
で
さ
と
子
は
敵
み
た
い
だ
っ
た
。 
 
妻
を
「
敵
み
た
い
」
に
思
い
な
が
ら
、
野
菜
ス
ー
プ
と
い
う
ち
ん
け
な
「
悪
」
で
腹
い
せ
を
し
、
労
働
者
か
ら
自
分
を
差
異
化
す
る
こ
と
を
試
み
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
石
川
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
想
定
し
て
い
た
の
は
、
そ
う
し
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
共
感
で
き
る
読
者
だ
っ
た
。 
 
石
川
は
「
百
万
人
の
文
学
」
と
言
わ
れ
る
新
聞
小
説
に
お
い
て
、
お
そ
ら
く
百
万
人
の
読
者
を
獲
得
し
よ
う
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
石
川
は
、
新
聞
小
説
の
要
所
要
所
で
読
者
の
選
別
を
試
み
る
。
新
聞
を
読
む
男
／
新
聞
を
読
ま
な
い
女
、通
俗
的
で
性
的
な
記
事
に
興
味
を
持
つ
読
者
／
持
た
な
い
読
者
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
／
労
働
者
、会
社
で
働
く
夫
／
主
婦
…
…
こ
う
い
っ
た
二
項
対
立
を
そ
れ
と
な
く
仕
掛
け
、
そ
の
上
で
石
川
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
想
定
さ
れ
る
側
に
常
に
照
準
を
合
わ
せ
る
。
石
川
が
戦
略
的
に
取
り
込
も
う
と
す
る
読
者
は
、
あ
く
ま
で
も
二
項
対
立
の
う
ち
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
側
の
存
在
、
あ
る
い
は
そ
の
存
在
に
関
心
を
抱
い
た
り
共
感
し
て
し
ま
っ
た
り
し
て
し
ま
う
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
向
け
て
石
川
は
「
悪
」
を
物
語
る
。
し
か
も
そ
の
語
り
方
は
、
周
到
に
練
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
安
部
公
房
は
石
川
の
小
説
に
つ
い
て
、「
主
人
公
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
」
が
多
い
が
、
そ
れ
が
い
つ
の
ま
に
か
「
作
者
の
肉
声
」
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
た
。（
26
）
こ
の
指
摘
は
貴
重
だ
。
石
川
の
新
聞
小
説
に
あ
っ
て
は
、「
作
者
の
肉
声
」
は
「
主
人
公
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
」
と
溶
け
合
い
、
読
者
は
い
つ
の
ま
に
か
「
主
人
公
の
思
想
で
は
な
く
、
作
者
自
身
の
思
想
」（
27
）
を
読
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 
 
た
と
え
ば
「
悪
の
愉
し
さ
」
の
次
の
よ
う
な
一
節
で
、
そ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
主
人
公
の
中
根
が
妻
で
あ
る
有
貴
子
の
浮
気
を
疑
っ
て
、
有
貴
子
の
引
き
出
し
を
漁
っ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。 
 
も
し
も
彼
が
妻
の
不
貞
の
確
証
を
握
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
、彼
の
孤
独
は
ま
す
ま
す
深
ま
り
、
救
い
難
い
窮
地
に
お
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。（
Ａ
）
そ
れ
が
解
っ
て
居
り
な
が
ら
、
し
か
も
彼
は
妻
の
秘
密
を
探
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。（
Ｂ
）
そ
れ
は
妻
を
弄
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
彼
を
弄
ぶ
こ
と
で
も
あ
っ
た
。（
Ｃ
）
彼
は
自
分
自
身
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
自
分
の
孤
独
を
知
ら
な
い
男
だ
っ
た
。 
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［
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
］ 
 
こ
の
引
用
箇
所
を
含
む
シ
ー
ク
エ
ン
ス
で
語
り
手
は
、
妻
の
引
き
出
し
を
荒
ら
し
回
る
主
人
公
の
中
根
に
一
貫
し
て
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。
視
点
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
中
根
玄
三
郎
だ
。
だ
か
ら
引
用
し
た
箇
所
の
少
し
前
か
ら
読
み
進
め
て
き
た
読
者
は
、こ
の
箇
所
も
中
根
の
心
内
語
と
み
な
し
て
、
気
に
す
る
こ
と
も
な
く
読
み
進
め
て
い
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
。 
 
し
か
し
慎
重
に
読
み
返
し
て
み
る
と
、
そ
う
で
な
い
こ
と
が
明
白
に
な
る
。
傍
線
を
付
し
た
（
Ａ
）
は
、
中
根
の
内
面
を
説
明
す
る
言
葉
で
あ
る
。
語
り
手
に
よ
る
説
明
は
、
中
根
自
身
が
意
識
し
て
い
る
内
面
と
合
致
し
て
い
る
。
中
根
を
対
象
化
し
た
客
観
的
な
説
明
と
、
中
根
自
身
の
主
観
の
間
に
齟
齬
を
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
（
Ｂ
）
に
な
る
と
、
妻
の
引
き
出
し
を
漁
る
こ
と
が
「
彼
自
身
を
弄
ぶ
こ
と
」
に
な
る
こ
と
を
、
中
根
自
身
が
意
識
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
曖
昧
に
な
る
。
中
根
が
、
あ
え
て
自
ら
を
「
弄
ぶ
」
ほ
ど
の
複
雑
な
自
意
識
を
有
し
て
い
る
人
物
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
彼
自
身
を
弄
ぶ
こ
と
」
に
な
る
と
い
う
語
り
手
が
遂
行
す
る
客
観
的
な
説
明
は
、
中
根
の
主
観
的
な
内
面
か
ら
は
遊
離
し
始
め
て
し
ま
う
。
こ
こ
に
お
い
て
読
者
は
、
視
点
人
物
で
あ
る
中
根
か
ら
乖
離
し
、
中
根
を
客
観
視
す
る
語
り
手
の
視
点
に
、
否
応
な
く
寄
り
添
わ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
。
そ
し
て
（
Ｂ
）
で
語
り
手
の
視
点
を
躊
躇
な
く
受
け
容
れ
る
こ
と
が
で
き
た
読
者
に
し
て
み
れ
ば
、（
Ｃ
）
の
説
明
も
自
然
な
も
の
と
し
て
感
受
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。（
Ｃ
）
で
説
明
さ
れ
る
「
自
身
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
」
こ
と
や
「
自
分
の
孤
独
を
知
ら
な
い
」
こ
と
は
、
否
定
辞
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
中
根
に
は
意
識
で
き
な
い
こ
と
だ
。
そ
れ
は
中
根
以
上
に
中
根
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
語
り
手
だ
け
が
な
し
得
る
説
明
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
安
部
公
房
が
指
摘
し
た
「
作
者
の
肉
声
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
「
自
分
の
孤
独
を
知
ら
な
い
男
」
と
は
、「
悪
」
を
遂
行
す
る
中
根
に
対
し
て
の
「
作
者
自
身
の
思
想
」
で
あ
り
、
価
値
判
断
に
な
っ
て
い
る
。
何
気
な
く
読
ん
で
い
く
読
者
は
、
い
つ
し
か
「
悪
」
を
突
き
放
す
「
作
者
」
の
「
思
想
」
に
感
染
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 
 
読
者
を
選
別
し
、
自
ら
が
読
者
と
想
定
し
た
人
々
に
自
分
の
「
思
想
」
を
浸
透
さ
せ
る
方
法
を
編
み
出
し
た
と
き
、
石
川
達
三
は
自
他
と
も
に
認
め
る
新
聞
小
説
家
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
、
先
に
取
り
上
げ
た
「
生
き
て
い
る
悪
徳 
「
悪
の
愉
し
さ
」
へ
の
批
判
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、「
悪
の
愉
し
さ
」
を
批
判
す
る
読
者
に
応
え
る
石
川
は
、
自
信
に
満
ち
て
い
る
。「
読
ん
で
憤
り
を
感
ず
る
人
た
ち
の
う
ち
の
何
割
か
は
、
自
分
の
心
の
な
か
に
あ
る
不
潔
や
不
道
徳
に
さ
わ
ら
れ
る
の
が
い
や
な
の
だ
」
と
、
石
川
は
断
言
す
る
。「
悪
」
は
自
分
の
作
品
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
い
、
あ
な
た
方
読
者
の
心
に
潜
ん
で
い
る
の
だ
と
、
石
川
は
読
者
に
教
え
諭
す
。
こ
の
よ
う
に
言
い
切
る
石
川
に
、
も
は
や
逡
巡
40 
 
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 
 
そ
も
そ
も
石
川
は
、「
書
く
こ
と
の
社
会
的
な
意
義
が
は
っ
き
り
し
な
く
て
は
、作
品
に
着
手
で
き
な
い
」
（
28
）
小
説
家
だ
っ
た
。
石
川
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
作
品
の
「
芸
術
的
価
値
」
で
は
な
く
、
そ
の
「
目
的
」
だ
っ
た
。
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
石
川
は
啓
蒙
家
に
近
い
志
向
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
莫
大
な
読
者
を
抱
え
る
新
聞
と
い
う
媒
体
は
、石
川
に
と
っ
て
は
理
想
的
だ
っ
た
。
自
ら
が
理
想
と
す
る
「
社
会
的
な
意
義
」
を
多
く
の
人
に
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
新
聞
は
、
石
川
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
お
誂
え
の
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
は
ず
だ
。 
 
し
か
し
石
川
は
新
聞
小
説
家
に
な
り
切
れ
な
い
で
い
た
。
な
ぜ
な
ら
新
聞
小
説
に
は
制
約
や
束
縛
が
多
い
し
、
た
と
え
ば
当
時
読
売
新
聞
社
に
所
属
し
て
い
た
高
木
健
夫
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、「
作
家
（
ブ
ン
ゴ
ウ
で
も
よ
ろ
し
い
）
は
、
新
聞
に
ツ
ヅ
キ
モ
ノ
を
書
く
。
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
そ
の
刹
那
か
ら
、
は
な
は
だ
失
礼
で
は
あ
る
が
、
巨
大
な
商
業
主
義
の
歯
車
の
ひ
と
つ
」（
29
）
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
企
業
の
言
い
な
り
に
な
る
こ
と
は
、
石
川
の
自
負
心
が
許
さ
な
か
っ
た
。
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、「
望
み
な
き
に
非
ず
」
の
直
後
に
書
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ
「「
望
み
な
き
に
非
ず
」
に
つ
い
て
」
で
、
石
川
は
「
新
聞
小
説
は
有
能
な
作
家
を
ス
ポ
イ
ル
す
る
」
と
書
い
て
い
た
。「
巨
大
な
商
業
主
義
の
歯
車
の
ひ
と
つ
」
に
な
る
こ
と
を
強
要
す
る
新
聞
社
に
、
石
川
は
抗
お
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
、
読
者
の
評
判
を
呼
ぶ
新
聞
小
説
を
量
産
し
、
逆
に
新
聞
社
か
ら
丁
重
に
も
て
な
さ
れ
る
地
位
を
確
保
し
、
新
聞
小
説
で
は
定
石
と
な
っ
て
い
る
束
縛
や
制
約
に
囚
わ
れ
ず
に
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
新
聞
は
石
川
に
と
っ
て
格
好
の
舞
台
へ
と
変
容
し
た
。
石
川
は
、
後
に
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 
 
新
聞
社
の
た
め
で
は
な
く
、
自
分
の
本
に
ま
と
め
た
後
の
方
が
大
切
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
私
は
で
き
る
だ
け
自
分
の
本
の
為
に
書
い
た
。
新
聞
は
発
表
の
舞
台
を
拝
借
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。（
30
） 
 
こ
う
し
て
石
川
達
三
は
、
新
聞
と
い
う
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
。 
  
四 
文
化
人
と
し
て
の
新
聞
小
説
家 
  
「
保
守
的
」
な
新
聞
読
者
を
相
手
に
「
悪
」
を
書
く
と
い
う
「
挑
戦
」
を
石
川
は
、
読
者
を
選
別
し
、
自
ら
が
選
ん
だ
読
者
に
向
け
て
、
自
分
の
「
思
想
」
を
そ
れ
と
な
く
浸
透
さ
せ
る
語
り
口
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
見
事
に
成
功
さ
せ
た
。
そ
う
し
て
石
川
達
三
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
支
持
さ
れ
る
新
聞
小
説
家
と
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化
し
た
の
で
あ
る
。『
読
売
新
聞
』
の
「
マ
ス
・
コ
ミ
」
欄
が
指
摘
し
て
い
た
石
川
の
「
妖
気
」、
そ
れ
は
自
分
の
背
後
に
は
「
百
万
人
の
文
学
」
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
控
え
て
い
る
と
い
う
自
信
に
よ
っ
て
醸
し
出
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
新
聞
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
開
拓
者
は
、
自
ら
の
「
思
想
」
を
伝
達
す
る
巧
妙
な
手
法
を
操
り
、
啓
蒙
的
な
新
聞
小
説
家
と
い
う
地
位
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。 
 
新
聞
小
説
家
は
、新
聞
読
者
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
従
え
て
発
言
し
続
け
た
。事
実
、「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
の
連
載
が
終
了
し
、
そ
の
単
行
本
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
名
を
連
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
後
の
石
川
は
、
小
説
家
と
い
う
よ
り
も
、
さ
な
が
ら
新
聞
や
雑
誌
と
い
う
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
中
を
自
在
に
泳
ぎ
回
る
啓
蒙
的
な
文
化
人
め
い
た
存
在
に
な
っ
て
い
た
。（
31
） 
 
新
聞
と
い
う
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
自
ら
の
も
の
に
し
た
石
川
達
三
の
威
風
堂
々
と
し
た
歩
み
は
続
い
て
い
く
。「
読
者
は
日
本
中
に
百
万
人
以
上
あ
る
と
私
は
信
じ
て
い
る
」と
自
ら
豪
語
し
た
と
い
う「
人
間
の
壁
」
の
連
載
が
『
朝
日
新
聞
』
で
始
ま
る
の
は
、
一
九
五
七
年
八
月
で
あ
る
。 
 
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
作
家
と
し
て
の
石
川
達
三
に
つ
い
て
は
、
次
章
「
新
聞
小
説
家
の
意
見
―
石
川
達
三
の
「
自
由
」
談
義
―
」
で
詳
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 
  
［
注
］ 
（
１
）「
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
」
は
発
売
頒
布
禁
止
処
分
に
な
っ
た
の
だ
が
、
太
宰
治
が
「
女
生
徒
」（『
文
学
界
』、
一
九
三
九
年
四
月
）
を
書
く
際
に
素
材
と
し
た
有
明
淑
の
日
記
が
公
に
さ
れ
て
以
来
、
あ
る
程
度
は
出
回
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
青
森
県
近
代
文
学
館
編
『
有
明
淑
の
日
記
』（
青
森
県
近
代
文
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）
に
よ
れ
ば
、
有
明
淑
は
五
月
十
一
日
に
「
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
」
を
読
ん
だ
こ
と
を
、「
お
八
つ
を
食
べ
て
か
ら
「
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
」
を
読
む
。
こ
の
小
説
は
問
題
に
な
つ
た
さ
う
だ
け
れ
ど
、
こ
れ
を
問
題
に
取
り
上
げ
た
人
達
が
、
馬
鹿
み
た
い
に
思
は
れ
る
」
な
ど
と
記
し
て
い
た
。 
な
お
本
文
で
参
照
し
た
石
川
達
三
の
新
聞
小
説
の
初
出
掲
載
紙
及
び
初
出
年
月
日
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。 
・「
人
生
画
帖
」 
（『
中
外
商
業
新
報
』、
一
九
三
九
年
十
一
月
十
九
日
～
一
九
四
〇
年
三
月
十
八
日
） 
・「
望
み
な
き
に
非
ず
」 
（『
読
売
新
聞
』、
一
九
四
七
年
七
月
十
六
日
～
一
九
四
七
年
十
一
月
二
十
二
日
） 
・「
風
に
そ
よ
ぐ
葦
」 
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（『
毎
日
新
聞
』、
一
九
四
九
年
四
月
十
五
日
～
一
九
四
九
年
十
一
月
十
五
日
） 
・「
風
に
そ
よ
ぐ
葦
（
続
）」 
（『
毎
日
新
聞
』、
一
九
五
〇
年
七
月
十
日
～
一
九
五
一
年
三
月
十
日
） 
・「
悪
の
愉
し
さ
」 
（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
三
年
九
月
二
十
日
～
一
九
五
四
年
四
月
二
十
六
日
） 
・「
自
分
の
穴
の
中
で
」 
（『
朝
日
新
聞
』、
一
九
五
四
年
十
一
月
四
日
～
一
九
五
五
年
六
月
七
日
） 
・「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」 
（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
五
年
十
一
月
十
六
日
～
一
九
五
六
年
四
月
十
三
日
） 
・「
人
間
の
壁
」 
（『
朝
日
新
聞
』、
一
九
五
七
年
八
月
二
十
三
日
～
一
九
五
九
年
四
月
十
二
日
） 
（
２
）『
朝
日
新
聞
』、
二
〇
一
六
年
十
月
三
十
日
。 
（
３
）
伊
藤
整
「
具
体
的
人
間
」
―
石
川
達
三
論
」（『
文
学
界
』、
一
九
五
三
年
二
月
。
な
お
、
同
論
文
は
、
特
集
「
新
聞
小
説
作
家
論
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
他
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。 
・
中
村
光
夫
「
新
聞
と
小
説
」 
・
手
塚
富
雄
「
イ
ン
テ
リ
文
学
の
擬
大
衆
性
―
獅
子
文
六
論
」 
・
河
上
徹
太
郎
「
良
識
と
知
性
の
通
俗
性
―
大
佛
次
郎
論
」 
・
臼
井
吉
見
「
ガ
ン
ち
ゃ
ん
の
人
生
観
―
石
坂
洋
次
郎
論
」 
（
４
）
竹
内
良
夫
「
石
川
達
三
」（『
文
壇
の
セ
ン
セ
イ
た
ち
』
所
収
、
学
風
書
院
、
一
九
五
七
年
四
月
）。 
（
５
）
大
宅
壮
一
「
石
川
達
三
の
作
品
の
秘
密
」（『
現
代
の
魅
惑
―
多
角
的
人
生
経
営
論
―
』
所
収
、
現
代
新
書
、
一
九
五
七
年
三
月
）。 
（
６
）
大
岡
昇
平
の
新
聞
小
説
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 
・「
化
粧
」 
（『
朝
日
新
聞
』、
一
九
五
三
年
二
月
二
十
日
～
八
月
十
四
日
） 
・「
雲
の
肖
像
」 
（『
北
海
道
新
聞
』『
中
部
日
本
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』、
一
九
五
七
年
二
月
九
日
～
十
一
月
二
十
日
）。 
・「
若
草
物
語
」 
（『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
六
一
年
六
月
二
十
九
日
～
六
二
年
三
月
三
十
一
日 
→ 
加
筆
43 
 
訂
正
を
施
し
、
一
九
七
七
年
九
月
に
『
事
件
』
と
改
題
し
た
上
で
新
潮
社
か
ら
刊
行
） 
・「
天
誅
組
」 
（『
サ
ン
ケ
イ
新
聞
』、
一
九
六
三
年
十
一
月
十
八
日
～
六
四
年
九
月
二
十
五
日
） 
・「
愛
に
つ
い
て
」 
（『
毎
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
六
九
年
六
月
二
十
三
日
～
十
二
月
二
十
七
日
） 
（
７
）
武
田
泰
淳
の
新
聞
小
説
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 
・「
花
と
花
輪
」 
（『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
六
〇
年
十
二
月
十
三
日
～
六
一
年
六
月
二
十
八
日
） 
・「
十
三
妹
」 
（『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
六
五
年
七
月
十
二
日
～
十
二
月
二
十
八
日
） 
・「
新
・
東
海
道
五
十
三
次
」 
（『
毎
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
六
九
年
一
月
四
日
～
六
月
二
十
一
日
） 
（
８
）
三
島
由
紀
夫
の
新
聞
小
説
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 
・「
に
っ
ぽ
ん
製
」 
（『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
五
二
年
十
一
月
一
日
～
五
三
年
一
月
三
十
一
日
） 
・「
幸
福
号
出
帆
」 
（『
朝
日
新
聞
』、
一
九
五
五
年
六
月
十
八
日
～
十
一
月
十
五
日
） 
（
９
）
合
評
会
の
参
加
者
は
川
島
武
宜
、
南
博
、
武
谷
三
男
、
鶴
見
和
子
。
学
生
代
表
と
し
て
鶴
見
良
行
も
発
言
し
て
い
た
。
な
お
同
特
集
に
は
、
他
に
望
月
衞
の
「「
青
い
山
脈
」
の
分
析
批
評
―
大
衆
小
説
の
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
―
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 
（
10
）「
望
み
な
き
に
非
ず
」
の
反
響
の
大
き
さ
は
、
た
と
え
ば
『
読
売
新
聞
』
一
九
四
八
年
二
月
十
六
日
に
掲
げ
ら
れ
た
「
映
画
化
す
「
望
み
な
き
に
非
ず
」」
と
題
し
た
囲
み
記
事
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
記
事
は
、「
新
聞
小
説
史
上
空
前
の
絶
讃
裡
」
に
完
結
し
た
「
望
み
な
き
に
非
ず
」
を
映
画
化
す
る
に
際
し
て
、
そ
の
「
理
想
的
配
役
」
を
「
広
く
一
般
読
者
か
ら
募
集
」
す
る
こ
と
に
し
た
旨
を
告
知
し
た
。
そ
し
て
一
九
四
八
年
三
月
一
日
に
掲
載
さ
れ
た
「
中
間
発
表
」
は
、「
白
熱
的
な
人
気
を
よ
び
現
在
ま
で
の
応
募
総
数
は
実
に
二
二
六
二
八
通
に
達
し
た
」
こ
と
を
伝
え
、
三
月
二
十
五
日
に
「
理
想
配
役
き
ま
る
」
と
掲
げ
ら
れ
た
記
事
で
は
、「
去
る
十
日
の
締
切
ま
で
に
応
募
総
数
実
に
三
二
八
五
三
通
に
達
し
た
」
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。「
い
よ
数〱
日
中
に
撮
影
を
開
始
、
五
月
末
ま
で
に
は
完
成
の
予
定
で
あ
る
」
と
い
う
記
事
の
口
吻
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
が
、
何
万
人
と
い
う
読
者
が
「
望
み
な
き
に
非
ず
」
を
熱
烈
に
支
持
し
、
映
画
を
待
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
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（
11
）「
新
連
載
小
説
『
望
み
な
き
に
非
ず
』」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
四
七
年
六
月
二
十
四
日
）。 
（
12
）
一
九
四
五
年
十
二
月
三
十
一
日
に
掲
載
さ
れ
た
連
載
三
十
六
回
の
末
尾
に
、「
◇
お
断
り 
「
彼
女
は
答
へ
る
」
は
都
合
に
よ
り
本
日
を
も
つ
て
打
切
る
こ
と
ゝ
な
り
ま
し
た
。
御
諒
承
願
ひ
ま
す
」
と
い
う
断
り
書
き
が
掲
載
さ
れ
、「
彼
女
は
答
へ
る
」
の
連
載
は
打
ち
切
ら
れ
て
い
る
。 
（
13
）
織
田
作
之
助
の
「
土
曜
夫
人
」
の
連
載
が
十
二
月
六
日
終
了
し
た
後
、
次
の
新
聞
小
説
で
あ
る
長
谷
川
伸
の
「
明
治
の
鼠
」
が
、
約
一
か
月
後
の
翌
年
一
月
一
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
ひ
と
つ
の
新
聞
小
説
の
連
載
が
終
わ
り
、
新
し
い
新
聞
小
説
の
連
載
が
始
ま
る
ま
で
、
新
聞
小
説
が
掲
載
さ
れ
な
い
期
間
が
多
少
は
存
在
し
て
い
た
。
切
れ
目
な
く
新
聞
小
説
が
連
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
『
読
売
新
聞
』
で
い
え
ば
、
一
九
四
九
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。 
（
14
）
確
認
で
き
た
限
り
で
は
、
石
川
は
第
三
回
読
売
新
聞
小
説
賞
ま
で
選
考
委
員
を
務
め
て
い
る
。 
（
15
）
第
一
回
は
再
審
査
を
経
て
、
二
篇
に
佳
作
賞
が
授
与
さ
れ
た
。 
（
16
）
第
二
回
読
売
新
聞
小
説
賞
で
は
、
金
川
太
郎
「
勝
負
師
」
が
当
選
作
に
選
ば
れ
、『
読
売
新
聞
』
夕
刊
に
一
九
五
一
年
三
月
十
二
日
か
ら
五
月
二
十
九
日
ま
で
連
載
さ
れ
た
。
し
か
し
以
後
、
読
売
新
聞
小
説
賞
に
は
な
か
な
か
当
選
作
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
当
時
読
売
新
聞
社
に
所
属
し
て
い
た
高
木
健
夫
は
「
新
聞
社
の
見
た
新
聞
小
説
」（『
群
像
』、
一
九
五
六
年
十
二
月
）
で
、
な
か
な
か
当
選
作
が
出
ず
苦
労
し
て
い
る
と
吐
露
し
、「
七
回
重
ね
て
も
ま
だ
成
功
す
る
に
い
た
つ
て
は
い
な
い
」
と
嘆
息
し
て
い
た
。
現
在
確
認
で
き
た
と
こ
ろ
で
は
、
一
九
五
七
年
六
月
二
十
八
日
の
夕
刊
で
告
知
さ
れ
た
「
第
九
回
読
売
新
聞
小
説
賞
作
品
募
集
」
に
至
る
ま
で
、「
読
売
新
聞
小
説
賞
」
は
毎
年
作
品
を
募
集
し
続
け
た
。
ち
な
み
に
一
九
五
八
年
三
月
十
八
日
の
朝
刊
に
、「
読
売
新
聞
小
説
賞
入
選
」
を
伝
え
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
第
九
回
は
佳
作
入
選
の
み
だ
っ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
新
聞
小
説
は
、
や
は
り
特
殊
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
必
要
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、素
人
に
は
難
し
い
分
野
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 
（
17
）
序
章
の
注
（
28
）
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
前
後
に
は
、
か
な
り
の
数
の
新
聞
小
説
論
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
こ
で
常
に
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
新
聞
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
特
殊
性
で
あ
る
。
た
と
え
ば
石
川
達
三
も
参
加
し
た
『
文
芸
』
一
九
五
四
年
九
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
座
談
会 
私
の
新
聞
小
説
観
」
で
も
、
高
見
順
と
河
盛
好
蔵
が
、
新
聞
小
説
を
ひ
と
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
認
識
す
る
べ
き
だ
と
発
言
し
、
そ
れ
を
受
け
て
同
年
八
月
二
十
六
日
の
『
読
売
新
聞
』
で
臼
井
吉
見
は
、
新
聞
小
説
が
「
小
説
の
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
（
種
類
）
だ
と
い
う
高
見
説
の
反
対
者
は
ま
ず
あ
る
ま
い
と
思
う
が
、
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
性
格
な
り
特
質
な
り
に
つ
い
て
、
い
ろ
ん
な
面
か
ら
も
っ
と
つ
っ
こ
ん
で
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
可
能
性
の
あ
る
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
新
聞
小
説
を
論
じ
る
新
聞
小
説
論
義
が
活
発
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
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（
18
）
山
浦
貫
一
「
新
聞
小
説
論
」（『
文
学
界
』、
一
九
五
〇
年
十
二
月
）。
こ
の
よ
う
に
「
風
に
そ
よ
ぐ
葦
」
は
、
戦
時
の
言
論
統
制
を
活
写
し
た
モ
デ
ル
小
説
と
し
て
、
発
表
時
以
来
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
二
〇
〇
四
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
中
公
新
書
『
言
論
統
制 
情
報
官
・
鈴
木
庫
三
と
教
育
の
国
防
国
家
』
で
佐
藤
卓
己
は
、「
風
に
そ
よ
ぐ
葦
」
に
含
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
嘘
」
や
記
憶
の
捏
造
を
明
ら
か
に
し
た
。「
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
」
以
来
、
石
川
達
三
と
い
う
と
言
論
の
守
護
神
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
そ
う
し
た
石
川
に
ま
つ
わ
る
神
話
に
つ
い
て
は
、
今
後
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 
（
19
）
正
宗
白
鳥
「
現
代
作
家
論 
意
欲
的
な
石
川
達
三
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
五
二
年
六
月
三
十
日
）。 
（
20
）「
座
談
会 
新
聞
小
説
に
つ
い
て
」（『
中
央
公
論
』、
一
九
五
〇
年
十
月
）。
出
席
者
は
石
川
の
他
に
、
獅
子
文
六
、
平
林
た
い
子
、
吉
屋
信
子
だ
っ
た
。 
（
21
）
亀
井
勝
一
郎
「
新
聞
小
説
に
つ
い
て
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
三
年
十
一
月
十
五
日
）。 
（
22
）
丹
羽
文
雄
「
新
聞
小
説
作
法
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
四
年
三
月
十
八
日
）。 
（
23
）
た
と
え
ば
亀
井
勝
一
郎
、
伊
藤
整
、
臼
井
吉
見
が
参
加
し
た
座
談
会
「
今
日
の
文
学
を
め
ぐ
っ
て
」
（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
五
年
九
月
二
十
六
日
）
に
お
い
て
、「
新
聞
小
説
の
一
般
の
約
束
を
無
視
」
し
た
作
品
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
の
が
、
石
川
の
「
悪
の
愉
し
さ
」
と
「
自
分
の
穴
の
中
で
」
だ
っ
た
。 
（
24
）
中
村
光
夫
「
新
聞
と
小
説
」（『
文
学
界
』、
一
九
五
三
年
二
月
）。
注
（
３
）
で
紹
介
し
た
特
集
「
新
聞
小
説
作
家
論
」
の
一
篇
で
あ
る
。 
（
25
）「
新
聞
小
説
」
を
特
集
し
た
一
九
五
四
年
六
月
の
『
文
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
座
談
会 
新
聞
小
説
と
新
聞
」
で
、
当
時
読
売
新
聞
文
化
部
次
長
だ
っ
た
赤
沢
正
二
が
、「「
悪
の
愉
し
さ
」
と
い
う
の
は
や
め
ろ
と
い
う
投
書
が
ず
い
ぶ
ん
き
ま
し
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。
ま
た
毎
日
新
聞
学
芸
部
副
部
長
だ
っ
た
山
口
久
吉
も
石
川
に
つ
い
て
、「
読
者
が
い
や
が
っ
て
い
る
の
を
無
理
に
や
り
ま
す
ね
」
と
発
言
し
て
い
た
。 
（
26
）
安
部
公
房
「
石
川
達
三
論
」（『
文
芸
』、
一
九
五
六
年
九
月
）。 
（
27
）
同
右
。 
（
28
）
石
川
達
三
『
経
験
的
小
説
論
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
七
〇
年
五
月
）。 
（
29
）
高
木
健
夫
「
新
聞
社
の
見
た
新
聞
小
説
」、
注
（
16
）
を
参
照
。 
（
30
）
石
川
達
三
『
経
験
的
小
説
論
』、
注
（
28
）
を
参
照
。 
（
31
）
単
行
本
『
四
十
八
歳
の
抵
抗
』
は
一
九
五
六
年
六
月
に
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
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に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
『
文
学
界
』
一
九
五
七
年
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「《
特
集
》
新
聞
小
説
の
身
上
調
査 
特
ダ
ネ
も
足
も
と
に
及
ば
ぬ
新
聞
販
売
の
万
能
薬
「
百
万
人
の
文
学
」
の
秘
密
」
に
は
、
『
四
十
八
歳
の
抵
抗
』
の
反
響
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。 
 
「
ユ
カ
る
」
と
い
う
流
行
語
の
母
胎
に
ま
で
な
つ
た
、
石
川
達
三
氏
の
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
が
あ
る
。
四
十
八
歳
の
分
別
ざ
か
り
の
男
が
ユ
カ
と
い
う
自
分
の
娘
ぐ
ら
い
の
年
頃
の
女
に
体
を
求
め
る
話
だ
が
、
浮
気
を
し
た
く
て
も
出
来
な
い
中
年
層
の
読
者
に
は
圧
倒
的
に
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。 
 
ま
た
多
田
道
太
郎
は
、「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」（『
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
物
語
（
中
）』
所
収
、
朝
日
選
書
、
一
九
七
八
年
四
月
）
で
、「『
四
十
八
歳
の
抵
抗
』
が
『
太
陽
の
季
節
』
と
な
ら
ん
で
、
昭
和
三
一
年
度
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
の
が
お
も
し
ろ
い
」
と
述
べ
、「
若
者
の
時
代
で
あ
る
と
と
も
に
老
年
の
時
代
」
で
も
あ
る
一
九
五
六
年
を
象
徴
し
て
お
り
、
谷
崎
潤
一
郎
の
『
鍵
』（
中
央
公
論
社
、 
一
九
五
六
年
十
二
月
）
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
素
地
を
作
っ
た
の
が
『
四
十
八
歳
の
抵
抗
』
で
あ
る
と
示
唆
し
て
い
た
。
多
田
に
よ
れ
ば
、
単
行
本
『
四
十
八
歳
の
抵
抗
』
は
「
発
売
後
一
〇
カ
月
で
一
一
刷
、
八
万
六
千
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
」
と
な
っ
た
。 
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第
二
章 
新
聞
小
説
家
の
意
見 
―
石
川
達
三
の
「
自
由
」
談
義 
  
一 
石
川
達
三
の
「
自
由
」
論 
  
新
聞
小
説
家
と
し
て
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
支
持
を
確
固
と
し
た
も
の
に
し
た
石
川
達
三
の
活
躍
の
舞
台
は
、
新
聞
小
説
欄
を
越
え
た
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
本
章
で
は
石
川
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
、
石
川
が
惹
起
し
た
二
つ
の
「
自
由
」
論
争
を
通
し
て
、
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 
 
一
九
五
六
年
四
月
二
十
四
日
、「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
五
年
十
一
月
十
六
日
～
一
九
五
六
年
四
月
十
三
日
）
を
成
功
裏
に
書
き
上
げ
た
石
川
達
三
は
、
ア
ジ
ア
連
帯
文
化
使
節
団
の
団
長
と
し
て
、
作
家
の
村
松
梢
風
や
映
画
監
督
の
木
下
恵
介
ら
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
を
視
察
し
、
さ
ら
に
ソ
連
と
中
国
を
訪
問
し
て
、
七
月
二
日
に
無
事
帰
国
し
た
。（
１
） 
 
帰
国
後
、
数
日
が
経
っ
て
か
ら
、
石
川
は
報
告
を
兼
ね
た
エ
ッ
セ
イ
を
『
朝
日
新
聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
に
五
回
ず
つ
連
載
し
た
。『
読
売
新
聞
』
夕
刊
（
七
月
十
一
日
、
十
八
日
～
二
十
一
日
）
に
連
載
さ
れ
た
「
外
遊
断
片
」
と
、『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
（
七
月
十
一
日
～
十
五
日
）
に
連
載
さ
れ
た
「
世
界
は
変
っ
た
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
エ
ッ
セ
イ
で
石
川
は
、
イ
ン
ド
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ず
に
、
ソ
連
と
中
国
で
見
聞
し
た
こ
と
ば
か
り
を
書
き
記
し
た
。「
外
遊
断
片
」
は
穏
便
な
紀
行
文
風
に
、
そ
し
て
「
世
界
は
変
っ
た
」
は
ポ
レ
ミ
ッ
ク
に
。
そ
し
て
「
世
界
は
変
っ
た
」
を
契
機
に
、「
自
由
」
を
め
ぐ
る
論
争
が
勃
発
し
た
の
で
あ
る
。 
 
「
世
界
は
変
っ
た
」
で
石
川
は
、
次
の
よ
う
に
論
を
展
開
し
て
い
た
。
戦
後
の
日
本
に
は
「
自
由
」
が
氾
濫
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
「
目
的
を
も
た
な
い
自
由
」、
あ
る
い
は
「
野
放
図
な
自
由
」
で
し
か
な
い
。
こ
れ
で
は
「
日
本
が
世
界
の
進
歩
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
」
こ
と
に
な
る
。「
統
制
を
き
ら
う
気
持
は
戦
争
時
代
へ
の
反
動
で
致
し
方
な
い
」
が
、
そ
ろ
そ
ろ
日
本
の
「
進
歩
発
展
」
を
考
え
て
、「
自
由
」
に
「
統
制
」
を
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
で
は
「
個
人
の
自
由
」
と
「
国
家
の
意
志
」
は
相
容
れ
な
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
そ
の
前
提
が
お
か
し
い
。
事
実
、
ソ
連
や
中
国
で
は
「
国
家
の
意
志
」
と
い
う
「
束
縛
」
が
あ
っ
て
も
、
豊
か
な
「
自
由
」
が
享
受
さ
れ
て
い
た
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
石
川
は
ソ
連
や
中
国
の
光
景
を
、
次
の
よ
う
に
ユ
ー
ト
ピ
ッ
ク
に
描
き
出
す
。 
 
社
会
主
義
諸
国
は
は
っ
き
り
し
た
国
家
の
意
志
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
事
が
統
制
で
あ
り
自
由
の
束
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縛
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
国
々
の
発
展
は
眼ママ
ざ
ま
し
も
の
で
あ
り
、
社
会
全
体
が
活
気
に
み
ち
て
お
り
、
楽
し
げ
に
生
活
し
て
お
り
、
そ
し
て
人
々
は
道
徳
的
に
高
め
ら
れ
、
生
活
の
安
全
が
保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
否
定
で
き
な
い
。
一
言
に
し
て
言
え
ば
、
私
の
直
感
的
な
感
想
で
は
あ
る
が
、
自
由
主
義
国
家
は
も
う
古
い
と
思
っ
た
。
置
き
去
り
に
さ
れ
て
行
く
過
去
の
国
々
だ
と
思
っ
た
。 
 
ま
た
石
川
は
、
批
判
の
矛
先
を
日
本
の
「
知
識
人
」
や
「
イ
ン
テ
リ
」
に
向
け
る
。「
知
識
人
」
や
「
イ
ン
テ
リ
」
は
自
分
の
意
見
を
「
嘲
笑
」
す
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が
「
共
産
主
義
の
脅
威
」
と
い
う
決
ま
り
文
句
を
鵜
呑
み
に
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
は
日
本
の
「
進
歩
発
展
」
の
た
め
に
、「
知
識
人
」
も
力
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
ら
の
体
験
を
も
と
に
声
高
に
持
論
を
展
開
す
る
石
川
は
、「
世
界
は
変
っ
た
」
を
次
の
よ
う
に
締
め
括
っ
て
い
た
。 
 
大
き
な
整
理
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
整
理
は
経
済
、
政
治
、
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
各
々
研
究
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
も
う
一
つ
以
前
に
、
わ
れ
わ
れ
の
心
を
整
理
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
現
状
に
満
足
し
た
が
る
怠
惰
な
知
識
人
が
、
自
分
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
文
化
人
知
識
人
の
意
志
が
結
集
さ
れ
、
そ
れ
が
行
動
的
に
な
っ
て
く
れ
ば
、
日
本
の
運
命
は
変
る
だ
ろ
う
。
ど
ん
な
風
に
で
も
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
々
に
退
歩
し
つ
つ
あ
る
政
界
を
革
新
す
る
こ
と
も
、
新
し
い
学
術
文
化
を
築
く
こ
と
も
、
不
可
能
で
は
な
い
と
私
は
思
う
。
と
り
残
さ
れ
た
島
国
の
な
か
で
、ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
保
護
の
も
と
に
安
住
し
て
は
い
ら
れ
な
い
時
代
が
来
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
保
護
と
は
、
言
い
か
え
れ
ば
日
本
の
鎖
国
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
石
川
の
口
吻
に
は
、ソ
連
や
中
国
を
生
で
体
験
し
て
き
た
〝
新
帰
朝
者
〟
特
有
の
傲
慢
さ
が
漂
っ
て
い
る
。
石
川
は
読
者
を
挑
発
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
功
を
奏
し
た
。
石
川
の
挑
発
は
多
く
の
「
知
識
人
」
た
ち
を
刺
激
し
、
新
聞
や
雑
誌
を
主
な
舞
台
に
し
て
「
自
由
」
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。（
２
） 
『
毎
日
新
聞
』
は
、
早
く
も
七
月
二
十
六
日
の
「
学
芸
」
欄
で
「
自
由
」
と
銘
打
っ
た
特
集
を
掲
げ
て
「
自
由
を
め
ぐ
る
議
論
が
盛
ん
で
あ
る
」
と
報
じ
、
石
川
達
三
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
た
。
翌
二
十
七
日
と
二
十
八
日
に
は
、
石
川
に
対
す
る
「
知
識
人
」
か
ら
の
反
論
を
紹
介
し
、
二
十
九
日
に
は
「
私
へ
の
反
論
に
答
え
る
」
と
題
し
て
、
石
川
が
「
自
由
」
論
を
再
度
寄
稿
し
て
い
る
。『
朝
日
新
聞
』
は
八
月
二
十
三
日
の
夕
刊
で
、
第
三
面
全
体
を
使
っ
て
、
石
川
達
三
と
火
野
葦
平
の
「
〝
自
由
〟
を
め
ぐ
る
対
話
」
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を
大
々
的
に
掲
げ
た
。『
読
売
新
聞
』
に
は
正
宗
白
鳥
、
臼
井
吉
見
、
亀
井
勝
一
郎
と
い
っ
た
文
学
者
た
ち
が
反
論
を
寄
せ
、『
週
刊
読
売
』
は
九
月
九
日
号
で
「
あ
な
た
は
自
由
か
不
自
由
か
―
石
川
達
三
氏
を
め
ぐ
る
論
争
か
ら
―
」
と
い
う
特
集
を
組
み
、
論
争
の
経
緯
を
事
細
か
に
解
説
す
る
と
と
も
に
、
石
川
達
三
の
長
大
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
と
、
臼
井
吉
見
、
亀
井
勝
一
郎
、
大
宅
壮
一
、
荒
正
人
、
宮
本
顕
治
の
感
想
を
載
せ
た
。 
「
自
由
」
を
め
ぐ
る
論
争
は
、『
毎
日
新
聞
』
が
九
月
二
十
七
日
と
二
十
八
日
に
「
自
由
論
争 
総
ま
く
り
」
を
特
集
す
る
に
及
ん
で
、
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
み
せ
る
の
だ
が
、
石
川
が
「
世
界
は
変
っ
た
」
を
発
表
し
て
以
来
、
論
壇
も
文
壇
も
「
自
由
」
談
義
に
口
角
泡
を
飛
ば
す
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
九
月
二
十
八
日
の
『
毎
日
新
聞
』「
学
芸
」
欄
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 
 
石
川
達
三
氏
の
発
言
に
関
連
し
て
〝
自
由
の
問
題
〟
は
新
聞
、
週
刊
誌
、
月
刊
雑
誌
な
ど
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
部
面
に
ひ
ろ
が
っ
た
。
座
談
会
や
コ
ラ
ム
欄
が
こ
の
と
き
と
ば
か
り
活
発
な
〝
自
由
談
義
〟
を
ぶ
つ
け
あ
い
、
ど
の
地
方
の
講
演
会
で
も
か
な
ら
ず
〝
自
由
〟
が
論
じ
ら
れ
な
い
と
収
ま
ら
な
か
っ
た
。 
 
石
川
の
投
げ
か
け
た
波
紋
は
、
と
て
も
大
き
な
も
の
だ
っ
た
。
論
壇
も
文
壇
も
、
石
川
が
発
言
す
る
た
び
に
、
右
往
左
往
し
た
。
こ
の
よ
う
に
「
自
由
」
に
つ
い
て
の
論
争
を
確
認
し
て
い
く
過
程
で
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
石
川
達
三
と
い
う
新
聞
小
説
家
の
発
言
力
の
大
き
さ
で
あ
る
。
新
聞
小
説
家
の
「
妖
気
」
は
、
文
壇
の
み
な
ら
ず
論
壇
を
も
呑
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
。 
  
二 
「
自
由
の
敵
」
論
争 
  
「
自
由
」
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
一
応
終
息
し
た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
翌
年
の
一
九
五
七
年
一
月
二
十
二
日
に
、
石
川
達
三
が
『
東
京
新
聞
』
に
発
表
し
た
「
自
由
の
敵
」
と
い
う
短
文
は
、
ま
た
も
や
喧
々
諤
々
た
る
論
争
を
引
き
起
こ
す
。 
 
『
東
京
新
聞
』
の
「
石
筆
」
欄
と
い
う
小
さ
な
囲
み
記
事
の
中
で
石
川
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の
『
鍵
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
六
年
十
二
月
）
と
川
崎
長
太
郎
の
「
硬
太
り
の
女
」（『
群
像
』、
一
九
五
七
年
一
月
）
を
取
り
上
げ
て
、「
自
由
の
敵
」
で
あ
る
と
言
い
放
っ
た
。
石
川
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。 
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こ
れ
ら
の
作
家
は
言
論
表
現
の
自
由
を
行
使
し
て
い
る
つ
も
り
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
ん
な
不
潔
な
非
芸
術
が
横
行
し
て
行
く
と
す
れ
ば
、
官
憲
が
検
閲
法
を
作
り
た
く
な
る
の
は
当
然
だ
し
、
ま
た
必
要
に
も
な
っ
て
来
る
。
つ
ま
り
こ
う
い
う
小
説
は
言
論
表
現
の
自
由
を
守
る
上
に
大
き
な
障
害
と
な
る
。
つ
ま
り
は
自
由
の
敵
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。
編
集
者
も
編
集
者
だ
。
も
っ
と
高
い
見
識
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
も
う
ろ
く
し
た
老
大
家
の
排
せ
つ
物
み
た
い
な
作
品
を
珍
重
す
る
事
は
あ
る
ま
い
。 
 
周
知
の
通
り
谷
崎
の
『
鍵
』
は
『
中
央
公
論
』
に
連
載
中
（
一
九
五
六
年
一
月
、
五
月
～
十
二
月
）
か
ら
、
「
猥
褻
か
、
芸
術
か
」
と
い
っ
た
議
論
を
巻
き
起
こ
し
て
い
た
。（
３
）
折
し
も
売
春
防
止
法
案
を
審
議
中
だ
っ
た
衆
院
法
務
委
員
会
で
も
、
石
原
慎
太
郎
の
「
太
陽
の
季
節
」（『
文
学
界
』、
一
九
五
五
年
七
月
）
と
と
も
に
取
り
上
げ
ら
れ
、「
青
少
年
へ
の
影
響
と
、
性
道
徳
の
頽
廃
」（
４
）
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。「
権
力
の
場
」（
５
）
で
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
し
て
文
学
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
呼
び
起
こ
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
前
年
に
「
自
由
」
に
つ
い
て
の
論
争
を
惹
起
し
た
石
川
達
三
が
、
再
び
「
言
論
表
現
の
自
由
」
を
俎
上
に
載
せ
る
に
あ
た
っ
て
、『
鍵
』
を
取
り
上
げ
た
こ
と
は
、
驚
く
に
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
石
川
は
、
谷
崎
の
『
鍵
』
と
と
も
に
、
文
芸
誌
に
発
表
さ
れ
た
ば
か
り
で
評
判
に
も
な
っ
て
い
な
い
川
崎
長
太
郎
の
私
小
説
を
、
わ
ざ
わ
ざ
名
指
し
し
て
難
詰
し
た
の
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
は
誤
記
し
た
ま
ま
で
、「
硬
太
り
の
女
」
に
対
し
て
の
怒
り
を
、
石
川
は
次
の
よ
う
に
書
き
つ
け
て
い
た
。 
 
川
崎
長
太
郎
氏
の
「
堅
太
り
の
女
」
に
至
っ
て
は
言
語
道
断
。
こ
ん
な
物
ま
で
芸
術
扱
い
す
る
こ
と
は
芸
術
へ
の
冒
と
く
で
あ
る
。 
 
こ
う
し
た
石
川
の
非
難
を
皮
切
り
に
「
硬
太
り
の
女
」
は
、
翌
月
の
『
新
潮
』
に
川
崎
が
発
表
し
た
「
火
遊
び
」
と
と
も
に
、
罵
声
を
浴
び
せ
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
臼
井
吉
見
は
「
駄
作
と
い
わ
ん
よ
り
は
愚
作
で
あ
り
、
愚
作
と
い
わ
ん
よ
り
は
劣
等
作
」
で
「
悪
質
な
作
品
」（
６
）
だ
と
罵
倒
し
、
平
野
謙
も
「
私
小
説
の
非
文
学
的
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」（
７
）
で
し
か
な
い
と
全
面
的
に
否
定
し
た
。 
こ
の
時
の
こ
と
を
一
九
五
七
年
の
年
の
瀬
に
、
川
崎
長
太
郎
自
身
が
回
顧
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
た
。（
８
） 
 
今
年
し
ょ
っ
鼻
か
ら
困
難
を
こ
う
む
っ
て
い
た
。二
月
号
の
雑
誌
へ
、う
か
う
か
失
敗
作
発
表
し
て
、
こ
れ
が
完
膚
な
き
ま
で
に
た
た
か
れ
た
ば
か
り
で
な
く
「
硬
太
り
の
女
」
一
作
も
、
石
川
達
三
氏
の
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ひ
ど
い
責
文
句
を
口
火
と
し
て
、
さ
ん
ざ
ん
な
有
様
で
あ
っ
た
。
肝
ッ
玉
の
あ
ま
り
大
き
い
方
で
な
い
私
は
、
い
よ
い
よ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
し
め
出
さ
れ
る
か
と
ず
い
ぶ
ん
心
細
い
思
い
を
し
た
。 
 
川
崎
が
「
さ
ん
ざ
ん
な
有
様
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
に
、「
自
由
の
敵
」
を
掲
載
し
た
『
東
京
新
聞
』
に
は
読
者
か
ら
の
投
書
が
次
々
と
舞
い
込
ん
だ
と
い
う
。
一
月
二
十
六
日
の
『
東
京
新
聞
』
は
一
面
の
ト
ッ
プ
記
事
と
し
て
、
石
川
の
写
真
と
と
も
に
「
石
川
達
三
氏
の
投
じ
た
「
自
由
の
敵
」
論
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
た
記
事
を
掲
げ
、「
賛
否
両
方
の
投
書
の
一
部
を
紹
介
し
て
読
者
の
批
判
に
供
し
た
い
」と
述
べ
て
い
た
。
そ
の
後
『
東
京
新
聞
』
に
は
臼
井
吉
見
と
平
野
謙
が
反
論
を
寄
稿
し
、
石
川
自
身
は
「
文
芸
と
自
由
の
問
題
」
を
寄
せ
て
再
度
持
論
を
展
開
し
た
。（
９
）『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
』
三
月
上
旬
号
が
総
括
し
て
い
た
よ
う
に
、「
自
由
の
敵
」
が
掲
載
さ
れ
た
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
文
芸
雑
誌
の
三
月
号
は
、「
い
っ
せ
い
に
、
こ
れ
を
と
り
あ
げ
た
」
の
だ
っ
た
。 
そ
う
し
た
中
で
と
り
わ
け
大
が
か
り
だ
っ
た
の
は
、『
新
潮
』
三
月
号
の
企
画
で
あ
る
。「
自
由
の
敵
」
に
つ
い
て
二
十
八
名
の
作
家
、
評
論
家
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
が
並
べ
ら
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
二
十
八
名
の
う
ち
、
石
川
の
見
解
に
賛
成
し
た
の
は
四
名
、『
鍵
』
の
評
価
に
は
反
対
で
あ
る
が
「
硬
太
り
の
女
」
に
つ
い
て
は
賛
成
と
い
う
の
が
九
名
、
全
面
的
に
反
対
と
い
う
の
が
十
五
名
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。（
10
）
注
意
す
べ
き
は
、
川
崎
の
「
硬
太
り
の
女
」
に
つ
い
て
は
、
二
十
八
名
中
十
三
名
が
石
川
の
見
解
に
賛
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
川
崎
は
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
し
め
出
さ
れ
る
か
と
ず
い
ぶ
ん
心
細
い
思
い
」
を
し
た
と
吐
露
し
て
い
た
が
、
そ
れ
も
決
し
て
大
げ
さ
で
は
な
か
っ
た
。
二
月
十
四
日
の
『
東
京
新
聞
』
は
、
再
び
第
一
面
を
使
っ
て
「
波
紋
を
呼
ぶ
〝
自
由
〟
論
争
」
を
特
集
し
、「
自
由
の
敵
」
が
「
文
壇
内
外
に
大
き
な
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
き
起
し
た
」
状
況
を
伝
え
て
い
る
が
、
小
さ
な
囲
み
記
事
で
し
か
な
か
っ
た
「
自
由
の
敵
」
に
よ
っ
て
、
川
崎
は
苦
境
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
聞
小
説
家
の
発
言
は
、
私
小
説
家
を
孤
立
無
援
の
状
況
に
追
い
込
む
可
能
性
す
ら
秘
め
て
い
た
の
で
あ
る
。 
第
一
部
第
一
章
で
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
一
九
五
六
年
十
月
二
十
九
日
の
『
読
売
新
聞
』
夕
刊
に
載
っ
た
「
マ
ス
・
コ
ミ
」
欄
は
、
石
川
達
三
に
は
「
妖
気
」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
そ
し
て
四
カ
月
後
の
一
九
五
七
年
年
三
月
十
五
日
、
同
じ
「
マ
ス
・
コ
ミ
」
欄
は
、「
石
川
達
三
は
文
壇
の
放
火
犯
人
と
い
っ
た
格
好
で
あ
る
」
と
見
解
を
新
た
に
し
た
。「
放
火
犯
人
」
を
放
っ
て
お
く
こ
と
は
、
誰
に
も
で
き
な
い
。
誰
も
が
石
川
達
三
に
眼
を
向
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
石
川
の
「
放
火
」
の
犠
牲
と
な
っ
た
の
が
、
私
小
説
家
の
川
崎
長
太
郎
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
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三 
石
川
達
三
と
い
う
問
題 
 
新
聞
小
説
家
・
石
川
達
三
の
発
言
力
は
絶
大
で
あ
る
。
石
川
は
新
聞
小
説
欄
を
易
々
と
乗
り
越
え
、
新
聞
各
紙
を
賑
わ
わ
せ
、
文
芸
誌
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
週
刊
誌
に
も
話
題
を
提
供
す
る
。「
自
由
」
を
め
ぐ
る
二
つ
の
論
争
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
新
聞
小
説
家
の
意
見
が
燎
原
の
火
の
よ
う
に
広
が
り
、
同
時
代
の
言
説
空
間
を
制
圧
し
て
い
く
さ
ま
は
圧
巻
だ
。 
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
石
川
達
三
と
い
う
新
聞
小
説
家
は
、
か
く
も
大
き
な
発
言
力
を
掌
中
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
獅
子
文
六
も
、
大
佛
次
郎
も
、
石
坂
洋
次
郎
も
一
流
の
新
聞
小
説
家
だ
っ
た
。
連
載
し
た
作
品
は
評
判
を
呼
び
、
単
行
本
化
さ
れ
る
や
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
し
か
し
新
聞
小
説
家
の
中
で
、
石
川
達
三
の
よ
う
に
言
論
界
を
震
撼
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
者
は
他
に
は
い
な
か
っ
た
。 
第
一
部
第
一
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、石
川
達
三
は
新
聞
小
説
家
の
中
で
は
例
外
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
小
説
を
読
み
慣
れ
て
い
な
い
読
者
に
お
も
ね
っ
て
、
会
話
文
を
多
用
す
る
と
い
っ
た
読
み
易
く
す
る
配
慮
な
ど
は
決
し
て
行
わ
な
い
。
保
守
的
な
新
聞
読
者
に
対
し
て
、
彼
ら
が
嫌
悪
す
る
「
悪
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
小
説
の
連
載
を
継
続
し
、
抗
議
の
投
書
が
寄
せ
ら
れ
て
も
一
顧
だ
に
し
な
い
。
し
か
し
石
川
は
新
聞
小
説
で
成
功
を
収
め
た
。
と
は
い
え
成
功
し
た
新
聞
小
説
家
に
許
さ
れ
る
の
は
、
新
聞
小
説
欄
と
い
う
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
君
臨
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
だ
が
石
川
達
三
と
い
う
新
聞
小
説
家
は
、
他
の
新
聞
小
説
家
と
は
違
っ
て
、主
戦
場
で
あ
る
新
聞
小
説
欄
を
乗
り
越
え
て
、言
論
界
全
体
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
。
な
ぜ
そ
う
し
た
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
か
。 
 
石
川
達
三
の
意
見
が
衆
目
を
集
め
る
す
ぐ
れ
た
卓
見
だ
っ
た
か
ら
か
と
い
う
と
、
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
臼
井
吉
見
は
、「
世
界
は
変
っ
た
」
を
批
判
し
た
「
進
歩
と
自
由
を
弄
ぶ
知
識
人
」（
11
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 
 
あ
れ
は
、
噛
み
つ
く
ほ
ど
、
手
ご
た
え
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
逆
と
い
つ
て
い
ゝ
も
の
だ
。
噛
み
つ
こ
う
に
も
、
噛
み
つ
き
よ
う
の
な
い
と
こ
ろ
が
、
石
川
氏
の
あ
の
感
想
の
特
質
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
く
せ
、
あ
れ
は
、
日
本
の
あ
る
種
の
知
識
人
の
、
も
の
の
考
え
か
た
の
、
極
度
に
誇
張
化
さ
れ
た
一
見
本
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
こ
に
、
ぼ
く
と
し
て
は
、
す
く
な
か
ら
ぬ
興
味
を
感
じ
て
い
る
。 
 
臼
井
が
言
う
よ
う
に
、
石
川
の
見
解
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
批
判
の
言
辞
を
費
や
す
ほ
ど
の
「
手
ご
た
え
」
な
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ど
皆
無
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
時
代
の
「
知
識
人
」
や
「
イ
ン
テ
リ
」
の
、
お
そ
ら
く
は
共
通
認
識
だ
っ
た
。
中
村
光
夫
も
、「
自
由
の
敵
」
へ
の
反
論
と
し
て
書
い
た
「
表
現
の
自
由
」（
12
）
で
、「
か
う
い
ふ
俗
見
に
は
―
そ
れ
が
俗
見
で
あ
る
だ
け
に
―
案
外
賛
成
者
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
の
で
、
ま
づ
氏
の
文
章
を
少
し
分
析
し
て
見
ま
せ
う
」
と
言
い
、
ま
た
「
天
成
の
通
俗
作
家
が
、
か
う
い
ふ
大
切
な
問
題
で
、
い
ゝ
加
減
な
思
ひ
つ
き
を
云
ふ
の
は
慎
ん
で
も
ら
ひ
た
い
」
と
述
べ
て
い
た
。
石
川
は
「
通
俗
作
家
」
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
意
見
も
「
俗
見
」
に
過
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
出
来
れ
ば
相
手
に
し
た
く
は
な
い
。
し
か
し
等
閑
に
付
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
も
で
き
な
い
。
中
村
光
夫
と
い
う
文
芸
評
論
家
が
否
応
な
く
相
手
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
存
在
、
そ
れ
が
石
川
達
三
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
も
ち
ろ
ん
論
争
へ
と
発
展
し
た
原
因
と
し
て
は
、
石
原
萠
記
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
世
界
情
勢
の
変
化
を
挙
げ
る
こ
と
も
出
来
る
。（
13
）
一
九
五
六
年
二
月
に
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
の
演
説
を
行
い
、
四
月
十
七
日
に
は
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
の
解
散
が
発
表
さ
れ
、
そ
し
て
十
月
十
九
日
に
は
「
日
ソ
共
同
宣
言
」
が
調
印
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
共
産
圏
で
の
変
化
は
、
石
川
の
「
世
界
は
変
っ
た
」
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
よ
う
。
時
宜
を
的
確
に
捉
え
て
発
言
す
る
こ
と
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
生
み
出
す
条
件
で
も
あ
る
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
し
て
石
川
達
三
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
鋭
い
嗅
覚
を
有
し
て
い
た
。 
 
ま
た
「
自
由
の
敵
」
の
発
表
時
期
が
、「
チ
ャ
タ
レ
イ
裁
判
」
の
最
高
裁
判
決
（
一
九
五
七
年
三
月
十
三
日
）が
迫
っ
て
い
た
と
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、言
論
の
自
由
へ
の
問
題
意
識
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
、
論
争
が
肥
大
化
し
た
要
因
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
折
し
も
谷
崎
の
『
鍵
』
が
国
会
で
問
題
視
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
日
本
文
芸
家
協
会
は
一
九
五
六
年
一
月
に
「
言
論
表
現
問
題
委
員
会
」
を
結
成
し
、「
文
芸
家
の
活
動
の
自
由
を
確
保
す
る
た
め
、検
閲
や
そ
れ
に
類
似
す
る
統
制
を
絶
対
に
ふ
せ
ご
う
」
（
14
）
と
し
た
。
そ
の
委
員
会
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
が
、
他
な
ら
ぬ
石
川
達
三
だ
っ
た
。
だ
か
ら
「
言
論
の
自
由
」
に
制
限
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
「
自
由
の
敵
」
で
石
川
が
提
案
し
た
こ
と
は
、「
言
論
表
現
問
題
委
員
会
」
の
役
割
と
は
齟
齬
を
来
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
れ
な
り
の
注
目
を
集
め
て
も
お
か
し
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。 
 
し
か
し
同
時
代
の
言
説
を
見
て
も
、「
言
論
表
現
問
題
委
員
会
」
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
の
裏
切
り
行
為
と
し
て
、
石
川
の
言
動
を
断
罪
し
た
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。
ま
た
世
界
情
勢
の
変
化
は
無
視
し
得
な
い
要
因
で
は
あ
る
が
、
石
川
が
「
世
界
は
変
っ
た
」
を
発
表
し
た
の
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
桑
原
武
夫
も
中
谷
宇
吉
郎
と
の
対
談
で
、「
し
め
く
く
り
が
な
い
こ
と
が
自
由
だ
」
と
考
え
て
い
る
日
本
の
「
自
由
」
観
を
批
判
し
て
、「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
な
ん
か
、
大
変
な
し
め
く
く
り
が
あ
る
」（
15
）
と
称
揚
し
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
桑
原
の
発
言
は
石
川
の
「
世
界
は
変
っ
た
」
と
と
も
に
、
当
初
は
議
論
の
対
象
と
し
て
取
り
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沙
汰
さ
れ
た
。
だ
が
い
つ
の
ま
に
か
立
ち
消
え
、
石
川
の
言
葉
ば
か
り
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
桑
原
武
夫
は
問
題
に
な
ら
ず
、
石
川
達
三
は
問
題
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
な
ぜ
石
川
達
三
だ
け
が
問
題
と
し
て
屹
立
す
る
の
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
伊
藤
整
の
「
傍
観
者
の
権
威
」
で
あ
る
。
伊
藤
は
、「
共
産
主
義
国
家
に
お
け
る
人
間
の
自
由
に
つ
い
て
の
、
最
近
の
石
川
達
三
の
言
辞
ほ
ど
共
産
主
義
社
会
の
幸
福
を
信
じ
さ
せ
た
も
の
は
な
い
。
こ
の
や
う
な
大
き
な
効
果
を
生
ん
だ
も
の
は
、
戦
後
現
は
れ
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
石
川
の
論
が
説
得
力
を
持
っ
た
理
由
と
し
て
、
石
川
が
共
産
党
の
「
党
員
で
も
同
調
者
で
も
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
た
。
共
産
党
と
は
一
線
を
画
し
た
「
石
川
達
三
な
る
人
間
の
自
由
さ
に
対
す
る
信
頼
感
」
に
よ
っ
て
、
人
々
は
「
世
界
は
変
っ
た
」
の
報
告
を
リ
ア
ル
な
も
の
と
受
け
止
め
た
。
伊
藤
は
、「
傍
観
者
」
で
あ
り
「
中
立
者
」
で
あ
る
と
い
う
石
川
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
石
川
の
取
る
に
足
り
な
い
意
見
が
、
看
過
し
得
な
い
力
を
持
っ
た
も
の
と
し
て
流
通
し
て
い
っ
て
し
ま
う
要
因
は
、
石
川
の
獲
得
し
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。（
16
） 
 
そ
れ
で
は
石
川
は
、
ど
の
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
手
に
し
て
い
た
の
か
。
石
川
は
ソ
連
や
中
国
を
理
想
化
し
た
が
、
共
産
党
の
党
員
で
も
同
調
者
で
も
な
か
っ
た
。
ま
た
日
本
文
芸
家
協
会
の
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
で
は
あ
り
な
が
ら
、
文
壇
の
中
で
は
異
色
の
存
在
だ
っ
た
。（
17
）
石
川
自
身
が
、「
い
わ
ゆ
る
流
行
作
家
の
一
人
に
数
え
ら
れ
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
文
壇
の
主
流
に
立
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
」（
18
）
こ
と
に
自
負
を
抱
い
て
い
た
。
党
や
文
壇
と
い
っ
た
特
権
的
な
集
団
に
縛
ら
れ
な
い
石
川
は
、
伊
藤
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、「
人
間
の
自
由
さ
」
を
持
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
「
自
由
」
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
石
川
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
「
真
面
目
な
問
題
」（
19
）
を
読
者
に
提
示
し
続
け
た
。
新
聞
小
説
だ
か
ら
と
い
っ
て
手
を
抜
い
た
り
通
俗
を
志
向
し
た
り
せ
ず
、
読
者
と
真
剣
に
向
き
合
お
う
と
し
た
。石
川
は
、折
に
触
れ
て
次
の
よ
う
な
自
身
の
信
条
を
吐
露
し
て
い
る
。 
 
私
は
文
壇
や
評
論
家
の
た
め
に
小
説
を
書
き
は
し
な
い
。
飽
く
ま
で
も
読
者
の
た
め
に
書
く
。
読
者
の
た
め
に
書
く
け
れ
ど
も
、
読
者
の
好
み
に
追
随
し
阿
諛
す
る
気
持
は
毛
頭
な
い
。
小
説
を
書
く
こ
と
は
読
者
と
の
闘
い
で
あ
る
と
思
う
。
読
者
と
の
綱
曳
き
で
あ
る
。
わ
が
ま
ま
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
は
読
者
を
自
分
の
方
に
曳
き
ず
り
寄
せ
よ
う
と
努
力
す
る
。
決
し
て
読
者
の
方
に
降
り
て
行
こ
う
と
は
思
わ
な
い
。（
20
） 
 
読
者
に
追
随
す
る
こ
と
な
く
、
し
か
し
読
者
の
た
め
に
書
こ
う
と
し
た
石
川
達
三
は
、
自
ら
の
新
聞
小
説
に
よ
っ
て
、「
読
者
を
自
分
の
方
に
曳
き
ず
り
寄
せ
」
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
読
者
も
、
何
も
の
に
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も
束
縛
さ
れ
ず
「
自
由
」
で
あ
る
か
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
読
者
と
「
真
面
目
な
問
題
」
を
通
し
て
格
闘
し
、
時
に
「
知
識
人
」
や
「
イ
ン
テ
リ
」
と
い
っ
た
エ
リ
ー
ト
集
団
に
果
敢
に
反
旗
を
翻
し
、
あ
く
ま
で
も
自
分
た
ち
の
側
に
つ
こ
う
と
す
る
石
川
を
信
頼
し
始
め
る
。
実
際
「
自
由
の
敵
」
論
争
を
総
括
し
た
一
九
五
七
年
二
月
十
四
日
の
『
東
京
新
聞
』
は
、
石
川
が
読
者
の
支
持
を
取
り
付
け
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
た
。「
石
川
説
に
反
対
な
」
文
学
者
は
多
い
が
、「
投
書
か
ら
み
て
一
般
読
者
は
石
川
説
に
賛
成
が
多
い
の
は
、
知
識
人
と
一
般
民
衆
と
の
評
価
の
距
離
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
記
事
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
「
一
般
民
衆
」
は
石
川
達
三
を
、
自
分
た
ち
の
代
弁
者
と
し
て
遇
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 
 
そ
し
て
石
川
自
身
も
、
自
分
が
「
一
般
民
衆
」
の
代
表
で
あ
る
こ
と
を
自
任
し
て
い
た
。
福
田
恆
存
の
「『
鍵
』
と
石
川
達
三
」（
21
）
は
、
福
田
が
石
川
の
「
自
由
の
敵
」
を
退
け
て
、
谷
崎
の
『
鍵
』
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
そ
の
芸
術
的
価
値
を
明
ら
か
に
し
た
論
で
あ
る
。
こ
の
福
田
の
一
文
に
石
川
が
反
論
し
た
「
作
家
と
自
由
」（
22
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。 
 
福
田
君
ほ
ど
の
進
歩
的
知
識
人
が
、
い
ま
も
な
お
ゾ
ウ
ゲ
の
塔
み
た
い
な
高
い
と
こ
ろ
に
立
っ
て
、
一
般
民
衆
を
足
下
に
見
お
ろ
し
て
い
る
と
い
う
特
権
的
な
意
識
を
暴
露
し
て
お
り
ま
す
。 
 
石
川
に
よ
れ
ば
、
福
田
恆
存
が
『
鍵
』
に
施
し
た
分
析
は
精
緻
な
も
の
で
感
服
に
値
す
る
が
、
そ
う
し
た
分
析
は
「
進
歩
的
知
識
人
」
だ
け
が
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
り
、「
一
般
民
衆
」
に
は
与
り
知
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
石
川
は
、「
す
で
に
廿
万
部
売
り
尽
し
て
い
る
」
と
い
う
『
鍵
』
の
読
者
が
、「
も
し
こ
と
ご
と
く
福
田
君
の
ご
と
く
行
き
と
ど
い
た
鑑
賞
眼
を
も
っ
て
読
ん
で
い
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
私
は
改
め
て
カ
ギ
に
敬
意
を
表
し
、
私
の
失
礼
な
言
説
を
こ
と
ご
と
く
取
り
消
し
、
み
ん
な
に
お
わ
び
を
申
し
ま
す
」
と
、
一
応
慇
懃
無
礼
に
断
り
を
言
う
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
石
川
は
、
そ
の
よ
う
な
読
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
あ
っ
さ
り
断
言
す
る
。
作
品
名
を
「
鍵
」
で
は
な
く
「
カ
ギ
」
と
、
わ
ざ
わ
ざ
カ
タ
カ
ナ
を
使
っ
て
不
正
確
に
表
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
石
川
は
終
始
一
貫
し
て
、
谷
崎
潤
一
郎
の
作
品
を
嘲
笑
し
よ
う
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
『
鍵
』
は
、
石
川
に
よ
れ
ば
、「
市
井
に
お
い
て
は
一
個
の
ワ
イ
本
と
し
て
扱
わ
れ
、
鑑
賞
さ
れ
て
い
る
」
か
ら
で
あ
る
。 
実
際
の
と
こ
ろ
、『
鍵
』
が
本
当
に
「
ワ
イ
本
」
と
し
て
の
み
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
否
か
、
そ
れ
を
事
実
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
は
ず
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
石
川
は
事
実
で
あ
る
と
平
然
と
言
っ
て
の
け
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
な
の
か
。
そ
れ
は
石
川
が
、
唯
一
無
二
の
「
市
井
」
の
代
表
者
で
あ
る
か
ら
だ
。「
市
井
」
の
代
表
者
た
る
石
川
が
「
市
井
」
の
事
実
で
あ
る
と
認
定
し
た
こ
と
は
、
「
市
井
」
の
事
実
と
し
て
通
用
し
、
流
通
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 
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「
作
家
と
自
由
」
で
石
川
は
、「
知
識
人
」
／
「
一
般
民
衆
」
と
い
う
二
項
対
立
を
提
示
し
、「
一
般
民
衆
」
の
側
に
立
っ
て
、「
ゾ
ウ
ゲ
の
塔
」
に
安
住
す
る
「
知
識
人
」
を
批
判
す
る
。
新
聞
小
説
家
と
し
て
「
市
井
の
読
者
」
の
支
持
を
集
め
て
い
る
と
い
う
事
実
が
、
石
川
に
「
一
般
民
衆
」
の
代
弁
者
で
あ
る
と
い
う
自
信
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
。「
小
説
の
価
値
を
決
定
す
る
も
の
は
評
論
家
で
は
な
く
て
、
市
井
の
読
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
」（
23
）
と
石
川
は
自
信
満
々
に
述
べ
て
い
る
。「
市
井
の
読
者
」
に
支
持
さ
れ
て
い
る
自
分
に
は
、「
市
井
の
読
者
」
の
代
弁
者
に
な
る
資
格
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
石
川
は
「
市
井
の
読
者
」
に
代
っ
て
、
堂
々
と
「
知
識
人
」
た
ち
に
呼
び
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。 
 
「
市
井
の
読
者
」
が
「
小
説
の
価
値
を
決
定
」
す
る
。
し
か
し
「
市
井
の
読
者
」
の
声
な
き
声
は
「
知
識
人
」
た
ち
に
は
届
か
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
市
井
の
読
者
」
た
ち
は
、
誰
か
に
代
表
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
代
表
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、「
真
面
目
な
問
題
」
を
提
起
す
る
新
聞
小
説
家
と
し
て
、
「
市
井
の
読
者
」
の
大
多
数
か
ら
圧
倒
的
に
支
持
を
集
め
て
い
る
石
川
達
三
そ
の
人
で
あ
る
。
石
川
の
声
は
、「
市
井
の
読
者
」
の
声
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
石
川
が
「
自
由
の
敵
」
と
判
断
し
た
ら
、
そ
れ
は
「
市
井
の
読
者
」
の
判
断
と
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
そ
石
川
達
三
の
粗
雑
な
意
見
を
、「
知
識
人
」
た
ち
は
放
っ
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
。ま
た
い
か
な
る
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
も
、石
川
は
動
じ
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
石
川
の
意
見
は
、
石
川
個
人
の
意
見
で
は
な
く
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
声
だ
か
ら
だ
。
そ
し
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
民
主
主
義
の
社
会
で
抗
い
よ
う
の
な
い
強
さ
を
発
揮
す
る
の
は
、
今
も
昔
も
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
声
な
の
で
あ
る
。 
  
四 
「
自
由
の
敵
」
で
は
な
い
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」 
  
石
川
達
三
は
厄
介
な
存
在
で
あ
る
。
議
論
の
通
俗
さ
や
粗
雑
さ
や
幼
稚
さ
を
批
判
し
て
も
、
通
俗
で
あ
り
粗
雑
で
あ
り
幼
稚
で
あ
る
の
が
「
一
般
民
衆
」
の
意
見
で
あ
る
と
居
直
ら
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
精
緻
な
議
論
や
抽
象
的
な
論
理
を
提
示
し
た
ら
、「
ゾ
ウ
ゲ
の
塔
」
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
高
踏
的
な
「
知
識
人
」
だ
と
、
逆
に
な
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
石
川
を
退
け
る
こ
と
は
、「
一
般
民
衆
」
を
退
け
る
こ
と
に
な
る
。
石
川
を
批
判
す
る
こ
と
は
、「
一
般
民
衆
」
を
批
判
す
る
こ
と
に
な
る
。
石
川
を
馬
鹿
に
す
る
こ
と
は
、「
一
般
民
衆
」
を
馬
鹿
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
文
壇
を
は
じ
め
と
す
る
特
定
の
エ
リ
ー
ト
集
団
に
属
し
て
い
な
い
こ
と
を
公
言
す
る
石
川
は
、
新
聞
小
説
家
と
し
て
成
功
し
た
後
、「
一
般
民
衆
」
の
代
表
者
、
代
弁
者
と
い
う
位
置
を
確
保
し
た
。 
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も
ち
ろ
ん
石
川
が
強
弁
す
る
ほ
ど
、
一
九
五
五
年
前
後
の
言
論
界
に
お
い
て
、
文
壇
を
は
じ
め
と
す
る
エ
リ
ー
ト
集
団
が
盤
石
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
十
返
肇
が
『
中
央
公
論
』
に
「「
文
壇
」
崩
壊
論
」
を
発
表
し
た
の
は
一
九
五
六
年
十
二
月
だ
っ
た
。
ま
た
竹
内
洋
は
、
一
九
五
五
年
の
職
業
構
成
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
の
頃
が
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
や
専
門
職
で
あ
る
新
中
間
層
」
が
、「
知
識
階
級
や
イ
ン
テ
リ
階
級
と
し
て
輝
き
を
も
っ
た
最
後
の
時
代
だ
っ
た
」
と
指
摘
し
た
上
で
、「
人
々
は
新
中
間
層
文
化
の
不
可
欠
な
部
分
と
し
て
教
養
主
義
（
者
）
化
」
し
、「
戦
後
の
教
育
拡
大
と
新
中
間
層
の
拡
大
に
よ
っ
て
全
集
ブ
ー
ム
や
新
書
ブ
ー
ム
が
お
こ
っ
た
」現
象
こ
そ
が「
戦
後
の
大
衆
的
教
養
主
義
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。（
24
）
エ
リ
ー
ト
的
な
教
養
主
義
は
か
ろ
う
じ
て
存
命
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
大
衆
的
教
養
主
義
」
だ
っ
た
。
つ
ま
り
エ
リ
ー
ト
の
大
衆
化
が
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
り
、「
知
識
人
」
と
「
一
般
民
衆
」
と
を
截
然
と
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
っ
て
い
た
。「
知
識
人
」
は
「
一
般
民
衆
」
に
呑
み
込
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。 
 
お
そ
ら
く
石
川
達
三
は
、
そ
う
し
た
時
代
の
趨
勢
を
敏
感
に
感
じ
取
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
「
知
識
人
」
と
い
う
エ
リ
ー
ト
集
団
を
古
臭
い
も
の
と
し
て
提
示
し
、
そ
こ
か
ら
差
異
化
さ
れ
た
集
団
と
し
て
「
一
般
民
衆
」
を
措
定
し
た
。
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
主
役
が
、
エ
リ
ー
ト
で
は
な
く
「
一
般
民
衆
」
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
作
品
の
価
値
を
決
定
す
る
の
も
、
評
論
家
と
い
っ
た
一
部
の
「
知
識
人
」
で
は
な
く
、「
一
般
民
衆
」
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
唱
え
た
。
数
の
上
だ
け
で
な
く
、
発
言
力
に
お
い
て
も
、
価
値
判
断
に
お
い
て
も
、「
一
般
民
衆
」
こ
そ
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
と
い
う
神
話
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
代
表
が
自
分
で
あ
る
こ
と
を
、「
自
由
」
を
二
つ
の
め
ぐ
る
論
争
を
通
し
て
、
石
川
達
三
は
力
強
く
宣
言
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
「
知
識
人
」
だ
と
名
指
さ
れ
た
者
た
ち
が
、
石
川
の
発
言
に
応
答
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
理
由
も
、
も
は
や
明
ら
か
で
あ
る
。
反
論
し
な
け
れ
ば
、
旧
態
依
然
と
し
た
「
知
識
人
」
で
あ
る
こ
と
を
受
け
容
れ
た
こ
と
に
な
る
。「
一
般
民
衆
」
な
ど
、
ど
う
で
も
い
い
と
公
に
し
た
の
も
同
然
に
な
る
。
反
論
し
た
と
し
て
も
、
生
産
的
な
議
論
が
生
ま
れ
な
い
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
正
し
い
の
は
、
常
に
「
一
般
民
衆
」
の
代
弁
者
で
あ
る
石
川
達
三
だ
か
ら
だ
。
と
は
い
え
黙
っ
て
い
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
と
り
わ
け
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
中
で
、
自
分
の
意
見
を
売
文
し
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
評
論
家
た
ち
は
、
石
川
の
発
言
に
応
答
し
な
い
で
い
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。「
自
由
」
を
め
ぐ
る
二
つ
の
論
争
を
通
し
て
見
え
て
く
る
の
は
、
石
川
が
組
織
し
た
言
説
の
磁
場
の
強
靭
さ
で
あ
り
、
そ
の
磁
場
に
囚
わ
れ
た
「
知
識
人
」
た
ち
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。 
 
石
川
達
三
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の
『
鍵
』
と
川
崎
長
太
郎
の
「
硬
太
り
の
女
」
が
「
自
由
の
敵
」
で
あ
る
と
非
難
し
た
。
し
か
し
「
自
由
の
敵
」
論
争
に
お
い
て
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
誰
一
人
と
し
て
真
剣
に
提
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起
し
な
か
っ
た
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
石
川
達
三
自
身
の
小
説
が
「
自
由
の
敵
」
に
な
る
可
能
性
は
な
い
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。「
自
由
」
論
争
を
惹
起
す
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
外
遊
に
出
発
す
る
直
前
に
石
川
が
書
き
上
げ
た
の
が
、「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
だ
っ
た
。
こ
の
新
聞
小
説
で
は
、
十
九
歳
の
ユ
カ
ち
ゃ
ん
に
性
的
な
欲
望
を
抱
く
四
十
八
歳
の
男
が
主
人
公
と
な
っ
て
い
る
。
谷
崎
の
『
鍵
』
や
川
崎
の
「
硬
太
り
の
女
」
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
、
中
年
の
性
的
欲
望
を
題
材
と
し
た
物
語
だ
っ
た
。 
 
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
は
、
連
載
直
前
の
時
期
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
賑
わ
わ
せ
た
性
を
め
ぐ
る
話
題
を
存
分
に
吸
収
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
新
聞
小
説
だ
っ
た
。
定
年
間
近
の
四
十
八
歳
の
男
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
『
週
刊
サ
ン
ケ
イ
』
一
九
五
四
年
十
月
二
十
四
日
号
の
特
集
「
中
年
の
危
機
」
の
内
容
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
特
集
で
は
「
中
年
男
の
魅
力
」
が
分
析
さ
れ
、「
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
で
大
い
に
モ
テ
ル
中
年
の
男
た
ち
」
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
男
た
ち
が
し
ば
し
ば
家
庭
を
「
危
機
」
に
陥
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
の
モ
チ
ー
フ
そ
の
も
の
で
あ
る
。 
 
ま
た
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
に
は
、
男
た
ち
が
ヌ
ー
ド
撮
影
に
群
が
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
活
写
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
も
『
週
刊
サ
ン
ケ
イ
』
一
九
五
四
年
六
月
二
十
日
号
の
「
世
相
ル
ポ 
ヌ
ー
ド
・
モ
デ
ル
」
の
内
容
と
符
合
す
る
箇
所
が
多
い
。
ヌ
ー
ド
写
真
入
り
の
『
週
刊
サ
ン
ケ
イ
』
の
特
集
は
、『
鍵
』
や
「
硬
太
り
の
女
」
よ
り
も
、
ず
っ
と
卑
猥
と
い
え
ば
卑
猥
で
あ
る
。
ち
な
み
に
連
載
時
に
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
の
挿
絵
を
担
当
し
た
の
は
宮
田
重
雄
だ
っ
た
が
、
連
載
五
十
回
で
は
裸
で
踊
る
三
人
の
女
性
が
描
か
れ
、
連
載
七
十
三
回
と
七
十
四
回
で
は
、
胸
を
露
わ
に
し
た
ヌ
ー
ド
・
モ
デ
ル
が
描
か
れ
て
い
た
。
本
文
に
も
挿
絵
に
も
一
糸
ま
と
わ
ぬ
女
性
が
登
場
す
る
小
説
、
そ
れ
が
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
石
川
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
中
で
消
費
さ
れ
る
性
の
情
報
を
題
材
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
作
り
上
げ
た
。
そ
の
こ
と
自
体
は
非
難
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
『
鍵
』
や
「
硬
太
り
の
女
」
を
「
自
由
の
敵
」
で
あ
り
「
一
個
の
ワ
イ
本
」
で
あ
る
と
難
詰
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
は
言
い
逃
れ
で
き
な
い
は
ず
だ
。
そ
れ
は
「
不
潔
」
で
「
芸
術
へ
の
冒
と
く
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
も
抗
弁
し
よ
う
が
な
い
要
素
に
満
ち
た
小
説
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
誰
一
人
と
し
て
、「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
も
「
自
由
の
敵
」
で
は
な
い
か
と
、
石
川
に
突
き
つ
け
は
し
な
か
っ
た
。
石
川
自
身
が
、
自
分
の
作
品
は
「
ワ
イ
本
」
な
ど
で
は
な
い
と
断
言
す
る
に
決
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
石
川
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 
 
 
私
も
性
欲
描
写
を
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
大
衆
の
生
活
か
ら
遊
離
し
た
も
の
で
は
な
く
て
、
大
衆
生
活
を
写
す
鏡
で
あ
り
た
い
と
望
ん
で
い
る
。
私
は
文
学
史
の
た
め
に
小
説
を
書
き
ま
せ
ん
。
し
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か
し
大
衆
に
迎
合
す
る
つ
も
り
も
な
い
。
大
衆
に
抵
抗
し
な
が
ら
、
大
衆
の
ニ
セ
モ
ノ
性
や
俗
物
性
と
た
た
か
い
な
が
ら
、
し
か
し
大
衆
の
た
め
に
小
説
を
書
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
25
） 
 
「
大
衆
の
た
め
に
」
書
か
れ
た
小
説
が
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
大
衆
の
生
活
か
ら
遊
離
し
た
も
の
で
は
な
く
、
大
衆
生
活
を
写
す
鏡
」
と
し
て
大
成
功
を
収
め
た
作
品
だ
っ
た
。
な
ぜ
成
功
し
た
と
言
い
切
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
簡
単
な
こ
と
だ
。「
大
衆
」
が
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
を
受
け
容
れ
た
か
ら
で
あ
る
。 
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
は
連
載
中
か
ら
評
判
に
な
り
、
単
行
本
化
さ
れ
た
後
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
名
を
連
ね
た
。
連
載
終
了
後
も
、『
読
売
新
聞
』
は
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
が
映
画
化
さ
れ
、
新
派
で
上
演
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
化
し
た
こ
と
を
、
大
々
的
に
伝
え
続
け
た
。（
26
）
す
な
わ
ち
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
は
、「
大
衆
」
か
ら
の
圧
倒
的
な
支
持
を
取
り
付
け
た
新
聞
小
説
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
新
聞
小
説
も
「
自
由
の
敵
」
で
は
な
い
か
と
言
っ
た
と
し
た
ら
、「
大
衆
」
を
「
敵
」
と
み
な
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。「
レ
ッ
テ
ル
は
読
者
が
は
る
」
と
石
川
達
三
は
述
べ
て
い
た
。（
27
）「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
も
「
自
由
の
敵
」
で
は
な
い
か
と
言
う
な
ら
、
そ
う
し
た
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
か
貼
ら
な
い
か
は
読
者
に
任
せ
る
し
か
な
い
と
、
石
川
だ
っ
た
ら
言
う
こ
と
だ
ろ
う
。
読
者
が
そ
の
よ
う
な
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
こ
と
は
な
い
と
石
川
は
確
信
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
読
者
と
い
う
「
一
般
民
衆
」
を
「
敵
」
に
回
し
て
ま
で
、「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
を
批
判
し
よ
う
と
す
る
者
が
い
な
い
こ
と
も
、
お
そ
ら
く
予
想
し
て
い
た
。
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
代
表
者
、
代
弁
者
と
な
っ
た
新
聞
小
説
家
は
無
敵
な
の
で
あ
る
。 
石
川
達
三
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
社
会
に
お
い
て
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
寄
り
添
い
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
向
け
て
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
た
め
の
文
学
を
作
り
続
け
た
メ
ジ
ャ
ー
作
家
で
あ
る
。
そ
の
言
説
を
分
析
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
の
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
特
有
の
傲
慢
さ
で
あ
る
。
売
れ
て
い
る
か
ら
い
い
、
読
者
が
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
い
い
。
有
り
体
に
言
う
な
ら
、
石
川
は
そ
の
よ
う
な
志
向
を
あ
か
ら
さ
ま
に
し
た
小
説
家
だ
っ
た
。そ
れ
を
愚
か
で
取
り
上
げ
る
に
値
し
な
い
姿
勢
だ
と
一
蹴
し
て
し
ま
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
石
川
に
透
け
て
見
え
る
志
向
は
、
現
代
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。 
民
主
主
義
社
会
の
中
で
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
批
判
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
代
表
者
や
代
弁
者
と
な
っ
た
存
在
を
論
破
す
る
こ
と
は
困
難
だ
。
ま
た
仮
に
批
判
の
声
を
挙
げ
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
声
の
多
く
は
小
さ
な
響
き
に
留
ま
り
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
喧
騒
の
中
で
か
き
消
さ
れ
て
し
ま
う
。
幸
い
な
こ
と
に
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
声
が
届
い
た
と
し
て
も
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
は
び
く
と
も
し
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
一
九
五
〇
年
代
に
日
本
の
言
論
界
を
席
巻
し
た
石
川
達
三
と
い
う
問
題
は
、
い
ま
だ
過
去
の
遺
物
と
は
化
し
て
い
な
い
。 
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マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
支
え
ら
れ
た
者
は
強
い
。
そ
う
し
た
者
を
説
得
力
あ
る
形
で
批
判
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
や
そ
の
人
自
身
に
批
判
を
受
け
容
れ
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
と
言
っ
て
も
い
い
く
ら
い
だ
。
石
川
達
三
に
対
し
て
出
来
る
こ
と
と
い
え
ば
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
選
択
肢
を
提
示
す
る
こ
と
だ
け
だ
。
石
川
達
三
が
君
臨
す
る
言
説
空
間
に
、
別
の
可
能
性
が
潜
在
し
て
い
た
こ
と
を
、
次
章
で
は
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 
  
［
注
］ 
（
１
）石
川
達
三
が
団
長
を
務
め
た
ア
ジ
ア
連
帯
文
化
使
節
団
の
団
員
は
次
の
通
り
だ
っ
た
。谷
川
徹
三
、
杉
村
春
子
、
八
田
元
夫
、
村
松
梢
風
、
尾
崎
宏
次
、
花
柳
徳
兵
衛
、
松
岡
洋
子
、
芥
川
也
寸
志
、
福
田
豊
四
郎
、
城
戸
幡
太
郎
、
淡
徳
三
郎
、
菊
池
一
雄
、
本
郷
新
、
加
藤
唐
九
郎
、
渡
辺
義
雄
、
木
下
恵
介
。 
（
２
）
石
川
達
三
の
「
世
界
は
変
っ
た
」
に
触
発
さ
れ
て
、
一
九
五
六
年
に
発
表
さ
れ
た
主
な
論
文
や
対
談
な
ど
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。 
・
加
藤
周
一
「
今
月
の
論
調
」（『
毎
日
新
聞
』「
学
芸
」
欄
、
七
月
十
八
日
） 
・
無
記
名
「
石
川
達
三
に
一
言
」（『
毎
日
新
聞
』「
憂
楽
帳
」
欄
、
七
月
十
九
日
） 
・
石
川
達
三
／
臼
井
吉
見
「
日
本
知
識
人
と
革
命
」（『
中
央
公
論
』、
八
月
号
） 
・
無
記
名
「
自
由
」
①
～
④
（『
毎
日
新
聞
』「
学
芸
」
欄
、
七
月
二
十
六
日
～
二
十
九
日
） 
・
亀
井
勝
一
郎
「
革
命
と
自
由
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
七
月
三
十
日
） 
・
池
田
潔
「
石
川
達
三
氏
の
『
世
界
は
変
っ
た
』
を
読
ん
で
」（『
朝
日
新
聞
』、
七
月
三
十
一
日
） 
・
河
盛
好
蔵
「
自
由
と
進
歩
」（『
毎
日
新
聞
』、
八
月
一
日
） 
・
関
嘉
彦
「「
個
人
の
自
由
」
を
再
検
討
（『
読
売
新
聞
』、
八
月
三
日
） 
・
無
記
名
「
中
間
小
説
評 
バ
カ
バ
カ
し
い
石
川
、
臼
井
論
争
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
八
月
三
日
） 
・
阿
部
真
之
助
「
再
び
牢
獄
に
追
込
む
な
」（『
毎
日
新
聞
』、
八
月
四
日
） 
・
無
記
名
「
〝
思
想
の
い
ろ
は
〟
か
ら
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
「
マ
ス
・
コ
ミ
」
欄
、
八
月
六
日
） 
・
臼
井
吉
見
「
随
想 
石
川
達
三
論
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
八
月
九
日
） 
・
正
宗
白
鳥
「
私
も
世
界
の
真
相
を
知
り
た
い
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
八
月
二
十
日
、
二
十
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一
日
） 
・
無
記
名
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
「
マ
ス
・
コ
ミ
」
欄
、
八
月
二
十
日
） 
・
石
川
達
三
／
火
野
葦
平
「
〝
自
由
〟
を
め
ぐ
る
対
話
」（『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
、
八
月
二
十
三
日
） 
・
中
村
哲
「
論
壇
時
評 
作
家
の
文
明
評
論
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
八
月
二
十
三
日
） 
・
向
坂
逸
郎
「
社
会
主
義
と
自
由
」（『
朝
日
新
聞
』、
八
月
二
十
四
日
） 
・
牧
野
光
雄
「「
自
由
を
め
ぐ
る
対
話
」
に
つ
い
て
」（『
朝
日
新
聞
』「
声
」
欄
、
八
月
二
十
七
日
） 
・
三
好
十
郎
「
思
想
へ
の
貞
潔
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
九
月
四
日
） 
・
城
戸
又
一
「
共
産
圏
の
〝
自
由
〟
」（『
朝
日
新
聞
』、
九
月
八
日
） 
・
特
集
「
あ
な
た
は
自
由
か
不
自
由
か 
石
川
達
三
氏
を
め
ぐ
る
論
争
か
ら
」（『
週
刊
読
売
』
九
月
九
日
号
） 
・
亀
井
勝
一
郎
「
知
識
人
の
交
代
」（『
毎
日
新
聞
』、
九
月
九
日
） 
・
伊
藤
整
「
傍
観
者
の
権
威
」（『
中
央
公
論
』
十
月
号
） 
・
臼
井
吉
見
「
進
歩
と
自
由
を
弄
ぶ
知
識
人
」（『
文
藝
春
秋
』
十
月
号
） 
・
福
田
恆
存
「
疑
似
イ
ン
テ
リ
批
判
」（『
新
潮
』
十
月
号
） 
・
南
博
／
日
高
六
郎
／
山
下
肇
／
野
間
宏
「
座
談
会 
知
識
人
と
い
う
も
の
」（『
世
界
』
十
月
号
） 
・
福
田
恆
存
「
自
由
と
唯
物
思
想
」（『
毎
日
新
聞
』、
九
月
十
一
日
、
十
二
日
） 
・
亀
井
勝
一
郎
「
知
識
人
の
自
主
性
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
九
月
十
四
日
） 
・
無
記
名
「
自
由
論
争 
総
ま
く
り
」（『
毎
日
新
聞
』、
九
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
） 
・
平
林
た
い
子
／
寺
田
透
／
中
屋
健
一
「
座
談
会 
時
流
裁
断
」（『
群
像
』
十
一
月
号
）。 
（
３
）
た
と
え
ば
「
鍵
」
の
第
二
回
が
『
中
央
公
論
』
に
掲
載
さ
れ
た
直
後
に
、『
週
刊
朝
日
』
四
月
二
十
九
日
号
は
、「
★
あ
る
風
俗
時
評 
ワ
イ
セ
ツ
と
文
学
の
間 
谷
崎
潤
一
郎
氏
の「
鍵
」を
め
ぐ
っ
て
」
と
い
う
特
集
を
掲
げ
た
。
連
載
中
か
ら
「
鍵
」
が
文
壇
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
猥
褻
か
否
か
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
「
鍵
」
が
引
き
起
こ
し
た
論
争
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
田
辺
俊
建
「
谷
崎
潤
一
郎
『
鍵
』
論
争
覚
書
」（『
安
田
学
園
研
究
紀
要
』、
一
九
八
三
年
二
月
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。 
（
４
）
松
原
一
彦
「
寝
床
を
の
ぞ
く
な
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
六
年
五
月
二
十
一
日
）。
松
原
は
自
民
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党
参
議
院
議
員
の
法
務
政
務
次
官
で
あ
り
、『
鍵
』
を
法
務
委
員
会
で
取
り
上
げ
た
議
員
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
。 
（
５
）
亀
井
勝
一
郎
「
権
力
の
場
の
文
学
論
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
五
六
年
六
月
十
五
日
）。 
（
６
）
臼
井
吉
見
「
文
芸
時
評
」（『
朝
日
新
聞
』、
一
九
五
七
年
一
月
二
十
四
日
）。 
（
７
）
平
野
謙
「
被
害
者
と
加
害
者
」（『
群
像
』、
一
九
五
七
年
三
月
）。 
（
８
）
川
崎
長
太
郎
「
師
走
の
風
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
五
七
年
十
二
月
二
十
四
日
）。 
（
９
）
石
川
達
三
の
「
自
由
の
敵
」
に
触
発
さ
れ
て
発
表
さ
れ
た
主
な
論
文
や
対
談
に
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。 
・
無
記
名
「
功
利
的
尺
度
を
排
す
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
「
大
波
小
波
」
欄
、
一
月
二
十
五
日
） 
・
無
記
名
「
石
川
達
三
氏
の
投
じ
た
「
自
由
の
敵
」
論
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
京
新
聞
』、
一
月
二
十
六
日
） 
・
臼
井
吉
見
「
芸
術
の
貧
困
と
言
論
の
自
由
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
、
一
月
二
十
九
日
、
三
十
日
） 
・
無
記
名
「
編
集
手
帳
」（『
読
売
新
聞
』、
一
月
三
十
日
） 
・
石
川
達
三
「
文
芸
と
自
由
の
問
題
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
、
一
月
三
十
一
日
、
二
月
一
日
） 
・
平
野
謙
「
芸
術
家
の
苦
痛
と
自
由
感
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
、
二
月
九
日
、
十
日
） 
・
ア
ン
ケ
ー
ト
「「
自
由
の
敵
」
に
つ
い
て
」（『
新
潮
』
三
月
号
） 
・
福
田
恆
存
「『
鍵
』
と
石
川
達
三
」（『
新
潮
』
三
月
号
） 
・
伊
藤
整
「
石
川
達
三
の
説
に
対
す
る
感
想
」（『
群
像
』
三
月
号
） 
・
中
村
光
夫
「
表
現
の
自
由
」（『
文
芸
』
三
月
号
） 
・
伊
藤
整
「
文
学
は
良
識
を
怖
れ
な
い
」（『
文
学
界
』
三
月
号
） 
・
齋
藤
兵
衞
「
日
本
の
現
実
と
小
説
の
貧
困
」（『
文
学
界
』
三
月
号
） 
・
無
記
名
「
波
紋
を
呼
ぶ
〝
自
由
〟
論
争
」（『
東
京
新
聞
』、
二
月
十
四
日
） 
・
石
川
達
三
「
作
家
と
自
由
」（『
東
京
新
聞
』、
二
月
十
四
日
、
十
五
日
） 
・
吉
行
淳
之
介
「
小
説
に
お
け
る
「
私
」」（『
毎
日
新
聞
』、
二
月
十
七
日
） 
・
青
野
季
吉
「
作
家
の
自
由
」（『
朝
日
新
聞
』、
二
月
二
十
二
日
） 
・
浅
見
淵
「
一
種
不
敵
な
作
家
魂
」（『
日
本
読
書
新
聞
』、
二
月
二
十
五
日
） 
・
多
雨
「
共
通
の
話
題
「
自
由
の
敵
」」（『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
』
三
月
上
旬
号
） 
・
齋
藤
兵
衞
「
何
が
自
由
の
敵
か
」（『
文
学
界
』
四
月
号
） 
・
無
記
名
「
文
学
者
は
最
高
の
検
閲
者
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
「
マ
ス
・
コ
ミ
」
欄
、
三
月
十
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五
日
） 
・
無
記
名
「
よ
み
う
り
寸
評
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
三
月
十
七
日
） 
・
新
島
繁
「
性
と
文
学
と
政
治
」（『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
』
三
月
下
旬
号
） 
・
中
島
健
蔵
／
佐
藤
春
夫
／
舟
橋
聖
一
／
石
川
達
三
「
座
談
会 
芸
術
と
大
衆
」（『
群
像
』
五
月
号
） 
・
川
崎
長
太
郎
「
わ
が
「
生
活
と
文
学
」」（『
群
像
』
六
月
号
） 
（
10
）
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
は
、
次
の
通
り
だ
っ
た
。 
〔
石
川
達
三
に
全
面
的
に
賛
成
〕 
青
野
季
吉
、
石
坂
洋
次
郎
、
木
下
順
二
、
永
井
龍
男 
〔「
鍵
」
評
価
に
は
反
対
、「
硬
太
り
の
女
」
の
評
価
に
は
賛
成
〕 
石
原
慎
太
郎
、
臼
井
吉
見
、
坪
田
譲
治
、
丹
羽
文
雄
、
平
野
謙
、
平
林
た
い
子
、
福
原
麟
太
郎
、
本
多
顕
彰
、
正
宗
白
鳥 
〔
石
川
達
三
に
全
面
的
に
反
対
〕 
池
田
潔
、
大
岡
昇
平
、
河
上
徹
太
郎
、
川
崎
長
太
郎
、
河
盛
好
蔵
、
塩
尻
公
明
、
獅
子
文
六
、
高
橋
義
孝
、
高
見
順
、
武
田
泰
淳
、
野
間
宏
、
三
島
由
紀
夫
、
室
生
犀
星
、
山
本
健
吉
、
吉
田
健
一 
（
11
）
臼
井
吉
見
、
前
掲
論
文
、
注
（
２
）
を
参
照
。 
（
12
）
中
村
光
夫
、
前
掲
論
文
、
注
（
９
）
を
参
照
。 
（
13
）
石
原
萠
記
「
石
川
達
三
「
世
界
は
変
っ
た
」
の
自
由
論
争
」（『
戦
後
日
本
知
識
人
の
発
言
の
軌
跡
』
所
収
、
自
由
社
、
一
九
九
九
年
六
月
）。 
（
14
）「
言
論
表
現
問
題
委
員
会
」
の
結
成
を
伝
え
る
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
六
年
一
月
十
四
日
の
記
事
「
〝
言
論
の
自
由
〟
確
保
へ
」
よ
り
。 
（
15
）
桑
原
武
夫
／
中
谷
宇
吉
郎
「
自
由
過
剰
の
国
・
日
本
」（『
文
藝
春
秋
』、
一
九
五
六
年
八
月
）。 
（
16
）
伊
藤
整
、
前
掲
論
文
、
注
（
２
）
を
参
照
。 
（
17
）
竹
内
良
夫
は
『
文
壇
の
セ
ン
セ
イ
た
ち
』（
学
風
書
院
、
一
九
五
七
年
四
月
）
で
、
た
と
え
ば
、
「
た
い
て
い
の
文
壇
人
は
、
毎
月
毎
月
、
雑
誌
社
に
押
し
ま
く
ら
れ
、
締
切
日
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
や
っ
つ
け
仕
事
を
し
て
い
る
な
か
で
、
石
川
さ
ん
は
、
そ
ん
な
騒
が
し
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
枠
の
外
で
ユ
ウ
ユ
ウ
と
仕
事
を
し
て
い
る
の
だ
」
と
述
べ
る
な
ど
、
石
川
が
異
色
の
文
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。 
（
18
）
石
川
達
三
『
経
験
的
小
説
論
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
七
〇
年
七
月
）。 
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（
19
）
伊
藤
整
「
具
体
的
人
間
―
石
川
達
三
論
」（『
文
学
界
』、
一
九
五
三
年
二
月
）。 
（
20
）
石
川
達
三
、
前
掲
書
、
注
（
18
）
を
参
照
。 
（
21
）
福
田
恆
存
、
前
掲
論
文
、
注
（
９
）
を
参
照
。 
（
22
）
石
川
達
三
「
作
家
と
自
由
」（『
東
京
新
聞
』、
一
九
五
七
年
二
月
十
四
日
、
十
五
日
）。 
（
23
）
同
右
。 
（
24
）
竹
内
洋
『
教
養
主
義
の
没
落
―
変
わ
り
ゆ
く
エ
リ
ー
ト
学
生
文
化
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
二
年
一
月
）。 
（
25
）
石
川
達
三
「
作
家
と
自
由
」、
注
（
22
）
を
参
照
。 
（
26
）「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
は
連
載
終
了
直
後
の
一
九
五
六
年
に
、
大
映
東
京
に
よ
っ
て
映
画
化
さ
れ
る
（
監
督
・
吉
村
公
三
郎
、
脚
色
・
新
藤
兼
人
）
の
だ
が
、
そ
れ
を
伝
え
る
『
読
売
新
聞
』
の
報
道
は
、「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
が
連
載
時
か
ら
新
聞
購
読
者
に
熱
狂
的
に
支
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
十
二
分
に
う
か
が
わ
せ
る
ほ
ど
に
、熱
を
帯
び
た
も
の
だ
っ
た
。一
九
五
六
年
九
月
三
日
の
夕
刊
に
は「『
四
十
八
歳
の
抵
抗
』
配
役
き
ま
る
」
と
題
し
た
大
き
な
記
事
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
後
も
「
熱
海
ロ
ケ
」
を
伝
え
る
記
事
（
夕
刊
、
九
月
十
三
日
）、「
原
作
者
の
石
川
氏
が
激
励
」
に
訪
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
（
夕
刊
、
十
月
二
十
二
日
）、
映
倫
が
撮
影
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
（
夕
刊
、
十
一
月
五
日
）
な
ど
が
続
く
。
映
画
だ
け
で
は
な
い
。
九
月
四
日
の
夕
刊
に
は
「
新
派
で
も
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」」
と
題
さ
れ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
新
派
が
新
橋
演
舞
場
で
、
四
十
五
日
間
に
わ
た
っ
て
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
を
上
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
十
月
十
二
日
の
朝
刊
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
を
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
化
し
た
こ
と
を
伝
え
、「
大
き
な
反
響
を
よ
ん
だ
問
題
作
だ
け
に
こ
れ
も
人
間
の
に
お
い
を
よ
く
た
だ
よ
わ
せ
て
、
十
分
き
き
応
え
の
あ
る
番
組
に
な
っ
て
い
た
」
と
締
め
括
っ
て
い
た
。
新
聞
小
説
が
成
功
し
た
の
か
否
か
の
指
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
起
点
と
な
り
得
た
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
重
要
だ
。
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
映
画
化
さ
れ
、
舞
台
に
な
り
、
さ
ら
に
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
は
十
二
分
の
役
割
を
果
た
し
た
。
成
功
し
た
新
聞
小
説
と
し
て
評
価
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。 
（
27
）
石
川
達
三
「
私
の
代
表
作
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
五
年
四
月
十
四
日
）。 
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第
三
章 
新
聞
小
説
家
と
私
小
説
家 
―
二
つ
の
読
者
戦
略 
  
一 
な
ぜ
川
崎
長
太
郎
だ
っ
た
の
か 
  
前
章
で
扱
っ
た
「
自
由
の
敵
」
論
争
で
、
ひ
と
つ
だ
け
腑
に
落
ち
な
い
こ
と
が
あ
る
。「
自
由
の
敵
」
と
し
て
石
川
達
三
が
、
谷
崎
潤
一
郎
の
『
鍵
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
六
年
十
二
月
）
を
取
り
上
げ
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
。『
中
央
公
論
』
に
連
載
中
（
一
九
五
六
年
一
月
、
五
月
～
十
二
月
）
か
ら
「
芸
術
か
、
猥
褻
か
」
と
い
う
議
論
を
引
き
起
こ
し
、
国
会
も
巻
き
込
ん
だ
『
鍵
』
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
作
家
・
石
川
達
三
が
相
手
に
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
そ
の
作
者
も
、
一
九
四
九
年
に
文
化
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
誰
も
が
認
め
る
文
豪
だ
っ
た
。
相
手
に
不
足
は
な
い
。 
 
し
か
し
石
川
が
「
自
由
の
敵
」
と
名
指
し
し
た
の
は
、『
鍵
』
の
谷
崎
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。「
硬
太
り
の
女
」（『
群
像
』、
一
九
五
七
年
一
月
）
を
書
い
た
私
小
説
家
・
川
崎
長
太
郎
も
、
石
川
の
眼
の
敵
に
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。「
自
由
の
敵
」
の
一
節
を
、
改
め
て
確
認
し
て
お
こ
う
。 
 
川
崎
長
太
郎
氏
の
「
堅ママ
太
り
の
女
」
に
至
っ
て
は
言
語
道
断
。
こ
ん
な
物
ま
で
芸
術
扱
い
す
る
こ
と
は
芸
術
へ
の
冒
と
く
で
あ
る
。 
 
『
鍵
』
と
違
っ
て
「
硬
太
り
の
女
」
は
、
文
芸
誌
に
掲
載
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
ほ
と
ん
ど
評
判
に
も
な
っ
て
い
な
い
私
小
説
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、「
自
由
の
敵
」
論
争
で
話
題
に
さ
れ
た
と
き
以
外
、
批
評
や
研
究
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
話
題
に
上
っ
た
こ
と
す
ら
な
い
。
川
崎
長
太
郎
の
代
表
作
が
ま
と
め
ら
れ
た
『
川
崎
長
太
郎
自
選
全
集
』
全
五
巻
（
河
出
書
房
、
一
九
八
〇
年
三
月
～
七
月
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。 
 
な
ぜ
石
川
は
、
マ
イ
ナ
ー
な
私
小
説
家
に
過
ぎ
な
い
川
崎
長
太
郎
の
、
マ
イ
ナ
ー
中
の
マ
イ
ナ
ー
作
と
も
言
う
べ
き
「
硬
太
り
の
女
」
を
、
わ
ざ
わ
ざ
取
り
上
げ
て
な
じ
っ
た
の
か
。
メ
ジ
ャ
ー
な
新
聞
小
説
家
と
マ
イ
ナ
ー
な
私
小
説
家
は
、
本
来
な
ら
相
見
え
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
九
五
七
年
に
両
者
は
遭
遇
し
た
。
そ
れ
は
川
崎
に
と
っ
て
は
災
難
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。「
自
由
の
敵
」
論
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
で
川
崎
は
、「
さ
ん
ざ
ん
な
有
様
」
に
遭
い
、「
い
よ
い
よ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
し
め
出
さ
れ
る
か
と
ず
い
ぶ
ん
心
細
い
思
い
」（
１
）
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
石
川
は
、
ど
う
し
て
川
崎
に
そ
の
よ
う
な
思
い
を
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。 
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「
自
由
の
敵
」
を
書
こ
う
と
し
て
い
た
石
川
が
手
に
取
っ
た
『
群
像
』
に
、
た
ま
た
ま
川
崎
の
私
小
説
が
載
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
石
川
が
た
ま
た
ま
読
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
偶
然
の
出
会
い
を
用
意
し
た
必
然
を
探
り
、
両
者
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
小
説
家
を
考
え
る
一
助
と
な
る
は
ず
だ
。
な
ぜ
な
ら
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
社
会
に
特
有
の
私
小
説
を
編
み
出
し
た
の
が
、
川
崎
長
太
郎
そ
の
人
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
私
小
説
家
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
社
会
の
王
者
と
も
い
う
べ
き
新
聞
小
説
家
の
あ
り
よ
う
も
、
よ
り
鮮
明
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
に
ち
が
い
な
い
。 
  
二 
私
小
説
家
・
川
崎
長
太
郎 
  
宇
野
浩
二
に
よ
れ
ば
、
川
崎
長
太
郎
は
「
三
十
年
ほ
ど
の
あ
ひ
だ
一
途
に
も
つ
と
も
狭
い
『
私
小
説
』
を
書
き
つ
づ
け
て
ゐ
る
」（
２
）
小
説
家
だ
っ
た
。
一
九
二
五
年
二
月
に
徳
田
秋
声
の
紹
介
で
『
新
小
説
』
に
「
無
題
」
を
発
表
し
て
以
来
、「
あ
ら
ゆ
る
点
で
、
い
は
ゆ
る
受
け
る
と
こ
ろ
が
殆
ど
全
く
な
い
小
説
」
（
３
）
だ
け
を
書
き
続
け
て
来
た
。
宇
野
浩
二
は
川
崎
に
「
え
ら
者
」
と
い
う
称
号
を
与
え
た
が
、
そ
れ
は
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
川
崎
が
一
貫
し
て
私
小
説
だ
け
に
身
を
捧
げ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。 
一
九
三
八
年
、
数
え
で
三
十
八
歳
の
時
に
故
郷
の
小
田
原
に
引
き
揚
げ
た
川
崎
は
、
海
岸
沿
い
に
あ
っ
た
物
置
小
屋
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
後
、
徴
用
か
ら
帰
還
し
た
後
も
物
置
小
屋
で
起
居
し
、
蝋
燭
の
灯
の
も
と
で
私
小
説
を
書
き
続
け
た
。
岩
佐
壮
四
郎
は
川
崎
を
、
既
成
の
秩
序
か
ら
「〈
ハ
ミ
出
〉
た
制
外
者
」（
４
）
で
あ
る
と
論
じ
た
が
、
川
崎
の
「
制
外
者
」
と
し
て
の
姿
は
、「
私
小
説
精
神
の
真
髄
の
現
れ
」（
５
）
と
し
て
、
私
小
説
の
愛
読
者
た
ち
を
惹
き
つ
け
て
き
た
。（
６
）
と
は
い
え
、
私
小
説
の
読
者
と
言
え
ば
、
伊
藤
整
の
『
小
説
の
方
法
』（
河
出
書
房
、
一
九
四
八
年
十
二
月
）
以
来
、「
小
説
家
、
批
評
家
、
編
集
者
、
文
学
志
望
者
な
ど
、
い
わ
ば
文
壇
の
内
輪
の
者
か
、
ま
た
は
、
そ
の
周
り
の
者
、
あ
る
い
は
、
そ
の
作
者
の
と
く
べ
つ
の
愛
読
者
に
か
ぎ
ら
れ
る
」（
７
）
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
川
崎
長
太
郎
は
、
限
ら
れ
た
文
学
の
玄
人
に
好
ま
れ
る
私
小
説
家
で
あ
る
は
ず
だ
っ
た
。 
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
川
崎
に
も
転
機
が
訪
れ
る
。
一
九
四
八
年
十
月
の
『
新
潮
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
偽
遺
書
」
を
書
い
て
以
来
、
深
刻
な
ス
ラ
ン
プ
に
陥
っ
て
し
ま
い
、
何
も
書
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
川
崎
は
、
窮
状
を
見
か
ね
た
徳
田
秋
声
の
四
男
・
徳
田
雅
彦
の
何
か
書
い
て
み
な
い
か
と
い
う
助
言
に
勇
気
を
得
て
、『
別
冊
文
藝
春
秋
』
一
九
五
〇
年
三
月
号
に
「
抹
香
町
」
を
発
表
し
た
。
こ
れ
が
「
割
り
と
好
評
を
も
つ
て
迎
え
ら
れ
、
再
起
の
端
緒
」
と
な
り
、
こ
の
年
は
都
合
十
二
篇
の
小
説
を
書
き
、「
前
例
の
な
い
多
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作
振
り
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。（
８
） 
 
翌
一
九
五
一
年
に
は
十
一
篇
、
一
九
五
二
年
に
は
九
篇
、
そ
し
て
一
九
五
三
年
に
は
十
六
篇
も
の
小
説
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
一
九
五
四
年
に
講
談
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
二
冊
の
単
行
本
、『
抹
香
町
』（
一
月
）
と
『
伊
豆
の
街
道
』（
三
月
）
は
、
川
崎
の
本
と
し
て
は
「
予
想
外
な
売
れ
方
」
を
し
て
、
川
崎
は
「
数
へ
年
五
十
四
に
な
つ
て
始
め
て
」「
印
税
ら
し
い
印
税
を
貰
つ
た
」
の
だ
っ
た
。（
９
） 
と
は
い
え
、
こ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
苦
節
数
十
年
の
売
れ
な
い
作
家
が
よ
う
や
く
陽
の
目
を
見
た
と
い
う
こ
と
に
留
ま
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
私
小
説
家
の
川
崎
長
太
郎
が
、
ブ
ー
ム
と
も
言
え
る
状
況
の
中
心
に
な
っ
て
い
く
。 
川
崎
が
自
ら
の
私
小
説
で
く
り
か
え
し
物
置
小
屋
で
の
生
活
を
描
く
に
及
び
、
そ
の
生
活
に
は
好
奇
の
眼
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
で
ポ
ー
ズ
を
と
る
姿
が
、
何
度
と
な
く
雑
誌
の
グ
ラ
ビ
ア
を
賑
わ
わ
せ
た
。（
10
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
番
組
「
朝
の
訪
問
」
は
、
小
田
原
に
あ
っ
た
川
崎
の
物
置
小
屋
を
訪
れ
、
一
九
五
四
年
三
月
二
日
に
川
崎
の
声
を
伝
え
た
。『
週
刊
サ
ン
ケ
イ
』
は
六
月
十
三
日
号
で
大
々
的
に
「
川
崎
長
太
郎
ブ
ー
ム
」
を
特
集
し
、「
今
だ
に
ロ
ウ
ソ
ク
生
活
」
を
送
る
川
崎
の
窮
乏
ぶ
り
を
強
調
し
た
。
物
置
小
屋
の
前
で
た
そ
が
れ
る
川
崎
の
姿
を
写
し
た
写
真
が
、「
或
る
私
小
説
作
家
の
私
生
活
」
と
銘
打
た
れ
た
特
集
に
彩
り
を
添
え
た
。
そ
れ
同
時
に
、
川
崎
が
関
係
を
持
ち
、
小
説
の
モ
デ
ル
と
も
し
た
女
性
た
ち
の
肉
声
が
顔
写
真
入
り
で
伝
え
ら
れ
、
注
目
を
集
め
た
の
で
あ
る
。 
売
れ
な
い
は
ず
の
私
小
説
が
作
家
に
ブ
ー
ム
を
も
た
ら
す
。『
文
学
界
』の
小
特
集「
川
崎
長
太
郎
文
学
」
に
寄
せ
た
エ
ッ
セ
イ
で
、
中
野
好
夫
が
「
川
崎
長
太
郎
と
ブ
ー
ム
―
お
よ
そ
こ
れ
ほ
ど
そ
ぐ
わ
な
い
奇
妙
な
組
み
合
わ
せ
は
な
い
」（
11
）
と
述
べ
て
い
た
が
、
玄
人
好
み
の
私
小
説
家
で
あ
る
川
崎
長
太
郎
が
ブ
ー
ム
に
な
る
事
態
は
、
多
く
の
文
学
関
係
者
を
当
惑
さ
せ
た
。
平
野
謙
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
私
小
説
が
、「
現
代
的
な
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
し
ま
つ
た
」
状
況
は
「
新
事
態
」
と
言
う
べ
き
も
の
だ
っ
た
。（
12
）
私
小
説
の
伝
統
の
体
現
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
川
崎
長
太
郎
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
社
会
に
お
い
て
私
小
説
に
「
新
事
態
」
を
到
来
さ
せ
た
私
小
説
家
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
時
代
の
寵
児
と
な
っ
た
私
小
説
家
に
は
、
当
然
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
数
多
く
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
。
平
野
謙
は
「
ウ
リ
モ
ノ
意
識
」（
13
）
を
批
判
し
、
荒
正
人
も
「
自
分
の
生
活
を
演
技
と
し
て
、
興
行
と
し
て
読
者
の
前
に
売
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」（
14
）
と
述
べ
て
い
た
。
こ
う
し
た
川
崎
長
太
郎
を
難
詰
す
る
言
葉
の
中
で
、
最
も
苛
烈
な
物
言
い
を
し
て
論
争
を
惹
起
し
た
の
が
「
自
由
の
敵
」
を
書
い
た
石
川
達
三
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
石
川
が
川
崎
の
「
硬
太
り
の
女
」
を
「
言
語
道
断
」
と
全
否
定
し
た
の
も
、
売
れ
な
い
私
小
説
家
に
ブ
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ー
ム
が
到
来
す
る
と
い
う
倒
錯
的
な
状
況
を
憂
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
平
野
や
荒
と
い
っ
た
文
芸
評
論
家
は
、
文
壇
の
関
係
者
だ
け
が
理
解
で
き
る
は
ず
の
私
小
説
に
ブ
ー
ム
が
や
っ
て
来
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
信
念
の
も
と
、
川
崎
の
私
小
説
が
本
来
の
私
小
説
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
私
小
説
の
伝
統
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
た
。
し
か
し
文
壇
か
ら
距
離
を
取
っ
て
い
る
こ
と
を
自
負
し
て
い
た
石
川
に
、
そ
う
し
た
考
え
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
た
と
え
ば
石
川
は
、
松
本
清
張
と
の
対
談
で
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
た
。（
15
） 
 
石
川 
あ
の
時
分
、
文
壇
の
中
心
に
お
っ
た
の
は
、
徳
田
秋
声
、
志
賀
直
哉
、
宇
野
浩
二
と
か
…
…
。
し
か
し
ぼ
く
は
、
そ
の
人
た
ち
の
作
品
は
初
め
か
ら
好
き
で
な
か
っ
た
。 
松
本 
い
ま
で
も
そ
の
姿
勢
は
あ
ま
り
変
ら
な
い
よ
う
で
す
ね
。
体
質
的
な
も
の
で
す
か
。 
石
川 
ど
う
も
そ
う
ら
し
い
（
笑
）。 
松
本 
つ
ま
り
、
あ
あ
い
う
私
小
説
、
身
辺
雑
記
か
、
あ
る
い
は
身
辺
か
ら
人
生
の
一
端
を
切
り
取
る
と
い
う
よ
う
な
狭
い
視
野
に
対
し
て
、
小
説
と
い
う
も
の
は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
、
も
っ
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
、
本
格
的
な
も
の
で
な
き
ゃ
い
か
ん
と
い
う
気
持
が
、
そ
の
頃
あ
っ
た
ん
で
す
か
。 
石
川 
あ
り
ま
し
た
ね
。
だ
か
ら
、
日
本
の
小
説
を
読
む
よ
り
は
、
翻
訳
物
を
読
ん
で
い
た
な
。 
 
清
張
に
対
し
て
「
志
賀
直
哉
は
嫌
い
な
ん
だ
。［
中
略
］
小
説
に
感
心
し
な
い
の
」
と
言
っ
て
憚
ら
な
い
石
川
は
、
筋
金
入
り
の
私
小
説
嫌
い
だ
っ
た
。
そ
の
嗜
好
は
、
デ
ビ
ュ
ー
す
る
以
前
か
ら
一
貫
し
て
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。だ
か
ら
川
崎
の
作
品
が
私
小
説
の
変
質
を
露
骨
に
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
石
川
の
興
味
の
埒
外
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。 
 
も
ち
ろ
ん
石
川
が
、
川
崎
長
太
郎
の
ブ
ー
ム
に
嫉
妬
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
な
い
。
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
川
崎
を
め
ぐ
る
狂
騒
は
、
新
聞
小
説
家
と
し
て
成
功
し
た
石
川
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
量
産
し
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
味
方
に
つ
け
て
言
論
界
を
席
巻
し
て
い
た
こ
と
に
比
べ
た
ら
、
些
末
な
こ
と
で
し
か
な
か
っ
た
。
川
崎
長
太
郎
な
ど
は
石
川
に
し
て
み
れ
ば
、
怖
れ
る
に
足
り
な
い
存
在
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。 
 
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
私
小
説
が
嫌
い
で
堪
ら
な
か
っ
た
石
川
が
「
硬
太
り
の
女
」
を
読
み
、
わ
ざ
わ
ざ
筆
を
執
っ
て
言
葉
を
極
め
て
罵
倒
し
た
と
い
う
事
態
は
、
ま
す
ま
す
奇
妙
な
も
の
に
思
わ
れ
て
く
る
。
な
ぜ
石
川
は
、
川
崎
の
私
小
説
を
「
自
由
の
敵
」
と
し
て
取
り
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
川
崎
の
私
小
説
に
、
石
川
の
気
に
障
る
要
素
が
内
包
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
で
は
、
石
川
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は
川
崎
の
何
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
の
か
。 
  
三 
私
小
説
家
の
読
者
戦
略 
 
中
村
光
夫
は
、
齋
藤
兵
衛
と
い
う
筆
名
で
書
い
た
文
芸
時
評
「
見
世
物
と
演
技
」（『
文
学
界
』
一
九
五
三
年
五
月
）
で
、
前
月
に
発
表
さ
れ
た
川
崎
の
「
伊
豆
の
街
道
」（『
群
像
』）
と
「
竹
七
と
二
人
の
淫
売
婦
」
（『
文
学
界
』）
を
取
り
上
げ
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
た
。 
 
「
伊
豆
の
街
道
」
の
花
枝
は
竹
七
に
夫
の
小
説
を
見
せ
に
く
る
女
で
あ
り
、「
二
人
の
淫
売
婦
」
の
う
ち
の
ひ
と
り
は
、「
竹
七
が
小
説
家
の
は
し
く
れ
と
知
れ
て
か
ら
、新
聞
広
告
欄
に
彼
の
名
を
み
つ
け
、
作
品
の
載
つ
て
ゐ
る
文
藝
雑
誌
、
中
間
小
説
雑
誌
の
類
ひ
を
買
つ
て
き
た
り
」
す
る
や
う
に
な
つ
て
ゐ
る
。「
鳳
仙
花
」
の
魅
力
は
主
人
公
が
自
分
の
存
在
に
も
飽
き
か
け
た
風
来
坊
で
あ
る
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
が
、
そ
れ
が
文
学
の
「
先
生
」
に
な
つ
て
し
ま
つ
て
は
形
無
し
で
あ
る
。（
16
） 
 
中
村
に
よ
れ
ば
、「
伊
豆
の
街
道
」
と
「
竹
七
と
二
人
の
淫
売
婦
」
に
は
「
文
学
」
が
混
入
し
て
い
る
。
自
ら
を
想
起
さ
せ
る
人
物
を
、
あ
か
ら
さ
ま
に
小
説
家
と
し
て
登
場
さ
せ
る
の
は
、
世
に
認
め
ら
れ
た
「
文
学
の
「
先
生
」」
と
し
て
「
い
い
気
に
な
つ
た
」
こ
と
の
証
左
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
作
品
を
量
産
し
て
緊
張
感
を
失
っ
た
川
崎
を
、
中
村
は
諫
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 
し
か
し
注
意
す
べ
き
は
、
中
村
が
評
価
し
た
「
鳳
仙
花
」（『
文
学
界
』
一
九
五
二
年
一
〇
月
）
に
も
、
同
様
に
「
文
学
」
が
混
入
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
抹
香
町
と
い
う
「
魔
窟
」
で
、
竹
七
が
め
ず
ら
し
く
馴
染
み
と
な
っ
た
雪
子
と
い
う
「
淫
売
婦
」
を
説
明
す
る
箇
所
に
は
、「
中
間
小
説
雑
誌
な
ど
も
、
読
ん
で
い
る
ふ
う
で
、
彼
の
名
も
知
つ
て
居
た
」
と
い
う
一
節
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
文
学
」
を
混
入
さ
せ
る
こ
と
、
自
ら
を
露
骨
な
ま
で
に
「
文
学
の
「
先
生
」」
と
し
て
登
場
さ
せ
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
川
崎
長
太
郎
の
特
色
だ
っ
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
そ
れ
は
、
私
小
説
家
を
職
業
と
す
る
者
に
と
っ
て
、「
ブ
ー
ム
」
を
延
命
さ
せ
る
た
め
の
生
命
線
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
た
と
え
ば
「
金
魚
草
」（『
別
冊
文
藝
春
秋
』
一
九
五
二
年
一
二
月
）
を
見
て
み
よ
う
。「
鳳
仙
花
」
以
降
、
川
崎
は
雪
子
を
く
り
か
え
し
取
り
上
げ
る
の
だ
が
、「
私
は
、
目
下
、
小
田
原
『
抹
香
町
』
の
魔
窟
に
ゐ
る
、
二
十
八
歳
の
女
で
す
」
と
語
り
出
さ
れ
る
「
金
魚
草
」
は
、
雪
子
そ
の
人
を
語
り
手
に
し
た
注
目
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。
元
々
「
中
間
小
説
な
ど
は
ち
よ
い
ち
よ
い
読
ん
で
」
い
た
雪
子
は
、
客
と
し
て
自
70 
 
分
の
と
こ
ろ
に
通
っ
て
く
る
竹
七
が
小
説
家
だ
と
知
り
、「
竹
七
さ
ん
の
作
品
の
出
て
ゐ
る
雑
誌
を
買
つ
て
き
た
り
」
し
て
、「「
私
小
説
」
と
か
云
ふ
そ
の
作
品
」
に
親
し
む
こ
と
に
な
る
。「
金
魚
草
」
は
、
中
間
小
説
の
読
者
が
い
か
に
し
て
私
小
説
の
読
者
へ
と
変
容
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
読
者
自
身
に
物
語
ら
せ
る
と
い
う
、
複
雑
な
仕
掛
け
が
施
さ
れ
た
作
品
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
そ
し
て
あ
る
日
、
雪
子
が
本
屋
に
立
ち
寄
っ
て
何
気
な
く
文
芸
雑
誌
を
手
に
取
る
と
、
竹
七
の
名
前
が
出
て
い
る
。「
読
ん
で
み
る
と
、
私
と
竹
七
さ
ん
の
関
係
が
書
か
れ
て
ゐ
」
る
こ
と
に
気
づ
き
、「
胸
も
と
は
ず
ま
せ
な
が
ら
」
店
先
で
走
り
読
み
し
て
し
ま
っ
た
と
、
雪
子
は
物
語
る
。
ち
な
み
に
単
行
本
『
抹
香
町
』
で
「
金
魚
草
」
は
「
鳳
仙
花
」
の
次
に
置
か
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
単
行
本
で
「
鳳
仙
花
」
を
読
み
終
え
「
金
魚
草
」
を
読
み
始
め
た
読
者
は
、
す
ぐ
さ
ま
「
鳳
仙
花
」
の
雪
子
が
「
私
」
と
し
て
語
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
読
者
に
し
て
み
れ
ば
、「
私
と
竹
七
さ
ん
の
関
係
」
を
書
い
た
作
品
と
は
、
す
な
わ
ち
「
鳳
仙
花
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
「
金
魚
草
」
で
雪
子
が
、「
殆
ん
ど
事
実
通
り
に
正
直
に
書
け
て
ゐ
ま
し
た
」
と
証
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
「
金
魚
草
」
は
、
そ
れ
に
先
行
す
る
作
品
で
あ
る
「
鳳
仙
花
」
が
事
実
に
依
拠
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
メ
タ
言
説
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。（
17
） 
「
金
魚
草
」
で
川
崎
長
太
郎
は
、
私
小
説
な
ど
読
ん
だ
こ
と
も
な
い
読
者
の
た
め
に
、
そ
れ
が
事
実
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
読
者
自
身
に
物
語
ら
せ
、
ま
た
そ
れ
を
聞
い
た
小
説
家
自
身
が
当
惑
す
る
さ
ま
を
描
き
入
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
信
憑
性
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
金
魚
草
」
以
降
に
発
表
さ
れ
た
川
崎
の
作
品
、
と
り
わ
け
中
間
小
説
を
多
く
載
せ
た
「
中
間
小
説
雑
誌
」
に
発
表
さ
れ
た
作
品
で
は
、
先
行
す
る
作
品
の
メ
タ
言
説
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
も
の
が
、
目
立
っ
て
多
く
な
っ
て
い
く
。（
18
） 
こ
の
よ
う
に
し
て
、
メ
タ
言
説
と
し
て
の
作
品
が
次
か
ら
次
へ
と
積
み
重
な
っ
て
い
く
に
つ
れ
、
読
者
は
、
小
田
原
に
は
私
小
説
家
が
お
り
、
彼
が
起
居
す
る
物
置
小
屋
が
あ
り
、
抹
香
町
に
行
け
ば
雪
子
を
は
じ
め
私
小
説
家
の
相
手
を
し
た
女
た
ち
が
実
際
に
い
る
と
い
う
信
念
を
、
ま
す
ま
す
強
く
持
ち
始
め
る
。
た
と
え
ば
一
九
五
三
年
十
二
月
二
十
五
日
の
『
東
京
新
聞
』
で
は
、「
小
田
原
の
市
街
地
図
を
い
つ
も
傍
に
お
き
、
小
説
に
出
て
く
る
川
崎
君
の
行
動
を
、
万
年
筆
の
線
で
追
つ
て
い
る
」
と
い
う
川
崎
長
太
郎
の
愛
読
者
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
文
学
青
年
に
し
て
み
れ
ば
、
私
小
説
家
が
描
く
出
来
事
は
、
徹
頭
徹
尾
実
在
の
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
っ
た
。
菅
野
圭
哉
の
「
川
崎
長
太
郎
の
家
」（『
群
像
』、
一
九
五
三
年
八
月
）
を
は
じ
め
、
こ
の
頃
か
ら
川
崎
の
物
置
小
屋
な
ど
に
つ
い
て
の
訪
問
記
が
増
加
し
て
来
る
の
も
、
川
崎
の
作
品
を
通
し
て
、そ
の
生
活
そ
の
も
の
に
興
味
を
抱
い
て
し
ま
う
風
潮
を
反
映
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。（
19
） 
読
者
は
川
崎
の
書
く
も
の
が
現
実
に
存
在
す
る
と
信
じ
て
疑
わ
な
く
な
る
。「
老
嬢
」（『
別
冊
小
説
新
潮
』
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一
九
五
三
年
九
月
）
は
読
者
の
こ
う
し
た
思
い
込
み
を
、
よ
り
い
っ
そ
う
堅
固
に
し
た
。
林
芙
美
子
の
フ
ァ
ン
だ
っ
た
と
い
う
語
り
手
は
、
芙
美
子
亡
き
後
、「
似
通
つ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
感
じ
た
竹
七
の
私
小
説
に
魅
了
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
竹
七
に
会
い
に
行
っ
た
彼
女
は
、
次
の
よ
う
に
物
語
る
。 
 
作
品
に
よ
く
出
て
く
る
『
竹
七
』
さ
ん
と
、
本
当
に
生
き
写
し
の
、
ご
く
か
ま
は
な
い
、
気
取
り
や
何
か
の
み
え
な
い
、
近
づ
き
や
す
い
人
と
云
つ
た
感
じ
で
し
た
。 
 
「
老
嬢
」
の
時
期
、
川
崎
の
写
真
は
ま
だ
あ
ま
り
出
回
っ
て
い
な
か
っ
た
。
川
崎
が
グ
ラ
ビ
ア
化
す
る
の
は
、
も
う
少
し
後
だ
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
証
言
は
重
要
だ
。
な
ぜ
な
ら
作
中
で
物
語
ら
れ
て
き
た
竹
七
が
、
現
実
の
「
生
き
写
し
」
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
彼
女
は
物
置
小
屋
に
上
が
り
込
み
、
竹
七
の
生
活
の
す
べ
て
が
先
行
作
品
で
描
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
こ
と
も
保
証
す
る
。
ま
た
「
伊
豆
の
街
道
」
の
読
者
で
も
あ
っ
た
語
り
手
は
、
そ
こ
で
物
語
ら
れ
て
い
た
恋
愛
が
現
実
そ
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
も
律
儀
に
報
告
す
る
。 
 
そ
の
ひ
と
に
間
違
ひ
な
い
、
小
造
り
の
か
た
太
り
で
色
の
白
い
若
い
女
に
寄
り
添
ひ
、
川
上
さ
ん
が
桜
の
並
ぶ
濠
端
を
歩
い
て
行
く
と
こ
ろ
、
あ
ひ
あ
ひ
傘
で
『
だ
る
ま
』
の
食
堂
へ
は
い
つ
て
行
く
と
こ
ろ
、
都
合
二
回
、
私
は
み
か
け
ま
し
た
。 
 
こ
う
し
て
「
伊
豆
の
街
道
」
の
恋
愛
は
、
現
実
の
こ
と
と
し
て
読
者
に
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
語
り
手
が
嫉
妬
す
る
こ
と
だ
。「
み
ず
知
ら
ず
の
ひ
と
に
、
川
上
さ
ん
を
横
取
り
さ
れ
た
と
云
ふ
み
た
い
、
痛
い
や
う
な
又
か
ゆ
く
も
あ
る
や
う
な
思
ひ
を
、
如
何
と
も
出
来
ま
せ
ん
」。「
伊
豆
の
街
道
」
で
竹
七
の
相
手
と
し
て
登
場
す
る
花
枝
へ
の
こ
の
よ
う
な
嫉
妬
心
は
、
川
崎
長
太
郎
ブ
ー
ム
を
考
え
る
上
で
、
無
視
で
き
な
い
要
素
と
な
っ
て
い
く
。 
抹
香
町
の
「
淫
売
婦
」
で
な
く
人
妻
で
あ
る
花
枝
が
竹
七
と
恋
愛
関
係
を
結
べ
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
介
の
読
者
に
過
ぎ
な
い
自
分
で
も
、
竹
七
と
逢
い
引
き
く
ら
い
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
思
い
に
囚
わ
れ
た
読
者
は
、
少
な
く
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
「
女
色
転
々
」（『
別
冊
文
藝
春
秋
』、
一
九
五
四
年
四
月
）
の
洋
裁
師
が
小
説
家
と
逢
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、「
作
品
に
、
人
妻
が
屢
々
登
場
す
る
に
及
び
、
女
洋
裁
師
の
彼
に
対
す
る
興
味
と
こ
だ
は
り
が
倍
加
」
し
た
か
ら
だ
っ
た
。
ま
た
「
魚
見
崎
」（『
別
冊
小
説
新
潮
』、
一
九
五
四
年
四
月
）
の
渡
部
鯉
子
も
小
説
家
を
訪
れ
、
次
の
よ
う
に
尋
ね
て
い
た
。 
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「
あ
の
、
先
生
の
小
説
に
よ
く
出
て
く
る
、
花
枝
と
云
ふ
人
―
」 
 
と
、
鯉
子
は
、
つ
と
め
て
さ
り
気
な
さ
さ
う
に
切
り
出
し
、 
「
今
で
も
、
逢
つ
て
ゐ
る
ん
で
せ
う
。」 
 
と
、
眉
か
ら
額
へ
か
け
て
、
あ
ざ
の
や
う
な
翳
を
つ
け
、
は
れ
ぼ
つ
た
い
瞼
の
中
に
、
黒
目
を
蛇
の
如
く
光
ら
せ
な
が
ら
、
噛
む
や
う
に
鯉
子
は
相
手
の
横
顔
に
喰
入
つ
て
ゐ
た
。 
 
鯉
子
の
花
枝
へ
の
嫉
妬
心
は
、
際
限
の
な
い
連
鎖
を
生
み
出
す
。
竹
七
と
逢
い
引
き
を
す
る
花
枝
に
嫉
妬
し
た
読
者
は
、欲
望
に
取
り
憑
か
れ
小
田
原
を
目
指
す
。そ
し
て
そ
の
読
者
が
物
置
小
屋
に
赴
い
た
後
に
、
今
度
は
そ
の
読
者
を
扱
っ
た
作
品
が
書
か
れ
、
そ
れ
を
読
ん
だ
者
が
ま
た
小
屋
を
訪
れ
よ
う
と
す
る
。
花
枝
に
嫉
妬
し
た
読
者
Ａ
を
扱
っ
た
作
品
の
後
に
は
、
そ
の
読
者
Ａ
に
嫉
妬
し
た
読
者
Ｂ
の
作
品
が
発
表
さ
れ
、
さ
ら
に
読
者
Ｂ
に
嫉
妬
し
た
読
者
Ｃ
の
作
品
が
、
Ｄ
の
作
品
が
、
Ｅ
の
作
品
が
、
…
…
発
表
さ
れ
続
け
る
。
川
崎
の
メ
タ
言
説
と
し
て
の
作
品
は
、
読
者
を
入
れ
子
構
造
の
中
に
取
り
込
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。 
 
そ
う
し
た
欲
望
を
冗
長
さ
せ
た
の
が
、
先
に
も
紹
介
し
た
グ
ラ
ビ
ア
で
あ
り
ラ
ジ
オ
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
「
麦
秋
」（『
新
潮
』、
一
九
五
四
年
八
月
）
に
描
か
れ
る
瀧
口
澤
子
は
、「
某
誌
の
グ
ラ
フ
」
で
私
小
説
家
の
写
真
を
見
て
関
心
を
抱
き
、
朝
の
ラ
ジ
オ
で
「
男
の
言
葉
を
耳
に
し
て
、
た
ま
ら
な
く
な
り
手
紙
を
出
し
」、
つ
い
に
「
乗
り
込
ん
で
行
つ
た
」
の
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
澤
子
の
ふ
る
ま
い
は
、
も
ち
ろ
ん
別
の
読
者
を
触
発
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
川
崎
は
、
グ
ラ
ビ
ア
や
ラ
ジ
オ
と
い
っ
た
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
が
流
布
す
る
お
の
れ
の
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
込
み
な
が
ら
読
者
を
使
嗾
し
て
、
小
説
家
そ
の
も
の
を
欲
望
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 
 
川
崎
長
太
郎
の
ブ
ー
ム
は
、
小
説
家
を
求
め
る
読
者
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
後
に
な
っ
て
川
崎
自
身
が
「
消
え
る
抹
香
町
」（『
群
像
』、
一
九
五
八
年
四
月
）
で
、
自
分
の
ブ
ー
ム
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
た
。 
 
異
性
と
云
へ
ば
「
抹
香
町
」
一
本
槍
の
や
う
に
過
ご
し
て
ゐ
る
裡
、
私
の
書
く
も
の
が
ひ
よ
ん
な
こ
と
で
、
ブ
ー
ム
み
た
い
な
工
合
と
な
り
、
ひ
と
目
に
つ
き
出
す
に
つ
れ
、
小
田
原
の
膝
も
と
始
め
と
し
、
東
京
か
ら
名
古
屋
か
ら
、
又
宇
都
宮
あ
た
り
か
ら
、
人
妻
、
女
給
、
未
亡
人
、
妾
等
々
、
女
人
が
物
置
小
屋
へ
推
参
す
る
や
う
な
次
第
と
な
り
、
中
で
一
緒
に
な
つ
て
も
い
い
と
思
つ
た
女
工
、
向
う
か
ら
捨
て
身
で
結
婚
を
求
め
た
三
十
女
や
、
又
は
肉
体
関
係
に
陥
る
の
を
あ
ら
か
じ
め
用
心
し
て
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ゐ
た
人
妻
な
ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ね
ん
ご
ろ
に
し
、
身
辺
が
大
分
賑
に
な
る
間
も
、
時
々
は
「
抹
香
町
」
の
ぞ
き
に
行
く
こ
と
を
忘
れ
な
い
や
う
で
あ
つ
た
。 
 
小
田
原
の
物
置
小
屋
に
は
た
く
さ
ん
の
読
者
が
訪
れ
、
川
崎
の
ブ
ー
ム
を
形
づ
く
っ
た
。
川
崎
は
「
ひ
よ
ん
な
こ
と
で
」
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
っ
た
と
そ
ら
と
ぼ
け
て
い
る
け
れ
ど
、
ブ
ー
ム
は
何
よ
り
も
、
川
崎
自
身
の
作
品
が
読
者
を
煽
り
立
て
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
川
崎
長
太
郎
に
は
、
し
た
た
か
な
戦
術
家
と
し
て
の
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
川
崎
自
身
の
私
小
説
に
仕
組
ま
れ
て
い
た
、
読
者
の
欲
望
を
喚
起
さ
せ
る
装
置
と
、
雑
誌
や
書
物
や
ラ
ジ
オ
と
い
っ
た
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
が
流
通
さ
せ
る
イ
メ
ー
ジ
が
相
俟
っ
て
、
川
崎
の
ブ
ー
ム
は
醸
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 
  
三 
「
硬
太
り
の
女
」
と
『
鍵
』 
 
「
硬
太
り
の
女
」
は
、
川
崎
長
太
郎
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
た
さ
な
か
の
一
九
五
七
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ブ
ー
ム
の
渦
中
で
川
崎
が
量
産
し
て
い
た
私
小
説
の
方
法
を
踏
襲
し
た
作
品
だ
っ
た
。
語
り
手
は
、
夫
と
別
れ
て
ひ
と
り
で
生
活
し
て
い
る
四
十
歳
に
な
る
女
性
で
あ
る
。「
み
る
か
ら
に
あ
ぶ
ら
の
の
り
き
つ
た
、
そ
れ
も
異
性
に
飢
ゑ
か
つ
ゑ
て
ゐ
る
四
十
女
」
は
、
も
ち
ろ
ん
川
崎
の
私
小
説
を
愛
読
し
て
い
た
。 
 
ゆ
く
り
な
く
、
川
上
捨
七
さ
ん
の
書
く
も
の
が
私
の
心
を
捉
へ
た
の
で
し
た
。
同
氏
の
書
く
も
の
な
ら
、
小
説
の
み
な
ら
ず
、
三
枚
五
枚
の
短
文
の
は
し
ま
で
み
の
が
す
こ
と
が
な
く
な
つ
て
行
き
ま
し
た
。 
 
「
硬
太
り
の
女
」
の
語
り
手
は
、
川
崎
の
私
小
説
の
模
範
的
な
読
者
だ
。
そ
れ
ゆ
え
小
説
家
と
親
し
く
な
っ
た
別
の
女
性
読
者
へ
の
嫉
妬
心
も
包
み
隠
さ
ず
吐
露
す
る
。
小
説
家
と
「
ね
ん
ご
ろ
に
し
て
ゐ
る
女
性
が
、
海
岸
の
小
屋
で
一
二
泊
し
て
行
く
さ
ま
も
、
私
に
は
羨
望
の
限
り
と
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
語
り
手
の
言
葉
は
、
別
の
女
性
読
者
の
嫉
妬
心
を
煽
り
、
ま
た
ひ
と
り
川
崎
の
も
と
に
赴
く
女
性
読
者
を
増
や
す
こ
と
に
寄
与
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。「
硬
太
り
の
女
」
は
、
メ
タ
言
説
と
し
て
の
機
能
を
有
し
た
川
崎
の
典
型
的
な
私
小
説
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
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冒
頭
で
語
り
手
は
、「
私
は
、
私
小
説
家
の
川
上
捨
七
さ
ん
を
小
田
原
へ
訪
問
し
、
そ
の
晩
関
係
を
結
ん
で
を
り
ま
し
た
」
と
、
小
説
家
と
の
情
事
を
赤
裸
々
に
告
白
す
る
。
ま
た
作
品
内
に
は
、「
捨
七
さ
ん
に
抱
か
れ
、
一
夜
を
明
か
し
た
私
は
、
も
う
死
ん
で
い
い
と
ま
で
有
頂
天
と
な
つ
て
ゐ
ま
し
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
四
十
歳
に
な
る
「
素
人
女
」
が
臆
面
も
な
く
性
の
快
楽
を
口
に
す
る
一
節
が
散
見
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
の
作
品
が
、性
を
包
み
隠
さ
ず
物
語
っ
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
抗
い
よ
う
の
な
い
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
性
へ
の
欲
望
を
躊
躇
な
く
告
白
す
る
語
り
手
の
存
在
は
、
川
崎
の
私
小
説
で
は
お
馴
染
の
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ブ
ー
ム
の
渦
中
で
は
、
そ
の
よ
う
な
語
り
手
に
よ
る
私
小
説
が
あ
ま
た
作
ら
れ
た
。
語
り
手
と
し
て
で
あ
っ
て
も
、
登
場
人
物
と
し
て
で
あ
っ
て
も
、
川
崎
の
私
小
説
に
は
性
へ
の
欲
望
を
あ
か
ら
さ
ま
に
す
る
女
性
が
し
ば
し
ば
姿
を
現
す
。
し
た
が
っ
て
川
崎
の
私
小
説
の
読
者
に
し
て
み
れ
ば
、
「
硬
太
り
の
女
」
が
取
り
立
て
て
卑
猥
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。 
他
方
、
性
描
写
と
い
う
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、
読
み
手
に
よ
っ
て
は
、
露
骨
と
い
う
評
価
を
下
し
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
水
準
に
あ
る
こ
と
は
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
で
ユ
カ
の
「
丸
い
乳
房
」
に
言
及
し
、
定
年
間
近
の
男
が
「
処
女
」
で
「
純
潔
な
娘
」
に
襲
い
掛
か
る
シ
ー
ン
を
活
写
し
た
石
川
達
三
が
、「
言
語
道
断
」
と
目
く
じ
ら
を
立
て
て
怒
る
こ
と
が
理
に
適
っ
て
い
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。「
硬
太
り
の
女
」
の
性
描
写
が
「
不
潔
」
で
あ
る
の
な
ら
、「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
の
性
描
写
も
「
不
潔
」
で
あ
ろ
う
。
で
は
、「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
を
書
い
た
新
聞
小
説
家
は
、「
硬
太
り
の
女
」
の
何
が
許
せ
な
か
っ
た
の
か
。 
こ
こ
で
想
起
す
べ
き
は
、「
硬
太
り
の
女
」
が
谷
崎
の
『
鍵
』
と
と
も
に
槍
玉
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
意
外
な
こ
と
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
硬
太
り
の
女
」
を
は
じ
め
と
す
る
川
崎
の
メ
タ
言
説
的
な
私
小
説
と
、
谷
崎
の
『
鍵
』
に
は
共
通
点
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
共
通
点
が
、
石
川
の
怒
り
の
源
を
形
作
っ
て
い
る
。 
周
知
の
通
り
谷
崎
の
『
鍵
』
は
、
五
十
六
歳
に
な
る
大
学
教
授
と
四
十
五
歳
の
妻
が
そ
れ
ぞ
れ
に
書
い
て
い
る
日
記
が
、
交
互
に
配
置
さ
れ
た
形
式
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
両
者
が
互
い
の
日
記
を
盗
み
読
み
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、各
々
の
日
記
は
書
き
進
め
ら
れ
て
い
く
。し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
こ
と
だ
が
、
相
手
に
読
ま
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、『
鍵
』
に
お
け
る
日
記
は
私
信
の
よ
う
な
役
割
も
担
っ
て
い
る
。『
鍵
』
は
一
種
の
書
簡
体
小
説
で
も
あ
る
の
だ
。 
 
書
簡
体
小
説
は
、
複
数
の
登
場
人
物
が
書
簡
を
書
い
て
送
り
、
ま
た
書
簡
を
受
け
取
っ
て
読
む
こ
と
で
物
語
が
進
ん
で
い
く
。
登
場
人
物
は
書
簡
の
書
き
手
で
も
あ
り
、
読
み
手
で
も
あ
る
わ
け
だ
。
そ
し
て
読
者
は
、
登
場
人
物
が
や
り
取
り
す
る
私
信
を
盗
み
読
み
す
る
立
場
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
る
。
書
簡
を
手
に
取
っ
て
読
む
登
場
人
物
と
、
書
簡
体
小
説
を
手
に
取
っ
て
読
む
読
者
は
、
読
む
と
い
う
行
為
に
お
い
て
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重
な
り
合
う
。
虚
構
の
登
場
人
物
と
現
実
の
読
者
の
身
体
が
同
調
し
、
境
目
を
曖
昧
化
さ
せ
て
い
く
仕
掛
け
が
、
書
簡
体
小
説
の
特
色
な
の
で
あ
る
。 
 
書
簡
体
小
説
の
亜
種
で
あ
る
『
鍵
』
の
読
者
も
、
読
む
と
い
う
行
為
に
お
い
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
日
記
を
盗
み
読
み
す
る
夫
婦
の
行
為
を
な
ぞ
る
こ
と
に
な
る
。「
両
者
の
「
日
記
」
を
完
全
に
疑
い
よ
う
も
な
く
〝
盗
み
読
み
〟
し
て
い
る
存
在
は
、
こ
の
作
品
を
読
む
い
わ
ゆ
る
一
般
読
者
」
で
あ
り
、
そ
し
て
「
こ
れ
が
〝
盗
み
読
み
〟
が
想
定
さ
れ
、
ま
た
遂
行
し
て
い
る
（
か
も
し
れ
な
い
）
夫
と
妻
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
に
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
」（
20
）
の
で
あ
る
。
虚
構
の
世
界
と
現
実
の
世
界
の
境
界
が
読
む
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
曖
昧
化
さ
れ
、
虚
構
の
中
の
人
物
と
、
現
実
の
世
界
で
今
ま
さ
に
『
鍵
』
を
読
ん
で
い
る
読
者
自
身
が
溶
け
合
う
よ
う
な
錯
覚
が
生
じ
る
。『
鍵
』
が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
で
あ
る
の
は
、
虚
構
の
世
界
の
性
へ
の
欲
望
が
現
実
の
世
界
に
滲
み
出
し
、
現
実
の
世
界
で
『
鍵
』
を
読
む
読
者
に
作
用
し
ま
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
読
む
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
登
場
人
物
と
同
調
し
て
し
ま
っ
た
読
者
が
、
登
場
人
物
の
欲
望
と
自
ら
の
欲
望
を
混
同
し
て
し
ま
う
事
態
す
ら
起
こ
り
得
る
だ
ろ
う
。『
鍵
』
の
読
者
に
と
っ
て
登
場
人
物
の
欲
望
は
、
主
体
と
切
り
離
さ
れ
た
対
象
と
は
な
り
切
ら
な
い
の
で
あ
る
。 
 
「
抹
香
町
」
以
降
に
川
崎
長
太
郎
が
量
産
し
た
私
小
説
も
、
現
実
に
作
用
す
る
メ
タ
言
説
的
な
仕
掛
け
を
内
包
し
て
い
た
。
川
崎
の
愛
読
者
に
と
っ
て
、
川
崎
の
私
小
説
は
虚
構
な
ど
で
は
な
い
。
私
小
説
に
姿
を
見
せ
る
小
説
家
も
女
性
も
、
虚
構
の
産
物
で
は
な
く
、
現
実
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
認
知
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
私
小
説
内
の
女
性
の
欲
望
に
感
染
し
て
、
そ
の
女
性
に
嫉
妬
し
て
、
小
説
家
に
会
い
に
来
る
読
者
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
。「
硬
太
り
の
女
」
の
語
り
手
も
、
そ
う
し
た
読
者
の
ひ
と
り
だ
っ
た
。
虚
構
と
現
実
の
境
界
を
無
効
化
し
、
作
品
世
界
と
現
実
を
直
結
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
が
、
川
崎
の
メ
タ
言
説
的
な
私
小
説
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ブ
ー
ム
の
渦
中
で
量
産
さ
れ
た
川
崎
の
私
小
説
群
は
、
谷
崎
の
『
鍵
』
と
同
様
、
虚
構
世
界
を
現
実
世
界
に
浸
透
さ
せ
る
仕
掛
け
を
有
し
て
い
た
。 
 
お
そ
ら
く
石
川
達
三
は
、『
鍵
』
を
読
み
、「
硬
太
り
の
女
」
を
読
む
に
及
ん
で
、
虚
構
の
中
を
生
き
て
い
る
は
ず
の
登
場
人
物
の
欲
望
が
、
文
字
を
読
ん
で
い
る
自
ら
の
身
体
に
じ
ん
わ
り
と
広
が
っ
て
く
る
よ
う
な
感
覚
に
襲
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
虚
構
世
界
の
欲
望
が
、
境
界
線
か
ら
滲
み
出
て
き
た
事
態
を
指
し
て
、
石
川
は
「
不
潔
」
と
い
う
言
葉
を
発
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
谷
崎
の
『
鍵
』
に
つ
い
て
大
野
亮
司
は
、「
露
骨
で
克
明
な
性
描
写
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
現
在
で
も
、
ま
た
今
後
に
お
い
て
も
、
こ
の
作
品
は
強
い
〝
み
だ
ら
さ
〟
の
印
象
を
与
え
る
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
「
鍵
」
の
〝
み
だ
ら
さ
〟
は
、
描
写
の
露
骨
さ
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
作
品
の
言
葉
を
〝
読
む
〟
こ
と
と
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
生
じ
る
意
味
作
用
そ
の
も
の
に
関
わ
っ
て
生
じ
る
も
の
だ
か
ら
だ
」（
22
）
と
述
べ
て
い
た
。『
鍵
』
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ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、「
硬
太
り
の
女
」
を
は
じ
め
と
す
る
川
崎
の
私
小
説
も
ま
た
、
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
〝
み
だ
ら
さ
〟
」
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
そ
の
「
〝
み
だ
ら
さ
〟
」
を
敏
感
に
察
知
し
た
か
ら
こ
そ
、
石
川
は
『
鍵
』
と
「
硬
太
り
の
女
」
を
「
不
潔
」
で
あ
る
と
退
け
た
。 
石
川
が
抱
い
て
い
た
小
説
観
は
「
不
潔
」
と
は
真
逆
の
も
の
だ
っ
た
。
第
一
部
第
一
章
で
も
触
れ
た
が
、
「
悪
の
愉
し
さ
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
三
年
九
月
二
十
日
～
五
四
年
四
月
二
十
六
日
）
の
連
載
時
に
、
読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
抗
議
の
投
書
に
応
え
て
書
か
れ
た
一
文
に
は
、
石
川
の
潔
癖
な
小
説
観
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
石
川
は
新
聞
小
説
の
読
者
に
向
け
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。 
 
 
小
説
を
読
む
楽
し
さ
は
、
読
者
の
孤
独
な
、
ひ
と
り
き
り
の
楽
し
み
で
あ
る
。
本
を
読
ん
で
い
る
時
だ
け
は
、
経
済
か
ら
も
政
治
か
ら
も
道
徳
か
ら
も
解
放
さ
れ
た
、
完
全
な
孤
独
で
あ
り
得
る
。
ど
ん
な
悪
事
を
も
う
マ
マ
想
す
る
こ
と
も
勝
手
で
あ
る
。
せ
め
て
小
説
を
読
む
と
き
ぐ
ら
い
は
、
常
識
的
な
道
徳
か
ら
自
分
を
引
き
は
な
し
て
、
も
っ
と
自
由
な
自
分
、
拘
束
さ
れ
な
い
自
分
に
か
え
り
、
自
分
の
心
を
む
き
出
し
に
し
て
、
小
説
を
読
む
こ
と
が
望
ま
し
い
と
私
は
思
う
。
平
素
の
行
動
の
面
で
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
も
小
説
を
読
み
な
が
ら
も
う
マ
マ
想
す
る
事
に
は
何
の
支
障
も
な
い
。「
悪
の
愉
し
さ
」
は
不
潔
で
不
道
徳
な
小
説
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
読
ん
で
憤
り
を
感
ず
る
人
た
ち
の
何
割
り
か
は
、
自
分
の
心
の
な
か
に
あ
る
不
潔
や
不
道
徳
に
さ
わ
ら
れ
る
の
が
い
や
な
の
だ
。（
21
） 
 
『
鍵
』
と
「
硬
太
り
の
女
」
を
「
不
潔
」
と
罵
っ
た
石
川
が
、
自
身
の
「
悪
の
愉
し
さ
」
に
寄
せ
ら
れ
た
「
不
潔
」
と
の
批
判
に
抗
弁
し
て
い
る
一
節
で
あ
る
。
石
川
が
こ
こ
で
新
聞
小
説
の
読
者
に
教
え
諭
し
て
い
る
こ
と
は
、
虚
構
世
界
の
こ
と
は
虚
構
世
界
の
こ
と
と
し
て
享
受
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
小
説
と
い
う
虚
構
を
読
む
と
き
に
は
、「
経
済
か
ら
も
政
治
か
ら
も
道
徳
か
ら
も
解
放
」
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
現
実
世
界
の
煩
わ
し
い
「
常
識
的
な
道
徳
」
も
忘
れ
た
ふ
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
虚
構
世
界
の
中
で
は
、
現
実
の
世
界
で
は
退
け
ら
れ
る
ど
ん
な
「
悪
徳
」
を
妄
想
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
小
説
観
を
持
つ
石
川
に
し
て
み
れ
ば
、
虚
構
と
現
実
と
い
う
一
線
を
軽
々
と
越
え
て
し
ま
い
、
境
界
を
雲
散
霧
消
さ
せ
て
し
ま
う
『
鍵
』
と
「
硬
太
り
の
女
」
は
、
破
廉
恥
極
ま
り
な
い
、
淫
ら
な
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。 
 
「
自
由
の
敵
」
と
い
う
小
文
に
透
け
て
見
え
る
の
は
、
石
川
達
三
の
潔
癖
な
小
説
観
で
あ
る
。
虚
構
と
現
実
を
截
然
と
区
別
す
る
潔
癖
さ
を
保
持
し
て
、
石
川
は
読
者
に
向
か
お
う
と
し
た
。 
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四 
石
川
達
三
の
読
者
／
川
崎
長
太
郎
の
読
者 
  
潔
癖
な
石
川
達
三
が
構
築
す
る
小
説
世
界
は
安
定
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
の
ヌ
ー
ド
撮
影
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
を
見
て
み
よ
う
。
連
載
七
十
二
回
に
は
、
島
田
課
長
に
誘
わ
れ
て
四
十
八
歳
の
西
村
耕
太
郎
が
ス
タ
ジ
オ
に
赴
く
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。 
 
島
田
課
長
は
西
村
を
誘
っ
た
と
き
、
不
潔
な
も
の
で
は
な
い
と
か
、
む
し
ろ
崇
高
な
も
の
だ
と
か
言
っ
て
い
た
が
、
西
村
次
長
の
印
象
か
ら
言
え
ば
奇
々
怪
々
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
人
々
々
の
紳
士
た
ち
は
、
胸
の
な
か
を
わ
い
せ
つ
、
、
、
、
な
る
感
情
で
一
ぱ
い
に
し
て
居
り
な
が
ら
、
却
っ
て
表
面
は
極
度
に
紳
士
的
に
、（
Ａ
）
厳
粛
な
表
情
を
つ
く
っ
て
撮
影
に
没
頭
し
て
い
る
ら
し
い
。 
 
（
Ｂ
）
そ
れ
は
彼
等
の
本
能
が
、
文
化
社
会
の
生
活
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
、
歪
め
ら
れ
、
萎
縮
さ
せ
ら
れ
た
果
て
に
、
わ
ず
か
な
は
け
口
を
見
つ
け
て
ひ
そ
か
に
自
己
を
慰
め
よ
う
と
い
う
、
い
じ
け
た
抵
抗
の
姿
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。［
中
略
］（
Ｃ
）
男
性
と
し
て
は
半
ば
落
伍
者
で
あ
る
と
言
っ
て
も
い
ゝ
か
も
知
れ
な
い
。
…
… 
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
及
び
傍
線
は
引
用
者
に
拠
る
） 
 
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
に
お
け
る
視
点
人
物
は
西
村
耕
太
郎
で
あ
り
、
読
者
は
基
本
的
に
西
村
の
視
点
か
ら
小
説
世
界
を
把
捉
す
る
よ
う
に
促
さ
れ
る
。
引
用
し
た
一
節
も
、
西
村
の
「
奇
々
怪
々
」
と
い
う
「
印
象
」
を
描
い
て
い
る
部
分
だ
。
西
村
は
、
自
分
自
身
も
ヌ
ー
ド
撮
影
の
た
め
に
ス
タ
ジ
オ
を
訪
れ
て
い
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
、、
ヌ
ー
ド
・
モ
デ
ル
に
カ
メ
ラ
を
向
け
る
「
紳
士
た
ち
」
と
自
分
を
差
異
化
す
る
。「
胸
の
な
か
を
わ
い
せ
つ
、
、
、
、
な
る
感
情
」
に
し
て
い
る
「
紳
士
た
ち
」
と
、
そ
う
で
は
な
い
西
村
が
区
別
さ
れ
、
読
者
は
西
村
の
視
点
か
ら
ヌ
ー
ド
撮
影
を
彼
岸
の
出
来
事
と
し
て
見
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。「
わ
い
せ
つ
、
、
、
、
な
る
感
情
」
が
此
岸
に
侵
入
し
て
来
る
こ
と
を
防
ぐ
防
波
堤
の
役
割
を
、
視
点
人
物
で
あ
る
西
村
が
担
っ
て
い
る
の
だ
。 
 
む
ろ
ん
西
村
は
視
点
人
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
小
説
世
界
を
動
き
回
る
登
場
人
物
で
も
あ
る
。「
紳
士
た
ち
」
を
俯
瞰
す
る
か
の
よ
う
な
メ
タ
レ
ベ
ル
に
留
ま
り
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
紳
士
た
ち
」
と
同
じ
く
、
撮
影
に
熱
中
し
始
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
引
用
し
た
一
節
の
翌
日
に
掲
載
さ
れ
た
第
七
十
三
回
で
西
村
は
、
あ
る
ヌ
ー
ド
・
モ
デ
ル
の
顔
を
見
た
瞬
間
、「
大
き
な
石
で
ど
か
ん
、
、
、
と
胸
を
叩
か
れ
た
」
よ
う
に
な
り
、「
頭
が
が
ん
が
ん
す
る
。
血
圧
が
あ
が
り
そ
う
だ
」
と
い
っ
た
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。
メ
タ
レ
ベ
ル
に
位
置
し
て
、
読
者
を
「
わ
い
せ
つ
、
、
、
、
な
る
感
情
」
か
ら
守
っ
て
い
た
西
村
も
、
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
レ
ベ
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ル
へ
と
下
降
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
時
、
読
者
も
視
点
人
物
に
引
き
ず
ら
れ
て
、「
わ
い
せ
つ
、
、
、
、
な
る
感
情
」
に
染
ま
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
い
や
、
石
川
の
新
聞
小
説
は
現
実
世
界
に
存
在
す
る
読
者
を
不
安
定
な
状
況
に
巻
き
込
ん
だ
り
は
し
な
い
。
第
一
部
第
一
章
で
分
析
し
た
こ
と
だ
が
、
石
川
の
新
聞
小
説
で
は
、
し
ば
し
ば
登
場
人
物
の
言
葉
や
思
想
が
、
い
つ
の
ま
に
か
語
り
手
の
客
観
的
な
説
明
へ
と
移
行
し
、「
作
者
自
身
の
思
想
」（
23
）
に
す
り
替
わ
る
事
態
が
起
き
て
い
た
。
引
用
し
た
右
の
一
節
で
も
、
そ
の
こ
と
は
確
認
で
き
よ
う
。（
Ａ
）
の
部
分
ま
で
は
西
村
の
「
印
象
」
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
文
末
の
「
ら
し
い
」
と
い
う
一
言
が
、
主
観
的
推
測
で
あ
る
こ
と
を
担
保
し
て
い
る
。
し
か
し
（
Ｂ
）
や
（
Ｃ
）
に
至
る
と
、
一
登
場
人
物
の
考
え
と
い
う
よ
り
も
、「
作
者
自
身
の
思
想
」
と
み
な
す
方
が
適
当
で
あ
る
。
新
聞
小
説
家
と
し
て
石
川
が
確
立
し
た
話
法
は
、
そ
の
新
聞
小
説
の
至
る
と
こ
ろ
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。 
 
し
た
が
っ
て
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
の
視
点
人
物
が
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
レ
ベ
ル
に
下
降
し
、「
わ
い
せ
つ
、
、
、
、
な
る
感
情
」
で
心
を
い
っ
ぱ
い
に
し
た
と
し
て
も
、
読
者
を
守
る
こ
と
は
簡
単
だ
。
視
点
人
物
か
ら
、
文
字
通
り
小
説
世
界
の
メ
タ
レ
ベ
ル
に
存
在
す
る
語
り
手
の
言
説
へ
と
読
者
を
誘
導
し
さ
え
す
れ
ば
、
読
者
は
安
全
な
世
界
に
身
を
置
い
た
ま
ま
で
い
ら
れ
る
。『
鍵
』
や
「
硬
太
り
の
女
」
と
は
全
く
異
な
る
話
法
が
、
石
川
の
新
聞
小
説
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
と
こ
ろ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
引
用
し
た
一
節
の
（
Ｃ
）
の
箇
所
で
あ
る
。「
男
性
と
し
て
は
半
ば
落
伍
者
で
あ
る
と
言
っ
て
も
い
ゝ
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
う
、「
紳
士
た
ち
」
へ
の
客
観
的
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
ヌ
ー
ド
撮
影
に
群
が
る
「
紳
士
た
ち
」
が
、「
男
性
と
し
て
は
半
ば
落
伍
者
で
あ
る
」
の
か
そ
う
で
な
い
の
か
、
そ
う
い
っ
た
問
い
か
け
を
語
り
手
は
ど
の
よ
う
な
読
者
に
向
か
っ
て
投
げ
か
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
視
点
人
物
が
西
村
耕
太
郎
で
あ
る
こ
と
が
端
的
に
示
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
に
お
い
て
、
見
る
主
体
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
一
貫
し
て
男
性
で
あ
る
。
女
性
は
見
ら
れ
る
客
体
と
し
て
、
対
象
と
し
て
存
在
す
る
だ
け
で
あ
る
。
ヌ
ー
ド
撮
影
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
、
そ
の
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、（
Ｃ
）
の
一
文
が
示
唆
し
て
い
た
の
は
、「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
が
想
定
し
て
い
る
読
者
と
は
、
視
点
人
物
で
あ
る
西
村
と
い
う
男
性
と
と
も
に
、「
紳
士
た
ち
」
が
「
男
性
と
し
て
は
半
ば
落
伍
者
」
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
を
共
有
し
得
る
存
在
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
問
題
に
、
女
性
読
者
の
多
く
が
共
感
す
る
だ
ろ
う
か
。
難
し
い
に
ち
が
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
新
聞
小
説
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
読
者
は
男
性
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
男
性
の
中
で
も
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
こ
と
は
、
戦
後
に
発
表
さ
れ
た
石
川
の
新
聞
小
説
の
ほ
と
ん
ど
に
通
底
す
る
特
徴
で
も
あ
っ
た
。 
 
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
石
川
達
三
と
川
崎
長
太
郎
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
鮮
明
な
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も
の
と
な
る
。一
九
五
〇
年
代
の
川
崎
長
太
郎
ブ
ー
ム
を
支
え
た
の
は
、女
性
読
者
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
む
ろ
ん
川
崎
の
愛
読
者
に
男
性
も
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
川
崎
は
、
自
ら
の
作
品
で
男
性
読
者
を
取
り
上
げ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
川
崎
が
必
要
と
し
た
の
は
、
や
み
く
も
に
小
田
原
に
ま
で
足
を
運
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
女
性
読
者
だ
っ
た
。（
24
）
し
か
も
川
崎
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
石
川
と
は
違
っ
て
、
ひ
と
り
の
女
性
読
者
に
嫉
妬
心
を
掻
き
立
て
た
ら
十
分
だ
と
い
う
私
小
説
を
書
き
続
け
た
。
男
性
で
は
な
く
女
性
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
は
な
く
ひ
と
り
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
社
会
の
中
で
優
勢
な
の
は
、
も
ち
ろ
ん
新
聞
小
説
家
の
読
者
戦
略
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
道
を
同
時
代
に
探
り
当
て
、
私
小
説
家
は
さ
さ
や
か
な
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
社
会
に
お
け
る
小
説
家
を
考
察
す
る
上
で
、
石
川
達
三
と
川
崎
長
太
郎
は
好
対
照
の
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
  
五 
松
本
清
張
へ 
  
「
自
由
」
論
争
の
さ
な
か
に
、
福
田
恆
存
が
「
疑
似
イ
ン
テ
リ
批
判
」
で
喝
破
し
て
い
た
こ
と
だ
が
、
石
川
の
「
自
由
」
談
義
の
要
諦
は
、「「
多
数
者
の
進
歩
」
あ
る
ひ
は
「
社
会
全
体
の
進
歩
」
の
た
め
に
は
「
少
数
者
の
自
由
」
あ
る
い
は
「
個
人
の
自
由
」
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
25
）
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。 
 
そ
の
福
田
が
書
い
た
戦
後
を
代
表
す
る
評
論
の
ひ
と
つ
が
、「
一
匹
と
九
十
九
匹
と
―
ひ
と
つ
の
反
時
代
的
考
察
」（『
思
索
』、
一
九
四
七
年
三
月
）
で
あ
る
。（
26
）
福
田
は
、「
善
き
政
治
で
あ
れ
悪
し
き
政
治
で
あ
れ
、
そ
れ
が
政
治
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
に
は
か
な
ら
ず
失
せ
た
る
一
匹
が
残
存
す
る
。
文
学
者
た
る
も
の
は
お
の
れ
自
身
の
う
ち
に
こ
の
一
匹
の
失
意
と
疑
惑
と
苦
痛
と
迷
ひ
と
を
体
感
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
の
福
田
の
言
葉
を
敷
衍
し
て
い
う
な
ら
、
石
川
の
作
品
は
「
文
学
」
で
は
な
く
「
政
治
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
多
数
者
」
あ
る
い
は
「
社
会
全
体
」
と
い
う
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
向
け
て
書
か
れ
た
も
の
だ
っ
た
。「
一
匹
と
九
十
九
匹
と
」
の
末
尾
で
福
田
は
、
「
百
匹
の
救
は
れ
る
こ
と
を
信
じ
る
心
に
お
い
て
、
か
れ
は
ま
た
底
ぬ
け
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ト
で
も
あ
ろ
う
。
そ
の
か
れ
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
が
九
十
九
匹
に
専
念
す
る
政
治
の
道
を
是
認
す
る
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
も
書
い
て
い
た
。「
九
十
九
匹
に
専
念
す
る
政
治
の
道
を
是
認
す
る
」
の
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
石
川
達
三
で
あ
る
。
石
川
は
「
底
ぬ
け
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ト
」
だ
っ
た
。 
 
そ
う
し
た
石
川
に
対
し
て
、
川
崎
は
「
文
学
」
の
道
を
進
ん
だ
。
そ
れ
は
福
田
が
理
想
と
す
る
一
流
の
「
文
学
」
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。「
二
流
の
文
学
は
こ
の
一
匹
を
た
づ
ね
て
九
十
九
匹
の
あ
ひ
だ
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を
う
ろ
つ
い
て
ゐ
る
」
と
い
う
福
田
の
言
葉
を
用
い
る
な
ら
、
川
崎
の
私
小
説
は
「
一
匹
を
た
づ
ね
」
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
「
文
学
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、「
二
流
の
文
学
」
に
留
ま
っ
た
と
い
う
評
価
も
十
分
に
あ
り
得
る
。
し
か
し
「
政
治
」
的
な
新
聞
小
説
家
に
対
し
て
、「
文
学
」
と
い
う
方
途
を
私
小
説
家
が
模
索
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。 
 
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
支
持
さ
れ
て
い
る
石
川
達
三
が
手
に
し
た
力
は
圧
倒
的
で
あ
る
。
同
時
代
の
言
論
界
を
席
巻
し
た
「
自
由
」
を
め
ぐ
る
二
つ
の
論
争
が
、
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
同
時
代
に
お
い
て
、
石
川
達
三
自
身
を
納
得
さ
せ
る
批
評
を
提
示
す
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
不
可
能
だ
っ
た
。
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
背
後
に
控
え
て
い
る
と
い
う
確
信
に
支
え
ら
れ
た
立
場
は
、
こ
の
上
な
く
堅
固
だ
。
そ
う
し
た
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
と
も
に
あ
る
「
政
治
」
に
抗
お
う
と
す
る
の
な
ら
、
や
は
り
道
は
「
文
学
」
に
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ど
れ
ほ
ど
小
さ
な
声
で
あ
ろ
う
と
、「
九
十
九
匹
」
に
抵
抗
し
て
「
一
匹
」
の
存
在
に
拘
り
続
け
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。 
 
石
川
達
三
に
抗
っ
て
、「
一
匹
」
の
か
ぼ
そ
い
声
に
耳
を
澄
ま
し
た
人
物
と
し
て
、
た
と
え
ば
丸
山
眞
男
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
松
田
道
雄
の
『
療
養
の
設
計
』（
岩
波
新
書
、
一
九
五
五
年
七
月
）
を
書
評
し
た
短
い
文
章
の
中
で
、
丸
山
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。 
 
さ
ら
に
一
般
社
会
人
の
結
核
に
対
す
る
常
識
は
近
ご
ろ
集
団
検
診
や
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｇ
の
普
及
に
よ
っ
て
向
上
し
た
と
は
い
い
な
が
ら
、
他
面
昔
な
が
ら
の
結
核
観
も
執
拗
に
残
存
し
て
い
ま
す
。（
例
を
あ
げ
て
悪
い
の
で
す
が
、
最
近
某
大
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
石
川
達
三
氏
の
『
自
分
の
穴
の
中
で
』
と
い
う
小
説
に
は
結
核
の
病
気
と
病
人
が
思
い
き
り
き
た
な
ら
し
く
醜
悪
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
れ
を
読
ん
で
石
川
氏
が
社
会
党
左
派
の
支
持
者
で
、
行
動
的
に
も
進
歩
的
立
場
を
と
っ
て
い
る
作
家
と
は
ど
う
し
て
も
思
え
な
い
、
と
泣
い
て
憤
慨
し
た
患
者
を
一
人
な
ら
ず
知
っ
て
い
ま
す
。）
無
知
は
い
つ
の
場
合
で
も
極
度
の
無
関
心
と
極
度
の
恐
怖
の
双
生
児
を
生
み
ま
す
。（
27
） 
 
第
一
章
第
一
部
で
も
紹
介
し
た
が
、一
九
五
四
年
十
一
月
四
日
か
ら
翌
年
の
六
月
七
日
ま
で『
朝
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
「
自
分
の
穴
の
中
で
」
は
、「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
の
前
作
で
あ
る
。「
今
年
の
新
聞
小
説
の
収
穫
は
、
世
評
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
石
川
達
三
「
自
分
の
穴
の
中
で
」
だ
っ
た
ろ
う
」（
28
）
と
高
く
評
価
さ
れ
、
石
川
を
唯
一
無
二
の
新
聞
小
説
家
へ
と
押
し
上
げ
る
の
に
大
き
く
貢
献
し
た
新
聞
小
説
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
新
聞
小
説
は
「
九
十
九
匹
」
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
一
匹
」
の
結
核
に
苦
し
む
患
者
に
苦
痛
を
与
え
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
自
ら
も
結
核
に
苦
し
み
、
肺
を
摘
出
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
丸
山
は
、
療
養
所
で
「
一
匹
」
の
声
に
耳
を
傾
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け
、
そ
の
小
さ
な
声
を
小
さ
な
書
評
に
そ
っ
と
書
き
付
け
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
丸
山
の
書
評
は
「
文
学
」
で
あ
る
。
政
治
学
者
で
あ
る
丸
山
眞
男
は
、
実
は
「
文
学
」
の
実
践
者
だ
っ
た
。
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
「
九
十
九
匹
」
の
「
無
知
」
と
「
無
関
心
」
に
抗
す
る
た
め
に
は
、「
文
学
」
者
・
丸
山
の
よ
う
に
、
「
一
匹
」
の
小
さ
な
声
を
積
み
重
ね
て
い
く
し
か
な
い
。 
 
し
か
し
石
川
達
三
は
、「
一
匹
」
を
見
捨
て
、「
九
十
九
匹
」
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
に
邁
進
す
る
。
石
川
の
数
多
く
の
新
聞
小
説
の
傑
作
の
中
で
も
、と
り
わ
け
代
表
作
と
目
さ
れ
る「
人
間
の
壁
」（『
朝
日
新
聞
』、
一
九
五
七
年
八
月
二
十
三
日
～
五
九
年
四
月
十
二
日
）
の
末
尾
に
は
、
そ
う
し
た
石
川
の
方
針
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
た
。「「
日
本
教
職
員
組
合
」
の
傘
下
に
あ
る
先
生
方
の
斗
い
の
記
録
」
と
し
て
書
か
れ
た
長
大
な
物
語
の
締
め
括
り
は
、「
希
望
」
の
象
徴
と
し
て
描
か
れ
る
「
健
康
」
に
溢
れ
た
体
育
の
授
業
風
景
で
あ
る
。 
 
尾
崎
先
生
は
頸
か
ら
ひ
も
で
下
げ
た
笛
を
吹
く
。笛
の
音
は
澄
ん
で
、高
い
空
に
ま
で
昇
っ
て
行
く
。
校
庭
の
ま
ん
な
か
に
茂
っ
た
葉
桜
の
下
で
、
男
の
子
は
一
人
ず
つ
跳
び
箱
に
向
っ
て
走
る
。
真
剣
な
顔
。
弾
力
の
あ
る
四
肢
。
女
の
子
は
両
手
を
ひ
ら
い
て
、
平
均
台
の
上
を
わ
た
る
。
緊
張
し
た
足
の
筋
肉
。
ひ
き
し
ま
っ
た
唇
。
…
…
ち
ん
ば
の
内
村
義
一
に
は
跳
び
箱
は
で
き
な
い
。
し
か
し
簡
単
な
器
械
体
操
な
ら
や
れ
る
。
跳
び
箱
を
跳
び
終
っ
た
男
生
徒
に
ま
じ
っ
て
、
彼
は
低
い
鉄
棒
に
ぶ
ら
さ
が
る
。
尾
崎
ふ
み
子
は
、
沢
田
先
生
の
辞
職
の
原
因
に
な
っ
た
こ
の
ち
ん
ば
の
少
年
を
、
沢
田
先
生
か
ら
預
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
持
で
見
ま
も
っ
た
。 
 
ま
ぶ
し
い
程
の
強
い
日
光
を
あ
び
な
が
ら
、
健
康
な
子
供
た
ち
の
か
ら
だ
が
、
健
康
な
よ
ろ
こ
び
に
踊
っ
て
い
る
。
尾
崎
先
生
は
新
し
い
決
意
を
こ
め
て
、
新
し
い
願
い
を
こ
め
て
、
彼
等
の
ま
え
に
立
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。
彼
女
は
こ
の
生
徒
た
ち
の
た
く
ま
し
い
体
に
望
み
を
か
け
、
正
し
い
心
に
期
待
を
か
け
て
い
た
。
や
が
て
こ
の
子
供
た
ち
が
健
康
な
青
年
と
な
っ
て
、
新
し
い
日
本
の
社
会
を
築
い
て
行
く
。 
 
「
新
し
い
日
本
の
社
会
を
築
い
て
行
く
」
と
い
う
「
望
み
」
を
か
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
た
く
ま
し
い
体
」
を
持
っ
た
、
や
が
て
「
健
康
な
青
年
」
と
な
る
は
ず
の
子
ど
も
た
ち
だ
。
そ
れ
で
は
、
跳
び
箱
を
跳
ぶ
こ
と
す
ら
で
き
な
い
「
ち
ん
ば
の
内
村
義
一
」
は
ど
う
な
る
の
か
。
彼
は
「
新
し
い
日
本
の
社
会
」
の
お
荷
物
で
し
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
石
川
は
「
〝
人
間
の
壁
〟
を
終
っ
て
」
で
、「
人
間
の
壁
」
を
書
き
終
え
た
こ
と
で
、「
自
分
の
旗
じ
る
し
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
述
べ
、「
人
間
の
壁
」
は
「
私
の
公
約
」
で
あ
る
と
断
言
し
て
い
た
。（
29
）
石
川
の
「
公
約
」、
そ
れ
は
「
一
匹
」
の
「
ち
ん
ば
」
を
黙
殺
し
て
、
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「
九
十
九
匹
」
の
た
め
の
「
九
十
九
匹
」
に
よ
る
「
健
康
」
な
「
新
し
い
日
本
の
社
会
」
を
築
き
上
げ
る
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
新
聞
小
説
家
の
「
旗
じ
る
し
」
は
、「
一
匹
」
を
黙
殺
す
る
こ
と
を
是
認
し
て
憚
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。「
人
間
の
壁
」
が
「
理
想
」
と
し
て
提
示
し
た
の
は
、「
健
康
」
な
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
不
「
健
康
」
が
駆
逐
さ
れ
た
「
社
会
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
石
川
達
三
と
同
じ
く
〝
社
会
派
〟
と
し
て
知
ら
れ
、
石
川
と
同
じ
く
、
い
や
そ
れ
以
上
に
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
支
持
さ
れ
、
死
後
も
現
役
作
家
と
し
て
遇
さ
れ
続
け
て
い
る
の
が
松
本
清
張
で
あ
る
。
新
聞
、
雑
誌
、
週
刊
誌
、
ラ
ジ
オ
、
映
画
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
席
巻
し
た
清
張
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
社
会
の
代
表
的
な
小
説
家
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
清
張
は
、
石
川
と
同
じ
よ
う
に
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
た
め
の
文
学
を
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
寄
り
添
っ
て
書
き
続
け
た
小
説
家
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
 
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
い
。
清
張
は
、
石
川
達
三
が
切
り
捨
て
た
「
ち
ん
ば
」
の
側
に
立
つ
書
き
手
だ
っ
た
。「
疎
外
さ
れ
た
も
の
の
存
在
の
底
か
ら
に
じ
み
出
た
よ
う
な
意
地
こ
そ
、
松
本
清
張
が
一
生
を
か
け
て
追
及
す
る
問
題
」（
30
）
で
あ
る
と
い
う
桑
原
武
夫
の
指
摘
は
正
し
い
。「
一
匹
」
を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、「
疎
外
さ
れ
た
も
の
」
の
声
に
耳
を
澄
ま
し
、「
一
匹
」
の
側
に
付
き
な
が
ら
も
、「
一
匹
」
の
内
面
を
安
直
に
代
弁
す
る
こ
と
な
く
、「
一
匹
」
の
「
意
地
」
を
露
呈
さ
せ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
松
本
清
張
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
志
向
を
持
つ
清
張
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
が
、
清
張
に
芥
川
賞
を
も
た
ら
し
た
「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」（『
三
田
文
学
』、
一
九
五
二
年
九
月
）
で
あ
る
。
中
心
人
物
の
田
上
耕
作
は
、「
五
つ
に
な
っ
て
も
、
六
つ
に
な
っ
て
も
、
言
葉
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。
口
を
だ
ら
り
と
開
け
た
ま
ま
涎
を
た
ら
し
た
。
そ
の
上
、
片
足
の
自
由
が
き
か
ず
、
引
き
ず
っ
て
い
た
」。（
31
）
つ
ま
り
「
健
康
」
な
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
は
対
極
の
存
在
だ
っ
た
。
そ
の
田
上
の
「
意
地
」
を
、
清
張
は
突
き
放
し
た
ド
ラ
イ
な
筆
致
で
淡
々
と
物
語
っ
て
行
く
。
そ
の
姿
勢
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
作
家
・
石
川
達
三
と
は
決
し
て
相
容
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
清
張
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
支
持
さ
れ
る
「
国
民
作
家
」
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
清
張
の
面
白
さ
が
あ
る
。 
 
松
本
清
張
は
「
一
匹
」
の
存
在
に
拘
泥
す
る
「
文
学
」
で
あ
り
な
が
ら
、「
九
十
九
匹
」
に
支
持
さ
れ
た
。
清
張
は
ど
の
よ
う
に
し
て
「
九
十
九
匹
」
に
享
受
さ
れ
る
作
家
と
な
っ
た
の
か
。
次
章
以
降
で
、
そ
の
謎
に
迫
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 
  
［
注
］ 
（
１
）
川
崎
長
太
郎
「
師
走
の
風
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
五
七
年
十
二
月
二
十
四
日
）。 
（
２
）
宇
野
浩
二
「
え
ら
者
た
ち
」（『
東
京
新
聞
』、
一
九
五
四
年
一
月
十
日
～
十
三
日
）。 
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（
３
）
同
右
。 
（
４
）
岩
佐
壮
四
郎
「
制
外
者
の
道
―
川
崎
長
太
郎
ノ
ー
ト
」（『
文
学
年
誌
』、
一
九
九
〇
年
十
月
）。 
（
５
）
齋
藤
秀
昭
「
川
崎
長
太
郎
伝
説
・
再
考
」（『
彷
書
月
刊
』、
二
〇
一
〇
年
八
月
）。 
（
６
）
社
会
や
世
間
の
埒
外
の
存
在
と
し
て
川
崎
は
神
話
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
私
小
説
家
で
あ
る
が
、
同
時
に
川
崎
に
は
、「
制
外
者
」
と
は
言
い
切
れ
な
い
要
素
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
拙
稿
「
売
春
防
止
法
と
文
学
―
川
崎
長
太
郎
の
場
合
」（『
湘
北
紀
要
』、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
の
こ
と
。 
（
７
）
荒
正
人
『
小
説
家 
現
代
の
英
雄
』（
光
文
社
、
一
九
五
七
年
六
月
）。 
（
８
）
川
崎
長
太
郎
「
自
叙
伝
」（『
文
藝
』、
一
九
五
四
年
十
一
月
）。 
（
９
）
同
右
。
及
び
「
自
筆
年
譜
」（『
川
崎
長
太
郎
自
選
全
集Ⅴ
』
所
収
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
〇
年
七
月
）。 
（
10
）
た
と
え
ば
『
別
冊
文
藝
春
秋
』
一
九
五
四
年
二
月
号
の
「
灯
な
き
小
舎
の
作
家 
川
崎
長
太
郎
ア
ル
バ
ム
」、『
毎
日
グ
ラ
フ
』
で
の
連
載
「
文
学
を
見
る
」
を
ま
と
め
た
『
文
学
の
ふ
る
さ
と
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
五
四
年
十
一
月
）、『
小
説
新
潮
』
一
九
五
七
年
三
月
号
の
「
取
材
紀
行
―
再
会
・
川
崎
長
太
郎
―
」
な
ど
で
、
川
崎
の
グ
ラ
ビ
ア
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
単
行
本
『
や
も
め
貴
族
』（
宝
文
館
、
一
九
五
六
年
十
二
月
）
の
表
紙
に
も
、
物
置
小
屋
で
蝋
燭
の
灯
の
も
と
執
筆
す
る
川
崎
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
時
代
、
単
行
本
の
表
紙
が
、
作
者
で
あ
る
小
説
家
自
身
の
写
真
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
山
本
芳
明
は
「
編
成
の
力
学
―
50
年
代
を
よ
む
」
を
特
集
し
た
『
文
学
』（
二
〇
〇
四
年
十
一
月
十
二
月
）
に
寄
せ
た
「
特
集
に
あ
た
っ
て
」
で
、「
川
崎
長
太
郎
が
一
躍
〈
グ
ラ
ビ
ア
・
ア
イ
ド
ル
〉
と
な
っ
た
の
は
、
私
小
説
・
作
家
の
実
生
活
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
読
者
と
の
間
に
編
成
さ
れ
た
新
た
な
関
係
を
物
語
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
た
が
、『
や
も
め
貴
族
』
は
ま
さ
し
く
川
崎
の
〈
グ
ラ
ビ
ア
・
ア
イ
ド
ル
〉
と
し
て
の
側
面
を
象
徴
す
る
書
物
だ
っ
た
。 
（
11
）
中
野
好
夫
「
川
崎
長
太
郎
を
告
発
す
」（『
文
学
界
』、
一
九
五
四
年
五
月
）。
特
集
「
川
崎
長
太
郎
小
論
」
と
し
て
同
号
に
は
、
上
林
曉
に
よ
る
「
川
崎
文
学
略
解
」、
及
び
「
私
小
説
家
の
饗
宴
」
と
題
さ
れ
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
後
者
は
、
川
崎
長
太
郎
の
二
冊
の
単
行
本
、『
抹
香
町
』（
講
談
社
、
一
九
五
四
年
一
月
）
と
『
伊
豆
の
街
道
』（
講
談
社
、
一
九
五
四
年
三
月
）
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
開
か
れ
た
出
版
記
念
会
の
模
様
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
執
筆
者
は
、「「
伊
豆
の
街
道
」
と
「
抹
香
町
」
と
、
単
行
本
が
同
時
に
二
冊
も
出
て
、
そ
れ
ぞ
れ
売
行
も
悪
く
な
い
ら
し
い
こ
と
か
ら
し
て
、
今
や
一
種
の
川
崎
長
太
郎
ブ
ー
ム
と
い
え
る
で
あ
ろ
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う
」
と
、
私
小
説
家
に
ブ
ー
ム
が
や
っ
て
来
た
こ
と
を
伝
え
て
い
た
。 
（
12
）
平
野
謙
「
生
活
演
技
説
・
修
正
」（『
文
学
界
』、
一
九
五
四
年
十
月
）。 
（
13
）
同
右
。 
（
14
）
荒
正
人
、
前
掲
書
、
注
（
７
）
を
参
照
。 
（
15
）
石
川
達
三
／
松
本
清
張
「
文
壇
の
〝
社
会
派
〟
大
い
に
語
る
」（『
オ
ー
ル
読
物
』、
一
九
七
三
年
二
月
）。 
（
16
）
齋
藤
兵
衞
と
い
う
中
村
光
夫
の
筆
名
に
つ
い
て
は
、『
中
村
光
夫
全
集
』
第
八
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
九
月
）
所
収
の
「
解
題
」
を
参
照
。 
（
17
）
小
笠
原
賢
二
は
「
〝
算
術
的
私
小
説
〟
の
活
路
―
川
崎
長
太
郎
の
戦
争
と
老
年
」（『
季
刊
ア
ー
ガ
マ
』、
一
九
九
七
年
十
二
月
）
で
、「
長
太
郎
の
新
機
軸
の
一
つ
が
、
メ
タ
小
説
め
い
た
作
品
だ
っ
た
。［
中
略
］小
説
を
書
き
続
け
る
小
説
家
を
書
き
、小
説
が
成
り
立
つ
過
程
を
も
ま
た
小
説
化
し
た
。
遠
く
か
ら
訪
ね
て
来
る
女
性
フ
ァ
ン
や
町
の
女
給
や
芸
者
や
、
た
ま
に
出
か
け
る
抹
香
町
の
娼
婦
と
の
交
流
を
書
く
だ
け
で
終
ら
ず
、彼
女
ら
の
身
の
上
話
を
聞
き
書
き
風
に
作
品
化
す
る
こ
と
も
す
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
本
章
で
の
議
論
は
、
小
笠
原
の
こ
の
議
論
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
一
九
五
〇
年
代
に
量
産
さ
れ
た
川
崎
の
作
品
群
を
、
読
者
論
に
も
配
慮
し
た
上
で
、
よ
り
詳
細
に
分
析
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
。 
（
18
）
川
崎
長
太
郎
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
頃
、
中
間
小
説
の
読
者
は
莫
大
な
数
に
上
っ
た
。『
小
説
現
代
』
や
『
群
像
』
の
編
集
長
な
ど
を
務
め
た
大
村
彦
次
郎
は
『
文
壇
う
た
か
た
物
語
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
七
月
）
で
、
た
と
え
ば
『
小
説
新
潮
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 
 
「
小
説
新
潮
」
の
部
数
は
、
昭
和
二
十
五
年
頃
か
ら
十
万
部
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
、
創
刊
百
号
記
念
を
出
し
た
二
十
九
年
に
は
、
四
十
万
部
近
く
に
も
達
し
た
。
昭
和
二
十
年
代
は
ま
さ
に
〈「
小
説
新
潮
」
の
時
代
〉
と
い
っ
て
も
よ
い
。
テ
レ
ビ
の
な
い
時
代
で
も
あ
っ
た
か
ら
、「
小
説
新
潮
」
の
定
期
購
読
者
は
、
全
国
津
々
浦
々
に
ま
で
お
よ
ん
だ
。 
 
川
崎
長
太
郎
が
『
小
説
新
潮
』
や
『
別
冊
文
藝
春
秋
』
と
い
っ
た
「
中
間
小
説
雑
誌
」
で
対
峙
し
て
い
た
読
者
も
、
数
十
万
と
い
う
数
に
及
ん
で
い
た
。
川
崎
は
そ
う
し
た
媒
体
に
、
間
断
な
く
先
行
作
品
の
メ
タ
言
説
と
な
る
よ
う
な
作
品
を
発
表
し
続
け
た
の
で
あ
る
。 
（
19
）
た
と
え
ば
「
牢
固
た
る
私
小
説
家
の
川
崎
長
太
郎
氏
」（『
東
京
新
聞
』、
一
九
五
三
年
十
二
月
二
十
七
日
）
や
、
浅
見
淵
「
川
崎
長
太
郎
会
見
記
」（『
群
像
』、
一
九
五
六
年
十
一
月
）
な
ど
が
、
こ
の
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時
代
に
川
崎
の
も
と
を
訪
れ
た
訪
問
記
の
代
表
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
注
（
８
）
で
紹
介
し
た
川
崎
の
グ
ラ
ビ
ア
も
、
こ
う
し
た
訪
問
記
の
一
種
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 
（
20
）
大
野
亮
司
「
谷
崎
潤
一
郎
「
鍵
」
に
お
け
る
〝
読
者
〟
の
様
相
」（『
日
本
文
学
』、
二
〇
〇
三
年
一
月
）。 
（
21
）
石
川
達
三
「
生
き
て
い
る
悪
徳 
「
悪
の
愉
し
さ
」
へ
の
批
判
に
つ
い
て
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
四
年
二
月
二
十
二
日
）。 
（
22
）
大
野
亮
司
、
前
掲
論
文
、
注
（
20
）
を
参
照
。 
（
23
）
安
部
公
房
「
石
川
達
三
論
」（『
文
芸
』、
一
九
五
六
年
九
月
）。 
（
24
）
川
崎
長
太
郎
の
女
性
読
者
の
ひ
と
り
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、「
私
は
、
川
崎
長
太
郎
の
フ
ァ
ン
で
あ
る
」
と
公
言
し
て
い
た
白
洲
正
子
で
あ
る
。
あ
る
日
小
田
原
の
近
く
ま
で
や
っ
て
来
た
正
子
は
、「
小
田
原
、
小
田
原
、
さ
う
い
へ
ば
川
崎
長
太
郎
と
い
ふ
人
は
此
処
に
住
ん
で
ゐ
る
の
だ
ら
う
。
抹
香
町
、
―
こ
の
魅
力
あ
る
名
前
が
と
た
ん
に
む
ら
む
ら
と
私
を
占
領
し
て
し
ま
つ
た
」
と
書
き
記
し
て
い
る
。
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
川
崎
が
有
名
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、「
長
年
の
フ
ァ
ン
だ
つ
た
私
の
鼻
も
高
い
の
で
あ
る
」
と
正
子
は
喜
び
を
隠
さ
な
い
。
ち
な
み
に
正
子
は
、
川
崎
の
出
版
記
念
会
に
招
か
れ
て
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
際
に
、
あ
る
男
性
か
ら
「
小
説
家
が
、
精
進
し
て
ゐ
る
所
へ
見
物
し
に
行
く
と
は
何
事
か
。
芸
術
を
解
さ
ぬ
に
も
程
が
あ
る
」
と
叱
責
さ
れ
た
と
い
う
。
男
性
読
者
に
と
っ
て
の
川
崎
は
、
物
置
小
屋
で
精
進
す
る
私
小
説
の
求
道
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
私
小
説
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。 
（
25
）
福
田
恆
存
「
疑
似
イ
ン
テ
リ
批
判
」（『
新
潮
』、
一
九
五
六
年
十
月
）。
な
お
、
石
川
達
三
の
『
生
き
る
た
め
の
自
由
』（
新
潮
文
庫
、
一
九
八
一
年
四
月
）
に
収
録
さ
れ
た
「
解
説
」
で
久
保
田
正
文
が
、
「
自
由
の
問
題
は
著
者
に
と
っ
て
作
家
活
動
に
入
っ
た
初
期
か
ら
の
、
ほ
と
ん
ど
生
涯
の
テ
ー
マ
と
言
い
う
る
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
は
そ
の
エ
ッ
セ
イ
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
小
説
に
お
い
て
も
そ
の
問
題
に
ふ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
た
が
、「
自
由
」
を
め
ぐ
る
論
争
以
後
も
石
川
は
、
日
本
の
「
進
歩
発
展
」
と
い
う
「
目
的
」
の
た
め
に
は
「
自
由
」
を
「
統
制
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
持
論
を
展
開
し
続
け
た
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
石
川
の
「
自
由
」
観
は
、
戦
時
下
か
ら
戦
後
に
か
け
て
ほ
ぼ
一
貫
し
て
い
た
。
周
知
の
通
り
石
川
は
、「
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
」
で
戦
時
下
の
言
論
弾
圧
の
代
表
的
な
犠
牲
者
に
な
っ
た
が
、
す
で
に
戦
時
下
に
発
表
し
た
「
実
践
の
場
合
」（『
文
藝
』、
一
九
四
三
年
十
二
月
）
で
、「
私
は
、
小
説
と
い
ふ
も
の
が
す
べ
て
国
家
の
宣
伝
機
関
と
な
り
政
府
の
お
先
棒
を
か
つ
ぐ
こ
と
に
な
つ
て
も
構
は
な
い
と
思
ふ
」
と
書
い
て
い
た
。
だ
か
ら
石
川
に
と
っ
て
は
、
国
家
が
「
自
由
」
を
「
統
制
」
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
だ
っ
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た
の
で
あ
る
。「
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
」
の
筆
禍
事
件
、
及
び
戦
時
下
の
言
論
弾
圧
を
象
徴
す
る
横
浜
事
件
を
扱
っ
た
「
風
に
そ
よ
ぐ
葦
」
な
ど
の
効
用
で
、
や
や
も
す
る
と
石
川
を
、
言
論
の
自
由
を
擁
護
す
る
守
護
聖
人
と
み
な
す
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
石
川
が
、
日
本
と
い
う
国
家
に
抗
っ
て
、「
警
戒
せ
よ
！
諸
君
の
自
由
は
も
う
い
く
ら
も
起
こ
っ
て
い
な
い
の
だ
」（「
も
う
自
由
は
な
い
の
か
」、『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
二
年
三
月
十
日
）
な
ど
と
気
勢
を
上
げ
た
の
は
、
実
の
と
こ
ろ
「
風
に
そ
よ
ぐ
葦
」
を
連
載
し
て
い
た
時
期
の
前
後
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
一
時
期
を
除
い
て
石
川
は
、
終
生
一
貫
し
て
、
日
本
の
「
進
歩
発
展
」
と
い
う
「
目
的
」
に
は
「
自
由
」
を
「
統
制
」
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
続
け
た
の
で
あ
る
。 
（
26
）「
一
匹
と
九
十
九
匹
と
」
か
ら
の
引
用
は
、『
福
田
恆
存
評
論
集
』
第
一
巻
（
麗
澤
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）
に
拠
る
。 
（
27
）
丸
山
眞
男
「
松
田
道
雄
「
療
養
の
設
計
」」（『
図
書
』、
一
九
五
五
年
八
月
）。
た
だ
し
引
用
は
『
戦
中
と
戦
後
の
間
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
六
年
十
一
月
）
に
拠
る
。 
（
28
）「
今
年
の
新
聞
小
説
展
望
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
六
年
十
二
月
二
十
二
日
）。 
（
29
）
石
川
達
三
「
〝
人
間
の
壁
〟
を
終
っ
て
」（『
朝
日
新
聞
』、
一
九
五
九
年
四
月
十
四
日
）。 
（
30
）
桑
原
武
夫
「
松
本
清
張
全
集
35 
解
説
」（『
松
本
清
張
全
集
』
第
三
十
五
巻
所
収
、
文
藝
春
秋
、
一
九
七
二
年
七
月
）。 
（
31
）「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
か
ら
の
引
用
は
、『
松
本
清
張
全
集
』
第
三
十
五
巻
に
拠
る
。 
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第
四
章 
松
本
清
張
の
新
聞
小
説
第
一
作 
―
「
野
盗
伝
奇
」
論 
  
一 
「
乱
波
」
の
物
語 
 
新
聞
小
説
の
第
一
作
に
松
本
清
張
は
「
乱
波
」
の
物
語
を
選
ん
だ
。「
乱
波
」
と
は
何
か
。「
野
盗
伝
奇
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 
 
 
乱
波
と
文
字
で
書
い
て
、
ラ
ッ
パ
と
読
む
。
彼
ら
は
野
武
士
の
集
団
で
、
ど
の
大
名
に
も
属
さ
な
い
。
行
動
は
神
出
鬼
没
で
あ
る
。 
 
関
ヶ
原
の
戦
い
の
翌
年
、
ま
だ
「
戦
国
の
気
風
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
時
代
」
に
横
行
し
た
の
が
「
乱
波
」
だ
っ
た
。
大
名
に
雇
わ
れ
て
攪
乱
工
作
に
従
事
し
た
か
と
思
う
と
、
違
約
し
た
大
名
の
金
倉
に
忍
び
入
っ
て
取
り
分
を
勝
手
に
持
ち
去
る
こ
と
も
す
る
。
大
名
と
の
関
係
は
恩
義
を
媒
介
に
し
た
主
従
関
係
で
は
な
く
、
契
約
に
基
づ
い
た
一
対
一
の
関
係
で
あ
る
。「
乱
波
」
は
野
武
士
と
言
っ
て
も
、
浪
人
で
は
な
い
。
浪
人
は
、
仮
に
何
ら
か
の
理
由
で
主
家
か
ら
離
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
ま
た
次
の
「
抱
え
主
（
大
名
）」
を
探
そ
う
と
す
る
。
し
か
し
「
乱
波
」
は
そ
う
で
は
な
い
。「
は
じ
め
か
ら
抱
え
主
を
持
た
な
い
。
そ
の
代
わ
り
お
互
い
が
集
団
を
つ
く
っ
て
、
自
力
で
こ
の
世
を
押
し
渡
っ
て
行
こ
う
」
と
す
る
「
乱
波
」
は
、「
山
野
を
獣
の
よ
う
に
駆
け
、
巷
を
火
の
よ
う
に
掠
め
る
野
武
士
の
集
団
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
信
州
高
島
藩
諏
訪
因
幡
守
頼
水
に
仕
え
る
若
侍
・
秋
月
伊
助
は
、
美
し
い
こ
と
で
藩
内
で
も
評
判
の
家
老
の
娘
・
美
世
が
い
ず
れ
自
分
の
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
と
、
同
輩
の
前
で
宣
言
し
て
し
ま
う
。
早
速
、
家
老
・
千
野
兵
部
の
も
と
を
訪
れ
た
秋
月
は
、
頼
水
の
家
中
の
厄
介
者
、
強
力
な
勢
力
を
持
ち
反
逆
の
隙
を
窺
っ
て
い
た
江
良
丹
後
を
一
人
で
討
っ
た
ら
、
褒
美
と
し
て
美
世
を
「
貰
い
う
け
る
」
約
束
を
取
り
付
け
る
。
し
か
し
約
束
通
り
に
江
良
を
討
ち
、
千
野
の
家
を
訪
れ
た
秋
月
に
対
し
、
美
世
の
父
は
秋
月
と
の
約
束
を
反
故
に
す
る
と
通
告
す
る
。
怒
っ
た
秋
月
は
千
野
兵
部
の
寝
室
に
忍
び
込
む
が
、
か
え
っ
て
追
わ
れ
る
身
と
な
っ
て
し
ま
う
。
秋
月
は
諏
訪
藩
の
藩
士
に
囲
ま
れ
る
。
万
事
休
す
。
そ
の
窮
地
を
救
っ
た
の
が
謎
の
集
団
、
実
は
「
乱
波
」
の
雲
切
組
だ
っ
た
。 
な
か
な
か
正
体
を
明
か
さ
な
い
徒
党
に
対
し
、「
こ
の
先
、
何
が
起
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
未
知
へ
の
魅
力
」
を
感
じ
た
秋
月
は
、
誘
わ
れ
る
ま
ま
彼
ら
に
付
い
て
い
く
。
金
沢
峠
を
越
え
、
長
畑
山
や
駒
ヶ
岳
の
稜
線
を
臨
み
つ
つ
、「
益
々
人
里
か
ら
離
れ
、
深
山
幽
谷
」
へ
と
突
き
進
ん
で
い
く
。
深
い
樹
林
を
潜
り
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抜
け
た
と
こ
ろ
に
峠
が
あ
り
、
そ
の
下
に
盆
地
が
あ
っ
た
。 
 
峠
の
下
に
は
盆
地
が
あ
る
。
盆
地
を
取
囲
ん
で
、
山
の
波
が
積
み
重
な
っ
て
、
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
の
だ
が
、
伊
助
は
そ
の
盆
地
を
見
下
し
て
愕
い
た
。 
こ
の
よ
う
な
深
山
に
、
部
落
が
か
た
ま
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。
石
を
の
せ
た
屋
根
が
、
や
わ
ら
か
い
早
春
の
陽
を
浴
び
て
、
あ
っ
ち
に
も
こ
っ
ち
に
も
散
在
し
て
い
る
。 
 
特
定
の
大
名
と
主
従
関
係
を
結
ば
な
い
「
乱
波
」
の
集
団
で
あ
る
雲
切
組
は
、
こ
う
し
た
人
里
離
れ
た
「
深
山
幽
谷
」
で
、
独
自
の
首
領
を
担
ぎ
上
げ
て
共
同
生
活
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。 
高
貴
な
姫
を
め
ぐ
る
争
闘
、
正
体
を
は
ぐ
ら
か
し
続
け
る
「
乱
波
」
の
登
場
、
聳
え
立
つ
山
々
と
深
い
森
の
描
写
、
そ
し
て
眼
前
に
広
が
る
人
里
離
れ
た
「
乱
波
」
の
集
落
。
ア
ウ
ト
ロ
ー
と
な
っ
た
秋
月
伊
助
に
導
か
れ
る
よ
う
に
し
て
、
読
者
は
「
野
盗
伝
奇
」
の
〝
伝
奇
〟
に
充
ち
満
ち
た
世
界
へ
と
誘
わ
れ
る
。
「
野
盗
伝
奇
」
の
連
載
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
松
本
清
張
は
「
小
説
は
何
よ
り
も
面
白
く
な
く
て
は
な
ら
な
い
」（
１
）
と
書
い
て
い
た
が
、
伝
奇
小
説
に
必
要
な
要
素
を
充
填
し
た
「
野
盗
伝
奇
」
に
は
、
新
聞
小
説
の
第
一
作
を
「
面
白
い
」
小
説
に
仕
立
て
上
げ
よ
う
と
す
る
清
張
の
意
気
込
み
を
、
充
分
す
ぎ
る
ほ
ど
に
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
藩
か
ら
追
わ
れ
る
身
と
な
っ
た
秋
月
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
藩
へ
の
復
讐
を
企
て
る
の
だ
が
、
そ
う
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
、
清
張
が
手
が
け
た
時
代
小
説
の
一
貫
し
た
テ
ー
マ
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
「
逃
亡
と
報
復
の
二
重
奏
」（
２
）
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
ま
た
、
司
馬
遼
太
郎
の
「
梟
の
城
」（『
中
外
日
報
』、
一
九
五
八
年
四
月
～
五
九
年
二
月
）
や
、
山
田
風
太
郎
の
忍
法
帖
も
の
に
よ
っ
て
招
来
さ
れ
る「
戦
後
の
忍
者
小
説
ブ
ー
ム
」（
３
）の
先
駆
け
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
前
章
の
末
尾
で
引
用
し
た
、
桑
原
武
夫
が
指
摘
し
た
清
張
終
生
の
テ
ー
マ
も
「
野
盗
伝
奇
」
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
秋
月
伊
助
と
い
う
「
疎
外
さ
れ
た
も
の
の
存
在
の
底
か
ら
に
じ
み
出
た
意
地
」（
４
）
は
、「
野
盗
伝
奇
」
の
物
語
を
駆
動
す
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
支
配
の
網
の
目
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
「
失
意
落
魄
」
を
懐
く
者
ど
も
を
中
心
に
据
え
た
「
野
盗
伝
奇
」
は
、
以
後
「
無
宿
人
別
帳
」（『
オ
ー
ル
読
物
』、
一
九
五
七
年
九
月
～
五
八
年
八
月
）
な
ど
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
、
あ
ま
り
に
も
清
張
ら
し
い
時
代
小
説
だ
っ
た
。 
し
か
し
な
が
ら
記
念
す
べ
き
新
聞
小
説
第
一
作
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清
張
の
輝
か
し
い
作
品
群
の
中
で
、「
野
盗
伝
奇
」
が
注
目
を
集
め
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
清
張
の
時
代
小
説
を
扱
っ
た
論
考
や
著
作
に
お
い
て
も
、言
及
さ
れ
る
こ
と
さ
え
稀
で
あ
る
。唯
一
の
本
格
的
な
先
行
研
究
と
言
え
ば
、
文
庫
版
『
野
盗
伝
奇
』（
中
公
文
庫
、
一
九
七
四
年
四
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
尾
崎
秀
樹
の
解
説
く
ら
い
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で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
松
本
清
張
全
集
』
全
六
十
六
巻
（
文
藝
春
秋
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
尾
崎
秀
樹
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
伝
奇
小
説
の
お
も
し
ろ
み
を
伝
え
る
作
品
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
推
理
小
説
の
分
野
で
新
し
い
時
代
を
切
り
開
く
以
前
の
清
張
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
作
品
で
も
あ
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
「
野
盗
伝
奇
」
は
看
過
さ
れ
て
き
た
の
か
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
「
野
盗
伝
奇
」
が
、「
乱
波
」
と
同
じ
よ
う
に
捕
ま
え
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
作
品
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。 
  
二 
「
野
盗
伝
奇
」
を
追
い
か
け
て 
 
『
松
本
清
張
全
集
』
第
六
十
六
巻
（
文
藝
春
秋
、
一
九
九
六
年
三
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
年
譜
」
は
、
清
張
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
の
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
く
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
の
項
に
、
も
ち
ろ
ん
「
野
盗
伝
奇
」
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。 
 
野
盗
伝
奇
（
共
同
通
信
扱
い
・
西
日
本
ス
ポ
ー
ツ
他
５
・
17
～
９
・
９
） 
 
む
ろ
ん
、
こ
の
デ
ー
タ
は
十
分
で
は
な
い
。「
他
」
と
い
う
文
字
の
内
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。「
野
盗
伝
奇
」
を
掲
載
し
た
の
は
、『
西
日
本
ス
ポ
ー
ツ
』
以
外
の
何
と
い
う
新
聞
だ
っ
た
の
か
。
初
出
紙
が
判
明
し
な
い
こ
と
に
は
、
新
聞
小
説
と
し
て
連
載
さ
れ
た
「
野
盗
伝
奇
」
を
ど
の
よ
う
な
読
者
が
読
ん
だ
の
か
も
わ
か
ら
ず
じ
ま
い
だ
。 
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
年
譜
」
と
並
ん
で
、
清
張
研
究
の
基
礎
的
な
文
献
と
さ
れ
る
『
松
本
清
張
事
典 
増
補
版
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）
を
見
て
も
、
そ
れ
は
同
じ
だ
。「
野
盗
伝
奇
」
の
項
に
は
、
や
は
り
「
共
同
通
信
配
信
。
地
方
紙
連
載
。
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
六
五
マ
マ
）
五
月
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
唯
一
の
先
行
研
究
と
も
言
う
べ
き
尾
崎
秀
樹
の
「
解
説
」
で
も
、「
昭
和
三
十
一
年
か
ら
翌
年
二
月
へ
か
け
て
、
共
同
通
信
を
と
お
し
地
方
紙
に
連
載
さ
れ
た
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
「
野
盗
伝
奇
」
に
多
少
な
り
と
も
言
及
す
る
論
考
は
全
て
、「
共
同
通
信
扱
い
・
西
日
本
ス
ポ
ー
ツ
他
」
と
い
う
情
報
を
踏
襲
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。 
こ
う
し
た
事
態
は
、
文
学
研
究
者
の
松
本
清
張
へ
の
無
関
心
を
端
的
に
示
し
て
い
よ
う
。
夏
目
漱
石
や
芥
川
龍
之
介
と
い
っ
た
文
学
史
的
な
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
に
つ
い
て
は
微
に
入
り
細
を
穿
っ
て
調
べ
上
げ
て
も
、
清
張
に
つ
い
て
は
そ
ん
な
調
査
は
必
要
な
い
と
い
う
わ
け
だ
。
し
か
し
、
清
張
は
読
者
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
創
作
し
た
作
家
だ
っ
た
。
そ
の
姿
勢
は
、
清
張
が
愛
し
た
菊
池
寛
に
連
な
る
も
の
だ
。
序
章
で
も
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引
用
し
た
が
、『
形
影 
菊
池
寛
と
佐
佐
木
茂
索
』
で
清
張
は
、「
菊
池
は
ど
の
作
品
に
も
全
力
を
傾
け
た
が
、
は
じ
め
て
新
聞
小
説
を
書
く
と
き
も
、
た
と
え
通
俗
小
説
で
も
真
剣
に
書
け
ば
、
芸
術
的
に
も
価
値
が
な
い
こ
と
は
な
い
と
考
え
た
」（
５
）
と
述
べ
て
い
た
。
清
張
は
菊
池
寛
の
こ
と
を
言
い
な
が
ら
、
実
は
自
ら
を
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
新
聞
小
説
第
一
作
を
発
表
す
る
に
あ
た
っ
て
、
清
張
は
「
作
者
が
読
者
を
ヘ
タ
に
面
白
が
ら
せ
よ
う
と
し
て
書
く
こ
と
は
禁
物
で
あ
る
。
そ
う
い
う
種
類
の
小
説
が
結
局
面
白
く
な
い
こ
と
は
、
い
ま
ま
で
ぼ
く
が
読
者
の
側
に
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
た
。（
６
）
清
張
が
嫌
悪
し
た
の
は
作
者
の
自
己
満
足
に
堕
し
た
作
品
だ
っ
た
。
清
張
は
読
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
小
説
を
「
真
剣
」
に
創
り
上
げ
よ
う
と
し
た
。
だ
か
ら
清
張
の
こ
と
を
考
え
よ
う
と
す
る
の
な
ら
、
清
張
が
想
定
し
た
読
者
を
少
し
で
も
頭
に
入
れ
て
お
く
こ
と
は
必
要
な
は
ず
だ
。そ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
初
出
紙
を
、「
西
日
本
ス
ポ
ー
ツ
他
」の「
他
」
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。 
 
と
は
い
え
、
戦
後
に
発
表
さ
れ
た
新
聞
小
説
の
調
査
は
、
思
い
の
外
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。『
朝
日
新
聞
』
や
『
読
売
新
聞
』
や
『
毎
日
新
聞
』
と
い
っ
た
全
国
紙
で
あ
る
の
な
ら
、
縮
刷
版
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
完
備
さ
れ
て
い
る
し
、
新
聞
小
説
に
つ
い
て
の
記
述
も
含
ま
れ
る
社
史
も
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
の
面
倒
は
な
い
。
だ
が
地
方
紙
と
な
る
と
、
そ
う
は
い
か
な
い
。
縮
刷
版
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
社
史
す
ら
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
。
戦
後
は
、
さ
ほ
ど
古
い
歴
史
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
容
易
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
実
の
山
で
あ
る
。「
野
盗
伝
奇
」
の
初
出
紙
も
、
そ
う
し
た
困
難
な
事
例
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
が
、以
下
の
調
査
方
法
を
用
い
、「
野
盗
伝
奇
」の
初
出
紙
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 
ま
ず
初
出
等
の
確
認
を
す
る
際
に
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
る
『
文
芸
年
鑑
』
の
昭
和
三
二
年
度
版
（
新
潮
社
、
一
九
五
七
年
六
月
）
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
文
学
資
料
」
の
「
主
要
新
聞
」
の
箇
所
に
、
共
同
通
信
が
配
信
し
た
夕
刊
小
説
と
し
て
「
野
盗
伝
奇
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。
作
者
「
松
本
清
彦
マ
マ
」
の
横
に
「
え 
岡
本
爽
太
」と
挿
絵
画
家
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。清
張
の
名
前
が
間
違
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
一
九
五
一
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ば
か
り
で
あ
る
、
当
時
の
清
張
の
作
家
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
五
月
十
六
日
か
ら
九
月
九
日
ま
で
一
一
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
共
同
通
信
か
ら
ど
の
新
聞
に
配
信
さ
れ
た
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。 
新
聞
小
説
研
究
の
バ
イ
ブ
ル
と
も
い
う
べ
き
高
木
健
夫
の
『
新
聞
小
説
史
年
表
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
五
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
一
九
五
五
年
ま
で
で
あ
る
。
ま
た
そ
も
そ
も
『
新
聞
小
説
史
年
表
』
で
は
、
地
方
紙
に
掲
載
さ
れ
た
小
説
は
網
羅
さ
れ
て
い
な
い
。『
現
代
新
聞
小
説
事
典
』（
長
谷
川
泉
・
武
田
勝
彦
編
、
至
文
堂
、
一
九
七
七
年
十
二
月
）
の
「
現
代
新
聞
小
説
一
覧
表
」
で
も
事
情
は
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同
じ
で
、
地
方
紙
に
掲
載
さ
れ
た
新
聞
小
説
は
基
本
的
に
割
愛
さ
れ
て
い
る
（『
北
海
道
新
聞
』『
中
部
日
本
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』
の
、
い
わ
ゆ
る
三
社
連
合
の
紙
面
で
連
載
さ
れ
た
新
聞
小
説
の
み
掲
載
）。
一
九
五
八
年
十
二
月
か
ら
六
一
年
九
月
ま
で
の
期
間
で
あ
る
な
ら
ば
、
マ
ス
コ
ミ
研
究
所
が
発
行
し
て
い
た
『
月
刊
全
国
新
聞
小
説
一
覧
』
を
見
れ
ば
、
地
方
紙
も
含
め
て
ど
の
新
聞
に
ど
の
よ
う
な
新
聞
小
説
が
連
載
さ
れ
て
い
た
か
を
、
あ
る
程
度
調
べ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
だ
が
一
九
五
一
年
五
月
か
ら
連
載
が
始
ま
っ
た
「
野
盗
伝
奇
」
の
場
合
は
、
そ
う
し
た
簡
便
な
資
料
は
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。
配
信
元
で
あ
る
共
同
通
信
に
手
が
か
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、『
共
同
通
信
十
五
年
の
歩
み
』（
共
同
通
信
社
、
一
九
六
一
年
七
月
）
と
『
共
同
通
信
社
三
十
五
年
』（
共
同
通
信
社
、
一
九
八
一
年
十
月
）
を
確
認
し
た
が
、
共
同
通
信
が
配
信
し
た
新
聞
小
説
に
つ
い
て
の
記
載
は
一
切
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。 
そ
こ
で
『
日
本
新
聞
年
鑑
』
の
一
九
五
七
年
度
版
（
日
本
新
聞
協
会
）
を
見
た
と
こ
ろ
、「
新
聞
小
説
」
の
一
覧
に
、「
〇
野
盗
伝
奇 
松
本
清
張
、
岡
本
爽
太
、
中
経
、
福
井
（
夕
）」
と
の
記
載
を
発
見
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
野
盗
伝
奇
」
は
『
中
部
経
済
新
聞
』
と
『
福
井
新
聞
』
夕
刊
に
連
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
だ
が
、
こ
こ
に
は
『
西
日
本
ス
ポ
ー
ツ
』
の
名
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
『
新
聞
年
鑑
』
の
記
載
も
十
分
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
内
外
新
聞
資
料 
一
九
五
六
年
度
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
六
年
五
月
の
時
点
で
日
本
で
発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
は
、
少
な
く
と
も
一
〇
四
紙
に
上
る
（
新
聞
社
は
一
〇
〇
社
）。
こ
れ
だ
け
新
聞
が
発
行
さ
れ
て
い
た
の
な
ら
、「
野
盗
伝
奇
」
を
連
載
し
た
新
聞
が
、
判
明
し
た
三
紙
以
外
に
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。『
新
聞
協
会
報
』
も
確
認
し
た
が
、
た
と
え
ば
一
九
五
七
年
九
月
九
日
に
「
現
代
物
が
増
え
る 
会
員
紙
の
連
載
小
説
一
覧
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
「
共
同
ま
た
は
通
信
社
の
提
供
に
よ
り
、
ま
た
数
社
の
連
盟
に
よ
っ
て
契
約
し
た
も
の
で
、
同
じ
も
の
が
四
紙
以
上
に
の
っ
て
い
る
」
作
品
を
紹
介
し
て
い
た
が
、
そ
こ
に
「
野
盗
伝
奇
」
の
名
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 
以
上
の
調
査
か
ら
、
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
「
野
盗
伝
奇
」
の
初
出
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
 
『
西
日
本
ス
ポ
ー
ツ
』 
「
つ
ぎ
の
連
載
小
説
」（
一
九
五
六
年
五
月
十
日
） 
一
九
五
六
年
五
月
十
七
日
～
九
月
九
日
ま
で
一
一
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載 
『
中
部
経
済
新
聞
』 
「
次
の
連
載
小
説
」（
一
九
五
六
年
七
月
九
日
） 
一
九
五
六
年
七
月
十
五
日
～
一
一
月
七
日
ま
で
一
一
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載 
『
福
井
新
聞
』（
夕
刊
） 
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「
つ
ぎ
の
連
載
小
説
」（
一
九
五
六
年
一
〇
月
三
日
） 
一
九
五
六
年
一
〇
月
一
〇
日
～
一
九
五
七
年
二
月
三
日
ま
で
一
一
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載 
 
「
野
盗
伝
奇
」
の
連
載
前
か
ら
連
載
後
に
至
る
ま
で
、『
西
日
本
ス
ポ
ー
ツ
』、『
中
部
経
済
新
聞
』、『
福
井
新
聞
』
三
紙
に
「
野
盗
伝
奇
」
に
つ
い
て
の
記
事
が
な
い
か
確
認
し
た
が
、
読
者
欄
に
相
当
す
る
欄
も
な
く
、「
野
盗
伝
奇
」
が
読
者
に
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
た
の
か
は
、
わ
か
ら
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
。 
  
三 
新
聞
小
説
と
し
て
の
「
野
盗
伝
奇
」 
 
「
野
盗
伝
奇
」
は
新
聞
の
連
載
が
終
了
し
た
後
、
一
九
五
七
年
四
月
に
光
風
社
か
ら
単
行
本
『
野
盗
伝
奇
』
と
し
て
上
梓
さ
れ
、
そ
の
後
一
九
五
九
年
四
月
に
光
書
房
版
、
一
九
七
四
年
四
月
に
は
中
公
文
庫
版
が
刊
行
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
（
７
）。
単
行
本
及
び
文
庫
本
は
、
光
風
社
版
『
野
盗
伝
奇
』
の
本
文
を
踏
襲
し
て
い
る
。
で
は
、
新
聞
に
連
載
さ
れ
て
い
た
「
野
盗
伝
奇
」
は
、『
野
盗
伝
奇
』
と
い
う
書
物
に
ま
と
め
ら
れ
る
に
際
し
て
、
ど
の
程
度
の
改
稿
が
施
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
高
田
宏
之
は
「
新
聞
小
説
の
単
行
本
化
」
で
、「
連
載
し
た
原
稿
に
手
を
加
え
る
こ
と
は
常
識
に
な
っ
て
い
る
」（
８
）
と
述
べ
て
い
る
。
新
聞
小
説
は
一
回
三
枚
ほ
ど
で
ま
と
め
な
く
て
は
な
ら
ず
、
日
々
分
載
さ
れ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
全
体
と
し
て
の
ま
と
ま
り
や
脈
絡
に
齟
齬
が
生
じ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
そ
の
よ
う
な
部
分
に
手
を
入
れ
て
出
版
す
る
の
は
作
家
と
し
て
当
然
の
行
為
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
部
第
二
章
で
詳
述
す
る
が
、
清
張
自
身
も
、
む
ろ
ん
新
聞
小
説
を
単
行
本
化
す
る
に
際
し
て
、
し
ば
し
ば
手
を
加
え
た
。 
同
じ
物
語
内
容
で
あ
っ
て
も
、
新
聞
に
連
載
さ
れ
る
小
説
を
読
む
行
為
と
単
行
本
で
小
説
を
読
む
行
為
は
、似
て
非
な
る
も
の
だ
。毎
日
三
枚
ず
つ
を
断
続
的
に
消
費
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
新
聞
の
読
者
と
、
好
き
な
よ
う
に
読
む
こ
と
が
可
能
な
書
物
に
お
け
る
読
者
と
は
、
決
し
て
同
じ
存
在
で
は
な
い
。
一
九
五
八
年
二
月
に
光
文
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
点
と
線
』（
初
出
・『
旅
』、
一
九
五
七
年
二
月
～
五
八
年
一
月
）
と
『
眼
の
壁
』（
初
出
・『
週
刊
読
売
』、
一
九
五
七
年
四
月
十
四
日
～
十
二
月
二
十
九
日
）
が
社
会
派
推
理
小
説
ブ
ー
ム
を
引
き
起
こ
し
、
誰
も
が
認
め
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
な
っ
た
清
張
は
、
そ
の
こ
と
を
と
て
も
よ
く
理
解
し
て
い
た
。
だ
か
ら
清
張
は
、
ど
ん
な
に
多
忙
を
極
め
て
も
、
読
者
の
こ
と
を
考
え
て
、
新
聞
小
説
と
そ
の
他
の
媒
体
に
掲
載
さ
れ
る
作
品
、
雑
誌
掲
載
の
作
品
、
週
刊
誌
に
掲
載
さ
れ
る
作
品
、
そ
し
て
書
物
と
し
て
上
梓
さ
れ
る
作
品
を
書
き
分
け
よ
う
と
し
て
い
た
。 
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し
か
し
「
野
盗
伝
奇
」
に
取
り
か
か
ろ
う
と
し
て
い
た
清
張
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
・
松
本
清
張
に
は
ま
だ
な
っ
て
い
な
い
。
一
九
五
三
年
に
「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」（『
三
田
文
学
』、
一
九
五
二
年
九
月
）
で
芥
川
賞
を
取
っ
た
と
は
い
え
、
作
家
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
新
人
作
家
の
ひ
と
り
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
す
で
に
序
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
清
張
に
と
っ
て
、
新
聞
小
説
と
い
う
舞
台
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
機
会
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
荒
正
人
が
『
現
代
の
英
雄 
小
説
家
』（
光
文
社
、
一
九
五
七
年
六
月
）
で
書
い
て
い
た
よ
う
に
、「
新
聞
小
説
の
常
連
」
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
こ
そ
が
、「
現
代
の
英
雄
」
と
も
言
う
べ
き
「
流
行
作
家
」
に
な
る
た
め
の
必
須
の
条
件
だ
っ
た
か
ら
だ
。「
野
盗
伝
奇
」
は
、
清
張
が
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
王
者
」（
荒
正
人
）
と
な
っ
て
い
く
た
め
の
と
て
も
大
切
な
第
一
歩
だ
っ
た
。
清
張
が
緊
張
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。 
新
聞
に
連
載
さ
れ
て
い
た
時
の
「
野
盗
伝
奇
」
と
、
単
行
本
『
野
盗
伝
奇
』
を
校
合
し
て
驚
か
さ
れ
た
の
は
、
両
者
の
間
に
ほ
と
ん
ど
異
同
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
黒
い
風
土
」
や
「
砂
の
器
」
の
新
聞
連
載
時
の
本
文
を
見
る
と
一
目
瞭
然
な
の
だ
が
、
清
張
は
新
聞
を
手
に
取
っ
て
、
新
聞
小
説
を
読
も
う
と
す
る
読
者
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
を
、
頻
繁
に
本
文
に
差
し
挟
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
冒
頭
部
に
し
ば
し
ば
置
か
れ
る
〝
前
回
の
○
〇
〇
の
場
面
の
続
き
〟
、
あ
る
い
は
〝×
×
×
の
告
白
の
続
き
〟
と
い
っ
た
一
文
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
新
聞
の
読
者
が
、
新
聞
小
説
を
読
む
余
裕
を
毎
日
持
っ
て
い
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
忙
し
く
て
前
日
の
連
載
が
読
め
な
か
っ
た
り
、
前
回
の
内
容
を
失
念
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
読
者
も
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
新
聞
連
載
時
に
お
い
て
、
読
者
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
清
張
は
、
前
回
と
の
繋
が
り
を
明
示
す
る
一
文
を
出
来
る
限
り
書
き
記
そ
う
と
す
る
。そ
し
て
単
行
本
化
す
る
時
に
は
、
そ
う
し
た
一
文
を
こ
と
ご
と
く
削
っ
て
い
く
。
一
気
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
消
費
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
単
行
本
の
読
者
に
と
っ
て
、そ
れ
ら
は
物
語
へ
の
熱
中
を
阻
害
す
る
夾
雑
物
に
し
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
新
聞
連
載
時
の
「
野
盗
伝
奇
」
に
は
、
そ
う
し
た
単
行
本
化
さ
れ
る
際
に
は
削
除
さ
れ
て
当
然
の
、
新
聞
小
説
の
読
者
に
の
み
向
け
ら
れ
た
ち
ょ
っ
と
し
た
言
辞
す
ら
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。新
聞
連
載
時
の「
野
盗
伝
奇
」
と
単
行
本
『
野
盗
伝
奇
』
の
異
同
は
、
若
干
の
語
句
の
訂
正
に
留
ま
っ
て
い
た
。（
９
）
新
聞
小
説
「
野
盗
伝
奇
」
と
単
行
本
『
野
盗
伝
奇
』
の
間
に
差
異
は
な
い
。
両
者
が
同
じ
テ
キ
ス
ト
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。 
お
そ
ら
く
新
聞
小
説
第
一
作
に
臨
む
に
あ
た
り
、
清
張
は
「
野
盗
伝
奇
」
を
あ
ら
か
じ
め
書
き
溜
め
て
お
い
た
の
だ
ろ
う
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
に
な
っ
た
後
、
清
張
は
「
執
筆
量
の
限
界
を
試
し
て
み
よ
う
」
と
考
え
、
尋
常
で
は
な
い
量
の
原
稿
を
抱
え
込
ん
だ
。（
10
）
そ
う
し
た
時
期
の
清
張
に
、
新
聞
小
説
を
書
き
溜
め
て
お
く
余
裕
は
な
い
。
日
々
原
稿
用
紙
三
枚
を
書
き
続
け
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
だ
が
「
野
盗
伝
奇
」
を
書
こ
う
と
し
て
い
た
清
張
に
は
、
そ
の
ゆ
と
り
が
あ
る
。
し
か
も
「
野
盗
伝
奇
」
は
、
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今
後
の
作
家
人
生
を
左
右
し
か
ね
な
い
新
聞
小
説
第
一
作
で
あ
る
。
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
う
考
え
た
清
張
が
、
書
き
下
ろ
し
長
篇
小
説
を
書
く
よ
う
に
し
て
「
野
盗
伝
奇
」
を
書
い
て
い
た
と
し
て
も
、
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
だ
が
そ
う
し
た
執
筆
姿
勢
が
、
新
聞
小
説
と
し
て
「
野
盗
伝
奇
」
が
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
所
以
を
形
作
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
た
と
え
ば
亀
井
勝
一
郎
は
「
新
聞
小
説
に
つ
い
て
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
三
年
十
一
月
十
五
日
）
で
、
谷
崎
潤
一
郎
の
新
聞
小
説
「
少
将
滋
幹
の
母
」（『
毎
日
新
聞
』、
一
九
四
九
年
十
一
月
十
六
日
～
五
〇
年
二
月
九
日
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 
 
 
か
つ
て
谷
崎
潤
一
郎
氏
が
「
少
将
滋
幹
の
母
」
を
毎
日
新
聞
に
連
載
し
た
と
き
私
は
数
回
読
ん
だ
き
り
、
あ
と
は
退
屈
し
て
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
し
て
も
つ
い
て
行
け
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
単
行
本
で
読
ん
で
み
る
と
、
こ
れ
は
谷
崎
文
学
の
傑
作
で
、
お
そ
ら
く
現
代
文
学
史
上
の
作
品
と
し
て
後
世
に
残
る
だ
ろ
う
と
は
な
は
だ
感
銘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
場
合
は
、
新
聞
小
説
と
し
て
は
、
落
第
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 
 
「
少
将
滋
幹
の
母
」
が
『
毎
日
新
聞
』
の
朝
刊
に
連
載
さ
れ
て
い
た
と
き
、
友
人
の
津
島
寿
一
が
谷
崎
に
会
っ
た
際
、「
近
ご
ろ
は
、
原
稿
の
方
で
忙
し
い
だ
ろ
う
」
と
話
し
か
け
る
と
、
谷
崎
は
「
あ
の
小
説
は
全
部
脱
稿
し
て
お
る
か
ら
、
現
在
は
却
っ
て
暇
の
方
だ
」
と
答
え
た
と
い
う
。（
11
）
谷
崎
は
新
聞
の
連
載
が
始
ま
る
前
に
「
少
将
滋
幹
の
母
」
を
書
き
下
ろ
し
て
い
た
。
谷
崎
が
重
視
し
た
の
は
書
物
と
し
て
の
作
品
で
あ
り
、
新
聞
の
連
載
は
作
品
を
発
表
す
る
た
め
の
方
便
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
醸
成
さ
れ
る
芸
術
的
な
文
学
作
品
と
、
小
説
全
体
の
面
白
さ
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
も
、
一
回
ご
と
の
面
白
さ
も
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
聞
小
説
は
異
な
る
。亀
井
勝
一
郎
が「
少
将
滋
幹
の
母
」
を
、
新
聞
小
説
と
し
て
は
「
落
第
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
断
じ
た
所
以
で
あ
る
。
文
学
界
の
重
鎮
で
あ
り
、「
少
将
滋
幹
の
母
」
の
連
載
と
時
を
同
じ
く
し
て
文
化
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
谷
崎
は
、
そ
う
し
た
事
情
を
全
て
承
知
し
た
上
で
、「
少
将
滋
幹
の
母
」
を
書
き
下
ろ
し
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
清
張
は
、
デ
ビ
ュ
ー
し
て
間
も
な
い
新
人
作
家
だ
。
新
聞
小
説
も
未
経
験
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
新
聞
小
説
と
、
書
き
下
ろ
し
の
長
篇
小
説
の
差
異
な
ど
気
に
か
け
る
余
裕
も
な
く
、「
野
盗
伝
奇
」
を
前
も
っ
て
書
き
上
げ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
少
将
滋
幹
の
母
」
が
亀
井
の
い
う
よ
う
に
、
果
た
し
て
本
当
に
新
聞
小
説
と
し
て
は
「
落
第
」
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
結
果
と
し
て
「
野
盗
伝
奇
」
は
新
聞
小
説
と
し
て
、
目
立
っ
た
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。 
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四 
新
聞
小
説
の
読
者
に
と
っ
て
の
松
本
清
張 
  
こ
こ
で
、
新
聞
小
説
の
読
者
に
と
っ
て
「
野
盗
伝
奇
」
前
後
の
松
本
清
張
が
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
か
、
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
新
聞
小
説
第
一
作
で
あ
る
「
野
盗
伝
奇
」
は
、
新
聞
小
説
の
読
者
に
ど
う
い
っ
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
残
し
た
の
だ
ろ
う
か
。 
戦
前
か
ら
『
国
民
新
聞
』
な
ど
で
記
者
を
務
め
、
戦
後
も
『
読
売
新
聞
』
で
論
説
委
員
な
ど
を
歴
任
し
た
高
木
健
夫
は
、
ま
た
『
新
聞
小
説
史
』（
12
）
の
作
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
そ
の
高
木
が
書
い
た
『
新
聞
小
説
史
稿
』
第
一
巻
（
三
友
社
、
一
九
六
四
年
四
月
）
の
「
第
二
部 
資
料
」
篇
に
収
録
さ
れ
た
「
読
者
調
査
に
み
る
新
聞
小
説
の
読
ま
れ
方
」
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
新
聞
小
説
の
読
者
を
考
え
る
上
で
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
以
下
、『
新
聞
小
説
史
稿
』
に
収
録
さ
れ
た
六
回
分
の
「
読
者
調
査
」
に
拠
り
な
が
ら
、
新
聞
小
説
の
読
者
に
と
っ
て
の
松
本
清
張
像
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 
高
木
が
『
新
聞
小
説
史
稿
』
で
紹
介
し
て
い
る
新
聞
小
説
の
「
読
者
調
査
」
の
う
ち
、
四
回
分
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
野
盗
伝
奇
」
前
後
の
新
聞
小
説
を
概
観
す
る
た
め
に
も
、
煩
を
厭
わ
ず
「
読
者
調
査
」
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 
 
① 
一
九
五
〇
年
十
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
、
読
売
新
聞
読
者
調
査
（
東
京
、
群
馬
） 
② 
一
九
五
一
年
九
月
二
十
九
日
、
読
売
新
聞
一
般
読
者
調
査
報
告
（
東
京
、
福
島
、
埼
玉
） 
③ 
一
九
五
二
年
四
月
、
朝
日
新
聞
「
全
国
新
聞
購
読
者
調
査
」 
④ 
一
九
五
七
年
六
月
、
共
同
通
信
社
調
査
報
告 
 
清
張
が
デ
ビ
ュ
ー
す
る
以
前
に
実
施
さ
れ
た
①
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
清
張
の
名
前
は
登
場
し
な
い
。『
読
売
新
聞
』に
載
せ
て
ほ
し
い
小
説
家
と
し
て
は
、東
京
で
は
石
坂
洋
次
郎
と
吉
川
英
治
が
第
一
位
、
群
馬
で
は
吉
川
英
治
が
第
一
位
で
石
坂
洋
次
郎
が
第
二
位
だ
っ
た
。
こ
の
二
人
に
次
い
で
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
獅
子
文
六
、
大
佛
次
郎
、
石
川
達
三
、
谷
崎
潤
一
郎
、
川
口
松
太
郎
、
富
田
常
雄
、
吉
屋
信
子
・
佐
佐
木
邦
だ
っ
た
。
掲
載
し
て
も
ら
い
た
い
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
東
京
・
群
馬
と
も
に
第
一
位
が
家
庭
小
説
で
あ
り
、
東
京
で
は
ユ
ー
モ
ア
小
説
が
同
率
第
一
位
、
次
い
で
社
会
小
説
、
恋
愛
小
説
が
続
く
。
群
馬
で
は
同
率
一
位
に
社
会
小
説
が
選
ば
れ
、
第
二
位
以
下
は
ユ
ー
モ
ア
小
説
、
恋
愛
小
説
が
続
く
。
時
代
物
は
東
京
で
も
群
馬
で
も
全
体
の
二
〇
％
ほ
ど
の
読
者
し
か
希
望
し
て
お
ら
ず
、「
読
者
の
求
め
る
小
説
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
現
代
も
の
が
圧
倒
的
で
過
半
数
を
占
め
て
い
る
」と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
高
木
は
残
し
て
い
る
。
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探
偵
小
説
に
至
っ
て
は
、
東
京
で
六
・
四
％
、
群
馬
で
五
・
五
％
の
読
者
し
か
希
望
し
て
い
な
い
。 
一
九
五
一
年
九
月
に
実
施
さ
れ
た
②
で
は
、「
あ
な
た
は
新
聞
小
説
で
ど
ん
な
作
家
の
も
の
が
読
み
た
い
と
思
い
ま
す
か
」と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。一
位
が
吉
川
英
治（
四
四
・
五
％
）、
二
位
が
大
佛
次
郎
（
二
九
・
〇
％
）、
三
位
が
石
坂
洋
次
郎
（
二
六
・
八
％
）
で
あ
り
、
以
下
獅
子
文
六
、
谷
崎
潤
一
郎
、
石
川
達
三
が
続
く
。
む
ろ
ん
「
西
郷
札
」
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ば
か
り
の
清
張
の
名
前
は
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
な
い
。 
次
の
③
で
は
現
代
物
と
時
代
物
い
ず
れ
を
好
む
か
と
い
う
問
い
か
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
結
果
、
現
代
物
を
好
む
人
が
三
一
％
、
時
代
物
の
方
が
好
き
と
い
う
の
は
二
〇
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
調
査
を
実
施
し
た
『
朝
日
新
聞
』
だ
け
で
な
く
『
毎
日
新
聞
』
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
読
者
が
女
性
で
あ
る
場
合
は
、現
代
物
は
時
代
物
の
二
倍
ほ
ど
好
か
れ
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。 
共
同
通
信
社
が
「
新
聞
連
載
小
説
の
重
要
性
を
考
え
今
後
い
か
な
る
作
品
を
企
画
提
供
し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
読
者
が
希
望
す
る
作
者
や
題
材
を
全
国
主
要
新
聞
社
五
十
四
社
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
結
果
が
、
一
九
五
七
年
六
月
の
調
査
報
告
④
で
あ
る
。
ま
ず
希
望
す
る
題
材
で
は
、
現
代
物
と
時
代
物
そ
れ
ぞ
れ
で
ア
ン
ケ
ー
ト
が
な
さ
れ
て
お
り
、
現
代
物
と
時
代
物
い
ず
れ
を
好
む
の
か
と
い
う
点
は
不
明
で
あ
る
。
現
代
物
で
は
ユ
ー
モ
ア
小
説
を
希
望
す
る
者
が
最
も
多
く
、
次
い
で
恋
愛
小
説
、
家
庭
小
説
、
ス
リ
ラ
ー
小
説
が
続
く
。
時
代
物
で
は
剣
豪
小
説
が
一
位
で
、
歴
史
小
説
、
義
理
人
情
説
が
二
位
と
三
位
と
な
っ
て
い
る
。
希
望
す
る
作
者
で
は
、
現
代
物
・
時
代
物
共
通
で
は
舟
橋
聖
一
、
井
上
靖
、
富
田
常
雄
、
柴
田
錬
三
郎
、
川
口
松
太
郎
、
大
佛
次
郎
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
現
代
物
限
定
で
は
獅
子
文
六
、
石
坂
洋
次
郎
、
丹
羽
文
雄
、
石
川
達
三
、
源
氏
鶏
太
、
時
代
物
限
定
で
は
山
手
樹
一
郎
、
村
上
元
三
、
五
味
康
祐
と
い
っ
た
小
説
家
が
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。 
こ
の
④
の
調
査
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、
五
味
康
祐
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
清
張
が
「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
で
一
九
五
二
年
度
下
半
期
の
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
際
、
同
時
に
「
喪
神
」（『
新
潮
』、
一
九
五
二
年
一
二
月
）
で
受
賞
し
た
の
が
五
味
康
祐
だ
っ
た
。
そ
の
五
味
は
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
が
、
清
張
の
名
前
は
下
位
の
方
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
新
聞
小
説
の
読
者
の
関
心
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
の
清
張
は
五
味
康
祐
の
後
塵
を
拝
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 
だ
が
、
転
ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
な
い
の
が
松
本
清
張
で
あ
る
。
新
聞
小
説
と
し
て
は
「
落
第
」
と
言
わ
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
「
野
盗
伝
奇
」
を
、
清
張
は
自
ら
の
作
品
に
援
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
一
九
五
七
年
四
月
に
『
小
説
新
潮
』
に
発
表
さ
れ
た
「
地
方
紙
を
買
う
女
」（
13
）
で
あ
る
。「
東
京
か
ら
準
急
で
も
四
時
間
く
ら
い
か
か
る
Ｋ
市
」
を
訪
れ
た
潮
田
芳
子
は
、
駅
前
の
う
ら
寂
し
い
飲
食
店
で
注
文
し
た
中
華
そ
ば
が
来
る
ま
で
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
て
あ
っ
た
『
甲
信
新
聞
』
を
手
に
取
っ
た
。 
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二
の
面
の
下
段
に
は
、
連
載
物
の
時
代
小
説
が
あ
っ
た
。
挿
絵
は
二
人
の
武
士
が
斬
り
結
ん
で
い
る
。
杉
本
隆
治
と
い
う
の
が
作
者
で
、
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
も
な
い
名
で
あ
る
。
芳
子
は
、
そ
れ
を
半
分
ば
か
り
読
ん
だ
と
き
に
、
中
華
そ
ば
が
来
た
の
で
、
そ
れ
き
り
に
し
た
。 
し
か
し
芳
子
は
、
そ
の
新
聞
の
名
と
、
新
聞
社
の
住
所
と
を
手
帖
に
控
え
た
。「
野
盗
伝
奇
」
と
い
う
小
説
の
名
前
も
、
そ
の
と
き
に
記
憶
し
た
。
題
名
の
下
に
は
（
五
十
四
回
）
と
あ
っ
た
。
新
聞
の
日
付
は
十
八
日
で
あ
る
。
そ
う
だ
、
そ
の
日
は
二
月
十
八
日
で
あ
っ
た
。 
 
連
載
五
十
四
回
目
の
「
野
盗
伝
奇
」
は
、『
西
日
本
ス
ポ
ー
ツ
』
一
九
五
六
年
七
月
十
日
、『
中
部
経
済
新
聞
』
一
九
五
六
年
九
月
六
日
、『
福
井
新
聞
』
夕
刊
一
九
五
六
年
十
二
月
二
日
に
掲
載
さ
れ
た
。
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
限
り
、
一
九
五
六
年
ま
た
は
五
七
年
の
二
月
十
八
日
に
「
野
盗
伝
奇
」
が
新
聞
の
紙
面
を
飾
っ
た
事
実
は
な
い
。
ま
た
五
十
四
回
目
の
挿
絵
と
し
て
岡
本
爽
太
が
描
い
た
の
は
、「
乱
波
」
の
雲
切
組
の
亡
き
首
領
の
娘
・
藤
乃
と
、
雲
切
組
の
名
代
役
と
し
て
雲
切
組
を
実
質
的
に
支
配
し
て
い
た
岩
熊
猪
太
郎
の
二
人
が
、
画
面
の
奥
か
ら
こ
ち
ら
側
目
が
け
て
、
走
っ
て
逃
げ
て
く
る
シ
ー
ン
で
あ
る
。「
二
人
の
武
士
が
斬
り
結
ん
で
い
る
」
様
子
は
、
ま
っ
た
く
描
か
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
地
方
紙
を
買
う
女
」
で
言
及
さ
れ
る
「
野
盗
伝
奇
」
は
、
実
際
に
新
聞
に
連
載
さ
れ
て
い
た
「
野
盗
伝
奇
」
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
代
物
な
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
作
者
名
か
ら
し
て
、「
杉
本
隆
治
」
と
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
「
地
方
紙
を
買
う
女
」
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
、
地
方
紙
に
連
載
さ
れ
た
時
代
物
の
小
説
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
野
盗
伝
奇
」
で
な
く
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
だ
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
清
張
は
、
小
説
の
タ
イ
ト
ル
の
み
、
現
実
に
存
在
し
た
自
ら
が
手
が
け
た
新
聞
小
説
の
名
を
使
お
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。 
 
「
地
方
紙
を
買
う
女
」
に
登
場
す
る
「
杉
本
隆
治
」
が
書
い
た
「
野
盗
伝
奇
」
は
、「
地
方
新
聞
の
小
説
の
代
理
業
を
し
て
い
る
某
文
芸
通
信
社
の
た
め
に
」
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、「
地
方
新
聞
に
掲
載
と
い
う
の
で
、
娯
楽
本
位
に
、
か
な
り
程
度
を
合
わ
せ
て
」
書
い
て
は
い
た
が
、「
決
し
て
お
ざ
な
り
な
原
稿
で
は
な
い
」「
力
を
入
れ
た
小
説
だ
っ
た
」。「
読
者
ウ
ケ
す
る
こ
つ
、
、
を
心
得
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
」
作
家
自
ら
が
「
自
信
も
あ
っ
た
」
と
言
い
切
る
作
品
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
読
者
か
ら
は
「
小
説
が
つ
ま
ら
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
ハ
ガ
キ
が
届
く
。
理
不
尽
な
思
い
に
囚
わ
れ
「
い
や
な
気
持
」
に
な
っ
た
「
杉
本
隆
治
」
は
、「
小
説
が
つ
ま
ら
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
書
き
送
っ
て
き
た
読
者
・
潮
田
芳
子
の
調
査
に
乗
り
出
し
、
潮
田
が
隠
蔽
し
よ
う
と
し
て
い
た
殺
人
事
件
を
明
る
み
に
出
す
。
お
そ
ら
く
、
地
方
新
聞
に
小
説
を
配
信
す
る
共
同
通
信
の
た
め
に
「
野
盗
伝
奇
」
を
書
い
た
松
本
清
張
も
、「
杉
本
隆
治
」
と
同
じ
よ
う
な
「
い
や
な
気
持
ち
」
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
経
験
を
し
た
の
で
は
な
い
か
。「
力
を
入
れ
た
小
説
だ
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っ
た
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
応
え
が
ま
る
で
な
い
。
自
嘲
の
思
い
と
と
も
に
鬱
憤
を
抱
え
込
ん
だ
松
本
清
張
は
、
そ
れ
ら
を
何
と
か
し
て
晴
ら
そ
う
と
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
杉
本
隆
治
」
に
仮
託
し
て
、「
野
盗
伝
奇
」
の
名
を
援
用
し
つ
つ
、
自
ら
へ
の
皮
肉
を
込
め
つ
つ
、
自
分
が
書
い
た
新
聞
小
説
を
黙
殺
し
た
読
者
へ
の
復
讐
を
試
み
た
の
だ
ろ
う
。「
地
方
紙
を
買
う
女
」
は
優
れ
た
推
理
小
説
だ
が
、「
野
盗
伝
奇
」
の
側
か
ら
見
た
と
き
、
そ
れ
は
ア
イ
ロ
ニ
ー
に
充
ち
満
ち
た
、
き
わ
め
て
私
的
な
作
品
と
し
て
の
相
貌
を
露
わ
に
す
る
。（
14
）
内
容
の
出
来
映
え
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
聞
小
説
と
し
て
の
「
野
盗
伝
奇
」
は
失
敗
で
あ
る
と
い
う
実
感
が
、
清
張
に
「
地
方
紙
を
買
う
女
」
を
書
か
せ
た
の
で
あ
る
。 
  
五 
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
中
の
「
野
盗
伝
奇
」 
 
そ
れ
で
は
、
新
聞
小
説
が
成
功
し
た
か
否
か
は
、
何
を
以
て
判
断
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
連
載
中
に
評
判
を
呼
び
、
単
行
本
化
さ
れ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
る
。
そ
れ
が
成
功
し
た
か
否
か
の
ま
ず
最
初
の
指
標
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
代
表
と
も
言
う
べ
き
新
聞
に
連
載
さ
れ
る
小
説
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
そ
の
新
聞
小
説
が
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
起
点
と
な
り
得
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。誰
も
が
成
功
し
た
と
認
め
る
新
聞
小
説
は
、映
画
や
演
劇
と
い
っ
た
他
の
ジ
ャ
ン
ル
に
、
多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
。
軽
や
か
に
ジ
ャ
ン
ル
間
を
越
境
し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
成
功
し
た
新
聞
小
説
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
条
件
だ
っ
た
。 
た
と
え
ば
前
章
で
取
り
上
げ
た
石
川
達
三
の
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
五
五
年
十
一
月
十
六
日
～
五
六
年
四
月
十
三
日
）
は
、
成
功
し
た
新
聞
小
説
の
代
表
で
あ
る
。「
野
盗
伝
奇
」
の
連
載
が
始
ま
る
直
前
に
連
載
が
終
了
し
た
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
は
単
行
本
化
さ
れ
る
や
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
す
ぐ
さ
ま
映
画
化
さ
れ
る
の
だ
が
、『
読
売
新
聞
』
は
撮
影
の
進
行
ぶ
り
を
逐
一
記
事
に
し
て
報
告
し
て
い
た
。
新
派
が
舞
台
で
取
り
上
げ
た
こ
と
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
全
て
が
『
読
売
新
聞
』
の
紙
面
を
賑
わ
わ
せ
て
い
た
。
石
川
の
新
聞
小
説
は
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
起
点
と
し
て
、
十
二
分
の
役
割
を
果
た
し
た
。 
く
わ
え
て
注
目
す
べ
き
は
、「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
に
関
す
る
過
熱
報
道
は
、『
読
売
新
聞
』
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
た
と
え
ば
「
野
盗
伝
奇
」
の
一
〇
四
回
目
の
連
載
を
掲
載
し
た
『
中
部
経
済
新
聞
』
一
九
五
六
年
十
月
二
十
七
日
に
は
、「
四
十
八
歳
の
抵
抗
に
つ
い
て 
吉
村
演
出
の
キ
メ
手 
中
年
男
の
恋
愛
を
追
求
」
と
題
し
て
、
監
督
の
吉
村
公
三
郎
の
手
腕
に
焦
点
を
当
て
た
大
き
な
記
事
が
紙
面
を
飾
っ
た
。「
野
盗
伝
奇
」
の
連
載
中
、『
中
部
経
済
新
聞
』
は
折
に
触
れ
て
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
を
記
事
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と
し
て
取
り
上
げ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
う
し
た
華
や
か
な
記
事
の
下
方
で
、「
野
盗
伝
奇
」
の
連
載
は
ひ
っ
そ
り
と
続
け
ら
れ
て
い
た
。
新
聞
小
説
の
成
功
を
目
の
当
た
り
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
松
本
清
張
の
心
中
は
、
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
新
聞
小
説
家
と
し
て
華
や
か
に
紙
面
を
躍
動
す
る
石
川
達
三
の
姿
は
、
遥
か
遠
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
「
四
十
八
歳
の
抵
抗
」
の
よ
う
な
熱
狂
を
生
む
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、「
野
盗
伝
奇
」
に
も
映
画
化
の
話
は
舞
い
込
ん
で
き
た
ら
し
い
。
一
九
五
九
年
五
月
九
日
の
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
に
は
、
光
書
房
が
単
行
本『
野
盗
伝
奇
』を
刊
行
し
た
際
に
出
し
た
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。「
話
題
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー 
著
者
が
久
々
に
発
表
し
た
野
心
的
な
長
篇
時
代
小
説
」
と
い
う
宣
伝
文
句
の
下
に
、「
地
方
三
大
紙
連
載 
大
映
映
画
化
決
定
」
と
い
う
文
字
が
踊
る
。
し
か
し
「
野
盗
伝
奇
」
の
映
画
化
が
実
現
し
た
と
い
う
事
実
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
大
映
が
「
野
盗
伝
奇
」
の
映
画
化
の
権
利
を
買
っ
た
の
が
事
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
新
聞
小
説
と
し
て
の
「
野
盗
伝
奇
」
の
評
判
で
は
な
く
、『
点
と
線
』
と
『
眼
の
壁
』
に
よ
っ
て
清
張
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
の
仲
間
入
り
し
た
こ
と
に
拠
る
も
の
と
考
え
る
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。 
そ
の
後
も
、「
野
盗
伝
奇
」
に
ジ
ャ
ン
ル
を
越
境
し
て
い
く
契
機
は
も
た
ら
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
「
野
盗
伝
奇
」
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
、
一
九
六
一
年
十
二
月
十
一
日
か
ら
翌
年
の
六
月
二
日
ま
で
、
文
化
放
送
で
放
送
さ
れ
た
。
一
九
六
二
年
五
月
に
光
風
社
か
ら
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
き
に
も
、「
文
化
放
送
連
続
放
送
」
と
い
う
文
句
が
帯
に
記
さ
れ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
お
そ
ら
く
こ
れ
も
ま
た
、「
野
盗
伝
奇
」
と
い
う
作
品
が
特
に
脚
光
を
浴
び
て
、
再
評
価
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
五
九
年
十
月
五
日
に
「
か
げ
ろ
う
絵
図
」
の
放
送
が
始
ま
っ
て
以
来
、
文
化
放
送
の
日
曜
日
を
除
く
午
前
九
時
か
ら
九
時
十
五
分
（
日
に
よ
っ
て
は
九
時
二
十
分
）
ま
で
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
・
松
本
清
張
の
枠
で
あ
り
続
け
た
か
ら
だ
。（
15
）
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
「
野
盗
伝
奇
」
が
、
特
に
評
判
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
残
念
な
が
ら
現
時
点
に
お
い
て
確
認
で
き
て
い
な
い
。 
 
さ
ら
に
「
野
盗
伝
奇
」
が
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
て
か
ら
約
三
年
後
の
『
演
劇
界
』
一
九
六
五
年
五
月
号
は
、
四
月
に
新
宿
コ
マ
劇
場
で
新
国
劇
が
「
野
盗
伝
奇
」
を
舞
台
化
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
だ
が
四
月
二
十
一
日
の
『
読
売
新
聞
』
夕
刊
に
載
っ
た
劇
評
に
よ
れ
ば
、「
人
間
の
掘
り
下
げ
が
足
り
な
い
悲
し
さ
」
と
い
う
出
来
映
え
だ
っ
た
ら
し
い
。
以
後
「
野
盗
伝
奇
」
は
新
国
劇
の
定
番
と
な
る
こ
と
は
な
く
、
一
九
六
五
年
五
月
一
日
に
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
「
夜
の
十
時
劇
場
」
と
い
う
番
組
で
一
度
、
新
宿
コ
マ
劇
場
で
の
舞
台
が
放
映
さ
れ
た
だ
け
で
、
舞
台
か
ら
も
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。 
ま
た
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
は
、「
野
盗
伝
奇
」
を
映
画
化
す
る
企
画
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
表
紙
に
は
「
昭
和
49
年
６
月
５
日
」
と
記
さ
れ
、
通
し
番
号
は
三
三
四
で
あ
る
。
提
案
者
は
松
竹
の
プ
ロ
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デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
猪
股
堯
。
登
場
人
物
と
梗
概
な
ど
が
記
さ
れ
た
全
六
頁
の
薄
い
冊
子
だ
。
「
企
画
意
図
」
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。 
 
 
信
州
の
山
野
を
風
の
如
く
疾
駆
す
る
若
者
の
野
心
と
怨
恨
。
だ
が
天
下
の
趨
勢
は
大
き
く
新
時
代
へ
と
傾
い
て
ゆ
く
―
。 
野
盗
集
団
同
士
の
葛
藤
に
は
政
治
の
争
い
の
縮
図
が
あ
り
、
体
制
か
ら
は
み
出
し
た
人
々
の
生
き
か
た
に
現
代
の
若
者
が
共
感
す
る
と
思
う
。 
ロ
マ
ン
の
香
気
高
い
娯
楽
時
代
劇
。 
予
定
配
役
。 
北
大
路
、
由
美
、
森
田
、
高
橋
洋
子
。 
 
七
〇
年
安
保
以
後
の
時
代
を
象
徴
す
る
作
品
と
し
て
「
野
盗
伝
奇
」
に
触
手
が
伸
ば
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
企
画
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
野
盗
伝
奇
」
が
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
起
点
と
な
る
機
会
は
、
こ
の
よ
う
に
頓
挫
し
続
け
た
。
新
聞
小
説
と
し
て
は
失
敗
し
た
「
野
盗
伝
奇
」
を
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
機
運
は
、
く
す
ぶ
る
だ
け
で
高
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
  
六 
「
野
盗
伝
奇
」
以
降
の
新
聞
小
説
に
お
け
る
清
張 
 
「
野
盗
伝
奇
」
の
末
尾
、「
乱
波
」
の
集
団
・
雲
切
組
の
首
領
と
な
っ
て
い
た
秋
月
伊
助
は
、
同
じ
く
「
乱
波
」
な
の
だ
が
敵
対
し
て
い
た
鳴
神
組
を
壊
滅
に
追
い
込
ん
だ
後
、
手
下
に
向
か
っ
て
「
こ
こ
か
ら
江
戸
に
行
く
つ
も
り
じ
ゃ
」
と
宣
言
す
る
。 
 
「
世
も
治
ま
る
。も
う
乱
波
の
時
代
で
も
無
い
で
な
。こ
れ
か
ら
は
江
戸
を
中
心
に
世
の
中
が
動
く
。
俺
は
江
戸
へ
出
て
一
苦
労
す
る
つ
も
り
じ
ゃ
」 
 
「
野
盗
伝
奇
」
の
主
人
公
・
秋
月
伊
助
の
言
葉
は
、
そ
れ
以
後
の
新
聞
小
説
家
と
し
て
の
松
本
清
張
の
歩
み
を
予
言
す
る
か
の
よ
う
だ
。「
野
盗
伝
奇
」
の
後
、
清
張
が
手
が
け
た
新
聞
小
説
は
一
九
五
八
年
に
『
東
京
新
聞
』
夕
刊
に
連
載
さ
れ
た
「
か
げ
ろ
う
絵
図
」
だ
っ
た
。
秋
月
伊
助
が
江
戸
を
目
指
し
た
よ
う
に
、
清
張
の
新
聞
小
説
は
東
京
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。 
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そ
し
て
「
か
げ
ろ
う
絵
図
」
の
頃
か
ら
、
新
聞
小
説
の
読
者
も
、
清
張
に
注
目
し
始
め
た
よ
う
だ
。
先
に
高
木
健
夫
の
『
新
聞
小
説
史
稿
』
に
収
録
さ
れ
て
い
た
四
回
分
の
「
読
者
調
査
」
を
紹
介
し
た
が
、
そ
の
後
に
実
施
さ
れ
た
二
回
の
「
読
者
調
査
」
の
結
果
を
、
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。 
 
⑤ 
一
九
五
八
年
六
月
十
四
日
～
十
六
日
、
読
売
新
聞
に
よ
る
新
聞
小
説
読
者
を
対
象
と
す
る
面
接
調
査
（
東
京
、
前
橋
） 
⑥ 
一
九
六
〇
年
五
月
、
読
売
新
聞
読
者
調
査
報
告 
 
一
九
五
八
年
に
実
施
さ
れ
た
⑤
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
清
張
の
名
前
が
登
場
す
る
。「
ど
ん
な
作
家
に
書
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
、
一
位
は
石
坂
洋
次
郎
（
一
八
％
）、
二
位
は
石
川
達
三
（
一
三
％
）、
三
位
は
吉
川
英
治
（
九
％
）。
以
下
、
井
上
靖
が
七
％
、
三
島
由
紀
夫
が
六
％
、
獅
子
文
六
が
五
％
の
票
を
獲
得
し
、
村
上
元
三
、
山
手
樹
一
郎
、
川
口
松
太
郎
、
大
佛
次
郎
ら
が
続
く
。
清
張
は
一
％
の
票
を
獲
得
し
、
十
九
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。
ち
な
み
に
「
小
説
の
内
容
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
も
の
を
お
望
み
で
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
一
位
の
現
代
的
な
も
の
（
十
三
％
）
に
続
い
て
、
二
位
に
探
偵
小
説
が
八
％
の
票
を
得
て
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
小
説
や
家
庭
小
説
、
あ
る
い
は
時
代
物
な
ど
を
抑
え
て
の
二
位
で
あ
る
。 
 
清
張
の
名
前
が
は
じ
め
て
登
場
し
、
ま
た
探
偵
小
説
を
待
望
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
『
点
と
線
』
と
『
眼
の
壁
』
が
引
き
起
こ
し
た
社
会
派
推
理
小
説
ブ
ー
ム
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
調
査
が
行
わ
れ
た
一
九
五
八
年
六
月
に
は
、
よ
う
や
く
新
聞
小
説
の
担
い
手
と
し
て
松
本
清
張
の
名
前
は
認
知
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
「
影
の
地
帯
」
と
「
黒
い
風
土
」
と
い
う
推
理
小
説
を
新
聞
に
連
載
し
始
め
る
一
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
⑤
の
調
査
結
果
を
も
た
ら
す
よ
う
な
状
況
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
新
聞
社
（
あ
る
い
は
通
信
社
）
は
敏
感
に
察
知
し
て
、
清
張
に
オ
フ
ァ
ー
を
出
し
た
の
だ
ろ
う
。（
16
） 
高
木
が
紹
介
す
る
最
後
の
調
査
⑥
で
は
、「
あ
な
た
は
、
新
聞
の
連
載
小
説
に
は
、
ど
ん
な
種
類
や
内
容
の
も
の
を
多
く
の
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
、
一
位
に
現
代
物
（
三
一
％
）、
二
位
に
時
代
物
（
二
〇
％
）、
三
位
に
伝
記
物
（
一
〇
％
）
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
が
、
探
偵
小
説
も
六
％
の
支
持
を
得
て
七
位
に
入
っ
た
。
ま
た
「
あ
な
た
は
、
こ
ん
ご
『
読
売
新
聞
』
に
は
、
ど
ん
な
作
家
に
小
説
を
書
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
記
さ
れ
て
い
る
。
一
位
に
は
一
三
七
点
を
獲
得
し
た
井
上
靖
が
入
り
、
二
位
・
石
坂
洋
次
郎
（
一
二
六
点
）、
三
位
・
源
氏
鶏
太
（
九
九
点
）、
四
位
・
獅
子
文
六
（
九
八
点
）、
五
位
・
石
川
達
三
（
七
四
点
）、
六
位
・
吉
川
英
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治
（
七
〇
点
）、
そ
し
て
六
四
点
の
支
持
を
集
め
、
清
張
が
七
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。
こ
の
⑥
の
調
査
が
実
施
さ
れ
た
正
確
な
時
期
は
不
明
だ
が
、「
い
ま
『
読
売
新
聞
』
に
連
載
中
の
小
説
の
さ
し
絵
の
中
で
ど
れ
が
い
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
鑑
み
る
に
、
ち
ょ
う
ど
『
読
売
新
聞
』
夕
刊
で
白
川
渥
の
「
花
の
構
造
」（
一
九
五
九
年
六
月
二
十
三
日
～
一
九
六
〇
年
五
月
十
六
日
）
が
連
載
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
花
の
構
造
」
の
連
載
が
終
了
し
た
翌
日
か
ら
『
読
売
新
聞
』
の
夕
刊
に
登
場
し
た
の
が
「
砂
の
器
」
で
あ
る
。
⑥
の
調
査
結
果
は
、「
砂
の
器
」
の
連
載
が
始
ま
る
直
前
、『
読
売
新
聞
』
の
読
者
の
中
で
、
松
本
清
張
を
待
望
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
全
国
紙
に
清
張
が
登
場
す
る
機
は
熟
し
て
い
た
の
で
あ
る 
「
野
盗
伝
奇
」
の
秋
月
伊
助
は
、
も
は
や
自
分
が
「
乱
波
」
と
し
て
は
生
き
て
い
け
な
い
こ
と
を
見
極
め
た
。
清
張
も
ま
た
、「
野
盗
伝
奇
」
の
方
法
で
新
聞
小
説
が
立
ち
ゆ
か
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
。「
野
盗
伝
奇
」
は
、
清
張
の
作
品
群
に
あ
っ
て
、
マ
イ
ナ
ー
な
呪
わ
れ
た
作
品
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
新
聞
小
説
の
困
難
を
清
張
に
知
ら
し
め
た
、
後
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
を
築
き
上
げ
る
た
め
に
は
決
し
て
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
重
要
な
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
  
七 
「
黒
い
風
土
」
へ 
  
「
野
盗
伝
奇
」
に
続
い
て
「
か
げ
ろ
う
絵
図
」
と
い
う
時
代
物
を
『
東
京
新
聞
』
に
連
載
し
た
清
張
は
、
一
九
五
九
年
か
ら
い
よ
い
よ
現
代
物
の
連
載
に
着
手
す
る
。「
読
者
調
査
」
の
結
果
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
読
者
は
時
代
物
よ
り
も
現
代
物
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
し
か
も
探
偵
小
説
を
待
望
す
る
声
も
高
ま
っ
て
い
る
。（
17
）
だ
か
ら
「
影
の
地
帯
」
と
「
黒
い
風
土
」
の
執
筆
に
着
手
し
よ
う
と
す
る
清
張
の
肩
に
は
、
持
ち
重
り
の
す
る
読
者
か
ら
の
期
待
感
が
の
し
か
か
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。 
 
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
の
連
載
直
前
に
発
表
さ
れ
た
「
作
者
の
こ
と
ば
」
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 
 
推
理
小
説
の
長
編
を
、ぼ
く
は
い
ま
ま
で
二
本
か
き
、い
ま
も
ほ
か
に
い
く
つ
か
書
い
て
い
る
が
、
新
聞
小
説
は
初
め
て
で
あ
る
。
一
体
、
推
理
小
説
は
、
い
ま
ま
で
新
聞
連
載
に
は
向
か
な
い
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
何
か
の
欠
陥
が
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。 
こ
ん
ど
、
本
紙
に
書
く
に
当
っ
て
、
推
理
小
説
の
も
つ
特
異
性
を
活
か
し
た
愉
し
い
小
説
に
し
た
い
と
思
う
と
同
時
に
、
書
き
な
が
ら
新
し
い
自
分
の
作
風
を
発
見
し
た
い
と
念
願
し
て
い
る
。（
18
） 
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「
黒
い
風
土
」
で
清
張
が
困
難
に
立
ち
向
か
お
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
こ
に
は
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。「
推
理
小
説
は
、い
ま
ま
で
新
聞
連
載
に
は
向
か
な
い
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
た
」と
い
う
断
案
に
、
清
張
は
抗
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 
も
ち
ろ
ん
、
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
推
理
小
説
（
あ
る
い
は
、
そ
の
前
史
と
し
て
の
探
偵
小
説
）
は
明
治
期
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
黒
岩
涙
香
が
「
い
ち
早
く
ガ
ボ
リ
オ
、
ボ
ア
ゴ
ベ
な
ど
の
探
偵
も
の
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
を
翻
案
」（
19
）
し
連
載
し
た
こ
と
で
、
涙
香
が
主
筆
と
し
て
在
任
中
に
『
都
新
聞
』
の
発
行
部
数
が
大
き
く
増
加
し
た
こ
と
は
有
名
な
話
だ
。「
ま
さ
し
く
新
聞
小
説
史
上
〝
涙
香
時
代
〟
と
も
い
う
べ
き
推
理
小
説
の
ブ
ー
ム
」（
20
）
が
、
す
で
に
明
治
二
十
年
代
前
半
（
一
八
八
七
年
～
一
八
九
二
年
）
に
は
到
来
し
て
い
た
。 
ま
た
清
張
が
「
推
理
小
説
勃
興
に
絶
え
ず
全
力
を
尽
し
て
き
た
」
と
評
し
、「
わ
が
国
推
理
小
説
史
に
偉
大
な
存
在
」（
21
）
と
讃
辞
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
江
戸
川
乱
歩
に
し
て
も
、「
一
寸
法
師
」
を
『
東
京
朝
日
新
聞
』
と
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
連
載
し
た
（
一
九
二
六
年
十
二
月
八
日
～
一
九
二
七
年
二
月
二
十
日
）。
清
張
が
言
う
よ
う
に
、「
東
西
朝
日
新
聞
に
連
載
小
説
を
書
い
た
」
と
い
う
の
は
、
乱
歩
が
「
人
気
作
家
」
で
あ
る
こ
と
の
証
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。有
名
な
話
だ
が
、乱
歩
自
身
と
し
て
は
、「
一
寸
法
師
」
の
出
来
映
え
に
は
ま
っ
た
く
満
足
せ
ず
、
愚
作
と
し
て
切
っ
て
捨
て
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
探
偵
小
説
と
し
て
の
出
来
映
え
は
と
も
か
く
、「
一
寸
法
師
」
は
、
新
聞
小
説
な
ら
で
は
の
「
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
効
果
」（
22
）
に
満
ち
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
作
品
と
な
っ
て
い
た
。 
そ
れ
ゆ
え
推
理
小
説
（
あ
る
い
は
探
偵
小
説
）
を
新
聞
に
連
載
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
、
何
ら
の
新
し
さ
も
感
じ
ら
れ
な
い
試
み
だ
っ
た
は
ず
だ
。
た
し
か
に
戦
後
の
新
聞
小
説
に
お
い
て
、
一
九
六
〇
年
く
ら
い
ま
で
の
新
聞
小
説
を
瞥
見
す
る
限
り
、
推
理
小
説
（
探
偵
小
説
）
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。（
23
）
清
張
自
身
が
述
べ
て
い
た
こ
と
だ
が
、「
戦
後
の
探
偵
小
説
は
、
ど
う
も
人
間
と
い
う
も
の
が
描
か
れ
て
い
な
い
」
も
の
が
多
く
、「
一
部
の
偏
狭
な
マ
ニ
ア
［
中
略
］
を
相
手
と
す
る
謎
解
き
パ
ズ
ル
小
説
」
に
堕
し
て
い
た
。（
24
）
そ
の
よ
う
な
「
マ
ニ
ア
」
向
け
の
小
説
が
新
聞
小
説
欄
に
掲
げ
ら
れ
る
は
ず
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
戦
後
と
い
う
時
代
に
限
定
す
れ
ば
、
推
理
小
説
（
探
偵
小
説
）
は
新
聞
小
説
と
は
切
り
離
さ
れ
た
領
域
に
囲
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
新
聞
小
説
と
推
理
小
説
の
関
係
が
問
題
に
さ
れ
る
必
要
も
生
じ
な
か
っ
た
。 
し
か
し
清
張
は
、
自
ら
が
書
い
た
「
日
常
性
を
身
に
つ
け
た
推
理
小
説
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
広
い
読
者
層
を
開
拓
し
た
」
と
い
う
自
負
を
抱
い
て
い
た
。（
25
）
こ
う
し
た
清
張
の
言
葉
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
大
言
壮
語
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
清
張
の
自
恃
は
、
た
と
え
ば
『
図
書
新
聞
』（
一
九
六
一
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年
四
月
一
日
）
の
「
推
理
小
説
の
黄
金
期
―
読
者
の
要
求
か
ら
い
っ
て
―
を
迎
え
て
、
ま
だ
ま
だ
第
一
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
清
張
時
代
は
続
き
そ
う
だ
」
と
い
っ
た
評
言
や
、『
週
刊
読
書
人
』（
一
九
六
一
年
十
二
月
十
一
日
）
の
「
推
理
小
説
ブ
ー
ム
は
、
い
ま
や
ブ
ー
ム
の
域
を
脱
し
、
定
着
し
た
感
が
あ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
こ
の
ブ
ー
ム
を
支
え
、ベ
ス
ト･
セ
ラ
ー
二
五
点
の
う
ち
一
人
で
六
点
を
占
め
る
松
本
清
張
の
筆
力
は
、
驚
異
の
一
言
に
つ
き
よ
う
」
と
い
う
情
勢
分
析
な
ど
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
。 
そ
れ
ゆ
え
最
も
メ
ジ
ャ
ー
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
新
聞
も
、
清
張
の
諸
作
品
に
よ
っ
て
「
こ
れ
ま
で
に
な
い
広
い
読
者
層
」
を
獲
得
し
た
推
理
小
説
を
、
等
閑
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
他
な
ら
ぬ
清
張
に
よ
っ
て
、
戦
後
に
お
い
て
は
切
り
離
さ
れ
て
い
た
推
理
小
説
と
新
聞
小
説
と
い
う
二
つ
の
領
域
が
、
結
び
つ
け
ら
れ
る
可
能
性
を
胚
胎
し
始
め
た
の
で
あ
る
。 
こ
の
よ
う
な
趨
勢
の
中
で
、
推
理
小
説
は
新
聞
小
説
欄
に
ふ
さ
わ
し
い
ジ
ャ
ン
ル
か
否
か
と
い
う
議
論
が
、
徐
々
に
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
一
九
六
〇
年
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
全
国
新
聞
小
説
一
覧
』
を
見
て
み
た
い
。「
新
聞
小
説
は
今
再
検
討
の
時
に
き
て
い
る
」
と
い
う
認
識
の
も
と
で
書
か
れ
た
「
転
換
期
に
来
て
い
る
新
聞
小
説
」
と
い
う
小
論
で
あ
る
。
そ
の
小
論
の
中
で
論
者
は
、
推
理
小
説
に
言
及
し
て
い
る
。（
26
） 
 
 
今
推
理
小
説
ブ
ー
ム
だ
が
、推
理
小
説
だ
け
は
コ
マ
切
れ
は
い
け
な
い
。事
実
推
理
小
説
だ
け
は
、
新
聞
雑
誌
の
連
載
で
な
く
て
、単
行
本
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。こ
れ
も
週
刊
誌
の
ば
あ
い
マ
マ
な
ら
或
る
て
い
ど
マ
マ
の
長
さ
は
掲
載
で
き
る
し
、
ま
た
物
次
第
で
は
読
切
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
だ
が
新
聞
で
は
到
底
全
篇
を
流
れ
る
サ
ス
ペ
ン
ス
を
、
毎
日
一
回
一
回
小
き
ざ
み
に
切
つ
て
持
た
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
推
理
小
説
の
分
載
が
新
聞
に
向
か
な
い
事
実
は
、
新
聞
小
説
と
い
う
も
の
の
性
格
を
よ
く
物
語
る
も
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
小
論
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
清
張
の
「
黒
い
風
土
」
と
「
影
の
地
帯
」
が
連
載
さ
れ
て
い
る
真
っ
只
中
だ
っ
た
。「
黒
い
風
土
」
と
「
影
の
地
帯
」
と
い
う
二
作
の
推
理
小
説
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
紙
と
地
方
紙
に
そ
れ
ぞ
れ
連
載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
論
者
は
、「
推
理
小
説
だ
け
は
、
新
聞
雑
誌
の
連
載
で
な
く
て
、
単
行
本
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
」
と
断
言
す
る
。
推
理
小
説
は
新
聞
小
説
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
先
入
観
は
、
そ
れ
だ
け
堅
固
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
推
理
小
説
家
の
代
表
と
目
さ
れ
て
い
た
清
張
は
、
新
聞
小
説
で
現
代
物
を
扱
お
う
と
す
る
に
際
し
、
新
聞
小
説
と
い
う
形
式
に
推
理
小
説
は
合
わ
な
い
と
い
う
断
案
に
抗
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
新
聞
小
説
に
推
理
小
説
を
書
く
こ
と
、
そ
れ
は
果
敢
な
挑
戦
で
あ
り
実
験
だ
っ
た
。『
点
と
線
』
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と
『
眼
の
壁
』
に
よ
っ
て
流
行
作
家
と
な
り
、
か
つ
「
野
盗
伝
奇
」
と
「
か
げ
ろ
う
絵
図
」
と
い
う
二
作
の
時
代
物
の
新
聞
小
説
を
す
で
に
手
が
け
て
い
た
と
は
い
え
、
新
聞
小
説
と
い
う
場
で
「
初
め
て
」
推
理
小
説
を
連
載
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
清
張
は
工
夫
を
凝
ら
す
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
  
［
注
］ 
（
１
）「
つ
ぎ
の
連
載
小
説
」（『
西
日
本
ス
ポ
ー
ツ
』、
一
九
五
六
年
五
月
十
日
）。 
（
２
）
中
島
誠
『
松
本
清
張
の
時
代
小
説
』（
現
代
書
館
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）。 
（
３
）
縄
田
一
男
『
時
代
小
説
の
読
み
ど
こ
ろ 
増
補
版
』（
角
川
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
十
月
）。 
（
４
）
桑
原
武
夫
「
松
本
清
張
全
集
35 
解
説
」（『
松
本
清
張
全
集
』
第
三
十
五
巻
所
収
、
文
藝
春
秋
、
一
九
七
二
年
七
月
）。 
（
５
）『
形
影 
菊
池
寛
と
佐
佐
木
茂
索
』（
文
春
文
庫
、
一
九
八
七
年
三
月
）。 
（
６
）「
つ
ぎ
の
連
載
小
説
」、
注
（
１
）
を
参
照
。 
（
７
）「
野
盗
伝
奇
」
の
書
誌
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
平
井
隆
一
『
松
本
清
張
書
誌
【
作
品
目
録
篇
】』（
近
代
文
芸
社
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
）
を
参
照
。 
（
８
）
高
田
宏
之
「
新
聞
小
説
の
単
行
本
化
」（『
現
代
新
聞
小
説
事
典
』
所
収
、
至
文
堂
、
一
九
七
七
年
十
二
月
）。 
（
９
）
た
と
え
ば
初
出
時
に
「
金
沢
峠
（
一
三
一
五
米
）」
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
単
行
本
で
は
「
金
沢
峠
（
一
三
一
五
メ
ー
ト
ル
）」
と
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。「
野
盗
伝
奇
」
に
お
け
る
初
出
時
と
単
行
本
の
異
同
は
、「
米
」
と
「
メ
ー
ト
ル
」
程
度
の
改
稿
に
終
始
し
て
い
た
。 
（
10
）「
年
譜
」
の
一
九
五
九
年
の
項
を
参
照
（『
松
本
清
張
全
集
』
第
六
六
巻
所
収
、
前
掲
書
）。 
（
11
）
津
島
寿
一
『
芳
塘
随
想 
第
七
集 
趣
味
あ
れ
こ
れ 
巻
五 
閑
適
生
活
・
中
』（
芳
塘
刊
行
会
、
一
九
六
一
年
五
月
）。
ま
た
谷
崎
自
身
が
「『
蓼
喰
ふ
虫
』
を
書
い
た
こ
ろ
の
こ
と
」（『
朝
日
新
聞
』、
一
九
五
五
年
二
月
十
五
日
）
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 
 
私
は
ほ
と
ん
ど
、
こ
れ
か
ら
何
を
、
如
何
に
し
て
書
い
て
行
こ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
な
し
に
書
い
た
。
と
い
う
意
味
は
、
最
初
か
ら
す
っ
か
り
着
想
や
構
成
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
そ
の
反
対
に
、
そ
の
日
そ
の
日
の
出
た
と
こ
勝
負
で
筆
を
進
め
て
行
き
な
が
ら
、
し
ま
い
に
は
巧
い
工
合
に
ち
ゃ
ん
と
ま
と
ま
る
と
い
う
自
信
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
少
し
の
不
安
も
感
ず
る
こ
と
な
し
に
書
い
た
。
そ
う
い
う
風
な
出
た
と
こ
勝
負
は
こ
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の
作
品
の
時
が
最
後
で
、
だ
ん
だ
ん
老
年
に
な
る
に
及
ん
で
私
は
用
心
深
く
な
り
、
末
端
に
至
る
ま
で
十
分
考
を
練
っ
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
筆
を
執
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
。 
（
12
）
国
書
刊
行
会
か
ら
出
た
高
木
健
夫
『
新
聞
小
説
史
』
全
四
巻
の
出
版
年
月
は
以
下
の
通
り
。 
・
明
治
篇
（
一
九
七
四
年
十
二
月
） 
・
大
正
篇
（
一
九
七
六
年
十
二
月
） 
・
昭
和
篇
１
（
一
九
八
一
年
十
一
月
） 
・
昭
和
篇
２
（
一
九
八
一
年
十
一
月
） 
（
13
）「
地
方
紙
を
買
う
女
」
か
ら
の
引
用
は
、『
松
本
清
張
全
集
』
第
三
十
六
巻
（
文
藝
春
秋
、1973
年
二
月
）
に
拠
る
。 
（
14
）「
地
方
紙
を
買
う
女
」
の
最
新
の
先
行
研
究
と
し
て
、
高
橋
孝
次
「「
中
間
小
説
」
の
真
実
な
も
の
―
「
地
方
紙
を
買
う
女
」
と
「
野
盗
伝
奇
」」（『
第
十
三
回
松
本
清
張
研
究
奨
励
事
業
研
究
報
告
書
』
所
収
、
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
、
二
〇
一
三
年
一
月
）
が
あ
る
。「
野
盗
伝
奇
」
と
「
地
方
紙
を
買
う
女
」
の
「
間
テ
ク
ス
ト
性
」
に
着
目
し
て
、「
清
張
が
時
代
を
席
巻
し
た
小
説
力
学
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
同
論
文
は
、「
地
方
紙
を
買
う
女
」
を
中
心
に
据
え
た
論
と
し
て
、
き
わ
め
て
啓
発
的
な
議
論
を
展
開
し
て
お
り
、
本
稿
を
書
く
上
で
も
大
い
に
参
考
に
し
た
。 
（
15
）
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
限
り
、
文
化
放
送
の
午
前
九
時
か
ら
の
枠
で
放
送
さ
れ
た
松
本
清
張
原
作
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
①
「
か
げ
ろ
う
絵
図
」（
一
九
五
九
年
十
月
五
日
～
一
九
六
〇
年
五
月
十
四
日
） 
②
「
波
の
塔
」（
一
九
六
〇
年
五
月
十
六
日
～
一
九
六
〇
年
十
月
十
五
日
） 
③
「
黒
い
樹
海
」（
一
九
六
〇
年
十
月
十
七
日
～
一
九
六
一
年
二
月
四
日
） 
④
「
寒
流
」（
一
九
六
一
年
二
月
六
日
～
一
九
六
一
年
四
月
一
日
） 
⑤
「
わ
る
い
や
つ
ら
」（
一
九
六
一
年
四
月
三
日
～
一
九
六
一
年
七
月
一
日
） 
⑥
「
影
の
地
帯
」（
一
九
六
一
年
七
月
三
日
～
一
九
六
一
年
十
月
三
日
） 
⑦
「
霧
の
旗
」（
一
九
六
一
年
十
月
四
日
～
一
九
六
一
年
十
二
月
九
日
） 
⑧
「
野
盗
伝
奇
」（
一
九
六
一
年
十
二
月
十
一
日
～
一
九
六
二
年
六
月
二
日
） 
⑨
「
球
形
の
荒
野
」（
一
九
六
二
年
六
月
四
日
～
一
九
六
二
年
十
二
月
一
日
） 
⑩
「
黄
色
い
風
土
」（
一
九
六
二
年
十
二
月
三
日
＝
一
九
六
三
年
三
月
三
十
日
） 
⑪
「
連
環
」（
一
九
六
三
年
四
月
一
日
～
一
九
六
三
年
六
月
二
十
九
日
） 
⑫
「
証
言
」（
一
九
六
三
年
七
月
一
日
～
一
九
六
三
年
七
月
六
日
） 
⑬
「
い
び
き
」（
一
九
六
三
年
七
月
八
日
～
一
九
六
三
年
七
月
十
五
日
） 
107 
 
⑭
「
菊
枕
」（
一
九
六
三
年
七
月
十
六
日
～
一
九
六
三
年
七
月
二
十
日
） 
⑮
「
山
師
」（
一
九
六
三
年
七
月
二
十
二
日
～
一
九
六
三
年
七
月
二
十
七
日
） 
⑯
「
顔
」（
一
九
六
三
年
七
月
二
十
九
日
～
一
九
六
三
年
八
月
十
日
） 
⑰
「
怖
妻
の
棺
」（
一
九
六
三
年
八
月
十
二
日
～
一
九
六
三
年
八
月
十
七
日
） 
⑱
「
或
る
小
官
僚
の
抹
殺
」（
一
九
六
三
年
八
月
十
九
日
～
一
九
六
三
年
八
月
三
十
一
日
） 
⑲
「
特
技
」（
一
九
六
三
年
九
月
二
日
～
一
九
六
三
年
九
月
七
日
） 
⑳
「
真
贋
の
森
」（
一
九
六
三
年
九
月
九
日
～
一
九
六
三
年
九
月
二
十
一
日
） 
㉑
「
声
」（
一
九
六
三
年
九
月
二
十
三
日
～
一
九
六
三
年
九
月
二
十
八
日
） 
㉒
「
落
差
」（
一
九
六
三
年
九
月
三
十
日
～
一
九
六
三
年
十
二
月
三
十
一
日
） 
㉓
「
け
も
の
み
ち
」（
一
九
六
四
年
一
月
六
日
～
一
九
六
四
年
七
月
四
日
） 
㉔
「
火
の
縄
」（
一
九
六
四
年
七
月
六
日
～
一
九
六
四
年
九
月
十
二
日
） 
（
16
）
新
聞
社
（
あ
る
い
は
通
信
社
）
が
新
聞
小
説
連
載
の
依
頼
を
、
ど
の
よ
う
な
時
期
に
作
家
の
も
と
に
持
っ
て
い
く
の
か
、
確
定
的
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
新
聞
社
（
通
信
社
）
に
よ
っ
て
も
異
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
も
し
か
し
た
ら
編
集
部
（
学
芸
部
）
の
陣
容
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
次
の
よ
う
な
証
言
は
大
い
に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
序
章
で
も
紹
介
し
た
座
談
会
だ
が
、
一
九
五
四
年
六
月
の
『
文
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
新
聞
小
説
と
新
聞
」
で
、
各
紙
の
新
聞
記
者
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
た
。 
 
澤
野
久
吉
（
朝
日
新
聞
学
芸
部
） 
あ
ま
り
先
ま
で
決
め
て
い
ま
す
と
情
勢
が
変
化
す
る
と
困
る
、
朝
刊
小
説
な
ら
ば
年
に
二
人
で
し
ょ
う
。
三
人
き
め
た
な
ら
ば
一
年
半
も
先
ま
で
き
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
。 
中
野
好
夫
（
司
会
） 
大
体
次
の
人
か
、
次
の
次
く
ら
い
、
つ
ま
り
一
年
前
ぐ
ら
い
に
は
書
く
予
定
が
つ
い
て
お
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 
赤
澤
正
二
（
読
売
新
聞
文
化
部
次
長
） 
も
う
少
し
前
で
し
ょ
う
。 
中
野 
夕
刊
の
場
合
と
朝
刊
の
場
合
は
違
う
で
し
ょ
う
ね
。 
山
口
久
吉
（
毎
日
新
聞
学
芸
部
副
部
長
） 
ど
ち
ら
も
大
体
百
五
十
回
と
い
う
の
が
標
準
で
す
か
ら
ね
。 
澤
野 
朝
刊
の
百
五
十
回
が
今
日
始
ま
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
次
ぎ
は
き
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
ま
た
次
と
い
う
と
一
年
先
に
な
り
ま
す
。 
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以
上
の
発
言
に
鑑
み
る
に
、
こ
の
時
代
、
遅
く
と
も
一
年
前
に
は
新
聞
小
説
連
載
の
依
頼
は
出
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。「
黒
い
風
土
」
と
「
影
の
地
帯
」
の
連
載
が
決
ま
っ
た
の
も
、
や
は
り
一
九
五
八
年
五
月
前
後
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
（
17
）
高
木
健
夫
が
紹
介
し
た
、
一
九
五
八
年
に
実
施
さ
れ
た
『
読
売
新
聞
』
の
読
者
調
査
で
は
「
探
偵
小
説
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
清
張
は
「
推
理
小
説
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
清
張
に
お
け
る
「
探
偵
小
説
」
と
「
推
理
小
説
」
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
藤
井
淑
禎
「
清
張
と
本
格
派
―
乱
歩
封
じ
込
め
戦
略
の
て
ん
ま
つ
―
」（『
清
張 
闘
う
作
家
―
「
文
学
」
を
超
え
て
―
』
所
収
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
八
月
）
が
論
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
充
分
な
注
意
が
必
要
だ
。
し
か
し
『
読
売
新
聞
』
が
読
者
調
査
を
す
る
に
当
っ
て
、「
探
偵
小
説
」
と
「
推
理
小
説
」
の
微
細
な
違
い
に
拘
泥
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
清
張
に
よ
っ
て
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
推
理
小
説
と
狭
義
の
「
探
偵
小
説
」
を
合
わ
せ
て
、
探
偵
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
設
定
し
た
と
考
え
る
方
が
無
難
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
時
期
的
に
は
少
し
後
に
な
る
が
、
一
九
六
一
年
に
「
銷
夏
読
物 
推
理
小
説
へ
の
誘
い
」
を
特
集
し
た
『
週
刊
読
書
人
』（
七
月
二
十
四
日
）
に
は
、「
探
偵
小
説
と
推
理
小
説
と
は
ど
う
違
う
か
と
い
う
と
、
今
で
は
ま
っ
た
く
同
義
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
、
清
張
に
お
け
る
「
探
偵
小
説
」
と
「
推
理
小
説
」
の
差
異
に
拘
ら
ず
に
論
を
展
開
し
て
い
く
の
が
適
当
だ
と
判
断
し
た
。 
（
18
）「
つ
ぎ
の
夕
刊
小
説
」
と
し
て
挿
絵
画
家
の
生
沢
朗
の
言
葉
と
と
も
に
、
一
九
五
九
年
五
月
十
七
日
の
『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
五
九
年
五
月
十
三
日
の
『
西
日
本
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
五
九
年
六
月
二
十
一
日
の
『
中
部
日
本
新
聞
』
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
た
。 
（
19
））
関
肇
「
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
時
代
―
徳
冨
蘆
花
『
不
如
帰
』
の
受
容
を
軸
と
し
て
」（『
新
聞
小
説
の
時
代 
メ
デ
ィ
ア
・
読
者
・
メ
ロ
ド
ラ
マ
』
所
収
、
新
曜
社
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）。 
（
20
）
高
木
健
夫
『
新
聞
小
説
史
」
明
治
篇
』、
注
（
12
）
を
参
照
。 
（
21
）「
偉
大
な
る
作
家
江
戸
川
乱
歩
」（『
別
冊
宝
石
』、
一
九
六
二
年
二
月
）。
た
だ
し
引
用
は
新
保
博
久
・
山
前
譲
編
『
江
戸
川
乱
歩 
日
本
探
偵
小
説
事
典
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
六
年
十
月
）
に
拠
る
。 
（
22
）
成
田
大
典
「「
一
寸
法
師
」
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
―
江
戸
川
乱
歩
と
新
聞
小
説
」（
押
野
武
志
・
諸
岡
卓
真
編
著
『
日
本
探
偵
小
説
を
読
む
―
偏
光
と
挑
発
の
ミ
ス
テ
リ
史
』
所
収
、
北
海
道
大
学
出
版
、
二
〇
一
三
年
三
月
）。
江
戸
川
乱
歩
の
「
一
寸
法
師
」
を
「
新
聞
小
説
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
的
な
視
点
か
ら
」
捉
え
直
し
た
論
考
で
あ
る
。 
（
23
）
各
新
聞
社
の
社
史
、
及
び
『
現
代
新
聞
小
説
事
典
』（
至
文
堂
、
一
九
七
七
年
十
二
月
）
所
収
の
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「
現
代
小
説
一
覧
表
」
を
参
照
し
た
。 
（
24
）「
推
理
小
説
独
言
」（『
文
学
』、
一
九
六
一
年
四
月
。
後
に
「
日
本
の
推
理
小
説
」
と
改
題
さ
れ
た
。 
（
25
）
同
右
。 
（
26
）
引
用
し
た
論
の
筆
者
は
不
明
。
末
尾
に
Ｍ
と
い
う
署
名
が
あ
る
だ
け
で
、
執
筆
者
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
発
行
元
の
新
聞
展
望
社
の
ひ
と
り
が
執
筆
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 
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第
二
部 
清
張
、
新
聞
小
説
を
書
く 
―
新
聞
小
説
「
黒
い
風
土
」
を
読
む 
  
第
一
章 
原
稿
用
紙
か
ら
見
た
新
聞
小
説 
―
新
聞
小
説
「
黒
い
風
土
」
の
原
稿
か
ら 
   
一 
「
黒
い
風
土
」
と
『
黄
色
い
風
土
』 
  
松
本
清
張
の
「
黒
い
風
土
」
は
、
い
わ
ゆ
る
三
社
連
合
の
夕
刊
に
連
載
さ
れ
た
新
聞
小
説
だ
っ
た
。
初
出
年
月
日
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
 
『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
（
一
九
五
九
年
五
月
二
十
二
日
～
一
九
六
〇
年
八
月
七
日
） 
『
西
日
本
新
聞
』
夕
刊
（
一
九
五
九
年
五
月
二
十
三
日
～
一
九
六
〇
年
八
月
九
日
） 
『
中
部
日
本
新
聞
』
夕
刊
（
一
九
五
九
年
六
月
二
十
四
日
～
一
九
六
〇
年
九
月
十
三
日
） 
 
物
語
の
中
心
に
位
置
し
て
、
読
者
に
視
点
を
提
供
す
る
の
は
、「
Ｒ
新
聞
社
で
出
し
て
い
る
週
刊
誌
の
取
材
記
者
」
で
あ
る
若
宮
四
郎
だ
。
若
宮
は
取
材
の
た
め
に
熱
海
に
赴
く
が
、
車
中
で
見
送
り
人
が
ひ
と
り
も
い
な
い
奇
妙
な
新
婚
夫
婦
を
眼
に
す
る
。
そ
の
夫
婦
と
は
ホ
テ
ル
も
同
じ
だ
っ
た
の
だ
が
、
翌
朝
夫
が
熱
海
の
錦
ヶ
浦
で
投
身
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
若
宮
は
早
速
錦
ヶ
浦
に
赴
き
取
材
に
取
り
か
か
る
が
、
夫
婦
が
偽
名
を
使
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
妻
と
思
わ
れ
る
女
性
が
失
踪
し
た
こ
と
を
知
り
、
本
当
に
自
殺
だ
っ
た
の
か
、
疑
問
を
持
ち
始
め
る
。
翌
日
編
集
部
に
戻
っ
た
若
宮
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
界
で
は
す
で
に
伝
説
の
存
在
と
な
っ
て
い
る
敏
腕
編
集
長
・
木
谷
啓
介
に
、
熱
海
で
遭
遇
し
た
事
件
の
こ
と
を
恐
る
恐
る
報
告
し
た
。
す
る
と
木
谷
は
、
他
誌
に
悟
ら
れ
ぬ
よ
う
に
極
秘
で
行
う
こ
と
を
条
件
に
、
費
用
な
ど
を
気
に
せ
ず
自
由
に
取
材
す
る
許
可
を
若
宮
に
与
え
る
。
こ
う
し
て
若
宮
を
探
偵
役
に
、
推
理
小
説
が
稼
働
し
始
め
る
。 
 
失
踪
し
た
女
性
が
由
美
と
い
う
女
給
で
あ
る
こ
と
を
偶
然
突
き
止
め
た
若
宮
は
、
そ
の
伯
父
の
長
谷
川
吾
市
も
数
日
家
を
留
守
に
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
編
集
部
に
置
い
て
あ
っ
た
新
聞
の
地
方
版
で
、
小
樽
沖
で
溺
死
体
が
見
つ
か
っ
た
記
事
を
読
ん
だ
若
宮
は
、
そ
れ
が
長
谷
川
吾
市
で
は
な
い
か
と
予
想
し
、
調
査
す
る
た
め
に
北
海
道
へ
赴
く
。
そ
し
て
北
海
道
で
取
材
中
に
社
か
ら
電
話
を
受
け
取
り
、
新
婚
夫
婦
が
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熱
海
で
泊
ま
っ
て
い
た
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
係
が
、
名
古
屋
で
殺
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。
若
宮
は
急
遽
飛
行
機
の
チ
ケ
ッ
ト
を
取
り
、
東
京
に
戻
っ
た
後
、
今
度
は
名
古
屋
に
赴
く
。 
 
北
海
道
に
行
く
若
宮
が
飛
行
機
の
中
で
見
か
け
た
「
沈
丁
花
の
女
」、
あ
る
い
は
若
宮
の
行
く
先
々
で
講
演
を
し
て
い
る
婦
人
問
題
評
論
家
の
島
内
輝
明
な
ど
、
謎
め
い
た
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
人
物
た
ち
と
関
係
し
つ
つ
、
若
宮
は
熱
海
、
小
樽
、
名
古
屋
、
真
鶴
な
ど
を
縦
横
無
尽
に
移
動
し
、
事
件
の
真
相
に
迫
っ
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
来
る
の
は
、
戦
時
中
に
敵
地
で
の
謀
略
用
に
偽
札
を
作
っ
て
い
た
旧
陸
軍
の
特
殊
部
隊
の
関
係
者
が
背
後
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
組
織
に
関
わ
っ
て
い
た
人
間
が
戦
後
に
ド
ル
の
偽
造
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
実
で
あ
る
。 
出
会
っ
た
当
初
か
ら
協
力
的
で
、
若
宮
を
サ
ポ
ー
ト
し
続
け
て
い
た
新
聞
社
の
嘱
託
通
信
員
・
村
田
か
ら
、
有
力
な
情
報
を
伝
え
ら
れ
た
若
宮
は
、
村
田
と
と
も
に
富
士
山
麓
に
赴
く
が
、
そ
こ
で
襲
撃
さ
れ
、
意
識
を
失
っ
て
し
ま
う
。
意
識
を
回
復
し
た
若
宮
の
前
に
、
真
犯
人
が
姿
を
現
す
。
縛
ら
れ
て
自
由
に
身
動
き
が
で
き
な
く
な
っ
た
若
宮
を
前
に
し
て
、
真
犯
人
は
真
実
を
伝
え
、
若
宮
を
置
き
去
り
に
し
て
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
。
折
し
も
自
衛
隊
の
砲
弾
演
習
が
開
始
さ
れ
る
時
刻
で
あ
り
、
真
犯
人
は
自
衛
隊
の
砲
弾
で
若
宮
を
亡
き
も
の
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
だ
が
、
縄
を
こ
っ
そ
り
ほ
ど
き
手
足
が
自
由
に
な
っ
て
い
た
若
宮
は
、
真
犯
人
に
襲
い
掛
か
る
。
自
衛
隊
の
砲
弾
が
炸
裂
す
る
中
で
、
若
宮
と
真
犯
人
は
格
闘
し
、
脚
を
負
傷
し
た
村
田
の
頭
上
で
砲
弾
が
炸
裂
す
る
シ
ー
ン
で
、
現
行
の
講
談
社
文
庫
本
版
で
は
七
四
八
頁
に
及
ぶ
長
篇
推
理
小
説
は
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
る
。 
一
年
以
上
連
載
が
続
い
た
「
黒
い
風
土
」
の
長
大
な
物
語
を
、
現
在
入
手
可
能
な
講
談
社
文
庫
版
『
黄
色
い
風
土
』
を
参
照
し
て
簡
単
に
ま
と
め
る
の
な
ら
、
右
の
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
第
二
章
で
詳
述
す
る
が
、「
黒
い
風
土
」
は
単
行
本
化
さ
れ
る
際
に
大
幅
に
改
稿
さ
れ
、
タ
イ
ト
ル
も
『
黄
色
い
風
土
』
と
改
題
さ
れ
た
上
で
、
一
九
六
一
年
五
月
に
講
談
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
し
た
が
っ
て
細
部
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
プ
ロ
ッ
ト
な
ど
に
お
い
て
も
、「
黒
い
風
土
」
と
『
黄
色
い
風
土
』
に
は
無
視
し
得
な
い
差
異
が
存
在
す
る
。
逆
に
言
え
ば
、「
黒
い
風
土
」
か
ら
『
黄
色
い
風
土
』
へ
の
改
稿
の
跡
を
辿
る
こ
と
で
、
単
行
本
に
お
い
て
は
不
必
要
で
あ
る
が
新
聞
小
説
と
し
て
は
必
要
だ
と
清
張
が
考
え
て
い
た
要
素
を
あ
ぶ
り
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。 
『
黄
色
い
風
土
』
は
文
藝
春
秋
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
松
本
清
張
全
集
』
全
六
十
六
巻
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
、
清
張
の
推
理
小
説
の
中
で
は
マ
イ
ナ
ー
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
作
品
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
一
九
六
一
年
九
月
に
ニ
ュ
ー
東
映
の
制
作
で
映
画
化
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
ビ
デ
オ
に
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
も
な
っ
て
お
ら
ず
、
映
画
館
で
も
め
っ
た
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
幻
の
作
品
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
監
督
の
石
井
輝
男
が
映
画
化
し
た
と
き
の
こ
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と
を
回
顧
し
て
、「
原
作
を
読
ん
で
、松
本
さ
ん
と
し
て
は
も
う
ひ
と
つ
だ
な
あ
と
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。
た
だ
ね
、
お
も
し
ろ
い
の
は
、
お
値
段
が
違
う
ん
で
す
ね
。
た
し
か
安
か
っ
た
み
た
い
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
き
っ
と
自
分
で
も
上
作
と
は
思
っ
て
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」（『
石
井
輝
男
映
画
魂
』、
ワ
イ
ズ
出
版
、
一
九
九
二
年
一
月
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
清
張
自
身
も
『
黄
色
い
風
土
』
に
は
高
い
評
価
を
与
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。 
 
し
か
し
、
序
章
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
黒
い
風
土
」
は
、
清
張
が
は
じ
め
て
新
聞
に
連
載
し
た
現
代
物
で
あ
り
、
推
理
小
説
を
新
聞
で
連
載
す
る
と
い
う
果
敢
な
挑
戦
だ
っ
た
。
そ
の
挑
戦
が
仮
に
失
敗
に
終
わ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
黒
い
風
土
」
で
清
張
が
試
み
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
清
張
の
小
説
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
に
、
少
な
か
ら
ず
寄
与
す
る
視
点
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
改
め
て
確
認
し
お
け
ば
、「
野
盗
伝
奇
」
を
地
方
紙
に
連
載
し
、
そ
の
後
「
か
げ
ろ
う
絵
図
」
を
『
東
京
新
聞
』
に
連
載
し
た
清
張
に
と
っ
て
、
三
社
連
合
の
夕
刊
に
現
代
物
の
新
聞
小
説
を
連
載
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
だ
っ
た
。
小
説
家
を
職
業
と
し
た
清
張
が
何
と
し
て
で
も
成
功
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
作
品
、
そ
れ
が
「
黒
い
風
土
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
清
張
は
、
「
黒
い
風
土
」
と
い
う
新
聞
小
説
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
戦
略
を
用
い
た
。
作
品
と
し
て
は
失
敗
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、「
黒
い
風
土
」
で
清
張
が
試
し
た
戦
略
は
、
そ
の
後
の
清
張
の
作
品
に
お
い
て
も
活
か
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
戦
略
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
社
会
に
お
け
る
小
説
家
を
考
え
る
際
に
、
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。 
 
第
二
部
で
は
、「
黒
い
風
土
」
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
読
み
解
い
て
い
き
、
松
本
清
張
の
新
聞
小
説
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
社
会
に
対
し
て
清
張
が
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
取
っ
た
の
か
、
考
察
を
深
め
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。 
ま
ず
第
一
章
で
は
「
黒
い
風
土
」
の
原
稿
調
査
の
報
告
を
行
う
。
松
本
清
張
の
原
稿
を
本
格
的
に
調
査
し
た
研
究
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
皆
無
で
あ
る
。「
黒
い
風
土
」
の
原
稿
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
清
張
の
執
筆
過
程
の
一
端
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
原
稿
に
記
さ
れ
て
い
た
メ
モ
な
ど
を
見
て
行
く
過
程
で
、
新
聞
小
説
で
は
必
須
の
存
在
で
あ
る
挿
絵
画
家
に
対
し
て
、
清
張
が
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
と
う
と
し
た
の
か
も
見
え
て
く
る
。
新
聞
小
説
に
お
け
る
挿
絵
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
先
行
研
究
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、
挿
絵
画
家
と
小
説
家
の
具
体
的
な
や
り
取
り
に
迫
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。
清
張
の
原
稿
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
挿
絵
画
家
と
小
説
家
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。 
 
第
二
章
で
は
、
新
聞
小
説
「
黒
い
風
土
」
と
単
行
本
『
黄
色
い
風
土
』
を
比
較
対
象
し
、
改
稿
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
新
聞
小
説
「
黒
い
風
土
」
に
込
め
ら
れ
た
読
者
戦
略
を
分
析
す
る
こ
と
に
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し
た
い
。
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
を
、
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
享
受
す
る
読
者
に
向
け
て
書
い
た
。
単
行
本
の
読
者
は
、
お
そ
ら
く
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
新
聞
に
、
毎
日
連
載
さ
れ
る
新
聞
小
説
は
、
単
行
本
に
収
録
さ
れ
、
他
の
情
報
が
ほ
と
ん
ど
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
た
小
説
と
は
、
や
は
り
大
き
く
異
な
る
。
単
行
本
で
小
説
を
読
む
読
者
は
基
本
的
に
小
説
だ
け
を
読
む
こ
と
に
な
る
が
、
新
聞
を
手
に
し
て
小
説
だ
け
を
読
む
読
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
多
種
多
様
な
ニ
ュ
ー
ス
を
読
み
、
そ
の
過
程
で
眼
に
さ
れ
る
の
が
新
聞
小
説
で
あ
る
。
自
分
自
身
も
新
聞
の
愛
読
者
で
あ
っ
た
清
張
は
、
新
聞
小
説
を
消
費
す
る
読
書
形
態
を
熟
知
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
新
聞
小
説
の
読
者
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
書
か
れ
て
い
っ
た
の
が
、「
黒
い
風
土
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
そ
し
て
第
三
章
で
は
、
桑
原
武
夫
が
清
張
の
終
生
の
テ
ー
マ
だ
と
指
摘
し
た
「
疎
外
さ
れ
た
も
の
の
存
在
の
底
か
ら
に
じ
み
出
た
意
地
」
を
、「
黒
い
風
土
」
に
見
て
行
き
た
い
と
思
う
。
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、た
と
え
ば
綾
目
広
治「
清
張
小
説
の
な
か
の
新
聞
記
者
と
新
聞
社
」（『
松
本
清
張
研
究
』、
二
〇
一
五
年
三
月
）
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
松
本
清
張
は
、
新
聞
記
者
を
登
場
さ
せ
た
多
く
の
小
説
を
書
い
た
作
家
」
だ
っ
た
。
新
聞
社
や
新
聞
記
者
を
題
材
に
し
た
清
張
作
品
は
、
あ
ま
た
存
在
す
る
。「
黒
い
風
土
」
は
、
そ
う
し
た
清
張
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
新
聞
読
者
を
引
き
付
け
よ
う
と
し
た
清
張
の
作
戦
も
透
け
て
見
え
る
。
新
聞
小
説
が
新
聞
社
や
記
者
を
ど
の
よ
う
に
表
象
し
た
の
か
、
そ
れ
を
「
黒
い
風
土
」
を
通
し
て
見
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。 
  
二 
「
黒
い
風
土
」
の
原
稿 
 
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
に
は
、「
黒
い
風
土
」
の
原
稿
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 
Ｂ
４
の
二
〇
字×
二
〇
行
の
四
〇
〇
字
詰
め
の
原
稿
用
紙
に
、
ペ
ン
字
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
一
枚
目
は
、
「
つ
ぎ
の
夕
刊
小
説
」
の
た
め
に
書
か
れ
た
「
作
者
の
言
葉
」
だ
。
続
い
て
「
黒
い
風
土
」
の
物
語
が
始
ま
る
。
原
稿
用
紙
の
右
隅
の
欄
外
に
は
、
〝
松
本
清
張
〟
と
印
字
さ
れ
て
い
る
（
時
に
、
紀
伊
國
屋
書
店
と
印
字
さ
れ
て
い
る
原
稿
用
紙
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
）。
全
四
四
一
回
の
う
ち
、
欠
け
て
い
た
の
は
一
〇
八
回
か
ら
一
一
〇
回
の
三
回
分
の
み
。
毎
回
毎
回
の
約
三
枚
半
の
原
稿
が
、
回
ご
と
に
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
三
回
分
欠
け
て
い
る
と
は
い
え
、
単
純
計
算
で
、
合
わ
せ
て
一
七
五
二
枚
の
原
稿
用
紙
で
あ
る
。
そ
れ
が
束
に
な
っ
て
積
み
上
げ
ら
れ
た
光
景
は
圧
巻
で
あ
る
。
持
ち
上
げ
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
重
い
。
新
聞
小
説
家
は
、
こ
れ
だ
け
の
分
量
の
原
稿
を
毎
日
毎
日
ほ
ぼ
休
み
な
く
書
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
獅
子
文
六
は
「
新
聞
小
説
を
書
く
と
い
う
の
は
、
体
力
が
第
一
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
た
。
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「
但
馬
太
郎
治
伝
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
六
七
年
四
月
十
八
日
～
九
月
二
十
三
日
）
の
一
節
で
あ
る
。「
体
力
が
第
一
で
あ
る
」
の
が
嘘
偽
り
の
な
い
事
実
で
あ
る
こ
と
を
、「
黒
い
風
土
」
の
原
稿
の
束
が
証
明
し
て
い
た
。 
そ
れ
に
し
て
も
清
張
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
「
体
力
」
の
持
ち
主
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
黒
い
風
土
」
を
書
い
て
い
た
と
き
、
清
張
は
同
時
に
も
う
一
本
の
新
聞
小
説
「
影
の
地
帯
」
も
書
い
て
い
た
。
い
や
、
そ
れ
だ
け
で
な
い
。週
刊
誌
に
も
雑
誌
に
も
、信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
の
分
量
の
作
品
を
発
表
し
続
け
て
い
た
。 
『
松
本
清
張
全
集
』
第
六
十
六
巻
（
文
藝
春
秋
、
一
九
九
六
年
三
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
年
譜
を
参
考
に
、「
黒
い
風
土
」
を
執
筆
し
て
い
た
当
時
の
清
張
の
活
躍
ぶ
り
を
ま
と
め
た
の
が
【
資
料
２
】
で
あ
る
。
「
黒
い
風
土
」
が
『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
に
連
載
さ
れ
て
い
た
一
九
五
九
年
五
月
か
ら
一
九
六
〇
年
八
月
の
間
に
、
毎
月
ど
の
よ
う
な
作
品
が
ど
の
よ
う
な
媒
体
に
発
表
さ
れ
て
い
た
の
か
を
整
理
し
た
も
の
だ
。 
通
常
の
年
譜
で
は
、
連
載
も
の
は
連
載
の
開
始
時
だ
け
記
載
さ
れ
る
。『
全
集
』
の
年
譜
も
同
様
で
あ
る
。「
黒
い
風
土
」
で
あ
れ
ば
、
連
載
開
始
時
の
一
九
五
九
年
五
月
の
と
こ
ろ
に
作
品
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。「
黒
い
画
集
」
然
り
、「
蒼
い
描
点
」
然
り
、「
黒
い
樹
海
」
然
り
。
し
た
が
っ
て
よ
ほ
ど
注
意
深
い
読
者
で
な
い
か
ぎ
り
、「
黒
い
画
集
」
も
「
蒼
い
描
点
」
も
「
黒
い
樹
海
」
も
、
書
き
続
け
ら
れ
、
連
載
し
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
失
念
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
意
識
的
に
年
譜
を
見
れ
ば
す
ぐ
さ
ま
明
ら
か
に
な
る
こ
と
だ
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
「
黒
い
風
土
」
と
「
影
の
地
帯
」
と
い
う
二
本
の
新
聞
小
説
の
執
筆
に
着
手
し
た
と
き
、
清
張
は
併
行
し
て
前
年
に
連
載
が
始
ま
っ
た
「
黒
い
画
集
」
も
「
蒼
い
描
点
」
も
「
黒
い
樹
海
」
も
書
き
続
け
て
い
た
。「
黒
い
風
土
」
を
書
き
始
め
た
時
点
で
清
張
自
身
は
、
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
作
品
を
書
き
継
い
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 
も
ち
ろ
ん
執
筆
時
期
と
発
表
時
期
は
一
致
せ
ず
、
ず
れ
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
【
資
料
２
】
の
年
譜
か
ら
は
正
確
な
執
筆
量
を
測
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。ま
た
今
回
年
譜
を
作
成
し
直
す
に
当
り
、
エ
ッ
セ
イ
、
随
筆
、
批
評
の
類
い
は
割
愛
し
た
。
し
た
が
っ
て
実
際
の
執
筆
量
は
も
っ
と
多
く
な
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
ま
と
め
て
み
る
と
、
毎
月
清
張
が
ど
れ
だ
け
の
作
品
を
発
表
し
続
け
て
い
た
の
か
、
い
や
毎
日
ど
れ
だ
け
の
作
品
を
書
き
続
け
て
き
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 
改
め
て
【
資
料
２
】
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
は
あ
る
が
、
清
張
の
活
躍
ぶ
り
は
恐
ろ
し
い
く
ら
い
だ
。
底
な
し
の
「
体
力
」
の
持
ち
主
だ
っ
た
と
し
か
思
え
な
い
。 
た
と
え
ば
「
黒
い
風
土
」
の
連
載
が
開
始
さ
れ
た
一
九
五
九
年
五
月
、
何
度
か
確
認
し
た
よ
う
に
、
同
時
に
清
張
は
『
河
北
新
報
』
等
の
地
方
紙
で
「
影
の
地
帯
」
の
連
載
を
始
め
た
。
そ
れ
は
『
全
集
』
の
年
譜
を
見
る
誰
も
が
気
づ
け
る
こ
と
だ
。
だ
が
、
清
張
が
抱
え
て
い
た
新
聞
小
説
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
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た
。
前
年
五
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
『
東
京
新
聞
』
の
「
か
げ
ろ
う
絵
図
」
も
連
載
中
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
週
刊
誌
で
の
連
載
小
説
は
、「
蒼
い
描
点
」「
黒
い
画
集
」「
生
年
月
日
」「
火
の
前
夜
」「
雲
を
呼
ぶ
」
「
波
の
塔
」
の
六
本
に
及
ぶ
。
そ
れ
に
加
え
て
清
張
は
『
婦
人
倶
楽
部
』
に
「
黒
い
樹
海
」
を
連
載
し
、
単
発
も
の
と
し
て
『
新
潮
』
に
「
空
白
の
意
匠
」
を
、『
文
藝
春
秋
』
に
「
小
説
帝
銀
事
件
」
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
新
聞
の
連
載
小
説
三
本
、
週
刊
誌
の
連
載
小
説
六
本
、
雑
誌
の
連
載
小
説
一
本
、
雑
誌
に
単
発
で
発
表
し
た
作
品
二
本
、
都
合
十
二
本
の
小
説
が
一
九
五
九
年
五
月
の
紙
面
／
誌
面
を
飾
っ
た
こ
と
に
な
る
。
計
算
し
て
み
る
と
、「
黒
い
風
土
」
を
連
載
し
て
い
た
一
九
五
九
年
五
月
か
ら
翌
年
八
月
ま
で
、
清
張
は
平
均
で
毎
月
約
十
一
本
の
作
品
を
発
表
し
続
け
た
。
月
一
回
発
売
さ
れ
る
の
は
雑
誌
だ
け
で
あ
る
。
週
刊
誌
は
約
三
回
、
新
聞
は
ほ
ぼ
毎
日
掲
載
さ
れ
続
け
る
。
一
九
五
九
年
に
知
命
を
迎
え
た
清
張
は
、
日
々
そ
れ
だ
け
の
作
品
を
生
み
出
し
続
け
た
の
で
あ
る
。 
 
【
資
料
２
】
で
扱
っ
た
時
期
以
降
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
一
九
六
一
年
十
月
二
十
日
の
『
週
刊
読
書
人
』
に
、「
松
本
清
張
氏
と
の
一
時
間
」
と
い
う
特
集
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
清
張
が
興
味
深
い
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。「
日
刊
・
週
刊
・
月
刊
誌
を
合
わ
せ
て
十
数
本
連
載
も
の
を
書
い
て
い
る
と
い
う
噂
が
立
っ
た
」
が
、
そ
れ
で
は
一
日
ど
れ
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
か
と
い
う
記
者
の
質
問
に
答
え
た
清
張
の
言
葉
で
あ
る
。 
 
二
十
枚
か
ら
二
十
五
枚
で
す
ね
。
朝
九
時
か
ら
仕
事
に
か
か
り
、
よ
る
の
十
一
時
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
終
り
に
し
ま
す
。
徹
夜
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
。
十
三
時
間
に
な
り
ま
す
か
。
し
か
し
そ
の
間
に
食
事
の
時
間
が
あ
り
、四
時
か
ら
三
十
分
位
は
か
な
ら
ず
昼
寝
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
だ
い
た
い
十
時
間
、
一
時
間
二
枚
の
割
で
し
ょ
う
、
そ
れ
ほ
ど
書
い
て
い
ま
せ
ん
ね
。
…
…
い
ま
連
載
は
週
刊
誌
四
本
、
月
刊
誌
五
本
で
す
。
本
も
連
載
が
終
っ
た
の
で
、
今
年
は
十
本
ほ
ど
出
る
の
で
す
が
、
昨
年
は
た
し
か
『
波
の
塔
』
一
本
だ
け
だ
っ
た
で
す
ね
…
… 
 
書
く
分
量
は
二
十
枚
か
ら
二
十
五
枚
と
清
張
は
事
も
無
げ
に
口
に
し
て
い
る
が
、
小
説
を
書
く
こ
と
を
職
業
と
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
も
、
二
十
枚
か
ら
二
十
五
枚
を
書
き
続
け
ら
れ
る
ひ
と
が
ど
れ
だ
け
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
清
張
は
、
自
分
の
労
働
時
間
は
十
時
間
く
ら
い
だ
と
見
積
も
り
、
一
時
間
当
り
に
換
算
す
れ
ば
、
二
枚
程
度
し
か
書
い
て
い
な
い
と
算
出
す
る
。「
そ
れ
ほ
ど
書
い
て
い
ま
せ
ん
ね
」
と
清
張
は
言
う
が
、
そ
の
穏
や
か
な
話
し
ぶ
り
に
だ
ま
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
一
時
間
に
八
〇
〇
字
を
、
十
時
間
ず
っ
と
、
し
か
も
日
々
書
き
続
け
る
こ
と
は
、
常
人
に
は
な
し
得
な
い
こ
と
だ
か
ら
だ
。（
１
）「
黒
い
風
土
」
の
分
厚
い
原
稿
の
束
は
、
清
張
の
す
さ
ま
じ
い
執
筆
欲
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
て
い
る
よ
う
で
、
迫
力
に
満
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ち
て
い
た
。
だ
が
一
九
五
九
年
五
月
の
時
点
で
言
う
な
ら
、「
黒
い
風
土
」
は
清
張
が
発
表
し
た
作
品
の
十
二
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
私
が
眼
に
し
た
の
は
、
清
張
の
前
を
通
過
し
た
原
稿
用
紙
の
ほ
ん
の
一
端
で
し
か
な
か
っ
た
。 
作
家
の
条
件
と
は
な
に
か
。
文
才
な
の
か
、
比
類
の
な
い
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
の
か
、
嘘
を
つ
く
能
力
な
の
か
。
清
張
に
「
作
家
の
条
件
っ
て
、
な
ん
だ
と
思
う
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
森
本
哲
郎
は
躊
躇
な
く
「
才
能
で
し
ょ
う
」
と
答
え
た
。
す
る
と
清
張
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
と
い
う
。 
 
「
ち
が
う
。
原
稿
用
紙
を
置
い
た
机
の
前
に
、
ど
れ
く
ら
い
長
く
す
わ
っ
て
い
ら
れ
る
か
と
い
う
そ
の
忍
耐
力
さ
」 
 
清
張
の
返
答
を
聞
い
て
森
本
は
、
翌
朝
、
い
や
「
忍
耐
」
こ
そ
「
才
能
」
で
は
な
い
の
か
と
気
づ
い
た
と
記
し
て
い
る
。（
２
）「
才
能
」
が
あ
っ
た
上
で
「
忍
耐
力
」
も
兼
ね
備
え
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
人
並
み
は
ず
れ
た
「
忍
耐
力
」
と
い
う
「
才
能
」
を
持
っ
て
い
た
の
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
原
稿
用
紙
と
向
き
合
い
続
け
る
「
体
力
」
が
な
か
っ
た
ら
、
私
た
ち
が
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
松
本
清
張
の
作
品
は
、
ず
っ
と
少
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
以
下
に
「
忍
耐
力
」
の
結
実
の
一
端
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 
  
三 
清
張
と
速
記
者 
 
川
口
松
太
郎 
あ
ん
た
、
体
は
丈
夫
な
の
？ 
松
本
清
張 
 
と
く
に
病
気
し
ま
せ
ん
ね
。
で
も
疲
れ
や
す
い
で
す
よ
、
ト
シ
と
っ
て
…
…
。 
川
口
松
太
郎 
ト
シ
っ
て
何
年
だ
い
？ 
松
本
清
張 
 
四
十
二
年
で
す
よ
。 
川
口
松
太
郎 
な
あ
ん
だ
い
、
四
十
二
才
か
い
。 
松
本
清
張 
 
い
や
四
十
二
年
生
ま
れ
で
す
よ
、
明
治
の
四
十
二
年
。（
３
） 
 
清
張
が
六
十
三
才
の
と
き
に
行
っ
た
対
談
の
一
節
だ
。
清
張
は
依
然
健
康
だ
。
と
は
い
え
、
い
く
ら
「
体
力
」
が
あ
ろ
う
と
も
、
酷
使
さ
れ
る
と
肉
体
は
悲
鳴
を
上
げ
始
め
る
。
川
口
松
太
郎
と
の
対
談
の
十
三
年
前
、「
黒
い
風
土
」
の
執
筆
の
着
手
し
よ
う
と
い
う
と
き
、
清
張
の
肉
体
は
耐
用
限
度
ぎ
り
ぎ
り
に
ま
で
酷
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使
さ
れ
て
い
た
。『
全
集
』
収
録
の
年
譜
の
一
九
五
九
年
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 
 
執
筆
量
の
限
界
を
試
し
て
み
よ
う
と
思
い
、
積
極
的
に
仕
事
を
す
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
年
な
か
ば
以
後
書
痙
に
か
か
る
。
そ
の
た
め
に
原
稿
は
口
述
、
清
書
さ
れ
た
も
の
に
加
筆
す
る
と
い
う
方
法
を
と
り
、
速
記
者
福
岡
隆
を
約
九
年
間
に
わ
た
っ
て
専
属
と
し
た
。 
 
こ
こ
に
登
場
す
る
福
岡
隆
が
、
清
張
の
専
属
速
記
者
を
辞
め
た
後
に
書
い
た
『
人
間
・
松
本
清
張 
専
属
速
記
者
九
年
間
の
記
録
』（
大
光
社
、
一
九
六
八
年
十
一
月
）
に
よ
れ
ば
、
福
岡
が
文
藝
春
秋
社
の
依
頼
で
高
輪
の
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
清
張
を
訪
ね
た
の
は
、
一
九
五
九
年
十
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
翌
年
一
月
か
ら
『
文
藝
春
秋
』
で
連
載
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
「
日
本
の
黒
い
霧
」
の
口
述
筆
記
を
行
う
た
め
だ
。
福
岡
が
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
部
屋
を
訪
れ
た
と
き
、
四
十
才
過
ぎ
の
女
性
が
内
庭
に
面
し
た
窓
辺
の
机
で
ペ
ン
を
走
ら
せ
て
い
た
と
い
う
。
光
文
社
か
ら
の
紹
介
で
清
張
の
速
記
を
行
っ
て
い
た
Ｍ
さ
ん
で
あ
る
。
同
業
者
が
い
る
こ
と
に
驚
い
た
福
岡
だ
っ
た
が
、福
岡
に
は
文
藝
春
秋
か
ら
請
わ
れ
て
来
た
と
い
う「
メ
ン
ツ
」
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
Ｍ
さ
ん
は
「
家
庭
婦
人
の
内
職
程
度
」
に
働
い
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
当
初
小
説
の
速
記
を
担
当
し
て
い
た
の
は
Ｍ
さ
ん
だ
っ
た
が
、
Ｍ
さ
ん
が
都
合
で
欠
勤
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
き
な
ど
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の
速
記
も
担
当
し
た
経
験
が
あ
る
福
岡
が
代
役
を
務
め
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
小
説
の
速
記
を
引
き
受
け
る
機
会
も
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。
福
岡
に
清
張
か
ら
専
属
の
依
頼
が
来
る
ま
で
、
そ
う
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。 
福
岡
が
清
張
の
も
と
を
訪
れ
た
の
が
一
九
五
九
年
十
月
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
年
の
五
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
黒
い
風
土
」
の
連
載
開
始
直
後
の
執
筆
現
場
に
立
ち
あ
っ
て
い
た
速
記
者
が
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
Ｍ
さ
ん
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
福
岡
が
は
じ
め
て
清
張
と
邂
逅
し
た
十
月
、
そ
の
一
日
の
『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、「
黒
い
風
土
」
の
連
載
一
三
二
回
「
旅
館
（
一
）」
だ
っ
た
。
だ
か
ら
連
載
一
回
目
か
ら
一
三
二
回
ま
で
は
、「
黒
い
風
土
」
に
お
い
て
連
載
開
始
直
後
か
ら
速
記
者
が
使
わ
れ
て
い
た
と
す
る
の
な
ら
、
福
岡
以
外
の
速
記
者
で
あ
る
Ｍ
さ
ん
が
清
張
の
速
記
を
担
当
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
後
、
お
そ
ら
く
五
九
年
の
十
月
半
ば
以
降
か
ら
は
、
福
岡
が
「
黒
い
風
土
」
の
速
記
を
担
当
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 
事
実
、「
黒
い
風
土
」
の
原
稿
を
め
く
っ
て
い
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
筆
跡
が
入
り
乱
れ
て
い
る
こ
と
に
す
ぐ
さ
ま
気
づ
く
こ
と
に
な
る
。「
黒
い
風
土
」の
原
稿
は
複
数
の
筆
跡
の
混
交
体
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
一
枚
目
の
作
者
の
言
葉
か
ら
連
載
十
一
回
目
の
「
変
死
者
（
三
）」
ま
で
は
同
一
の
筆
跡
が
続
く
。
こ
の
筆
跡
で
書
か
れ
た
文
字
が
清
張
の
も
の
だ
。
以
後
、
原
稿
用
紙
に
記
さ
れ
る
訂
正
や
指
示
、
そ
し
て
加
筆
の
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文
字
等
も
、
概
ね
こ
の
十
一
回
目
ま
で
の
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
連
載
十
二
回
で
、
突
然
筆
跡
が
変
わ
る
。
そ
の
回
が
『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
九
年
六
月
二
日
で
あ
る
。
ま
だ
福
岡
が
清
張
の
部
屋
を
訪
問
す
る
以
前
だ
。
よ
っ
て
、
こ
の
文
字
が
お
そ
ら
く
Ｍ
さ
ん
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
。 
こ
の
連
載
十
二
回
目
の
原
稿
は
、
筆
跡
以
外
の
点
で
も
、
十
一
回
ま
で
の
原
稿
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
に
な
く
訂
正
が
多
い
原
稿
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
訂
正
が
多
か
っ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
小
説
の
速
記
の
難
し
さ
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
小
説
の
速
記
は
、
速
記
者
に
と
っ
て
も
、
小
説
家
に
と
っ
て
も
、
と
て
も
難
し
い
も
の
だ
っ
た
。『
人
間
・
松
本
清
張 
専
属
速
記
者
九
年
間
の
記
録
』
で
、
福
岡
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。 
  
小
説
は
普
通
の
文
章
と
違
っ
て
地
の
文
と
会
話
文
か
ら
成
っ
て
い
る
。
お
の
ず
か
ら
速
記
の
仕
方
も
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
棒
書
き
の
速
記
で
は
反
訳
（
速
記
符
号
を
日
本
文
に
翻
訳
）
の
と
き
に
混
乱
が
起
こ
る
。
だ
い
い
ち
、
自
分
の
速
記
し
た
も
の
が
原
稿
用
紙
に
す
れ
ば
何
枚
と
何
行
分
に
な
る
か
見
当
も
つ
か
な
い
。
も
ち
ろ
ん
相
手
の
話
す
速
度
と
時
間
か
ら
大
体
の
見
当
は
つ
く
が
、
小
説
の
場
合
は
お
よ
そ
の
見
当
で
は
い
け
な
い
。
正
確
な
枚
数
を
即
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 
 
小
説
の
速
記
は
、
会
議
や
座
談
会
の
速
記
と
は
異
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
後
に
請
わ
れ
て
清
張
の
専
属
速
記
者
と
な
っ
た
福
岡
に
と
っ
て
さ
え
、
清
張
の
口
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
る
小
説
言
語
を
速
記
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
だ
っ
た
。
慣
れ
る
ま
で
時
間
が
必
要
だ
っ
た
。
だ
か
ら
Ｍ
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
小
説
の
速
記
は
や
は
り
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 
ま
た
小
説
言
語
を
口
述
す
る
こ
と
は
、
清
張
に
と
っ
て
も
、
や
は
り
難
し
い
こ
と
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
福
岡
に
よ
れ
ば
、
清
張
に
は
小
説
言
語
を
口
述
す
る
特
異
な
才
能
が
備
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
。
普
通
の
ひ
と
な
ら
、
口
述
す
る
と
話
し
言
葉
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
清
張
の
場
合
は
「
そ
の
ま
ま
立
派
な
文
章
」
と
し
て
通
用
す
る
「
文
章
体
が
厚
い
唇
か
ら
流
れ
出
た
」
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
い
く
ら
清
張
で
あ
っ
て
も
、
あ
ま
り
に
長
く
口
述
を
し
続
け
る
と
、
話
し
言
葉
が
出
て
き
て
し
ま
う
。「
口
述
の
場
合
に
は
調
子
が
乗
り
す
ぎ
て
文
章
が
流
れ
や
す
」
く
な
っ
て
し
ま
い
、「
コ
ン
パ
ク
ト
な
文
章
が
出
来
に
く
い
」
状
態
に
す
ぐ
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
常
時
一
ヶ
月
に
十
本
以
上
の
原
稿
を
抱
え
て
い
た
清
張
は
、
口
か
ら
出
て
く
る
言
葉
が
「
文
章
体
」
に
な
ら
ず
話
し
言
葉
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
に
口
述
を
し
続
け
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
も
そ
も
一
九
五
九
年
六
月
の
時
点
で
は
、
ま
だ
あ
ま
り
口
述
に
慣
れ
て
い
な
か
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っ
た
の
で
は
な
い
か
。
福
岡
が
来
る
以
前
か
ら
Ｍ
さ
ん
が
速
記
者
と
し
て
清
張
の
側
に
控
え
て
い
た
と
は
い
え
、
清
張
自
身
ま
だ
口
述
に
さ
ほ
ど
親
し
ん
で
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
福
岡
が
専
属
に
な
っ
た
後
に
は
、
次
の
よ
う
な
規
則
が
出
来
上
が
っ
た
よ
う
だ
。 
 
三
枚
半
の
新
聞
の
場
合
は
別
と
し
て
、
週
刊
誌
や
月
刊
誌
の
口
述
で
は
、
六
枚
と
か
八
枚
い
っ
た
と
こ
ろ
で
い
ち
お
う
休
む
。
私
が
速
記
を
反
訳
し
て
い
る
間
に
つ
ぎ
の
想
を
練
り
、
構
想
が
ま
と
ま
る
と
再
び
口
述
を
つ
づ
け
た
。 
 
し
か
し
夥
し
い
ほ
ど
に
赤
の
入
っ
た
連
載
十
二
回
目
の
原
稿
が
書
か
れ
た
時
点
で
は
、
こ
う
し
た
口
述
の
ペ
ー
ス
は
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
反
訳
さ
れ
た
原
稿
に
赤
字
を
入
れ
な
が
ら
、
清
張
は
口
述
の
難
し
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
後
、
十
三
回
目
以
降
は
し
ば
ら
く
十
一
回
目
ま
で
の
筆
跡
が
続
く
。
次
に
筆
跡
が
変
わ
る
の
は
、
連
載
八
二
回
目
の
原
稿
「
岬
の
殺
人
（
八
）」
が
書
か
れ
た
と
き
で
あ
る
。 
 
速
記
者
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
清
張
が
た
く
さ
ん
の
原
稿
を
引
き
受
け
た
の
は
、
挑
戦
の
気
持
ち
か
ら
だ
っ
た
。
福
岡
に
よ
れ
ば
、
清
張
は
「
日
本
の
文
壇
で
は
、
多
作
即
乱
作
と
き
め
つ
け
る
風
潮
が
あ
る
ん
だ
。こ
れ
に
対
し
て
ぼ
く
は
挑
戦
し
た
い
。そ
し
て
自
分
の
力
の
限
界
を
た
め
し
て
み
る
ん
だ
」
と
語
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
月
に
十
本
以
上
の
原
稿
を
抱
え
続
け
る
こ
と
は
、
無
謀
な
試
み
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
新
聞
小
説
を
複
数
担
当
す
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
清
張
の
限
界
を
超
え
て
い
た
。
福
岡
は
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。 
 
 
当
時
、
新
聞
の
連
載
は
『
影
の
地
帯
』
と
『
黄
色
い
風
土
』
が
重
な
っ
て
、
毎
日
二
本
ず
つ
書
い
て
い
た
。
ど
ち
ら
も
地
方
紙
で
あ
る
。
同
時
に
二
本
書
く
と
、
ど
う
し
て
も
登
場
人
物
が
混
乱
し
た
り
、
筋
や
場
面
が
似
通
っ
た
も
の
に
な
り
が
ち
で
、
口
述
す
る
松
本
さ
ん
も
困
っ
た
し
、
速
記
す
る
私
も
整
理
に
苦
労
し
た
。
こ
れ
に
懲
り
て
、
以
後
な
る
べ
く
新
聞
は
一
本
と
い
う
原
則
を
守
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
 
毎
日
が
締
切
と
な
る
新
聞
小
説
を
二
本
抱
え
る
こ
と
は
、
清
張
に
と
っ
て
も
、
や
は
り
困
難
の
極
み
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
登
場
人
物
の
混
乱
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、「
黒
い
風
土
」
の
原
稿
か
ら
も
は
っ
き
り
と
う
か
が
え
る
こ
と
だ
っ
た
。 
「
黒
い
風
土
」
の
主
人
公
の
名
前
は
若
松
四
郎
で
あ
り
、「
影
の
地
帯
」
の
主
人
公
の
名
前
は
田
代
利
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介
で
あ
る
の
だ
が
、「
黒
い
風
土
」
の
原
稿
用
紙
上
で
は
、
こ
の
両
者
が
し
ば
し
ば
入
れ
替
わ
っ
て
い
た
。
ま
ず
最
初
に
そ
う
し
た
混
乱
が
現
れ
た
の
は
、
連
載
一
三
六
回
「
旅
館
（
五
）」
の
原
稿
用
紙
上
で
の
こ
と
だ
っ
た
。
初
出
で
は
「
若
宮
は
、
あ
た
り
を
見
廻
し
た
。
む
ろ
ん
、
賑
や
か
な
町
な
み
で
は
な
か
っ
た
。」
と
、
若
宮
が
名
古
屋
の
町
並
み
を
眺
め
る
一
節
が
あ
る
の
だ
が
、
反
訳
さ
れ
た
原
稿
で
は
「
若
宮
」
で
は
な
く
「
田
代
」
と
な
っ
て
い
た
。
む
ろ
ん
「
田
代
」
の
名
は
上
か
ら
消
さ
れ
「
若
宮
」
に
修
正
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
「
影
の
地
帯
」
と
「
黄
色
い
風
土
」
の
執
筆
が
同
時
並
行
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
弊
害
が
、「
田
代
」
と
「
若
宮
」
の
混
同
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
よ
う
な
混
同
は
、
そ
れ
以
後
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。 
た
と
え
ば
連
載
二
四
四
回
「
渦
（
十
一
）」
で
も
、「
お
か
み
さ
ん
は
、
若
宮
の
方
を
向
い
た
」
と
語
ら
れ
る
箇
所
の
「
若
宮
」
が
「
田
代
」
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
た
し
、
二
七
五
回
「
わ
な
（
六
）」
の
「
若
宮
は
腕
を
組
ん
で
、
暫
く
な
が
め
て
い
た
。
橋
の
際
に
み
や
げ
物
屋
が
あ
っ
た
。
若
宮
は
そ
こ
に
入
っ
た
」
と
い
う
一
節
に
見
ら
れ
る
二
箇
所
の
「
若
宮
」
が
反
訳
で
は
「
田
代
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
同
時
進
行
で
二
本
の
新
聞
小
説
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
な
作
業
だ
っ
た
。
新
聞
小
説
を
口
述
す
る
清
張
の
思
考
は
混
乱
の
極
み
に
達
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
  
四 
二
つ
の
訂
正
記
事 
 
少
し
後
の
話
に
な
る
が
、
平
林
た
い
子
が
清
張
に
つ
い
て
、「
人
間
で
は
な
く
『
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
』
で
す
」
と
発
言
し
た
と
い
う
の
は
人
口
に
膾
炙
し
た
話
だ
。（
４
）
し
か
し
、
も
し
清
張
が
機
械
的
に
原
稿
を
量
産
す
る
だ
け
の
「
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
」
で
あ
っ
た
の
な
ら
、
清
張
は
よ
ほ
ど
出
来
の
悪
い
機
械
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
機
械
が
自
動
的
に
生
産
し
た
原
稿
に
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
間
違
い
が
多
す
ぎ
る
。「
黒
い
風
土
」
の
原
稿
は
、
清
張
が
決
し
て
平
林
た
い
子
が
言
う
意
味
で
の
「
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
た
。
仮
に
速
記
者
を
使
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
清
張
は
口
述
す
る
だ
け
で
原
稿
を
投
げ
出
し
て
し
ま
う
よ
う
な
無
責
任
な
態
度
を
取
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
必
ず
原
稿
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
修
正
を
加
え
て
い
た
。
読
者
の
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
文
章
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
、
物
語
の
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
な
い
よ
う
な
工
夫
を
施
し
、
修
正
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
訂
正
の
赤
を
入
れ
た
。し
か
も
清
張
は
、小
説
内
に
登
場
す
る
情
報
が
正
確
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
。
新
聞
小
説
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
だ
か
ら
全
て
の
情
報
が
、
事
実
と
し
て
正
し
い
も
の
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
清
張
は
、
事
実
は
正
確
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
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で
あ
っ
て
も
事
実
を
揺
る
が
せ
に
し
て
は
な
ら
な
い
。い
い
加
減
な
事
実
を
列
挙
し
て
省
み
な
い
態
度
は
、
清
張
に
し
て
み
れ
ば
、
虚
構
と
い
う
形
式
に
甘
え
た
精
神
の
表
出
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。 
後
に
『
朝
日
新
聞
』
で
「
火
の
路
」（
一
九
七
三
年
六
月
十
六
日
～
一
九
七
四
年
十
月
三
日
）
を
連
載
し
た
と
き
、担
当
記
者
と
な
っ
た
赤
松
俊
輔
は
、連
載
時
の
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。 
 
松
本
さ
ん
に
も
勘
違
い
は
あ
っ
て
、
二
上
山
の
雄
岳
に
あ
る
大
津
皇
子
の
墓
が
原
稿
で
雌
岳
に
あ
る
と
な
っ
て
い
た
の
を
、
私
が
チ
ェ
ッ
ク
せ
ず
に
見
逃
し
、
間
違
い
の
ま
ま
紙
面
に
出
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
読
者
か
ら
の
指
摘
を
受
け
て
あ
わ
て
た
が
も
う
遅
い
。
松
本
さ
ん
と
も
相
談
の
上
、
歴
史
が
主
題
の
小
説
だ
か
ら
誤
り
の
ま
ま
で
は
ま
ず
い
と
い
う
こ
と
で
、
四
、
五
日
後
の
文
末
に
訂
正
を
載
せ
た
。
新
聞
小
説
の
訂
正
は
、
前
代
未
聞
と
ま
で
は
い
わ
な
く
て
も
、
そ
れ
に
近
い
大
異
例
事
で
あ
る
。 
 
事
実
に
正
確
を
期
そ
う
と
す
る
清
張
の
姿
が
伝
わ
っ
て
く
る
逸
話
で
あ
る
。
だ
が
注
意
す
べ
き
は
、「
新
聞
小
説
の
訂
正
」
は
、
赤
松
が
言
う
よ
う
な
「
大
異
例
事
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。 
少
な
く
と
も
清
張
に
と
っ
て
は
「
大
異
例
事
」
で
は
な
か
っ
た
。
清
張
に
し
て
み
て
も
、「
新
聞
小
説
の
訂
正
」
は
、
喜
ぶ
べ
き
事
態
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
頻
繁
に
経
験
す
る
こ
と
で
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
一
度
な
ら
ず
経
験
済
み
の
こ
と
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
「
黒
い
風
土
」
連
載
時
に
清
張
は
、
二
回
も
「
訂
正
記
事
」
を
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。『
朝
日
新
聞
』
の
学
芸
部
の
記
者
に
と
っ
て
は
冷
や
汗
も
の
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
海
千
山
千
の
清
張
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
う
し
た
訂
正
は
新
聞
小
説
に
付
き
物
と
ま
で
は
言
わ
な
い
に
せ
よ
、
避
け
る
に
避
け
よ
う
の
な
か
っ
た
ミ
ス
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 
「
黒
い
風
土
」
の
一
回
目
の
訂
正
記
事
は
、
連
載
九
十
二
回
目
「
北
海
道
（
九
）」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
だ
。
一
九
五
九
年
八
月
二
十
一
日
の
『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
た
回
で
あ
る
。 
 
◇
訂
正 
き
の
う
の
『
黒
い
風
土
』（
九
一
回
）
本
文
七
行
目
に
『
百
二
十
人
乗
り
の
大
型
だ
が
』
と
あ
る
を
マ
マ
『
六
十
九
人
乗
り
の
大
型
だ
が
』
と
訂
正
す
る
む
ね
、
作
者
か
ら
申
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。 
 
九
十
一
回
で
は
、
若
宮
四
郎
が
北
海
道
に
向
か
う
た
め
に
乗
っ
た
飛
行
機
が
「
百
二
十
人
乗
り
の
大
型
」
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
清
張
は
、
そ
れ
を
「
六
十
九
人
乗
り
の
大
型
」
に
訂
正
し
て
も
ら
い
た
い
と
申
し
入
れ
た
の
で
あ
る
。
次
い
で
二
回
目
の
訂
正
記
事
は
連
載
四
〇
〇
回
「
錯
誤
の
不
安
（
十
）」
に
掲
げ
ら
れ
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た
。『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
の
一
九
六
〇
年
六
月
二
十
七
日
に
掲
載
さ
れ
た
新
聞
小
説
欄
の
末
尾
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。 
 
▽
訂
正 
三
百
九
十
九
回
文
中
の
『
相
模
小
山
』
は
『
駿
河
小
山
』、
ま
た
『
御
殿
場
線
が
小
田
原
か
ら
岐
か
れ
て
い
る
』
と
あ
る
の
は
『
国
府
津
』
の
誤
り
で
し
た
。（
５
） 
 
「
黒
い
風
土
」
の
終
盤
、
若
宮
四
郎
は
追
っ
て
い
た
老
夫
婦
が
い
る
と
い
う
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
熱
海
に
赴
き
、
さ
ら
に
老
夫
婦
が
宿
泊
し
て
い
た
ホ
テ
ル
の
ボ
ー
イ
か
ら
、
老
夫
婦
の
向
か
っ
た
先
を
聞
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
行
き
先
が
、『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
で
は
「
相
模
小
山
」
に
な
っ
て
し
ま
い
、
さ
ら
に
「
相
模
小
山
に
行
く
に
は
、
小
田
原
か
ら
岐
れ
て
い
る
御
殿
場
線
を
利
用
す
る
」
と
い
う
説
明
を
導
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
訂
正
記
事
が
伝
え
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
に
御
殿
場
線
に
あ
る
の
は
駿
河
小
山
と
い
う
駅
で
あ
り
、
御
殿
場
線
は
小
田
原
で
は
な
く
国
府
津
か
ら
御
殿
場
を
経
て
沼
津
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
訂
正
記
事
は
正
し
い
。
そ
れ
は
事
実
を
正
し
く
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
書
き
手
の
誠
実
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
記
事
で
も
あ
る
。
だ
が
、
よ
く
考
え
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
は
訂
正
記
事
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
間
違
い
だ
ろ
う
か
。物
語
の
本
質
に
関
わ
る
よ
う
な
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
訂
正
記
事
を
出
し
て
ま
で
事
実
を
正
確
に
伝
え
よ
う
と
す
る
書
き
手
の
姿
勢
は
、
あ
ま
り
に
正
直
す
ぎ
る
も
の
だ
。 
そ
も
そ
も
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
読
者
が
「
百
二
十
人
乗
り
の
大
型
」
で
は
お
か
し
い
と
気
づ
く
と
い
う
の
か
。
た
し
か
に
連
載
九
十
一
回
「
北
海
道
（
八
）」
の
冒
頭
は
、「
若
宮
四
郎
の
59
番
と
い
う
の
は
最
後
の
組
で
、
彼
は
人
々
の
う
し
ろ
か
ら
歩
い
て
飛
行
機
の
タ
ラ
ッ
プ
を
昇
っ
て
行
っ
た
」
と
い
う
一
文
か
ら
始
ま
る
。「
百
二
十
人
乗
り
の
大
型
」
飛
行
機
で
あ
れ
ば
、
若
宮
の
手
に
し
た
「
59
番
」
と
い
う
チ
ケ
ッ
ト
が
「
最
後
の
組
」
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。
矛
盾
し
て
し
ま
う
。
そ
の
点
「
六
十
九
人
乗
り
の
大
型
」
な
ら
問
題
は
な
い
。
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
訂
正
す
べ
き
だ
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
矛
盾
に
気
づ
け
る
の
は
、
精
緻
な
読
解
力
を
身
に
つ
け
た
一
部
の
読
者
だ
け
だ
。
清
張
が
新
聞
小
説
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
大
方
の
読
者
に
と
っ
て
は
、「
百
二
十
人
乗
り
」
と
「
六
十
九
人
乗
り
」
の
差
異
は
た
い
し
た
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
ひ
と
に
は
気
づ
か
れ
な
い
で
済
む
。
仰
々
し
く
訂
正
記
事
を
掲
げ
て
、
間
違
い
を
触
れ
回
る
必
要
は
な
い
は
ず
な
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
清
張
は
訂
正
記
事
を
出
さ
せ
て
、
自
ら
の
間
違
い
を
公
に
し
、
正
し
い
事
実
を
伝
え
よ
う
と
し
た
。 
「
相
模
小
山
」
と
「
小
田
原
」
の
間
違
い
に
つ
い
て
も
同
じ
だ
。
読
者
の
多
く
が
御
殿
場
線
を
日
々
使
う
人
び
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
訂
正
記
事
は
必
須
だ
。
い
く
ら
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
登
場
す
る
地
名
で
あ
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っ
て
も
、
御
殿
場
線
を
知
っ
て
い
る
読
者
は
、「
相
模
小
山
」
と
「
小
田
原
」
を
虚
構
の
地
名
と
は
受
け
取
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
単
な
る
間
違
い
と
み
な
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
ら
、
読
者
の
興
を
削
ぐ
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
否
応
な
く
訂
正
記
事
は
出
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
時
点
の
『
北
海
道
新
聞
』
の
読
者
で
、
ど
れ
だ
け
の
ひ
と
が
御
殿
場
線
に
つ
い
て
の
正
確
な
知
識
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
御
殿
場
線
を
日
々
活
用
す
る
ひ
と
で
『
北
海
道
新
聞
』
の
読
者
で
も
あ
る
ひ
と
が
、
ど
れ
だ
け
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
訂
正
記
事
な
ど
、
こ
と
さ
ら
に
出
す
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
知
ら
ん
顔
を
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
で
済
ん
だ
は
ず
だ
。『
西
日
本
新
聞
』
や
、
御
殿
場
に
比
較
的
近
い
名
古
屋
を
本
拠
地
と
す
る
『
中
部
日
本
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
る
と
き
に
、
こ
っ
そ
り
直
せ
ば
そ
れ
で
充
分
な
は
ず
だ
。
単
行
本
に
収
録
す
る
と
き
に
直
し
た
っ
て
い
い
は
ず
だ
。
訂
正
記
事
は
、
自
分
の
間
違
い
を
わ
ざ
わ
ざ
吹
聴
す
る
効
果
し
か
発
揮
し
な
い
。 
正
直
過
ぎ
る
清
張
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
清
張
の
姿
勢
に
こ
そ
、「
多
作
即
乱
作
」
と
み
な
す
風
土
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
清
張
の
強
い
意
志
が
う
か
が
え
る
よ
う
に
思
う
。
小
説
内
の
情
報
に
、
事
実
と
は
異
な
る
も
の
が
紛
れ
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
は
多
々
あ
る
こ
と
だ
。
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
事
実
と
は
相
違
す
る
情
報
を
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
に
居
直
っ
て
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
書
き
手
だ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
間
違
い
の
情
報
を
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
態
度
を
清
張
が
取
っ
た
ら
、
そ
れ
は
す
ぐ
さ
ま
「
乱
作
」
と
い
う
中
傷
を
惹
起
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
清
張
は
正
直
に
訂
正
記
事
を
出
さ
せ
た
。
そ
の
過
剰
な
ま
で
の
正
直
な
振
る
舞
い
に
、
清
張
の
強
い
意
志
を
読
み
取
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 
  
五 
新
聞
小
説
を
推
理
小
説
に
仕
立
て
上
げ
る 
 
三
八
八
回
の
原
稿
用
紙
と
三
八
九
回
の
原
稿
用
紙
の
間
に
は
、
二
枚
の
薄
い
わ
ら
半
紙
が
差
し
挟
ま
れ
て
い
た
。
鉛
筆
書
き
で
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
枚
目
に
眼
を
や
る
と
、
四
角
で
囲
わ
れ
た
「
訂
正
」
と
い
う
文
字
が
飛
び
込
ん
で
く
る
。「
黒
い
風
土
」
三
八
九
回
の
訂
正
を
願
う
手
紙
で
あ
る
。
続
く
二
枚
目
の
わ
ら
半
紙
に
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
た
。 
 
道
新
本
社
文
芸
部
か
ら
黒
い
風
土
の
389
回
の
件
、
た
し
か
に
大
丈
夫
で
す
ね
と
ね
ん
マ
マ
を
お
し
て
来
ま
し
た
。
ま
っ
て
マ
マ
ま
す
か
ら
お
願
い
し
ま
す
と
。 
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締
切
間
近
の
緊
迫
感
の
あ
る
や
り
取
り
が
眼
前
に
浮
か
ん
で
く
る
か
の
よ
う
だ
。『
北
海
道
新
聞
』
の
本
社
文
芸
部
に
し
て
み
れ
ば
、
東
京
に
い
る
清
張
か
ら
本
当
に
訂
正
の
原
稿
が
来
る
の
か
、
気
が
気
で
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
清
張
も
ま
た
、
締
切
が
押
し
迫
っ
て
く
る
中
で
、
原
稿
を
訂
正
す
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
切
実
に
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
そ
う
ま
で
し
て
清
張
は
何
を
訂
正
し
よ
う
と
し
た
の
か
。【
資
料
３
】
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
上
段
の
①
が
『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
一
九
六
〇
年
六
月
十
六
日
に
掲
載
さ
れ
た
「
編
集
長
の
推
理
（
九
）」
で
あ
る
。
下
段
の
②
が
、
原
稿
用
紙
に
記
さ
れ
て
い
た
当
該
箇
所
の
文
章
で
あ
る
。
銀
座
の
バ
ー
で
ハ
イ
ボ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
、
若
宮
が
事
件
を
推
理
し
て
い
る
一
節
だ
。
若
宮
は
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
由
美
の
こ
と
を
考
え
る
。
由
美
は
熱
海
で
岩
淵
と
い
う
男
の
殺
害
に
関
わ
り
、
さ
ら
に
名
古
屋
の
西
山
旅
館
で
は
別
の
男
、
春
田
の
殺
害
に
も
関
与
し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
る
女
性
だ
。
①
に
比
べ
②
の
記
述
の
方
が
、
た
し
か
に
錯
綜
し
て
い
る
。
新
聞
小
説
の
読
者
を
考
え
る
の
な
ら
、
②
の
記
述
は
ほ
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
新
聞
社
を
狼
狽
さ
せ
て
ま
で
訂
正
す
る
内
容
だ
ろ
う
か
。
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た
銀
座
の
バ
ー
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
入
っ
た
若
宮
が
推
理
を
す
る
場
面
で
あ
る
。
錯
綜
し
た
記
述
は
、
酒
に
酔
っ
た
若
宮
の
思
考
が
蛇
行
す
る
さ
ま
を
表
象
し
て
い
る
と
も
言
え
な
く
は
な
い
。
し
か
し
清
張
は
訂
正
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
粘
り
、
原
稿
を
電
送
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。（
６
） 
な
ぜ
清
張
は
無
理
を
し
て
ま
で
原
稿
を
訂
正
し
た
の
か
。
そ
こ
に
は
推
理
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
問
題
が
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。「
黒
い
風
土
」
の
連
載
を
始
め
る
に
当
っ
て
清
張
は
、「
作
者
の
こ
と
ば
」
と
し
て
「
推
理
小
説
の
も
つ
特
異
性
を
活
か
し
た
愉
し
い
小
説
に
し
た
い
」
と
書
い
て
い
た
。「
黒
い
風
土
」
は
娯
楽
を
第
一
と
す
る
新
聞
小
説
で
は
あ
る
の
だ
が
、
同
時
に
清
張
は
、
推
理
小
説
と
し
て
の
愉
悦
も
読
者
に
与
え
た
い
と
考
え
て
い
た
。
新
聞
小
説
に
し
て
推
理
小
説
。
そ
う
し
た
実
験
の
舞
台
が
「
黒
い
風
土
」
だ
っ
た
。
犯
人
は
誰
か
、
黒
幕
は
誰
か
。
推
理
す
る
愉
し
さ
を
読
者
に
与
え
、
ま
た
犯
人
や
黒
幕
を
示
唆
す
る
手
が
か
り
を
物
語
の
そ
こ
こ
こ
に
、
そ
れ
と
な
く
仕
掛
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
た
仕
掛
け
が
な
い
中
で
犯
人
や
黒
幕
を
明
ら
か
に
し
て
も
、
推
理
小
説
の
読
者
は
納
得
し
な
い
。
犯
人
や
黒
幕
を
ほ
の
め
か
す
要
素
が
全
く
な
い
中
で
事
件
の
解
決
を
提
示
し
て
も
、
そ
れ
は
強
引
な
こ
じ
つ
け
に
し
か
な
ら
な
い
。
推
理
小
説
の
フ
ァ
ン
か
ら
、
失
敗
作
と
い
う
烙
印
を
押
さ
れ
て
し
ま
う
だ
け
だ
。 
だ
か
ら
清
張
は
原
稿
を
訂
正
し
た
。
②
で
は
一
切
登
場
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
①
で
想
起
さ
れ
若
宮
の
思
考
の
大
部
分
を
占
め
た
の
が
村
田
だ
っ
た
。
村
田
は
、
若
宮
が
勤
務
す
る
Ｒ
新
聞
社
の
熱
海
通
信
局
の
通
信
員
で
あ
る
。
頭
の
回
転
は
速
く
な
く
、
ま
た
切
れ
味
鋭
い
思
考
も
身
に
つ
け
て
い
な
い
。
記
者
と
し
て
は
失
格
の
部
類
に
属
す
る
。
だ
が
、
真
面
目
な
仕
事
ぶ
り
と
朴
訥
と
し
た
人
柄
ゆ
え
に
、
若
宮
の
手
と
な
り
足
と
な
り
活
躍
す
る
。
そ
の
村
田
が
も
た
ら
し
た
情
報
が
、【
資
料
３
】
①
に
記
さ
れ
て
い
る
通
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り
、「
春
田
を
殺
害
し
た
そ
の
女
と
い
う
の
は
、
熱
海
の
『
シ
ー
ホ
ー
ク
』
で
働
い
て
い
た
マ
ユ
ミ
と
い
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 
と
こ
ろ
が
若
宮
は
、
信
頼
し
て
い
る
は
ず
の
村
田
の
情
報
を
疑
う
。
さ
ら
に
、「
村
田
は
偶
然
マ
ユ
ミ
と
い
う
春
田
の
恋
人
を
見
つ
け
た
の
で
、
た
だ
単
に
、
そ
れ
に
結
ん
で
い
る
だ
け
だ
」
と
考
え
る
の
だ
が
、
そ
の
自
分
の
考
え
に
も
、
ど
う
に
も
納
得
で
き
な
い
で
い
る
。「
ど
こ
か
違
っ
て
い
る
」
と
い
う
「
感
じ
」
が
、
若
宮
の
思
考
に
、
そ
し
て
読
者
の
中
に
残
さ
れ
る
。
そ
の
「
感
じ
」
を
露
呈
さ
せ
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
犯
人
や
黒
幕
に
つ
な
が
る
布
石
と
し
て
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
連
載
の
回
数
は
残
り
約
五
十
回
で
あ
る
。
真
犯
人
に
つ
な
が
る
布
石
を
打
つ
こ
と
、
そ
れ
が
推
理
小
説
「
黒
い
風
土
」
に
と
っ
て
は
必
要
な
こ
と
だ
っ
た
。 
清
張
は
「
多
作
」
の
作
家
だ
っ
た
。「
黒
い
風
土
」
の
原
稿
用
紙
に
は
、「
多
作
」
ゆ
え
の
苦
労
と
混
乱
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
同
時
に
「
黒
い
風
土
」
の
原
稿
か
ら
は
っ
き
り
と
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
作
り
上
げ
つ
つ
あ
る
作
品
を
「
乱
作
」
と
呼
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
強
い
意
志
だ
っ
た
。 
  
六 
挿
絵
画
家
・
生
沢
朗 
  
「
黒
い
風
土
」
の
連
載
が
始
ま
る
前
に
各
紙
に
掲
載
さ
れ
た
「
つ
ぎ
の
夕
刊
小
説
」
は
、
新
し
く
始
ま
る
連
載
小
説
を
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
た
。 
 
 
本
紙
連
載
中
の
梅
崎
春
生
氏
の
『
人
も
歩
け
ば
』
は
近
く
完
結
、
引
続
い
て
松
本
清
張
氏
作
『
黒
い
風
土
』
を
連
載
し
ま
す
。
松
本
氏
は
昭
和
二
十
七
年
『
あ
る
〝
小
倉
日
記
〟
マ
マ
伝
』
で
第
二
十
八
回
芥
川
賞
を
受
け
、
そ
の
後
作
家
生
活
に
入
り
、
初
期
の
『
眼
の
壁
』『
戦
国
権
謀
』『
悪
魔
に
求
め
る
女
』
を
始
め
最
近
の
『
白
い
闇
』『
陰
謀
将
軍
』
な
ど
に
よ
っ
て
、
推
理
小
説
の
分
野
に
一
新
期
を
画
し
た
作
家
で
す
。
多
年
氏
が
胸
奥
に
秘
め
て
い
た
題
材
に
よ
る
こ
の
推
理
小
説
『
黒
い
風
土
』
は
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
か
？
読
者
も
作
者
と
と
も
に
推
理
を
働
か
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
挿
絵
は
読
者
に
馴
染
の
深
い
生
沢
朗
氏
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。（
７
） 
 
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
と
ん
ど
を
費
や
し
て
、
清
張
が
「
推
理
小
説
の
分
野
に
一
新
期
を
画
し
た
作
家
」
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、「
黒
い
風
土
」
の
連
載
に
取
り
か
か
ろ
う
と
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す
る
時
期
、
清
張
が
言
葉
を
尽
く
し
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
新
進
作
家
」
の
ひ
と
り
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
囲
み
記
事
は
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。 
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
末
尾
の
「
ご
期
待
く
だ
さ
い
」
の
一
言
で
あ
る
。
む
ろ
ん
記
事
を
書
い
た
記
者
は
、「
黒
い
風
土
」
に
「
ご
期
待
く
だ
さ
い
」
と
い
う
思
い
で
、
末
尾
の
一
言
を
書
き
記
し
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
こ
の
記
事
の
書
き
ぶ
り
は
、
そ
う
と
ば
か
り
は
受
け
取
れ
な
い
口
吻
を
示
唆
し
て
い
る
。「
推
理
小
説
の
分
野
に
一
新
期
を
画
し
た
作
家
」
に
よ
る
「
黒
い
風
土
」
を
、
推
理
を
働
か
せ
な
が
ら
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
が
、
そ
の
出
来
映
え
に
つ
い
て
は
保
証
し
か
ね
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
挿
絵
は
あ
の
「
読
者
に
馴
染
の
深
い
生
沢
朗
氏
」
で
あ
る
。「
黒
い
風
土
」
の
出
来
映
え
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
生
沢
朗
の
挿
絵
に
は
ぜ
ひ
と
も
「
ご
期
待
」
い
た
だ
き
た
い
。「
つ
ぎ
の
夕
刊
小
説
」
の
書
き
ぶ
り
は
、
こ
う
し
た
読
解
を
も
許
容
し
て
し
ま
う
書
き
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 
同
じ
く
生
沢
朗
が
挿
絵
を
担
当
し
た
清
張
の
新
聞
小
説
に
、
約
四
年
後
に
連
載
の
始
ま
っ
た
「
草
の
陰
刻
」（『
読
売
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
六
四
年
五
月
十
六
日
～
一
九
六
五
年
五
月
二
十
二
日
）
が
あ
る
。
そ
の
連
載
直
前
に
掲
げ
ら
れ
た
「
つ
ぎ
の
朝
刊
小
説
」
を
、「
黒
い
風
土
」
の
と
き
の
「
つ
ぎ
の
夕
刊
小
説
」
と
比
べ
て
み
よ
う
。
一
九
六
四
年
五
月
十
二
日
の
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
に
載
っ
た
「
つ
ぎ
の
朝
刊
小
説
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。 
 
 
井
上
靖
氏
の
「
盛
装
」
は
十
五
日
に
終
わ
り
、
つ
づ
い
て
十
六
日
か
ら
松
本
清
張
氏
の
「
草
の
陰
刻
」
が
始
ま
り
ま
す
。
松
本
氏
は
昭
和
二
十
八
年
、「
或
る
『
小
倉
日
記
』
伝
」
で
芥
川
賞
を
受
け
ま
し
た
が
、
三
十
三
年
の
「
眼
の
壁
」「
点
と
線
」
で
推
理
小
説
に
新
境
地
を
開
拓
し
て
以
来
、
現
代
社
会
の
〝
黒
い
部
分
〟
に
鋭
い
メ
ス
を
入
れ
た
問
題
作
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
発
表
、
今
や
社
会
派
作
家
の
随
一
と
し
て
文
壇
の
第
一
線
で
、
精
力
的
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。「
砂
の
器
」「
落
差
」
に
つ
い
で
読
売
新
聞
に
は
三
度
目
の
登
場
で
あ
る
「
草
の
陰
刻
」
は
、
作
者
が
外
遊
後
の
第
一
作
と
し
て
新
た
な
構
想
と
野
心
の
も
と
に
ペ
ン
を
と
る
も
の
で
、
生
沢
朗
氏
の
さ
し
え
と
と
も
に
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。 
 
一
読
す
れ
ば
明
ら
か
だ
が
、
こ
こ
で
の
清
張
は
「
文
壇
の
第
一
線
で
、
精
力
的
な
活
動
を
続
け
」
る
、
押
し
も
押
さ
れ
ぬ
当
代
随
一
の
「
社
会
派
作
家
」
と
し
て
遇
さ
れ
て
い
る
。「
草
の
陰
刻
」
の
中
心
は
あ
く
ま
で
も
清
張
で
あ
り
、「
生
沢
朗
氏
の
さ
し
え
と
と
も
に
」
と
い
う
書
き
方
が
如
実
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
大
き
な
期
待
」
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
清
張
の
「
ペ
ン
」
が
紡
ぎ
出
す
物
語
で
あ
る
。 
「
黒
い
風
土
」
を
紹
介
す
る
「
つ
ぎ
の
夕
刊
小
説
」
と
、「
草
の
陰
刻
」
を
紹
介
す
る
「
つ
ぎ
の
朝
刊
小
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説
」
の
差
は
顕
著
だ
。
そ
の
差
の
表
れ
な
の
か
、「
草
の
陰
刻
」
の
と
き
の
「
つ
ぎ
の
朝
刊
小
説
」
に
は
清
張
に
よ
る
「
作
者
の
言
葉
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
の
に
対
し
、「
黒
い
風
土
」
の
と
き
の
「
次
の
夕
刊
小
説
」
に
は
清
張
の
「
作
者
の
こ
と
ば
」
と
と
も
に
生
沢
の
「
画
家
の
こ
と
ば
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。『
北
海
道
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』『
中
部
日
本
新
聞
』
の
読
者
は
、
清
張
の
物
語
以
上
に
生
沢
の
挿
絵
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
事
実
、「
黒
い
風
土
」
で
清
張
は
『
北
海
道
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』『
中
部
日
本
新
聞
』
と
い
う
三
社
連
合
の
紙
面
に
は
じ
め
て
登
場
し
た
の
だ
が
、
生
沢
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
確
認
で
き
た
限
り
で
も
、
生
沢
は
、
敗
戦
後
か
ら
「
黒
い
風
土
」
ま
で
の
間
に
、
三
社
連
合
の
紙
面
に
、
都
合
五
回
挿
絵
画
家
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。（
８
）
だ
か
ら
「
つ
ぎ
の
夕
刊
小
説
」
が
書
い
て
い
た
よ
う
に
、
清
張
以
上
に
生
沢
は
「
読
者
に
馴
染
の
深
い
」
存
在
だ
っ
た
。
だ
が
こ
の
時
期
の
読
者
に
と
っ
て
生
沢
は
、
単
に
「
馴
染
の
深
い
」
だ
け
の
挿
絵
画
家
で
は
な
か
っ
た
。清
張
以
上
に
生
沢
が
期
待
さ
れ
る
素
地
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
『
生
沢
朗
さ
し
絵
画
集
』（
現
代
美
術
研
究
会
、
一
九
七
五
年
四
月
）
に
収
録
さ
れ
た
美
術
評
論
家
の
田
中
穣
に
よ
る
「
生
沢
朗
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
大
佛
次
郎
「
宗
像
姉
妹
」（『
朝
日
新
聞
』、
一
九
四
九
年
六
月
二
十
五
日
～
十
二
月
三
十
一
日
）
や
三
島
由
紀
夫
「
に
っ
ぽ
ん
製
」（『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
五
二
年
十
一
月
一
日
～
一
九
五
三
年
一
月
三
十
一
日
）
な
ど
で
「
本
格
的
な
文
芸
作
品
の
さ
し
絵
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
」
に
な
っ
た
生
沢
の
評
価
は
、
石
川
達
三
の
「
自
分
の
穴
の
中
で
」（『
朝
日
新
聞
』、
一
九
五
四
年
十
一
月
四
日
～
一
九
五
五
年
六
月
七
日
）
で
決
定
的
な
も
の
に
な
る
。「
自
分
の
穴
の
中
で
」
の
挿
絵
に
よ
っ
て
、
生
沢
は
「
文
芸
も
の
の
新
時
代
の
さ
し
絵
画
家
と
し
て
一
つ
の
世
界
を
作
り
上
げ
た
」
の
で
あ
る
。 
そ
う
し
た
生
沢
の
「
人
気
が
完
全
な
定
着
を
み
せ
た
」
の
が
、
井
上
靖
「
氷
壁
」（『
朝
日
新
聞
』、
一
九
五
六
年
十
一
月
二
十
四
日
～
一
九
五
七
年
八
月
二
十
二
日
）
の
挿
絵
を
担
当
し
た
と
き
だ
っ
た
。
井
上
靖
の
小
説
と
と
も
に
生
沢
の
挿
絵
も
大
変
な
評
判
と
な
り
、「
朝
ご
と
、
ま
ず
そ
の
絵
を
見
て
そ
れ
か
ら
そ
の
日
の
文
章
を
読
む
の
を
日
課
と
す
る
読
者
が
意
識
す
る
と
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
大
部
分
を
占
め
た
」
と
言
わ
れ
た
く
ら
い
だ
っ
た
。 
事
実
、
生
沢
の
描
い
た
挿
絵
は
連
載
終
了
直
後
に
『
氷
壁
画
集
』（
朋
文
堂
、
一
九
五
七
年
十
一
月
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
を
博
し
た
。
そ
の
挿
絵
画
家
と
し
て
の
盛
名
は
、「
氷
壁
」
を
連
載
し
た
『
朝
日
新
聞
』
の
読
者
を
超
え
て
、
広
く
共
有
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
黒
い
風
土
」
の
連
載
が
始
ま
る
時
期
、
生
沢
は
新
聞
小
説
の
挿
絵
画
家
と
し
て
確
固
と
し
た
地
位
を
築
き
上
げ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
あ
え
て
言
う
な
ら
、
新
聞
小
説
を
手
が
け
る
の
が
三
作
目
と
い
う
清
張
と
は
、
格
の
違
う
挿
絵
画
家
だ
っ
た
。『
北
海
道
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』『
中
部
日
本
新
聞
』
の
読
者
に
し
て
み
れ
ば
、
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「
黒
い
風
土
」
は
、
評
判
に
な
っ
た
「
氷
壁
」
の
後
、
生
沢
の
絵
筆
に
接
す
る
最
初
の
機
会
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
生
沢
の
挿
絵
へ
の
期
待
は
い
や
が
上
に
も
高
ま
っ
て
行
く
。
そ
の
期
待
値
が
、
清
張
の
物
語
へ
の
そ
れ
を
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
か
っ
た
。（
９
） 
  
七 
挿
絵
と
新
聞
小
説
の
読
者 
  
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
新
聞
小
説
に
と
っ
て
挿
絵
は
と
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
一
九
六
一
年
十
二
月
十
九
日
の
『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
に
載
っ
た
「
主
婦
手
帳
」
欄
を
見
て
み
よ
う
。
東
京
都
世
田
谷
区
に
住
む
女
性
が
、
新
聞
小
説
の
醍
醐
味
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
端
的
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
。 
 
新
聞
の
切
り
抜
き
で
本
を
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、 
新
聞
の
連
載
小
説
は
単
行
本
に
な
っ
て
も
さ
し
絵
の
な
い
の
が
ふ
つ
う
で
す
。
そ
こ
で
ふ
だ
ん
新
聞
の
を
切
り
抜
い
て
、
適
当
な
厚
紙
を
表
紙
に
し
て
と
じ
こ
め
ば
、
さ
し
絵
の
は
い
っ
た
本
が
で
き
あ
が
り
た
い
へ
ん
興
味
深
い
も
の
で
す
。 
 
新
聞
小
説
に
と
っ
て
、
挿
絵
は
決
し
て
添
え
物
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
挿
絵
だ
け
を
愉
し
む
読
者
は
ま
れ
で
あ
ろ
う
が
、
挿
絵
に
よ
っ
て
新
聞
小
説
を
読
む
愉
し
み
は
増
幅
さ
れ
る
。
新
聞
小
説
が
成
功
す
る
か
否
か
、
そ
れ
は
挿
絵
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
く
ら
い
だ
。
挿
絵
が
入
っ
て
い
な
い
単
行
本
は
味
気
な
い
、
自
分
で
作
っ
た
作
っ
た
切
り
抜
き
帳
の
方
が
、
ず
っ
と
読
む
愉
し
み
を
味
わ
わ
せ
て
く
れ
る
。「
主
婦
手
帳
」
に
投
稿
し
た
女
性
は
、
新
聞
小
説
を
味
到
す
る
方
法
を
熟
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
10
） 
性
別
や
受
け
た
教
育
や
居
住
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
聞
小
説
を
愉
し
む
読
者
な
ら
、
挿
絵
を
疎
か
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
新
聞
の
読
み
手
と
し
て
稀
代
の
存
在
だ
っ
た
津
島
寿
一
も
、
新
聞
小
説
を
読
む
醍
醐
味
を
挿
絵
に
見
出
し
て
い
た
。 
敗
戦
直
後
の
東
久
邇
宮
内
閣
で
大
蔵
大
臣
を
務
め
、
ま
た
谷
崎
潤
一
郎
の
友
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
津
島
は
、
戦
前
は
五
紙
、
戦
後
は
六
紙
の
新
聞
を
取
り
、
毎
朝
気
に
な
っ
た
記
事
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
続
け
た
の
だ
が
、
ま
ず
手
を
つ
け
る
の
は
新
聞
小
説
で
、
朝
刊
と
夕
刊
合
わ
せ
て
二
十
三
本
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
続
け
た
と
い
う
。（
11
）
そ
の
津
島
が
、
東
久
邇
宮
内
閣
総
辞
職
後
、
公
職
か
ら
し
ば
ら
く
離
れ
て
い
た
間
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に
上
梓
し
た
の
が
『
閑
適
生
活
』（
12
）
で
あ
る
。
上
中
下
に
分
か
た
れ
た
三
冊
の
随
筆
集
は
、
敗
戦
後
の
風
俗
の
記
録
と
し
て
も
興
味
深
い
の
だ
が
、
新
聞
小
説
の
読
者
の
側
か
ら
の
記
録
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。 津
島
は
「
昭
和
十
一
年
以
来
今
日
（
三
十
六
年
二
月
末
）
ま
で
に
切
抜
き
を
作
っ
た
連
載
小
説
の
作
品
数
は
三
百
七
十
五
」
に
上
り
、「
整
理
合
本
し
た
冊
数
は
、
一
つ
の
小
説
で
も
、
一
年
余
り
も
続
い
た
長
篇
の
も
の
は
、
便
宜
二
、
三
冊
ま
た
は
四
冊
に
分
割
し
て
合
本
し
て
お
る
か
ら
、
冊
数
と
し
て
は
四
百
三
十
余
冊
に
も
及
ん
で
お
る
」
と
豪
語
す
る
。（
13
）『
朝
日
新
聞
』『
毎
日
新
聞
』『
読
売
新
聞
』『
産
経
新
聞
』
『
東
京
新
聞
』『
日
本
経
済
新
聞
』六
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
新
聞
小
説
を
全
て
切
り
抜
き
続
け
る
津
島
は
、
き
わ
め
て
特
殊
な
新
聞
小
説
の
読
者
だ
。
な
ぜ
津
島
は
そ
う
ま
で
し
て
新
聞
小
説
の
切
り
抜
き
に
こ
だ
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
津
島
に
と
っ
て
新
聞
小
説
の
魅
力
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
津
島
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。 
 
 
私
が
、
新
聞
連
載
小
説
の
切
抜
き
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
趣
旨
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
さ
し
絵
を
保
存
し
、
か
つ
、
観
賞
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
そ
の
大
き
な
狙
い
で
あ
る
。
こ
ん
な
手
数
を
か
け
て
小
説
の
切
抜
冊
子
を
つ
く
ら
な
く
て
も
、
単
行
本
に
な
っ
た
も
の
を
買
っ
た
方
が
奇
麗
で
、
ま
た
便
利
だ
ろ
う
と
い
う
方
も
あ
り
、
そ
し
て
事
実
、
こ
れ
ら
の
連
載
小
説
の
大
部
分
は
立
派
に
装
幀
さ
れ
た
単
行
本
と
し
て
売
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
行
本
で
は
、
新
聞
掲
載
の
場
合
の
よ
う
に
、毎
日
の
さ
し
絵
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。私
は
新
聞
小
説
の
大
き
な
魅
力
は
、
こ
の
さ
し
絵
に
あ
る
と
お
も
う
マ
マ
。
そ
こ
で
、
私
が
新
聞
小
説
の
切
抜
き
を
作
る
こ
と
は
、
作
品
と
と
も
に
、
そ
の
さ
し
絵
を
保
蔵
マ
マ
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。（
14
） 
 
「
閑
適
生
活
」
で
は
な
く
公
務
で
多
忙
な
日
々
に
あ
っ
て
も
、
津
島
は
新
聞
小
説
を
切
り
抜
き
続
け
た
と
い
う
。
津
島
を
駆
り
立
て
た
も
の
、
そ
れ
は
「
さ
し
絵
を
保
蔵
し
た
い
」
と
い
う
欲
望
だ
っ
た
。 
新
聞
小
説
の
挿
絵
の
魅
力
に
囚
わ
れ
た
の
は
、「
主
婦
手
帳
」欄
に
投
稿
す
る
女
性
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
東
京
帝
国
大
学
を
出
て
大
蔵
省
に
入
省
し
、
大
蔵
大
臣
に
ま
で
上
り
つ
め
た
エ
リ
ー
ト
官
僚
も
、
そ
の
魅
力
に
呑
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
新
聞
小
説
の
多
種
多
様
な
読
者
を
惹
き
つ
け
る
た
め
に
も
、
挿
絵
を
疎
か
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。 
周
知
の
通
り
、
清
張
は
デ
ビ
ュ
ー
前
、
朝
日
新
聞
西
部
本
社
広
告
部
意
匠
係
に
勤
務
し
な
が
ら
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
。
門
司
鉄
道
局
主
催
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
常
連
と
な
る
ほ
ど
の
腕
前
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
五
一
年
に
は
国
鉄
・
日
本
交
通
公
社
・
全
日
本
観
光
連
盟
共
催
の
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全
国
観
光
ポ
ス
タ
ー
公
募
に
応
募
し
、
作
品
「
天
草
へ
」
が
推
薦
賞
を
受
け
た
。（
15
）
そ
う
し
た
清
張
が
挿
絵
を
軽
視
し
て
い
た
は
ず
は
な
い
。
清
張
は
挿
絵
を
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
し
、
ま
た
挿
絵
を
担
当
し
た
画
家
へ
の
気
遣
い
も
忘
れ
な
か
っ
た
。（
16
） 
「
昭
和
史
発
掘
」（『
週
刊
文
春
』、
一
九
六
四
年
七
月
六
日
～
一
九
七
一
年
四
月
十
二
日
）
を
連
載
す
る
に
際
し
、
挿
絵
は
風
間
完
が
よ
い
と
自
ら
指
名
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
清
張
が
挿
絵
を
、
作
品
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
端
的
に
告
げ
て
い
る
。
挿
絵
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
作
品
は
完
成
す
る
と
清
張
は
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
清
張
に
請
わ
れ
て
「
昭
和
史
発
掘
」
で
挿
絵
を
担
当
し
た
風
間
が
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
事
情
で
渡
仏
し
た
際
に
は
、
清
張
自
身
が
絵
筆
を
執
り
挿
絵
を
描
く
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。（
17
）
こ
れ
ら
の
逸
話
か
ら
は
、
挿
絵
を
享
受
す
る
清
張
の
姿
が
う
か
が
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
見
る
に
せ
よ
描
く
に
せ
よ
、
清
張
は
自
分
自
身
が
生
み
出
し
た
言
説
に
付
せ
ら
れ
る
挿
絵
を
、
心
か
ら
愉
し
ん
だ
に
ち
が
い
な
い
。 
 
こ
う
し
た
清
張
に
と
っ
て
、「
黒
い
風
土
」
で
挿
絵
を
担
当
し
た
生
沢
朗
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
  
八 
松
本
清
張
と
生
沢
朗 
  
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
で
二
〇
〇
五
年
一
月
十
五
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
挿
画
展 
松
本
清
張
作
品
を
彩
る
単
色
の
世
界
」
の
図
録
（
18
）
の
巻
末
に
、「
清
張
作
品
を
手
が
け
た
挿
画
家
た
ち
」
を
整
理
し
た
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
覧
表
を
参
考
に
、
手
が
け
た
清
張
作
品
の
多
寡
で
挿
絵
画
家
を
並
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 
 
一
位 
田
代
光
（
作
品
数
＝
十
六
） 
二
位 
生
沢
朗
（
十
四
） 
三
位 
御
正
伸
（
十
一
） 
四
位 
濱
野
彰
親
（
八
） 
五
位 
風
間
完
（
六
） 
六
位 
朝
倉
摂
（
五
） 
岩
田
専
太
郎
（
五
） 
杉
全
直
（
五
） 
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生
沢
は
、
田
代
光
に
次
い
で
、
多
く
の
清
張
作
品
に
携
わ
っ
た
画
家
だ
っ
た
。「
黒
い
風
土
」
以
前
か
ら
、
生
沢
は
「
黒
い
樹
海
」（『
婦
人
倶
楽
部
』、
一
九
五
八
年
十
月
～
一
九
六
〇
年
六
月
）
と
「
黒
い
画
集
」（『
週
刊
朝
日
』、
一
九
五
八
年
十
月
五
日
～
一
九
六
〇
年
六
月
十
九
日
）
の
挿
絵
を
担
当
し
て
い
た
。
ま
た
「
黒
い
風
土
」
以
後
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
作
品
の
挿
絵
を
手
が
け
て
い
た
。 
 
「
蒼
ざ
め
た
礼
服
」（『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』、
一
九
六
一
年
一
月
一
日
～
一
九
六
二
年
三
月
二
十
五
日
） 
「
風
の
視
線
」（『
女
性
自
身
』、
一
九
六
一
年
一
月
三
日
～
一
九
六
一
年
十
二
月
十
八
日
） 
「
ガ
ラ
ス
の
城
」（『
若
い
女
性
』、
一
九
六
二
年
一
月
～
一
九
六
三
年
六
月
） 
「
水
の
炎
」（『
女
性
自
身
』、
一
九
六
二
年
一
月
一
日
～
一
九
六
二
年
十
二
月
十
七
日
） 
「
け
も
の
み
ち
」（『
週
刊
新
潮
』、
一
九
六
二
年
一
月
八
日
～
一
九
六
三
年
十
二
月
三
十
日
） 
「
石
路
」（『
小
説
現
代
』、
一
九
六
三
年
二
月
～
一
九
六
四
年
五
月
） 
「
翳
っ
た
旋
舞
」（『
女
性
セ
ブ
ン
』、
一
九
六
三
年
五
月
五
日
～
一
九
六
三
年
十
月
二
十
三
日
） 
「
草
の
陰
刻
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
六
四
年
五
月
十
六
日
～
一
九
六
五
年
五
月
二
十
二
日
） 
「
花
氷
」（『
小
説
現
代
』、
一
九
六
五
年
一
月
～
一
九
六
六
年
五
月
） 
「
流
れ
の
結
像
」（『
現
代
』、
一
九
六
七
年
一
月
～
一
九
六
八
年
六
月
） 
「
隠
花
平
原
」（『
週
刊
新
潮
』、
一
九
六
七
年
一
月
七
日
～
一
九
六
八
年
三
月
十
六
日
） 
 
六
つ
の
清
張
作
品
の
挿
絵
を
担
当
し
、
手
が
け
た
作
品
数
で
五
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
風
間
完
は
、「
挿
画
画
家
と
作
家
に
は
奇
妙
な
相
性
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
あ
る
」
と
述
べ
、
清
張
と
自
分
は
相
性
が
よ
か
っ
た
と
回
顧
し
て
い
た
が
、
そ
の
風
間
の
二
倍
以
上
の
作
品
を
生
沢
は
手
が
け
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
生
沢
は
、
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
が
挿
絵
に
つ
い
て
の
展
覧
会
を
開
催
し
た
風
間
完
や
杉
全
直
や
濱
野
彰
親
以
上
に
、
清
張
と
ウ
マ
が
合
っ
た
画
家
と
考
え
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。 
先
に
生
沢
は
「
黒
い
風
土
」
以
前
に
「
黒
い
樹
海
」
と
「
黒
い
画
集
」
の
挿
絵
を
担
当
し
て
い
た
と
述
べ
た
が
、
連
載
時
期
を
考
慮
に
入
れ
て
厳
密
に
言
う
の
な
ら
、「
黒
い
風
土
」
の
連
載
が
始
ま
っ
た
と
き
、
生
沢
は
「
黒
い
樹
海
」、「
黒
い
画
集
」、
そ
し
て
「
黒
い
風
土
」
と
い
う
清
張
の
三
作
品
の
挿
絵
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
小
説
家
と
挿
絵
画
家
の
関
わ
り
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
か
ら
一
概
に
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
同
時
に
三
作
品
の
挿
絵
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
の
な
ら
、
清
張
と
生
沢
の
関
係
に
は
浅
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。 
「
氷
壁
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
生
沢
は
井
上
靖
の
挿
絵
を
た
く
さ
ん
担
当
し
た
が
、
作
品
数
で
判
断
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す
る
な
ら
、
清
張
は
生
沢
に
と
っ
て
井
上
靖
に
匹
敵
す
る
存
在
だ
っ
た
。
松
本
清
張
と
い
う
小
説
家
は
、
生
沢
に
と
っ
て
も
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
沢
朗
と
い
う
名
前
と
松
本
清
張
と
い
う
名
前
は
、
不
思
議
な
く
ら
い
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。 
た
と
え
ば
『
生
沢
朗
さ
し
絵
画
集
』
は
生
沢
の
生
前
に
上
梓
さ
れ
た
画
集
だ
が
、
そ
こ
に
は
清
張
作
品
の
挿
絵
は
一
枚
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
石
川
達
三
、
井
上
靖
、
有
吉
佐
和
子
、
五
木
寛
之
、
立
原
正
秋
、
大
岡
昇
平
の
諸
作
品
の
挿
絵
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
井
上
靖
の
「
生
沢
朗
の
画
風
」、
石
川
達
三
の
「
生
沢
君
の
画
業
」、
大
岡
昇
平
の
「
生
沢
朗
の
絵
」、
そ
し
て
有
吉
佐
和
子
の
「「
不
信
の
と
き
」
の
と
き
」
と
い
っ
た
生
沢
を
語
っ
た
エ
ッ
セ
イ
も
掲
載
さ
れ
、
生
沢
朗
の
挿
絵
画
家
と
し
て
の
側
面
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
な
の
だ
が
、
清
張
へ
の
言
及
は
巻
末
に
掲
載
さ
れ
た
「
生
沢
朗
連
載
作
品
年
表
」
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
年
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
作
品
は
「
黒
い
画
集
」
と
「
け
も
の
道
」
と
「
草
の
陰
刻
」
の
三
作
品
し
か
な
い
。
む
ろ
ん
代
表
作
の
み
を
掲
げ
た
年
表
で
あ
る
か
ら
、
生
沢
が
手
が
け
た
清
張
の
十
四
作
品
の
う
ち
三
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
も
充
分
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
同
じ
年
表
に
井
上
靖
の
作
品
が
九
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
と
比
べ
る
と
、生
沢
朗
の
画
業
に
お
い
て
清
張
の
存
在
は
、
相
対
的
に
さ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
。 
先
に
も
引
用
し
た
が
、『
生
沢
朗
さ
し
絵
画
集
』
に
収
め
ら
れ
た
「
生
沢
朗
に
つ
い
て
」
で
田
中
穣
は
、
生
沢
の
次
の
よ
う
な
言
葉
を
紹
介
し
て
い
た
。 
 
―
さ
し
絵
で
、
小
説
の
筋
の
展
開
だ
け
を
追
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
と
き
に
は
、
さ
し
絵
を
描
い
て
い
て
も
さ
っ
ぱ
り
小
説
が
面
白
く
な
い
。
絵
か
き
が
乗
ら
な
い
よ
う
な
小
説
は
、
読
者
が
面
白
が
ら
な
い
。
絵
か
き
が
乗
る
場
合
と
い
う
の
は
、
主
人
公
た
ち
の
動
き
の
な
い
会
話
の
中
に
も
、
こ
ち
ら
が
描
か
ず
に
は
す
ま
な
く
な
る
夢
、
つ
ま
り
読
者
も
共
に
楽
し
ん
で
く
れ
る
別
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
が
こ
ち
ら
の
頭
の
中
に
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
な
と
き
で
―
、 
つ
ま
り
そ
の
点
で
は
、
井
上
さ
ん
の
「
氷
壁
」
は
ま
っ
た
く
作
者
と
画
家
と
の
呼
吸
が
あ
っ
た
典
型
的
な
一
例
だ
と
生
沢
さ
ん
は
い
う
の
で
あ
る
。
作
風
で
も
、
人
間
的
な
気
質
の
上
で
も
こ
の
ご
両
所
は
ハ
ダ
が
合
う
の
か
、「
氷
壁
」
を
境
に
「
城
砦
」「
あ
る
落
日
」「
憂
愁
平
野
」「
化
石
」「
星
と
祭
」
な
ど
、生
沢
さ
ん
は
い
ま
も
っ
て
数
多
く
井
上
作
品
の
さ
し
絵
を
担
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 
 
風
間
完
が
清
張
と
の
相
性
の
良
さ
を
口
に
し
て
い
た
よ
う
に
、
田
中
に
よ
れ
ば
、
生
沢
は
井
上
靖
と
「
呼
吸
が
あ
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
で
は
清
張
と
生
沢
の
「
呼
吸
」
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
生
沢
は
清
張
の
「
黒
い
風
土
」
を
読
み
な
が
ら
、「
こ
ち
ら
が
描
か
ず
に
は
す
ま
な
く
な
る
夢
」
に
囚
わ
れ
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た
の
だ
ろ
う
か
。「
黒
い
風
土
」
は
生
沢
を
「
別
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
」
に
飛
翔
さ
せ
得
た
の
だ
ろ
う
か
。 
 
松
本
清
張
と
生
沢
朗
の
関
係
に
つ
い
て
評
価
す
る
の
な
ら
、
や
は
り
生
沢
の
手
が
掛
け
た
十
四
作
品
全
て
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
そ
の
手
始
め
と
し
て
、「
黒
い
風
土
」
に
つ
い
て
の
み
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 
  
九 
絵
組
み 
 
「
黒
い
風
土
」
の
原
稿
に
は
、
し
ば
し
ば
「
絵
グ
ミ
」
あ
る
い
は
「
ヱ
グ
ミ
」
と
い
っ
た
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
の
下
あ
た
り
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
文
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
最
初
に
登
場
し
た
の
は
連
載
十
二
回
目
の
原
稿
用
紙
だ
っ
た
。
本
文
の
末
尾
に
「
絵
グ
ミ 
若
宮
四
郎
が
キ
ャ
バ
レ
ー
で
踊
っ
て
い
る
場
面
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
以
後
、「
黒
い
風
土
」
の
原
稿
用
紙
を
調
査
し
て
い
く
過
程
で
、
全
部
で
八
十
四
の
「
絵
グ
ミ
」
に
関
す
る
メ
モ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
メ
モ
の
内
容
を
ま
と
め
た
の
が
【
資
料
４
】
で
あ
る
。 
清
張
が
「
絵
グ
ミ
」
あ
る
い
は
「
ヱ
グ
ミ
」
な
ど
と
記
し
て
い
た
の
は
、
絵
組
み
の
こ
と
で
あ
る
。
挿
絵
の
あ
る
連
載
小
説
の
場
合
、
場
面
の
内
容
と
合
っ
た
絵
を
描
い
て
も
ら
う
た
め
に
、
内
容
を
あ
ら
か
じ
め
挿
絵
画
家
に
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
編
み
出
さ
れ
た
の
が
絵
組
み
と
い
う
方
法
だ
っ
た
。 も
ち
ろ
ん
理
想
を
言
え
ば
、
小
説
家
が
書
き
上
げ
た
原
稿
を
事
前
に
挿
絵
画
家
に
読
ん
で
も
ら
い
、
そ
の
上
で
当
該
回
の
挿
絵
を
描
い
て
も
ら
う
の
が
一
番
で
あ
る
。
そ
れ
だ
っ
た
ら
絵
組
み
な
ど
に
頼
る
必
要
は
な
い
。
た
と
え
ば
木
村
荘
八
の
挿
絵
に
お
け
る
代
表
作
と
言
う
べ
き
永
井
荷
風
の
「
濹
東
綺
譚
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』『
大
阪
朝
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
七
年
四
月
十
六
日
～
六
月
十
五
日
）
は
、
そ
う
し
た
理
想
的
な
状
況
下
で
生
み
出
さ
れ
た
傑
作
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
尾
崎
秀
樹
は
「
濹
東
綺
譚
」
の
挿
絵
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。 
 
「
濹
東
綺
譚
」
の
場
合
は
、
三
十
五
回
分
の
原
稿
を
前
も
っ
て
渡
さ
れ
、
丹
念
に
読
み
お
え
た
あ
と
、
ま
ず
亀
戸
か
ら
玉
の
井
へ
か
け
て
一
通
り
歩
き
、
濹
東
一
帯
の
叙
情
を
た
し
か
め
、
さ
ら
に
知
り
合
い
の
娼
家
を
訪
ね
、
色
気
抜
き
で
、
家
の
間
取
、
内
所
、
二
階
戸
だ
な
か
ら
便
所
の
構
え
ま
で
画
帳
二
冊
分
に
写
生
し
た
と
い
う
。 
そ
れ
だ
け
の
下
準
備
の
後
に
、
玉
の
井
界
隈
の
地
図
を
求
め
、
そ
れ
に
本
文
に
あ
る
地
名
・
店
名
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な
ど
を
書
き
入
れ
、
現
地
に
行
っ
て
確
か
め
、
そ
こ
で
の
ス
ケ
ッ
チ
と
地
図
を
座
右
に
用
意
し
て
、
さ
し
え
を
描
き
あ
げ
た
と
回
想
し
て
い
る
。「
こ
れ
ら
の
用
意
は
す
べ
て
僕
に
と
っ
て
は
元
々
好
ま
し
く
こ
そ
あ
れ
、
一
向
苦
に
な
ら
な
い
も
の
」
だ
っ
た
と
い
う
述
懐
は
、
さ
し
え
に
う
ち
こ
ん
だ
木
村
荘
八
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
ろ
う
。（
19
） 
 
「
濹
東
綺
譚
」
の
挿
絵
が
傑
作
と
言
わ
れ
る
出
来
映
え
と
な
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
右
の
よ
う
な
制
作
過
程
が
あ
っ
た
こ
と
を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
20
）
木
村
は
「
こ
れ
ら
の
用
意
は
す
べ
て
ぼ
く
に
と
っ
て
は
元
々
好
ま
し
く
こ
そ
あ
れ
、
一
向
苦
に
な
ら
な
い
も
の
」
だ
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
が
、
木
村
に
与
え
ら
れ
た
の
は
、
む
し
ろ
贅
沢
な
制
作
環
境
だ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。 
挿
絵
と
い
う
仕
事
に
真
剣
に
取
り
組
も
う
と
す
る
な
ら
ば
、
多
く
の
挿
絵
画
家
は
、
原
稿
を
丹
念
に
読
み
込
み
、
小
説
の
舞
台
に
足
を
向
け
て
現
地
の
空
気
を
吸
い
、
そ
の
上
で
絵
筆
を
執
り
た
い
と
願
う
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
毎
日
が
締
切
で
あ
る
新
聞
小
説
の
場
合
、
挿
絵
画
家
に
は
原
稿
を
「
丹
念
に
読
み
お
え
」
る
時
間
す
ら
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
場
面
の
あ
ら
ま
し
を
聞
か
さ
れ
た
だ
け
で
、
画
家
は
慌
た
だ
し
く
挿
絵
を
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 
学
芸
通
信
社
に
務
め
新
聞
小
説
と
関
わ
り
続
け
た
川
合
澄
男
に
よ
れ
ば
、「
作
家
に
よ
っ
て
は
毎
日
ギ
リ
ギ
リ
に
し
か
原
稿
が
で
き
な
い
人
」
も
い
て
、
そ
う
し
た
場
合
に
は
、「
よ
う
や
く
で
き
あ
が
っ
た
原
稿
を
電
話
で
読
み
上
げ
て
、
画
家
は
そ
れ
を
二
、
三
十
分
で
仕
上
げ
て
新
聞
社
に
渡
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
」
（
21
）
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
方
法
に
よ
っ
て
も
原
稿
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
切
羽
詰
ま
っ
た
ぎ
り
ぎ
り
の
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
編
み
出
さ
れ
た
最
終
手
段
が
絵
組
み
だ
っ
た
。
ま
だ
書
か
れ
て
い
な
い
次
回
以
降
の
内
容
の
簡
単
な
メ
モ
を
作
成
し
、
そ
れ
を
画
家
に
渡
し
て
挿
絵
を
描
い
て
も
ら
う
方
法
で
あ
る
。 
「
黒
い
風
土
」
に
取
り
か
か
る
以
前
に
二
つ
の
新
聞
小
説
を
す
で
に
書
い
て
い
た
清
張
も
、
む
ろ
ん
こ
の
絵
組
み
と
い
う
方
法
を
熟
知
し
て
い
た
。
東
京
新
聞
の
文
化
部
の
記
者
だ
っ
た
森
秀
男
は
、「
か
げ
ろ
う
絵
図
」
を
担
当
し
た
と
き
の
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
た
。 
 
翌
日
の
夕
刊
に
載
る
分
を
夜
七
時
頃
に
オ
ー
ト
バ
イ
の
原
稿
係
が
持
っ
て
帰
っ
て
く
る
。
そ
れ
に
私
が
目
を
通
し
て
、
す
ぐ
に
挿
絵
の
岩
田
専
太
郎
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
届
け
て
も
ら
い
、
深
夜
に
挿
絵
が
で
き
る
と
い
う
毎
日
が
つ
づ
い
た
。
松
本
さ
ん
が
〈
絵
組
み
〉
と
い
う
方
法
を
覚
え
て
、
岩
田
さ
ん
に
直
接
電
話
を
す
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。
そ
の
日
の
夕
刊
に
入
れ
る
原
稿
を
受
け
取
る
た
め
に
、
朝
早
く
荻
窪
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
上
石
神
井
の
松
本
さ
ん
の
家
へ
行
き
、
そ
の
ま
ま
社
ま
で
飛
ば
す
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と
い
う
危
い
橋
を
幾
度
渡
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
い
ま
の
よ
う
に
新
聞
の
製
作
工
程
が
機
械
化
さ
れ
て
い
な
い
と
き
だ
か
ら
、
か
え
っ
て
そ
う
い
う
離
れ
業
も
で
き
た
の
だ
が
、
そ
ん
な
苦
労
も
い
ま
に
な
っ
て
み
れ
ば
な
つ
か
し
さ
を
誘
っ
て
く
れ
る
。（
22
） 
 
「
か
げ
ろ
う
絵
図
」連
載
時
の
喧
噪
ぶ
り
が
ま
ざ
ま
ざ
と
伝
わ
っ
て
く
る
一
文
で
あ
る
。新
聞
小
説
は
日
々
の
慌
た
だ
し
く
流
れ
さ
る
時
間
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
。
清
張
も
、
そ
う
し
た
中
で
「
か
げ
ろ
う
絵
図
」
を
書
き
継
い
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
永
井
荷
風
の
よ
う
に
、
時
間
を
贅
沢
に
使
っ
て
原
稿
全
て
を
ま
と
め
て
書
き
上
げ
る
余
裕
は
、
清
張
に
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
絵
組
み
は
清
張
に
と
っ
て
必
須
の
も
の
だ
っ
た
。
連
載
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
挿
絵
画
家
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
に
も
、
絵
組
み
と
い
う
方
法
は
絶
対
に
必
要
だ
っ
た
。 
先
程
確
認
し
た
よ
う
に
、「
黒
い
風
土
」
の
原
稿
用
紙
上
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
絵
組
み
の
指
示
は
八
十
四
回
分
だ
っ
た
。
し
か
し
、
森
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
絵
組
み
の
内
容
を
電
話
で
挿
絵
画
家
に
伝
え
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、「
黒
い
風
土
」
の
連
載
中
、
清
張
が
生
沢
に
電
話
で
直
接
絵
組
み
の
内
容
を
伝
え
て
い
た
可
能
性
も
高
い
。「
黒
い
風
土
」
の
連
載
は
全
部
で
四
四
一
回
で
あ
る
か
ら
、
絵
組
み
の
指
示
も
八
十
四
回
分
よ
り
も
、
も
っ
と
多
か
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。 
と
こ
ろ
で
、
絵
組
み
と
い
う
方
法
を
使
う
こ
と
は
危
険
な
賭
け
で
も
あ
っ
た
。
絵
組
み
の
指
示
通
り
に
小
説
家
が
当
該
回
の
場
面
を
書
い
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
が
、
そ
う
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
絵
組
み
の
内
容
と
小
説
家
が
書
い
た
実
際
の
場
面
の
内
容
が
ず
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
如
何
と
も
し
が
た
い
事
態
が
出
来
す
る
こ
と
に
な
る
。
絵
組
み
に
則
っ
て
画
家
が
描
い
た
挿
絵
と
、
小
説
家
の
書
い
た
内
容
が
齟
齬
を
来
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
川
合
澄
男
は
、
絵
組
み
の
負
の
側
面
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。 
 
と
こ
ろ
が
こ
れ
は
［
引
用
者
注
・
絵
組
み
の
こ
と
］
時
々
失
敗
が
起
き
る
。
作
家
の
文
章
と
異
な
る
場
面
が
出
現
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
二
人
が
対
話
し
て
い
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
絵
組
み
で
喫
茶
店
で
話
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
描
い
た
ら
、
原
稿
で
は
日
本
間
で
座
布
団
に
座
っ
て
い
た
―
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
は
描
き
直
し
に
な
っ
て
し
ま
う
。 
 
川
合
は
「
描
き
直
し
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
書
い
て
い
る
が
、「
黒
い
風
土
」
に
お
い
て
は
、
本
文
の
記
述
と
挿
絵
の
内
容
が
矛
盾
し
て
い
る
箇
所
が
複
数
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
概
ね
絵
組
み
が
原
因
と
な
っ
て
引
き
起
こ
し
た
も
の
だ
っ
た
。 
【
資
料
４
】
に
整
理
し
た
通
り
な
の
だ
が
、
た
と
え
ば
八
十
九
回
の
原
稿
用
紙
に
は
、「
次
の
ヱ 
北
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海
道
行
の
日
航
機
の
座
席
に
い
る
若
宮
（
飛
行
機
中
）」
と
い
う
指
示
が
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
指
示
を
踏
ま
え
て
描
か
れ
た
挿
絵
は
九
十
一
回
に
掲
載
さ
れ
た
の
だ
が
、
本
文
の
記
述
と
は
合
致
し
な
い
ち
ぐ
は
ぐ
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 
本
文
に
お
い
て
は
、
主
人
公
の
若
宮
四
郎
は
「
グ
リ
ー
ン
色
の
洋
装
を
し
た
若
い
女
性
」
に
、
隣
に
座
ら
な
い
か
と
声
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
は
じ
め
て
の
飛
行
機
で
出
来
る
だ
け
眺
望
の
よ
い
席
に
座
り
た
か
っ
た
若
宮
だ
が
、
チ
ケ
ッ
ト
の
番
号
の
せ
い
で
最
後
の
組
で
搭
乗
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
搭
乗
し
て
み
る
と
、
翼
に
邪
魔
さ
れ
て
風
景
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
な
い
席
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
若
宮
は
少
し
で
も
眺
望
の
よ
い
席
を
探
し
て
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
。
後
部
に
窓
側
の
座
席
が
ひ
と
つ
残
っ
て
い
る
の
が
眼
に
入
る
が
、
そ
の
隣
の
通
路
側
の
席
に
座
っ
て
い
る
「
若
い
女
性
」
は
、
座
ら
せ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
く
る
搭
乗
客
を
こ
と
ご
と
く
追
い
返
し
て
い
た
。
連
れ
が
い
る
の
だ
ろ
う
と
若
宮
は
思
う
。
し
か
し
若
宮
が
側
を
通
り
過
ぎ
る
と
、「
若
い
女
性
」
は
「
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
、
お
か
け
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
若
宮
に
声
を
か
け
、「
空
港
の
風
景
が
丸
い
額
に
は
ま
っ
た
よ
う
に
、す
っ
か
り
見
え
る
」窓
側
の
席
を
、
若
宮
に
差
し
出
し
た
の
で
あ
る
。 
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
若
宮
に
席
を
与
え
た
「
グ
リ
ー
ン
色
の
洋
装
を
し
た
若
い
女
性
」
は
、「
黒
い
風
土
」
と
い
う
推
理
小
説
で
重
要
な
役
割
を
担
う
人
物
と
な
っ
て
い
く
。
そ
の
人
物
と
探
偵
役
の
若
宮
が
最
初
に
出
会
う
場
面
だ
。
し
か
し
九
十
一
回
の
挿
絵
は
、
絵
組
み
の
指
示
通
り
、
若
宮
が
ひ
と
り
で
機
内
に
坐
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
だ
け
だ
。
窓
側
に
座
る
若
宮
の
隣
の
席
は
空
い
て
い
る
。「
グ
リ
ー
ン
色
の
洋
装
を
し
た
若
い
女
性
」
の
姿
を
、
そ
こ
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 
同
様
の
矛
盾
を
「
黒
い
風
土
」
で
確
認
す
る
こ
と
は
、
そ
う
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
一
〇
三
回
の
原
稿
用
紙
に
は
「
次
の
ヱ 
大
急
ぎ
で
、
出
発
の
身
支
度
を
す
る
若
宮
」
と
記
さ
れ
、
実
際
一
〇
四
回
の
挿
絵
は
旅
館
の
部
屋
で
身
支
度
を
す
る
若
宮
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
本
文
で
の
若
宮
は
朝
の
旅
館
で
朝
刊
を
読
み
耽
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
出
発
の
準
備
の
た
め
に
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
ら
し
て
い
な
い
。 
あ
る
い
は
一
二
一
回
の
原
稿
用
紙
に
記
さ
れ
て
い
た
「
若
宮
、
本
州
へ 
木
谷
編
集
長
の
机
の
前
に
立
つ 
木
谷
と
話
す
」
と
い
う
指
示
。
挿
絵
は
絵
組
み
に
即
し
て
、
散
ら
か
っ
た
編
集
机
の
向
こ
う
で
し
ゃ
べ
り
込
む
若
宮
と
木
谷
を
描
い
て
い
る
。
し
か
し
本
文
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
。
若
宮
は
北
海
道
の
日
航
の
事
務
所
に
行
き
、
ハ
イ
ヤ
ー
に
乗
っ
て
千
歳
空
港
に
向
か
う
だ
け
だ
。
木
谷
編
集
長
と
は
再
会
し
て
い
な
い
し
、
そ
も
そ
も
飛
行
機
に
す
ら
乗
っ
て
い
な
い
。 
ま
た
原
稿
用
紙
上
で
絵
組
み
の
指
示
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
三
九
回
も
本
文
の
記
述
と
挿
絵
の
内
容
が
ま
っ
た
く
噛
み
合
っ
て
い
な
か
っ
た
。本
文
で
舞
台
に
な
っ
て
い
る
の
は
名
古
屋
警
察
署
で
あ
る
。
そ
の
署
内
で
若
宮
が
山
崎
捜
査
課
長
に
聞
き
込
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
最
初
か
ら
最
後
ま
で
舞
台
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は
警
察
署
内
で
あ
る
。
し
か
し
挿
絵
が
描
き
出
し
た
の
は
、
車
の
行
き
交
う
名
古
屋
の
大
通
り
だ
っ
た
。
手
前
に
広
め
の
歩
道
が
あ
り
、
何
人
か
の
歩
行
者
が
い
る
。
一
番
手
前
を
歩
い
て
い
る
少
し
大
き
め
の
人
物
が
、
お
そ
ら
く
若
宮
な
の
だ
ろ
う
。
署
内
に
と
ど
ま
っ
て
聞
き
込
み
を
続
け
て
い
る
は
ず
の
若
宮
が
、
挿
絵
で
は
名
古
屋
の
街
を
闊
歩
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 
こ
の
よ
う
な
本
文
と
挿
絵
の
矛
盾
は
、
毎
日
掲
載
さ
れ
毎
日
が
締
切
の
新
聞
小
説
で
は
、
頻
繁
に
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
だ
が
、
川
合
澄
男
は
「
こ
う
し
た
場
合
は
描
き
直
し
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
書
い
て
い
た
。
描
き
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
ほ
ど
の
失
敗
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
実
際
に
描
き
直
す
こ
と
も
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
「
黒
い
風
土
」
で
は
、
そ
う
し
た
失
敗
が
何
度
も
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
る
に
、「
黒
い
風
土
」
に
お
い
て
、
清
張
と
生
沢
の
意
思
疎
通
は
あ
ま
り
上
手
く
行
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
勘
繰
ら
ざ
る
を
得
な
い
。 
『
点
と
線
』
と
『
眼
の
壁
』
が
惹
起
し
た
社
会
派
推
理
小
説
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
人
気
作
家
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
言
え
、
新
聞
小
説
と
い
う
舞
台
に
お
け
る
清
張
は
、
新
進
作
家
の
ひ
と
り
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。「
野
盗
伝
奇
」
と
「
か
げ
ろ
う
絵
図
」
と
い
う
二
つ
の
時
代
小
説
を
手
が
け
た
後
、
は
じ
め
て
新
聞
と
い
う
場
で
現
代
小
説
を
連
載
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
新
米
の
作
家
で
し
か
な
か
っ
た
。
他
方
生
沢
は
、「
氷
壁
」
の
挿
絵
で
人
気
の
絶
頂
に
上
り
つ
め
て
い
た
。 
挿
絵
画
家
と
し
て
一
家
を
成
し
た
生
沢
は
、
新
進
作
家
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
絵
組
み
に
従
っ
て
挿
絵
を
描
い
て
い
く
。
し
か
し
新
進
作
家
が
実
際
に
書
き
上
げ
た
場
面
は
、
絵
組
み
の
指
示
内
容
と
は
違
う
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
。
絵
組
み
の
通
り
に
生
沢
が
描
い
た
挿
絵
は
、
結
果
的
に
本
文
の
記
述
と
し
て
は
合
致
し
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
本
文
の
記
述
と
挿
絵
の
断
絶
を
新
聞
小
説
の
読
者
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
だ
ろ
う
か
。
本
文
が
挿
絵
か
ら
ず
れ
て
い
る
と
考
え
る
か
、
挿
絵
が
本
文
と
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
す
る
か
。
い
く
ら
生
沢
の
挿
絵
画
家
と
し
て
の
知
名
度
が
高
い
と
は
言
え
、
お
そ
ら
く
後
者
の
方
が
圧
倒
的
多
数
と
な
る
だ
ろ
う
。
生
沢
が
描
き
上
げ
た
挿
絵
は
、
本
文
の
内
容
と
は
何
ら
の
連
絡
も
持
た
な
い
間
の
抜
け
た
も
の
と
し
て
、物
笑
い
の
種
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
す
ら
出
て
く
る
。
そ
う
し
た
状
況
を
前
に
し
て
生
沢
の
心
中
は
ど
う
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
築
き
上
げ
た
挿
絵
画
家
と
し
て
の
声
望
と
自
負
が
蔑
ろ
に
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
心
中
は
決
し
て
穏
や
か
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。 
や
は
り
生
沢
は
、「
黒
い
風
土
」
を
通
し
て
、「
こ
ち
ら
が
描
か
ず
に
は
す
ま
な
く
な
る
夢
」
を
見
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
心
中
に
「
読
者
も
共
に
楽
し
ん
で
く
れ
る
別
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
」
が
沸
き
起
こ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
新
聞
小
説
「
黒
い
風
土
」
を
舞
台
に
、
小
説
家
と
挿
絵
画
家
は
密
か
に
争
闘
を
く
り
広
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
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十 
小
説
家
と
挿
絵
画
家
の
葛
藤 
 
い
ま
だ
書
か
れ
て
い
な
い
場
面
の
内
容
を
挿
絵
画
家
に
伝
え
る
た
め
の
簡
単
な
メ
モ
、
そ
れ
が
絵
組
み
だ
っ
た
。
し
か
し
あ
ら
た
め
て
【
資
料
４
】
に
掲
げ
た
清
張
の
指
示
を
見
て
い
る
と
、
清
張
が
原
稿
用
紙
上
に
記
し
た
絵
組
み
は
、
し
ば
し
ば
内
容
に
関
す
る
メ
モ
で
あ
る
こ
と
を
超
越
し
て
し
ま
い
、
挿
絵
を
ど
の
よ
う
に
描
く
の
か
と
い
う
指
示
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。 
最
初
に
登
場
し
た
絵
組
み
「
若
宮
四
郎
が
キ
ャ
バ
レ
ー
で
踊
っ
て
い
る
場
面
」
や
、
二
十
八
回
の
原
稿
用
紙
に
記
さ
れ
て
い
た
「
熱
海
駅
の
ホ
ー
ム
を
湘
南
電
車
に
乗
る
た
め
の
、
若
宮
四
郎
が
歩
い
て
い
る
」
と
い
っ
た
指
示
は
、
内
容
に
関
す
る
メ
モ
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
挿
絵
画
家
に
何
を
描
い
て
ほ
し
い
の
か
を
伝
え
て
い
る
だ
け
で
、
ど
の
よ
う
に
描
く
か
は
画
家
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る
。
絵
組
み
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
画
家
が
自
由
に
お
の
れ
の
想
像
力
を
飛
翔
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
だ
。 
挿
絵
で
あ
る
か
ら
に
は
、
場
面
の
内
容
を
ふ
ま
え
た
表
象
で
あ
る
こ
と
は
絶
対
の
条
件
で
あ
る
。
し
か
し
ど
の
よ
う
に
ふ
ま
え
る
の
か
は
画
家
の
自
由
で
あ
る
し
、
そ
の
自
由
を
享
受
し
て
こ
そ
挿
絵
の
傑
作
は
生
み
出
さ
れ
る
は
ず
だ
。
だ
か
ら
小
説
家
と
挿
絵
画
家
の
間
に
は
、
信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
説
家
が
挿
絵
画
家
の
力
量
を
信
用
し
て
い
る
と
き
、
絵
組
み
で
伝
え
る
の
は
場
面
の
内
容
だ
け
で
充
分
な
は
ず
だ
。
そ
の
素
材
を
ど
う
料
理
す
る
の
か
は
、
画
家
に
一
任
し
て
よ
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。 た
と
え
ば
「
霧
笛
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』『
大
阪
朝
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
三
年
七
月
七
日
～
九
月
二
十
六
日
）
を
連
載
し
て
い
た
と
き
、
大
佛
次
郎
は
挿
絵
を
担
当
し
て
い
た
木
村
荘
八
に
、
毎
日
挿
絵
を
見
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
伝
え
た
と
い
う
。
そ
れ
を
聞
い
た
木
村
は
、
む
ろ
ん
喜
ん
だ
。（
23
）
こ
れ
こ
そ
小
説
家
と
挿
絵
画
家
の
理
想
的
な
関
係
で
あ
る
。挿
絵
画
家
は
最
初
の
読
者
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
挿
絵
は
そ
の
読
者
に
よ
る
批
評
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
挿
絵
が
小
説
家
に
向
け
て
作
品
の
新
た
な
側
面
を
提
示
し
、
そ
れ
が
刺
激
と
な
り
、
連
載
小
説
そ
の
も
の
が
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
も
あ
る
。「
霧
笛
」
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
生
み
出
さ
れ
た
。
木
村
荘
八
の
見
事
な
挿
絵
は
、
大
佛
次
郎
の
刺
激
と
な
っ
た
。
そ
の
絵
筆
は
、
小
説
家
を
執
筆
へ
と
駆
り
立
て
た
。
新
聞
小
説
「
霧
笛
」
は
、
小
説
家
と
挿
絵
画
家
の
理
想
的
な
関
係
の
賜
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
し
か
し
「
黒
い
風
土
」
の
清
張
は
、
絵
組
み
で
画
家
の
領
分
に
踏
み
込
ん
で
し
ま
う
。（
24
）
た
と
え
ば
二
十
九
回
の
原
稿
用
紙
に
記
さ
れ
た
絵
組
み
で
あ
る
。「
電
車
、
二
等
車
の
中
、
島
内
氏
と
、
ゴ
ル
フ
道
具
を
網
棚
に
上
げ
て
い
る
ゴ
ル
フ
場
帰
り
ら
し
い
中
年
の
実
業
家
の
よ
う
な
紳
士
二
人
と
の
話
」
と
い
う
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指
示
は
、
多
少
込
み
入
っ
て
は
い
る
が
、
場
面
の
内
容
を
丁
寧
に
伝
え
よ
う
と
す
る
絵
組
み
だ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
清
張
は
、
そ
の
指
示
内
容
の
末
尾
に
、「
窓
越
し
に
み
え
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
一
言
を
書
き
加
え
て
い
た
。
こ
れ
は
絵
の
視
点
を
ど
こ
に
置
く
の
か
と
い
う
指
示
で
あ
る
。
内
容
と
い
う
よ
り
は
、挿
絵
を
ど
の
よ
う
に
描
く
の
か
と
い
う
方
法
に
関
わ
る
部
分
に
踏
み
込
ん
だ
指
示
と
な
っ
て
い
る
。 
な
る
ほ
ど
清
張
の
指
示
は
、
的
を
射
た
も
の
で
は
あ
っ
た
。「
黒
い
風
土
」
の
視
点
人
物
は
若
宮
四
郎
で
あ
り
、
語
り
手
は
時
に
全
知
の
視
点
か
ら
物
語
世
界
を
把
捉
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
概
ね
若
宮
四
郎
と
い
う
作
中
人
物
に
寄
り
添
っ
て
物
語
世
界
を
捉
え
て
い
る
。（
25
）
二
十
九
回
の
絵
組
み
と
対
応
す
る
三
十
回
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
。
絵
組
み
に
記
さ
れ
て
い
る
「
中
年
の
実
業
家
の
よ
う
な
紳
士
二
人
」
を
若
宮
は
窓
の
外
か
ら
見
て
い
た
。 
 
発
車
の
ベ
ル
は
鳴
っ
て
い
る
。 
こ
の
忙
し
い
中
に
、
島
内
氏
は
ど
う
し
て
い
る
か
と
、
若
宮
四
郎
が
、
窓
の
外
か
ら
の
ぞ
く
と
、
島
内
氏
は
、
二
人
の
紳
士
と
、
し
き
り
に
挨
拶
を
交
し
て
い
る
。 
網
棚
の
上
に
は
、
当
世
流
行
の
ゴ
ル
フ
道
具
が
置
い
て
あ
る
か
ら
、
川
奈
あ
た
り
の
帰
り
ら
し
い
。 
 
そ
の
後
若
宮
も
駅
員
に
促
さ
れ
慌
て
て
乗
車
し
、
三
等
車
の
座
席
に
座
っ
て
退
屈
し
た
。
そ
し
て
「
二
等
車
に
行
っ
て
見
よ
う
と
は
思
っ
た
が
、
ま
た
島
内
氏
と
顔
が
合
い
そ
う
な
の
で
、
思
い
止
っ
た
」
と
語
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
若
宮
が
「
中
年
の
実
業
家
の
よ
う
な
紳
士
二
人
」
を
見
る
の
は
「
窓
の
外
か
ら
」
だ
け
で
、
視
点
人
物
の
眼
差
し
に
読
者
を
誘
導
し
よ
う
と
す
る
の
な
ら
、「
窓
越
し
に
み
え
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
絵
組
み
の
指
示
は
、
理
に
適
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
し
か
し
挿
絵
画
家
の
立
場
か
ら
は
ど
う
だ
ろ
う
。「
電
車
、
二
等
車
の
中
、
島
内
氏
と
、
ゴ
ル
フ
道
具
を
網
棚
に
上
げ
て
い
る
ゴ
ル
フ
場
帰
り
ら
し
い
中
年
の
実
業
家
の
よ
う
な
紳
士
二
人
と
の
話
」
と
い
う
多
様
な
要
素
が
組
み
込
ま
れ
た
絵
組
み
の
指
示
を
、
新
聞
小
説
欄
の
挿
絵
の
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
で
視
覚
化
す
る
こ
と
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
挿
絵
画
家
に
と
っ
て
も
、
簡
単
と
は
言
え
な
い
所
業
だ
っ
た
。 
二
人
の
中
年
実
業
家
風
の
紳
士
と
島
内
氏
を
入
れ
、
さ
ら
に
ゴ
ル
フ
道
具
を
網
棚
に
上
げ
る
所
作
も
描
く
の
な
ら
、
構
図
に
そ
れ
な
り
の
工
夫
が
必
要
に
な
る
。
気
を
抜
い
た
ら
、
す
ぐ
に
ま
と
ま
り
を
欠
い
た
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
た
画
面
に
な
っ
て
し
ま
う
か
、
本
文
の
解
説
に
過
ぎ
な
い
挿
絵
に
堕
し
て
し
ま
う
。
し
か
も
絵
組
み
の
提
示
す
る
素
材
は
散
文
的
な
も
の
ば
か
り
だ
。
画
家
の
胸
中
に
「
夢
」
や
「
別
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
」
を
も
た
ら
す
要
素
は
皆
無
で
あ
る
。 
そ
れ
に
加
え
て
「
窓
越
し
に
」
と
い
う
視
点
へ
の
指
示
ま
で
忠
実
に
守
ろ
う
と
す
る
の
な
ら
、
か
な
り
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の
難
事
業
と
な
る
。
車
窓
越
し
に
多
様
な
要
素
の
混
在
し
た
画
面
を
表
象
し
た
ら
、
挿
絵
は
わ
か
り
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
ひ
と
目
見
て
何
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
挿
絵
は
、
挿
絵
と
し
て
は
失
格
で
あ
る
。 
そ
れ
ゆ
え
実
際
生
沢
が
描
き
上
げ
た
挿
絵
は
、
清
張
の
絵
組
み
を
裏
切
っ
た
も
の
と
な
っ
た
。
ひ
と
り
の
男
性
が
網
棚
に
荷
物
を
上
げ
て
い
る
様
子
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
ボ
ッ
ク
ス
シ
ー
ト
に
は
二
人
の
中
年
男
性
ら
し
き
人
物
が
向
か
い
合
っ
て
座
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
光
景
を
把
捉
す
る
視
点
は
、
車
外
で
は
な
く
車
中
に
あ
る
。
挿
絵
の
観
者
、
す
な
わ
ち
新
聞
小
説
の
読
者
は
、
本
文
の
記
述
を
読
む
と
き
に
は
若
宮
の
視
点
に
身
を
委
ね
、
挿
絵
を
見
る
と
き
は
、
若
宮
か
ら
遊
離
し
、
二
等
車
内
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
る
。
視
点
の
矛
盾
、
視
点
の
相
克
が
、
新
聞
小
説
の
本
文
と
挿
絵
の
間
で
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
「
推
理
小
説
は
、
も
っ
と
現
実
に
密
着
し
な
け
れ
ば
、
読
者
に
実
感
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
26
）
と
考
え
て
い
た
清
張
は
、
推
理
小
説
の
読
者
の
「
実
感
」
を
大
切
に
考
え
て
い
た
。
現
実
的
だ
と
い
う
実
感
を
与
え
る
こ
と
に
配
慮
し
て
い
た
。
だ
か
ら
清
張
は
、
物
語
世
界
を
捉
え
る
視
点
を
疎
か
に
し
た
く
は
な
か
っ
た
。 
ど
こ
か
ら
見
る
か
に
よ
っ
て
世
界
の
様
相
は
変
わ
っ
て
き
て
し
ま
う
。「
黒
い
風
土
」
を
推
理
小
説
に
仕
立
て
上
げ
る
の
な
ら
、
読
者
が
若
宮
と
同
じ
視
点
か
ら
世
界
を
捉
え
る
よ
う
に
仕
向
け
た
い
と
考
え
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。
視
点
人
物
で
あ
る
若
宮
と
同
じ
視
点
で
世
界
を
眺
め
さ
せ
、
そ
の
上
で
若
宮
の
視
点
か
ら
事
件
の
真
相
を
考
え
さ
せ
、
探
偵
役
の
若
宮
と
競
い
合
う
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
。
そ
う
し
た
気
持
ち
が
読
者
の
中
に
芽
生
え
て
く
れ
ば
、
推
理
小
説
と
し
て
は
成
功
だ
。
そ
の
た
め
に
は
若
宮
の
視
点
を
相
対
化
す
る
要
素
を
、
出
来
る
限
り
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
推
理
小
説
と
し
て
の
結
構
の
た
め
に
は
、
若
宮
の
視
点
が
相
対
化
さ
れ
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。 
だ
か
ら
清
張
は
絵
組
み
で
画
家
の
領
分
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
を
躊
躇
わ
な
い
。
九
十
二
回
の
原
稿
用
紙
に
は
「
千
歳
空
港
前
か
ら
ハ
イ
ヤ
ー
に
乗
る
若
い
女 
若
宮
、
そ
れ
を
眺
め
て
い
る
」
と
、
若
宮
の
視
点
か
ら
「
若
い
女
」
を
捉
え
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
、
一
四
七
回
の
原
稿
用
紙
に
は
「
次
の
ヱ 
な
に
か
を
見
つ
め
て
い
る
若
宮
の
眼 
キ
ャ
バ
レ
ー
の
内
で
」
と
書
き
記
し
て
い
る
。
清
張
は
、
視
点
人
物
で
あ
り
探
偵
役
で
あ
る
若
宮
の
視
点
を
強
調
し
、
若
宮
の
「
眼
」
に
読
者
を
同
調
さ
せ
る
よ
う
な
挿
絵
を
要
求
し
続
け
る
。 
し
か
し
生
沢
の
描
く
挿
絵
は
、
若
宮
の
視
点
と
読
者
の
そ
れ
が
重
ね
合
わ
さ
る
よ
う
な
眼
差
し
を
も
た
ら
さ
な
い
。 
空
港
で
「
若
い
女
」
を
若
宮
が
眺
め
る
シ
ー
ン
は
九
十
三
回
に
登
場
す
る
が
、
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
挿
絵
で
は
、
遠
近
法
の
消
失
点
辺
り
に
配
置
さ
れ
た
「
若
い
女
」
ら
し
き
人
物
を
、
画
面
手
前
に
佇
み
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な
が
ら
眺
め
て
い
る
若
宮
も
描
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 
キ
ャ
バ
レ
ー
の
中
で
若
宮
が
「
な
に
か
を
見
つ
め
て
い
る
」
場
面
は
一
四
九
回
に
出
て
く
る
が
、
そ
こ
で
も
画
面
手
前
の
席
に
座
り
机
に
肘
を
つ
き
な
が
ら
、
奥
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
眼
を
遣
る
若
宮
の
姿
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
若
宮
の
「
眼
」
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
読
者
は
若
宮
の
視
線
を
な
ぞ
ろ
う
と
思
え
ば
な
ぞ
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
読
者
と
若
宮
の
眼
差
し
が
完
全
に
同
調
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
読
者
は
画
面
の
外
、
物
語
の
外
部
、
メ
タ
レ
ベ
ル
へ
と
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
う
。 
生
沢
の
挿
絵
に
お
い
て
は
、
視
点
人
物
の
若
宮
も
、
風
景
を
構
成
す
る
一
要
素
で
し
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。
読
者
の
眼
差
し
に
許
さ
れ
て
い
る
の
は
、
風
景
の
一
要
素
と
し
て
若
宮
を
把
捉
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。（
27
） 
し
か
し
生
沢
の
筆
触
は
、
ま
さ
し
く
人
物
を
風
景
と
し
て
生
成
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
そ
の
特
色
が
あ
っ
た
。人
物
を
確
固
と
し
た
フ
ォ
ル
ム
を
持
っ
た
肖
像
と
し
て
際
立
た
せ
る
と
い
う
よ
り
も
、生
沢
は
、
縦
横
無
尽
に
引
か
れ
た
線
の
動
き
の
中
か
ら
人
物
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
得
手
に
し
て
い
た
。
じ
っ
と
動
か
ず
に
い
る
人
物
を
丁
寧
に
描
き
取
っ
て
写
実
的
な
像
に
仕
上
げ
て
い
く
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
は
生
沢
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
。
動
き
の
あ
る
時
空
間
の
中
で
一
瞬
浮
か
び
上
が
っ
た
像
を
掬
い
上
げ
る
と
こ
ろ
に
、
生
沢
の
真
骨
頂
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
石
川
達
三
は
、
そ
う
し
た
生
沢
の
特
色
を
「
生
沢
君
の
線
に
は
速
度
が
あ
る
」
と
言
い
当
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 
 
 
生
沢
君
の
ス
ケ
ッ
チ
は
大
変
に
早
い
。
大
き
な
タ
ッ
チ
で
荒
い
線
を
い
く
つ
も
引
い
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
線
が
い
つ
の
間
に
か
命
を
持
ち
、
命
を
持
っ
て
い
る
証
拠
に
一
種
の
表
現
を
持
ち
そ
の
時
か
ら
既
に
、
作
者
の
手
を
は
な
れ
て
独
立
し
た
（
絵
）
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。（
28
） 
 
線
が
い
く
つ
も
交
錯
す
る
時
空
間
の
中
か
ら
「
い
つ
の
間
に
か
」
浮
上
し
て
く
る
人
物
こ
そ
が
生
沢
固
有
の
人
物
像
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
探
偵
役
の
視
点
人
物
も
、
生
沢
の
手
に
か
か
る
と
、
風
景
の
中
か
ら
自
然
と
浮
上
し
て
く
る
像
に
過
ぎ
な
く
な
る
。
う
っ
す
ら
と
幕
が
掛
か
っ
た
よ
う
な
画
面
の
中
で
、
見
る
主
体
も
見
ら
れ
る
客
体
も
た
ゆ
た
い
、
線
の
動
き
の
中
で
像
と
し
て
の
姿
が
浮
き
上
が
り
つ
つ
背
景
に
溶
け
込
ん
で
い
く
。
こ
う
し
た
固
有
の
筆
触
が
、
生
沢
に
「
氷
壁
」
の
挿
絵
の
成
功
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
井
上
靖
の
物
語
が
醸
し
出
す
「
氷
壁
」
の
「
ソ
フ
ト･
フ
ォ
ー
カ
ス
」（
29
）
な
雰
囲
気
は
、
生
沢
の
画
風
と
ま
っ
た
く
矛
盾
し
な
い
も
の
だ
っ
た
。 
し
か
し
清
張
が
駆
使
す
る
の
は
、
ド
ラ
イ
な
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー･
タ
ッ
チ
の
文
体
で
あ
る
。「
形
容
詞
を
大
げ
さ
に
使
用
」
す
る
「
表
現
の
過
剰
」
は
清
張
の
忌
む
文
章
だ
っ
た
。（
30
）
修
飾
過
多
に
な
る
こ
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と
で
雰
囲
気
ば
か
り
が
醸
成
さ
れ
、
内
容
が
曖
昧
に
ぼ
か
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
人
物
に
し
て
も
風
景
に
し
て
も
、
清
張
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
パ
ン･
フ
ォ
ー
カ
ス
で
描
き
出
そ
う
と
し
た
。
く
っ
き
り
し
た
鮮
明
な
像
と
し
て
定
着
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
。（
31
） 
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
問
題
が
生
じ
る
。
言
葉
に
よ
っ
て
鮮
明
で
正
確
な
像
を
描
写
し
よ
う
と
す
る
の
な
ら
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
言
葉
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
言
葉
を
費
や
し
て
対
象
を
正
確
に
描
こ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
物
語
の
ス
ピ
ー
ド
は
落
ち
、
言
葉
の
連
な
り
は
タ
ブ
ロ
ー
の
平
面
に
沈
滞
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
ア
ラ
ン
・
ロ
ブ
＝
グ
リ
エ
や
ク
ロ
ー
ド･
シ
モ
ン
ら
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー･
ロ
マ
ン
の
テ
ク
ス
ト
は
、
物
語
の
停
滞
な
ど
歯
牙
に
も
掛
け
な
い
実
験
精
神
へ
の
信
頼
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成
立
し
た
。
だ
が
、
そ
う
し
た
精
神
は
清
張
に
と
っ
て
は
我
慢
の
な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。
あ
る
時
清
張
は
、
中
央
公
論
社
で
清
張
の
担
当
し
て
い
た
宮
田
毱
栄
に
対
し
て
、
唐
突
に
「
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー･
ロ
マ
ン
な
ん
て
く
だ
ら
な
い
。
あ
れ
は
す
ぐ
に
行
き
づ
ま
る
よ
」
と
口
に
し
た
と
い
う
。（
32
）
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー･
ロ
マ
ン
的
な
描
写
過
多
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
は
、
清
張
に
し
て
み
れ
ば
、
読
者
を
置
い
て
け
ぼ
り
に
し
た
、
小
説
家
の
自
己
満
足
の
所
産
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
だ
か
ら
清
張
の
描
写
は
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
る
。
登
場
人
物
の
顔
を
延
々
と
描
写
し
た
り
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
た
と
え
ば
、
物
語
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
Ｒ
新
聞
社
の
熱
海
の
通
信
局
の
通
信
員
・
村
田
壮
八
も
、「
四
十
を
過
ぎ
た
年
配
で
あ
る
。
眼
を
細
め
て
愛
想
笑
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
い
か
に
も
好
人
物
ら
し
い
」
と
描
か
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
描
写
へ
の
惑
溺
は
微
塵
も
な
い
。 
し
か
し
簡
潔
な
言
葉
だ
け
で
提
示
さ
れ
る
人
物
像
が
鮮
明
な
も
の
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
と
り
わ
け
小
説
を
読
み
慣
れ
て
い
な
い
者
が
読
者
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
脳
裏
に
結
ば
れ
る
像
が
鮮
明
な
も
の
に
な
る
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。
朦
朧
と
し
た
雰
囲
気
だ
け
が
充
満
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
し
、
何
ら
の
印
象
も
与
え
ず
消
え
去
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
可
能
性
も
充
分
に
あ
る
。
だ
か
ら
清
張
に
と
っ
て
挿
絵
は
と
て
も
重
要
な
も
の
と
な
っ
た
。
物
語
を
遅
延
さ
せ
る
こ
と
な
く
鮮
明
な
「
現
実
感
」
を
与
え
る
た
め
に
、
清
張
は
挿
絵
を
存
分
に
活
用
し
よ
う
と
し
た
。 
一
四
三
回
の
原
稿
用
紙
に
記
さ
れ
た
絵
組
み
の
指
示
を
見
て
み
よ
う
。
清
張
は
「
村
田
の
顔
を
大
き
く 
若
宮
と
ビ
ー
ル
を
の
ん
で
話
し
て
い
る
顔 
前
の
つ
づ
き
」
と
記
し
て
い
た
。
一
五
二
回
の
原
稿
用
紙
に
は
、「
蒼
海
ホ
テ
ル
の
宿
泊
人
リ
ス
ト
を
見
て
い
る
若
宮 
大
き
く
グ
ロ
ー
ズ
マ
マ
ア
ッ
プ
が
よ
し
」
と
い
う
指
示
が
見
ら
れ
、
一
九
一
回
の
原
稿
用
紙
の
絵
組
み
は
「
語
っ
て
い
る
珠
実
の
顔
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
と
い
う
要
望
を
伝
え
て
い
た
。
清
張
は
挿
絵
画
家
に
、
中
心
と
な
っ
て
登
場
す
る
人
物
を
ク
ロ
ー
ズ･
ア
ッ
プ
で
描
く
こ
と
を
求
め
て
い
た
。
挿
絵
が
写
実
的
な
人
物
像
を
読
者
に
提
示
す
る
こ
と
を
心
か
ら
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。 
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読
者
に
先
入
観
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
を
怖
れ
、
顔
を
あ
え
て
鮮
明
に
描
か
な
い
こ
と
を
求
め
る
小
説
家
は
決
し
て
少
な
く
は
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
画
家
に
し
て
も
、
読
者
の
想
像
力
を
束
縛
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
理
由
で
、
写
実
的
な
挿
絵
を
描
き
た
が
ら
な
い
ひ
と
は
多
か
っ
た
。
た
と
え
ば
谷
崎
潤
一
郎
の
新
聞
小
説
「
蓼
喰
ふ
虫
」（『
大
阪
毎
日
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
二
八
年
十
二
月
四
日
～
一
九
二
九
年
六
月
十
八
日
）
の
挿
絵
で
知
ら
れ
る
小
出
楢
重
は
、「
ど
う
も
挿
絵
が
あ
ま
り
詳
細
に
事
件
や
主
人
公
や
風
景
を
説
明
し
過
ぎ
て
実
感
が
現
れ
過
ぎ
て
い
る
と
、
私
は
か
え
っ
て
私
の
心
に
現
れ
て
来
る
も
の
を
大
変
邪
魔
さ
れ
る
事
が
多
い
」
の
で
、「
詳
細
な
写
実
を
私
は
あ
ま
り
好
ま
な
い
」
と
吐
露
し
て
い
た
。（
33
）
生
沢
朗
も
ま
た
、
こ
の
系
譜
に
連
な
る
挿
絵
画
家
だ
っ
た
。
生
沢
の
描
い
た
数
々
の
挿
絵
は
、
生
沢
が
、
読
者
の
「
実
感
」
を
阻
害
す
る
写
実
を
避
け
る
こ
と
に
腐
心
し
た
画
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
伝
え
て
い
る
。
小
出
楢
重
と
同
様
生
沢
も
、「
詳
細
な
写
実
」
を
好
む
画
家
で
は
な
か
っ
た
。 
し
か
し
清
張
は
、
人
物
像
を
読
者
の
想
像
力
に
委
ね
た
い
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ク
ロ
ー
ズ･
ア
ッ
プ
を
描
く
よ
う
に
と
い
う
指
示
が
、
そ
う
し
た
清
張
の
考
え
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
事
実
は
事
実
と
し
て
伝
え
、
そ
の
上
で
読
者
の
想
像
力
を
存
分
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
、
清
張
の
基
本
的
な
姿
勢
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
ク
ロ
ー
ズ･
ア
ッ
プ
で
描
い
て
ほ
し
い
と
い
う
清
張
の
希
望
を
生
沢
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
か
。 
一
四
三
回
の
原
稿
用
紙
で
清
張
は
「
村
田
の
顔
を
大
き
く
」
描
い
て
ほ
し
い
と
記
し
て
い
た
が
、
座
卓
の
向
こ
う
側
に
座
る
村
田
の
顔
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
目
鼻
立
ち
は
ぼ
か
さ
れ
、
村
田
の
実
直
そ
う
な
雰
囲
気
を
伝
え
る
人
物
像
と
な
っ
て
い
る
。 
一
五
二
回
の
絵
組
み
は
、
視
点
人
物
で
あ
る
若
宮
を
「
大
き
く
グ
ロ
ー
ズ
マ
マ
ア
ッ
プ
」
で
描
く
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
。
な
る
ほ
ど
一
五
三
回
と
一
五
四
回
の
挿
絵
は
、
若
宮
を
大
き
く
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
一
五
三
回
の
若
宮
は
、
陰
影
を
表
わ
す
夥
し
い
数
の
線
が
背
後
か
ら
被
さ
っ
て
来
て
い
る
た
め
に
、
か
ろ
う
じ
て
目
や
鼻
が
識
別
で
き
る
程
度
に
し
か
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
一
五
四
回
に
描
か
れ
る
若
宮
の
横
顔
は
線
に
よ
っ
て
完
全
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。生
沢
固
有
の
筆
致
で
捉
え
ら
れ
た
若
宮
の
表
象
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー･
タ
ッ
チ
の
清
張
の
文
体
と
は
ま
っ
た
く
相
容
れ
な
い
も
の
と
化
し
て
い
た
。そ
れ
は
写
実
か
ら
は
可
能
な
限
り
遠
く
離
れ
た
像
を
提
示
し
て
い
た
。 
一
九
一
回
の
原
稿
用
紙
で
も
清
張
は
「
珠
実
の
顔
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
を
求
め
て
い
た
。
し
か
し
生
沢
が
珠
実
の
顔
を
描
く
こ
と
は
な
く
、
一
九
二
回
の
紙
面
を
飾
っ
た
の
は
ベ
ッ
ド
か
ら
半
身
を
起
こ
し
た
若
宮
の
像
だ
っ
た
。
ミ
デ
ィ
ア
ム
・
シ
ョ
ッ
ト
で
捉
え
ら
れ
た
若
宮
の
顔
は
、
生
沢
の
手
に
な
る
「
黒
い
風
土
」
の
挿
絵
と
し
て
は
珍
し
い
く
ら
い
に
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
だ
が
生
沢
特
有
の
線
を
多
用
し
た
筆
致
の
た
め
に
顔
の
輪
郭
は
ぼ
や
か
さ
れ
、
目
鼻
立
ち
や
髪
型
も
明
確
な
像
を
結
ぶ
こ
と
は
な
い
。
雰
囲
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気
や
印
象
を
読
者
に
送
り
届
け
る
生
沢
ら
し
い
人
物
像
と
な
っ
て
い
た
。 
清
張
と
生
沢
は
争
闘
す
る
。「
黒
い
風
土
」
を
連
載
す
る
新
聞
小
説
欄
を
舞
台
に
、
小
説
家
と
挿
絵
画
家
は
せ
め
ぎ
合
う
。 
さ
す
が
の
清
張
も
、
生
沢
に
ク
ロ
ー
ズ･
ア
ッ
プ
を
要
求
し
て
も
詮
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
二
三
六
回
の
原
稿
用
紙
に
は
「
こ
ん
が
ら
が
っ
た
事
件
を
象
徴
す
る
よ
う
な
抽
象
的
な
絵
にママ
願
い
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
受
け
て
生
沢
は
二
三
七
回
の
挿
絵
を
抽
象
的
に
仕
上
げ
た
。
中
心
か
ら
周
縁
に
向
か
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
線
が
延
び
て
い
く
。一
見
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
風
に
も
見
え
る
構
図
だ
。
ま
ん
中
や
や
上
に
男
性
の
顔
が
ぼ
ん
や
り
と
浮
か
び
上
が
り
、
そ
の
下
辺
に
抽
象
化
さ
れ
た
人
間
や
手
が
ラ
ン
ダ
ム
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
絵
組
み
の
通
り
に
「
こ
ん
が
ら
が
っ
た
事
件
を
象
徴
す
る
よ
う
な
抽
象
的
な
絵
」
を
生
沢
は
描
い
た
と
言
え
よ
う
。 
清
張
は
満
足
し
た
の
か
。
い
や
、
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。「
黒
い
風
土
」
で
も
う
一
度
抽
象
画
風
の
挿
絵
が
掲
げ
ら
れ
る
の
は
四
〇
七
回
だ
。
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
の
天
使
シ
リ
ー
ズ
を
ち
ょ
っ
と
思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
曲
線
が
、
画
面
に
伸
び
や
か
な
リ
ズ
ム
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
線
を
縦
横
無
尽
に
駆
使
す
る
生
沢
の
画
風
と
は
、
や
や
趣
の
異
な
る
、
余
白
の
目
立
つ
画
面
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
実
は
こ
の
四
〇
七
回
の
挿
絵
は
、
絵
組
み
の
指
示
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
四
〇
五
回
の
原
稿
用
紙
に
は
「
歩
い
て
い
る
若
宮
の
推
理 
例
え
ば
こ
の
よ
う
に
」
と
記
さ
れ
、
清
張
自
身
の
手
に
よ
る
下
絵
が
描
か
れ
て
い
た
。 
い
く
ら
清
張
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
と
は
言
え
、
生
沢
朗
と
い
う
画
家
に
と
っ
て
清
張
は
、
絵
の
分
野
に
お
い
て
は
素
人
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
素
人
が
描
い
た
下
絵
に
則
っ
て
挿
絵
を
描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
生
沢
の
心
中
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
富
士
山
麓
が
舞
台
と
な
る
終
盤
で
清
張
は
、
生
沢
に
富
士
山
を
描
く
こ
と
を
求
め
た
。
四
二
七
回
の
原
稿
用
紙
に
は
「
夜
の
富
士
山
麓
の
遠
景
」、
四
三
二
回
の
原
稿
用
紙
に
は
「
白
明
マ
マ
に
浮
ぶ
富
士
（
山
麓
よ
り
）」
と
絵
組
み
が
記
さ
れ
て
い
た
。「
氷
壁
」
の
挿
絵
で
評
判
に
な
っ
た
画
家
に
、
清
張
は
何
と
し
て
で
も
富
士
を
描
い
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
「
黒
い
風
土
」
で
「
氷
壁
」
の
画
家
が
富
士
を
描
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
生
沢
は
絵
組
み
の
指
示
を
拒
み
続
け
た
の
で
あ
る
。 
「
黒
い
風
土
」
に
お
け
る
原
稿
用
紙
上
で
の
最
後
の
絵
組
み
は
「
次
の
ヱ
」
と
い
う
一
言
だ
っ
た
。
四
三
四
回
の
原
稿
用
紙
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
も
の
だ
。
清
張
自
身
が
、
再
び
下
絵
を
描
い
て
い
る
。
富
士
山
麓
で
格
闘
す
る
二
人
の
男
の
姿
だ
。
草
薮
の
中
で
ひ
と
り
は
倒
れ
、
立
っ
て
い
る
も
う
ひ
と
り
が
見
下
ろ
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
筆
致
で
あ
る
。
下
絵
は
線
を
多
用
し
て
描
か
れ
、
二
人
の
男
も
線
に
よ
っ
て
塗
り
潰
さ
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
生
沢
の
ス
タ
イ
ル
を
尊
重
し
た
下
絵
を
清
張
は
提
示
145 
 
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
清
張
の
下
絵
を
、
画
家
と
し
て
見
事
に
昇
華
し
た
挿
絵
を
、
生
沢
は
四
二
九
回
に
掲
げ
た
。 
「
黒
い
風
土
」
以
後
も
生
沢
は
清
張
の
挿
絵
を
担
当
し
続
け
た
。
清
張
の
文
体
が
朦
朧
体
に
変
質
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
生
沢
が
写
実
的
な
画
風
に
移
行
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清
張
と
生
沢
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
続
い
た
。
だ
か
ら
「
黒
い
風
土
」
に
お
け
る
二
人
の
関
係
だ
け
を
取
り
出
し
て
、
そ
の
後
長
く
続
い
た
二
人
の
共
同
作
業
全
て
を
評
価
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
二
人
の
協
力
関
係
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
他
の
全
て
の
作
品
を
、
具
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。 
し
か
し
な
が
ら
、
ひ
と
つ
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、「
黒
い
風
土
」
が
小
説
家
と
挿
絵
画
家
の
興
味
深
い
関
係
を
露
呈
さ
せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
、
新
聞
小
説
は
、
小
説
家
と
挿
絵
画
家
が
葛
藤
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
結
実
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
新
聞
小
説
の
分
厚
い
原
稿
用
紙
は
、
格
闘
の
跡
を
私
た
ち
に
伝
え
続
け
て
い
る
。 
  
［
注
］ 
（
１
）
東
京
朝
日
新
聞
社
で
学
芸
部
記
者
を
務
め
た
新
延
修
三
は
、「
丹
羽
文
雄
」（『
朝
日
新
聞
の
作
家
た
ち
』
所
収
、
波
書
房
、
一
九
七
三
年
十
月
）
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。 
 
昭
和
二
十
三
年
頃
だ
っ
た
と
思
う
。 
「
僕
は
い
ま
ま
で
に
原
稿
用
紙
で
五
万
枚
書
い
た
」
と
書
い
て
い
る
が
、
そ
れ
か
ら
二
十
三
年
経
っ
た
い
ま
で
は
、
優
に
十
万
枚
を
突
破
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
本
人
の
直
話
で
あ
る
。 
十
万
枚
！ 
一
日
に
三
枚
か
四
枚
し
か
書
け
な
か
っ
た
獅
子
文
六
や
夏
目
漱
石
な
ら
、
二
万
五
千
日
。
六
十
九
年
間
か
か
っ
て
や
っ
と
書
く
こ
と
に
な
る
。 
原
稿
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
平
均
し
て
、
一
時
間
に
四
、
五
枚
、
興
に
乗
る
と
十
枚
近
い
。 
 こ
の
一
節
で
新
延
は
、
丹
羽
文
雄
の
書
く
ス
ピ
ー
ド
が
驚
異
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
丹
羽
の
ス
ピ
ー
ド
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
こ
の
逸
話
か
ら
、
清
張
の
ス
ピ
ー
ド
も
か
な
り
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
章
を
生
業
と
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
も
、
一
日
に
三
、
四
枚
し
か
書
け
な
い
ひ
と
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
丹
羽
文
雄
の
小
説
で
は
会
話
が
多
く
採
用
さ
れ
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る
。
改
行
も
多
い
。
文
字
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
余
白
が
多
い
と
い
う
印
象
が
強
い
。
原
稿
用
紙
の
枚
数
で
は
な
く
文
字
数
で
換
算
す
れ
ば
、
丹
羽
文
雄
と
清
張
は
い
い
勝
負
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。「
黒
い
風
土
」
連
載
中
、
清
張
は
「
小
説
帝
銀
事
件
」
を
書
き
、「
日
本
の
黒
い
霧
」
を
書
き
継
い
で
い
た
の
で
あ
る
。
清
張
が
紡
ぎ
出
し
た
文
字
数
が
ど
れ
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
の
か
、
も
は
や
想
像
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。 
（
２
）「
清
張
さ
ん
の
秘
密
」（「『
松
本
清
張
全
集
』
第
三
十
四
巻
月
報
」、
文
藝
春
秋
、
一
九
七
四
年
二
月
）。 
（
３
）「
私
の
芝
居
遍
歴
」（『
オ
ー
ル
読
物
』、
一
九
七
二
年
十
月
）。
た
だ
し
引
用
は
『
松
本
清
張
の
世
界
』
（
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
に
よ
る
。 
（
４
）『
松
本
清
張
全
集
』
第
六
十
六
巻
所
収
の
年
譜
を
参
照
。
一
九
六
二
年
の
項
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 
 
作
家
平
林
た
い
子
が
韓
国
の
雑
誌
『
思
想
界
』（
一
九
六
二
年
八
月
号
）
で
、
作
家
に
ゆ
と
り
が
で
き
る
と
作
品
創
造
の
面
で
も
変
る
の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
に
「
そ
う
で
す
ね
。
そ
う
い
う
作
家
は
思
考
と
い
う
も
の
が
な
い
ん
で
す
。
朝
か
ら
晩
ま
で
書
い
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
何
人
か
の
秘
書
を
使
っ
て
資
料
を
集
め
て
こ
さ
せ
て
、
そ
の
資
料
で
書
く
だ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
例
を
あ
げ
る
と
松
本
清
張
の
よ
う
な
作
家
は
相
当
反
米
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
理
由
が
自
分
の
秘
書
の
中
に
共
産
主
義
者
が
い
る
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
、
そ
う
い
う
資
料
を
集
め
て
く
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
松
本
と
い
え
ば
人
間
で
は
な
く
『
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
』
で
す
」
と
発
言
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
「
事
務
処
理
を
す
る
手
伝
い
の
ひ
と
が
一
人
い
る
の
み
で
、
事
実
に
反
し
、
文
壇
暦
の
長
い
大
先
輩
が
、
外
国
に
お
い
て
匿
名
欄
に
で
も
あ
り
そ
う
な
発
言
を
す
る
心
境
が
わ
か
ら
な
い
」
と
日
本
読
書
新
聞
紙
上
で
反
論
し
た
（「
平
林
た
い
子
さ
ん
に
訊
く
―
南
朝
鮮
誌
『
思
想
界
』
で
の
断
定
に
つ
い
て
」
十
二
月
二
十
二
日
）。 
 
清
張
が
抗
お
う
と
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
発
言
を
常
識
と
し
て
流
通
さ
せ
て
省
み
な
い
「
日
本
の
文
壇
」
の
土
壌
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。「
多
作
即
乱
作
」
と
、
そ
れ
こ
そ
「
思
考
」
も
せ
ず
に
決
め
つ
け
る
平
林
た
い
子
の
発
言
は
、
ま
さ
し
く
「
日
本
の
文
壇
」
を
象
徴
す
る
も
の
だ
っ
た
。 
（
５
）
訂
正
記
事
が
載
っ
た
の
は
『
北
海
道
新
聞
』
の
み
。
一
九
六
〇
年
六
月
二
十
六
日
の
『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
に
載
っ
た
連
載
三
九
九
回
で
は
「
相
模
小
山
」
が
使
わ
れ
、
御
殿
場
線
も
「
小
田
原
か
ら
岐
か
れ
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
同
回
が
掲
載
さ
れ
た
『
西
日
本
新
聞
』
夕
刊
六
月
二
十
八
日
号
と
『
中
部
日
本
新
聞
』
夕
刊
八
月
二
十
日
号
で
は
、「
相
模
小
山
」
は
「
駿
河
小
山
」
に
訂
正
さ
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れ
、「
小
田
原
」
も
「
国
府
津
」
に
直
さ
れ
て
い
た
。 
ち
な
み
に
こ
の
連
載
三
九
九
回
を
、「
黒
い
風
土
」
を
連
載
し
た
三
紙
そ
れ
ぞ
れ
と
、
さ
ら
に
初
收
の
単
行
本
も
含
め
て
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
す
ぐ
さ
ま
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。 
 
▼
『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
（
一
九
六
〇
年
六
月
二
十
六
日
） 
「
相
模
小
山
に
行
く
に
は
、
小
田
原
か
ら
岐
れ
て
い
る
御
殿
場
線
を
利
用
す
る
。」 
 
▼
『
西
日
本
新
聞
』
夕
刊
（
一
九
六
〇
年
六
月
二
十
八
日
） 
「
駿
河
小
山
に
行
く
に
は
、
国
府
津
か
ら
わ
か
れ
て
い
る
御
殿
場
線
を
利
用
す
る
。」 
 
▼
『
中
部
日
本
新
聞
』
夕
刊
（
一
九
六
〇
年
八
月
二
日
） 
「
駿
河
小
山
に
行
く
に
は
、
国
府
津
か
ら
岐
れ
て
い
る
御
殿
場
線
を
利
用
す
る
。」 
 
▼
『
黄
色
い
風
土
』（
講
談
社
、
一
九
六
一
年
五
月
三
十
日
） 
「
駿
河
小
山
に
行
く
に
は
、
国
府
津
か
ら
岐
れ
て
い
る
御
殿
場
線
を
利
用
す
る
。」 
 
見
れ
ば
わ
か
る
通
り
、『
西
日
本
新
聞
』
で
は
〈
相
模
小
山
→
駿
河
小
山
〉〈
小
田
原
→
国
府
津
〉
の
訂
正
以
外
に
も
、「
岐
れ
て
い
る
」
が
「
わ
か
れ
て
い
る
」
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
〈
岐
れ
て
い
る
→
わ
か
れ
て
い
る
〉
の
訂
正
は
、
清
張
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
新
聞
社
独
自
の
判
断
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。「
黒
い
風
土
」
が
連
載
さ
れ
て
い
た
時
期
は
、「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
が
話
題
に
な
っ
て
い
た
と
き
で
も
あ
っ
た
。 
た
と
え
ば
一
九
五
九
年
七
月
十
一
日
の
『
西
日
本
新
聞
』
朝
刊
は
、
第
一
面
で
「
新
・
送
り
が
な
決
ま
る
」
を
大
き
く
取
り
上
げ
た
。
一
九
五
八
年
十
一
月
十
八
日
に
文
部
省
・
国
語
審
議
会
か
ら
出
さ
れ
た
建
議
を
ふ
ま
え
、
政
府
が
一
九
五
九
年
七
月
十
日
の
閣
議
で
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
の
標
準
を
決
め
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
で
あ
る
。
国
語
審
議
会
で
は
、「
現
代
国
語
表
記
に
つ
い
て
送
り
が
な
が
さ
ま
ざ
ま
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
不
便
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
語
の
混
乱
を
招
く
」
と
い
う
見
地
か
ら
二
年
間
に
わ
た
っ
て
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
が
政
府
に
出
さ
れ
た
建
議
だ
っ
た
。 
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
各
新
聞
社
は
送
り
が
な
を
ど
う
す
る
か
、
さ
ら
に
は
漢
字
の
使
い
方
を
ど
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う
す
る
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
ま
た
読
者
も
新
聞
の
言
葉
遣
い
に
鋭
敏
に
な
っ
て
い
た
。 
た
と
え
ば
一
九
五
九
年
十
月
一
日
の
『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
の
「
道
新
の
窓
」
欄
に
は
、「
新
聞
小
説
の
制
限
漢
字
、
旧
か
な
づ
か
い
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
読
者
か
ら
の
質
問
が
掲
載
さ
れ
た
。
農
業
を
営
む
二
十
九
才
の
男
性
は
、「
漢
字
制
限
、
新
か
な
づ
か
い
は
文
章
を
や
さ
し
く
書
き
、
わ
か
り
や
す
く
読
め
る
よ
う
に
す
る
の
が
目
的
だ
と
き
く
が
、
新
聞
小
説
で
も
随
分
と
あ
て
字
や
ム
ダ
な
書
き
方
が
目
に
つ
く
」
と
述
べ
、「
小
説
な
ら
〝
当
用
漢
字
〟
の
範
囲
内
で
表
現
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
と
思
う
」
か
ら
、「
せ
め
て
新
聞
小
説
だ
け
で
も
『
当
用
漢
字
・
新
か
な
づ
か
い
』
で
書
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
訴
え
た
。 
そ
の
声
に
対
し
『
北
海
道
新
聞
』
の
本
社
学
芸
部
長
は
、「
た
び
た
び
制
限
漢
字
や
難
解
な
い
い
ま
わ
し
の
言
葉
が
出
て
く
る
の
は
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
率
直
に
い
っ
て
、
わ
た
く
し
た
ち
も
困
っ
て
い
る
問
題
な
の
で
す
」
と
吐
露
し
、
新
聞
社
に
は
「
作
家
に
こ
と
わ
り
な
く
字
句
を
修
正
す
る
こ
と
は
避
け
る
、
と
い
っ
た
一
種
の
不
文
律
と
も
い
う
べ
き
も
の
」
が
あ
り
、「
作
家
の
意
思
を
な
る
だ
け
尊
重
し
た
い
、
と
の
考
え
に
立
っ
て
い
る
」
と
弁
明
す
る
。
現
時
点
で
は
作
家
に
「
書
き
な
お
し
」
を
お
願
い
す
る
程
度
し
か
出
来
て
い
な
い
が
、「
小
説
も
評
論
も
あ
く
ま
で
読
者
の
た
め
の
も
の
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
読
者
に
読
ん
で
い
た
だ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
な
の
で
す
か
ら
、
こ
ん
ご
い
っ
そ
う
作
家
の
協
力
を
え
て
、
こ
の
新
聞
本
来
の
目
的
に
沿
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
次
第
で
す
」
と
締
め
括
っ
た
。 
『
西
日
本
新
聞
』
や
『
北
海
道
新
聞
』
に
載
っ
た
新
聞
記
事
か
ら
推
測
す
る
に
、『
西
日
本
新
聞
』
が
施
し
た
〈
岐
れ
て
い
る
→
わ
か
れ
て
い
る
〉
の
訂
正
は
、
こ
う
し
た
情
勢
に
配
慮
し
た
新
聞
社
の
判
断
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。初
出
紙
を
調
査
し
て
い
く
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
だ
が
、「
黒
い
風
土
」
を
掲
載
し
た
『
北
海
道
新
聞
』、『
西
日
本
新
聞
』、『
中
部
日
本
新
聞
』
で
は
、
こ
の
よ
う
に
本
文
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
本
文
の
違
い
は
あ
く
ま
で
も
微
細
な
表
記
レ
ベ
ル
で
の
こ
と
で
あ
り
、
小
説
の
内
容
に
大
き
く
関
わ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
本
文
の
改
変
に
清
張
の
意
志
が
ど
こ
ま
で
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
判
断
し
か
ね
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
今
回
の
研
究
で
は
、
三
紙
及
び
初
収
単
行
本
に
お
け
る
本
文
の
細
か
な
比
較
対
照
は
割
愛
す
る
こ
と
に
し
た
。 
そ
れ
に
し
て
も
新
聞
小
説
に
お
け
る
仮
名
遣
い
の
問
題
は
、
と
て
も
面
白
い
問
題
を
孕
ん
で
い
る
と
思
う
。
た
と
え
ば
一
九
九
二
年
か
ら
『
読
売
新
聞
』
の
文
化
部
で
文
芸
を
担
当
し
て
い
る
尾
崎
真
理
子
は
、「
丸
谷
才
一
さ
ん
は
、
十
年
に
一
度
し
か
長
編
小
説
を
発
表
さ
れ
な
い
の
で
と
う
と
う
新
聞
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小
説
を
書
い
て
頂
く
こ
と
が
実
現
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
あ
の
方
も
、
新
聞
小
説
に
必
要
な
も
の
を
す
べ
て
も
っ
て
い
る
作
家
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」（「
新
聞
に
と
っ
て
新
聞
小
説
と
は
」、『
新
聞
小
説
の
魅
力
』
所
収
、
東
海
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
丸
谷
才
一
が
新
聞
小
説
を
手
が
け
な
か
っ
た
こ
と
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
丸
谷
が
旧
仮
名
遣
い
で
書
く
こ
と
に
拘
っ
た
作
家
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
近
年
『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
（
二
〇
一
二
年
七
月
十
三
日
～
二
〇
一
三
年
三
月
十
三
日
）
に
連
載
さ
れ
て
い
た
筒
井
康
隆
の
「
聖
痕
」
が
、
そ
の
古
語
や
枕
詞
を
多
用
し
た
文
体
ゆ
え
に
「
実
験
的
」
な
作
品
と
し
て
一
定
の
意
義
を
持
ち
得
た
の
も
、
新
仮
名
遣
い
で
書
か
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
新
聞
で
連
載
さ
れ
た
作
品
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
新
仮
名
遣
い
を
嫌
っ
た
三
島
由
紀
夫
と
新
聞
小
説
の
関
わ
り
な
ど
、
仮
名
遣
い
を
媒
介
に
す
る
と
、
新
聞
小
説
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
見
え
て
く
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 
（
６
）「
黒
い
風
土
」
の
原
稿
用
紙
の
欄
外
に
は
、
し
ば
し
ば
赤
鉛
筆
で
「
電
送
」
と
い
う
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
電
送
（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
）
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
原
稿
を
引
き
延
ば
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
新
聞
に
電
送
が
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
に
は
、
無
視
し
得
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
新
聞
社
を
舞
台
に
し
た
「
黒
い
風
土
」
の
物
語
に
お
い
て
も
、
電
送
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
連
載
二
六
〇
回
「
機
械
（
五
）」
に
は
、
名
古
屋
で
死
ん
だ
男
の
顔
写
真
が
電
送
に
よ
っ
て
東
京
ま
で
送
付
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
写
真
を
北
海
道
の
札
幌
支
局
に
電
送
し
よ
う
と
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
た
。「
黒
い
風
土
」
の
時
代
に
お
い
て
電
送
が
新
聞
社
に
与
え
た
影
響
、
と
り
わ
け
地
方
紙
と
電
送
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
第
二
部
第
三
章
で
詳
し
く
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。 
（
７
）
一
九
五
九
年
五
月
十
七
日
『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
五
九
年
五
月
十
三
日
『
西
日
本
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
五
九
年
六
月
二
十
一
日
『
中
部
日
本
新
聞
』
夕
刊
。 
（
８
）
生
沢
朗
が
三
社
連
合
の
紙
面
に
挿
絵
画
家
と
し
て
登
場
し
た
、「
黒
い
風
土
」
以
前
の
作
品
を
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。 
・
中
野
実
「
こ
の
恋
百
万
弗
」（
夕
刊
、
一
九
五
〇
年
九
月
二
日
～
十
二
月
三
十
日
） 
・
大
林
清
「
い
の
ち
の
限
り
を
」（
夕
刊
、
一
九
五
二
年
八
月
一
日
～
十
月
七
日
） 
・
石
川
達
三
「
地
上
の
富
」（
朝
刊
、
一
九
五
三
年
一
月
一
日
～
五
月
十
六
日
） 
・
吉
屋
信
子
「
苦
楽
の
園
」（
夕
刊
、
一
九
五
三
年
十
二
月
一
日
～
一
九
五
四
年
六
月
五
日
） 
・
大
佛
次
郎
「
峠
」（
朝
刊
、
一
九
五
六
年
七
月
十
四
日
～
一
九
五
七
年
二
月
八
日
） 
（
９
）
萩
原
真
由
美
は
「
新
聞
小
説
と
挿
絵
」（『
現
代
新
聞
小
説
事
典
』
所
収
、
至
文
堂
、
一
九
七
七
年
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十
二
月
）
で
、
戦
後
の
新
聞
小
説
（
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
お
よ
そ
一
九
七
六
年
ま
で
）
に
お
け
る
挿
絵
を
調
査
し
、「
頻
度
に
よ
る
人
気
画
家
」
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 
 
一
位 
岩
田
専
太
郎
（
作
品
数
＝
四
六
回
） 
二
位 
生
沢
朗
（
三
六
回
） 
三
位 
御
正
伸
（
二
七
回
） 
四
位 
風
間
完
（
二
一
回
） 
五
位 
田
代
光
（
一
九
回
） 
六
位 
宮
田
重
雄
（
一
五
回
） 
中
尾
進
一
（
一
五
回
） 
朝
倉
摂
（
一
五
回
） 
七
位 
佐
多
芳
郎
（
一
三
回
） 
八
位 
森
田
元
子
（
一
二
回
） 
 
こ
の
調
査
結
果
か
ら
も
、
戦
後
の
新
聞
小
説
に
お
い
て
、
生
沢
朗
が
一
貫
し
て
人
気
の
挿
絵
画
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
そ
の
生
沢
の
人
気
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
の
が
「
氷
壁
」
の
挿
絵
だ
っ
た
。「
黒
い
風
土
」
の
挿
絵
を
担
当
す
る
と
き
、
生
沢
は
人
気
の
絶
頂
期
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
（
10
）
新
聞
小
説
と
挿
絵
の
関
係
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
関
肇
「
新
聞
小
説
と
挿
絵
―
小
杉
天
外
『
魔
風
恋
風
』
を
中
心
に
」（『
新
聞
小
説
の
時
代 
メ
デ
ィ
ア
・
読
者
・
メ
ロ
ド
ラ
マ
』
所
収
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）、
及
び
紅
野
謙
介
「
新
聞
小
説
と
挿
絵
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
―
一
九
二
〇
年
代
の
転
換
を
め
ぐ
っ
て
」（『
岩
波
講
座
文
学
２ 
メ
デ
ィ
ア
の
力
学
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
）
等
を
参
考
に
し
た
。 
（
11
）「
人 
何
で
も
自
分
で
や
る 
多
芸
、
多
趣
味
の
働
き
手
」（『
読
売
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
五
九
年
八
月
十
六
日
）。 
（
12
）
上
（
芳
塘
随
想
第
六
集
）
は
一
九
六
〇
年
十
月
、
中
（
芳
塘
随
想
第
七
集
）
は
一
九
六
一
年
五
月
、
下
（
芳
塘
随
想
第
八
集
）
は
一
九
六
一
年
十
一
月
に
、
い
ず
れ
も
芳
塘
刊
行
会
か
ら
刊
行
。 
（
13
）『
閑
適
生
活 
中 
芳
塘
随
想
第
七
集
』
所
収
、
注
（
９
）
を
参
照
。 
（
14
）
同
右
。 
（
15
）「
年
譜
」（『
松
本
清
張
全
集
』
第
六
十
六
巻
所
収
、
文
藝
春
秋
、
一
九
九
六
年
三
月
）。 
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（
16
）
図
録
『
挿
絵
展 
松
本
清
張
作
品
を
彩
る
単
色
の
世
界
』（
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
、
二
〇
〇
五
年
一
月
）
に
は
、「
迷
走
地
図
」（『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
八
二
年
二
月
八
日
～
一
九
八
三
年
五
月
五
日
）
の
挿
絵
を
担
当
し
た
濱
野
彰
親
に
宛
て
た
清
張
の
手
紙
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
清
張
は
「
い
つ
も
申
し
上
げ
る
通
り
、
貴
台
の
挿
画
は
毎
回
力
作
で
有
難
う
存
じ
ま
し
た
。
ご
苦
労
を
お
か
け
し
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
書
き
起
こ
し
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。 
 
お
そ
ら
く
こ
の
お
仕
事
は
貴
台
の
代
表
作
の
一
つ
に
な
る
と
信
じ
ま
す
。
デ
ッ
サ
ン
の
確
さ
、
陰
影
濃
淡
に
よ
る
量
感
、
構
図
の
的
確
さ
、
ま
こ
と
に
美
事
な
も
の
で
、
近
来
排
出
す
る
い
わ
ゆ
る
「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
」
な
る
も
の
の
と
う
て
い
足
も
と
に
も
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
で
す
。 
こ
の
傑
作
を
「
迷
走
地
図
」
に
頂
い
た
こ
と
を
大
き
な
よ
ろ
こ
び
と
し
て
お
り
ま
す
。 
 
挿
絵
を
描
い
た
濱
野
彰
親
へ
の
配
慮
と
と
も
に
、
小
説
を
連
載
す
る
に
際
し
て
清
張
が
挿
絵
を
大
切
に
考
え
て
い
た
こ
と
も
、
こ
の
手
紙
か
ら
は
っ
き
り
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
濱
野
彰
親
に
つ
い
て
は
、松
本
品
子
編『
濱
野
彰
親
挿
絵
原
画
集 
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
へ
の
眼
差
し
』（
ラ
ピ
ュ
ー
タ
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
）
も
参
照
し
た
。 
（
17
）
風
間
完
「
画
家
・
松
本
清
張
」（『
文
藝
春
秋 
臨
時
増
刊 
松
本
清
張
の
世
界
』
所
収
、
一
九
七
三
年
十
一
月
十
日
号
）。
た
だ
し
引
用
は
図
録
『
風
間
完 
挿
画
・
原
画
展
』（
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
、
二
〇
〇
一
年
八
月
）
に
よ
る
。
な
お
清
張
と
風
間
完
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
同
図
録
以
外
に
も
、
図
録
『
昭
和
史
発
掘
へ
の
招
待
』（
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
、
二
〇
一
三
年
一
月
）
も
参
照
し
た
。 
（
18
）
図
録
『
挿
絵
展 
松
本
清
張
作
品
を
彩
る
単
色
の
世
界
』、
注
（
16
）
参
照
。 
（
19
）
尾
崎
秀
樹
「
木
村
荘
八
―
さ
し
え
家
と
し
て
の
業
績
―
」（『
さ
し
え
の
50
年
』
所
収
、
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
五
月
）。 
（
20
）
全
て
の
原
稿
が
脱
稿
さ
れ
た
後
に
連
載
が
始
め
ら
れ
た
新
聞
小
説
と
し
て
は
、「
濹
東
綺
譚
」
以
外
に
、
た
と
え
ば
谷
崎
潤
一
郎
の
「
少
将
滋
幹
の
母
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
四
九
年
十
一
月
十
六
日
～
一
九
五
〇
年
二
月
九
日
）
が
想
起
さ
れ
る
。「
少
将
滋
幹
の
母
」
に
つ
い
て
は
、
序
章
と
第
一
部
第
四
章
を
参
照
の
こ
と
。 
（
21
）『
新
聞
小
説
の
周
辺
で
』（
学
芸
通
信
社
、
一
九
九
七
年
十
一
月
）。 
（
22
）「『
か
げ
ろ
う
絵
図
』
誕
生
」（「『
松
本
清
張
全
集
』
第
二
十
五
巻
月
報
」、
文
藝
春
秋
、
一
九
七
三
年
十
二
月
）。 
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（
23
）「
純
粋
の
好
感
」（『
近
代
挿
絵
考
』
所
収
、
双
雅
房
、
一
九
四
三
年
十
二
月
）。 
（
24
）「
黒
の
風
土
」
に
は
、
週
刊
誌
の
伝
説
的
な
編
集
長
・
木
谷
啓
介
が
、
挿
絵
画
家
に
挿
絵
の
描
き
方
を
教
え
諭
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
画
家
の
領
分
に
足
を
踏
み
入
れ
て
し
ま
う
清
張
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
挿
話
で
あ
る
。
こ
の
一
節
を
読
ん
だ
生
沢
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
こ
の
編
集
長
が
挿
絵
画
家
を
こ
づ
き
回
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
単
行
本
『
黄
色
い
風
土
』
で
は
削
除
さ
れ
た
。
初
出
紙
で
し
か
読
め
な
い
部
分
な
の
で
、
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。
一
九
五
九
年
六
月
二
十
三
日
の
『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
た
連
載
三
三
回
「
疑
惑
（
七
）」
の
冒
頭
部
で
あ
る
。 
 
或
る
挿
絵
画
家
が
、
そ
れ
も
中
堅
ど
こ
ろ
の
画
家
だ
が
、
小
説
の
挿
絵
を
か
い
て
持
っ
て
き
た
。
木
谷
編
集
長
は
、
そ
れ
を
し
ば
ら
く
見
て
い
た
が
、
ポ
イ
と
机
の
上
に
放
る
と
、
そ
の
画
家
の
腕
を
と
り
、
黙
っ
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
せ
て
階
下
に
降
り
た
。 
画
家
の
方
で
は
お
茶
で
も
ご
馳
走
し
て
く
れ
る
の
か
と
思
っ
て
、
玄
関
を
一
し
ょ
に
出
る
と
、
木
谷
編
集
長
は
、
街
に
立
っ
て
、
画
家
の
頭
を
こ
づ
き
、
自
ら
風
景
を
指
し
て
、
こ
こ
を
こ
う
い
う
風
に
描
け
、
人
物
の
配
置
は
こ
ん
な
風
に
、
と
構
図
を
細
か
に
教
え
た
ま
ま
、
呆
然
と
し
て
い
る
画
家
を
残
し
て
、
ひ
と
り
で
、
さ
っ
さ
と
社
に
引
返
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 
 
「
こ
こ
を
こ
う
い
う
風
に
描
け
、
人
物
の
配
置
は
こ
ん
な
風
に
」
と
い
う
指
示
は
、
清
張
の
絵
組
み
を
想
起
さ
せ
る
に
充
分
で
あ
る
。
木
谷
が
こ
ん
な
風
に
画
家
を
叱
り
飛
ば
し
た
の
は
、「
彼
が
雑
誌
を
愛
す
る
情
熱
の
迸
り
の
結
果
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
清
張
も
ま
た
、
新
聞
小
説
を
愛
す
る
あ
ま
り
、
画
家
の
領
分
に
踏
み
込
ん
だ
絵
組
み
を
原
稿
用
紙
に
書
き
つ
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
清
張
と
生
沢
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
『
黄
色
い
風
土
』
で
は
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
、
と
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。 
（
25
）
清
張
に
お
け
る
視
点
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
藤
井
淑
禎
「
ミ
ス
テ
リ
ー
の
自
覚
―
菊
池
・
芥
川
の
地
層
と
清
張
―
」、
及
び
「
本
流
と
し
て
の
清
張
文
学
―
漱
石
か
ら
清
張
へ
」（
と
も
に
『
清
張 
闘
う
作
家
―
「
文
学
」
を
超
え
て
―
』
所
収
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）
を
参
照
。
後
者
の
論
考
で
藤
井
は
、
漱
石
の
「『
道
草
』
や
『
明
暗
』
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
三
人
称
体
（
多
元
的
な
「
一
元
描
写
」）」
と
は
、
す
な
わ
ち
「
作
中
人
物
に
寄
り
添
っ
た
視
点
と
全
知
の
視
点
と
を
自
在
に
組
み
合
わ
せ
た
文
体
」
で
あ
り
、
こ
う
し
た
視
点
を
自
在
に
多
元
化
さ
せ
て
し
ま
う
手
法
は
、
清
張
が
愛
読
し
た
芥
川
龍
之
介
や
菊
池
寛
、
さ
ら
に
木
村
毅
の
『
小
説
研
究
十
六
講
』（
新
153 
 
潮
社
、
一
九
二
五
年
一
月
）
を
介
し
て
、
清
張
に
流
れ
込
ん
で
い
っ
た
と
述
べ
て
い
た
。「
黒
い
風
土
」
は
、
ま
さ
し
く
藤
井
が
言
う
と
こ
ろ
の
、「
作
中
人
物
に
寄
り
添
っ
た
視
点
と
全
知
の
視
点
と
を
自
在
に
組
み
合
わ
せ
た
文
体
」
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
作
品
だ
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。 
（
26
）「
推
理
小
説
時
代
」（
後
に
「
推
理
小
説
の
読
者
」
と
改
題
、『
婦
人
公
論
』、
一
九
五
八
年
五
月
）。 
（
27
）
読
者
の
眼
差
し
を
探
偵
役
の
視
点
人
物
の
眼
差
し
に
同
調
さ
せ
よ
う
と
す
る
仕
掛
け
は
、『
砂
の
器
』（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
六
〇
年
五
月
十
七
日
～
一
九
六
一
年
四
月
二
十
日
）
で
よ
り
い
っ
そ
う
顕
著
な
も
の
と
な
る
。
挿
絵
を
担
当
し
た
朝
倉
摂
も
、
そ
う
し
た
清
張
の
意
図
を
見
事
な
ま
で
に
汲
ん
だ
構
図
を
提
示
し
た
。
第
三
部
第
一
章
を
参
照
の
こ
と
。 
（
28
）「
生
沢
君
の
画
業
」（『
生
沢
朗
さ
し
絵
画
集
』
所
収
、
前
掲
書
）。 
（
29
）
長
谷
川
泉
「
氷
壁
」（
長
谷
川
泉
編
『
井
上
靖
研
究
』
所
収
、
南
窓
社
、
一
九
七
四
年
四
月
）。 
（
30
）「
推
理
小
説
時
代
」、
注
（
26
）
を
参
照
の
こ
と
。 
（
31
）
清
張
の
こ
う
し
た
傾
向
は
、
清
張
自
身
が
撮
っ
た
写
真
に
よ
っ
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
清
張
の
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
松
本
清
張
写
真
集
』（
エ
ス･
エ
ヌ
企
画
、
一
九
九
四
年
八
月
）
に
収
め
ら
れ
た
数
々
の
写
真
を
見
る
と
、
清
張
が
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
も
、
ソ
フ
ト･
フ
ォ
ー
カ
ス
よ
り
も
パ
ン･
フ
ォ
ー
カ
ス
を
嗜
好
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。清
張
と
カ
メ
ラ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
で
二
〇
一
二
年
一
月
二
十
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
松
本
清
張
没
後
20
年
特
別
企
画
展 
い
つ
も
カ
メ
ラ
を
携
え
て 
松
本
清
張
が
愛
し
た
カ
メ
ラ
と
そ
の
時
代
」
の
図
録
（
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
、
二
〇
一
二
年
一
月
二
十
日
）
も
参
照
の
こ
と
。 
（
32
）
文
春
新
書
『
追
憶
の
作
家
た
ち
』（
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）。 
（
33
）「
挿
絵
の
雑
談
」（『
大
切
な
雰
囲
気
』
所
収
、
昭
森
社
、
一
九
三
六
年
一
月
）。 
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第
二
章 
改
稿
さ
れ
る
新
聞
小
説 
―
「
黒
い
風
土
」
か
ら
『
黄
色
い
風
土
』
へ 
  
一 
新
聞
小
説
の
改
稿 
 
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
中
里
介
山
は
「
大
菩
薩
峠
」
を
単
行
本
化
す
る
に
際
し
て
、
徹
底
的
な
削
除
訂
正
を
行
っ
た
。
た
と
え
ば
高
木
健
夫
は
「
介
山
と
「
大
菩
薩
峠
」（『
新
聞
小
説
史 
大
正
篇
』
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
六
年
十
二
月
）
で
、
新
聞
連
載
第
一
回
の
分
と
単
行
本
の
冒
頭
部
を
詳
細
に
比
較
し
て
、
両
者
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 
  
「
新
聞
小
説
」
の
作
と
「
単
行
本
」
の
作
品
と
、
そ
の
書
き
出
し
か
ら
し
て
が
、
こ
の
よ
う
に
違
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
心
あ
る
読
者
を
し
て
新
聞
小
説
の
も
つ
宿
命
と
性
格
を
考
え
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
新
聞
は
、
そ
の
日
一
日
で
読
み
捨
て
に
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
の
読
ま
れ
方
は
、
書
物
を
読
む
時
の
よ
う
に
、
じ
っ
く
り
と
構
え
て
、
落
ち
着
い
て
読
ま
れ
る
と
は
限
ら
ぬ
。
む
し
ろ
、
あ
わ
た
だ
し
く
読
ま
れ
る
場
合
が
多
い
の
だ
し
、
連
載
小
説
は
、
そ
の
日
そ
の
日
の
筋
を
追
っ
て
、
娯
楽
的
に
読
ま
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
文
学
的
に
受
け
取
ら
れ
、
教
養
的
な
も
の
と
し
て
読
ま
れ
る
と
い
う
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
。 
 
新
聞
小
説
は
娯
楽
的
に
読
ま
れ
、
日
々
読
み
捨
て
に
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
に
対
し
て
書
物
に
な
っ
た
小
説
は
「
文
学
的
に
受
け
取
ら
れ
、
教
養
的
な
も
の
と
し
て
」「
落
ち
着
い
て
」
読
ま
れ
る
。
だ
か
ら
『
都
新
聞
』
な
ど
の
紙
面
で
「
大
菩
薩
峠
」
を
享
受
す
る
こ
と
と
、
単
行
本
で
「
大
菩
薩
峠
」
を
読
む
こ
と
と
は
、
根
本
的
に
異
な
る
経
験
を
読
者
に
も
た
ら
す
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
読
書
行
為
の
差
異
を
鋭
敏
に
感
受
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
介
山
は
大
幅
な
削
除
訂
正
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。（
１
） 
「
新
聞
小
説
の
単
行
本
化
」
と
い
う
論
考
で
高
田
宏
之
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
新
聞
に
「
連
載
し
た
原
稿
に
手
を
加
え
る
こ
と
は
常
識
に
な
っ
て
い
る
」
こ
と
で
あ
り
、「
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
ど
の
作
家
も
加
筆
修
正
を
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。（
２
） 
た
と
え
ば
川
端
康
成
は
『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
に
連
載
し
た
「
古
都
」（
一
九
六
一
年
十
月
八
日
～
一
九
六
二
年
一
月
二
十
七
日
）
を
単
行
本
化
す
る
際
、
そ
の
「
あ
と
が
き
」
で
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
た
。 
 
私
は
校
正
に
と
り
か
か
つ
た
。
果
し
て
を
か
し
い
と
こ
ろ
、
辻
褄
の
合
は
ぬ
よ
う
な
と
こ
ろ
が
少
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く
な
か
つ
た
。
校
正
で
だ
い
ぶ
ん
直
し
た
が
、
行
文
の
み
だ
れ
、
調
子
の
狂
ひ
が
、
か
え
つ
て
こ
の
作
品
の
特
色
と
な
つ
て
い
る
と
思
へ
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。
校
正
は
骨
が
折
れ
た
。（
３
） 
 
川
端
の
言
葉
に
は
、
新
聞
小
説
を
書
物
に
す
る
と
き
の
苦
労
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
た
し
か
に
「
古
都
」
の
連
載
中
、
川
端
は
睡
眠
薬
を
濫
用
し
た
。
意
識
朦
朧
と
し
た
中
で
書
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
校
正
で
か
な
り
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
理
由
の
全
て
を
、
睡
眠
薬
に
押
し
つ
け
て
は
な
ら
な
い
。
新
聞
小
説
と
い
う
形
式
が
、
川
端
の
小
説
言
語
に
何
ら
か
の
変
容
を
強
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
新
聞
小
説
を
書
物
と
い
う
形
式
に
合
わ
せ
て
変
換
し
よ
う
と
す
る
や
い
な
や
、「
行
文
の
み
だ
れ
、
調
子
の
狂
ひ
」
が
目
に
つ
き
始
め
る
。
新
聞
小
説
を
書
い
た
多
く
の
小
説
家
が
証
言
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。
新
聞
か
ら
単
行
本
へ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
変
容
は
、
読
書
と
い
う
行
為
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
小
説
の
質
に
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。 
松
本
清
張
も
、
新
聞
小
説
を
単
行
本
化
す
る
際
に
は
、
し
ば
し
ば
手
を
加
え
た
。
た
と
え
ば
清
張
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
「
砂
の
器
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
六
〇
年
五
月
十
七
日
～
一
九
六
一
年
四
月
二
十
日
）
も
、
光
文
社
か
ら
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
際
、
少
な
か
ら
ず
改
稿
が
施
さ
れ
て
い
た
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
一
九
六
〇
年
七
月
十
九
日
の
『
読
売
新
聞
』
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
た
連
載
六
十
四
回
「
未
解
決
（
六
）」
で
は
、
中
心
人
物
で
あ
り
探
偵
役
で
も
あ
る
今
西
栄
太
郎
の
家
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。 
 
家
は
東
大
久
保
に
あ
っ
た
。
近
く
に
ガ
ー
ド
が
あ
っ
て
電
車
が
通
る
た
び
に
家
の
中
が
震
動
す
る
。 
 
そ
れ
が
カ
ッ
パ･
ノ
ベ
ル
ス
版
だ
と
、
次
の
よ
う
に
改
稿
さ
れ
て
い
る
。 
 
家
は
滝
野
川
に
あ
っ
た
。
バ
ス
通
り
が
近
い
の
で
、
そ
の
た
び
に
家
の
中
が
震
動
す
る
。 
 
東
大
久
保
か
ら
滝
野
川
へ
、
電
車
か
ら
バ
ス
へ
。
変
わ
ら
な
い
の
は
「
震
動
」
だ
け
だ
。
こ
う
し
た
改
稿
は
一
見
取
る
に
足
り
な
い
些
細
な
も
の
に
見
え
て
し
ま
う
。し
か
し
推
理
小
説
に
お
い
て
探
偵
の
住
居
は
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
ベ
ー
カ
ー
街
二
二
一
Ｂ
以
来
、
重
要
な
意
味
を
担
っ
て
き
た
は
ず
だ
。 
「
砂
の
器
」
に
お
い
て
今
西
は
一
貫
し
て
庶
民
的
な
刑
事
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
る
が
、
今
西
の
家
が
山
手
線
圏
内
の
東
大
久
保
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
山
手
線
を
少
し
は
ず
れ
た
赤
羽
線
沿
線
に
近
い
滝
野
川
に
あ
る
の
か
で
は
、今
西
の
庶
民
性
の
意
味
合
い
も
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。新
宿
に
近
い
家
な
の
か
、
156 
 
そ
れ
と
も
池
袋
に
近
い
家
な
の
か
と
い
う
相
違
も
、
む
ろ
ん
軽
視
で
き
な
い
。
ま
た
電
車
と
バ
ス
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
震
動
」
の
質
も
変
わ
っ
て
く
る
し
、
電
車
の
ガ
ー
ド
に
近
い
家
と
バ
ス
通
り
に
近
い
家
で
は
、
や
は
り
読
者
に
与
え
る
印
象
は
異
な
っ
て
く
る
。『
読
売
新
聞
』
の
読
者
と
カ
ッ
パ･
ノ
ベ
ル
ス
の
読
者
を
、
清
張
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
。
そ
う
し
た
清
張
の
読
者
観
や
読
者
戦
略
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
、
こ
う
し
た
微
細
な
改
稿
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
清
張
を
読
む
上
で
、
改
稿
過
程
の
確
認
を
軽
ん
じ
て
は
な
ら
な
い
。
松
本
常
彦
は
「
本
文
と
い
う
ミ
ス
テ
リ
ー
・
松
本
清
張
「
時
間
の
習
俗
」
の
場
合
」（『
叙
説
』、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
）
で
、「
松
本
清
張
と
い
う
作
家
に
と
っ
て
、
本
文
異
同
の
検
討
は
、
研
究
を
推
進
し
深
化
さ
せ
て
い
く
上
で
、
も
っ
と
も
基
礎
的
で
生
産
性
の
あ
る
作
業
に
な
る
は
ず
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
松
本
清
張
研
究
に
お
い
て
、
本
文
異
同
の
検
討
や
改
稿
過
程
の
確
認
と
い
っ
た
基
礎
的
な
作
業
は
、
一
部
に
す
ぐ
れ
た
成
果
が
出
て
て
来
て
は
い
る
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
手
つ
か
ず
の
状
態
で
あ
る
。（
４
） 
清
張
の
「
黒
い
風
土
」
は
『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
（
一
九
五
九
年
五
月
二
十
二
日
～
一
九
六
〇
年
八
月
七
日
）
と
『
西
日
本
新
聞
』
夕
刊
（
一
九
五
九
年
五
月
二
十
三
日
～
一
九
六
〇
年
八
月
九
日
）
と
『
中
部
日
本
新
聞
』
夕
刊
（
一
九
五
九
年
六
月
二
十
四
日
～
一
九
六
〇
年
九
月
十
三
日
）
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
三
社
連
合
の
夕
刊
に
連
載
さ
れ
た
新
聞
小
説
で
あ
る
。
お
気
に
入
り
の
〝
黒
〟
が
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
清
張
の
意
気
込
み
の
ほ
ど
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
新
聞
に
は
じ
め
て
連
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
清
張
の
現
代
小
説
で
あ
り
、
清
張
も
力
を
入
れ
て
書
き
上
げ
よ
う
と
し
た
。 
し
か
し
単
行
本
と
し
て
刊
行
す
る
際
、
清
張
は
〝
黒
〟
を
取
り
下
げ
〝
黄
〟
に
変
更
し
た
。
講
談
社
か
ら
『
黄
色
い
風
土
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
一
九
六
一
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。
先
に
も
引
用
し
た
高
田
宏
之
は
、「
黒
い
風
土
」
が
『
黄
色
い
風
土
』
に
改
題
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「「
黒
」
と
い
う
暗
黒
の
世
界
か
ら
明
る
い
「
黄
色
」
に
変
わ
っ
た
だ
け
に
戸
惑
い
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
」
と
述
べ
、「〈
黒
い
福
音
〉
〈
黒
い
樹
海
〉
な
ど
一
連
の
「
黒
い
…
…
」
の
一
作
と
し
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
黒
い
風
土
」
が
〈
黄
色
〉
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
謎
は
ミ
ス
テ
リ
ー
だ
」
と
指
摘
し
て
い
た
。
高
田
が
言
う
よ
う
に
、
な
ぜ
〝
黒
〟
は
〝
黄
〟
に
変
え
ら
れ
た
の
か
。 
序
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、『
黄
色
い
風
土
』
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
名
を
連
ね
た
。
二
十
五
万
部
を
売
り
上
げ
た
『
砂
の
器
』
や
二
十
二
万
部
の
『
影
の
地
帯
』（
光
文
社
、
一
九
六
一
年
三
月
）
に
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
十
四
万
部
を
記
録
し
た
。
決
し
て
悪
く
な
い
数
字
だ
。
一
九
六
一
年
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
順
位
の
第
十
五
位
で
あ
る
。（
５
）し
か
し
世
評
は
高
く
は
な
か
っ
た
。〝
凡
作
〟
と
い
っ
た
評
価
が
相
次
い
だ
。
い
や
、
世
の
評
価
だ
け
で
は
な
い
。
清
張
自
身
、「
黒
い
風
土
」
の
出
来
映
え
に
は
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
。 
連
載
終
了
後
の
一
九
六
〇
年
八
月
二
十
一
日
の
『
北
海
道
新
聞
』
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
た
「
お
な
じ
み
作
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家
訪
問
」
の
中
で
清
張
は
、「
黒
い
風
土
」
は
「
松
本
さ
ん
の
作
品
と
し
て
は
記
録
的
な
長
編
」
だ
と
言
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
に
答
え
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。 
 
そ
れ
で
も
書
き
た
い
こ
と
を
全
部
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
最
初
か
ら
設
計
図
を
ひ
い
て
は
あ
っ
た
ん
だ
が
、
な
に
し
ろ
長
い
し
、
毎
日
輪
切
り
に
さ
れ
る
の
で
、
細
部
に
多
少
狂
い
が
で
き
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
単
行
本
に
（
講
談
社
か
ら
出
る
予
定
）
にママ
し
て
も
上
下
二
冊
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
出
版
の
と
き
は
千
枚
ぐ
ら
い
に
か
り
こ
み
、
村
田
の
伏
線
な
ど
に
か
な
り
手
を
加
え
る
つ
も
り
だ
。
本
が
出
る
の
は
、
サ
ァ
、
い
つ
に
な
る
か
な
ァ 
 
「
黒
い
風
土
」
で
「
書
き
た
い
こ
と
を
全
部
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
言
う
清
張
は
、
無
駄
な
部
分
を
刈
り
込
ん
で
―
な
ん
と
清
張
は
原
稿
用
紙
五
百
枚
強
の
分
量
を
削
ろ
う
と
考
え
て
い
た
―
書
け
な
か
っ
た
伏
線
を
書
き
加
え
、
時
間
を
か
け
て
書
物
と
し
て
の
「
黒
い
風
土
」
を
作
り
上
げ
よ
う
と
考
え
て
い
た
。「
毎
日
輪
切
り
に
さ
れ
る
の
で
、
細
部
に
多
少
狂
い
が
で
き
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
清
張
の
口
ぶ
り
は
、「
古
都
」
の
校
正
に
苦
労
し
た
川
端
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。
清
張
も
ま
た
、
新
聞
小
説
を
書
く
こ
と
の
難
し
さ
と
と
も
に
、
新
聞
小
説
を
単
行
本
化
す
る
こ
と
の
困
難
に
直
面
し
て
い
た
。 
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
六
〇
年
八
月
半
ば
の
時
点
で
は
、
単
行
本
が
出
る
の
が
い
つ
に
な
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
と
言
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
黄
色
い
風
土
』
は
翌
年
五
月
に
上
梓
さ
れ
た
。
の
ん
び
り
と
校
正
す
る
時
間
な
ど
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
の
校
正
に
さ
ほ
ど
時
間
を
か
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
こ
れ
に
は
二
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
出
版
社
の
意
向
だ
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
の
作
品
を
出
来
る
だ
け
早
く
に
出
し
た
い
と
、
出
版
社
は
当
然
考
え
た
だ
ろ
う
。
い
つ
清
張
が
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
の
地
位
か
ら
陥
落
す
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
だ
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
は
、
そ
れ
だ
け
危
う
い
存
在
な
の
で
あ
る
。
結
局
す
ぐ
に
単
行
本
化
し
た
こ
と
が
功
を
奏
し
、『
黄
色
い
風
土
』
は
清
張
ブ
ー
ム
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
出
版
社
（
と
清
張
）
を
潤
し
た
。 
も
う
ひ
と
つ
は
、
清
張
自
身
の
気
持
ち
で
あ
る
。「
お
な
じ
み
作
家
訪
問
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
推
理
小
説
作
家
と
き
め
マ
マ
つ
け
ら
れ
た
く
な
い
」
と
述
べ
、
清
張
は
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
た
。 
 
こ
と
し
マ
マ
一
年
は
ボ
ク
マ
マ
に
と
っ
て
、
〝
日
本
の
黒
い
霧
〟
に
最
も
魅
力
が
あ
る
。
来
年
は
ぜ
ひ
〝
歴
史
小
説
の
年
〟
に
し
た
い
。
奈
良
時
代
を
舞
台
に
し
た
歴
史
小
説
を
書
く
つ
も
り
だ
。
ま
た
岸
田
劉
生
の
伝
記
も
、
時
間
の
余
裕
さ
え
あ
れ
ば
き
ょ
う
マ
マ
に
も
筆
を
と
る
ん
だ
が
… 
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す
で
に
清
張
の
心
は
「
日
本
の
黒
い
霧
」（『
文
藝
春
秋
』、
一
九
六
〇
年
一
月
～
十
二
月
）
や
岸
田
劉
生
に
向
か
っ
て
い
た
。（
６
）
推
理
小
説
「
黒
い
風
土
」
か
ら
は
離
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
清
張
は
〝
黒
〟
を
外
し
〝
黄
〟
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
清
張
は
上
下
二
冊
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、「
黒
い
風
土
」
に
徹
底
的
な
削
除
を
施
し
た
。
結
果
的
に
『
黄
色
い
風
土
』
は
単
行
本
一
冊
に
収
ま
る
分
量
と
な
っ
た
（
二
段
組
み
で
三
八
二
頁
）。
だ
が
清
張
が
し
た
こ
と
は
「
黒
い
風
土
」
の
本
文
を
削
り
取
る
こ
と
だ
け
だ
。「
村
田
の
伏
線
な
ど
に
か
な
り
手
を
加
え
る
」
つ
も
り
だ
と
清
張
は
述
べ
て
い
た
が
、『
黄
色
い
風
土
』で
新
た
に
書
き
加
え
ら
れ
た
伏
線
な
ど
は
な
か
っ
た
。
「
黒
い
風
土
」
が
『
黄
色
い
風
土
』
に
な
る
過
程
で
、
加
筆
さ
れ
た
箇
所
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
強
引
に
削
除
し
て
い
っ
た
結
果
、
前
後
で
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
み
、
と
り
あ
え
ず
の
整
合
性
を
持
た
せ
る
た
め
の
文
字
が
書
き
加
え
ら
れ
た
。
そ
ん
な
作
品
に
〝
黒
〟
の
字
を
使
い
た
く
な
い
と
、
清
張
は
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
だ
か
ら
「
黒
い
風
土
」
を
読
ん
だ
者
に
し
て
み
れ
ば
、『
黄
色
い
風
土
』
は
読
む
に
価
し
な
い
代
物
で
あ
る
。
そ
れ
は
新
聞
小
説
の
、
奇
怪
な
部
分
集
合
で
し
か
な
い
。
し
か
し
「
黒
い
風
土
」
が
連
載
さ
れ
た
の
は
、『
北
海
道
新
聞
』
で
あ
り
『
西
日
本
新
聞
』
で
あ
り
『
中
部
日
本
新
聞
』
だ
っ
た
。
つ
ま
り
「
黒
い
風
土
」
の
読
者
は
、
北
海
道
と
名
古
屋
周
辺
と
九
州
一
帯
に
限
ら
れ
る
。
東
京
や
大
阪
で
、
そ
れ
ら
の
新
聞
を
購
読
し
て
い
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
は
ず
だ
。
そ
れ
ゆ
え
『
黄
色
い
風
土
』
は
一
定
の
読
者
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
ブ
ー
ム
に
乗
じ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
名
を
連
ね
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る
。 
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
に
つ
い
て
、「
書
き
た
い
こ
と
を
全
部
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
『
黄
色
い
風
土
』
と
比
べ
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
清
張
の
「
書
き
た
い
こ
と
」
は
、「
黒
い
風
土
」
に
よ
り
多
く
内
包
さ
れ
て
い
る
。
清
張
が
「
書
き
た
い
」
と
考
え
て
い
た
こ
と
と
は
、
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
い
ま
私
た
ち
が
簡
単
に
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
講
談
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
の
『
黄
色
い
風
土
』
で
あ
り
、
そ
の
後
講
談
社
文
庫
に
入
っ
た
『
黄
色
い
風
土
』（
一
九
七
三
年
十
一
月
）
だ
け
で
あ
る
。
文
藝
春
秋
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
松
本
清
張
全
集
』
に
も
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
『
黄
色
い
風
土
』
の
新
聞
小
説
と
し
て
の
姿
は
埋
も
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
黒
い
風
土
」
に
は
、
新
聞
小
説
に
臨
む
に
当
っ
て
清
張
が
考
え
て
い
た
こ
と
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
示
さ
れ
て
い
た
。
単
行
本
『
黄
色
い
風
土
』
で
清
張
が
削
り
取
っ
た
箇
所
に
こ
そ
、
新
聞
小
説
を
書
く
上
で
清
張
が
仕
掛
け
た
戦
略
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
清
張
の
戦
略
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
突
貫
工
事
で
作
ら
れ
た
『
黄
色
い
風
土
』
を
脇
に
の
け
て
、
清
張
が
曲
が
り
な
り
に
も
一
年
あ
ま
り
の
時
間
を
か
け
て
書
き
継
い
だ
「
黒
い
風
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土
」
を
読
む
こ
と
を
通
し
て
、
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 
  
二 
「
黒
い
風
土
」
か
ら
『
黄
色
い
風
土
』
へ 
  
単
行
本
一
冊
に
収
ま
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
清
張
は
ど
の
程
度
の
改
稿
を
行
い
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
部
分
を
削
除
訂
正
し
た
の
か
。『
北
海
道
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』『
中
部
日
本
新
聞
』
の
初
出
紙
を
比
較
検
討
し
、
か
つ
単
行
本
『
黄
色
い
風
土
』
と
校
合
す
る
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
清
張
は
『
黄
色
い
風
土
』
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
、「
黒
い
風
土
」
で
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ッ
ト
を
、
大
胆
に
も
取
り
去
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。（
７
） 
 
ま
ず
【
資
料
５
】
に
掲
げ
た
「
黒
い
風
土
」
／
『
黄
色
い
風
土
』
対
照
表
を
見
て
み
よ
う
。「
黒
い
風
土
」
を
『
黄
色
い
風
土
』
に
す
る
際
に
、
清
張
が
ど
の
程
度
手
を
入
れ
た
の
か
を
一
覧
表
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
連
載
開
始
直
後
か
ら
約
一
ヶ
月
間
は
、
単
行
本
化
す
る
に
際
し
て
、
ほ
と
ん
ど
改
稿
な
ど
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
章
タ
イ
ト
ル
が
「
疑
惑
」
に
な
っ
た
あ
た
り
か
ら
徐
々
に
削
除
さ
れ
る
部
分
が
増
え
始
め
、
連
載
四
四
回
か
ら
始
ま
る
「
バ
ー
の
女
」
に
な
る
と
、
全
面
削
除
さ
れ
る
回
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
と
な
る
。【
資
料
５
】
の
表
を
見
れ
ば
、
全
面
的
に
削
除
さ
れ
た
回
が
、
か
な
り
の
数
に
上
る
こ
と
に
す
ぐ
さ
ま
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
改
稿
を
施
す
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
ず
、
削
除
さ
れ
た
回
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
も
一
目
瞭
然
だ
。
加
筆
に
つ
い
て
は
、
皆
無
に
近
い
。
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
を
『
黄
色
い
風
土
』
に
組
み
直
す
に
あ
た
り
、
何
ら
の
新
し
い
プ
ロ
ッ
ト
も
付
け
加
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
「
黒
い
風
土
」
か
ら
『
黄
色
い
風
土
』
へ
の
変
化
の
跡
を
整
理
し
て
み
よ
う
。「
黒
い
風
土
」
四
四
一
回
を
分
類
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。 
 
（ⅰ
）〈
全
面
削
除
（
含
・
全
面
に
近
い
削
除
）、
及
び
全
面
改
稿
〉 
→ 
（ⅰ
）
一
〇
四
回
（
二
五
・
九
％
） 
（ⅱ
）〈
四
分
の
三
以
下
の
削
除
あ
る
い
は
改
稿
〉 
→ 
（ⅱ
）
七
〇
回 
（
一
五
・
八
％
） 
（ⅲ
）〈
字
句
の
訂
正
程
度
の
改
稿
〉 
→ 
（ⅲ
）
九
〇
回 
（
二
〇
・
四
％
） 
（ⅳ
）〈
改
稿
等
特
に
な
し
〉 
→ 
（ⅳ
）
一
七
七
回
（
四
〇
・
一
％
） 
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（ⅰ
）
か
ら
（ⅳ
）
の
分
類
の
中
で
、（ⅲ
）〈
字
句
の
訂
正
程
度
の
改
稿
〉
は
、
物
語
内
容
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
改
稿
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
新
聞
連
載
時
に
は
必
要
と
さ
れ
た
、
前
回
の
内
容
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
冒
頭
部
な
ど
は
、
単
行
本
に
お
い
て
は
不
必
要
で
あ
る
。
そ
う
し
た
一
文
は
書
物
で
小
説
を
読
む
読
者
に
は
、
煩
雑
な
印
象
し
か
与
え
な
い
。
新
聞
小
説
を
単
行
本
化
す
る
際
に
、
小
説
家
が
絶
対
に
削
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
で
あ
る
。 
ま
た
、
新
聞
連
載
時
に
は
混
乱
が
見
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
箇
所
に
、
清
張
は
手
を
加
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
登
場
人
物
の
名
前
で
あ
る
。【
資
料
５
】
を
見
れ
ば
わ
か
る
通
り
、
連
載
二
三
七
回
以
降
「
奥
田
孫
太
郎
」
が
登
場
す
る
た
び
に
「
孫
三
郎
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
四
二
七
回
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
な
の
だ
が
、「
奥
田
孫
太
郎
」
が
実
は
「
大
佐
」
と
呼
ば
れ
る
「
奥
田
正
一
」
の
弟
と
い
う
設
定
で
あ
っ
た
が
た
め
で
あ
る
。
弟
に
〝
太
郎
〟
の
呼
称
は
お
か
し
い
。
そ
こ
で
清
張
は
、
単
行
本
化
に
際
し
、「
孫
太
郎
」
を
全
て
「
孫
三
郎
」
に
変
え
た
。
も
ち
ろ
ん
小
説
を
読
解
す
る
上
で
、
登
場
人
物
の
名
前
は
軽
ん
じ
て
は
な
ら
な
い
要
素
で
あ
る
。
登
場
人
物
の
名
前
が
重
要
な
役
割
を
担
わ
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
し
か
し
「
黒
い
風
土
」
が
『
黄
色
い
風
土
』
に
作
り
変
え
ら
れ
る
過
程
で
の
「
孫
太
郎
」
か
ら
「
孫
三
郎
」
へ
の
変
更
は
、
物
語
内
容
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
弟
と
い
う
設
定
に
合
わ
せ
た
だ
け
の
変
更
と
考
え
て
差
し
支
え
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
微
細
な
レ
ベ
ル
で
の
改
稿
が
（ⅲ
）〈
字
句
の
訂
正
程
度
の
改
稿
〉
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
全
体
の
二
〇
・
四
％
を
占
め
て
い
た
。 
こ
う
し
た
些
細
な
改
稿
に
対
し
、
注
目
す
べ
き
は
、
や
は
り
（ⅰ
）〈
全
面
削
除
（
含
・
全
面
に
近
い
削
除
）、
及
び
全
面
改
稿
〉
と
（ⅱ
）〈
四
分
の
三
以
下
の
削
除
あ
る
い
は
改
稿
〉
で
あ
る
。「
黒
い
風
土
」
全
四
四
一
回
の
う
ち
、お
よ
そ
四
〇
％
に
相
当
す
る
部
分
を
、清
張
は
削
り
取
っ
た
の
で
あ
る
。（ⅰ
）と（ⅱ
）
の
改
訂
は
作
品
の
内
容
に
密
接
に
関
わ
っ
て
き
て
し
ま
う
大
き
な
変
更
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
物
語
は
「
黒
い
風
土
」
が
『
黄
色
い
風
土
』
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
大
き
く
変
容
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
  
三 
「
黒
い
風
土
」
と
『
黄
色
い
風
土
』
の
差
異 
 
（
１
）
長
谷
川
吾
市
を
め
ぐ
る
挿
話 
 
「
黒
い
風
土
」
と
『
黄
色
い
風
土
』
を
物
語
内
容
の
側
面
か
ら
比
較
し
た
の
が
【
資
料
６
】
で
あ
る
。
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微
細
な
レ
ベ
ル
か
ら
物
語
の
大
き
な
展
開
に
影
響
を
与
え
る
レ
ベ
ル
ま
で
、
物
語
が
さ
ま
ざ
ま
な
変
容
を
被
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
た
と
え
ば
【
資
料
６
】
の
Ｅ
の
部
分
で
あ
る
。
若
宮
四
郎
が
二
回
目
の
熱
海
に
向
か
う
直
前
の
こ
と
だ
。
「
黒
い
風
土
」
に
も
『
黄
色
い
風
土
』
に
も
、
若
宮
が
長
谷
川
吾
市
と
い
う
男
に
会
う
た
め
に
、
大
森
に
行
く
シ
ー
ク
エ
ン
ス
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
長
谷
川
吾
市
は
由
美
と
い
う
バ
ー
に
勤
務
す
る
女
性
の
叔
父
で
あ
る
。
最
初
に
熱
海
に
行
っ
た
と
き
、
若
宮
に
は
気
に
な
っ
て
い
た
新
婚
カ
ッ
プ
ル
が
い
た
。
ホ
テ
ル
も
偶
然
同
じ
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
カ
ッ
プ
ル
の
男
が
、
錦
ヶ
浦
で
身
を
投
げ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
新
婚
の
妻
は
ホ
テ
ル
の
部
屋
に
書
き
置
き
を
残
し
て
失
踪
し
た
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ａ
、
Ｂ
）。
気
に
な
っ
た
若
宮
は
編
集
長
の
木
谷
に
相
談
し
、
取
材
を
続
け
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｃ
）。
そ
ん
な
時
、
若
宮
は
知
り
合
い
の
珠
実
に
、
近
所
に
住
む
由
美
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。
バ
ー
・
サ
チ
コ
に
勤
め
る
珠
実
は
、
同
業
の
誼
か
ら
由
美
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
由
美
の
話
を
聞
き
、
そ
の
姿
形
を
耳
に
す
る
う
ち
に
、
若
宮
は
失
踪
し
た
新
婚
の
妻
が
由
美
で
は
な
い
か
と
思
い
始
め
る
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｄ
）
問
題
は
そ
の
後
で
あ
る
。 
単
行
本
『
黄
色
い
風
土
』
だ
と
、
若
宮
は
珠
実
の
話
を
聞
く
だ
け
で
あ
る
。
珠
実
は
、
由
美
が
叔
父
の
長
谷
川
吾
市
か
ら
金
を
せ
び
ら
れ
て
金
銭
的
に
困
っ
て
い
た
こ
と
も
知
っ
て
い
た
し
、
由
美
の
勤
め
る
バ
ー
に
吾
市
が
金
を
せ
び
り
に
来
た
と
き
、
書
い
て
残
し
て
い
っ
た
借
用
書
に
吾
市
の
住
所
が
書
い
て
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
。珠
実
の
有
し
て
い
る
由
美
に
つ
い
て
の
知
識
は
、そ
の
生
活
の
細
部
に
ま
で
及
ぶ
。
そ
の
知
識
の
お
か
げ
で
若
宮
は
、
喫
茶
店
で
珠
実
と
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
だ
け
で
、
由
美
に
つ
い
て
の
知
識
を
か
な
り
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。『
黄
色
い
風
土
』
の
本
文
は
一
頁
に
上
下
二
段
で
組
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、
若
宮
が
珠
実
か
ら
由
美
の
話
を
聞
い
て
大
森
に
向
か
う
ま
で
は
、
一
頁
半
し
か
費
や
さ
れ
て
い
な
い
。 
そ
れ
に
対
し
て
「
黒
い
風
土
」
で
は
、『
黄
色
い
風
土
』
に
収
録
す
る
と
き
に
は
全
面
削
除
さ
れ
た
連
載
四
四
回
か
ら
五
一
回
の
「
バ
ー
の
女
」、
及
び
「
由
美
の
周
辺
」
と
題
さ
れ
た
五
二
回
か
ら
六
〇
回
ま
で
の
計
一
七
回
の
連
載
全
て
を
費
や
し
て
、
若
宮
は
由
美
の
こ
と
を
調
査
す
る
。
由
美
の
バ
ー
に
赴
き
、
そ
の
バ
ー
の
マ
マ
が
所
持
し
て
い
た
吾
市
の
住
所
が
書
い
て
あ
る
借
用
書
を
手
に
す
る
の
は
五
三
回
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
後
若
宮
は
珠
実
と
と
も
に
由
美
の
ア
パ
ー
ト
を
訪
れ
、
ア
パ
ー
ト
の
管
理
人
か
ら
由
美
の
こ
と
を
聞
き
出
す
。
こ
う
し
た
調
査
の
過
程
で
、
失
踪
し
た
新
婚
の
妻
が
由
美
で
は
な
い
か
と
い
う
若
宮
の
思
い
つ
き
が
、
徐
々
に
確
信
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
熱
海
に
行
く
直
前
に
大
森
に
赴
い
た
若
宮
は
、
吾
市
の
女
房
か
ら
吾
市
が
不
在
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
由
美
の
写
真
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
た
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
若
宮
が
思
い
描
い
た
通
り
に
、
錦
ヶ
浦
で
死
ん
だ
男
の
新
婚
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の
妻
だ
っ
た
。 
長
谷
川
吾
市
を
め
ぐ
る
挿
話
は
、
そ
も
そ
も
若
宮
の
唐
突
な
思
い
つ
き
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
。
珠
実
の
話
を
聞
い
た
だ
け
で
、
由
美
が
新
婚
の
妻
で
は
な
い
か
と
若
宮
が
思
い
つ
い
て
し
ま
う
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
不
自
然
と
言
え
ば
不
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
「
黒
い
風
土
」
で
は
、
そ
の
不
自
然
な
思
い
つ
き
を
自
然
な
思
考
に
見
せ
て
し
ま
う
プ
ロ
セ
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
時
間
を
か
け
て
足
を
使
っ
て
若
宮
が
由
美
の
こ
と
を
調
べ
て
い
く
過
程
で
、
若
宮
の
思
い
つ
き
は
徐
々
に
推
理
へ
と
転
じ
る
。
だ
が
『
黄
色
い
風
土
』
に
は
、
そ
う
し
た
余
地
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
若
宮
の
思
い
つ
き
の
不
自
然
さ
は
、
由
美
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
知
識
を
所
有
し
て
い
る
珠
実
の
不
自
然
さ
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
、
そ
の
結
果
写
真
で
由
美
が
新
婚
の
妻
だ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
場
面
に
な
る
と
、
全
て
が
偶
然
の
賜
物
に
し
か
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。『
黄
色
い
風
土
』
で
は
、
こ
う
し
た
強
引
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
展
開
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
『
黄
色
い
風
土
』
の
若
宮
四
郎
は
偶
然
の
連
鎖
に
導
か
れ
る
。
あ
た
か
も
神
の
恩
寵
を
受
け
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
若
宮
は
事
件
の
核
心
へ
と
導
か
れ
る
。
し
か
し
推
理
小
説
の
「
現
実
離
れ
」
を
嫌
っ
た
の
は
清
張
自
身
だ
っ
た
は
ず
だ
。 
 
 
名
探
偵
の
出
し
方
も
、
あ
ま
り
に
現
実
離
れ
が
し
て
い
る
。「
何
と
い
う
神
の
如
き
明
智
だ
ろ
う
」
式
の
表
現
で
、
本
職
の
警
官
や
衆
愚
を
尻
目
に
、
ひ
と
り
で
超
人
的
な
活
躍
を
す
る
。
読
者
は
、
こ
の
探
偵
に
作
者
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
感
じ
る
が
、
人
間
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。［
中
略
］
風
采
の
上
が
ら
な
い
小
男
の
坊
さ
ん
ブ
ラ
ウ
ン
に
は
ま
だ
人
間
味
を
感
じ
る
が
、
現
在
、
日
本
も
の
で
主
人
公
に
な
っ
て
い
る
私
立
探
偵
や
新
聞
記
者
は
ま
っ
た
く
の
人
形
と
言
っ
て
い
い
。（
８
） 
 
と
は
い
え
『
黄
色
い
風
土
』
の
若
宮
は
「
神
の
如
き
」
偶
然
に
誘
わ
れ
、「
超
人
的
な
」
発
想
力
を
駆
使
し
て
事
件
の
核
心
に
近
づ
い
て
い
く
。
事
件
を
解
決
に
導
き
、
物
語
を
終
局
に
向
か
わ
せ
る
た
め
の
、
都
合
の
い
い
「
人
形
」
と
化
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
清
張
は
若
宮
の
「
人
間
」
を
伝
え
る
べ
く
、
そ
の
日
常
を
描
出
し
て
い
く
。「
黒
い
風
土
」
の
圧
縮
版
で
あ
る
『
黄
色
い
風
土
』
に
も
、
そ
う
し
た
箇
所
は
い
く
つ
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
件
に
新
た
な
展
開
が
も
た
ら
さ
れ
、
物
語
が
進
展
し
よ
う
と
す
る
局
面
が
や
っ
て
来
る
と
、
若
宮
は
「
超
人
」
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
頭
の
働
か
せ
方
を
す
る
。
そ
う
し
た
『
黄
色
い
風
土
』
の
特
徴
が
よ
り
い
っ
そ
う
顕
著
に
示
さ
れ
る
の
が
、
若
宮
が
北
海
道
に
行
く
こ
と
を
決
意
す
る
シ
ー
ク
エ
ン
ス
で
あ
る
。 
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（
２
）
若
宮
の
北
海
道
行
を
め
ぐ
っ
て 
  
新
婚
旅
行
中
に
錦
ヶ
浦
で
身
を
投
げ
た
男
の
こ
と
を
調
べ
る
た
め
に
再
び
熱
海
を
訪
れ
た
若
宮
は
、
ま
ず
Ｒ
新
聞
の
通
信
局
に
赴
き
、
通
信
員
の
村
田
壮
八
に
取
材
協
力
を
依
頼
す
る
。
若
宮
は
村
田
と
と
も
に
新
婚
カ
ッ
プ
ル
が
宿
泊
し
て
い
た
蒼
海
ホ
テ
ル
に
赴
き
、
宿
泊
人
名
簿
を
見
せ
て
も
ら
お
う
と
し
た
り
、
現
場
と
な
っ
た
錦
ヶ
浦
を
訪
れ
た
り
す
る
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｆ
）。
そ
の
熱
海
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
の
後
、
若
宮
は
北
海
道
に
行
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
経
緯
は
「
黒
い
風
土
」
と
『
黄
色
い
風
土
』
で
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。 
ま
ず
単
行
本
『
黄
色
い
風
土
』
の
内
容
を
確
認
し
て
み
た
い
。
第
六
章
の
十
二
頁
が
熱
海
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
に
充
て
ら
れ
、
第
七
章
の
冒
頭
は
若
宮
が
東
京
に
戻
っ
て
編
集
部
で
新
聞
を
め
く
っ
て
い
る
シ
ー
ン
か
ら
始
ま
る
。
若
宮
が
地
方
版
の
記
事
を
見
て
回
っ
て
い
る
と
、
北
海
道
版
に
、「
小
樽
沖
で
男
の
溺
死
体
発
見 
他
殺
か
？ 
自
殺
か
？
」
と
い
う
記
事
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
眼
に
す
る
。
若
宮
が
「
て
い
ね
い
に
読
ん
で
」
い
っ
た
記
事
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。 
 
小
樽
署
の
検
視
の
結
果
で
は
、
推
定
年
齢
五
十
歳
前
後
の
男
で
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
カ
ー
キ
色
の
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
い
て
、
頭
は
は
げ
上
っ
て
い
る
。
ガ
ケ
か
ら
誤
っ
て
お
ち
た
溺
死
と
認
め
ら
れ
る
。
金
を
二
万
五
千
円
余
り
持
っ
て
い
る
が
、
本
人
の
身
元
は
分
ら
な
い
。 
警
察
の
聞
込
み
で
繁
華
街
に
あ
る
、
バ
ー
「
ト
リ
オ
」
か
ら
出
て
岬
の
方
へ
歩
い
て
い
っ
た
、
本
人
ら
し
い
服
装
の
男
を
み
か
け
た
と
い
う
目
撃
者
が
現
れ
た
だ
け
で
あ
る
…
…
。 
 
こ
の
記
事
を
読
み
な
が
ら
若
宮
は
唐
突
に
由
美
の
叔
父
・
長
谷
川
吾
市
を
思
い
浮
か
べ
る
。
由
美
は
近
く
ま
と
ま
っ
た
金
が
入
る
と
珠
実
に
話
し
て
い
た
。
そ
の
金
が
、
溺
死
し
た
男
の
所
持
し
て
い
た
二
万
五
千
円
で
は
な
い
か
と
、
若
宮
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
考
え
に
囚
わ
れ
た
す
ぐ
次
の
一
文
で
、
若
宮
が
「
新
聞
で
は
ま
だ
身
元
が
判
ら
な
い
と
書
い
て
あ
る
が
、
長
谷
川
に
間
違
い
な
い
と
確
信
し
た
」
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、『
黄
色
い
風
土
』
で
は
そ
の
確
信
が
疑
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
す
ぐ
さ
ま
若
宮
の
思
考
は
展
開
す
る
。
若
宮
は
自
分
の
確
信
を
前
提
に
し
て
、
長
谷
川
が
「
何
で
急
に
北
海
道
へ
飛
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
疑
問
に
囚
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
溺
死
体
＝
長
谷
川
吾
市
は
一
挙
に
疑
い
な
い
事
実
と
し
て
認
定
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
上
で
長
谷
川
の
北
海
道
行
が
、
謎
と
し
て
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
っ
そ
く
若
宮
は
北
海
道
へ
の
出
張
を
編
集
長
に
申
し
入
れ
る
。
す
る
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と
編
集
長
は
「
費
用
の
こ
と
は
気
に
し
な
い
で
い
い
か
ら
、
出
来
る
限
り
の
調
査
を
頼
む
」
と
快
く
送
り
出
し
て
く
れ
る
。
も
は
や
珍
妙
な
シ
ー
ン
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。 
第
二
部
第
三
章
で
詳
し
く
扱
う
が
、
若
宮
が
北
海
道
版
で
見
た
記
事
は
、
あ
ま
り
に
も
平
凡
な
記
事
で
あ
る
。
そ
れ
を
見
る
や
い
な
や
、
長
谷
川
吾
市
で
は
な
い
か
と
思
う
の
は
、
妄
想
で
し
か
な
い
。
し
か
し
若
宮
の
頭
の
中
で
は
、二
万
五
千
円
と
い
う
所
持
金
を
媒
介
に
溺
死
体
と
長
谷
川
吾
市
は
等
号
で
結
ば
れ
、
そ
れ
は
動
か
し
が
た
い
事
実
と
化
す
。
根
拠
も
な
い
ま
ま
妄
想
は
事
実
へ
と
横
滑
り
し
、
さ
ら
に
編
集
長
と
い
う
第
三
者
が
若
宮
の
北
海
道
行
を
認
め
る
こ
と
で
、
溺
死
体
＝
長
谷
川
吾
市
は
既
定
の
も
の
と
さ
れ
た
上
で
物
語
は
進
ん
で
い
く
。
そ
う
な
る
と
溺
死
体
＝
長
谷
川
吾
市
を
、
読
者
も
ま
た
、
事
実
と
し
て
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
事
実
で
あ
る
と
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
読
者
は
、『
黄
色
い
風
土
』
の
書
物
を
投
げ
出
す
し
か
な
い
。 
小
樽
に
赴
い
た
若
宮
は
バ
ー
・
ト
リ
オ
に
行
き
、
溺
死
し
た
人
物
が
バ
ー
・
ト
リ
オ
の
前
の
店
バ
ー
・
ア
ジ
サ
イ
の
客
で
あ
っ
た
こ
と
を
突
き
と
め
、
バ
ー
・
ア
ジ
サ
イ
の
経
営
者
も
、
ト
リ
オ
の
経
営
者
と
ア
ジ
サ
イ
の
経
営
者
を
仲
介
し
た
者
も
溺
死
し
た
と
い
う
不
可
思
議
な
事
実
を
掴
む
。
だ
が
読
者
に
は
、
溺
死
体
が
長
谷
川
吾
市
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
何
ら
の
証
拠
も
示
さ
れ
な
い
。
若
宮
も
溺
死
体
が
長
谷
川
吾
市
で
あ
る
の
か
否
か
を
調
べ
よ
う
と
も
し
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
第
九
章
の
冒
頭
、
小
樽
か
ら
札
幌
に
向
か
う
タ
ク
シ
ー
の
中
で
、
若
宮
は
小
樽
で
の
調
査
を
頭
の
中
で
整
理
す
る
の
が
、
箇
条
書
き
で
羅
列
さ
れ
る
情
報
の
第
一
番
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。 
 
①
溺
死
人
は
長
谷
川
吾
市
に
間
違
い
は
な
い
。
長
谷
川
は
バ
ー
・
ト
リ
オ
の
客
で
は
な
く
、
実
は
バ
ー
・
ア
ジ
サ
イ
に
出
入
り
し
て
い
た
。 
 
「
溺
死
人
は
長
谷
川
吾
市
」
は
北
海
道
版
の
記
事
を
見
た
若
宮
の
推
測
で
あ
り
、
妄
想
で
し
か
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
し
か
し
、
い
つ
の
間
に
か
「
溺
死
人
は
長
谷
川
吾
市
」
は
、
確
固
と
し
た
事
実
と
し
て
読
者
に
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
こ
の
よ
う
に
『
黄
色
い
風
土
』
に
お
け
る
若
宮
は
「
超
人
」
的
な
発
想
力
を
発
揮
す
る
。『
黄
色
い
風
土
』
に
お
け
る
若
宮
の
妄
想
が
、
真
実
と
い
う
的
を
外
す
こ
と
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
若
宮
と
い
う
視
点
人
物
に
導
か
れ
て
、
読
者
は
事
件
の
核
心
へ
と
誘
導
さ
れ
る
の
で
あ
る
。『
黄
色
い
風
土
』
の
若
宮
に
は
、
や
は
り
「
何
と
い
う
神
の
如
き
明
智
だ
ろ
う
」
と
い
う
讃
辞
が
似
つ
か
わ
し
い
。
若
宮
の
思
考
は
「
現
実
離
れ
」
も
は
な
は
だ
し
い
も
の
な
の
で
あ
る
。 
で
は
「
黒
い
風
土
」
に
お
い
て
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。【
資
料
５
】
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
連
載
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七
五
回
か
ら
「
岬
の
殺
人
」
が
始
ま
る
の
だ
が
、
そ
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
一
回
の
例
外
も
な
く
全
面
削
除
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
削
除
さ
れ
た
箇
所
に
、
北
海
道
行
の
理
由
が
仕
組
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
連
載
七
四
回
ま
で
は
『
黄
色
い
風
土
』
と
内
容
は
同
じ
で
あ
る
。
若
宮
は
村
田
と
と
も
に
熱
海
で
調
査
に
邁
進
す
る
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｆ
）。
そ
の
後
『
黄
色
い
風
土
』
で
は
若
宮
は
東
京
に
戻
り
、
舞
台
も
東
京
の
編
集
部
に
転
換
し
て
い
た
の
だ
が
、「
黒
い
風
土
」
で
は
視
点
人
物
の
若
宮
は
熱
海
に
留
ま
っ
た
ま
ま
だ
。
た
だ
し
語
り
手
は
視
点
人
物
の
若
宮
を
熱
海
に
置
き
去
り
に
し
て
、
超
越
的
な
視
点
か
ら
真
鶴
で
他
殺
体
が
発
見
さ
れ
た
経
緯
を
語
り
出
す
。
若
宮
は
、
そ
の
事
件
の
概
要
を
、
翌
朝
新
聞
を
読
ん
で
知
る
の
で
あ
る
（
連
載
七
八
回
「
岬
の
殺
人
（
四
）」）。 
『
黄
色
い
風
土
』
と
同
様
、
若
宮
は
「
真
鶴
岬
で
男
の
絞
殺
死
体 
年
齢
五
十
歳
前
後 
地
中
に
埋
め
た
も
の
を
発
見
」
と
い
う
記
事
を
読
ん
で
、
す
ぐ
さ
ま
長
谷
川
吾
市
の
こ
と
を
想
起
す
る
。「
超
人
」
的
な
思
い
つ
き
と
言
え
ば
言
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
だ
が
『
黄
色
い
風
土
』
の
と
き
よ
り
も
「
現
実
離
れ
」
の
度
合
い
は
少
な
い
。 
も
と
も
と
若
宮
は
、
熱
海
の
錦
ヶ
浦
で
投
身
し
た
男
の
事
件
と
、
由
美
及
び
叔
父
の
長
谷
川
吾
市
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。『
黄
色
い
風
土
』
で
は
全
面
削
除
さ
れ
た
「
バ
ー
の
女
」
と
「
由
美
の
周
辺
」
と
い
う
二
つ
の
章
を
費
や
し
て
な
さ
れ
た
調
査
が
、
若
宮
の
そ
う
し
た
推
理
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
真
鶴
で
殺
さ
れ
た
と
い
う
の
も
興
味
深
い
。
熱
海
と
は
近
い
し
、
東
京
へ
の
帰
り
途
で
あ
る
。
新
聞
で
は
、
ま
だ
身
も
と
が
判
ら
な
い
と
書
い
て
あ
る
が
、
長
谷
川
に
間
違
い
な
い
と
確
信
し
た
」
と
い
う
一
節
も
、
唐
突
な
感
じ
は
薄
ら
ぐ
。
少
な
く
と
も
北
海
道
版
の
記
事
を
読
ん
で
溺
死
体
が
長
谷
川
吾
市
だ
と
い
き
な
り
確
信
す
る
展
開
よ
り
は
、
説
得
力
の
あ
る
推
理
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 
熱
海
の
旅
館
で
新
聞
記
事
を
読
ん
で
若
宮
は
、す
ぐ
に
小
田
原
署
に
直
行
す
る
。そ
し
て
小
田
原
署
で
、
他
殺
体
の
身
元
を
教
え
る
代
わ
り
に
、
被
害
者
の
首
に
巻
か
れ
て
い
た
日
本
手
拭
い
に
つ
い
て
の
情
報
を
教
え
て
も
ら
う
。（
９
）
日
本
手
拭
い
の
ア
ジ
サ
イ
の
模
様
は
特
殊
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
東
京
の
小
岩
に
あ
る
桜
井
捺
染
工
場
で
染
め
ら
れ
た
も
の
で
、
日
本
橋
の
加
藤
商
店
が
扱
っ
た
製
品
だ
っ
た
。
す
ぐ
さ
ま
東
京
に
戻
っ
た
若
宮
は
社
に
も
顔
を
出
さ
ず
に
日
本
橋
に
向
か
い
、
ア
ジ
サ
イ
模
様
の
注
文
主
が
札
幌
の
樽
井
商
店
で
、「
バ
ー
の
開
店
祝
い
に
、
お
客
さ
ん
達
に
く
ば
る
」
た
め
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
突
き
と
め
る
。
そ
う
し
て
帰
社
し
た
若
宮
は
真
鶴
岬
で
の
事
件
の
こ
と
、
さ
ら
に
ア
ジ
サ
イ
模
様
の
手
拭
い
の
こ
と
を
編
集
長
に
話
し
、
木
谷
編
集
長
か
ら
「
費
用
の
こ
と
は
気
に
し
な
い
で
」
北
海
道
に
赴
き
、「
出
来
る
限
り
の
調
査
」
を
し
て
く
る
よ
う
に
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
『
黄
色
い
風
土
』
で
若
宮
を
北
海
道
に
向
か
わ
せ
た
の
は
、
若
宮
自
身
の
思
い
つ
き
だ
っ
た
。
し
か
し
166 
 
「
黒
い
風
土
」
で
は
ア
ジ
サ
イ
模
様
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
北
海
道
と
い
う
舞
台
が
登
場
す
る
。
し
か
も
こ
の
絞
殺
死
体
の
首
に
巻
き
つ
い
て
い
た
ア
ジ
サ
イ
模
様
が
小
樽
の
バ
ー
・
ア
ジ
サ
イ
に
結
び
つ
き
、
さ
ら
に
ア
ジ
サ
イ
が
ア
二
三
一
部
隊
の
暗
号
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
プ
ロ
ッ
ト
へ
と
接
続
し
、
事
件
は
一
挙
に
解
決
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。（
10
）
し
た
が
っ
て
真
鶴
岬
が
舞
台
と
な
る
「
岬
の
殺
人
」
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
大
切
だ
っ
た
は
ず
だ
。
北
海
道
を
舞
台
と
し
て
浮
上
さ
せ
る
た
め
に
も
、
ア
ジ
サ
イ
と
い
う
記
号
を
読
者
に
印
象
づ
け
る
た
め
に
も
、
そ
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
物
語
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
し
か
し
「
黒
い
風
土
」
を
単
行
本
一
冊
に
収
め
る
た
め
に
、
そ
の
重
要
な
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
全
て
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
結
果
的
に
『
黄
色
い
風
土
』
は
、
若
宮
四
郎
と
い
う
平
凡
な
週
刊
誌
の
記
者
に
、「
超
人
」
的
な
能
力
を
付
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
  
（
３
）
人
物
造
型
を
め
ぐ
っ
て
―
村
田
壮
八
の
場
合
― 
 
先
に
引
用
し
た
『
北
海
道
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
お
な
じ
み
作
家
訪
問
」
で
、「
黒
い
風
土
」
の
連
載
を
終
え
た
清
張
は
、「
推
理
小
説
か
ら
脱
皮
し
た
い
」
と
吐
露
し
て
い
た
。
な
ぜ
清
張
は
〝
推
理
小
説
作
家
〟
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
に
嫌
気
が
さ
し
た
の
か
。
清
張
は
推
理
小
説
の
ど
の
よ
う
な
部
分
に
可
能
性
を
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 
「
推
理
小
説
独
言
」（
後
に
「
日
本
の
推
理
小
説
」
と
改
題
、『
文
学
』、
一
九
六
一
年
四
月
）
で
清
張
は
、
推
理
小
説
も
普
通
の
小
説
も
「
謎
」
を
内
包
し
て
お
り
、「
謎
を
解
い
て
い
く
過
程
が
読
者
の
追
求
心
」
を
そ
そ
る
点
で
は
何
ら
の
違
い
は
な
い
と
述
べ
た
上
で
、「
で
は
、
推
理
小
説
と
普
通
の
小
説
と
は
、
同
じ
謎
を
扱
い
な
が
ら
ど
こ
が
違
う
か
」
と
い
う
問
い
を
提
示
し
、
推
理
小
説
を
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
、「
最
後
に
何
も
か
も
す
べ
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
「
宿
命
」
で
あ
る
と
断
定
し
た
。
し
た
が
っ
て
清
張
は
、「
推
理
小
説
を
芸
術
的
」
に
す
る
に
は
「
す
べ
か
ら
く
解
決
を
書
か
な
い
で
お
く
」
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
す
ら
書
き
記
し
、「
解
決
篇
を
後
尾
に
付
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
命
題
は
、
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
」
と
苛
立
ち
を
隠
そ
う
と
し
な
い
。「
政
治
、
社
会
の
機
構
と
い
う
も
の
を
記
録
風
に
手
が
け
て
来
た
」
結
果
、
清
張
は
「
一
小
説
家
な
ど
が
決
し
て
政
治
、
社
会
機
構
の
深
部
の
真
実
を
知
り
得
な
い
」
こ
と
を
痛
感
し
た
。
末
尾
に
真
実
と
い
う
結
論
が
、
判
で
押
し
た
よ
う
に
要
求
さ
れ
る
推
理
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、「
日
本
の
黒
い
霧
」
の
作
者
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
【
資
料
５
】
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
九
六
〇
年
七
月
二
十
三
日
か
ら
『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
に
掲
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載
さ
れ
て
い
る
「
黒
い
風
土
」
は
「
終
章
」
に
入
っ
た
。
清
張
の
言
う
と
こ
ろ
の
、
推
理
小
説
で
あ
る
の
な
ら
「
後
尾
に
付
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
解
決
篇
」
で
あ
る
。「
絵
解
き
く
ら
い
非
文
学
的
な
、
通
俗
的
な
論
理
は
な
い
」
と
「
推
理
小
説
独
言
」
で
嘆
い
た
清
張
は
、
自
ら
が
書
き
つ
つ
あ
る
「
黒
い
風
土
」
の
「
終
章
」
に
う
ん
ざ
り
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。【
資
料
２
】
を
参
照
す
れ
ば
す
ぐ
に
わ
か
る
こ
と
だ
が
、「
黒
い
風
土
」
の
「
終
章
」
が
『
北
海
道
新
聞
』
や
『
西
日
本
新
聞
』
の
紙
面
を
飾
っ
た
一
九
六
〇
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
清
張
は
「
日
本
の
黒
い
霧
」
の
一
環
と
し
て
「
征
服
者
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
を
書
き
終
え
、
後
に
「
帝
銀
事
件
の
謎
」
と
改
題
さ
れ
る
「
画
家
と
毒
薬
と
硝
煙
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
さ
ら
に
清
張
が
忌
み
嫌
っ
た
「
解
決
篇
」
に
至
っ
て
い
な
い
推
理
小
説
も
数
多
く
執
筆
中
だ
っ
た
。「
球
形
の
荒
野
」、「
わ
る
い
や
つ
ら
」、「
考
え
る
葉
」、
そ
し
て
「
砂
の
器
」。
い
ず
れ
も
、
ど
う
ひ
い
き
目
に
見
て
も
、「
黒
い
風
土
」（
あ
る
い
は
『
黄
色
い
風
土
』）
よ
り
も
推
理
小
説
と
し
て
の
出
来
映
え
の
高
い
も
の
ば
か
り
だ
。
し
か
も
「
黒
い
風
土
」
の
「
終
章
」
は
、
清
張
が
厭
悪
し
た
、
ま
さ
し
く
「
絵
解
き
」
に
堕
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
清
張
は
、「
一
味
の
首
魁
」だ
っ
た
村
田
壮
八
と
探
偵
役
の
若
宮
四
郎
を
富
士
山
麓
で
対
決
さ
せ
た
上
で
、
延
々
と
村
田
に
事
件
の
「
絵
解
き
」
を
語
ら
せ
た
。
推
理
小
説
の
文
法
に
あ
ま
り
に
も
忠
実
な
プ
ロ
ッ
ト
に
は
、
新
聞
小
説
欄
に
推
理
小
説
の
典
型
を
載
せ
よ
う
と
い
う
清
張
の
冒
険
心
に
よ
る
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
惰
性
に
身
を
任
せ
て
い
る
清
張
の
姿
が
露
呈
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
清
張
自
身
の
言
葉
を
援
用
す
る
の
な
ら
、「
黒
い
風
土
」
は
「
最
後
に
い
た
っ
て
「
絵
解
き
」
の
部
分
が
入
る
と
、
俄
然
「
文
学
性
」は
地
下
に
も
ぐ
っ
て
し
ま
う
」典
型
的
な
推
理
小
説
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
清
張
は
、
推
理
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
必
要
と
す
る
「
解
決
篇
」
を
嫌
悪
し
た
。「
誰
か
天
才
児
が
出
て
、
懇
切
丁
寧
な
絵
解
き
な
ど
不
要
な
、
し
か
も
、
そ
れ
を
書
い
た
と
同
等
な
、
あ
る
は
そ
れ
以
上
の
効
果
の
あ
る
結
末
の
手
法
を
発
見
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
」
と
清
張
は
天
才
を
待
望
す
る
が
、
残
念
な
が
ら
清
張
を
満
足
さ
せ
る
ほ
ど
の
天
才
が
お
い
そ
れ
と
出
て
く
る
は
ず
も
な
い
。
だ
か
ら
清
張
は
、「
推
理
小
説
独
言
」
の
中
で
、
推
理
小
説
に
「
文
学
性
」
を
望
む
の
な
ら
、「
文
体
や
、
描
写
や
、
人
間
性
格
の
書
き
方
」
に
拠
る
し
か
な
い
と
述
べ
た
。「
解
決
篇
」
と
い
う
「
宿
命
」
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
退
屈
な
ジ
ャ
ン
ル
に
刺
激
を
与
え
る
た
め
に
は
、「
文
体
」
と
「
描
写
」
と
「
人
間
性
格
の
書
き
方
」
に
意
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 
「
文
体
」
と
「
描
写
」
に
つ
い
て
は
、
第
二
部
第
一
章
で
扱
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
措
く
こ
と
に
し
よ
う
。
本
章
で
注
目
し
た
い
の
は
「
人
間
性
格
の
書
き
方
」
で
あ
る
。「
黒
い
風
土
」
と
『
黄
色
い
風
土
』
は
「
人
間
性
格
の
書
き
方
」
と
い
う
点
で
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。 
ま
ず
最
初
に
、
実
は
「
一
味
の
首
魁
」
だ
っ
た
村
田
壮
八
を
通
し
て
、「
黒
い
風
土
」
と
『
黄
色
い
風
土
』
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に
お
け
る
「
人
間
性
格
の
書
き
方
」
の
違
い
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
と
え
ば
「
黒
い
風
土
」
を
『
黄
色
い
風
土
』
に
す
る
た
め
に
、
清
張
は
村
田
の
登
場
す
る
次
の
よ
う
な
何
気
な
い
一
節
を
、
し
ば
し
ば
削
除
し
て
い
る
。 
 
村
田
は
、
外
か
ら
車
の
ド
ア
を
閉
め
て
く
れ
て
、
若
宮
に
手
を
振
っ
た
。
彼
の
し
な
び
た
顔
に
は
、
明
る
い
陽
が
当
っ
た
。 
「
ど
ち
ら
ま
で
？
」 
運
転
手
は
、
振
り
返
っ
て
訊
い
た
。 
「
真
鶴
ま
で
行
っ
て
く
れ
」 
「
へ
え
」 
運
転
手
は
ハ
ン
ド
ル
を
回
し
た
。 
 
連
載
二
二
五
回
「
第
二
の
追
求
（
三
）」
の
一
節
で
あ
る
。
錦
ヶ
浦
で
死
ん
だ
男
が
共
同
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
い
う
情
報
を
手
に
し
た
若
宮
が
、
Ｒ
新
聞
社
の
熱
海
の
通
信
員
・
村
田
と
と
も
に
共
同
墓
地
を
訪
れ
、
そ
の
後
若
宮
だ
け
が
タ
ク
シ
ー
で
真
鶴
へ
と
向
か
お
う
と
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。【
資
料
６
】
Ｑ
に
記
し
た
通
り
、
こ
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
に
お
い
て
は
、「
黒
い
風
土
」
も
『
黄
色
い
風
土
』
も
プ
ロ
ッ
ト
に
関
し
て
の
異
同
は
ま
っ
た
く
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
清
張
は
、
プ
ロ
ッ
ト
に
大
き
な
影
響
を
与
え
な
さ
そ
う
な
、
こ
う
し
た
些
細
な
シ
ー
ン
を
削
り
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。「
黒
い
風
土
」
を
単
行
本
一
冊
に
ま
と
め
る
こ
と
が
、
い
か
に
至
難
の
業
で
あ
っ
た
か
、
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。 
と
こ
ろ
で
引
用
し
た
一
節
は
、
本
当
に
取
る
に
足
り
な
い
シ
ー
ン
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
村
田
の
「
し
な
び
た
顔
」、
タ
ク
シ
ー
の
ド
ア
を
閉
め
て
く
れ
る
親
切
さ
。「
明
る
い
陽
」
の
中
で
描
か
れ
る
村
田
は
、
「
一
味
の
首
魁
」
と
い
う
実
像
か
ら
は
か
け
離
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
明
る
い
陽
」
が
似
合
う
村
田
が
「
一
味
の
首
魁
」
だ
っ
た
と
い
う
展
開
に
意
外
性
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
、
村
田
の
温
和
な
人
物
像
を
伝
え
る
描
写
や
挿
話
を
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
積
み
上
げ
て
い
く
し
か
な
い
。
そ
れ
こ
そ
が
、
得
て
し
て
結
末
ば
か
り
が
重
視
さ
れ
て
し
ま
う
推
理
小
説
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
必
要
だ
と
清
張
が
考
え
て
い
た
、「
人
間
性
格
の
書
き
方
」
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
そ
れ
と
同
時
に
推
理
小
説
で
あ
る
の
な
ら
、
村
田
が
「
一
味
の
首
魁
」
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
示
唆
も
、
そ
の
日
常
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
織
り
込
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
読
者
に
推
理
さ
せ
る
要
素
を
そ
こ
こ
こ
に
撒
布
す
る
こ
と
も
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。 
「
終
章
」
に
な
っ
て
本
性
を
現
わ
す
ま
で
、
村
田
は
終
始
一
貫
し
て
「
い
い
人
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
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た
し
、
ま
た
周
囲
の
ひ
と
た
ち
か
ら
も
、
そ
う
受
け
取
ら
れ
て
い
た
。
Ｒ
新
聞
の
週
刊
誌
の
記
者
で
あ
る
若
宮
四
郎
や
同
僚
の
田
原
磯
夫
は
自
ら
が
「
一
流
紙
の
記
者
」（
連
載
八
〇
回
「
岬
の
殺
人
（
六
）」）
で
あ
る
こ
と
を
公
言
し
て
憚
ら
な
い
プ
ラ
イ
ド
の
持
ち
主
で
あ
る
が
、
そ
ん
な
彼
ら
に
と
っ
て
村
田
は
あ
く
ま
で
も
「
い
い
人
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
尽
き
て
い
た
。 
 
「
年
を
く
っ
て
い
る
だ
け
に
、
よ
く
気
の
つ
く
男
だ
ろ
う
？
」 
若
宮
は
村
田
壮
八
の
こ
と
を
言
っ
た
。 
「
う
ん
、
い
い
人
だ
ね
、
ち
ょ
っ
と
の
ん
び
り
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
」 
そ
れ
は
若
宮
も
同
感
で
あ
っ
た
。 
「
ま
あ
、
地
方
の
嘱
託
通
信
員
と
い
う
の
は
、
大
な
り
小
な
り
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
は
あ
る
ね
。
そ
れ
は
仕
方
が
な
い
。
ま
だ
、
村
田
さ
ん
は
よ
く
や
る
方
だ
よ
」 
若
宮
は
人
の
い
い
村
田
壮
八
の
た
め
に
弁
じ
て
や
っ
た
。
田
原
は
う
な
ず
い
て
い
た
。 
（
連
載
一
五
五
回
、「
風
（
一
）」） 
 
視
点
人
物
で
あ
る
若
宮
の
眼
差
し
か
ら
眺
め
ら
れ
る
世
界
を
受
け
容
れ
ざ
る
を
得
な
い
「
黒
い
風
土
」
の
読
者
も
ま
た
、「
い
い
人
」
と
い
う
村
田
の
表
象
を
受
け
入
れ
た
上
で
物
語
を
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
う
し
た
表
象
に
違
和
感
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
場
面
が
、「
黒
い
風
土
」
に
は
差
し
挟
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
た
と
え
ば
連
載
一
二
六
回
「
名
古
屋
の
殺
人
（
六
）」
に
見
ら
れ
る
シ
ー
ン
で
あ
る
。
錦
ヶ
浦
で
死
ん
だ
新
婚
の
男
が
泊
ま
っ
て
い
た
ホ
テ
ル
で
あ
り
、
ま
た
若
宮
が
熱
海
で
最
初
に
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
で
も
あ
る
蒼
海
ホ
テ
ル
で
フ
ロ
ン
ト
係
だ
っ
た
春
田
が
、
名
古
屋
の
西
山
旅
館
で
殺
さ
れ
た
。
若
宮
の
北
海
道
出
張
中
に
、
そ
の
事
件
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
木
谷
編
集
長
は
、
東
京
に
戻
っ
た
若
宮
に
名
古
屋
に
行
く
よ
う
に
言
う
が
、そ
の
前
に
熱
海
に
も
立
ち
寄
る
よ
う
に
指
示
す
る
。そ
の
指
示
に
従
っ
て
若
宮
が
熱
海
に
行
き
、
通
信
部
の
村
田
と
会
う
シ
ー
ン
で
あ
る
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｊ
、
Ｋ
）。 
北
海
道
か
ら
戻
る
や
い
な
や
名
古
屋
に
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
若
宮
を
、
村
田
は
「
北
海
道
は
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
な
」
と
ね
ぎ
ら
う
。
開
襟
シ
ャ
ツ
の
「
襟
は
ス
リ
切
れ
て
い
る
し
、
ズ
ボ
ン
の
裾
に
は
継
ぎ
布
が
当
っ
て
い
た
」
と
い
う
描
写
は
、
貧
乏
だ
が
実
直
で
「
い
い
人
」
と
し
て
の
村
田
の
相
貌
を
際
立
た
せ
る
。
そ
の
村
田
が
、「
そ
う
そ
う
、
若
宮
さ
ん
の
北
海
道
で
の
報
告
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
」
と
言
い
、
「
小
さ
な
眼
を
輝
か
し
た
」
の
で
あ
る
。 
続
い
て
連
載
一
二
七
回
「
名
古
屋
の
殺
人
（
七
）」
で
も
、
若
宮
の
話
す
北
海
道
で
の
出
来
事
を
、
村
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田
は
「
眼
を
光
ら
し
、
身
体
を
の
り
出
し
て
熱
心
に
聞
い
て
い
た
」。「
い
い
人
」
で
あ
る
が
事
件
に
は
さ
ほ
ど
の
関
心
も
示
し
て
い
る
よ
う
で
も
な
く
、
ま
た
ガ
ツ
ガ
ツ
し
た
取
材
も
し
よ
う
と
し
な
い
村
田
が
、
こ
こ
で
は
「
眼
を
光
ら
し
」
て
い
る
。「
の
ん
び
り
」
し
た
「
い
い
人
」
と
い
う
表
象
に
微
妙
な
違
和
を
生
じ
さ
せ
る
シ
ー
ン
だ
。
明
ら
か
に
清
張
は
、「
一
味
の
首
魁
」
と
し
て
村
田
が
、
北
海
道
で
の
取
材
状
況
や
警
察
の
捜
査
状
況
に
探
り
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
読
者
に
向
け
て
示
唆
し
よ
う
と
し
て
、
こ
の
シ
ー
ン
を
描
い
て
い
る
。 
「
い
い
人
」
の
表
象
を
積
み
重
ね
つ
つ
、
そ
の
表
象
に
罅
を
走
ら
せ
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挿
入
し
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
「
黒
い
風
土
」
を
推
理
小
説
に
仕
立
て
る
の
な
ら
、
絶
対
に
必
要
な
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
清
張
は
、『
黄
色
い
風
土
』
を
作
る
過
程
で
、「
い
い
人
」
を
伝
え
る
挿
話
を
い
く
つ
も
削
除
し
、
ま
た
そ
の
表
象
が
見
か
け
の
も
の
で
し
か
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
シ
ー
ン
も
削
り
取
っ
て
し
ま
っ
た
。
村
田
の
眼
が
光
る
「
黒
い
風
土
」
の
印
象
的
な
シ
ー
ン
は
、【
資
料
５
】
の
一
二
六
回
と
一
二
七
回
の
と
こ
ろ
に
も
書
い
て
お
い
た
通
り
、
き
れ
い
に
取
り
去
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 
村
田
壮
八
の
「
人
間
性
格
の
書
き
方
」
を
見
て
い
く
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
の
は
、『
黄
色
い
風
土
』
の
強
引
さ
で
あ
る
。
村
田
の
「
人
間
性
格
」
を
描
写
す
る
部
分
が
疎
か
に
さ
れ
た
結
果
、
村
田
が
実
は
「
一
味
の
首
魁
」
だ
っ
た
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
は
、
ぎ
こ
ち
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
事
件
を
解
く
鍵
と
な
る
よ
う
な
「
人
間
性
格
」
を
伝
え
る
シ
ー
ン
を
削
ぎ
落
と
し
て
い
く
こ
と
で
、「
黒
い
風
土
」
は
一
冊
の
単
行
本
に
収
ま
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
他
方
で
、
清
張
が
推
理
小
説
の
可
能
性
を
託
そ
う
と
考
え
て
い
た
「
人
間
性
格
の
書
き
方
」
は
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 
  
（
４
）
人
物
造
型
を
め
ぐ
っ
て
―
島
内
輝
秋
の
場
合
― 
 
同
様
の
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
そ
の
中
で
も
島
内
輝
秋
を
め
ぐ
る
プ
ロ
ッ
ト
は
重
要
で
あ
る
。
島
内
は
村
田
と
同
じ
よ
う
に
物
語
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
人
物
で
も
あ
る
か
ら
だ
。
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。 
島
内
は
元
私
立
大
学
の
教
授
で
、
婦
人
問
題
に
関
す
る
何
冊
か
の
著
書
を
出
し
て
評
判
に
な
り
、
現
在
は
婦
人
問
題
の
評
論
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
雑
誌
や
週
刊
誌
の
編
集
者
か
ら
は
い
つ
も
白
羽
の
矢
を
立
て
ら
れ
る
が
、「
気
む
ず
か
し
屋
で
、
気
の
向
か
な
い
と
き
は
、
編
集
者
に
絶
対
に
遇
っ
て
く
れ
な
い
」
と
い
う
噂
の
あ
る
人
物
だ
っ
た
（
連
載
三
回
「
熱
海
に
て
（
三
）」）。
そ
の
島
内
の
談
話
を
、
Ｒ
新
聞
が
出
し
て
い
る
週
刊
誌
が
載
せ
よ
う
と
考
え
た
。「
現
代
婦
人
の
傾
斜
」
と
い
う
特
集
の
た
め
で
あ
る
。「
黒
い
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風
土
」
の
冒
頭
で
若
宮
四
郎
が
熱
海
に
向
か
っ
た
の
は
、
熱
海
の
蒼
海
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
て
い
る
島
内
の
談
話
を
取
る
た
め
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
島
内
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
若
宮
も
ま
た
蒼
海
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。 
物
語
の
冒
頭
か
ら
出
て
く
る
こ
の
蒼
海
ホ
テ
ル
は
、「
黒
い
風
土
」
に
お
い
て
特
権
的
な
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
錦
ヶ
浦
で
死
ん
だ
新
婚
の
男
の
宿
泊
先
も
蒼
海
ホ
テ
ル
で
あ
り
、
名
古
屋
の
西
山
旅
館
で
殺
さ
れ
た
の
も
、
蒼
海
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
係
の
春
田
だ
っ
た
。「
黒
い
風
土
」
の
末
尾
で
若
宮
は
村
田
と
と
も
に
西
山
旅
館
を
経
営
し
て
い
た
老
夫
婦
を
追
っ
て
富
士
山
麓
に
赴
く
が
、
そ
の
老
夫
婦
が
熱
海
で
宿
泊
し
て
い
た
の
も
蒼
海
ホ
テ
ル
だ
っ
た
。
若
宮
を
物
語
の
終
局
の
場
へ
と
誘
っ
た
の
も
、
蒼
海
ホ
テ
ル
の
ボ
ー
イ
が
村
田
に
伝
え
た
老
夫
婦
が
駿
河
小
山
に
向
か
っ
た
と
い
う
情
報
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
蒼
海
ホ
テ
ル
に
若
宮
を
招
き
入
れ
た
の
が
、
島
内
輝
秋
だ
っ
た
。 
と
は
い
え
、
錦
ヶ
浦
で
死
ん
だ
男
の
泊
ま
っ
て
い
た
ホ
テ
ル
に
島
内
が
い
た
こ
と
に
は
、
何
ら
の
必
然
性
も
認
め
ら
れ
な
い
。
島
内
と
そ
の
男
が
関
わ
る
シ
ー
ン
な
ど
い
っ
さ
い
描
か
れ
て
い
な
い
し
、
若
宮
も
そ
の
男
の
死
と
島
内
を
結
び
つ
け
て
考
え
た
り
な
ど
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
偶
然
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
示
唆
を
「
黒
い
風
土
」
は
読
者
に
与
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
連
載
三
九
回
「
取
材
調
査
（
四
）」
の
末
尾
の
一
節
で
あ
る
。 
 
木
谷
は
う
な
ず
い
た
が
、
ふ
と
、
眼
を
あ
げ
て
若
宮
を
見
た
。 
「
君
、
島
内
さ
ん
も
蒼
海
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
い
た
ん
だ
ね
？
」 
「
そ
う
で
す
。
島
内
さ
ん
が
泊
っ
て
、
そ
の
晩
、
遅
く
な
る
と
い
う
の
で
、
仕
方
な
し
に
ぼ
く
も
泊
ま
っ
た
ん
で
す
」 
「
そ
う
か
」 
木
谷
は
考
え
込
ん
だ
。 
「
そ
う
か
。
島
内
さ
ん
も
泊
ま
っ
て
い
た
の
か
」 
 
若
宮
四
郎
も
、
木
谷
に
呟
か
れ
て
、
は
じ
め
て
、
あ
っ
と
思
っ
た
。 
 
【
資
料
５
】
に
記
し
た
通
り
、『
黄
色
い
風
土
』
で
は
こ
の
一
節
を
含
む
末
尾
の
二
十
二
行
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
次
の
連
載
四
〇
回
「
取
材
調
査
（
五
）」
は
ほ
と
ん
ど
削
除
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
冒
頭
で
も
若
宮
は
「
あ
の
晩
、
島
内
氏
も
蒼
海
ホ
テ
ル
に
泊
っ
て
い
た
」
こ
と
を
改
め
て
想
起
し
つ
つ
、
そ
の
直
後
に
は
「
島
内
氏
の
宿
泊
は
偶
然
で
あ
っ
て
、
あ
の
事
件
と
は
関
係
が
な
い
」
と
考
え
直
す
。
だ
が
、
こ
う
し
た
一
節
に
よ
っ
て
「
黒
い
風
土
」
の
読
者
は
、
島
内
が
蒼
海
ホ
テ
ル
に
居
合
わ
せ
た
こ
と
に
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偶
然
と
は
言
い
切
れ
な
い
要
素
が
孕
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
予
感
し
始
め
る
。
島
内
の
宿
泊
が
偶
然
で
は
な
く
、
装
わ
れ
た
偶
然
で
は
な
い
か
と
考
え
る
余
地
が
与
え
ら
れ
る
の
だ
。
木
谷
編
集
長
の
何
気
な
い
呟
き
は
、
島
内
と
い
う
登
場
人
物
に
疑
念
を
抱
か
せ
る
、
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
契
機
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
た
し
か
に
『
黄
色
い
風
土
』
に
お
い
て
も
、
島
内
の
登
場
す
る
プ
ロ
ッ
ト
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
島
内
は
、
若
宮
が
行
く
先
々
で
そ
の
影
を
ち
ら
つ
か
せ
る
。
若
宮
が
北
海
道
に
赴
い
た
と
き
も
、
島
内
は
講
演
の
た
め
北
海
道
に
や
っ
て
来
る
。
新
聞
の
社
会
面
で
「
今
夜
よ
り
札
幌
、
旭
川
、
釧
路
、
根
室
の
各
地
で
講
演
す
る
予
定
」
と
い
う
記
事
を
眼
に
し
た
若
宮
は
「
北
海
道
で
一
し
ょ
に
な
っ
た
と
は
縁
が
深
い
」
と
思
い
、
島
内
が
滞
在
す
る
ホ
テ
ル
を
訪
れ
る
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｉ
）。
次
い
で
若
宮
が
名
古
屋
に
取
材
に
行
っ
た
と
き
も
、
若
宮
は
地
方
紙
の
紙
面
に
「
島
内
輝
秋
氏
講
演
」
を
伝
え
る
記
事
を
発
見
す
る
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｖ
）。
偶
然
と
は
呼
べ
な
い
頻
度
で
島
内
は
姿
を
現
わ
す
の
で
あ
る
。 も
う
ひ
と
つ
島
内
に
関
す
る
プ
ロ
ッ
ト
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、「
沈
丁
花
の
女
」
の
存
在
で
あ
る
。
若
宮
が
飛
行
機
で
北
海
道
に
行
っ
た
と
き
、
若
宮
は
機
内
で
美
し
い
女
性
の
隣
に
座
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
そ
の
女
は
若
宮
と
島
内
の
間
に
沈
丁
花
の
残
り
香
を
漂
わ
せ
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
北
海
道
の
ホ
テ
ル
で
も
、
田
園
調
布
に
あ
る
島
内
の
自
宅
で
も
、「
沈
丁
花
の
女
」
は
、
そ
の
残
り
香
に
よ
っ
て
自
ら
の
存
在
を
若
宮
に
悟
ら
せ
る
。
若
宮
は
、
そ
の
女
性
を
追
い
続
け
、
何
と
か
掴
ま
え
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
若
宮
に
、「
沈
丁
花
の
女
」
と
話
を
す
る
機
会
を
も
た
ら
し
た
の
も
、
島
内
だ
っ
た
。 
名
古
屋
で
の
講
演
の
前
、
特
殊
な
カ
プ
セ
ル
に
入
っ
た
青
酸
カ
リ
を
飲
ま
さ
れ
た
島
内
は
、
講
演
中
に
死
去
し
て
し
ま
う
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｖ
、
Ｗ
）。
若
宮
は
焼
香
を
す
る
た
め
に
島
内
の
家
を
訪
問
す
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
「
沈
丁
花
の
女
」
と
遭
遇
し
た
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｘ
）。
島
内
は
死
し
て
若
宮
に
、
「
沈
丁
花
の
女
」
と
顔
を
合
わ
せ
話
を
す
る
機
会
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
若
宮
は
「
沈
丁
花
の
女
」
か
ら
「
ア
ジ
サ
イ
」
が
「
ア
二
三
一
」
の
暗
号
で
あ
る
ヒ
ン
ト
を
教
え
て
も
ら
い
、
そ
れ
が
戦
時
中
に
贋
造
外
国
紙
幣
を
作
っ
て
い
た
部
隊
（
11
）
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
逢
着
し
、
一
連
の
事
件
が
偽
札
事
件
と
関
係
が
あ
る
こ
と
を
突
き
と
め
る
に
至
っ
た
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｙ
）。 
物
語
の
「
終
章
」
で
、
村
田
の
口
か
ら
島
内
の
役
割
が
明
か
さ
れ
る
。
島
内
は
優
秀
な
婦
人
問
題
の
評
論
家
だ
っ
た
が
、
金
に
汚
か
っ
た
。
ま
た
「
女
好
き
」
で
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
村
田
は
金
を
ち
ら
つ
か
せ
、
ま
た
美
し
い
「
沈
丁
花
の
女
」
―
実
は
村
田
の
妻
だ
っ
た
―
を
近
づ
か
せ
て
、
島
内
を
操
っ
た
。
島
内
の
役
目
は
、
連
絡
係
だ
っ
た
。
偽
造
紙
幣
を
作
る
た
め
に
は
資
材
も
必
要
だ
し
、
製
造
に
つ
い
て
も
当
然
慎
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。資
材
を
調
達
す
る
た
め
に
、ま
た
秘
密
裏
に
製
造
を
す
る
た
め
に
、
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村
田
の
部
下
は
日
本
全
国
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。そ
の
部
下
た
ち
と
は
緊
密
に
連
絡
を
取
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
外
部
に
漏
れ
や
す
い
手
紙
や
電
話
を
使
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
村
田
は
、
講
演
旅
行
で
日
本
全
国
を
飛
び
回
る
島
内
に
目
を
つ
け
、「
欲
と
金
と
で
」
う
ま
く
操
縦
し
よ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
（
参
照
・【
資
料
６
】
ａ
）。 
『
黄
色
い
風
土
』
に
お
い
て
も
「
黒
い
風
土
」
に
お
い
て
も
、
島
内
の
果
た
し
て
い
る
役
割
は
変
わ
ら
な
い
。
蒼
海
ホ
テ
ル
に
若
宮
を
呼
び
寄
せ
、「
沈
丁
花
の
女
」
の
存
在
を
知
ら
し
め
、「
沈
丁
花
の
女
」
か
ら
物
語
を
終
局
に
導
く
情
報
を
手
に
入
れ
る
機
会
を
与
え
る
。
し
か
し
『
黄
色
い
風
土
』
に
お
い
て
は
、
一
連
の
殺
人
事
件
や
偽
造
紙
幣
の
事
件
と
島
内
の
間
に
は
、
何
ら
の
関
係
も
示
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
婦
人
問
題
の
評
論
家
で
あ
り
な
が
ら「
欲
と
金
」に
眼
に
く
ら
ん
だ
人
物
と
し
て
造
型
す
る
の
な
ら
、
そ
れ
な
り
の
「
人
間
性
格
の
書
き
方
」
が
求
め
ら
れ
る
は
ず
だ
。
そ
も
そ
も
島
内
は
、
編
集
者
も
寄
せ
付
け
な
い
ほ
ど
の
「
気
む
ず
か
し
屋
」
と
し
て
登
場
し
た
は
ず
だ
っ
た
の
だ
が
、
北
海
道
で
若
宮
と
会
っ
た
と
き
に
は
「
な
つ
か
し
そ
う
な
微
笑
」
を
浮
か
べ
、
北
海
道
か
ら
東
京
に
戻
っ
た
直
後
、「
婦
人
も
の
の
企
画
」
の
た
め
に
若
宮
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
訪
れ
た
と
き
に
も
、「
そ
う
悪
い
気
は
し
な
い
ら
し
く
、
明
る
く
笑
っ
て
い
た
」
く
ら
い
だ
っ
た
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｍ
）。「
気
む
ず
か
し
屋
」
の
島
内
が
若
宮
に
対
し
て
は
親
し
み
や
す
い
人
物
像
に
、
い
つ
の
間
に
か
変
貌
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
『
黄
色
い
風
土
』
に
お
け
る
島
内
の
「
人
間
性
格
の
書
き
方
」
は
辻
褄
が
合
っ
て
い
な
い
。
唐
突
に
若
宮
の
前
に
現
わ
れ
、
唐
突
に
親
し
み
や
す
く
な
り
、
唐
突
に
青
酸
カ
リ
で
殺
さ
れ
る
。
物
語
に
動
き
を
与
え
る
た
め
に
都
合
よ
く
使
わ
れ
る
傀
儡
に
過
ぎ
な
い
。
先
に
見
た
村
田
の
場
合
と
同
様
、
島
内
を
通
し
て
み
て
も
、『
黄
色
い
風
土
』
に
見
ら
れ
る
「
人
間
性
格
の
書
き
方
」
は
粗
雑
極
ま
り
な
い
も
の
だ
。 
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
実
は
『
黄
色
い
風
土
』
で
は
、「
黒
い
風
土
」
に
は
入
っ
て
い
た
重
要
な
プ
ロ
ッ
ト
が
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
最
初
に
熱
海
で
島
内
の
談
話
を
取
っ
た
若
宮
が
新
聞
社
に
戻
っ
た
直
後
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
で
あ
る
（
連
載
三
八
回
「
取
材
調
査
（
三
）」）。
若
宮
の
も
と
に
島
内
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
。「
気
む
ず
か
し
屋
」
で
あ
る
島
内
は
、
談
話
の
ゲ
ラ
を
見
せ
て
も
ら
い
た
い
と
言
っ
て
き
た
。「
よ
そ
で
か
な
り
間
違
っ
た
こ
と
を
書
か
れ
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
か
ら
「
ゲ
ラ
で
も
見
せ
て
欲
し
い
」
と
い
う
要
求
は
、「
気
む
ず
か
し
屋
」
の
婦
人
評
論
家
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
も
の
だ
ろ
う
。
急
遽
若
宮
は
ゲ
ラ
を
作
成
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
島
内
宅
ま
で
持
参
す
る
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｄ
）。 
訪
れ
た
若
宮
を
島
内
は
「
に
こ
に
こ
し
て
」
迎
え
、
五
分
ほ
ど
で
ゲ
ラ
を
確
認
し
た
後
も
「
に
こ
に
こ
し
て
」
ゆ
っ
く
り
し
て
い
く
よ
う
若
宮
に
言
う
。
そ
ん
な
島
内
を
見
て
、
若
宮
は
「
気
む
ず
か
し
い
人
と
し
て
雑
誌
関
係
者
の
間
に
定
評
あ
り
、
か
な
り
の
お
天
気
屋
で
も
あ
る
」
島
内
で
あ
る
か
ら
、「
警
戒
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
思
う
。
す
る
と
島
内
は
「
君
は
、
熱
海
か
ら
、
い
つ
帰
っ
た
の
？
」
と
尋
ね
、
熱
海
で
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
。「
そ
れ
か
ら
、
ど
う
し
た
？
」
と
島
内
は
質
問
を
続
け
、「
ネ
タ
に
な
り
そ
う
な
こ
と
に
、
ぶ
っ
つ
か
ら
な
か
っ
た
か
」
と
た
た
み
か
け
る
。
島
内
の
様
子
は
、
あ
く
ま
で
も
「
世
間
話
み
た
い
な
調
子
」
を
崩
さ
な
い
が
、
し
か
し
探
り
を
入
れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。 
 
若
宮
四
郎
は
、
思
わ
ず
島
内
氏
の
顔
を
見
た
。 
こ
の
人
は
、
錦
ヶ
浦
の
投
身
事
件
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
か
、
知
ら
な
い
の
か
。 
（
連
載
四
五
回
「
バ
ー
の
女
（
二
）」） 
 
島
内
を
性
格
あ
る
人
物
と
し
て
造
型
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
シ
ー
ン
は
重
要
で
あ
る
。
木
谷
編
集
長
の
呟
き
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
た
島
内
と
錦
ヶ
浦
で
の
事
件
の
関
わ
り
は
、
実
際
に
島
内
と
会
っ
た
若
宮
の
視
線
の
中
で
も
疑
念
と
な
っ
て
浮
か
び
上
が
る
。「
気
む
ず
か
し
屋
」
の
島
内
が
若
宮
と
は
気
安
く
語
り
合
う
の
も
、
実
は
島
内
が
事
件
に
関
係
し
て
い
て
、
若
宮
が
ど
こ
ま
で
事
件
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
か
を
探
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
の
な
ら
、
納
得
が
い
く
。
若
宮
が
北
海
道
に
行
く
前
に
こ
の
シ
ー
ン
が
描
か
れ
る
こ
と
で
、
島
内
が
北
海
道
に
や
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
も
事
件
と
の
関
わ
り
で
理
解
で
き
る
し
、
ホ
テ
ル
を
訪
れ
て
き
た
若
宮
を
島
内
が
な
つ
か
し
そ
う
に
出
迎
え
た
と
い
う
設
定
も
無
理
が
な
い
も
の
と
な
る
。 し
か
し
な
が
ら
、【
資
料
５
】
に
記
し
た
通
り
だ
が
、
若
宮
が
ゲ
ラ
を
持
っ
て
島
内
の
家
を
訪
れ
る
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
全
て
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
島
内
輝
秋
は
、
ち
ぐ
は
ぐ
な
印
象
を
与
え
る
人
物
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
や
は
り
『
黄
色
い
風
土
』
は
「
人
間
性
格
の
書
き
方
」
を
い
い
加
減
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 
「
黒
い
風
土
」
を
書
き
終
え
た
後
、
推
理
小
説
に
う
ん
ざ
り
し
て
し
ま
っ
た
清
張
は
、
投
げ
や
り
な
気
持
ち
で
「
黒
い
風
土
」
に
削
除
訂
正
を
施
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
清
張
は
、「
黒
い
風
土
」
の
改
稿
を
通
し
て
、
推
理
小
説
の
可
能
性
を
追
求
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
改
稿
過
程
を
見
て
い
く
と
、
一
冊
の
単
行
本
に
収
め
る
こ
と
だ
け
を
目
標
に
大
鉈
を
振
る
っ
た
と
し
か
思
え
な
い
箇
所
が
多
々
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
以
上
、「
黒
い
風
土
」
と
『
黄
色
い
風
土
』
の
差
異
を
見
て
き
た
。
も
は
や
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
黄
色
い
風
土
』
は
「
黒
い
風
土
」
の
出
来
の
悪
い
部
分
集
合
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
物
語
の
展
開
と
い
う
側
面
か
ら
も
、
ま
た
登
場
人
物
の
造
型
と
い
う
側
面
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
明
ら
か
だ
。 
そ
し
て
さ
ら
に
、
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
を
『
黄
色
い
風
土
』
に
作
り
変
え
る
際
、
も
う
ひ
と
つ
重
要
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な
要
素
を
削
除
し
て
い
た
。「
黒
い
風
土
」
は
推
理
小
説
だ
っ
た
が
、
単
な
る
推
理
小
説
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
新
聞
の
小
説
欄
に
連
載
さ
れ
る
推
理
小
説
だ
っ
た
。
だ
か
ら
「
黒
い
風
土
」
に
は
、
そ
れ
が
新
聞
小
説
で
あ
る
が
ゆ
え
に
仕
掛
け
ら
れ
た
プ
ロ
ッ
ト
が
内
包
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
清
張
は
、
そ
の
大
切
な
要
素
を
『
黄
色
い
風
土
』
で
は
切
り
捨
て
て
し
ま
っ
た
。『
黄
色
い
風
土
』
は
新
聞
小
説
で
は
な
い
か
ら
、
も
は
や
そ
う
い
っ
た
要
素
は
不
必
要
だ
と
清
張
は
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
「
黒
い
風
土
」
を
書
い
て
い
た
と
き
、
清
張
が
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
、
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
自
分
の
小
説
を
楽
し
も
う
と
す
る
読
者
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
う
し
た
箇
所
に
こ
そ
現
わ
れ
て
い
る
。『
黄
色
い
風
土
』
が
「
黒
い
風
土
」
の
出
来
の
悪
い
縮
小
再
生
産
で
し
か
な
い
の
な
ら
、
や
は
り
「
黒
い
風
土
」
の
新
聞
小
説
と
し
て
の
特
性
を
確
認
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。 
推
理
小
説
を
新
聞
小
説
欄
に
連
載
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
清
張
が
取
っ
た
戦
略
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
で
、
メ
デ
ィ
ア
そ
の
も
の
を
主
人
公
に
す
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。 
  
四 
小
説
に
お
け
る
職
業
と
い
う
記
号 
  
若
か
り
し
頃
、
清
張
は
菊
池
寛
の
「
父
帰
る
」（『
新
思
潮
』、
一
九
一
七
年
一
月
）
の
芝
居
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
活
字
を
読
ん
だ
だ
け
」
で
「
父
帰
る
」
に
感
動
し
て
し
ま
っ
た
。「
頭
の
中
で
つ
く
ら
れ
た
と
は
思
え
な
い
リ
ア
リ
テ
ィ
」
を
感
じ
取
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
父
帰
る
」
の
何
が
清
張
を
感
動
さ
せ
た
の
か
。
そ
れ
は
「
給
仕
」
の
一
言
だ
っ
た
。 
「
父
帰
る
」
の
長
男
の
賢
一
郎
は
、
帰
っ
て
来
た
父
を
か
ば
お
う
と
す
る
次
男
の
新
二
郎
に
向
か
っ
て
、
「
お
前
の
学
校
の
月
謝
は
、
兄
さ
ん
が
し
が
な
い
給
仕
の
月
給
か
ら
払
っ
て
や
っ
た
の
を
忘
れ
た
の
か
」
と
い
う
言
葉
を
投
げ
つ
け
る
。『
形
影
―
菊
池
寛
と
佐
佐
木
茂
索
』（『
文
藝
春
秋
』、
一
九
八
二
年
二
月
～
五
月
）
に
よ
れ
ば
、
清
張
は
こ
の
セ
リ
フ
の
中
に
あ
る
「
給
仕
」
と
い
う
職
業
に
敏
感
に
反
応
し
て
し
ま
っ
た
。「
こ
こ
に
出
て
く
る
「
給
仕
」
と
い
う
言
葉
が
、
わ
た
し
に
は
そ
の
こ
ろ
の
境
遇
か
ら
深
刻
な
思
い
だ
っ
た
」
と
吐
露
す
る
清
張
は
、「
会
社
給
仕
が
ど
の
よ
う
に
み
じ
め
な
立
場
で
あ
っ
た
か
は
、
経
験
の
な
い
人
に
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
続
け
る
。「
父
帰
る
」
が
清
張
を
惹
き
つ
け
た
の
は
、
長
男
の
賢
一
郎
の
「
給
仕
」
と
い
う
職
業
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
物
語
を
読
者
に
向
け
て
差
し
出
そ
う
と
す
る
と
き
、
登
場
人
物
の
職
業
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
。「
給
仕
」
と
い
う
職
業
が
出
て
き
た
こ
と
で
「
父
帰
る
」
に
感
動
し
て
し
ま
っ
た
経
験
の
あ
る
清
張
は
、
そ
の
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こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
は
ず
だ
。「
父
帰
る
」
が
清
張
と
い
う
読
者
を
虜
に
し
た
よ
う
に
、
中
心
人
物
の
職
業
を
ど
う
選
択
す
る
か
で
、
読
者
は
離
れ
も
す
る
し
惹
き
つ
け
ら
れ
も
す
る
。
職
業
は
物
語
と
読
者
を
取
り
結
ぶ
、
と
て
も
大
切
な
記
号
な
の
で
あ
る
。 
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
の
中
心
人
物
で
あ
る
若
宮
四
郎
に
、
Ｒ
新
聞
社
が
出
し
て
い
る
週
刊
誌
の
記
者
と
い
う
職
業
を
付
与
し
た
。
な
ぜ
週
刊
誌
の
記
者
と
い
う
設
定
に
し
た
の
か
。 
も
ち
ろ
ん
、
社
会
派
推
理
小
説
で
中
心
人
物
を
記
者
に
す
る
と
い
う
の
は
、
ま
っ
た
く
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
清
張
自
身
も
、
し
ば
し
ば
重
要
人
物
に
記
者
と
い
う
職
業
を
与
え
て
い
た
。
た
と
え
ば
「
黒
い
風
土
」
以
前
、「
点
と
線
」（『
旅
』、
一
九
五
七
年
二
月
～
一
九
五
八
年
一
月
）
と
と
も
に
社
会
派
推
理
小
説
ブ
ー
ム
を
作
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
「
眼
の
壁
」（『
週
刊
読
売
』、
一
九
五
八
年
四
月
十
四
日
～
十
二
月
二
十
九
日
）
に
お
い
て
も
、
事
件
を
解
決
す
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
は
、
新
聞
記
者
だ
っ
た
。 
「
眼
の
壁
」
に
は
「
玄
人
と
素
人
」
と
い
う
章
が
あ
る
が
、
犯
罪
捜
査
の
「
玄
人
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
警
察
で
あ
る
。
警
察
以
外
は
全
て
ひ
と
し
な
み
に
犯
罪
捜
査
の
「
素
人
」
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
そ
う
し
た
中
で
、
唯
一
記
者
だ
け
は
取
材
を
名
目
に
「
玄
人
」
の
領
域
に
参
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。「
眼
の
壁
」
で
も
、
新
聞
記
者
の
名
刺
が
事
件
の
捜
査
に
は
大
い
に
役
立
っ
て
い
た
。
新
聞
社
名
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
名
刺
を
差
し
出
せ
ば
、
駅
の
助
役
も
代
議
士
も
、
口
を
開
か
ざ
る
を
得
な
い
。
新
聞
社
の
名
刺
は
、
捜
査
に
お
い
て
万
能
の
護
符
と
化
す
。「
眼
の
壁
」
の
中
心
人
物
は
昭
和
電
業
製
作
所
の
次
長
・
萩
崎
竜
雄
だ
っ
た
が
、
彼
の
力
だ
け
で
捜
査
し
て
い
く
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
。
事
件
を
解
決
に
導
く
た
め
に
は
、
学
生
時
代
の
友
人
で
あ
る
新
聞
記
者
・
田
村
満
吉
の
力
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
【
資
料
２
】
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。「
黒
い
風
土
」
と
同
時
期
に
清
張
が
執
筆
し
て
い
た
作
品
を
掲
げ
た
も
の
だ
が
、
た
と
え
ば
一
九
五
九
年
五
月
に
載
っ
て
い
る
「
黒
い
樹
海
」
の
中
心
人
物
は
新
聞
社
に
勤
め
る
女
性
記
者
で
あ
る
し
、「
影
の
地
帯
」
は
雑
誌
や
月
刊
誌
や
週
刊
誌
に
載
せ
る
写
真
を
撮
る
フ
リ
ー
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
中
心
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
も
ち
ろ
ん
記
者
も
登
場
す
る
。
短
篇
「
空
白
の
意
匠
」
の
中
心
は
、
記
者
で
は
な
い
が
、
地
方
の
小
さ
な
新
聞
社
の
広
告
部
長
で
あ
る
。
さ
ら
に
翌
月
か
ら
『
小
説
新
潮
』
で
連
載
の
始
ま
っ
た
「
歪
ん
だ
複
写
」
で
は
、
探
偵
役
と
し
て
活
躍
し
事
件
を
解
決
に
導
く
の
は
、
社
会
部
の
記
者
だ
。
ま
た
一
九
六
〇
年
六
月
か
ら
『
週
刊
公
論
』
で
連
載
の
始
ま
っ
た
「
燃
え
る
水
―
「
黒
い
福
音
」
推
理
編
」
に
お
い
て
も
、
グ
ル
エ
ル
モ
教
会
の
ト
ル
ベ
ッ
ク
神
父
を
追
い
詰
め
る
役
を
担
っ
て
い
た
の
は
新
聞
記
者
だ
っ
た
。 
作
品
の
中
心
人
物
も
し
く
は
重
要
人
物
を
、
記
者
を
始
め
と
す
る
マ
ス
・
コ
ミ
関
係
者
に
す
る
こ
と
は
、
清
張
の
常
套
手
段
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
だ
。
そ
れ
ゆ
え
主
人
公
を
記
者
に
す
る
と
い
う
の
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は
「
類
型
」
的
で
し
か
な
い
と
い
う
見
方
も
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。 
た
と
え
ば
セ
シ
ル
・
サ
カ
イ
は
『
日
本
の
大
衆
文
学
』（
朝
比
奈
弘
治
訳
、
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
二
月
）
の
中
で
、「
大
衆
文
学
の
テ
ー
マ
的
研
究
」
と
し
て
「
主
人
公
の
類
型
学
」
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
主
人
公
は
ジ
ャ
ン
ル
を
特
徴
付
け
る
働
き
を
し
、
ま
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
表
徴
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
だ
。
セ
シ
ル
・
サ
カ
イ
に
よ
れ
ば
、
戦
後
の
推
理
小
説
に
お
け
る
主
人
公
の
「
類
型
」
的
な
特
徴
は
、
「
超
人
的
な
英
雄
」
か
ら
「
平
凡
な
人
物
」
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
と
り
わ
け
社
会
派
推
理
小
説
で
は
、「
孤
独
な
探
偵
の
姿
は
消
え
て
、
そ
の
代
わ
り
に
大
き
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
所
属
す
る
刑
事
や
捜
査
官
が
登
場
す
る
」
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
推
理
小
説
の
代
表
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
松
本
清
張
で
あ
る
。
清
張
の
「
ほ
と
ん
ど
社
会
学
的
な
も
の
に
な
っ
た
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
英
雄
的
な
要
素
を
す
べ
て
排
除
し
て
い
る
点
で
強
い
印
象
を
与
え
る
」
と
セ
シ
ル
・
サ
カ
イ
は
述
べ
、
さ
ら
に
清
張
の
長
篇
小
説
に
お
け
る
一
番
の
特
徴
と
し
て
、「
登
場
人
物
が
み
な
平
凡
な
人
間
で
、
平
均
的
な
読
者
の
正
確
な
模
写
と
な
っ
て
い
る
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
る
。 
セ
シ
ル
・
サ
カ
イ
の
見
解
を
踏
ま
え
る
の
な
ら
、
主
人
公
を
記
者
に
す
る
と
い
う
の
は
、
ま
さ
し
く
「
主
人
公
の
類
型
学
」
の
典
型
な
の
で
あ
る
。
記
者
は
新
聞
社
や
出
版
社
と
い
っ
た
「
大
き
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
所
属
」
し
て
い
る
。
し
か
も
詰
ま
る
と
こ
ろ
会
社
員
で
し
か
な
い
記
者
は
、「
超
人
的
な
英
雄
」
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
平
凡
な
人
間
」
で
あ
る
。
た
し
か
に
先
に
見
て
き
た
よ
う
に
、『
黄
色
い
風
土
』
の
若
宮
四
郎
に
は
結
果
的
に
「
超
人
的
な
」
能
力
が
付
与
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
若
宮
四
郎
は
、
明
智
小
五
郎
や
金
田
一
耕
助
の
よ
う
に
、
天
才
的
な
推
理
能
力
を
有
し
た
探
偵
と
し
て
登
場
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
若
宮
は
、「
平
均
的
な
読
者
の
正
確
な
模
写
」
た
り
得
る
一
介
の
会
社
員
で
し
か
な
い
。
そ
の
意
味
で
「
黒
い
風
土
」（
あ
る
い
は
『
黄
色
い
風
土
』）
は
「
主
人
公
の
類
型
学
」
の
所
産
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
。 
た
し
か
に
セ
シ
ル
・
サ
カ
イ
が
整
理
し
た
よ
う
に
、
清
張
が
造
型
し
た
主
人
公
は
、
結
果
的
に
「
類
型
」
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
作
品
を
書
き
つ
つ
あ
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
清
張
が
「
類
型
」
を
目
指
し
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
ま
た
作
品
が
読
者
に
享
受
さ
れ
る
現
場
で
、
全
て
の
主
人
公
が
「
類
型
」
と
み
な
さ
れ
歯
牙
に
も
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
清
張
が
給
仕
に
感
激
し
た
よ
う
に
、主
人
公
の
記
者
と
い
う
職
業
に
魅
惑
を
感
じ
る
読
者
が
い
て
も
お
か
し
い
こ
と
は
な
い
。
書
か
れ
る
現
場
で
主
人
公
の
職
業
に
ど
う
い
う
意
味
が
想
定
さ
れ
、
ま
た
読
ま
れ
る
現
場
で
ど
の
よ
う
な
意
味
合
い
の
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
。
職
業
と
い
う
記
号
が
持
っ
て
い
る
意
味
作
用
を
具
体
的
な
文
脈
の
中
で
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
。
そ
う
し
た
こ
と
が
清
張
を
読
む
と
い
う
体
験
を
露
呈
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。 
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清
張
作
品
に
「
類
型
」
し
か
見
つ
け
ら
れ
な
い
の
な
ら
、
そ
れ
は
読
者
自
身
が
〝
大
衆
文
学
は
「
類
型
」
的
だ
〟
と
い
う
思
い
込
み
に
囚
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
先
入
観
に
毒
さ
れ
た
眼
差
し
は
、
清
張
の
作
品
の
具
体
的
な
相
貌
に
は
触
れ
得
ず
、
物
語
を
一
般
性
の
中
で
消
費
し
続
け
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。 
「
眼
の
壁
」
に
登
場
す
る
記
者
と
「
黒
い
風
土
」
に
登
場
す
る
記
者
と
「
歪
ん
だ
複
写
」
に
登
場
す
る
記
者
を
、
ひ
と
し
な
み
に
記
者
と
い
う
一
般
性
の
中
で
読
み
解
く
だ
け
で
は
不
充
分
な
の
で
あ
る
。『
週
刊
読
売
』
と
い
う
媒
体
に
登
場
す
る
「
眼
の
壁
」
の
記
者
が
持
つ
意
味
合
い
と
、『
小
説
新
潮
』
に
連
載
さ
れ
た
「
歪
ん
だ
複
写
」
の
記
者
が
持
つ
意
味
合
い
は
、
決
し
て
同
質
で
は
あ
る
ま
い
。
記
者
と
い
う
職
業
の
持
つ
記
号
作
用
は
、
週
刊
誌
の
読
者
を
志
向
す
る
場
合
と
中
間
小
説
誌
の
読
者
に
向
け
ら
れ
る
場
合
と
で
は
、
微
妙
に
異
な
っ
て
く
る
。
そ
の
微
細
な
差
異
に
拘
泥
す
る
こ
と
が
、
松
本
清
張
と
い
う
存
在
に
接
近
す
る
た
め
に
は
必
要
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
黒
い
風
土
」
に
お
け
る
記
者
と
い
う
職
業
を
「
類
型
学
」
に
解
消
し
て
満
足
し
て
は
な
ら
な
い
。
清
張
は
『
北
海
道
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』『
中
部
日
本
新
聞
』
と
い
う
ブ
ロ
ッ
ク
紙
の
読
者
を
意
識
し
て
、
若
宮
四
郎
の
職
業
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。 
  
五 
読
者
に
欲
望
さ
れ
る
〝
事
件
記
者
〟 
 
一
九
五
九
年
十
月
四
日
の
『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
に
は
、「
黒
い
風
土
」
の
連
載
一
三
五
回
「
旅
館
（
四
）」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
蒼
海
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
・
春
田
が
殺
さ
れ
た
名
古
屋
の
西
山
旅
館
を
、
若
宮
四
郎
が
訪
れ
る
場
面
で
あ
る
。
西
山
旅
館
の
亭
主
と
お
か
み
に
案
内
さ
れ
て
若
宮
は
殺
害
現
場
と
な
っ
た
部
屋
を
見
て
回
る
。
西
山
旅
館
の
老
夫
婦
と
若
宮
が
邂
逅
す
る
重
要
な
シ
ー
ン
で
あ
る
。 
し
か
し
こ
の
連
載
一
三
五
回
で
注
目
す
べ
き
は
、
新
聞
小
説
欄
で
展
開
さ
れ
る
物
語
の
内
容
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
紙
面
全
体
で
あ
る
。『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
で
「
黒
い
風
土
」
が
掲
載
さ
れ
る
第
四
面
は
、
毎
週
日
曜
日
は
「
読
者
の
ペ
ー
ジ
」
と
な
る
。
読
者
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
投
稿
に
よ
っ
て
紙
面
が
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
一
番
ス
ペ
ー
ス
が
大
き
く
取
ら
れ
る
の
は
、「
私
は
知
り
た
い
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
だ
。
「
知
り
た
い
」
と
読
者
が
希
望
す
る
こ
と
に
新
聞
社
が
答
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。
連
載
一
三
五
回
が
載
っ
た
十
月
四
日
は
日
曜
日
だ
っ
た
の
だ
が
、
新
聞
小
説
欄
の
す
ぐ
上
に
掲
げ
ら
れ
た
「
私
は
知
り
た
い
」
の
コ
ー
ナ
ー
は
、何
と
八
段
も
の
ス
ペ
ー
ス
を
費
や
し
、い
つ
も
以
上
に
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。 
「
黒
い
風
土
」
連
載
一
三
五
回
の
上
に
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
取
っ
て
デ
カ
デ
カ
と
載
せ
ら
れ
て
い
た
の
は
、「
〝
事
件
記
者
〟
の
一
日
」
を
特
集
し
た
も
の
だ
っ
た
。「
〝
事
件
記
者
〟
の
一
日
の
生
活
を
お
知
ら
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せ
く
だ
さ
い
」
と
い
う
読
者
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、『
北
海
道
新
聞
』
が
北
海
道
新
聞
主
催
の
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
一
位
を
取
っ
た
札
幌
東
高
校
新
聞
局
に
取
材
を
依
頼
し
書
き
上
げ
て
も
ら
っ
た
記
事
で
あ
る
。
読
者
の
「
知
り
た
い
」
を
満
た
す
べ
く
、
読
者
に
取
材
を
し
て
も
ら
い
、
読
者
の
視
線
か
ら
記
事
を
書
い
て
も
ら
う
。
新
聞
社
が
読
者
の
眼
差
し
を
強
烈
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
読
者
に
伝
え
る
場
、
そ
れ
が
「
読
者
の
ペ
ー
ジ
」
な
の
で
あ
る
。 
「
ま
さ
に
緊
張
の
連
続 
チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
で
特
ダ
ネ
」
と
銘
打
た
れ
た
記
事
は
、
特
ダ
ネ
を
求
め
て
常
に
警
察
の
動
き
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
件
記
者
の
姿
や
、
特
ダ
ネ
を
抜
か
れ
な
い
よ
う
に
他
社
の
動
き
に
も
気
を
配
り
続
け
る
事
件
記
者
の
仕
事
ぶ
り
を
生
き
生
き
と
伝
え
て
い
た
。
新
聞
社
の
自
画
自
賛
に
も
見
え
か
ね
な
い
記
事
な
の
だ
が
、
取
材
す
る
高
校
生
の
書
く
文
面
に
は
、
事
件
記
者
へ
の
抑
え
よ
う
の
な
い
憧
れ
の
気
持
ち
が
に
じ
み
出
て
い
て
、
と
て
も
好
感
の
持
て
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。「
〝
事
件
記
者
〟
の
一
日
」
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
読
者
も
、「
〝
事
件
記
者
〟
の
一
日
」
を
取
材
し
記
事
を
書
い
た
読
者
も
、
と
も
に
満
足
で
き
る
記
事
に
仕
上
が
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。 
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
「
〝
事
件
記
者
〟
の
一
日
」
が
欲
望
の
対
象
と
な
り
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
八
段
抜
き
で
記
事
を
掲
げ
た
と
い
う
こ
と
は
、
新
聞
社
の
側
と
し
て
も
、「
〝
事
件
記
者
〟
の
一
日
」
に
興
味
を
抱
く
読
者
が
か
な
り
の
数
に
上
る
と
い
う
目
算
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
黒
い
風
土
」
が
連
載
さ
れ
て
い
た
当
時
、
〝
事
件
記
者
〟
に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
読
者
は
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
。
二
十
一
世
紀
の
今
日
で
は
ほ
ぼ
死
語
と
化
し
て
し
ま
っ
た
が
、こ
の
時
代
に
お
い
て
〝
事
件
記
者
〟
と
い
う
職
業
名
は
、
重
要
な
記
号
と
し
て
読
者
に
作
用
す
る
力
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
「
〝
事
件
記
者
〟
の
一
日
」
が
知
り
た
い
と
思
わ
れ
た
理
由
、
そ
れ
を
示
唆
す
る
一
節
が
「
〝
事
件
記
者
〟
の
一
日
」
を
伝
え
る
記
事
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。
取
材
役
の
高
校
生
が
札
幌
中
央
署
内
に
あ
っ
た
北
海
道
警
察
記
者
会
と
い
う
記
者
ク
ラ
ブ
に
赴
い
た
と
き
の
こ
と
を
書
い
た
一
節
で
あ
る
。 
 
札
幌
中
央
署
の
正
面
玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
左
に
あ
る
の
が
分
室
だ
。
三
回
に
り
っ
ぱ
な
部
屋
が
あ
る
の
だ
が
、
イ
ザ
ー
マ
マ
と
い
う
時
に
と
び
出
し
や
す
い
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
分
室
に
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
ぼ
く
は
「
新
米
記
者
が
き
た
」
な
ど
ひ
や
か
し
を
ま
じ
え
た
歓
迎
の
言
葉
を
受
け
な
が
ら
分
室
に
入
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
〝
事
件
記
者
〟
を
見
て
想
像
は
し
て
い
た
が
、
室ママ
が
あ
ま
り
に
せ
ま
い
の
に
ま
ず
ビ
ッ
ク
リ
。 
 
こ
こ
で
高
校
生
が
言
及
し
て
い
る
「
事
件
記
者
」
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
制
作
し
た
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
で
あ
り
、
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六
六
年
に
か
け
て
放
映
さ
れ
た
。
八
年
間
続
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
大
人
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気
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
だ
っ
た
。
脚
本
を
担
当
し
た
の
は
、
清
張
の
後
を
受
け
て
一
九
七
一
年
に
日
本
推
理
作
家
協
会
理
事
に
就
任
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
島
田
一
男
。
戦
前
『
満
州
日
報
』
の
記
者
だ
っ
た
島
田
は
、
戦
後
に
な
っ
て
推
理
小
説
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、
一
九
五
一
年
に
は
「
社
会
部
記
者
」
を
始
め
と
す
る
〝
記
者
も
の
〟
で
第
四
回
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞
し
た
。 
 
「
事
件
記
者
」
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
出
来
映
え
は
見
事
な
も
の
だ
っ
た
。（
12
）
だ
か
ら
「
事
件
記
者
」
の
与
え
た
影
響
は
大
き
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
た
と
え
ば
小
学
生
の
頃
、「
事
件
記
者
」
を
見
て
い
た
と
い
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
池
上
彰
は
『
記
者
に
な
り
た
い
！
』（
新
潮
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）
で
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。 
 
そ
の
こ
ろ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
、「
事
件
記
者
」
と
い
う
番
組
が
毎
週
放
送
さ
れ
て
い
た
。
警
視
庁
記
者
ク
ラ
ブ
が
舞
台
だ
っ
た
。 
［
中
略
］ 
 
ぼ
く
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
っ
た
後
、
同
期
の
新
人
記
者
た
ち
の
自
己
紹
介
で
、「
小
学
生
の
こ
ろ
に
見
た
『
事
件
記
者
』
に
あ
こ
が
れ
て
記
者
を
め
ざ
し
た
」
と
発
言
し
た
者
が
何
人
も
い
た
。 
 
幼
い
頃
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
を
虜
に
し
、
将
来
を
決
定
す
る
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
「
事
件
記
者
」
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
『
北
海
道
新
聞
』
の
読
者
を
も
魅
了
し
た
。
だ
か
ら
「
〝
事
件
記
者
〟
の
一
日
」
が
大
々
的
に
特
集
さ
れ
た
の
だ
。
い
や
、『
北
海
道
新
聞
』
の
読
者
だ
け
で
は
な
い
。「
黒
い
風
土
」
が
連
載
さ
れ
た
『
西
日
本
新
聞
』
の
読
者
に
と
っ
て
も
『
中
部
日
本
新
聞
』
の
読
者
に
と
っ
て
も
、「
事
件
記
者
」
は
興
味
の
対
象
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。 
た
と
え
ば
「
黒
い
風
土
」
を
連
載
し
て
い
た
一
九
五
九
年
六
月
十
八
日
の
『
中
部
日
本
新
聞
』
夕
刊
に
は
、「『
事
件
記
者
』
を
映
画
化
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
人
気
ド
ラ
マ
」
の
映
画
化
を
伝
え
る
記
事
で
あ
る
。
同
様
の
記
事
は
『
西
日
本
新
聞
』
に
も
見
ら
れ
る
。
六
月
十
九
日
の
紙
面
を
飾
っ
た
「
映
画
に
な
る
「
事
件
記
者
」」
と
題
さ
れ
た
五
段
抜
き
の
大
き
な
記
事
に
よ
れ
ば
、「
事
件
記
者
」
は
、「
全
テ
レ
ビ
プ
ロ
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
好
評
プ
ロ
」
と
い
う
ほ
ど
の
人
気
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
。
そ
の
人
気
の
ほ
ど
を
う
か
が
わ
せ
る
挿
話
と
し
て
記
事
は
、
原
作
者
の
島
田
一
男
が
「
〝
息
切
れ
し
て
き
た
〟
と
再
三
中
止
を
申
し
出
た
が
、
視
聴
者
か
ら
の
要
望
で
そ
の
た
び
に
延
期
」
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
た
。 
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
影
響
で
、
新
聞
の
読
者
は
事
件
を
伝
え
る
記
事
そ
の
も
の
よ
り
も
、
記
事
を
生
み
出
す
事
件
記
者
に
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。『
北
海
道
新
聞
』
が
掲
載
し
た
「
〝
事
件
記
者
〟
の
一
日
」
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は
、
そ
う
し
た
読
者
の
欲
望
の
あ
り
ど
こ
ろ
を
端
的
に
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
そ
う
し
た
読
者
の
欲
望
を
敏
感
に
察
知
し
た
か
ら
こ
そ
、
一
九
五
九
年
の
年
末
に
『
西
日
本
新
聞
』
は
「
事
件
記
者
の
メ
モ
」
と
題
し
た
コ
ラ
ム
を
八
回
に
わ
た
り
連
載
し
た
（
十
二
月
十
八
日
～
十
二
月
二
十
五
日
）。「
事
件
の
カ
ゲ
に
あ
る
人
生
の
哀
歓
」
を
伝
え
よ
う
と
す
る
そ
の
コ
ラ
ム
で
眼
目
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
事
件
の
客
観
的
な
事
実
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。「
裏
道
を
歩
き
つ
づ
け
た
」
人
び
と
に
向
け
ら
れ
た
事
件
記
者
の
眼
差
し
、「
と
き
に
は
暖
か
く
し
み
じ
み
と
し
た
物
語
」
を
語
り
つ
つ
も
、
裏
道
に
宿
る
「
真
実
の
〝
断
片
〟
」
を
捉
え
よ
う
と
す
る
事
件
記
者
の
視
線
こ
そ
が
、
連
載
の
主
調
と
な
っ
て
い
た
。
新
聞
の
読
者
が
読
み
た
い
と
願
っ
て
い
た
も
の
、
そ
れ
は
事
件
を
追
い
か
け
、
事
件
を
捉
え
、
そ
し
て
事
件
を
表
現
し
伝
え
よ
う
と
す
る
事
件
記
者
の
生
き
た
姿
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
 
清
張
も
、
こ
う
し
た
読
者
の
欲
望
を
鋭
敏
に
嗅
ぎ
取
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
「
黒
い
風
土
」
の
若
宮
四
郎
を
記
者
に
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
若
宮
が
Ｒ
新
聞
の
事
件
記
者
で
は
な
く
、
Ｒ
新
聞
社
が
出
し
て
い
る
週
刊
誌
の
記
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
な
ぜ
若
宮
は
週
刊
誌
の
記
者
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。 
社
会
学
者
の
荒
瀬
豊
と
片
桐
譲
は
「
新
聞
に
生
き
る
人
々
」（
13
）
で
、「
新
聞
記
者
の
花
形
と
い
う
と
社
会
部
記
者
を
あ
げ
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
た
。
実
際
、「
小
説
に
現
わ
れ
た
新
聞
記
者
」（
14
）
と
い
う
論
考
で
浦
上
五
六
が
、
戦
後
小
説
史
に
お
い
て
「
〝
記
者
も
の
〟
時
代
へ
の
幕
を
開
い
た
も
の
の
一
つ
だ
」
と
評
価
し
た
井
上
靖
の
「
黯
い
潮
」（『
文
藝
春
秋
』、
一
九
五
〇
年
七
月
～
十
月
）
は
、
下
山
事
件
の
報
道
に
取
り
組
む
新
聞
社
を
舞
台
に
、
社
会
部
の
遊
軍
記
者
を
中
心
人
物
に
据
え
た
作
品
だ
っ
た
。
先
に
言
及
し
た
島
田
一
男
が
好
ん
で
取
り
上
げ
た
の
も
社
会
部
に
属
す
る
事
件
記
者
で
あ
っ
た
し
、
一
九
五
二
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
泣
虫
記
者
』
を
皮
切
り
に
、
鱒
書
房
か
ら
上
梓
さ
れ
た
「
ニ
ュ
ー
ス
マ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
」
に
お
い
て
も
、
そ
の
全
て
の
主
人
公
は
社
会
部
の
記
者
で
あ
る
。（
15
）「
新
聞
に
生
き
る
人
々
」
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
戦
前
の
イ
ン
テ
リ
の
夢
が
自
由
人
と
し
て
の
作
家
志
望
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
戦
後
は
そ
れ
が
記
者
志
望
に
変
っ
た
」
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
り
、「
社
会
事
象
に
対
し
て
常
に
第
三
者
と
し
て
の
ぞ
む
こ
と
の
で
き
る
特
権
に
あ
こ
が
れ
る
者
の
多
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
」
こ
と
だ
っ
た
。 
「
自
由
人
」
と
し
て
の
記
者
、
事
件
に
対
し
て
第
三
者
と
し
て
臨
む
「
特
権
」
を
有
し
て
い
る
記
者
。
推
理
小
説
の
探
偵
役
に
は
、
そ
う
し
た
記
者
こ
そ
が
似
つ
か
わ
し
い
。
だ
か
ら
読
者
の
欲
望
に
忠
実
に
な
ろ
う
と
す
る
の
な
ら
、「
黒
い
風
土
」
の
主
人
公
は
社
会
部
に
属
す
る
新
聞
記
者
に
す
べ
き
だ
っ
た
。
し
か
し
清
張
は
、
あ
え
て
週
刊
誌
の
記
者
を
主
人
公
に
据
え
た
の
で
あ
る
。 
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六 
新
聞
小
説
の
中
の
週
刊
誌
記
者 
 
事
件
記
者
は
社
会
派
推
理
小
説
の
中
心
人
物
に
ふ
さ
わ
し
い
。
新
聞
社
と
い
う
大
き
な
組
織
に
属
し
な
が
ら
も
、「
社
会
事
象
に
対
し
て
常
に
第
三
者
と
し
て
の
ぞ
む
こ
と
の
で
き
る
特
権
」
を
手
に
し
た
「
自
由
人
」
で
あ
る
と
い
う
存
在
は
、
戦
後
の
推
理
小
説
に
は
う
っ
て
つ
け
の
探
偵
役
だ
っ
た
。 
し
か
し
事
件
記
者
か
ら
「
自
由
人
」
と
い
う
要
素
が
脱
落
し
、「
社
会
事
象
に
対
し
て
常
に
第
三
者
と
し
て
の
ぞ
む
こ
と
の
で
き
る
特
権
」
を
振
り
か
ざ
す
単
な
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
化
し
た
ら
、
も
は
や
探
偵
役
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
鼻
持
ち
の
な
ら
な
い
会
社
人
間
と
い
う
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。
た
と
え
ば
戸
川
幸
夫
は
「
ニ
ュ
ー
ス
マ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
」
の
一
作
と
し
て
出
版
さ
れ
た
『
特
ダ
ネ
選
手
』（
鱒
書
房
、
一
九
五
二
年
十
月
）
で
、
次
の
よ
う
な
新
聞
記
者
を
描
い
て
い
た
。
新
米
記
者
で
あ
る
蜂
太
郎
が
警
視
庁
記
者
室
で
先
輩
記
者
に
挨
拶
す
る
場
面
で
あ
る
。 
 
そ
こ
で
蜂
太
郎
は
、
こ
の
先
輩
た
る
波
野
記
者
に
名
刺
を
差
出
し
て
よ
ろ
し
く
と
挨
拶
し
た
。 
蜂
太
郎
は
お
う
む
返
し
に
彼
の
名
刺
を
受
け
取
ら
さ
れ
た
。 
そ
れ
は
名
刺
の
観
念
と
は
か
な
り
か
け
離
れ
て
い
た
。
ま
ず
大
き
さ
で
あ
る
が
、
ハ
ガ
キ
大
な
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
普
通
に
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
名
刺
入
れ
に
入
れ
る
の
を
彼
は
内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
札
入
れ
を
引
出
し
、
そ
の
札
入
れ
か
ら
う
や
く
し
く
一
枚
引
き
出
す
の
だ
。
そ
し
て
普
通
に
指
名
の
印
刷
し
て
あ
る
中
央
の
所
に
は
、「
日
本
新
聞
社
会
部
記
者
」
と
大
き
く
刷
つ
て
あ
り
、
そ
の
傍
ら
に
「
警
視
庁
記
者
詰
」
と
あ
つ
た
。
肝
心
な
名
前
は
、
普
通
な
ら
自
宅
番
地
を
印
刷
す
べ
き
所
に
ゴ
ジ
ッ
ク
マ
マ
で
「
波
野
直
丸
」
と
書
か
れ
て
あ
つ
た
。 
 
『
特
ダ
ネ
選
手
』
の
時
代
設
定
は
戦
前
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ハ
ガ
キ
大
の
名
刺
を
持
つ
社
会
部
記
者
を
戦
後
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
た
社
会
部
記
者
の
典
型
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、
一
九
五
二
年
に
出
版
さ
れ
た
〝
記
者
も
の
〟
の
小
説
の
中
に
、
こ
う
し
た
社
会
部
記
者
が
違
和
感
な
く
登
場
し
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
象
徴
的
で
あ
る
。
い
く
ら
自
分
の
名
刺
を
目
立
た
せ
る
た
め
と
は
い
え
、
ハ
ガ
キ
大
の
名
刺
の
中
央
に
デ
カ
デ
カ
と
新
聞
社
名
を
刷
る
と
い
う
行
為
は
、「
自
由
人
」
と
は
矛
盾
す
る
。
会
社
に
忠
誠
を
誓
う
会
社
人
間
の
行
為
と
し
か
思
え
な
い
。 
『
特
ダ
ネ
選
手
』
の
こ
う
し
た
一
節
を
踏
ま
え
、「
新
聞
に
生
き
る
人
々
」
の
著
者
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
新
聞
記
者
の
名
誉
に
か
け
て
、
こ
の
波
野
記
者
の
例
が
事
実
で
あ
る
と
は
思
い
た
く
な
い
」
が
、「
現
代
の
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新
聞
記
者
に
つ
い
て
の
一
つ
の
問
題
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
」こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
現
代
の
新
聞
記
者
の
問
題
、
そ
れ
は
「
あ
こ
が
れ
の
眼
で
自
由
と
見
ら
れ
て
い
る
新
聞
記
者
も
実
は
社
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
う
見
え
な
い
ワ
ク
の
と
り
こ
で
し
か
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。 
「
自
由
」
よ
り
も
「
社
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
記
者
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
は
進
む
。
た
と
え
ば
一
九
五
五
年
に
読
売
新
聞
社
に
入
社
し
社
会
部
に
配
属
さ
れ
た
本
田
靖
春
は
、
読
売
新
聞
社
の
「
社
会
部
が
社
会
部
で
あ
っ
た
時
代
」
は
ほ
ん
の
短
期
間
の
こ
と
で
し
か
な
か
っ
た
と
、
苦
虫
を
噛
み
つ
ぶ
し
た
よ
う
な
顔
で
振
り
返
っ
て
い
た
。 
 
 
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
、
社
会
部
は
黄
金
時
代
の
輝
き
を
失
っ
て
、
急
速
に
衰
亡
期
へ
と
入
っ
て
い
っ
た
。［
中
略
］
追
い
つ
き
追
い
越
せ
の
精
神
で
や
っ
て
き
た
読
売
の
組
織
全
体
に
、
目
標
を
達
成
し
た
こ
と
で
気
の
ゆ
る
み
が
生
じ
た
。
そ
の
一
つ
の
表
れ
が
記
者
た
ち
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
で
、
言
論
の
府
と
は
名
ば
か
り
の
小
市
民
集
団
に
成
り
下
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。（
16
） 
 
本
田
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
八
年
に
入
社
し
た
記
者
あ
た
り
か
ら
、「
ル
ー
テ
ィ
ン
・
ワ
ー
ク
は
こ
な
す
が
、
そ
れ
以
上
の
仕
事
は
し
な
い
と
い
う
傾
向
が
、
ゆ
っ
く
り
と
拡
が
り
は
じ
め
た
」
ら
し
い
。
事
件
が
起
き
た
の
に
、「
公
休
日
」
を
理
由
に
取
材
に
出
て
こ
よ
う
と
し
な
い
新
米
の
警
察
回
り
。
取
材
費
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
上
層
部
の
意
向
を
、
刃
向
か
う
こ
と
な
く
唯
々
諾
々
と
受
け
容
れ
て
し
ま
う
「
下
種
な
ゴ
マ
す
り
男
」。
こ
う
し
た
手
合
い
は
、
本
田
が
苛
立
ち
を
込
め
て
言
う
よ
う
に
社
会
部
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
だ
け
で
な
く
、
探
偵
役
に
は
ま
っ
た
く
相
容
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
趨
勢
は
本
田
が
属
し
て
い
た
読
売
新
聞
社
だ
け
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
言
論
の
自
由
が
奪
わ
れ
た
戦
争
と
占
領
期
が
少
し
遠
く
な
る
と
す
ぐ
に
、「
言
論
の
府
」
で
あ
る
と
い
う
自
負
は
忘
れ
去
ら
れ
、
新
聞
記
者
は
単
な
る
エ
リ
ー
ト
会
社
員
に
堕
し
て
い
っ
た
の
だ
。 
本
田
が
言
う
転
換
期
は
「
昭
和
三
十
年
代
後
半
」
に
訪
れ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
「
事
件
記
者
」
が
始
ま
っ
た
時
で
も
あ
る
。
本
田
靖
春
は
「
社
会
部
の
記
者
の
わ
る
い
癖
と
し
て
、
無
頼
を
気
取
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
実
の
と
こ
ろ
「
事
件
記
者
」
に
登
場
す
る
記
者
は
「
無
頼
」
が
似
合
う
「
自
由
人
」
と
い
う
よ
り
も
、「
社
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
大
切
に
す
る
「
小
市
民
集
団
」
に
近
い
も
の
だ
っ
た
。
一
九
五
九
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
中
央
公
論
臨
時
増
刊 
マ
ス
コ
ミ
読
本
』
に
は
、
朝
日
新
聞
と
毎
日
新
聞
と
読
売
新
聞
の
社
会
部
の
記
者
が
参
加
し
た
「
座
談
会 
事
件
記
者
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
出
席
し
た
毎
日
新
聞
社
会
部
の
記
者
は
、「
事
件
記
者
」
は
「
あ
る
面
で
は
真
実
に
触
れ
て
い
る
」
が
、
記
者
た
ち
が
「
刑
事
と
親
し
く
」
し
て
い
て
楽
に
取
材
で
き
て
い
る
点
が
気
に
く
わ
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な
い
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
現
実
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
た
記
者
た
ち
は
警
察
に
楯
突
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、そ
う
し
た
実
情
を
踏
ま
え
て
制
作
さ
れ
た
ド
ラ
マ
だ
っ
た
か
ら
こ
そ「
事
件
記
者
」
は
広
く
受
け
容
れ
ら
れ
た
。 
人
気
を
博
し
た
「
事
件
記
者
」
は
、
決
し
て
「
無
頼
」
な
集
団
な
ど
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
キ
ャ
ッ
プ
を
中
心
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
、
警
察
と
も
和
気
藹
々
と
や
り
な
が
ら
、
他
社
を
出
し
抜
い
て
特
ダ
ネ
を
掴
も
う
と
す
る
、
そ
ん
な
「
小
市
民
集
団
」
だ
っ
た
。
本
田
は
、
新
聞
記
者
が
「
ク
ラ
ブ
制
度
の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
、
用
意
さ
れ
た
官
製
ニ
ュ
ー
ス
を
鵜
呑
み
に
し
て
垂
れ
流
し
、
そ
れ
を
以
て
能
事
終
れ
り
と
す
る
風
潮
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
っ
た
」
結
果
、
い
つ
の
間
に
か
「
民
衆
の
側
に
身
を
置
く
べ
き
記
者
」
が
「
権
力
の
側
に
巧
妙
に
祭
り
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
」
と
、
自
戒
の
念
を
込
め
て
書
き
記
し
た
。
し
か
し
本
田
の
思
い
と
は
裏
腹
に
、
警
視
庁
記
者
ク
ラ
ブ
を
主
要
舞
台
に
、
権
力
と
つ
か
ず
離
れ
ず
の
関
係
で
活
躍
す
る
「
小
市
民
集
団
」
の
方
が
、
人
々
の
憧
憬
の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 本
田
靖
春
と
同
様
、
清
張
も
新
聞
記
者
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
を
嘆
い
て
い
た
。（
17
）
土
屋
礼
子
に
よ
れ
ば
、
清
張
は
「
野
党
精
神
に
あ
ふ
れ
真
実
を
追
究
す
る
使
命
に
忠
実
な
新
聞
記
者
と
い
う
理
想
像
」
を
抱
き
続
け
た
の
で
あ
る
。（
18
）
そ
ん
な
清
張
が
、
警
察
の
側
に
身
を
寄
せ
つ
つ
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
第
一
と
考
え
る
社
会
部
記
者
の
集
団
を
書
く
は
ず
も
な
か
っ
た
。
仮
に
社
会
部
所
属
の
記
者
を
中
心
人
物
に
据
え
る
と
し
て
も
、「
歪
ん
だ
複
写
」
の
田
原
典
太
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
単
独
で
行
動
し
、
ま
た
「
警
察
が
知
ら
な
い
の
が
魅
力
だ
」
と
考
え
、
警
察
さ
え
も
出
し
抜
こ
う
と
考
え
て
い
る
記
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
新
聞
社
と
い
う
組
織
に
属
す
る
平
凡
な
人
間
で
あ
り
な
が
ら
も
、「
自
由
人
」
と
し
て
の
気
質
を
失
っ
て
い
な
い
こ
と
。
そ
れ
が
清
張
の
考
え
る
記
者
の
条
件
で
あ
り
、
ま
た
推
理
小
説
の
中
心
人
物
た
り
得
る
必
須
の
要
素
だ
っ
た
。 
だ
か
ら
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
で
、
週
刊
誌
の
記
者
を
主
人
公
に
抜
擢
し
た
。
若
宮
四
郎
が
属
し
て
い
る
Ｒ
新
聞
社
の
週
刊
誌
は
、
新
聞
に
は
な
い
勢
い
の
あ
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
「
黒
い
風
土
」
の
中
で
登
場
し
て
い
た
。 
 
Ｒ
新
聞
社
の
出
版
部
が
片
手
間
み
た
い
に
や
っ
て
い
た
週
刊
誌
を
、
今
や
社
の
ド
ル
箱
に
ま
で
の
し
上
げ
た
の
は
、
一
に
木
谷
編
集
長
の
努
力
と
手
腕
の
た
め
で
あ
っ
た
。
彼
の
創
意
が
次
々
と
誌
面
に
ぶ
ち
込
ま
れ
、
そ
れ
が
読
者
に
清
新
さ
を
感
じ
さ
せ
、
歓
迎
さ
れ
、
Ｒ
誌
は
木
谷
編
集
長
の
代
に
急
速
に
伸
び
た
の
で
あ
る
。 
（
連
載
三
二
回
「
疑
惑
（
六
）」） 
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こ
の
一
節
を
見
る
限
り
、
Ｒ
誌
は
『
週
刊
朝
日
』
や
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
と
同
様
、
戦
前
に
創
刊
さ
れ
た
新
聞
社
系
列
の
週
刊
誌
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
が
、
序
章
で
確
認
し
た
週
刊
誌
ブ
ー
ム
―
一
九
五
二
年
に
『
週
刊
サ
ン
ケ
イ
』
と
『
週
刊
読
売
』
が
創
刊
さ
れ
、
一
九
五
六
年
に
『
週
刊
新
潮
』
が
創
刊
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
相
次
い
で
週
刊
誌
が
創
刊
さ
れ
た
―
の
渦
中
で
、
急
速
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 
週
刊
誌
ブ
ー
ム
の
中
で
創
刊
さ
れ
た
新
参
の
週
刊
誌
で
は
な
か
っ
た
と
は
言
え
、
Ｒ
誌
は
権
威
主
義
的
な
伝
統
と
は
無
縁
だ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
Ｒ
誌
に
は
、
木
谷
編
集
長
の
「
創
意
」
を
次
々
と
誌
面
に
ぶ
ち
込
ん
で
い
く
余
地
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
敏
腕
編
集
者
で
あ
り
、
か
つ
Ｒ
誌
に
情
熱
を
傾
け
る
木
谷
に
は
「
数
々
の
伝
説
め
い
た
話
」
が
存
在
し
て
い
た
。「
黒
い
風
土
」
は
、
木
谷
の
そ
う
し
た
「
伝
説
」
を
丁
寧
に
物
語
っ
て
い
く
。 
朝
一
番
に
読
者
か
ら
の
投
書
を
全
て
読
み
、
読
者
の
欲
望
を
掴
も
う
と
す
る
こ
と
。
Ｒ
誌
に
は
木
谷
が
創
始
し
た
好
評
の
コ
ラ
ム
欄
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
木
谷
が
「
冬
の
毎
朝
四
時
に
起
き
て
近
所
の
神
社
に
二
十
一
日
間
、
祈
願
に
通
い
詰
め
た
結
果
、
神
事
に
よ
っ
て
得
た
ア
イ
デ
ィ
ア
」
を
も
と
に
し
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
。
気
に
入
ら
な
い
挿
絵
を
描
い
た
挿
絵
画
家
の
頭
を
こ
づ
い
て
外
に
連
れ
出
し
、「
こ
こ
を
こ
う
い
う
風
に
描
け
、
人
物
の
配
置
は
こ
ん
な
風
に
、
と
構
図
を
細
か
に
教
え
た
」
こ
と
。
高
名
な
小
説
家
が
書
い
た
原
稿
が
気
に
入
ら
ず
書
き
直
し
を
頼
ん
だ
ら
拒
絶
さ
れ
た
の
で
、「
激
論
す
る
こ
と
一
時
間
あ
ま
り
、
遂
に
椅
子
を
ふ
り
上
げ
て
喧
嘩
」
に
な
っ
た
こ
と
。
こ
う
し
た
奔
放
さ
を
印
象
づ
け
る
「
伝
説
」
に
彩
ら
れ
た
木
谷
が
読
者
の
前
に
最
初
に
姿
を
現
わ
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。 
 
さ
て
、
そ
の
木
谷
は
、
机
の
上
で
、
束
に
な
っ
て
い
る
投
書
を
猛
烈
な
勢
い
で
読
ん
で
い
た
。
参
考
に
な
ら
ぬ
も
の
は
、
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
ま
と
め
て
、
ク
ズ
籠
の
中
に
投
げ
込
む
。
手
紙
を
読
ん
で
い
る
彼
の
眼
は
ぎ
ら
ぎ
ら
光
っ
て
い
た
。 
（
連
載
三
三
回
「
疑
惑
（
七
）」） 
 
「
ぎ
ら
ぎ
ら
」
し
た
眼
差
し
を
投
書
に
投
げ
か
け
る
木
谷
の
姿
は
、「
社
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
に
縛
ら
れ
た
「
小
市
民
」
と
い
う
よ
り
は
「
無
頼
」
に
近
い
。
新
聞
社
に
属
す
る
〝
会
社
人
間
〟
と
い
う
よ
り
も
、
天
才
的
な
能
力
を
有
し
た
〝
個
〟
と
し
て
、
編
集
部
の
中
で
際
立
っ
た
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。 
事
実
、
若
宮
四
郎
は
木
谷
編
集
長
と
児
玉
次
長
を
比
べ
て
、
し
ば
し
ば
「
ま
る
で
役
者
が
異
う
」
と
い
う
感
慨
を
抱
く
。
た
と
え
ば
熱
海
の
蒼
海
ホ
テ
ル
に
若
宮
が
泊
ま
っ
た
と
き
に
遭
遇
し
た
、
新
婚
の
夫
が
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錦
ヶ
浦
で
身
を
投
げ
た
事
件
を
報
告
し
た
と
き
も
、「
児
玉
は
、
平
凡
な
自
殺
と
し
て
、
鼻
で
扱
っ
て
い
た
が
、
木
谷
の
場
合
は
、
ま
る
で
正
反
対
だ
っ
た
」
の
で
あ
る
。 
 
そ
の
態
度
は
、
投
書
を
次
次
と
見
て
ゆ
き
な
が
ら
、
一
向
に
身
が
入
ら
ず
、
ウ
ワ
の
空
で
聞
い
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
が
、
実
は
、
ち
ゃ
ん
と
熱
心
に
聴
い
て
い
た
の
だ
。
そ
し
て
、
彼
の
カ
ン
は
、
ま
さ
し
く
、
若
宮
の
話
の
中
に
何
か
を
探
り
当
て
た
の
だ
。 
や
は
り
、
木
谷
は
木
谷
ら
し
い
、
と
若
宮
四
郎
は
感
心
し
た
。 
（
連
載
三
六
回
「
取
材
調
査
（
一
）」） 
 
「
黒
い
風
土
」
で
は
、
こ
の
よ
う
に
若
宮
四
郎
の
眼
を
通
し
て
、
木
谷
の
〝
木
谷
ら
し
さ
〟
が
際
立
た
せ
ら
れ
る
。
若
宮
は
木
谷
に
は
頭
の
上
が
ら
な
い
児
玉
次
長
を
蔑
む
。
ひ
と
を
凌
駕
す
る
能
力
も
な
く
、
編
集
長
に
従
う
し
か
な
い
、
会
社
人
間
然
と
し
た
児
玉
を
若
宮
は
心
中
で
常
に
小
馬
鹿
に
す
る
。
そ
う
し
た
児
玉
に
向
け
ら
れ
た
視
線
と
木
谷
に
注
が
れ
る
眼
差
し
は
、
物
語
の
そ
こ
こ
こ
で
対
比
さ
れ
、
後
者
に
込
め
ら
れ
た
憧
れ
の
色
彩
が
、
い
や
が
上
に
も
強
烈
な
印
象
を
残
す
よ
う
に
な
る
。
だ
か
ら
若
宮
が
、
批
判
す
る
ひ
と
も
多
い
木
谷
の
「
独
裁
主
義
」
を
肯
定
す
る
の
も
当
然
だ
っ
た
。 
 
雑
誌
の
編
集
に
限
っ
て
、
民
主
的
な
方
法
は
成
立
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。
や
は
り
、
編
集
長
の
個
性
が
強
く
出
な
い
と
、
雑
誌
の
特
徴
は
失
わ
れ
て
了
う
。
週
刊
Ｒ
誌
が
、
驚
異
的
に
伸
び
た
の
も
、
木
谷
の
編
集
長
の
代
に
な
っ
て
か
ら
で
、
彼
の
独
創
性
が
殆
ど
誰
の
反
対
も
受
け
つ
け
ず
に
、
強
引
に
独
走
し
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
成
功
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
尤
も
、
こ
の
方
針
は
一
歩
誤
る
と
非
常
な
危
険
が
あ
る
の
だ
が
。 
若
宮
四
郎
は
、
木
谷
編
集
長
の
性
格
に
、
と
か
く
批
判
は
あ
っ
て
も
、
心
で
は
彼
を
尊
敬
し
て
い
た
。 
（
連
載
四
〇
回
「
取
材
調
査
（
五
）」） 
 
「
黒
い
風
土
」
は
、
突
出
し
た
カ
リ
ス
マ
編
集
長
に
憧
れ
、
特
ダ
ネ
を
求
め
て
動
き
続
け
る
若
き
記
者
の
成
長
譚
と
い
う
側
面
を
兼
ね
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。 
そ
の
よ
う
な
木
谷
に
「
別
室
」
に
呼
ば
れ
た
の
だ
か
ら
、
若
宮
は
飛
び
上
が
ら
ん
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
編
集
部
に
は
特
別
な
部
屋
が
あ
っ
た
。
木
谷
が
「
別
室
」
と
言
い
、
他
の
部
員
た
ち
が
「
特
別
室
」
と
呼
ぶ
そ
の
部
屋
は
、
重
要
な
企
画
の
会
議
を
行
う
部
屋
で
、「
自
分
の
配
下
で
あ
る
他
の
編
集
部
員
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に
も
、内
容
を
ま
だ
知
ら
せ
た
く
な
い
と
き
」に
だ
け
使
わ
れ
る
部
屋
だ（
連
載
三
六
回「
取
材
調
査（
一
）」）。
だ
か
ら
木
谷
に
「
別
室
に
行
こ
う
か
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
編
集
部
の
部
員
に
と
っ
て
は
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
自
分
自
身
の
出
し
た
企
画
が
、
カ
リ
ス
マ
編
集
長
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
だ
。
錦
ヶ
浦
で
の
事
件
を
木
谷
に
伝
え
た
若
宮
は
「
別
室
」
に
呼
ば
れ
、「
い
け
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
お
墨
付
き
を
も
ら
う
。
さ
ら
に
「
は
っ
き
り
し
た
線
が
出
る
ま
で
、
あ
ま
り
騒
ぎ
た
く
な
い
」
か
ら
「
当
分
、
こ
れ
は
君
が
ひ
と
り
で
や
っ
て
く
れ
給
え
」
と
い
う
木
谷
の
言
葉
は
、
若
き
記
者
へ
の
信
頼
の
証
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
連
載
三
九
回
「
取
材
調
査
（
四
）」）。
そ
れ
ゆ
え
「
別
室
」
を
出
た
若
宮
は
意
気
揚
々
と
し
て
い
た
。
仲
の
良
い
同
僚
の
田
原
磯
夫
が
「
う
れ
し
そ
う
に
し
て
る
じ
ゃ
な
い
か
」
と
声
を
か
け
、「
特
別
室
に
召
還
さ
れ
た
じ
ゃ
な
い
か
」
と
羨
ん
だ
く
ら
い
だ
（
連
載
四
一
回
「
取
材
調
査
（
六
）」）。
編
集
部
の
部
員
に
と
っ
て
「
別
室
」
は
、
そ
れ
だ
け
特
別
な
場
所
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
そ
の
田
原
も
、
若
宮
が
北
海
道
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、
熱
海
で
の
調
査
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
じ
め
て
「
別
室
」
に
呼
び
入
れ
ら
れ
た
田
原
は
、
木
谷
の
前
に
座
ら
せ
ら
れ
る
や
い
な
や
緊
張
し
、「
早
く
も
固
唾
を
の
ん
で
い
た
」
表
情
に
な
っ
た
。
堅
く
な
っ
て
い
る
田
原
に
対
し
木
谷
は
、
次
の
よ
う
に
諭
し
始
め
た
。 
 
「
君
、
こ
れ
は
部
内
に
も
秘
密
だ
よ
。
誰
に
も
知
ら
せ
な
い
の
だ
。
勿
論
、
社
会
部
の
連
中
に
も
洩
れ
て
は
い
け
な
い
」 
週
刊
誌
が
こ
の
よ
う
に
発
達
し
、
互
の
雑
誌
が
特
集
記
事
、
い
わ
ゆ
る
ト
ッ
プ
争
い
と
な
る
と
、
材
料
の
鮮
度
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。 
新
聞
の
社
会
面
に
出
た
だ
け
で
も
、
新
鮮
さ
が
無
い
。
そ
の
点
で
は
、
週
刊
誌
の
特
集
は
、
今
や
新
聞
と
も
競
争
で
あ
っ
た
。
同
じ
社
内
発
行
の
も
の
で
も
こ
の
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。 
（
連
載
八
六
回
「
北
海
道
（
三
）」） 
 
木
谷
の
言
葉
は
「
社
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
第
一
と
す
る
人
間
の
も
の
で
は
な
い
。
会
社
全
体
の
利
益
よ
り
も
、
自
社
の
新
聞
を
出
し
抜
い
て
で
も
週
刊
誌
の
記
事
の
鮮
度
を
優
先
さ
せ
る
姿
勢
は
、
記
者
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
顕
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
つ
て
毎
日
新
聞
社
の
記
者
だ
っ
た
井
上
靖
は
「
新
聞
記
者
と
い
う
も
の
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
で
、
新
聞
記
者
の
仕
事
は
「
他
紙
と
の
競
争
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
、
「
抜
く
か
抜
か
れ
る
か
」
と
い
う
「
競
争
意
識
な
し
に
、
取
材
と
言
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
断
言
し
て
い
た
。（
19
）
木
谷
は
、
ま
さ
し
く
井
上
が
言
う
意
味
で
の
骨
の
髄
か
ら
の
記
者
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
木
谷
に
憧
れ
る
若
宮
も
、「
抜
く
か
抜
か
れ
る
か
」
と
い
う
切
羽
詰
ま
っ
た
意
識
で
取
材
を
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続
け
る
紛
れ
も
な
い
記
者
だ
っ
た
。 
 
実
際
、
若
宮
の
競
争
意
識
は
他
誌
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
木
谷
の
教
え
を
忠
実
に
守
っ
て
、
自
社
の
新
聞
に
も
向
け
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
若
宮
が
名
古
屋
支
局
に
立
ち
寄
っ
た
と
き
の
こ
と
だ
。
支
局
に
は
同
期
入
社
の
黒
崎
が
い
る
。
出
版
部
に
配
属
さ
れ
週
刊
誌
の
記
者
を
し
て
い
る
若
宮
に
対
し
、
黒
崎
は
社
会
部
の
記
者
だ
。
黒
崎
は
、
わ
ざ
わ
ざ
名
古
屋
に
ま
で
や
っ
て
来
て
、
平
凡
そ
う
な
事
件
を
嗅
ぎ
ま
わ
り
続
け
る
若
宮
に
向
か
っ
て
、「
一
体
、君
た
ち
は
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
ね
？
」と
探
り
を
入
れ
て
く
る
。
そ
れ
に
対
し
若
宮
は
「
さ
あ
、
ど
う
か
な
」
と
は
ぐ
ら
か
し
打
ち
明
け
よ
う
と
は
し
な
い
（
連
載
二
九
七
回
「
新
し
い
殺
人
（
十
四
）」）。
支
局
で
Ｒ
誌
の
編
集
部
に
電
話
を
か
け
る
と
き
も
、「
若
宮
の
い
い
方
は
、
そ
ば
に
黒
崎
が
居
る
た
め
、
自
然
と
抽
象
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
」
ほ
ど
に
、
若
宮
は
取
材
の
内
容
を
秘
匿
し
よ
う
と
す
る
（
連
載
二
九
八
回
「
新
し
い
殺
人
（
十
五
）」）。
若
宮
に
と
っ
て
は
、
同
期
に
入
社
し
た
自
社
の
社
会
部
記
者
も
、
競
争
相
手
の
ひ
と
り
で
し
か
な
い
。
憧
れ
の
木
谷
に
倣
っ
て
若
宮
は
、「
社
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
に
囚
わ
れ
な
い
〝
個
〟
と
し
て
の
記
者
の
道
を
歩
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。 
 
こ
う
し
た
木
谷
や
若
宮
の
姿
は
、
連
載
三
一
六
回
か
ら
三
一
九
回
に
か
け
て
登
場
す
る
三
木
と
い
う
記
者
と
は
好
対
照
だ
。
新
聞
社
の
編
集
局
に
所
属
す
る
三
木
は
、
偽
ド
ル
事
件
の
専
門
家
で
あ
る
。
一
連
の
事
件
と
偽
ド
ル
事
件
が
関
係
あ
る
の
で
は
と
考
え
始
め
た
若
宮
は
、
三
木
か
ら
話
を
聞
き
出
そ
う
と
、
次
の
よ
う
に
言
う
。 
 
「
こ
の
事
件
の
内
容
は
、
勝
手
で
す
が
、
い
ま
、
申
し
上
げ
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
ん
で
す
。
大
へ
ん
、
わ
が
ま
ま
な
い
い
方
で
す
が
、
三
木
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
手
が
け
て
こ
ら
れ
た
に
せ
ド
ル
事
件
の
経
過
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？
」 
（
連
載
三
一
六
回
「
線
を
追
う
（
四
）」） 
 
若
宮
の
問
い
か
け
は
身
勝
手
な
も
の
だ
。
自
ら
の
手
の
内
を
晒
そ
う
と
は
せ
ず
、
相
手
が
調
べ
続
け
た
成
果
だ
け
を
掠
め
取
ろ
う
と
す
る
。
も
し
三
木
が
「
抜
く
か
抜
か
れ
る
か
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
た
正
真
正
銘
の
記
者
で
あ
っ
た
の
な
ら
、
自
ら
が
取
材
し
た
内
容
を
、
見
返
り
も
な
く
教
え
る
こ
と
な
ど
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
三
木
は
「
そ
う
で
す
な
」
と
言
っ
て
、
あ
っ
さ
り
話
し
始
め
て
し
ま
う
。「
捜
査
本
部
も
、
つ
い
解
散
に
な
る
よ
う
な
始
末
で
、
当
局
も
、
と
う
と
う
犯
人
が
わ
か
ら
ず
お
手
上
げ
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、「
わ
た
し
の
方
も
、
つ
い
で
に
シ
ャ
ッ
ポ
を
脱
い
だ
」
と
言
う
三
木
に
は
、
警
察
の
動
向
に
同
調
す
る
こ
と
を
疑
お
う
と
も
し
な
い
「
小
市
民
」
と
し
て
の
記
者
の
姿
が
垣
間
見
え
る
（
連
載
三
一
七
回
「
線
を
追
う
（
五
）」）。
警
察
を
も
ラ
イ
バ
ル
視
し
て
、
警
察
に
先
ん
じ
て
事
件
の
真
相
に
迫
ろ
う
と
焦
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る
若
宮
と
は
、
こ
こ
で
も
ま
っ
た
く
の
好
対
照
を
形
作
る
。 
た
と
え
ば
若
宮
は
北
海
道
で
巡
査
部
長
が
死
ん
だ
事
件
に
つ
い
て
調
べ
て
い
た
と
き
、
過
失
事
故
に
よ
る
溺
死
だ
と
い
う
警
察
の
発
表
を
鵜
呑
み
に
し
て
疑
お
う
と
も
し
な
い
小
樽
の
通
信
員
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
違
和
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。 
 
警
察
の
発
表
が
、
単
な
る
過
失
に
な
っ
た
以
上
、
通
信
員
の
熱
意
が
無
い
こ
と
は
分
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
事
件
は
、
も
っ
と
新
聞
記
者
と
し
て
詮
鑿
マ
マ
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。 
（
連
載
一
〇
九
回
「
小
樽
に
て
（
十
二
）」） 
 
こ
の
小
樽
の
通
信
員
だ
け
で
は
な
い
。
名
古
屋
支
局
の
黒
崎
も
、
編
集
局
の
三
木
も
、「
無
頼
」
と
は
無
縁
だ
。
木
谷
の
眼
差
し
が
持
っ
て
い
た
ぎ
ら
つ
き
を
、
彼
ら
に
感
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
黒
い
風
土
」
に
登
場
す
る
新
聞
記
者
は
、
い
ず
れ
も
微
温
的
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
記
者
な
の
で
あ
る
。 
も
は
や
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
黒
い
風
土
」
と
い
う
新
聞
小
説
で
清
張
は
、
新
聞
記
者
と
い
う
存
在
を
相
対
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
招
来
さ
れ
た
の
が
、
週
刊
誌
の
記
者
だ
っ
た
。
木
谷
の
姿
を
通
し
て
、
そ
し
て
木
谷
を
追
い
か
け
る
若
宮
の
振
る
ま
い
を
通
し
て
清
張
は
、
〝
個
〟
と
し
て
の
自
ら
を
忘
れ
「
社
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
に
絡
め
取
ら
れ
た
新
聞
記
者
へ
の
皮
肉
を
物
語
ろ
う
と
し
た
。「
黒
い
風
土
」
は
新
聞
記
者
の
批
判
を
目
論
ん
だ
新
聞
小
説
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
し
た
が
っ
て
、
若
手
記
者
で
あ
る
若
宮
に
記
者
と
し
て
の
道
を
指
し
示
す
と
い
う
意
味
で
も
、
ま
た
生
温
い
記
者
た
ち
を
畏
怖
さ
せ
る
突
出
し
た
〝
個
〟
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
も
、「
黒
い
風
土
」
に
お
け
る
木
谷
編
集
長
の
存
在
は
と
て
も
重
要
だ
っ
た
。「
黒
い
風
土
」
に
お
い
て
、
事
件
を
解
決
に
導
く
役
割
を
担
う
の
が
木
谷
で
あ
っ
た
と
し
て
も
驚
く
に
当
た
ら
な
い
。「
黒
い
風
土
」
に
お
け
る
木
谷
は
、
若
宮
四
郎
と
い
う
若
手
記
者
の
よ
き
先
達
な
の
で
あ
る
。
連
載
三
八
一
回
か
ら
始
ま
る
「
編
集
長
の
推
理
」
と
い
う
章
段
に
お
い
て
木
谷
は
、
若
宮
の
取
材
内
容
と
推
理
を
聞
き
な
が
ら
、
不
備
を
補
い
論
理
を
整
合
さ
せ
、
若
宮
に
解
決
へ
の
道
筋
を
示
し
た
。「
黒
い
風
土
」
で
事
件
を
終
局
に
向
か
わ
せ
る
舵
取
り
役
は
木
谷
だ
っ
た
。 
し
か
し
な
が
ら
、【
資
料
５
】
を
見
れ
ば
わ
か
る
通
り
、「
編
集
長
の
推
理
」
の
章
段
は
『
黄
色
い
風
土
』
で
は
全
面
的
に
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
木
谷
編
集
長
の
敏
腕
ぶ
り
を
伝
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、
こ
と
ご
と
く
削
り
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
結
果
的
に
『
黄
色
い
風
土
』
に
お
け
る
木
谷
の
存
在
感
は
薄
め
ら
れ
た
。
新
聞
小
説
「
黒
い
風
土
」
が
内
包
し
て
い
た
批
判
精
神
は
、『
黄
色
い
風
土
』
が
作
ら
れ
る
過
程
で
抑
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
新
聞
記
者
批
判
は
、
新
聞
小
説
欄
で
遂
行
さ
れ
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
意
味
あ
る
も
の
と
な
る
と
清
張
は
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。 
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「
黒
い
風
土
」
に
お
い
て
、
週
刊
誌
記
者
と
い
う
記
号
は
重
要
な
意
味
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
若
宮
四
郎
を
記
者
一
般
と
い
う「
類
型
学
」の
視
点
か
ら
見
て
い
た
の
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
週
刊
誌
記
者
／
新
聞
記
者
と
い
う
差
異
に
着
目
し
て
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
で
、
は
じ
め
て
木
谷
や
若
宮
の
役
割
は
鮮
明
な
も
の
と
な
っ
た
。
一
見
「
類
型
」
的
に
見
え
て
し
ま
う
清
張
の
言
葉
の
連
な
り
は
、
具
体
的
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。 
「
黒
い
風
土
」
で
清
張
は
、
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
「
事
件
記
者
」
に
象
徴
さ
れ
る
、
憧
憬
の
対
象
と
し
て
の
新
聞
記
者
を
相
対
化
し
、
新
聞
社
内
部
か
ら
批
判
す
る
た
め
に
新
聞
社
の
出
版
部
に
所
属
す
る
若
手
記
者
を
主
人
公
と
し
て
招
聘
し
た
。
清
張
は
そ
う
し
た
批
判
を
、
新
聞
の
小
説
欄
と
い
う
新
聞
の
内
部
で
実
践
し
た
。
外
部
に
位
置
す
る
第
三
者
と
し
て
安
全
な
立
場
か
ら
揶
揄
す
る
の
で
は
な
く
、
新
聞
社
の
内
部
に
属
す
る
主
人
公
に
仮
託
し
て
、
新
聞
と
い
う
媒
体
に
掲
載
さ
れ
る
小
説
を
通
し
て
、
清
張
は
批
判
を
遂
行
し
た
。 
清
張
は
、「
大
き
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」
に
属
さ
ざ
る
を
得
な
い
人
間
た
ち
を
、
好
ん
で
描
い
て
き
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
人
間
た
ち
を
通
し
て
、
清
張
は
内
部
に
充
足
す
る
こ
と
に
満
足
し
て
し
ま
う
こ
と
の
愚
か
さ
や
危
険
を
露
わ
に
し
続
け
て
き
た
。
組
織
の
中
で
組
織
の
一
要
素
に
還
元
し
尽
く
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
組
織
に
属
し
つ
つ
も
〝
個
〟
を
保
持
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
語
り
続
け
た
の
で
あ
る
。
清
張
は
、
組
織
な
ど
と
は
無
縁
と
い
っ
た
風
情
の
英
雄
的
な
人
間
を
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
に
語
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
組
織
に
埋
も
れ
る
こ
と
で
安
ら
ぎ
を
得
よ
う
と
す
る
人
間
を
諦
念
を
も
っ
て
描
く
こ
と
も
し
な
い
。
組
織
の
中
で
自
ら
の
〝
個
〟
を
保
持
す
る
た
め
に
奮
闘
し
、
内
部
か
ら
組
織
へ
の
批
判
を
体
現
し
て
し
ま
う
人
間
を
、
清
張
は
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
筆
致
で
書
い
て
い
っ
た
。「
黒
い
風
土
」
と
い
う
新
聞
小
説
に
は
、
そ
う
し
た
清
張
ら
し
さ
が
満
ち
溢
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
   
注 （
１
）
周
知
の
通
り
、「
大
菩
薩
峠
」
は
一
九
一
三
年
九
月
十
二
日
の
『
都
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
て
以
来
、
一
九
四
一
年
六
月
二
日
に
「
椰
子
林
の
巻
」
を
書
き
下
ろ
し
で
刊
行
す
る
ま
で
、
約
二
十
八
年
に
わ
た
っ
て
書
き
継
が
れ
、
結
局
未
完
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
間
『
都
新
聞
』
を
始
め
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』
『
東
京
日
日
新
聞
』『
国
民
新
聞
』
等
に
掲
載
さ
れ
た
。「
大
菩
薩
峠
」
論
は
数
多
く
あ
る
が
、
新
聞
小
説
と
し
て
の
側
面
に
光
を
当
て
た
試
み
と
し
て
、
伊
東
祐
吏
『「
大
菩
薩
峠
」
を
都
新
聞
で
読
む
』
（
論
創
社
、
二
〇
一
三
年
五
月
）
が
最
近
刊
行
さ
れ
た
。 
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（
２
）
長
谷
川
泉
・
武
田
勝
彦
編
『
現
代
新
聞
小
説
事
典
』
所
収
（
至
文
堂
、
一
九
七
七
年
十
二
月
）。 
（
３
）
川
端
康
成
『
古
都
』（
新
潮
社
、
一
九
六
二
年
六
月
）。 
（
４
）
清
張
作
品
に
お
け
る
本
文
の
異
同
を
検
討
し
た
り
、
ま
た
改
稿
過
程
の
確
認
を
行
っ
た
り
し
た
啓
発
的
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。 
・
中
川
里
志
「〈
資
料
研
究
〉「
点
と
線
」（
原
稿
・
雑
誌
・
単
行
本
・
全
集
）
の
校
異
に
つ
い
て
」
（『
松
本
清
張
研
究
』、
二
〇
〇
一
年
三
月
） 
・
中
川
里
志
「『
黒
い
画
集
』
に
お
け
る
模
索
と
実
験
の
跡
―
「
遭
難
」「
証
言
」「
坂
道
の
家
」
の
校
異
を
通
し
て
―
」（『
松
本
清
張
研
究
』、
二
〇
〇
三
年
三
月
） 
・
松
本
常
彦
「
大
衆
文
学
に
お
け
る
本
文
研
究
―
「
時
間
の
習
俗
」
を
例
に
し
て
―
」（
梅
光
学
院
大
学
公
開
講
座
論
集
第
五
八
集
『
松
本
清
張
を
読
む
』、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
十
月
） 
・
松
本
常
彦
「
本
文
と
い
う
ミ
ス
テ
リ
ー
・
松
本
清
張
「
時
間
の
習
俗
」
の
場
合
」（『
叙
説
』、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
） 
（
５
）『
図
書
新
聞
』
一
九
六
一
年
十
二
月
二
十
三
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
一
九
六
一
年
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
・
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
順
位
の
一
部
を
、
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。
清
張
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
ぶ
り
を
否
応
な
く
実
感
さ
せ
ら
れ
る
順
位
表
と
な
っ
て
い
る
。 
一
位 
 
松
本
清
張
『
砂
の
器
』
光
文
社 
二
位 
 
松
本
清
張
『
影
の
地
帯
』
光
文
社 
三
位 
 
水
上
勉
『
虚
名
の
鎖
』
光
文
社 
四
位 
 
井
上
靖
『
群
舞
』
毎
日
新
聞
社 
五
位 
 
高
木
彬
光
『
誘
拐
』
光
文
社 
六
位 
 
三
浦
哲
郎
『
忍
ぶ
川
』
新
潮
社 
七
位 
 
松
本
清
張
『
霧
の
旗
』
中
央
公
論
社 
八
位 
 
柴
田
錬
三
郎
『
図
々
し
い
奴
』
光
文
社 
九
位 
 
五
味
川
純
平
『
自
由
と
の
契
約
１
～
６
』
三
一
書
房 
十
位 
 
松
本
清
張
『
黒
い
画
集
』
光
文
社 
十
一
位 
中
薗
英
助
『
密
着
』
光
文
社 
十
二
位 
石
坂
洋
次
郎
『
あ
い
つ
と
私
』
新
潮
社 
十
三
位 
石
川
達
三
『
満
た
さ
れ
た
生
活
』
新
潮
社 
十
四
位 
水
上
勉
『
雁
の
寺
』
文
藝
春
秋
新
社 
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十
五
位 
松
本
清
張
『
黄
色
い
風
土
』
講
談
社 
十
六
位 
松
本
清
張
『
考
え
る
葉
』
角
川
書
店 
十
七
位 
源
氏
鶏
太
『
堂
々
た
る
人
生
』
集
英
社 
十
八
位 
石
原
慎
太
郎
『
青
年
の
樹
』
角
川
書
店 
十
九
位 
水
上
勉
『
爪
』
光
文
社 
二
十
位 
松
本
清
張
『
日
本
の
黒
い
霧
』
文
藝
春
秋
新
社 
二
一
位 
松
本
清
張
『
歪
ん
だ
複
写
』
新
潮
社 
二
二
位 
松
本
清
張
『
影
の
車
』
中
央
公
論
社 
二
三
位 
源
氏
鶏
太
『
女
性
自
身
』
光
文
社 
二
五
位 
佐
野
洋
『
完
全
試
合
』
光
文
社 
（
６
）
清
張
に
岸
田
劉
生
に
つ
い
て
書
く
時
間
的
余
裕
は
な
か
な
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。「
劉
生
晩
期
」
の
連
載
が
『
芸
術
新
潮
』
で
始
ま
る
の
は
、
一
九
六
五
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
（
四
月
ま
で
）。 
（
７
）
第
二
部
第
一
章
で
も
指
摘
し
た
こ
と
だ
が
、
初
出
紙
で
あ
る
『
北
海
道
新
聞
』
と
『
西
日
本
新
聞
』
と
『
中
部
日
本
新
聞
』
三
紙
の
間
に
も
、
本
文
の
異
同
を
若
干
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
異
同
の
ほ
と
ん
ど
が
表
記
レ
ベ
ル
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
清
張
の
意
図
で
な
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
新
聞
社
の
意
向
で
な
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
断
定
で
き
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
本
研
究
で
は
、
初
出
紙
三
紙
間
の
相
違
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
断
念
す
る
こ
と
に
し
た
。
戦
後
新
聞
小
説
に
お
け
る
仮
名
遣
い
の
問
題
と
絡
め
て
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
本
論
に
お
け
る
「
黒
い
風
土
」
か
ら
の
引
用
は
、
特
に
断
り
が
な
い
限
り
、
原
則
と
し
て
『
北
海
道
新
聞
』
に
拠
る
。 
（
８
）「
推
理
小
説
時
代
」（
後
に
「
推
理
小
説
の
読
者
」
と
改
題
、『
婦
人
公
論
』、
一
九
五
八
年
五
月
）。 
（
９
）
若
宮
が
確
信
を
持
っ
て
伝
え
た
、
他
殺
体
は
長
谷
川
吾
市
で
あ
る
と
い
う
情
報
を
も
と
に
小
田
原
署
は
捜
査
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
連
載
一
五
一
回
「
宿
泊
名
簿
（
七
）」
で
、
真
鶴
岬
の
被
害
者
は
若
宮
が
考
え
て
い
た
通
り
に
長
谷
川
吾
市
で
、
警
察
が
長
谷
川
の
周
辺
を
捜
査
し
続
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。『
黄
色
い
風
土
』
で
は
、
小
樽
で
見
つ
か
っ
た
溺
死
体
が
長
谷
川
吾
市
で
あ
る
と
い
う
若
宮
の
思
い
込
み
は
、
い
つ
の
間
に
か
事
実
と
な
っ
て
読
者
に
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
警
察
の
捜
査
等
に
よ
っ
て
事
実
と
し
て
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
も
、「
黒
い
風
土
」
で
は
何
と
か
保
た
れ
て
い
た
整
合
性
が
、『
黄
色
い
風
土
』
に
お
い
て
は
、
強
引
な
削
除
に
よ
っ
て
完
全
に
瓦
解
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 
（
10
）「
黒
い
風
土
」
で
は
ア
二
三
一
は
部
隊
名
と
な
っ
て
い
る
が
、『
黄
色
い
風
土
』
で
は
作
戦
名
（
ア
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ジ
サ
イ
工
作
）
と
な
っ
て
い
る
。【
資
料
６
】
Ｙ
を
参
照
。 
（
11
）
注
（
10
）
を
参
照
。 
（
12
）
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
「
事
件
記
者
」
の
映
像
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
一
九
五
八
年
七
月
九
日
と
十
六
日
に
放
映
さ
れ
た
「
影
な
き
男
」
の
み
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
映
像
が
残
さ
れ
て
い
た
。『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
草
創
期
の
名
作 
事
件
記
者
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
も
な
っ
て
い
る
。
私
自
身
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
な
っ
た
「
影
な
き
男
」
だ
け
で
あ
る
。 
一
作
し
か
見
て
い
な
い
私
が
「
事
件
記
者
」
全
体
を
評
価
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
「
影
な
き
男
」
は
、「
事
件
記
者
」
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
と
し
て
の
質
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
に
充
分
な
出
来
映
え
だ
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
・
ロ
ー
ル
は
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
「
鳥
」（「
影
な
き
男
」
よ
り
も
後
の
一
九
六
三
年
に
公
開
さ
れ
た
映
画
だ
が
）
を
思
わ
せ
、
新
聞
を
次
か
ら
次
へ
と
刷
っ
て
い
く
輪
転
機
の
映
像
は
オ
ー
ソ
ン
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
「
市
民
ケ
ー
ン
」
を
想
起
さ
せ
、
陰
影
を
う
ま
く
使
っ
た
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
は
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
グ
の
「
暗
黒
街
の
弾
痕
」
を
、
テ
ン
ポ
の
良
い
展
開
は
ハ
ワ
ー
ド
・
ホ
ー
ク
ス
の
「
暗
黒
街
の
顔
役
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
犯
罪
映
画
の
名
作
に
比
肩
し
得
る
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
が
一
九
五
〇
年
代
に
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
、
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。 
ち
な
み
に
「
影
な
き
男
」
で
扱
わ
れ
て
い
た
の
は
、
奇
し
く
も
「
黒
い
風
土
」
と
同
じ
く
、
偽
造
紙
幣
の
事
件
だ
っ
た
。「
影
な
き
男
」
し
か
見
ら
れ
な
い
現
状
で
は
、「
黒
い
風
土
」
に
お
け
る
「
事
件
記
者
」
の
影
響
を
測
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
も
清
張
は
「
テ
レ
ビ
を
ほ
と
ん
ど
見
な
い
」
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
い
う
（「
朝
の
新
聞
」、『
新
潮
』、
一
九
六
四
年
一
月
）。
だ
か
ら
清
張
が
一
度
で
も
「
事
件
記
者
」
を
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
す
ら
定
か
で
は
な
い
。
だ
が
、
テ
レ
ビ
が
清
張
の
作
品
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
と
い
う
問
題
も
ま
た
興
味
深
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
周
知
の
通
り
、
清
張
の
作
品
の
多
く
は
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
化
さ
れ
て
お
り
、〈
清
張
→
テ
レ
ビ
〉
と
い
う
関
係
は
注
目
を
浴
び
や
す
い
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
な
く
、〈
テ
レ
ビ
→
清
張
〉
と
い
う
関
係
に
つ
い
て
も
、
今
後
よ
り
い
っ
そ
う
考
察
の
対
象
と
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
テ
レ
ビ
の
視
聴
率
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
聞
小
説
「
渦
」（「
黒
い
線
刻
画
」
の
一
作
と
し
て
連
載
、
『
日
本
経
済
新
聞
』、
一
九
七
六
年
三
月
十
八
日
～
一
九
七
七
年
一
月
八
日
）
も
、〈
テ
レ
ビ
→
清
張
〉
と
い
う
文
脈
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
読
み
解
か
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 
（
13
）『
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座 
第
三
巻 
新
聞
・
雑
誌
・
出
版
』
所
収
（
河
出
書
房
、
一
九
五
四
年
十
一
月
）。 
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（
14
）『
新
聞
研
究
』
一
九
六
四
年
一
月
号
。 
（
15
）「
ニ
ュ
ー
ス
マ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
作
品
の
う
ち
、
現
時
点
で
確
認
で
き
た
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 
①
入
江
徳
郎
『
泣
虫
記
者
』（
鱒
書
房
、
一
九
五
二
年
五
月
） 
②
入
江
徳
郎
『
続
泣
虫
記
者
』（
鱒
書
房
、
一
九
五
二
年
九
月
） 
③
扇
谷
正
造
『
え
ん
ぴ
つ
軍
記
』（
鱒
書
房
、
一
九
五
二
年
十
月
） 
④
戸
川
幸
夫
『
夕
刊
小
僧
』（
鱒
書
房
、
一
九
五
二
年
十
月
） 
⑤
辻
本
芳
雄
『
夕
刊
小
僧
』（
鱒
書
房
、
一
九
五
二
年
十
一
月
） 
⑥
桜
田
門
夫
『
聞
助
捕
物
帖
』（
鱒
書
房
、
一
九
五
三
年
三
月
） 
⑦
入
江
徳
郎
『
続
々
泣
虫
記
者
』（
鱒
書
房
、
一
九
五
三
年
六
月
） 
⑧
羽
中
田
誠
『
酔
い
ど
れ
記
者
』（
鱒
書
房
、
一
九
五
三
年
十
二
月
） 
⑨
入
江
徳
郎
『
サ
ム
ラ
イ
記
者
』（
鱒
書
房
、
一
九
五
三
年
十
二
月
） 
（
16
）
本
田
靖
春
『
我
、
拗
ね
者
と
し
て
生
涯
を
閉
ず
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）。
古
谷
糸
子
も
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 
〈
新
聞
記
者
の
眼
〉』（
社
会
思
想
社
、
一
九
六
三
年
十
二
月
）
で
、「
敗
戦
を
契
機
と
し
て
、
世
間
が
急
激
に
民
主
化
し
て
い
っ
た
わ
り
に
は
、
新
聞
社
の
内
部
は
、
戦
前
の
自
由
な
空
気
と
逆
に
、
重
苦
し
い
空
気
が
漂
っ
て
い
た
」
と
述
べ
、
戦
後
に
な
っ
て
、「
出
勤
時
間
や
、
公
休
、
居
残
り
な
ど
も
、
戦
前
に
は
な
か
っ
た
う
る
さ
い
ワ
ク
で
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
的
に
規
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
と
述
べ
、「
戦
後
の
新
聞
記
者
が
、
し
だ
い
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
的
に
な
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
る
の
も
、
そ
う
し
た
環
境
の
中
で
育
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
指
摘
し
て
い
た
。 
 
 
 
も
ち
ろ
ん
本
田
や
古
谷
が
述
べ
て
い
る
よ
う
な
新
聞
記
者
像
（
特
に
社
会
部
記
者
像
）
が
、
多
分
に
郷
愁
に
彩
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
映
画
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
流
布
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
点
に
も
、
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
『
新
聞
の
取
材
』（
同
文
館
、
一
九
五
五
年
六
月
）
で
山
田
年
栄
は
、
次
の
よ
う
に
注
意
を
促
し
て
い
た
。 
 
 
  
 
 
「
社
会
部
記
者
」
と
い
う
と
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
斜
め
に
か
ぶ
り
、
ク
タ
ビ
れ
た
上
衣
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
鉛
筆
を
二
、
三
本
ブ
チ
込
ん
で
、
と
こ
ろ
き
ら
わ
ず
無
作
法
に
振
舞
う
の
を
当
然
と
心
得
て
い
る
―
そ
ん
な
ス
タ
イ
ル
の
人
間
が
、
映
画
な
ど
に
現
れ
て
く
る
こ
と
が
多
い
が
、
実
際
の
社
会
部
に
こ
う
い
う
種
類
の
記
者
は
、
も
は
や
一
人
も
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
一
般
の
勤
労
者
と
同
じ
生
活
態
度
で
、
記
者
活
動
と
い
う
労
仂ママ
に
従
事
し
て
い
る
わ
け
で
、
た
だ
労
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仂ママ
条
件
、
環
境
な
ど
が
多
少
特
殊
な
だ
け
で
あ
る
。 
  
 
映
画
や
小
説
な
ど
に
よ
っ
て
、
社
会
部
記
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
現
実
の
記
者
と
記
者
の
表
象
は
乖
離
す
る
。
新
聞
小
説
を
書
こ
う
と
す
る
小
説
家
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、
多
く
の
読
者
が
抱
い
て
い
る
記
者
像
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
記
者
像
を
現
実
と
混
同
し
て
実
際
の
記
者
を
論
じ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
本
論
の
主
眼
は
、
現
実
の
記
者
を
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
言
説
の
中
に
現
わ
れ
た
記
者
像
を
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。
と
は
い
え
、
古
谷
が
「
〝
新
聞
記
者
が
何
よ
り
も
好
き
だ
〟
と
、
す
べ
て
の
情
熱
を
そ
の
こ
と
に
賭
け
て
い
た
戦
前
派
に
く
ら
べ
た
ら
、
い
ま
の
人
た
ち
は
、
仕
事
に
対
し
て
も
ず
っ
と
冷
静
で
あ
り
、
私
生
活
を
た
い
せ
つ
に
考
え
て
い
る
」
と
書
き
つ
つ
、「
た
と
え
昔
の
新
聞
社
が
、
ど
ん
な
に
た
の
し
か
っ
た
と
し
て
も
、
時
代
と
と
も
に
か
わ
っ
て
ゆ
く
の
が
本
当
で
あ
ろ
う
」
と
郷
愁
と
と
も
に
慨
嘆
し
て
い
る
の
を
眼
に
す
る
と
、
戦
後
に
お
け
る
記
者
の
変
容
に
は
興
味
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
小
説
や
映
画
の
中
の
記
者
表
象
も
、
現
実
の
記
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
醸
成
し
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
記
者
像
の
変
遷
は
、
言
論
の
あ
り
方
の
変
化
や
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方
の
変
遷
を
考
え
る
手
が
か
り
に
な
る
よ
う
に
も
思
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 
（
17
）加
藤
周
一
と
の
対
談「
新
聞
の
現
状
を
ど
う
変
え
る
か
」（『
文
学
と
社
会
―
松
本
清
張
対
談
集
』
所
収
、
新
日
本
出
版
社
、
一
九
七
七
年
五
月
）
で
、
清
張
は
次
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
た
。 
 
さ
っ
き
の
大
新
聞
社
の
官
僚
化
に
関
連
す
る
け
れ
ど
も
、
い
ま
の
新
聞
記
者
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
て
い
ま
す
よ
。
昔
は
そ
う
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
新
聞
と
い
う
使
命
を
自
分
自
身
の
も
の
と
し
て
、
労
働
時
間
も
考
え
ず
、
骨
身
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
よ
く
勉
強
し
た
も
の
で
す
。［
中
略
］
と
こ
ろ
が
、
こ
の
頃
は
記
者
ク
ラ
ブ
詰
め
が
い
い
と
こ
ろ
、
二
、
三
年
く
ら
い
で
、
新
顔
と
交
代
す
る
。
こ
れ
じ
ゃ
あ
何
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
本
省
か
ら
の
発
表
も
の
を
貰
っ
て
、
デ
ス
ク
に
出
す
よ
う
な
も
の
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
で
す
か
ら
ど
の
新
聞
を
見
て
も
同
じ
よ
う
な
記
事
ば
か
り
で
す
ね
。
こ
の
面
で
は
新
聞
の
官
報
化
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
当
局
の
発
表
を
並
べ
る
ん
な
ら
ニ
ュ
ー
ス
じ
ゃ
な
い
…
…
。 
読
者
が
知
り
た
い
の
は
、
新
し
い
行
政
を
打
出
し
た
裏
側
は
な
ん
な
の
か
、
官
僚
の
考
え
方
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
発
表
も
の
だ
け
貰
っ
て
帰
る
ん
じ
ゃ
あ
、
ま
す
ま
す
新
聞
の
低
下
を
来
た
す
と
思
い
ま
す
。 
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こ
こ
で
清
張
が
述
べ
て
い
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
」
し
た
新
聞
記
者
、「
本
省
か
ら
の
発
表
も
の
を
貰
っ
て
、
デ
ス
ク
に
出
す
よ
う
な
」
記
者
こ
そ
、「
黒
い
風
土
」
に
登
場
す
る
Ｒ
新
聞
社
の
新
聞
記
者
た
ち
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
木
谷
編
集
長
や
若
宮
四
郎
と
い
っ
た
週
刊
Ｒ
誌
の
記
者
は
「
労
働
時
間
も
考
え
ず
」
骨
身
を
惜
し
ま
な
い
記
者
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
た
。「
黒
い
風
土
」
に
は
、
清
張
の
新
聞
記
者
観
が
具
現
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
（
18
）
土
屋
礼
子
「
松
本
清
張
の
メ
デ
ィ
ア
戦
記
」（『
松
本
清
張
研
究
』
第
八
号
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）。 
（
19
）
井
上
靖
「
新
聞
記
者
と
い
う
も
の
」（『
新
聞
の
読
み
方
に
関
す
る
十
二
章
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
五
四
年
七
月
）。 
  
197 
 
第
三
章 
周
縁
か
ら
の
物
語 
―
新
聞
小
説
「
黒
い
風
土
」
を
読
む 
  
一 
周
縁
と
し
て
の
週
刊
誌
記
者 
 
「
黒
い
風
土
」
の
中
心
人
物
・
若
宮
四
郎
は
Ｒ
新
聞
社
の
出
版
部
が
出
し
て
い
る
週
刊
誌
Ｒ
誌
の
記
者
で
あ
る
。
第
二
部
第
二
章
で
は
、
物
語
に
お
け
る
週
刊
誌
記
者
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
た
。
週
刊
誌
の
記
者
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
「
小
市
民
集
団
」
と
化
し
つ
つ
あ
っ
た
新
聞
記
者
を
相
対
化
す
る
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。 
と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
新
聞
社
の
内
部
に
お
い
て
、
週
刊
誌
の
記
者
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。「
黒
い
風
土
」
が
週
刊
誌
の
記
者
に
仮
託
し
て
新
聞
記
者
へ
の
批
判
的
な
眼
差
し
を
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
週
刊
誌
記
者
の
新
聞
社
内
部
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
や
は
り
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
黒
い
風
土
」
の
批
判
は
、
ど
こ
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
の
か
。
批
判
の
拠
っ
て
立
つ
場
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
や
は
り
必
要
で
あ
る
。 
記
者
に
は
厳
然
た
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
存
在
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
あ
り
よ
う
は
、
新
聞
社
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に
異
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
読
売
新
聞
社
の
社
会
部
に
所
属
し
て
い
た
本
田
靖
春
に
よ
れ
ば
、
生
前
の
正
力
松
太
郎
は
「
読
売
に
は
社
会
面
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
。
あ
と
は
付
録
の
よ
う
な
も
の
だ
」
と
語
っ
て
い
た
と
い
う
。
事
実
、
一
九
四
八
年
に
「
大
卒
の
定
期
入
社
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
ら
い
、
社
会
部
だ
け
は
毎
年
、
新
人
の
な
か
か
ら
眼
鏡
に
叶
っ
た
二
、
三
人
を
採
る
と
い
う
優
先
権
を
認
め
ら
れ
て
き
た
」。
読
売
新
聞
社
の
中
で
は
、「
社
会
部
が
社
内
で
勢
威
を
誇
っ
て
い
た
」
の
で
あ
り
、
政
治
部
や
経
済
部
や
外
報
部
と
い
っ
た
「
硬
派
」
は
弱
体
だ
っ
た
。（
１
）
も
ち
ろ
ん
新
聞
社
に
よ
っ
て
は
政
治
部
や
経
済
部
や
外
報
部
が
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
記
者
は
記
者
と
い
う
一
般
性
の
中
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
う
存
在
で
は
な
く
、
記
者
社
会
の
内
部
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
差
異
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
で
は
、
Ｒ
新
聞
社
で
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
Ｒ
新
聞
社
自
体
は
、
一
流
の
全
国
紙
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
若
宮
が
持
っ
て
い
る
社
員
用
の
手
帳
に
は
「
全
国
の
支
局
や
通
信
局
が
表
に
な
っ
て
印
刷
さ
れ
て
」
い
た
。
Ｒ
新
聞
社
は
日
本
全
国
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
、
朝
日
新
聞
社
、
毎
日
新
聞
社
、
読
売
新
聞
社
に
比
肩
す
る
全
国
紙
で
あ
る
。
当
然
記
者
た
ち
も
、
自
分
が
「
一
流
紙
の
記
者
」
だ
と
い
う
自
負
心
を
強
く
抱
い
て
い
る
。
若
宮
四
郎
も
、
そ
の
よ
う
な
記
者
の
ひ
と
り
だ
っ
た
。 
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「
ぼ
く
も
一
流
紙
の
記
者
で
す
。
ハ
ッ
タ
リ
や
、
ヤ
マ
を
か
け
た
と
思
わ
れ
て
は
残
念
で
す
。
主
任
さ
ん
、
ぼ
く
は
、
あ
の
被
害
者
の
住
所
も
姓
名
も
知
っ
て
い
る
の
で
す
よ
。」 
（
連
載
八
〇
回
「
岬
の
殺
人
（
六
）」） 
 
真
鶴
岬
で
他
殺
体
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
若
宮
が
小
田
原
署
を
訪
れ
た
と
き
の
場
面
で
あ
る
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｇ
）。
若
宮
は
他
殺
体
の
住
所
と
姓
名
を
教
え
る
こ
と
と
引
き
替
え
に
、
他
殺
体
の
首
に
巻
き
つ
い
て
い
た
日
本
手
拭
い
に
つ
い
て
の
情
報
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
。
引
用
し
た
の
は
、
そ
の
時
に
若
宮
が
口
に
し
た
言
葉
で
あ
る
。「
一
流
紙
の
記
者
」
だ
と
公
言
し
て
憚
ら
な
い
若
宮
は
、
鼻
持
ち
な
ら
な
い
エ
リ
ー
ト
記
者
で
し
か
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
入
社
後
、
出
版
部
に
配
属
さ
れ
週
刊
誌
の
記
者
を
し
て
い
る
若
宮
は
、
Ｒ
新
聞
社
の
中
で
も
エ
リ
ー
ト
街
道
を
歩
む
存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
小
田
原
署
で
日
本
手
拭
い
の
出
所
の
情
報
を
手
に
し
た
若
宮
は
署
を
飛
び
出
し
て
、
熱
海
の
通
信
局
に
い
る
村
田
通
信
員
に
す
ぐ
さ
ま
電
話
を
か
け
よ
う
と
す
る
。
そ
の
時
の
若
宮
の
心
中
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。 
 
小
田
原
の
郵
便
局
に
駆
け
込
ん
だ
若
宮
四
郎
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
廻
す
手
も
も
ど
か
し
く
、
熱
海
の
村
田
通
信
員
を
呼
び
出
し
た
。
一
瞬
、
特
ダ
ネ
を
把ママ
ん
だ
新
聞
記
者
に
似
た
気
持
が
、
彼
の
瞳
を
光
ら
せ
た
。 
（
連
載
八
二
回
「
岬
の
殺
人
（
八
）」） 
 
「
新
聞
記
者
に
似
た
気
持
」
と
い
う
箇
所
に
注
目
し
た
い
。
若
宮
は
自
分
自
身
が
新
聞
記
者
で
は
な
い
こ
と
を
痛
い
ほ
ど
に
意
識
し
て
い
た
の
だ
。
裏
を
返
し
て
言
う
な
ら
、
若
宮
は
新
聞
記
者
に
憧
憬
を
抱
き
、
ま
た
新
聞
記
者
に
対
し
て
引
け
目
を
感
じ
て
も
い
た
。
同
期
入
社
で
社
会
部
に
配
属
さ
れ
た
友
人
も
い
る
中
で
、
若
宮
が
配
属
さ
れ
た
の
は
出
版
部
だ
っ
た
。
新
聞
記
者
の
気
持
ち
を
味
わ
お
う
に
も
、
配
置
転
換
の
希
望
が
叶
え
ら
れ
な
い
限
り
、
決
し
て
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
部
署
だ
。
だ
か
ら
若
宮
は
「
特
ダ
ネ
を
把
ん
だ
新
聞
記
者
」
の
気
持
ち
を
味
わ
い
た
い
と
、
意
識
的
に
せ
よ
無
意
識
的
に
せ
よ
、
願
い
続
け
て
い
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
瞬
間
的
に
「
特
ダ
ネ
を
把
ん
だ
新
聞
記
者
に
似
た
気
持
」
が
沸
き
起
こ
っ
て
く
る
は
ず
は
な
い
。 
そ
れ
ゆ
え
若
宮
は
、
自
分
が
社
会
部
の
記
者
だ
と
勘
違
い
さ
れ
る
こ
と
に
、
居
心
地
の
悪
さ
と
面
映
ゆ
さ
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
取
材
調
査
の
た
め
、
若
宮
は
し
ば
し
ば
警
察
署
を
訪
れ
る
。
そ
の
た
び
に
若
宮
は
新
聞
社
名
の
入
っ
て
い
る
名
刺
を
差
し
出
す
。「
名
刺
に
は
新
聞
社
の
名
前
が
あ
る
。
こ
う
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い
う
場
合
に
は
都
合
が
い
い
」（
連
載
一
三
七
回
「
旅
館
（
六
）」）。「
一
流
紙
」
で
あ
る
Ｒ
新
聞
社
の
名
前
は
、
警
察
に
も
充
分
な
効
力
を
発
揮
す
る
。
若
宮
の
取
材
も
名
刺
が
あ
る
か
ら
可
能
と
な
る
。
し
か
し
若
宮
の
名
刺
に
は
「
出
版
局
週
刊
誌
編
集
部
」
と
い
う
文
字
が
入
っ
て
い
る
。
も
し
若
宮
が
社
会
部
所
属
の
記
者
で
な
い
と
知
ら
れ
た
ら
、
警
察
の
応
対
も
変
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
取
材
も
断
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
幸
い
な
こ
と
に
、「
出
版
局
週
刊
誌
編
集
部
」
は
い
つ
も
看
過
さ
れ
る
。 
 
 
名
刺
に
は
新
聞
社
名
が
入
っ
て
い
る
。
出
版
局
週
刊
誌
編
集
部
と
い
う
ふ
う
な
文
字
は
主
任
の
眼
に
入
ら
な
い
ら
し
い
。
新
聞
社
と
い
う
と
社
会
部
記
者
と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。 
（
連
載
七
九
回
「
岬
の
殺
人
（
五
）」） 
 
若
宮
は
社
会
部
記
者
だ
と
勘
違
い
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
警
察
で
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
こ
れ
は
屈
辱
的
と
言
え
ば
屈
辱
的
な
立
場
だ
。若
宮
は
自
分
自
身
の
本
当
の
立
場
を
明
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
同
期
入
社
の
友
人
た
ち
の
配
属
先
を
騙
る
こ
と
で
は
じ
め
て
取
材
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
若
宮
が
劣
等
感
を
抱
え
て
い
る
と
想
像
す
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
社
会
部
に
所
属
す
る
事
件
記
者
の
よ
う
に
事
件
を
取
材
し
続
け
る
が
、
決
し
て
事
件
記
者
に
は
な
れ
ず
、
事
件
記
者
の
振
り
を
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
記
者
、
そ
れ
が
若
宮
四
郎
だ
っ
た
。 
 
逆
に
新
聞
記
者
た
ち
は
週
刊
誌
記
者
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
新
聞
社
の
近
く
の
喫
茶
店
で
若
宮
が
事
件
を
思
い
を
馳
せ
て
い
る
シ
ー
ン
が
あ
る
。「
通
を
も
っ
て
任
じ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
で
賑
わ
う
喫
茶
店
で
あ
る
。
社
会
部
に
属
す
る
友
人
の
記
者
が
入
っ
て
き
て
若
宮
に
声
を
か
け
る
。 
 
「
ど
う
だ
ね
、
こ
の
ご
ろ
君
の
方
は
？
」 
社
会
部
の
友
だ
ち
は
、
彼
に
話
し
か
け
た
。 
「
週
刊
誌
も
大
へ
ん
だ
ろ
う
ね
。
い
ろ
い
ろ
と
、
毎
週
、
ト
ッ
プ
記
事
を
作
る
の
は
骨
だ
ろ
う
ね
？
」 
（
連
載
三
六
一
回
「
ア
ジ
サ
イ
の
鍵
（
三
）」） 
 
社
会
部
の
記
者
に
と
っ
て
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
「
ト
ッ
プ
記
事
」
を
作
る
こ
と
に
汲
々
と
し
て
い
る
週
刊
誌
記
者
は
、
憐
れ
み
の
対
象
で
し
か
な
い
。
名
古
屋
支
局
に
い
る
若
宮
と
同
期
入
社
で
社
会
部
所
属
の
黒
崎
も
、
若
宮
に
向
け
て
、「
な
る
ほ
ど
、
週
刊
さ
ん
も
大
へ
ん
だ
ね
。
何
に
で
も
く
い
つ
か
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
だ
ね
」
と
い
う
言
葉
を
投
げ
つ
け
る
（
連
載
二
二
九
回
「
に
せ
ド
ル
（
二
）」）。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
事
件
に
、
ハ
イ
エ
ナ
の
よ
う
に
食
い
つ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
週
刊
誌
記
者
の
姿
は
、
社
会
部
記
者
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に
し
て
み
れ
ば
、
あ
さ
ま
し
い
の
一
言
に
尽
き
る
。「
黒
い
風
土
」
に
登
場
す
る
若
宮
と
関
わ
る
社
会
部
記
者
た
ち
は
、
み
な
余
裕
に
満
ち
て
い
る
。
そ
の
余
裕
は
、
週
刊
誌
記
者
よ
り
も
上
位
に
位
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
余
裕
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
若
宮
を
は
じ
め
と
す
る
週
刊
誌
の
編
集
部
の
部
員
た
ち
が
、い
つ
も
社
会
部
の
こ
と
を
気
に
す
る
の
も
、
そ
う
し
た
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
存
在
す
る
か
ら
だ
っ
た
。「
た
だ
心
配
な
の
は
、
編
集
長
も
気
づ
か
っ
て
い
る
と
お
り
、
こ
れ
を
社
会
部
に
気
取
ら
れ
る
こ
と
だ
っ
た
」。
自
分
た
ち
の
取
材
内
容
を
社
会
部
に
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
も
し
悟
ら
れ
た
ら
、
上
位
に
位
置
す
る
社
会
部
に
成
果
は
横
取
り
さ
れ
て
し
ま
う
。
「
同
じ
社
内
で
も
、
特
ダ
ネ
と
な
る
と
社
会
部
と
の
競
争
に
な
る
」
の
だ
（
連
載
二
六
〇
回
「
機
械
（
五
）」、
連
載
二
七
一
回
「
わ
な
（
二
）」）。
と
は
い
え
、
優
位
に
あ
る
者
が
劣
位
の
者
に
抱
く
競
争
心
は
微
弱
な
も
の
だ
。
劣
位
の
者
に
よ
っ
て
競
争
心
は
よ
り
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
社
会
部
と
週
刊
誌
の
編
集
部
は
対
等
で
は
な
い
。
後
者
が
前
者
に
抱
く
競
争
心
は
強
烈
な
も
の
と
な
り
、
そ
れ
が
ま
た
週
刊
誌
編
集
部
の
活
力
と
な
る
の
だ
。 
若
宮
た
ち
は
社
会
部
に
気
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
取
材
を
行
い
、
何
と
か
し
て
社
会
部
を
出
し
抜
こ
う
と
企
む
。
し
か
し
取
材
調
査
に
お
い
て
、
支
局
や
通
信
局
の
協
力
を
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
ど
う
し
て
も
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。 
真
鶴
駅
か
ら
発
送
し
た
荷
物
を
調
べ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
、
各
支
局
や
通
信
局
に
協
力
を
要
請
し
た
と
き
の
こ
と
だ
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｕ
、
Ｖ
）。
若
宮
は
「
支
局
や
通
信
局
が
う
ま
く
協
力
し
て
く
れ
る
と
い
い
が
な
」
と
心
配
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
次
の
通
り
だ
っ
た
。 
 
厄
介
な
仕
事
で
あ
る
。 
支
局
も
通
信
局
も
本
気
で
、
こ
の
依
頼
状
の
通
り
に
動
い
て
く
れ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
若
宮
も
予
想
し
た
通
り
、
面
倒
な
上
に
地
味
な
仕
事
で
あ
る
。
社
会
部
と
い
う
と
、
い
つ
も
派
手
な
事
件
に
取
り
組
み
た
が
っ
て
い
る
。 
し
か
も
、
社
会
部
長
の
名
前
で
は
な
く
、
畑
違
い
の
出
版
局
か
ら
の
依
頼
だ
か
ら
、
い
わ
ば
、
点
数
の
か
せ
げ
な
い
こ
の
頼
み
を
、ど
こ
ま
で
通
信
局
が
本
気
に
な
っ
て
や
っ
て
く
れ
る
か
、あ
ま
り
、
期
待
が
持
て
な
か
っ
た
。 
（
連
載
二
七
二
回
「
わ
な
（
三
）」） 
 
若
宮
を
不
安
に
さ
せ
る
理
由
は
二
つ
だ
。
ひ
と
つ
は
社
会
部
ら
し
か
ら
ぬ
「
地
味
な
仕
事
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
「
出
版
局
か
ら
の
依
頼
」
で
あ
る
こ
と
。
若
宮
が
社
会
部
に
属
す
る
事
件
記
者
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で
あ
る
の
な
ら
、
抱
え
込
む
必
要
の
な
い
悩
み
で
あ
る
。
新
聞
社
内
部
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
下
方
で
、
若
宮
の
劣
等
感
は
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
週
刊
誌
記
者
も
記
者
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
社
会
部
に
属
す
る
事
件
記
者
と
は
変
わ
り
な
い
。
し
か
し
事
件
記
者
と
週
刊
誌
記
者
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
だ
。
新
聞
社
内
部
の
中
心
と
し
て
華
や
か
に
活
躍
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
事
件
記
者
を
、
週
刊
誌
記
者
は
距
離
を
取
っ
て
周
縁
か
ら
眺
め
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
う
な
ら
ば
「
黒
い
風
土
」
は
、
新
聞
社
内
部
の
周
縁
に
位
置
す
る
週
刊
誌
記
者
を
中
心
人
物
に
据
え
た
〝
記
者
も
の
〟
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
も
う
ひ
と
つ
確
認
し
て
お
き
た
い
記
者
が
い
る
。
地
方
の
通
信
局
に
務
め
る
記
者
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
六
六
年
当
時
に
毎
日
新
聞
東
京
本
社
の
地
方
部
長
だ
っ
た
林
原
龍
吉
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い
た
。 
 
 
テ
レ
ビ
に
躍
る
社
会
部
の
〝
事
件
記
者
〟
や
政
治
部
記
者
、
外
国
を
ま
た
に
飛
び
回
っ
て
電
報
を
打
ち
込
む
〝
国
際
事
件
記
者
〟
な
ど
、
花
や
か
な
檜
舞
台
で
活
躍
す
る
本
社
記
者
の
カ
ゲ
に
あ
っ
て
、
全
国
数
百
の
要
所
要
所
に
ち
ら
ば
り
、
日
夜
働
き
続
け
る
地
方
記
者
の
姿
は
あ
ま
り
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
こ
そ
国
内
に
お
け
る
新
聞
社
の
取
材
網
の
最
先
端
な
の
で
あ
る
。
事
件
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
。
新
聞
社
の
取
材
網
が
安
泰
な
の
は
、
こ
れ
ら
全
国
の
地
方
記
者
た
ち
が
、
そ
の
地
域
社
会
の
一
員
と
な
っ
て
共
に
息
づ
き
、
家
族
ぐ
る
み
で
日
夜
そ
の
ア
ン
テ
ナ
を
守
っ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。（
２
） 
 
山
田
年
栄
も
『
新
聞
の
取
材
』（
同
文
館
、
一
九
五
五
年
六
月
）
の
「
地
味
だ
が
大
事
な
地
方
局
の
取
材
」
と
い
う
章
で
、「
新
聞
製
作
の
基
礎
と
な
る
大
事
な
役
割
を
果
し
て
い
る
」と
述
べ
て
い
た
。地
方
記
者
は
、
車
も
な
く
、
ま
た
専
属
カ
メ
ラ
マ
ン
も
い
な
い
条
件
の
も
と
で
働
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
仕
事
は
「
地
味
」
に
見
え
る
が
、
ひ
と
り
で
何
役
も
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
変
な
も
の
だ
。
そ
の
苦
労
の
多
い
「
地
味
」
な
仕
事
こ
そ
が
、
新
聞
の
基
礎
を
支
え
る
「
大
事
」
な
仕
事
と
な
っ
て
い
る
。
山
田
は
、
懇
切
丁
寧
に
そ
う
説
い
て
い
く
。 
山
田
は
地
方
記
者
に
好
意
的
な
眼
差
し
を
注
ぎ
、
地
方
記
者
の
仕
事
内
容
を
懇
切
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
の
だ
が
、
地
方
記
者
を
扱
っ
た
章
の
末
尾
に
な
る
と
、
し
ば
し
ば
「
取
材
の
厳
格
性
が
希
薄
に
な
り
や
す
い
」
と
い
っ
た
地
方
記
者
へ
の
批
判
が
飛
び
出
し
て
く
る
。「
中
央
の
記
者
に
く
ら
べ
る
と
、
取
材
の
条
件
と
し
て
守
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
い
ろ
い
ろ
の
倫
理
的
規
制
に
た
い
し
て
も
鋭
さ
を
欠
く
」
と
い
っ
た
非
難
ま
で
が
書
き
付
け
ら
れ
る
。
山
田
が
い
く
ら
言
葉
を
尽
く
し
て
、
地
方
記
者
の
仕
事
が
「
大
事
」
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で
あ
る
こ
と
を
語
ろ
う
と
し
て
も
、
そ
の
記
述
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
地
方
記
者
が
「
中
央
の
記
者
」
の
劣
位
に
置
か
れ
る
存
在
で
あ
り
、
倫
理
に
お
い
て
も
能
力
に
お
い
て
も
劣
っ
て
い
た
こ
と
を
露
呈
さ
せ
て
い
た
。 
 
古
谷
糸
子
は
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 
〈
新
聞
記
者
の
眼
〉』（
社
会
思
想
社
、
一
九
六
三
年
十
二
月
）
で
、
「
差
別
観
」
と
い
う
章
を
設
け
、
記
者
社
会
で
「
差
別
さ
れ
る
記
者
」
に
つ
い
て
、
よ
り
直
截
に
論
じ
て
い
る
。「
大
新
聞
の
記
者
と
い
う
だ
け
で
大
き
な
顔
で
通
れ
る
と
こ
ろ
も
、
名
も
な
い
小
さ
な
新
聞
社
の
記
者
の
場
合
に
は
不
当
に
形
見
の
狭
い
思
い
を
さ
せ
ら
れ
る
」
こ
と
。「
中
央
の
記
者
と
地
方
支
局
の
記
者
で
も
、
お
の
ず
か
ら
の
違
い
が
で
き
て
い
る
」
こ
と
。
古
谷
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 
 
 
と
こ
ろ
が
、
往
々
に
し
て
、
中
央
の
記
者
に
は
、
本
社
記
者
と
い
う
エ
リ
ー
ト
意
識
が
あ
る
。
当
然
の
結
果
と
し
て
、
地
方
記
者
に
は
一
つ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
つ
き
ま
と
う
。
そ
う
で
な
く
て
も
、
地
方
記
者
の
場
合
は
、
本
社
か
ら
来
た
記
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
世
話
ま
で
さ
せ
ら
れ
る
。 
 
本
社
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
記
者
と
地
方
記
者
の
間
に
は
歴
然
と
し
た
違
い
が
あ
っ
た
。
地
方
記
者
も
ま
た
、
新
聞
社
の
内
部
で
は
周
縁
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
存
在
だ
っ
た
。 
言
う
ま
で
も
な
く
、本
社
記
者
／
地
方
記
者
と
い
う
差
異
は
、「
黒
い
風
土
」に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。
第
二
部
第
二
章
で
取
り
上
げ
た
が
、
物
語
に
お
い
て
「
い
い
人
」
と
し
て
表
象
さ
れ
続
け
た
村
田
壮
八
は
、
熱
海
の
通
信
部
の
通
信
員
だ
っ
た
。
彼
こ
そ
が
「
本
社
か
ら
来
た
記
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
世
話
ま
で
さ
せ
ら
れ
る
」
地
方
記
者
の
典
型
で
あ
る
。
そ
し
て
若
宮
が
事
件
を
調
査
し
追
及
し
て
い
く
際
、
若
宮
と
と
も
に
事
件
に
対
し
て
深
い
関
わ
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
村
田
だ
っ
た
。
週
刊
誌
記
者
と
地
方
記
者
の
二
人
が
遭
遇
し
た
こ
と
で
、「
黒
い
風
土
」
の
物
語
は
駆
動
し
始
め
た
の
で
あ
る
。 
「
黒
い
風
土
」
は
、
社
会
部
の
記
者
に
対
し
て
劣
位
に
置
か
れ
る
週
刊
誌
記
者
と
、
本
社
記
者
に
対
し
て
劣
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
地
方
記
者
の
物
語
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
新
聞
社
内
部
の
周
縁
か
ら
の
物
語
。
「
黒
い
風
土
」
は
、
新
聞
社
の
中
心
で
わ
が
世
の
春
を
謳
歌
す
る
記
者
た
ち
を
周
縁
か
ら
相
対
化
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
批
判
的
な
眼
差
し
は
、
周
縁
と
い
う
ト
ポ
ス
か
ら
注
が
れ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
  
二 
移
動
す
る
週
刊
誌
記
者 
  
「
黒
い
風
土
」
を
連
載
中
の
『
北
海
道
新
聞
』
は
、
一
九
五
九
年
十
一
月
四
日
か
ら
朝
刊
で
「
こ
と
し
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の
強
打
者
」
と
い
う
連
載
を
始
め
た
。
一
九
五
九
年
に
活
躍
し
た
文
筆
家
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
、
四
段
抜
き
の
囲
み
記
事
で
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
を
伝
え
る
記
事
だ
。
新
潮
社
か
ら
書
き
下
ろ
し
の
長
篇
『
鏡
子
の
家
』を
九
月
に
刊
行
し
た
三
島
由
紀
夫
も
、六
回
目
が
掲
載
さ
れ
た
十
二
月
九
日
の
朝
刊
に
登
場
し
た
。
そ
の
連
載
の
初
回
に
登
場
し
た
の
が
、
松
本
清
張
だ
っ
た
。 
 
連
載
中
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
記
事
の
ほ
と
ん
ど
は
「
黒
い
風
土
」
の
話
題
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。「
黒
い
風
土
」
の
冒
頭
を
引
用
し
て
「
松
本
さ
ん
の
作
品
で
は
汽
車
が
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
例
が
少
な
く
な
い
」
と
述
べ
た
後
、
清
張
の
次
の
よ
う
な
言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。 
 
「
ボ
ク
マ
マ
は
従
来
の
小
説
の
ほ
と
ん
ど
が
東
京
だ
け
を
舞
台
に
し
て
い
る
の
は
お
か
し
い
と
思
う
ん
だ
。
人
物
の
行
動
半
径
が
銀
座
か
、
せ
い
ぜ
い
熱
海
ま
で
じ
ゃ
仕
様
が
な
い
で
し
ょ
う
。
―
と
い
っ
て
特
定
の
地
方
だ
け
を
舞
台
に
し
た
の
で
は
読
者
が
喜
ば
な
い
。
い
く
つ
か
の
地
方
を
出
し
、
し
か
も
そ
れ
ら
を
う
ま
く
結
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
わ
け
で
「
黒
い
風
土
」
は
東
京
―
熱
海
―
名
古
屋
―
札
幌
、
小
樽
と
行
動
半
径
は
広
い
。
ま
だ
一
七
〇
回
足
ら
ず
だ
が
約
四
百
回
の
予
定
、
九
州
方
面
ま
で
舞
台
は
広
が
る
は
ず
だ
。 
 
こ
の
記
事
が
朝
刊
に
載
っ
た
日
の
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
は
連
載
一
六
六
回
「
沈
丁
花
の
女
（
一
）」
だ
っ
た
。
若
宮
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
た
め
に
婦
人
評
論
家
の
島
内
輝
秋
宅
を
訪
問
す
る
場
面
で
あ
る
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｍ
）。「
黒
い
風
土
」
の
冒
頭
で
島
内
の
談
話
を
取
る
た
め
に
熱
海
の
蒼
海
ホ
テ
ル
に
向
か
っ
た
若
宮
は
、
錦
ヶ
浦
で
新
婚
の
夫
が
身
を
投
げ
る
事
件
に
遭
遇
し
、
ま
た
真
鶴
岬
で
発
見
さ
れ
た
他
殺
体
を
見
に
行
く
た
め
に
東
京
に
戻
る
こ
と
な
く
熱
海
か
ら
真
鶴
へ
と
向
か
っ
た
。
真
鶴
岬
の
事
件
で
見
つ
か
っ
た
日
本
手
拭
い
を
き
っ
か
け
に
北
海
道
に
向
か
っ
た
若
宮
は
、
事
件
の
関
係
者
と
お
ぼ
し
き
蒼
海
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
係
が
名
古
屋
の
旅
館
で
死
ん
だ
こ
と
を
知
ら
さ
れ
急
遽
帰
京
し
、
休
む
間
も
な
く
熱
海
を
経
由
し
て
名
古
屋
に
飛
ぶ
。
そ
の
名
古
屋
か
ら
再
び
熱
海
に
降
り
立
ち
、
そ
の
後
東
京
の
新
聞
社
に
戻
っ
た
若
宮
は
、
週
刊
誌
の
次
号
の
企
画
で
必
要
な
談
話
を
取
る
た
め
に
、
島
内
宅
を
訪
れ
た
の
だ
っ
た
。
移
動
に
次
ぐ
移
動
。「
黒
い
風
土
」
は
、
清
張
の
目
論
み
通
り
に
、
移
動
を
テ
ー
マ
に
し
た
小
説
と
な
っ
て
い
る
。 
記
事
は
「
九
州
方
面
ま
で
舞
台
は
広
が
る
は
ず
だ
」
と
伝
え
て
い
た
が
、「
黒
い
風
土
」
で
九
州
が
実
際
の
舞
台
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
事
件
と
密
接
に
関
わ
る
登
場
人
物
、
た
と
え
ば
事
件
に
つ
い
て
の
情
報
を
握
っ
て
い
る
女
―
沈
丁
花
の
匂
い
を
漂
わ
せ
る
「
沈
丁
花
の
女
」
―
を
追
跡
中
に
若
宮
は
新
宿
で
自
動
車
に
は
ね
ら
れ
て
入
院
す
る
の
だ
が
、
そ
の
自
動
車
の
運
転
手
の
出
身
が
九
州
佐
賀
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の
唐
津
だ
っ
た
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｍ
）。
自
動
車
事
故
は
、
事
件
に
深
入
り
し
な
い
よ
う
若
宮
に
警
告
を
与
え
る
た
め
に
仕
組
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
の
だ
が
、
そ
の
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
張
本
人
が
九
州
出
身
の
人
間
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
運
転
手
が
勤
務
す
る
ア
ジ
ア
商
事
株
式
会
社
の
社
長
・
桜
井
正
雄
―
お
そ
ら
く
若
宮
に
自
動
車
を
ぶ
つ
け
る
よ
う
に
命
令
し
た
張
本
人
―
も
、
九
州
の
同
じ
地
域
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｎ
）。
さ
ら
に
真
鶴
で
印
刷
屋
を
営
み
、
偽
札
事
件
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
奥
田
孫
太
郎
（『
黄
色
い
風
土
』
で
は
孫
三
郎
に
改
名
）
も
、
そ
の
訛
か
ら
九
州
出
身
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｓ
）。
事
件
の
関
係
者
は
、
み
な
九
州
で
結
び
つ
い
て
い
る
。 
だ
か
ら
想
像
す
る
に
清
張
は
、
物
語
の
舞
台
と
し
て
九
州
も
登
場
さ
せ
よ
う
と
元
々
は
考
え
て
い
た
。
「
黒
い
風
土
」
は
、
北
海
道
や
名
古
屋
だ
け
で
な
く
、
九
州
も
舞
台
と
な
る
壮
大
な
移
動
の
物
語
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
当
初
の
目
論
み
通
り
に
物
語
を
展
開
さ
せ
る
だ
け
の
余
力
は
、
時
間
的
に
も
体
力
的
に
も
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
連
載
を
抱
え
て
い
た
清
張
に
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
九
州
方
面
を
舞
台
に
す
る
と
い
う
計
画
が
、
結
局
「
黒
い
風
土
」
で
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
九
州
も
舞
台
に
す
る
と
い
う
目
論
み
は
頓
挫
し
た
と
は
い
え
、
清
張
は
若
宮
四
郎
を
移
動
さ
せ
続
け
る
。
熱
海
へ
、
真
鶴
岬
へ
、
北
海
道
へ
、
名
古
屋
へ
、
若
宮
は
移
動
し
続
け
る
。
そ
れ
に
し
て
も
若
宮
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
新
聞
社
と
い
う
会
社
に
勤
務
す
る
一
介
の
会
社
員
で
し
か
な
い
記
者
が
、
こ
れ
ほ
ど
に
出
張
し
続
け
る
の
な
ら
、
出
張
費
も
か
な
り
の
額
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ひ
と
り
の
若
手
記
者
に
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
出
張
を
許
し
続
け
る
こ
と
は
、
現
実
に
は
あ
り
得
な
い
。
も
ち
ろ
ん
「
黒
い
風
土
」
は
物
語
で
あ
り
、
若
宮
四
郎
は
物
語
に
登
場
す
る
虚
構
の
人
物
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
物
語
の
登
場
人
物
が
非
現
実
的
な
出
張
を
く
り
返
し
た
と
し
て
も
、
非
難
す
る
に
は
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
清
張
は
、
物
語
の
細
部
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
大
切
に
し
た
。
些
末
な
金
銭
の
こ
と
も
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
決
し
て
疎
か
に
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
事
実
、「
砂
の
器
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
六
〇
年
五
月
十
七
日
～
一
九
六
一
年
四
月
二
十
日
）
に
登
場
す
る
刑
事
は
、
出
張
の
た
び
に
費
用
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
い
た
で
は
な
い
か
。「
遠
い
出
張
の
こ
と
を
し
き
り
に
気
に
か
け
て
い
た
。
捜
査
本
部
の
費
用
は
切
り
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
少
な
い
費
用
の
中
か
ら
遠
地
の
出
張
が
気
に
か
か
っ
て
な
ら
な
い
の
だ
っ
た
」（「
新
人
群
（
七
）」、『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
六
〇
年
六
月
二
十
三
日
）。
清
張
の
社
会
派
推
理
小
説
は
、細
部
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
の
だ
。 
も
し
若
宮
が
社
会
部
に
所
属
す
る
〝
事
件
記
者
〟
で
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
出
張
し
続
け
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
Ｒ
新
聞
社
は
日
本
全
国
に
支
局
や
通
信
局
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
若
宮
と
同
期
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入
社
で
、
社
会
部
の
記
者
で
あ
る
黒
崎
が
名
古
屋
支
局
に
い
た
よ
う
に
、
社
会
部
の
記
者
は
各
地
の
支
局
に
配
属
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
本
社
の
記
者
が
地
方
に
出
向
く
必
要
は
な
く
な
る
。
時
間
的
に
も
、
費
用
の
面
を
考
慮
し
て
も
、
Ｒ
新
聞
社
が
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
方
が
ず
っ
と
経
済
的
な
の
で
あ
る
。 
新
聞
記
者
に
は
思
い
の
外
移
動
の
自
由
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
自
分
の
担
当
地
域
内
で
取
材
調
査
の
た
め
に
移
動
す
る
こ
と
は
比
較
的
自
由
だ
が
、
遠
方
に
出
張
す
る
と
な
る
と
、
そ
う
そ
う
簡
単
に
許
可
が
下
り
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
「
眼
の
壁
」（『
週
刊
読
売
』、
一
九
五
八
年
四
月
十
四
日
～
十
二
月
二
十
九
日
）
に
は
、
東
京
本
社
に
勤
務
す
る
新
聞
記
者
・
田
村
満
吉
が
、
名
古
屋
近
辺
へ
の
取
材
出
張
を
願
い
出
た
の
だ
が
許
可
さ
れ
ず
、
次
長
と
言
い
合
い
に
な
っ
て
し
ま
う
シ
ー
ン
が
描
か
れ
て
い
た
。
田
村
は
学
生
時
代
か
ら
の
友
人
・
萩
崎
竜
雄
に
次
の
よ
う
に
ぶ
ち
ま
け
て
い
た
。 
 
ケ
チ
な
理
由
さ
。
そ
ん
な
調
べ
は
名
古
屋
の
支
局
に
頼
め
ば
い
い
と
言
う
ん
だ
。
わ
ざ
わ
ざ
旅
費
を
使
っ
て
出
張
す
る
こ
と
は
な
い
と
ぬ
か
す
の
だ
。
こ
ん
な
大
事
な
こ
と
が
支
局
の
奴
に
ま
か
せ
て
お
け
る
と
思
う
か
。
そ
う
言
う
と
、
近
ご
ろ
は
社
も
経
費
節
減
の
た
め
、
不
急
の
出
張
は
や
め
て
、
な
る
べ
く
支
局
を
活
用
す
る
方
針
だ
と
言
い
や
が
る
。
そ
ん
な
こ
と
で
い
い
取
材
が
で
き
る
わ
け
が
な
い
。 
 
北
海
道
へ
名
古
屋
へ
と
飛
び
回
る
若
宮
四
郎
と
は
対
照
的
に
、
田
村
満
吉
は
名
古
屋
へ
の
出
張
許
可
を
取
る
こ
と
す
ら
お
ぼ
つ
か
な
い
。
も
し
若
宮
が
Ｒ
新
聞
社
の
社
会
部
記
者
だ
っ
た
な
ら
ば
、
田
村
同
様
、
や
は
り
好
き
勝
手
に
移
動
し
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。 
 
し
か
し
若
宮
は
Ｒ
新
聞
社
の
新
聞
記
者
で
は
な
く
、
Ｒ
新
聞
社
の
出
版
局
が
出
し
て
い
る
週
刊
Ｒ
と
い
う
週
刊
誌
の
記
者
だ
っ
た
。
週
刊
誌
記
者
は
Ｒ
新
聞
と
い
う
会
社
組
織
の
周
縁
の
存
在
だ
っ
た
。
組
織
の
力
学
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
周
縁
で
は
弱
ま
る
。
周
縁
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
組
織
の
力
学
か
ら
離
れ
た
自
由
を
享
受
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
若
宮
に
「
費
用
の
こ
と
は
気
に
し
な
い
で
」
北
海
道
に
行
く
こ
と
を
命
じ
た
の
は
、
週
刊
Ｒ
の
売
り
上
げ
を
飛
躍
的
に
伸
ば
し
た
伝
説
の
編
集
長
・
木
谷
だ
っ
た
（
連
載
八
五
回
「
北
海
道
（
二
）」）。
す
で
に
前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
木
谷
は
会
社
組
織
の
論
理
を
第
一
に
考
え
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
た
記
者
で
は
な
か
っ
た
。「
無
頼
」
で
あ
り
「
自
由
人
」
だ
っ
た
。
週
刊
誌
の
編
集
部
と
い
う
空
間
が
新
聞
社
の
中
の
周
縁
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
木
谷
は
そ
の
空
間
で
編
集
長
と
し
て
の
自
由
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
周
縁
に
は
、
組
織
の
中
枢
で
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
自
由
を
享
受
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
若
宮
も
ま
た
、
周
縁
の
存
在
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
新
聞
社
の
組
織
し
た
ネ
ッ
ト
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ワ
ー
ク
に
絡
め
取
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
日
本
全
国
を
飛
び
回
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。 
  
三 
地
方
を
舞
台
に
す
る 
 
「
い
く
つ
か
の
地
方
を
出
し
、
し
か
も
そ
れ
ら
を
う
ま
く
結
ば
な
け
れ
ば
行
け
な
い
」。
清
張
は
「
こ
と
し
の
強
打
者
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
そ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。「
熱
海
ま
で
じ
ゃ
仕
様
が
な
い
」
と
言
う
清
張
は
、
そ
の
言
葉
通
り
に
若
宮
四
郎
を
移
動
さ
せ
た
。
熱
海
、
北
海
道
、
名
古
屋
。
そ
し
て
当
初
の
構
想
で
は
九
州
ま
で
が
舞
台
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。 
も
ち
ろ
ん
清
張
は
、
物
語
の
舞
台
と
な
る
「
い
く
つ
か
の
地
方
」
を
選
択
す
る
に
あ
た
り
、
読
者
の
こ
と
を
考
え
た
。「
特
定
の
地
方
だ
け
を
舞
台
に
し
た
の
で
は
読
者
が
喜
ば
な
い
」
と
言
う
か
ら
に
は
、
読
者
が
喜
ぶ
地
方
を
選
び
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
北
海
道
、
名
古
屋
、
九
州
が
舞
台
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
清
張
は
、「
黒
い
風
土
」
が
連
載
さ
れ
る
『
北
海
道
新
聞
』
と
『
西
日
本
新
聞
』
と
『
中
部
日
本
新
聞
』
の
読
者
の
欲
望
を
、
少
し
で
も
満
足
さ
せ
る
地
方
を
取
り
上
げ
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。 
と
こ
ろ
で
、
物
語
の
舞
台
を
東
京
に
と
ど
ま
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
読
者
の
こ
と
を
考
え
る
の
な
ら
、
地
方
に
ま
で
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
清
張
の
提
言
は
、
戦
後
の
新
聞
小
説
に
お
い
て
待
望
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。 
戦
後
の
新
聞
小
説
研
究
の
端
緒
を
開
い
た
平
井
德
志
に
よ
れ
ば
、
戦
後
に
量
産
さ
れ
始
め
た
新
聞
小
説
で
欠
け
て
い
た
要
素
の
ひ
と
つ
は
、
地
方
性
だ
っ
た
。 
一
九
五
〇
年
五
月
十
日
に
「
朝
日
新
聞
調
査
研
究
室
報
告 
社
内
用
17
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
新
聞
小
説
の
研
究
』
で
平
井
は
、「
新
聞
小
説
が
具
備
す
べ
き
諸
要
素
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
。「
ニ
ュ
ー
ス
性
」「
社
会
性
」「
記
録
性
」
と
い
っ
た
新
聞
と
い
う
媒
体
を
意
識
し
た
要
素
の
必
要
性
を
説
き
、
ま
た
「
芸
術
的
価
値
と
大
衆
性
」
と
い
っ
た
、
す
で
に
横
光
利
一
の
「
純
粋
小
説
論
」（『
改
造
』、
一
九
三
五
年
四
月
）
な
ど
で
話
題
に
さ
れ
た
お
な
じ
み
の
要
素
も
取
り
上
げ
て
い
る
。「
新
聞
小
説
が
具
備
す
べ
き
諸
要
素
」
と
し
て
、
そ
れ
ら
は
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
当
然
予
想
さ
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
誰
も
が
取
り
上
げ
そ
う
な
要
素
と
並
べ
て
平
井
は
、「
地
方
性
」
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
て
い
た
。 
「
広
大
な
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
も
つ
、
特
に
全
国
紙
の
連
載
小
説
に
は
、
主
舞
台
マ
マ
が
東
京
で
あ
っ
て
も
、
全
国
各
地
方
の
土
地
が
小
説
の
中
に
現
わ
れ
て
来
る
事
が
望
ま
し
い
」
と
平
井
は
述
べ
、
そ
の
理
由
を
二
つ
挙
げ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
読
者
は
自
分
の
住
む
地
方
が
小
説
の
中
に
出
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
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て
、
そ
の
小
説
に
親
し
み
を
持
つ
よ
う
に
な
る
か
ら
だ
。
小
説
に
親
し
み
を
持
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
「
新
聞
の
販
売
政
策
」
と
の
関
わ
り
か
ら
も
大
切
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
地
方
性
を
考
慮
に
入
れ
る
と
作
品
の
内
容
そ
の
も
の
が
変
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ス
ケ
ー
ル
も
全
国
的
に
な
り
、「
戦
後
の
変
貌
し
た
地
方
の
姿
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ス
感
覚
も
作
品
に
生
ま
れ
て
く
る
」
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
二
つ
の
理
由
を
踏
ま
え
て
平
井
は
、
新
聞
小
説
に
は
「
ロ
ー
カ
ル
性
を
極
め
て
重
視
す
べ
き
だ
と
強
調
し
た
い
」
と
く
り
返
し
た
。 
平
井
の
『
新
聞
小
説
の
研
究
』
は
、
朝
日
新
聞
社
の
調
査
研
究
室
が
出
し
た
報
告
書
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
巻
末
に
は
「
朝
日
新
聞
調
査
研
究
室
報
告 
既
刊
目
録
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
社
内
用
に
謄
写
し
た
も
の
、
入
用
の
方
は
調
査
研
究
室
に
申
越
下
さ
い
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。『
新
聞
小
説
の
研
究
』
は
、
あ
く
ま
で
も
朝
日
新
聞
社
の
「
社
内
用
」
の
報
告
だ
っ
た
。 
『
新
聞
小
説
の
研
究
』
が
出
た
一
九
五
〇
年
当
時
、
清
張
も
朝
日
新
聞
社
の
社
員
で
は
あ
っ
た
。『
松
本
清
張
全
集
』
第
六
十
六
巻
（
文
藝
春
秋
、
一
九
九
六
年
三
月
）
所
収
の
「
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、
清
張
は
朝
日
新
聞
西
部
本
社
広
告
部
意
匠
係
に
勤
務
し
て
い
た
。
一
九
五
一
年
に
は
広
告
部
意
匠
係
の
主
任
と
な
り
、
一
九
五
三
年
に
は
東
京
本
社
に
転
勤
と
な
っ
た
。
清
張
が
朝
日
新
聞
社
を
退
社
し
た
の
は
一
九
五
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
清
張
が
「
社
内
用
」
の
報
告
を
手
に
す
る
機
会
を
持
っ
た
と
し
て
も
、
何
も
お
か
し
な
こ
と
は
な
い
。 
清
張
に
と
っ
て
「
黒
い
風
土
」
は
、
最
初
に
手
が
け
た
現
代
物
の
新
聞
小
説
だ
っ
た
。
時
代
設
定
な
ど
に
制
約
が
あ
る
時
代
物
の
新
聞
小
説
と
違
っ
て
現
代
物
の
場
合
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
戦
略
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
莫
大
な
読
者
を
惹
き
つ
け
飽
き
さ
せ
な
い
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
小
説
家
は
頭
を
悩
ま
せ
る
。
そ
う
い
っ
た
と
き
、
平
井
德
志
の
『
新
聞
小
説
の
研
究
』
は
得
難
い
参
考
資
料
と
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
読
者
の
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
小
説
を
書
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
清
張
は
、
地
方
性
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
を
鋭
敏
に
察
知
し
た
。
そ
し
て
平
井
德
志
の
「
ロ
ー
カ
ル
性
を
極
め
て
重
視
す
べ
き
だ
」
と
い
う
提
言
は
、
清
張
の
「
黒
い
風
土
」
で
見
事
な
ま
で
に
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 
 
平
井
に
よ
れ
ば
、
戦
後
の
新
聞
小
説
で
徐
々
に
地
方
性
は
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、「
お
座
な
り
式
に
描
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」
も
の
が
多
か
っ
た
。「
地
方
性
の
重
要
さ
を
認
識
し
て
書
い
た
」
作
品
と
し
て
は
、
京
都
を
扱
っ
た
大
佛
次
郎
の
「
帰
郷
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
四
八
年
五
月
十
七
日
～
十
一
月
二
十
一
日
）
や
、
東
京
・
京
都
・
神
戸
の
三
都
市
が
登
場
す
る
「
宗
方
姉
妹
」（『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
四
九
年
六
月
二
十
五
日
～
十
二
月
三
十
一
日
）、
ま
た
次
の
引
用
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
四
国
徳
島
の
相
生
を
舞
台
に
し
た
獅
子
文
六
の
「
て
ん
や
わ
ん
や
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
四
八
年
十
一
月
二
十
二
日
～
一
九
四
九
年
四
月
十
四
日
）が
挙
げ
ら
れ
る
程
度
だ
。平
井
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 
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一
般
に
地
方
が
登
場
す
る
の
は
京
阪
神
が
多
い
が
、
北
海
道
の
如
く
戦
後
開
拓
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
地
方
と
か
、
原
爆
で
国
際
的
に
な
っ
た
広
島
や
長
崎
の
そ
の
後
と
か
、
或
は
名
古
屋
、
福
岡
の
如
き
大
都
市
や
そ
の
他
の
都
市
も
作
品
に
お
り
込
む
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
「
て
ん
や
わ
ん
や
」
の
如
き
未
知
の
地
方
も
面
白
い
。 
 
平
井
が
こ
こ
で
挙
げ
て
い
る
地
方
の
う
ち
、北
海
道
と
名
古
屋
を
主
要
な
舞
台
に
し
た
の
が「
黒
い
風
土
」
だ
っ
た
。「
九
州
方
面
ま
で
舞
台
は
広
が
る
は
ず
だ
」
と
い
う
言
葉
を
信
じ
る
の
な
ら
ば
、
当
初
の
予
定
で
は
、
福
岡
等
の
九
州
の
都
市
も
舞
台
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
黒
い
風
土
」
は
、
お
そ
ら
く
期
せ
ず
し
て
、平
井
の
指
摘
し
た
戦
後
の
新
聞
小
説
の
欠
陥
を
相
補
お
う
と
す
る
新
聞
小
説
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
  
四 
「
黒
い
風
土
」
に
お
け
る
「
地
方
の
実
景
」 
  
平
井
は
挿
絵
も
含
め
て
「
地
方
の
実
景
的
感
じ
を
盛
り
込
む
」
こ
と
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
が
、
清
張
は
ま
さ
し
く
「
黒
い
風
土
」
に
「
実
景
的
感
じ
を
盛
り
込
む
」
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
。「
黒
い
風
土
」
で
は
、
地
方
の
情
景
が
し
ば
し
ば
簡
潔
な
筆
致
で
描
き
出
さ
れ
て
い
た
。 
 
た
と
え
ば
若
宮
四
郎
が
名
古
屋
を
訪
れ
た
と
き
の
最
初
の
場
面
で
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｋ
）。 
 
 
名
古
屋
に
来
る
の
は
五
年
ぶ
り
だ
が
、
見
違
え
る
よ
う
に
賑
や
か
に
な
っ
て
い
た
。
彼
は
終
戦
直
後
に
、
こ
こ
に
偶
然
来
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
と
き
は
、
駅
前
は
焼
野
原
で
、
新
築
工
事
が
、
ぽ
つ
ぽ
つ
と
始
め
ら
れ
て
い
る
程
度
だ
っ
た
。 
 
五
年
前
、
来
た
と
き
は
、
表
通
り
は
整
っ
て
い
た
が
、
裏
側
は
ま
だ
戦
災
の
焼
跡
が
残
っ
て
い
た
。
い
ま
、
来
る
と
、
全
市
が
近
代
都
市
に
な
っ
て
い
る
。 （
連
載
一
二
八
回
「
名
古
屋
の
殺
人
（
八
）」） 
 
清
張
は
、
若
宮
の
眼
を
通
し
て
、
焼
野
原
か
ら
復
興
し
「
近
代
都
市
」
と
化
し
た
名
古
屋
を
描
き
出
す
。
こ
の
一
節
な
ど
、
ま
さ
し
く
平
井
の
言
う
「
実
景
的
感
じ
」
だ
ろ
う
。「
見
違
え
る
よ
う
に
賑
や
か
に
な
っ
て
い
た
」
と
名
古
屋
が
描
か
れ
る
こ
と
で
、
名
古
屋
を
本
拠
地
と
す
る
『
中
部
日
本
新
聞
』
の
読
者
は
「
黒
209 
 
い
風
土
」
に
親
し
み
を
感
じ
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
『
北
海
道
新
聞
』
や
『
西
日
本
新
聞
』
の
読
者
の
中
に
は
、
名
古
屋
へ
の
旅
情
を
掻
き
立
て
ら
れ
た
者
も
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。 
 
あ
る
い
は
熱
海
。「
こ
と
し
の
強
打
者
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
清
張
は
、「
せ
い
ぜ
い
熱
海
ま
で
じ
ゃ
仕
様
が
な
い
で
し
ょ
う
」
と
、「
従
来
の
小
説
」
が
判
で
押
し
た
よ
う
に
舞
台
と
し
て
登
場
さ
せ
る
熱
海
に
懐
疑
的
な
言
葉
を
口
に
し
て
い
た
。
し
か
し
「
黒
い
風
土
」
の
冒
頭
は
、「
い
で
ゆ
号
」
の
出
発
を
待
っ
て
「
贅
沢
で
華
や
か
な
混
雑
が
渦
巻
い
て
い
る
」
東
京
駅
の
十
二
番
線
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
午
後
三
時
に
出
発
す
る
「
い
で
ゆ
号
」
は
伊
東
行
き
で
あ
り
、
新
婚
旅
行
に
向
か
う
カ
ッ
プ
ル
の
た
め
の
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
が
連
結
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
い
で
ゆ
号
」
に
乗
っ
て
、
多
く
の
新
婚
カ
ッ
プ
ル
が
熱
海
を
は
じ
め
と
す
る
伊
豆
半
島
に
向
か
っ
た
。（
３
）
熱
海
の
蒼
海
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
い
る
島
内
輝
秋
の
談
話
を
取
る
た
め
に
若
宮
が
乗
っ
た
の
も
、「
い
で
ゆ
号
」
だ
っ
た
。「
い
で
ゆ
号
」
に
乗
っ
た
若
宮
と
と
も
に
、読
者
も
ま
た
熱
海
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。「
せ
い
ぜ
い
熱
海
ま
で
じ
ゃ
」と
言
い
な
が
ら
、
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
の
主
要
舞
台
の
ひ
と
つ
を
、
あ
ま
り
に
観
光
地
然
と
し
た
熱
海
に
設
定
し
た
の
で
あ
る
。 
 
た
し
か
に
熱
海
は
、「
黒
い
風
土
」
の
時
代
に
お
い
て
、
手
軽
に
旅
情
を
味
わ
う
た
め
に
は
い
つ
も
持
ち
出
さ
れ
る
凡
庸
き
わ
ま
り
な
い
土
地
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
一
九
六
三
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
婚
旅
行
案
内
』（
日
本
交
通
公
社
）
に
は
、「
交
通
公
社
都
内
大
営
業
所
の
昭
和
33
年
の
統
計
を
見
る
と
、
新
婚
旅
行
の
方
面
別
件
数
は
、
伊
豆
が
約
50
％
を
占
め
て
い
る
。
若
い
東
京
人
の
伊
豆
に
抱
く
あ
こ
が
れ
の
一
端
を
示
す
現
象
だ
と
い
え
よ
う
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
「
若
い
東
京
人
」
に
と
っ
て
伊
豆
は
、
新
婚
旅
行
の
行
き
先
と
し
て
憧
れ
は
す
る
も
の
の
、
た
い
し
て
珍
し
く
も
な
い
観
光
地
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 
し
か
し
「
黒
い
風
土
」
の
読
者
に
と
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。『
北
海
道
新
聞
』
や
『
西
日
本
新
聞
』
の
読
者
に
と
っ
て
、
熱
海
は
決
し
て
馴
染
み
深
い
地
域
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。『
中
部
日
本
新
聞
』
の
読
者
に
と
っ
て
も
、い
く
ら
一
九
五
八
年
か
ら
東
海
道
本
線
を
最
高
時
速
百
二
十
キ
ロ
で
疾
駆
す
る「
こ
だ
ま
号
」
が
登
場
し
「
東
京
―
名
古
屋
―
大
阪
は
近
く
な
っ
た
」（
４
）
と
は
い
え
、
慣
れ
親
し
ん
だ
土
地
で
は
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
だ
か
ら
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
で
、
熱
海
を
丁
寧
に
紹
介
し
て
い
っ
た
。「
黒
い
風
土
」
を
『
北
海
道
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』『
中
部
日
本
新
聞
』
で
読
む
読
者
を
想
定
し
て
、「
若
い
東
京
人
」
が
憧
れ
を
抱
く
熱
海
の
情
景
の
典
型
を
挿
入
し
た
の
で
あ
る
。 
 
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
一
節
が
、
観
光
地
と
し
て
の
熱
海
を
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
読
者
を
想
定
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。 
 
 
熱
海
も
、
こ
の
辺
り
ま
で
下
る
と
、
海
岸
が
近
い
し
、
賑
や
か
な
街
中
に
入
る
の
で
あ
る
。
人
通
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り
も
多
い
。
相
変
わ
ら
ず
、
団
体
客
が
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
歩
い
て
い
る
。 
 
旅
館
も
、
来
の
宮
の
辺
と
は
違
っ
て
、
ず
っ
と
賑
や
か
で
、
歓
楽
的
な
匂
い
が
す
る
。
団
体
客
の
唄
う
声
や
、
三
味
線
が
華
や
か
で
あ
っ
た
。 
［
中
略
］ 
 
い
つ
の
間
に
か
、
海
岸
通
り
に
出
た
。 
 
熱
海
の
海
岸
は
、相
変
ら
ず
、地
方
か
ら
の
団
体
客
に
は
人
気
が
あ
る
。宿
の
浴
衣
や
、半
纏
を
被
た
マ
マ
連
中
が
、
暗
い
海
の
上
を
眺
め
て
は
話
し
合
っ
て
い
た
。 
（
連
載
一
四
五
回
「
宿
泊
名
簿
（
四
）」） 
 
連
載
一
五
四
回
「
宿
泊
名
簿
（
十
）」
に
は
、「
近
頃
の
熱
海
の
旅
館
は
や
た
ら
に
高
い
建
物
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
今
も
工
事
中
の
も
の
が
、
方
方
に
見
え
る
」
と
い
う
一
節
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
全
て
は
、
熱
海
を
知
ら
な
い
者
に
実
際
の
熱
海
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。熱
海
に『
北
海
道
新
聞
』
や
『
西
日
本
新
聞
』
や
『
中
部
日
本
新
聞
』
の
読
者
は
少
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
こ
う
し
た
熱
海
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
や
は
り
熱
海
に
は
な
か
な
か
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
『
北
海
道
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』『
中
部
日
本
新
聞
』
の
読
者
に
向
け
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
東
京
の
読
者
に
と
っ
て
は
陳
腐
な
観
光
地
で
あ
っ
て
も
、
熱
海
は
、
そ
れ
ら
ブ
ロ
ッ
ク
紙
の
読
者
に
と
っ
て
は
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
る
土
地
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
清
張
は
地
方
の
読
者
に
向
け
て
、
読
者
が
住
む
そ
の
地
方
を
舞
台
と
し
て
登
場
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
地
方
の
読
者
の
旅
へ
の
欲
望
を
刺
激
す
る
地
方
も
「
黒
い
風
土
」
で
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
。
だ
か
ら
「
こ
と
し
の
強
打
者
」
で
話
し
て
い
た
よ
う
に
、「
い
く
つ
か
の
地
方
を
出
し
、
し
か
も
そ
れ
ら
を
う
ま
く
結
ば
な
け
れ
ば
」
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
清
張
の
思
い
を
結
実
さ
せ
た
新
聞
小
説
が
「
黒
い
風
土
」
だ
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
、
東
京
在
住
の
読
者
が
圧
倒
的
に
増
え
る
、
講
談
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
『
黄
色
い
風
土
』
で
は
、
熱
海
に
つ
い
て
の
紹
介
は
不
要
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
熱
海
が
既
知
の
場
所
で
あ
る
読
者
に
と
っ
て
、
引
用
し
た
熱
海
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
物
語
を
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
さ
せ
て
し
ま
う
、
冗
漫
で
煩
雑
な
も
の
に
し
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
を
『
黄
色
い
風
土
』
に
改
変
す
る
際
、
熱
海
の
情
景
を
描
い
た
箇
所
を
尽
く
削
除
し
て
し
ま
っ
た
。
清
張
が
想
定
し
て
い
た
「
黒
い
風
土
」
と
『
黄
色
い
風
土
』
の
読
者
は
、
決
し
て
同
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
熱
海
を
離
れ
、
も
う
一
度
「
黒
い
風
土
」
を
見
て
み
た
い
。「
黒
い
風
土
」
で
清
張
が
最
も
力
を
入
れ
て
描
い
た
地
方
の
「
実
景
的
感
じ
」
は
、
北
海
道
の
も
の
だ
っ
た
。
清
張
は
北
海
道
で
は
「
一
個
の
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ア
」（
連
載
一
〇
九
回
「
小
樽
に
て
（
十
三
）」）
で
し
か
な
い
若
宮
の
視
点
を
活
か
し
て
、
典
型
的
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な
北
海
道
の
情
景
を
見
事
に
点
描
し
て
い
っ
た
。 
 
た
と
え
ば
千
歳
空
港
か
ら
札
幌
に
向
か
う
道
中
、「
立
派
な
」
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
走
る
バ
ス
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
若
宮
の
眼
に
映
じ
た
北
海
道
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｈ
）。 
 
初
め
て
見
る
北
海
道
の
緑
も
き
れ
い
だ
っ
た
が
、
惜
し
い
こ
と
に
降
り
て
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
し
か
し
、
平
野
の
中
に
立
っ
て
い
る
赤
煉
瓦
の
サ
イ
ロ
や
、
冬
の
防
寒
の
た
め
に
窓
の
狭
い
、
ト
タ
ン
葺
き
の
木
造
の
農
家
を
見
る
と
、
北
欧
の
絵
に
あ
る
よ
う
な
異
国
情
緒
を
味
わ
っ
た
。 
（
連
載
九
四
回
「
北
海
道
（
十
一
）」） 
 
あ
る
い
は
若
宮
が
北
海
道
を
離
れ
る
直
前
に
も
、
観
光
地
と
し
て
の
北
海
道
を
印
象
づ
け
る
情
景
が
点
描
さ
れ
て
い
た
。若
宮
が
ハ
イ
ヤ
ー
に
乗
っ
て
千
歳
空
港
に
向
か
う
シ
ー
ン
で
あ
る（
参
照
・【
資
料
６
】Ｊ
）。 
 
初
め
て
来
た
札
幌
と
も
、
こ
れ
で
当
分
お
別
れ
で
あ
る
。
今
度
は
、
い
つ
来
る
か
分
ら
ぬ
と
思
う
と
、
窓
か
ら
流
れ
て
行
く
町
の
風
景
を
心
に
留
め
た
。 
札
幌
の
街
を
は
ず
れ
る
と
、
白
い
道
路
が
坦
坦
と
郊
外
に
延
び
て
い
る
。 
高
く
直
線
的
に
延
び
た
ポ
プ
ラ
の
樹
、
赤
い
煉
瓦
造
り
の
サ
イ
ロ
の
円
塔
、
牧
場
の
牛
な
ど
が
見
え
、
さ
す
が
に
北
海
道
だ
と
い
う
気
が
す
る
。 ［
中
略
］ 
「
旦
那
」 
と
運
転
手
が
振
り
返
っ
た
。 
「
旦
那
は
、
こ
ち
ら
は
初
め
て
の
方
で
し
ょ
う
？
」 
 
そ
う
だ
、
と
若
宮
が
云
う
と
、
運
転
手
は
窓
か
ら
左
手
を
指
し
た
。 
「
そ
こ
を
見
て
く
だ
さ
い
、
白
い
記
念
碑
が
建
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
？
」 
 
な
る
ほ
ど
、
道
ば
た
に
、
小
さ
な
、
し
ゃ
れ
た
石
造
の
碑
が
見
え
る
。 
「
あ
れ
が
ク
ラ
ー
ク
博
士
と
、
教
え
子
が
別
れ
た
地
点
で
す
よ
。
あ
れ
に
は
、
有
名
な
、
青
年
よ
、
大
志
を
抱
け
、
と
い
う
文
句
が
彫
り
つ
け
て
あ
り
ま
す
」 
（
連
載
一
二
二
回
「
名
古
屋
の
殺
人
（
二
）」） 
 
清
張
は
「
こ
と
し
の
強
打
者
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
推
理
小
説
で
は
ど
う
し
て
も
土
地
カ
ン
が
必
要
で
し
て
ネ
。〝
点
と
線
〟
の
こ
ろ
は
札
幌
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
十
分
に
使
う
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
212 
 
〝
黒
い
風
土
〟
に
先
立
ち
、
小
樽
へ
二
度
行
き
ま
し
た
ヨ
」
と
話
し
て
い
た
。（
５
）
そ
の
取
材
の
成
果
と
で
も
言
い
た
く
な
る
よ
う
な
情
景
が
、「
黒
い
風
土
」
に
は
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
引
用
し
た
一
節
は
、
ど
ち
ら
も
北
海
道
の
「
異
国
情
緒
」
を
印
象
づ
け
よ
う
と
す
る
観
光
ガ
イ
ド
に
も
見
え
か
ね
な
い
記
述
だ
。
サ
イ
ロ
を
登
場
さ
せ
、
ポ
プ
ラ
並
木
を
添
え
、
牧
場
の
牛
に
言
及
す
る
。
模
範
的
な
ガ
イ
ド
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
ハ
イ
ヤ
ー
の
運
転
手
に
ク
ラ
ー
ク
像
を
指
差
さ
せ
る
と
こ
ろ
な
ど
、
あ
ま
り
に
も
律
儀
す
ぎ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
だ
。「
黒
い
風
土
」
に
点
描
さ
れ
る
北
海
道
は
、
北
海
道
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
記
述
を
積
極
的
に
模
倣
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
す
ら
感
じ
ら
れ
て
し
ま
う
。 
 
実
の
と
こ
ろ
「
黒
い
風
土
」
で
清
張
は
、
率
先
し
て
ガ
イ
ド
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
た
。
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
も
、「
黒
い
風
土
」
に
は
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。
若
宮
が
Ｒ
新
聞
社
の
小
樽
の
通
信
局
に
立
ち
寄
っ
た
と
き
の
場
面
で
あ
る
。
社
会
部
に
取
材
の
内
容
を
悟
ら
れ
た
く
な
い
の
で
「
な
る
べ
く
本
紙
の
編
集
関
係
と
は
タ
ッ
チ
し
た
く
な
い
」
と
考
え
て
い
た
若
宮
は
、
出
張
理
由
を
次
の
よ
う
に
ご
ま
か
し
て
通
信
局
長
に
伝
え
て
い
た
。 
 
「
で
、
こ
っ
ち
の
方
は
ご
出
張
で
す
か
？
」 
 
山
村
局
長
は
、
無
精
髭
の
伸
び
た
顔
で
訊
い
た
。 
「
え
え
、
う
ち
の
週
刊
誌
で
、
〝
北
海
道
拝
見
〟
と
い
う
企
画
を
や
る
の
で
、
こ
っ
ち
に
や
ら
さ
れ
た
ん
で
す
よ
」 
 
若
宮
は
口
実
を
つ
く
っ
た
。 
「
そ
う
で
す
か
。
北
海
道
ブ
ー
ム
で
す
か
ら
な
」 
（
連
載
一
〇
八
回
「
小
樽
に
て
（
十
二
）」） 
 
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
明
ら
か
に
北
海
道
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
。
だ
か
ら
「
黒
い
風
土
」
に
お
け
る
北
海
道
は
『
北
海
道
新
聞
』
の
読
者
に
向
け
て
の
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
だ
け
で
な
く
、『
西
日
本
新
聞
』
や
『
中
部
日
本
新
聞
』
の
読
者
に
向
け
て
の
紹
介
と
い
う
役
割
も
担
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
ガ
イ
ド
・
ブ
ッ
ク
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
北
海
道
に
関
す
る
典
型
的
な
記
述
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
実
際
、「
黒
い
風
土
」
が
連
載
さ
れ
た
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
六
〇
年
に
か
け
て
、
北
海
道
は
ブ
ー
ム
だ
っ
た
。
す
で
に
一
九
五
六
年
に
『
朝
日
新
聞
』（
七
月
四
日
）
は
「
北
海
道
は
観
光
ブ
ー
ム
」
と
い
う
記
事
を
載
せ
、「
涼
し
い
北
海
道
観
光
施
設
を
案
内
し
な
が
ら
、
そ
の
〝
観
光
ブ
ー
ム
〟
な
る
も
の
の
実
情
」
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
、「
涼
し
さ
が
魅
力
」
で
「
空
路
は
予
約
で
満
員
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
。「
黒
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い
風
土
」
で
も
、
北
海
道
に
向
か
う
飛
行
機
に
搭
乗
し
、
満
員
の
機
内
を
眺
め
や
っ
た
と
き
の
若
宮
の
心
中
が
、「
近
ご
ろ
北
海
道
ブ
ー
ム
だ
と
新
聞
に
出
て
い
た
が
、
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
」
と
描
か
れ
て
い
た
（
連
載
九
一
回
「
北
海
道
（
八
）」）。
あ
ま
り
に
混
雑
し
て
い
た
た
め
、
は
じ
め
て
の
飛
行
機
で
眺
め
の
い
い
席
に
座
り
た
い
と
考
え
て
い
た
若
宮
は
、
席
を
求
め
て
機
内
を
う
ろ
う
ろ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
若
宮
の
姿
を
通
し
て
清
張
は
、ま
だ
珍
し
か
っ
た
飛
行
機
と
い
う
交
通
手
段
の
実
情
に
関
し
て
も
、
ガ
イ
ド
よ
ろ
し
く
新
聞
の
読
者
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
。 
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
北
海
道
ブ
ー
ム
」
と
飛
行
機
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
っ
た
。
周
知
の
通
り
、
一
九
五
一
年
に
日
本
航
空
が
戦
後
初
の
民
間
航
空
国
内
線
と
し
て
、
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
航
空
の
委
託
に
よ
っ
て
東
京
―
大
阪
―
福
岡
間
で
運
航
を
開
始
し
た
。
東
京
―
札
幌
線
も
す
ぐ
に
開
設
さ
れ
、
一
九
五
二
年
に
は
日
本
航
空
が
東
京
―
札
幌
線
な
ど
五
路
線
の
免
許
を
取
得
し
、自
主
運
航
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
神
武
景
気
の
到
来
と
と
も
に
旅
行
熱
は
高
ま
り
、
一
九
五
七
年
七
月
に
は
、
東
京
―
札
幌
線
の
割
引
深
夜
便
が
就
航
す
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
た
路
線
の
拡
充
が
、「
北
海
道
ブ
ー
ム
」
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。（
６
） 
『
西
日
本
新
聞
』
や
『
中
部
日
本
新
聞
』
の
読
者
に
と
っ
て
も
、
北
海
道
は
関
心
の
的
だ
っ
た
。「
黒
い
風
土
」
を
連
載
し
て
い
た
『
西
日
本
新
聞
』
が
一
九
五
九
年
八
月
十
八
日
か
ら
始
め
た
「
東
北
・
北
海
道
の
開
発
」
と
い
う
連
載
記
事
（
全
五
回
、
八
月
二
十
日
ま
で
）
も
そ
う
し
た
志
向
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
し
、
『
中
部
日
本
新
聞
』
も
一
九
五
九
年
六
月
二
十
九
日
に
「
伸
び
ゆ
く
北
海
道 
産
業
と
観
光
」
と
題
し
た
六
段
抜
き
の
記
事
を
大
々
的
に
掲
げ
、「
特
有
の
景
観
に
観
光
客
で
賑
う
」
状
況
を
伝
え
て
い
た
。（
７
）
清
張
は
、
こ
う
し
た
『
西
日
本
新
聞
』
や
『
中
部
日
本
新
聞
』
の
読
者
の
旅
情
を
掻
き
立
て
よ
う
と
北
海
道
の
典
型
的
な
景
観
を
点
描
し
、
ま
た
北
海
道
の
実
情
を
伝
え
る
情
報
を
記
述
し
た
。「
北
海
道
の
夏
は
、
東
京
よ
り
三
十
分
は
陽
が
永
い
ら
し
い
」
と
い
っ
た
一
節
や
、「
若
宮
四
郎
は
、
咽
喉
が
乾
い
た
。
い
く
ら
北
海
道
で
も
、
夏
の
直
射
日
光
は
暑
い
」
と
い
っ
た
何
気
な
い
説
明
は
、
こ
れ
か
ら
北
海
道
へ
旅
行
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
読
者
に
と
っ
て
は
貴
重
だ
（
連
載
九
六
回
「
北
海
道
（
十
三
）」、
連
載
二
八
回
「
霧
の
中
（
八
）」）。「
黒
い
風
土
」
は
新
聞
小
説
欄
に
連
載
さ
れ
た
推
理
小
説
だ
っ
た
が
、
他
方
で
旅
行
記
と
し
て
の
側
面
も
兼
ね
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。（
８
） 
 
改
め
て
繰
り
返
す
と
、
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
を
、『
北
海
道
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』『
中
部
日
本
新
聞
』
の
読
者
に
向
け
て
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
。
だ
か
ら
読
者
の
欲
望
を
察
知
す
る
能
力
に
恵
ま
れ
て
い
た
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
で
、
新
聞
小
説
に
欠
け
て
い
た
地
方
性
と
い
う
要
素
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
。
移
動
し
続
け
る
若
宮
の
眼
差
し
を
通
し
て
、清
張
は
そ
れ
ぞ
れ
の
新
聞
の
読
者
を
満
足
さ
せ
る
地
方
性
を「
黒
い
風
土
」
の
中
に
点
描
し
て
い
っ
た
。
名
古
屋
、
熱
海
、
そ
し
て
北
海
道
。
本
当
な
ら
九
州
も
舞
台
と
し
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て
取
り
上
げ
た
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。 
「
黒
い
風
土
」（
あ
る
い
は
『
黄
色
い
風
土
』）
の
評
価
は
決
し
て
高
く
な
い
。
推
理
小
説
と
し
て
は
失
敗
の
部
類
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
出
来
映
え
で
あ
る
。
し
か
し
戦
後
の
新
聞
小
説
史
に
お
い
て
、「
黒
い
風
土
」
は
と
て
も
大
切
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
作
品
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
新
聞
小
説
と
い
う
場
で
、
地
方
性
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、
か
つ
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
物
語
を
展
開
し
て
み
よ
う
と
す
る
実
験
精
神
に
よ
っ
て
、「
黒
い
風
土
」
は
生
み
出
さ
れ
た
。「
黒
い
風
土
」
と
い
う
失
敗
作
は
、
戦
後
の
新
聞
小
説
史
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
す
る
の
な
ら
、
看
過
し
得
な
い
足
跡
を
残
し
た
重
要
な
作
品
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
  
五 
新
聞
を
読
む
新
聞
小
説 
  
序
章
で
も
確
認
し
た
こ
と
だ
が
、
新
聞
小
説
を
書
こ
う
と
す
る
小
説
家
に
重
く
の
し
か
か
る
の
は
、
莫
大
な
数
に
上
る
読
者
の
存
在
だ
っ
た
。
新
聞
小
説
の
読
者
は
、
文
芸
雑
誌
だ
け
で
な
く
、
総
合
雑
誌
や
週
刊
誌
と
比
べ
て
も
、圧
倒
的
な
数
に
上
る
。そ
う
し
た
読
者
に
向
け
て
新
聞
小
説
を
書
こ
う
と
す
る
と
き
、
ま
ず
小
説
家
は
、
自
分
の
紡
ぎ
出
そ
う
と
す
る
物
語
が
、
読
者
に
親
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
。 
 
た
と
え
ば
清
張
よ
り
少
し
後
に
、
第
三
十
三
回
芥
川
賞
を
「
白
い
人
」（『
近
代
文
学
』、
一
九
五
五
年
五
月
～
六
月
）
で
受
賞
し
た
遠
藤
周
作
な
ど
は
、
は
じ
め
て
新
聞
小
説
を
「
書
け
と
い
わ
れ
た
時
び
っ
く
り
し
た
」
と
い
う
。「
小
説
に
関
す
る
限
り
、
文
学
雑
誌
だ
け
に
仕
事
を
し
て
き
た
」
と
い
う
純
文
学
畑
を
歩
ん
で
き
た
遠
藤
に
と
っ
て
読
者
と
は
、「
文
学
を
愛
好
す
る
限
定
さ
れ
た
読
者
」
だ
っ
た
。
し
か
も
純
文
学
作
家
は
、
自
分
の
作
品
を
「
読
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
欲
望
だ
け
で
な
く
、「
わ
か
ら
ぬ
人
は
読
ん
で
く
れ
な
く
て
い
い
」
と
い
う
「
倨
傲
な
感
情
」
を
抱
く
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
新
聞
小
説
で
は
、
そ
ん
な
「
甘
っ
た
れ
た
気
持
ち
」
は
許
さ
れ
な
い
。 
 
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
読
者
を
相
手
に
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
読
者
の
顔
は
あ
い
ま
い
で
、
そ
の
趣
味
、
傾
向
も
さ
ま
ざ
ま
で
そ
の
イ
メ
ー
ジ
も
複
雑
で
あ
る
。
今
ま
で
文
学
雑
誌
だ
け
で
仕
事
を
し
て
い
た
も
の
が
戸
惑
う
の
も
無
理
も
な
い
。（
９
） 
 
だ
か
ら
遠
藤
は
「
新
聞
小
説
を
書
く
前
に
読
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
何
処
に
お
く
か
を
き
め
て
か
か
っ
た
」
の
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で
あ
る
。
そ
う
し
た
遠
藤
が
ど
の
よ
う
に
読
者
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
か
、
そ
れ
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
六
六
年
六
月
九
日
か
ら
翌
年
五
月
一
五
日
ま
で
『
読
売
新
聞
』
夕
刊
に
連
載
さ
れ
た
「
ど
っ
こ
い
シ
ョ
」
の
冒
頭
で
あ
る
。 
 
 
こ
ん
ば
ん
わ
。
拙
者
が
作
者
で
す
。 
 
あ
な
た
、
ど
う
い
う
恰
好
で
こ
の
夕
刊
を
開
け
て
お
ら
れ
ま
す
か
。
食
卓
に
ひ
じ
を
つ
き
、
ア
ク
ビ
を
し
な
が
ら
読
ん
で
お
ら
れ
ま
す
か
。
ね
そ
べ
っ
た
ま
ま
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
で
眼
を
通
し
て
い
ら
れ
る
の
で
す
か
。 
（
連
載
一
回
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
（
一
）」） 
 
そ
の
後
読
者
で
あ
る
「
あ
な
た
」
は
ラ
ッ
シ
ュ
で
混
み
合
う
バ
ス
に
乗
り
、
立
っ
た
ま
ま
鞄
を
持
っ
た
中
年
男
と
隣
り
合
う
。
中
年
男
の
鞄
が
「
あ
な
た
」
の
膝
に
あ
た
っ
て
痛
い
。
注
意
し
て
も
ど
け
て
く
れ
な
い
。「
あ
な
た
」
は
思
わ
ず
大
き
な
声
で
「
鞄
を
、
ど
け
ろ
」
と
叫
ん
で
し
ま
う
。
そ
ん
な
「
あ
な
た
」
に
対
し
、
作
者
は
こ
の
よ
う
に
優
し
く
語
り
か
け
る
。 
 
 
ま
ァ
、
そ
う
彼
の
こ
と
を
怒
ら
ん
で
下
さ
い
。
な
に
し
ろ
か
れ
は
こ
の
小
説
の
主
人
公
な
ん
だ
か
ら
。
そ
れ
に
、
彼
は
片
耳
が
き
こ
え
な
い
ん
で
す
。
片
耳
が
。 （
連
載
一
回
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
（
一
）」） 
 
遠
藤
が
「
ど
っ
こ
い
シ
ョ
」
を
書
く
に
あ
た
っ
て
イ
メ
ー
ジ
し
た
読
者
像
は
明
ら
か
だ
。
東
京
在
住
で
、
毎
朝
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
に
混
雑
す
る
バ
ス
（
あ
る
い
は
電
車
）
に
乗
っ
て
通
勤
（
あ
る
い
は
通
学
）
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
ひ
と
。
そ
う
い
っ
た
「
あ
な
た
」
と
と
も
に
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の
混
雑
に
堪
え
て
い
る
中
年
男
が
「
ど
っ
こ
い
シ
ョ
」
の
主
人
公
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
主
人
公
が
読
者
と
身
近
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
物
語
が
読
者
に
親
し
い
も
の
で
あ
る
と
印
象
づ
け
よ
う
と
す
る
手
法
は
、
新
聞
小
説
で
は
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
も
の
だ
。
遠
藤
は
読
者
に
「
あ
な
た
」
と
呼
び
か
け
る
こ
と
で
、
読
者
を
物
語
の
中
に
巻
き
込
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 
 
「
ど
っ
こ
い
シ
ョ
」
は
周
到
な
戦
略
の
も
と
に
語
り
起
こ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
ど
っ
こ
い
シ
ョ
」
で
遠
藤
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
読
者
像
に
お
い
て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
要
素
が
あ
っ
た
。
と
い
う
よ
り
も
、
こ
れ
こ
そ
が
一
番
重
要
な
要
素
だ
っ
た
の
だ
が
、「
拙
者
」
に
よ
っ
て
「
あ
な
た
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
る
存
在
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
「
こ
の
夕
刊
を
開
け
て
お
ら
れ
」
る
ひ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
遠
藤
は
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読
者
を
読
者
と
し
て
物
語
の
中
に
招
き
入
れ
た
。「
ど
っ
こ
い
シ
ョ
」
の
読
者
は
、
ま
さ
に
「
ど
っ
こ
い
シ
ョ
」を
読
む
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
、「
ど
っ
こ
い
シ
ョ
」の
物
語
に
参
加
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。 
遠
藤
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
新
聞
小
説
の
読
者
は
あ
ま
り
に
多
種
多
様
で
曖
昧
だ
。
対
象
が
曖
昧
だ
と
戦
略
も
ぼ
や
け
て
く
る
。
結
果
と
し
て
物
語
は
、
誰
に
で
も
通
じ
る
け
れ
ど
、
誰
に
も
響
か
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。だ
か
ら
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。し
か
し
こ
れ
が
難
し
い
。
ど
う
い
っ
た
読
者
を
標
的
に
す
る
か
、
そ
の
決
断
に
狂
い
が
生
じ
た
ら
、
無
惨
な
結
果
が
待
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
新
聞
小
説
は
誰
に
も
読
ま
れ
な
い
反
故
と
化
す
だ
け
で
あ
る
。
男
性
に
す
る
か
、
女
性
に
す
る
か
、
若
者
に
す
る
か
、
中
年
に
す
る
か
、
都
会
人
に
す
る
か
、
地
方
人
に
す
る
か
。
職
業
そ
の
他
も
考
慮
に
入
れ
よ
う
と
す
る
の
な
ら
、
読
者
像
は
拡
散
し
続
け
て
し
ま
う
。
し
か
し
相
手
と
し
て
想
定
す
る
読
者
を
絞
り
き
る
勇
気
は
、
そ
う
そ
う
簡
単
に
持
て
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
遠
藤
は
「
ど
っ
こ
い
シ
ョ
」
で
確
実
に
間
違
う
こ
と
の
な
い
読
者
像
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
性
別
や
年
齢
や
職
業
や
居
住
地
域
そ
の
他
に
関
わ
ら
ず
、
読
者
は
絶
対
的
に
読
者
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
援
用
す
る
こ
と
に
決
め
た
の
だ
。
た
し
か
に
読
者
は
多
種
多
様
だ
。
し
か
し
読
者
が
新
聞
の
読
者
で
な
い
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
だ
か
ら
遠
藤
は
「
ど
っ
こ
い
シ
ョ
」
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
、
今
ま
さ
に
こ
の
夕
刊
を
読
ん
で
い
る
「
あ
な
た
」
に
設
定
し
た
の
で
あ
る
。 
清
張
も
、さ
ま
ざ
ま
な
戦
略
を
駆
使
し
て
、「
黒
い
風
土
」と
い
う
新
聞
小
説
を
書
き
上
げ
よ
う
と
し
た
。
人
気
の
あ
っ
た
〝
事
件
記
者
〟
を
週
刊
誌
記
者
に
よ
っ
て
相
対
化
し
よ
う
と
し
た
こ
と
。
複
数
の
地
方
を
舞
台
に
す
る
た
め
に
週
刊
誌
記
者
と
い
う
周
縁
の
存
在
を
主
人
公
に
据
え
た
こ
と
。
結
果
と
し
て
「
黒
い
風
土
」
は
、
新
聞
社
に
お
け
る
周
縁
の
存
在
が
、
地
方
と
い
う
周
縁
を
移
動
し
続
け
る
物
語
と
し
て
結
実
し
た
。
そ
う
し
た
読
者
の
欲
望
を
満
た
そ
う
と
す
る
戦
略
に
加
え
て
清
張
も
遠
藤
周
作
と
同
じ
く
、
物
語
の
中
に
読
者
を
取
り
込
ん
で
し
ま
お
う
と
し
て
い
た
。 
 
清
張
は
読
者
に
「
あ
な
た
」
と
呼
び
か
け
て
、
物
語
へ
の
参
入
を
促
す
よ
う
な
手
法
に
頼
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
二
人
称
を
中
心
人
物
に
し
て
し
ま
う
方
法
は
、
た
と
え
ば
ミ
シ
ェ
ル
・
ビ
ュ
ト
ー
ル
の
『
心
変
わ
り
』（
一
九
五
七
年
）
以
来
、
語
り
の
ス
タ
イ
ル
の
ひ
と
つ
と
し
て
目
新
し
い
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
物
語
を
異
化
し
て
し
ま
う
効
能
は
充
分
に
兼
ね
備
え
て
い
た
。
し
か
し
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
ロ
マ
ン
を
嫌
っ
た
清
張
は
、
あ
か
ら
さ
ま
に
物
語
を
異
化
し
よ
う
と
は
し
な
い
。（
10
）
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
小
説
の
、
古
典
的
と
も
言
っ
て
よ
い
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
、
淡
々
と
物
語
を
語
っ
て
い
く
だ
け
だ
。「
黒
い
風
土
」
に
も
、
鬼
面
ひ
と
を
驚
か
す
よ
う
な
技
巧
的
な
語
り
は
見
ら
れ
な
い
。
清
張
ら
し
い
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
の
手
法
で
綴
ら
れ
て
い
く
だ
け
で
あ
る
。 
 
実
の
と
こ
ろ
清
張
は
、
語
り
の
ス
タ
イ
ル
で
こ
と
さ
ら
に
読
者
を
物
語
に
参
入
さ
せ
よ
う
と
は
し
な
い
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が
、
語
ら
れ
る
物
語
内
容
の
内
部
で
、
読
者
と
物
語
を
分
け
隔
て
て
い
る
壁
を
な
き
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
若
宮
四
郎
が
北
海
道
に
行
っ
た
と
き
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
に
、
清
張
の
書
く
新
聞
小
説
の
特
徴
が
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。
若
宮
が
北
海
道
に
調
査
取
材
に
赴
い
た
と
き
、
た
ま
た
ま
婦
人
評
論
家
の
島
内
輝
秋
も
北
海
道
に
講
演
に
来
て
い
た
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｉ
）。「
黒
い
風
土
」
の
冒
頭
で
島
内
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
た
若
宮
は
、
島
内
に
挨
拶
を
し
に
行
こ
う
と
思
い
立
ち
、
宿
泊
し
て
い
る
ホ
テ
ル
を
訪
れ
る
。
部
屋
で
島
内
と
歓
談
し
た
後
、
若
宮
は
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
を
通
り
過
ぎ
る
。
そ
の
と
き
の
一
節
で
あ
る
。 
  
若
宮
は
、
玄
関
に
出
る
前
に
、
ふ
と
、
思
い
つ
い
て
、
ロ
ビ
ー
に
備
え
つ
け
て
あ
る
新
聞
を
と
り
上
げ
た
。
何
か
、
変
っ
た
こ
と
は
起
っ
て
い
な
い
か
。 
（
連
載
一
一
五
回
「
霧
の
中
（
五
）」） 
  
若
宮
四
郎
が
、
ロ
ビ
ー
で
、
ふ
と
、
新
聞
綴
り
を
と
り
上
げ
た
の
は
、
小
樽
の
渡
辺
巡
査
部
長
の
溺
死
事
件
に
、
新
し
い
進
展
は
な
い
か
、
と
思
っ
た
か
ら
だ
が
、
社
会
面
の
隅
々
を
見
渡
し
て
も
、
そ
の
事
件
の
こ
と
は
一
行
も
載
っ
て
い
な
か
っ
た
。 
（
連
載
一
一
六
回
「
霧
の
中
（
六
）」） 
 
何
気
な
い
と
言
え
ば
何
気
な
い
シ
ー
ン
で
あ
る
。
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
新
聞
を
読
む
こ
と
な
ど
、
日
常
の
些
末
な
行
為
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
事
件
に
関
す
る
情
報
は
何
も
手
に
入
れ
ら
れ
ず
、
物
語
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
描
く
必
要
も
な
い
く
ら
い
の
場
面
で
あ
る
。
し
か
し
清
張
は
、
若
宮
が
新
聞
を
手
に
取
る
シ
ー
ン
を
あ
え
て
描
き
出
す
。
登
場
人
物
に
新
聞
を
読
ま
せ
る
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
清
張
の
新
聞
小
説
の
特
徴
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
遠
藤
周
作
は
「
あ
な
た
」
と
呼
び
か
け
る
こ
と
で
読
者
を
物
語
の
世
界
の
中
に
誘
っ
た
。
現
実
の
世
界
で
新
聞
を
手
に
取
る
読
者
を
、
物
語
世
界
内
の
主
人
公
の
す
ぐ
側
に
配
置
す
る
こ
と
で
、「
あ
な
た
」
も
物
語
の
登
場
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
よ
う
と
し
た
。〈
現
実
→
物
語
〉と
い
う
ベ
ク
ト
ル
が
、
「
ど
っ
こ
い
シ
ョ
」
の
読
者
戦
略
だ
っ
た
。 
 
そ
れ
に
対
し
清
張
は
登
場
人
物
に
新
聞
を
読
ま
せ
る
こ
と
で
、
登
場
人
物
の
日
常
と
読
者
の
日
常
を
接
続
さ
せ
て
し
ま
う
。
登
場
人
物
を
読
者
の
日
常
空
間
に
放
り
込
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
あ
え
て
言
う
の
な
ら
、
新
聞
を
読
む
と
い
う
、
今
ま
さ
に
読
者
が
実
践
し
て
い
る
行
為
を
登
場
人
物
に
も
行
わ
せ
る
こ
と
で
、
読
者
と
登
場
人
物
を
重
ね
合
わ
せ
て
し
ま
お
う
と
目
論
ん
で
い
た
。
新
聞
を
読
む
こ
と
を
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通
し
て
読
者
に
、
自
分
は
現
実
に
存
在
し
て
い
る
は
ず
な
の
だ
が
、
同
時
に
若
宮
四
郎
で
も
あ
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
さ
せ
よ
う
と
し
た
。 
こ
う
し
た
清
張
の
詐
術
を
、
見
事
に
指
摘
し
た
の
が
、
東
京
放
送
の
江
藤
文
夫
だ
っ
た
。「
現
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
、
江
藤
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 
 
 
読
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
読
者
を
小
説
の
世
界
に
誘
い
こ
ん
で
い
く
と
い
う
よ
り
は
、
小
説
を
読
者
の
生
活
の
な
か
に
な
げ
こ
む
、
と
い
っ
た
性
格
が
強
い
。
松
本
清
張
作
品
を
軸
と
す
る
推
理
小
説
ブ
ー
ム
が
、
数
多
く
の
新
た
な
読
者
を
獲
得
し
、
ま
た
、
そ
の
読
者
の
生
活
の
な
か
に
定
着
し
て
、
い
わ
ば
〝
永
続
ブ
ー
ム
〟
の
代
表
的
存
在
に
な
っ
て
い
く
一
因
も
、
そ
の
あ
た
り
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。（
11
） 
 
さ
ら
に
江
藤
は
、
清
張
の
小
説
作
品
の
特
色
は
、「
従
来
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
、
そ
れ
自
体
の
論
理
の
展
開
に
よ
っ
て
、
〝
世
界
〟
を
構
築
し
て
い
く
の
に
対
し
て
、
そ
の
論
理
を
現
実
世
界
の
な
か
に
一
度
投
げ
こ
み
、
そ
の
現
実
と
虚
構
と
の
か
ら
み
あ
い
の
上
に
小
説
を
成
立
さ
せ
る
」
点
に
あ
る
と
も
述
べ
て
い
た
。
清
張
は
小
説
世
界
を
現
実
世
界
の
中
に
投
げ
込
み
、
読
者
の
日
常
生
活
の
中
に
放
り
込
ん
で
し
ま
う
。
遠
藤
と
は
対
照
的
に
〈
物
語
→
現
実
〉
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
が
清
張
を
特
徴
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。（
12
） 
 
だ
か
ら
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
で
、
若
宮
四
郎
に
新
聞
を
読
ま
せ
続
け
る
。
そ
も
そ
も
島
内
が
北
海
道
に
来
て
い
る
こ
と
を
若
宮
に
知
ら
せ
た
の
は
新
聞
だ
っ
た
。
小
樽
で
宿
泊
し
た
旅
館
で
朝
食
を
食
べ
な
が
ら
、
若
宮
は
新
聞
を
ひ
ろ
げ
て
読
み
始
め
る
。
す
る
と
「
社
会
面
を
見
て
い
る
若
宮
の
眼
に
、
は
っ
と
す
る
よ
う
な
記
事
が
出
て
い
た
」
の
で
あ
る
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｉ
）。 
  
新
聞
の
社
会
面
で
、
若
宮
四
郎
の
眼
を
ひ
い
た
の
は
、
隅
の
方
だ
が
、「
評
論
家
島
内
氏
来
道
」
と
い
う
見
出
し
だ
っ
た
。 
 
若
宮
は
、
新
聞
を
手
に
と
っ
て
、
小
さ
な
活
字
を
よ
ん
だ
。
記
事
は
極
め
て
短
か
い
。 
「
評
論
家
島
内
輝
秋
氏
は
昨
六
月
五
日
の
日
航
機
で
来
道
、
札
幌
の
パ
レ
ー
ス
・
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
。
同
氏
は
、
某
雑
誌
社
の
主
催
で
、
今
夜
よ
り
札
幌
、
旭
川
、
釧
路
、
根
室
の
各
地
で
講
演
す
る
予
定
」 
 
島
内
氏
が
来
た
の
か
、
と
若
宮
は
ち
ょ
っ
と
感
慨
を
催
し
た
。
同
じ
旅
先
に
知
っ
た
人
が
来
る
の
は
懐
か
し
い
も
の
だ
。
島
内
氏
に
は
、
熱
海
で
会
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
北
海
道
で
一
し
ょ
に
な
っ
た
と
は
縁
が
深
い
。 
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（
連
載
一
〇
四
回
「
小
樽
に
て
（
八
）」） 
 
「
黒
い
風
土
」
の
読
者
が
新
聞
を
読
む
よ
う
に
若
宮
は
新
聞
を
読
み
、
島
内
が
北
海
道
に
来
た
こ
と
を
知
る
。
さ
ら
に
新
聞
は
若
宮
に
島
内
来
道
の
情
報
以
外
の
こ
と
も
伝
え
て
い
た
。「
つ
い
で
の
新
聞
の
ほ
か
の
記
事
に
視
線
を
撫
で
た
」
若
宮
は
、
渡
辺
三
夫
巡
査
部
長
が
溺
死
し
た
事
件
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
黄
色
い
風
土
』
で
は
、
小
樽
の
旅
館
の
女
中
が
若
宮
に
そ
の
事
件
の
概
要
を
知
ら
せ
る
設
定
に
改
稿
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、「
黒
い
風
土
」
で
は
違
っ
た
。
若
宮
は
新
聞
を
読
む
こ
と
で
、
溺
死
事
件
に
つ
い
て
の
知
識
を
仕
入
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
 
人
間
は
、
と
き
と
し
て
大
き
な
活
字
が
眼
に
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
島
内
氏
の
小
さ
な
消
息
が
先
に
眼
に
入
っ
て
、
三
段
抜
き
の
次
の
見
出
し
が
あ
と
か
ら
見
え
た
の
は
ど
う
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
。 
「
失
踪
中
の
渡
辺
巡
査
部
長
、
溺
死
体
と
な
っ
て
発
見
さ
る
。
昨
夜
、
高
島
岬
の
沖
で
」 
 
と
い
う
見
出
し
で
あ
る
。 
 
は
は
あ
、
警
官
が
失
踪
し
て
い
た
の
か
、
と
若
宮
四
郎
は
、
そ
れ
を
読
み
は
じ
め
た
。 
（
連
載
一
〇
四
回
「
小
樽
に
て
（
八
）」） 
 
以
下
、
次
の
連
載
一
〇
五
回
「
小
樽
に
て
（
九
）」
に
か
け
て
、
渡
辺
巡
査
部
長
の
事
件
を
伝
え
る
新
聞
記
事
が
引
用
さ
れ
て
い
く
。
若
宮
は
朝
食
を
食
べ
る
の
も
忘
れ
て
新
聞
を
読
み
耽
る
。
そ
の
よ
う
な
若
宮
を
見
て
、
女
中
が
若
宮
に
渡
辺
巡
査
部
長
の
こ
と
を
話
し
始
め
る
。
最
後
に
目
撃
さ
れ
た
と
き
「
か
な
り
酔
っ
て
い
た
」
と
新
聞
に
は
書
か
れ
て
い
る
が
、
渡
辺
巡
査
部
長
は
「
酒
の
呑
め
な
い
」
ひ
と
だ
っ
た
こ
と
。
ま
た
公
安
課
の
外
事
担
当
だ
っ
た
た
め
、「
不
良
外
人
に
誘
拐
さ
れ
た
」
可
能
性
も
あ
る
と
別
の
新
聞
に
出
て
い
た
こ
と
。
新
聞
を
読
む
と
い
う
行
為
を
眼
に
し
た
女
中
が
、
若
宮
に
貴
重
な
情
報
を
提
供
す
る
。
新
聞
に
書
か
れ
て
い
る
情
報
か
ら
、
そ
し
て
新
聞
を
読
む
こ
と
を
き
っ
か
け
に
聞
く
こ
と
の
で
き
た
情
報
か
ら
、
若
宮
は
俄
然
渡
辺
巡
査
部
長
の
事
件
に
興
味
を
持
ち
始
め
る
の
で
あ
る
。 
ま
た
若
宮
を
真
鶴
岬
に
移
動
さ
せ
た
の
も
新
聞
だ
っ
た
。「
黒
い
風
土
」
の
冒
頭
で
、
島
内
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
た
め
に
熱
海
を
訪
れ
た
若
宮
は
、
熱
海
の
蒼
海
ホ
テ
ル
で
、
新
婚
の
夫
が
錦
ヶ
浦
で
身
を
投
げ
る
事
件
に
遭
遇
す
る
。
そ
の
後
す
ぐ
に
真
鶴
岬
へ
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
も
新
聞
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。 
 
連
載
七
五
回
「
岬
の
殺
人
（
一
）」
か
ら
七
八
回
「
岬
の
殺
人
（
四
）」
の
途
中
ま
で
は
、「
黒
い
風
土
」
に
お
い
て
は
異
例
の
箇
所
で
あ
る
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｇ
）。「
黒
い
風
土
」
の
視
点
人
物
は
一
貫
し
て
若
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宮
四
郎
で
あ
り
、
ほ
ぼ
全
て
の
事
象
は
若
宮
の
視
線
を
通
し
て
読
者
に
提
示
さ
れ
る
。
し
か
し
「
一
組
の
若
い
男
女
が
、
真
鶴
岬
を
歩
い
て
い
た
。
―
」
か
ら
始
ま
る
「
岬
の
殺
人
」
は
、
若
宮
四
郎
を
離
れ
た
超
越
的
な
語
り
手
に
よ
る
語
り
が
提
示
さ
れ
る
。
語
り
手
は
真
鶴
岬
が
熱
海
と
小
田
原
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、「
日
本
交
通
公
社
発
行
の
ガ
イ
ド
・
ブ
ッ
ク
」
の
記
述
を
引
用
し
、
真
鶴
岬
を
俯
瞰
し
て
い
く
。
そ
の
鳥
瞰
的
な
語
り
に
よ
っ
て
、「
一
組
の
若
い
男
女
」
に
よ
っ
て
他
殺
体
が
発
見
さ
れ
た
経
緯
が
物
語
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 
「
岬
の
殺
人
（
四
）」
ま
で
、
視
点
人
物
で
あ
る
若
宮
は
ま
っ
た
く
登
場
し
な
い
し
、
そ
の
存
在
が
匂
わ
さ
れ
る
記
述
す
ら
な
い
。
そ
し
て
「
岬
の
殺
人
（
四
）」
が
半
分
ち
ょ
っ
と
ま
で
進
ん
だ
と
き
、
よ
う
や
く
若
宮
が
次
の
よ
う
に
登
場
す
る
。 
 
―
こ
の
記
事
は
、
翌
朝
の
朝
刊
に
で
た
。 
 
若
宮
四
郎
は
、
熱
海
の
旅
館
で
、
こ
れ
を
よ
ん
だ
。
旅
館
は
、
わ
ざ
と
蒼
海
ホ
テ
ル
を
避
け
て
、
別
の
宿
に
し
た
。
こ
れ
は
、
蒼
海
ホ
テ
ル
の
レ
イ
の
事
務
員
を
刺
戟
さ
せ
な
い
た
め
だ
っ
た
。 
 
新
聞
で
、 
「
真
鶴
岬
で
男
の
絞
殺
死
体
、
年
齢
五
十
歳
前
後
、
地
中
に
埋
め
た
も
の
を
発
見
」 
 
と
い
う
記
事
が
目
に
入
っ
た
と
き
、若
宮
四
郎
は
眼
を
む
い
た
も
の
だ
。す
ぐ
に
頭
に
き
た
の
は
、
由
美
の
叔
父
の
長
谷
川
で
あ
る
。 
 
記
事
を
て
い
ね
い
に
読
ん
で
ゆ
く
う
ち
に
、
い
よ
い
よ
長
谷
川
だ
と
思
っ
た
。（
13
） 
 
こ
こ
に
至
っ
て
、「
岬
の
殺
人
（
一
）」
か
ら
「
岬
の
殺
人
（
四
）」
の
中
途
ま
で
の
記
述
が
、
若
宮
の
読
ん
で
い
た
新
聞
記
事
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。「
黒
い
風
土
」
の
読
者
は
、
そ
れ
と
知
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
若
宮
の
眼
が
捉
え
た
新
聞
記
事
を
、
若
宮
が
読
む
よ
う
に
し
て
読
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。「
岬
の
殺
人
（
一
）」
か
ら
「
岬
の
殺
人
（
四
）」
ま
で
を
読
む
読
者
の
視
線
は
、
実
は
若
宮
の
視
線
で
も
あ
っ
た
。
読
者
の
眼
差
し
は
、
自
ら
が
意
識
す
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
に
、
若
宮
の
眼
差
し
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
た
。 記
事
を
読
ん
だ
若
宮
は
、
す
ぐ
さ
ま
真
鶴
岬
に
行
く
。
そ
し
て
発
見
さ
れ
た
他
殺
体
の
首
に
巻
き
付
い
て
い
た
あ
じ
さ
い
柄
の
日
本
手
拭
い
が
、
小
樽
に
あ
る
バ
ー
・
ア
ジ
サ
イ
の
開
店
を
祝
う
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
る
。
そ
こ
で
若
宮
は
北
海
道
に
向
か
い
取
材
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
若
宮
は
急
遽
東
京
に
呼
び
戻
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
も
新
聞
だ
っ
た
。 
221 
 
 
北
海
道
か
ら
週
刊
誌
の
編
集
部
に
電
話
を
し
た
若
宮
は
、
次
長
の
児
玉
か
ら
蒼
海
ホ
テ
ル
の
事
務
員
が
名
古
屋
で
殺
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｊ
）。「
木
谷
は
ん
は
君
に
早
く
帰
っ
て
来
い
と
云
う
て
は
る
。
都
合
に
よ
っ
て
は
、
君
を
名
古
屋
に
飛
ば
す
つ
も
り
や
」
と
い
う
児
玉
の
言
葉
を
聞
い
て
、
若
宮
は
す
ぐ
さ
ま
東
京
に
戻
る
算
段
を
す
る
。 
 
東
京
に
戻
り
週
刊
誌
の
編
集
部
に
や
っ
て
来
た
若
宮
を
見
て
、
お
も
む
ろ
に
木
谷
編
集
長
は
机
の
引
き
出
し
か
ら
「
新
聞
の
切
り
抜
き
」
を
取
り
出
す
。
若
宮
は
差
し
出
さ
れ
た
記
事
を
読
む
。
そ
の
記
事
が
引
用
さ
れ
る
。
若
宮
が
読
ん
だ
記
事
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。 
 
六
月
五
日
、
午
前
十
時
ご
ろ
、
名
古
屋
市
北
区
Ｓ
町×
×
番
地
、
西
山
旅
館
＝
経
営
者
西
山
フ
ク
さ
ん
＝
方
で
、
前
夜
か
ら
泊
っ
て
い
た
三
十
二
、
三
歳
ぐ
ら
い
の
男
が
、
絞
殺
死
体
と
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
所
持
品
に
よ
り
身
元
は
、
静
岡
県
熱
海
市×
×
通
り
蒼
海
ホ
テ
ル
内
、
事
務
員
春
田
義
男
さ
ん
（
三
二
）
と
判
明
し
た
。 
春
田
さ
ん
は
、
前
夜
十
一
時
半
ご
ろ
、
西
山
旅
館
に
女
連
れ
で
投
宿
し
た
も
の
で
、
女
は
二
十
三
、
四
歳
ぐ
ら
い
で
、
一
見
事
務
員
風
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
女
は
、
同
旅
館
に
、
午
前
七
時
ご
ろ
名
古
屋
駅
に
行
く
と
云
っ
て
出
た
ま
ま
帰
ら
な
い
…
… 
（
連
載
一
二
三
回
「
名
古
屋
の
殺
人
（
三
）」） 
 
蒼
海
ホ
テ
ル
の
事
務
員
・
春
田
が
絞
殺
死
体
と
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
新
聞
記
事
、
そ
れ
が
若
宮
を
名
古
屋
へ
移
動
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。
新
聞
を
読
む
こ
と
が
、
若
宮
の
移
動
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
さ
ら
に
偽
札
事
件
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
真
鶴
の
印
刷
屋
が
焼
け
た
こ
と
も
、
若
宮
は
新
聞
を
読
む
こ
と
で
知
っ
た
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｓ
）。 
 
 
大
し
た
記
事
は
な
い
。 
 
三
面
の
ト
ッ
プ
も
格
別
の
こ
と
は
な
か
っ
た
。
季
節
の
風
景
写
真
が
大
き
く
出
て
い
る
。
世
間
は
、
わ
り
と
平
和
で
あ
っ
た
。 
 
新
聞
を
投
げ
出
そ
う
と
し
た
と
き
、
ふ
と
、
下
の
方
に
小
さ
く
組
ま
れ
て
あ
る
一
段
の
見
出
し
が
眼
に
入
っ
た
。 
「
真
鶴
の
火
事
、
三
軒
全
焼
」 
 
と
し
て
あ
る
。 
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以
下
、「
昨
夜
九
時
半
ご
ろ
」
か
ら
始
ま
る
新
聞
記
事
の
引
用
が
続
く
。
他
殺
体
が
発
見
さ
れ
た
真
鶴
で
、
し
か
も
偽
札
事
件
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
印
刷
屋
が
全
焼
し
た
こ
と
を
記
事
で
知
っ
た
若
宮
は
、
再
び
真
鶴
に
赴
く
こ
と
に
な
る
。 
ま
た
二
度
目
に
名
古
屋
に
行
っ
た
と
き
、
若
宮
は
島
内
輝
秋
が
死
去
す
る
現
場
に
立
ち
会
っ
た
（
参
照
・
【
資
料
６
】
Ｖ
）。
島
内
は
特
殊
な
カ
プ
セ
ル
に
入
っ
た
青
酸
カ
リ
を
飲
ま
さ
れ
て
、
名
古
屋
の
あ
る
小
学
校
で
講
演
中
に
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
講
演
会
場
に
若
宮
が
行
け
た
の
も
、
新
聞
の
お
か
げ
だ
っ
た
。
宿
泊
し
た
旅
館
で
朝
食
の
準
備
を
し
て
い
る
女
中
に
、
若
宮
は
わ
ざ
わ
ざ
「
新
聞
は
な
い
か
ね
？
」
と
言
っ
て
、
新
聞
を
持
っ
て
き
て
も
ら
う
。
朝
食
を
食
べ
な
が
ら
読
ん
で
い
た
朝
刊
に
載
っ
て
い
た
の
が
、
地
方
文
化
団
体
が
主
催
し
て
行
わ
れ
る
「
島
内
輝
秋
氏
講
演
」
を
伝
え
る
記
事
だ
っ
た
（
連
載
二
七
四
回
「
わ
な
（
五
）」）。
そ
の
記
事
を
眼
に
し
な
け
れ
ば
、
名
古
屋
に
島
内
が
来
て
い
る
こ
と
を
若
宮
が
知
る
よ
し
も
な
か
っ
た
し
、
島
内
輝
秋
と
い
う
「
黒
い
風
土
」
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
人
物
の
殺
害
現
場
に
立
ち
会
う
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。 
 
日
高
昭
二
は
「
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
ト
リ
ッ
ク
―
松
本
清
張
『
点
と
線
』」
の
中
で
、『
点
と
線
』（『
旅
』、
一
九
五
七
年
二
月
～
一
九
五
八
年
一
月
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
新
聞
記
事
を
論
じ
て
、「
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
特
徴
と
す
る
、
速
報
性
や
概
括
性
が
「
談
話
」
や
「
観
測
的
な
記
事
」
を
交
え
て
手
際
よ
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
」（
14
）
と
述
べ
て
い
た
が
、『
点
と
線
』
に
限
ら
ず
、
清
張
が
自
ら
書
き
、
作
品
に
引
用
す
る
新
聞
記
事
は
、
本
物
か
と
見
紛
う
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
者
の
土
屋
礼
子
が
、「
西
郷
札
」（『
週
刊
朝
日
』
別
冊
春
季
増
刊
号
、
一
九
五
一
年
三
月
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
明
治
十
年
頃
の
新
聞
記
事
に
触
れ
て
、「
こ
の
時
代
の
新
聞
を
読
み
慣
れ
た
私
で
も
、
ど
れ
が
真
の
新
聞
記
事
で
ど
れ
が
偽
物
か
判
断
し
が
た
い
ほ
ど
よ
く
で
き
て
い
る
」
と
舌
を
巻
く
ほ
ど
に
、
清
張
の
新
聞
記
事
は
巧
み
な
も
の
だ
っ
た
。 
 
「
黒
い
風
土
」
で
若
宮
四
郎
が
眼
に
す
る
新
聞
記
事
は
、
ど
の
新
聞
に
で
も
載
る
で
あ
ろ
う
、「
速
報
性
」
や
「
概
括
性
」
を
顧
慮
し
つ
つ
事
実
を
淡
々
と
記
述
し
て
い
く
、
平
々
凡
々
な
も
の
だ
っ
た
。
取
る
に
足
り
な
い
あ
り
ふ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。し
か
し
平
凡
な
新
聞
記
事
で
あ
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
だ
っ
た
。
新
聞
を
開
い
て
「
黒
い
風
土
」
を
読
む
読
者
が
、
若
宮
の
読
む
新
聞
記
事
を
、
同
じ
新
聞
に
載
っ
て
い
る
新
聞
記
事
と
同
質
の
も
の
と
受
け
と
め
て
し
ま
う
こ
と
。
清
張
の
狙
い
は
、
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 
 
『
北
海
道
新
聞
』
で
あ
っ
て
も
、『
西
日
本
新
聞
』
で
あ
っ
て
も
、『
中
部
日
本
新
聞
』
で
あ
っ
て
も
、
社
会
面
を
開
け
ば
、
若
宮
が
読
ん
で
い
た
よ
う
な
記
事
は
、
毎
日
紙
面
の
一
角
を
占
め
て
い
た
。「
黒
い
風
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土
」
を
読
む
読
者
が
若
宮
の
眼
を
通
し
て
読
ん
で
い
た
新
聞
記
事
は
、
読
者
が
手
に
取
る
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
記
事
と
大
差
の
な
い
も
の
だ
っ
た
。
だ
か
ら
社
会
面
の
記
事
を
読
み
耽
る
若
宮
の
姿
は
、『
北
海
道
新
聞
』
や
『
西
日
本
新
聞
』
や
『
中
部
日
本
新
聞
』
の
社
会
面
を
読
む
読
者
の
そ
れ
で
も
あ
る
。
若
宮
の
眼
差
し
と
読
者
の
眼
差
し
は
溶
け
合
っ
て
い
く
。「
黒
い
風
土
」
を
読
む
読
者
は
、
新
聞
を
読
む
行
為
を
媒
介
に
、
無
意
識
の
う
ち
に
若
宮
に
自
分
自
身
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
る
。 
 
「
黒
い
風
土
」
に
お
い
て
若
宮
四
郎
は
移
動
し
続
け
て
い
た
。
そ
れ
と
同
時
に
若
宮
は
新
聞
を
読
み
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
新
聞
を
読
む
こ
と
を
通
し
て
得
ら
れ
た
情
報
が
若
宮
に
移
動
を
促
し
、
物
語
を
展
開
さ
せ
る
。
新
聞
を
読
む
と
い
う
行
為
は
、
登
場
人
物
の
日
常
を
感
じ
さ
せ
る
所
作
と
い
う
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
新
聞
を
読
ま
な
け
れ
ば
物
語
は
進
ま
な
い
。
新
聞
を
読
む
こ
と
で
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
転
換
し
て
い
く
。
新
聞
を
読
む
と
い
う
行
為
が
、「
黒
い
風
土
」
の
物
語
を
進
展
さ
せ
て
い
た
。 
 
そ
し
て
若
宮
四
郎
に
新
聞
を
く
り
か
え
し
く
り
か
え
し
読
ま
せ
る
こ
と
で
、
読
者
と
若
宮
は
相
互
に
浸
透
し
合
い
、
現
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
分
け
隔
て
て
い
た
壁
が
溶
解
す
る
。
若
宮
は
、
読
者
が
周
囲
を
見
渡
せ
ば
ど
こ
に
で
も
い
る
よ
う
な
、
新
聞
を
読
む
一
介
の
ひ
と
に
過
ぎ
な
く
な
る
。 
 
清
張
の
小
説
を
特
徴
づ
け
て
い
た
〈
物
語
→
現
実
〉
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
は
、
視
点
人
物
に
新
聞
を
読
ま
せ
る
こ
と
で
確
固
と
し
た
も
の
と
な
る
。
新
聞
小
説
は
新
聞
小
説
欄
と
い
う
枠
組
み
の
中
に
行
儀
よ
く
連
載
さ
れ
て
い
く
の
だ
が
、
物
語
は
そ
の
枠
を
超
え
て
読
者
に
作
用
を
及
ぼ
す
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
新
聞
小
説
で
視
点
人
物
に
新
聞
を
読
ま
せ
続
け
る
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
清
張
の
新
聞
小
説
に
と
っ
て
、
鍵
と
な
る
重
要
な
戦
略
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
  
六 
全
国
紙
／
地
方
紙 
  
「
黒
い
風
土
」
は
新
聞
を
読
む
新
聞
小
説
で
あ
る
。
そ
れ
は
新
聞
小
説
の
物
語
を
読
者
の
日
常
に
接
続
さ
せ
て
し
ま
う
方
法
だ
っ
た
。
新
聞
を
読
む
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
、
現
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
隔
て
る
垣
根
が
取
り
払
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
新
聞
に
向
け
ら
れ
た
眼
差
し
の
中
で
、
い
つ
し
か
若
宮
と
読
者
は
溶
け
合
っ
て
い
く
。 
 
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
も
し
若
宮
が
手
に
取
っ
て
い
る
新
聞
が
『
朝
日
新
聞
』
や
『
毎
日
新
聞
』
や
『
読
売
新
聞
』
だ
っ
た
ら
、
ど
う
だ
ろ
う
。「
黒
い
風
土
」
は
『
北
海
道
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』『
中
部
日
本
新
聞
』
に
載
っ
た
新
聞
小
説
だ
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
黒
い
風
土
」
の
読
者
は
、『
北
海
道
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』『
中
部
日
本
新
聞
』
の
読
者
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
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そ
れ
ら
読
者
に
、
若
宮
の
読
む
新
聞
が
自
分
の
読
む
新
聞
と
同
じ
だ
と
思
わ
せ
る
た
め
に
は
、
若
宮
が
『
北
海
道
新
聞
』
や
『
西
日
本
新
聞
』
や
『
中
部
日
本
新
聞
』
を
手
に
取
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
情
報
が
必
要
と
な
る
。「
黒
い
風
土
」
に
お
い
て
は
、
記
者
が
記
者
一
般
に
還
元
さ
れ
る
存
在
で
は
な
く
、
記
者
社
会
内
部
に
お
け
る
社
会
部
記
者
／
週
刊
誌
記
者
と
い
っ
た
差
異
が
重
要
だ
っ
た
よ
う
に
、
新
聞
も
ま
た
新
聞
一
般
に
回
収
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。「
黒
い
風
土
」
を
読
む
の
な
ら
、
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
内
部
に
お
け
る
差
異
に
こ
そ
眼
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
 
新
聞
を
読
ん
で
若
宮
は
移
動
し
続
け
て
い
た
。
そ
し
て
移
動
先
で
も
新
聞
を
読
み
続
け
て
い
た
。
北
海
道
で
も
、
名
古
屋
で
も
、
旅
館
で
ホ
テ
ル
で
、
若
宮
は
新
聞
を
読
み
続
け
た
。
た
と
え
ば
北
海
道
の
旅
館
で
若
宮
が
朝
食
を
食
べ
な
が
ら
新
聞
を
手
に
取
る
シ
ー
ン
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
た
。 
 
 
習
慣
で
、
飯
を
た
べ
な
が
ら
、
新
聞
を
ひ
ろ
げ
て
読
ん
だ
。
土
地
の
新
聞
だ
が
、
地
方
紙
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
堂
々
と
し
て
い
る
。 
 
政
治
面
か
ら
、
ざ
っ
と
読
ん
で
ゆ
く
。 
（
連
載
一
〇
三
回
「
小
樽
に
て
（
七
）」） 
 
ま
た
名
古
屋
の
旅
館
で
も
若
宮
は
、
朝
食
を
食
べ
る
前
に
旅
館
の
女
中
に
新
聞
を
所
望
す
る
。
新
聞
を
読
む
こ
と
は
若
宮
に
と
っ
て
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
習
慣
で
あ
り
、
そ
の
若
宮
の
日
常
を
形
作
る
細
部
を
、
清
張
が
疎
か
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 
 
「
新
聞
は
な
い
の
か
ね
？
」 
 
若
宮
の
癖
で
、
朝
刊
を
見
な
け
れ
ば
気
が
す
ま
な
い
。 
「
た
だ
い
ま
、
持
っ
て
ま
い
り
ま
す
」 
 
女
中
が
持
っ
て
来
た
の
は
、
地
方
紙
だ
っ
た
。 
 
地
方
紙
で
も
、
こ
の
ご
ろ
は
、
政
治
面
や
外
交
面
は
中
央
紙
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
い
。
地
方
紙
の
面
白
さ
は
社
会
面
に
あ
る
。
若
宮
は
、
三
面
を
開
い
た
。 
（
連
載
二
七
四
回
「
わ
な
（
五
）」） 
 
北
海
道
で
も
名
古
屋
で
も
、
若
宮
が
手
に
す
る
の
は
地
方
紙
で
あ
る
。
清
張
は
「
地
方
紙
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
が
、「
黒
い
風
土
」
に
お
け
る
「
地
方
紙
」
が
、『
北
海
道
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』『
中
部
日
本
新
聞
』と
い
う
三
社
連
合
の
ブ
ロ
ッ
ク
紙
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。（
16
）
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若
宮
に
地
方
紙
を
読
ま
せ
る
こ
と
で
、
今
ま
さ
に
新
聞
紙
上
で
「
黒
い
風
土
」
を
読
ん
で
い
る
読
者
の
眼
差
し
は
、
若
宮
の
そ
れ
と
近
し
い
も
の
と
な
る
。
さ
ら
に
「
堂
々
と
し
て
い
る
」
と
い
う
地
方
紙
を
称
揚
す
る
言
葉
が
、『
北
海
道
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』『
中
部
日
本
新
聞
』
の
読
者
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
清
張
の
〈
物
語
→
現
実
〉
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
は
、
こ
う
し
た
細
部
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
堅
固
な
も
の
と
な
る
。 
 
清
張
は
、
そ
の
作
品
に
お
い
て
し
ば
し
ば
登
場
人
物
に
新
聞
を
読
ま
せ
る
が
、
地
方
紙
に
重
要
な
役
割
を
担
わ
せ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。（
17
）
た
と
え
ば
「
黒
い
風
土
」
の
連
載
中
に
併
行
し
て
連
載
が
始
ま
っ
た
『
考
え
る
葉
』（『
週
刊
読
売
』、
一
九
六
〇
年
四
月
三
日
～
一
九
六
一
年
二
月
十
九
日
）
で
は
、
「
山
陰
日
報
」
と
い
う
地
方
紙
に
載
っ
て
い
る
記
事
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
、
事
件
が
解
決
に
向
か
う
。
主
人
公
の
崎
津
弘
吉
は
、
絞
殺
死
体
と
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
元
憲
兵
伍
長
が
東
京
に
出
て
い
く
直
前
に
読
ん
で
い
た
と
い
う
「
山
陰
日
報
」
を
探
し
求
め
る
。
五
年
前
の
地
方
紙
は
「
東
京
で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
」
も
の
だ
っ
た
が
、
崎
津
は
や
っ
と
の
こ
と
で
、
東
京
支
社
の
倉
庫
に
保
存
し
て
あ
っ
た
五
年
前
の
「
山
陰
日
報
」
を
手
に
す
る
。
よ
う
や
く
眼
に
す
る
こ
と
の
で
き
た
「
山
陰
日
報
」
と
い
う
「
地
方
紙
の
特
色
を
存
分
に
発
揮
し
た
新
聞
で
、
田
舎
の
行
事
が
こ
と
細
か
く
報
道
さ
れ
て
あ
る
」
紙
面
の
中
か
ら
、
崎
津
が
事
件
に
関
連
す
る
写
真
を
見
つ
け
出
す
こ
と
で
、『
考
え
る
葉
』
の
物
語
は
終
局
へ
と
な
だ
れ
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。 
 
「
黒
い
風
土
」
に
お
い
て
も
、
若
宮
の
読
む
新
聞
が
物
語
の
駆
動
力
に
な
っ
て
い
た
。
地
方
紙
で
し
か
知
り
得
な
い
情
報
が
、
若
宮
を
突
き
動
か
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
引
用
し
た
、
若
宮
が
名
古
屋
で
地
方
紙
を
手
に
取
る
シ
ー
ン
（
連
載
二
七
四
回
「
わ
な
（
五
）」）
で
は
、「
地
方
紙
の
面
白
さ
は
社
会
面
に
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。「
政
治
面
や
外
交
面
は
中
央
紙
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
い
」
が
、
社
会
面
だ
け
に
は
地
方
紙
独
特
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
。 
 
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
以
来
、
新
聞
は
「
想
像
の
共
同
体
」
と
し
て
の
国
民
国
家
を
創
出
す
る
最
も
重
要
な
契
機
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
来
た
。す
ぐ
に
古
紙
に
な
っ
て
し
ま
う
新
聞
を「
人
々
が
ま
っ
た
く
同
時
に
消
費
（「
想
像
」）
す
る
」
と
い
う
「
異
常
な
マ
ス
・
セ
レ
モ
ニ
ー
」
は
、
毎
日
あ
る
い
は
半
日
ご
と
に
く
り
か
え
さ
れ
続
け
る
。
誰
も
が
お
互
い
に
、
各
々
同
じ
よ
う
に
新
聞
を
読
ん
で
い
る
と
「
想
像
」
す
る
。
そ
う
し
た
「
想
像
」
に
よ
っ
て
、
均
質
な
国
民
が
創
造
さ
れ
る
。
国
民
で
あ
れ
ば
新
聞
を
読
ん
で
い
る
は
ず
だ
し
、読
む
べ
き
で
あ
る
と
暗
黙
の
う
ち
に
誰
も
が
了
承
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
言
う
よ
う
に
、「
想
像
の
共
同
体
」
を
「
こ
れ
以
上
に
髣
髴
と
さ
せ
る
象
徴
」
は
他
に
な
い
。
ま
た
さ
ら
に
、「
新
聞
の
読
者
は
、
彼
の
新
聞
と
寸
分
違
わ
ぬ
複
製
が
、
地
下
鉄
や
、
床
屋
や
、
隣
近
所
で
消
費
さ
れ
る
の
を
見
て
、
想
像
世
界
が
日
常
生
活
に
目
に
見
え
る
か
た
ち
で
根
ざ
し
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て
い
る
こ
と
を
絶
え
ず
保
証
さ
れ
る
」
こ
と
に
さ
え
な
る
の
で
あ
る
。（
18
） 
こ
う
し
た
国
民
国
家
論
を
踏
ま
え
て
、
た
と
え
ば
「「
国
民
＝
大
衆
」
は
「
大
衆
新
聞
」
が
提
供
し
た
食
材
を
貪
欲
に
む
さ
ぼ
り
、
物
事
へ
の
興
味
の
あ
り
方
か
ら
「
国
家
」
へ
の
の
め
り
込
み
方
ま
で
、
均
質
度
を
一
層
高
め
た
存
在
へ
馴
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
」（
19
）
と
い
っ
た
議
論
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
民
国
家
論
に
お
い
て
新
聞
は
、
国
民
を
均
質
な
存
在
へ
と
変
容
さ
せ
、
国
民
国
家
と
い
う
均
質
空
間
―
「
想
像
の
共
同
体
」
―
を
創
出
す
る
こ
と
に
一
役
買
っ
た
メ
デ
ィ
ア
と
み
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 
 
た
し
か
に
政
治
面
や
外
交
面
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
な
情
報
は
地
方
紙
で
あ
っ
て
も
全
国
紙
と
変
わ
ら
な
い
。
国
民
国
家
と
い
う
均
質
な
空
間
を
前
提
に
し
た
〝
大
き
な
物
語
〟
を
伝
え
よ
う
と
す
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
政
治
面
や
外
交
面
に
だ
け
着
目
す
る
の
な
ら
、
新
聞
が
「
想
像
の
共
同
体
」
を
創
造
す
る
メ
デ
ィ
ア
だ
と
言
わ
れ
て
も
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
は
な
い
。
日
本
と
い
う
空
間
で
日
本
語
で
書
か
れ
た
新
聞
を
手
に
取
る
読
者
は
、
み
な
が
〝
大
き
な
物
語
〟
を
読
む
の
だ
ろ
う
と
「
想
像
」
す
る
。
そ
し
て
お
互
い
が
〝
大
き
な
物
語
〟
を
共
有
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
暗
黙
の
う
ち
に
了
解
す
る
。
同
じ
〝
大
き
な
物
語
〟
を
享
受
し
て
い
る
と
「
想
像
」
す
る
こ
と
で
、
み
な
が
み
な
均
質
な
国
民
と
し
て
「
馴
化
」
さ
れ
て
い
く
。 
し
か
し
「
黒
い
風
土
」
に
登
場
す
る
地
方
紙
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
、
新
聞
は
必
ず
し
も
「
想
像
の
共
同
体
」
と
い
う
均
質
空
間
の
創
出
に
寄
与
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
て
く
る
。
政
治
や
外
交
と
い
っ
た
〝
大
き
な
物
語
〟
で
は
な
く
、
社
会
面
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
な
日
常
茶
飯
に
く
り
か
え
さ
れ
る
事
件
―
〝
小
さ
な
物
語
〟
―
に
眼
を
向
け
た
ら
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
途
端
に
「
想
像
の
共
同
体
」
の
均
質
性
は
、
疑
わ
し
い
も
の
と
な
る
。
北
海
道
の
ひ
と
が
読
ん
で
い
る
〝
小
さ
な
物
語
〟
を
、
名
古
屋
の
ひ
と
も
読
ん
で
い
る
と
「
想
像
」
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
名
古
屋
の
ひ
と
に
と
っ
て
は
周
知
の
〝
小
さ
な
物
語
〟
は
、
決
し
て
北
海
道
の
ひ
と
に
と
っ
て
既
知
の
も
の
で
は
な
い
。
〝
小
さ
な
物
語
〟
は
、
日
本
と
い
う
均
質
空
間
の
そ
こ
こ
こ
に
罅
を
走
ら
せ
る
。
そ
う
し
た
〝
小
さ
な
物
語
〟
の
あ
り
よ
う
を
、
「
黒
い
風
土
」
は
簡
潔
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
に
描
き
出
し
て
い
た
。 
若
宮
が
名
古
屋
に
行
く
直
前
に
、
熱
海
の
通
信
局
を
訪
れ
、
村
田
と
会
う
場
面
で
あ
る
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｋ
）。
木
谷
か
ら
示
さ
れ
た
新
聞
記
事
を
読
ん
で
、
蒼
海
ホ
テ
ル
の
事
務
員
・
春
田
が
名
古
屋
の
西
山
旅
館
で
殺
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
そ
の
事
件
の
取
材
調
査
を
す
る
た
め
に
若
宮
は
名
古
屋
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
若
宮
に
対
し
て
村
田
は
、「
ぜ
ひ
、
お
話
し
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
と
言
っ
て
、
蒼
海
ホ
テ
ル
の
春
田
が
失
踪
し
た
こ
と
を
告
げ
る
。
そ
の
よ
う
な
村
田
に
若
宮
は
次
の
よ
う
に
応
対
す
る
。 
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若
宮
は
談
笑
し
た
。
い
ま
さ
ら
の
よ
う
に
、
こ
の
中
年
の
嘱
託
員
の
の
ん
び
り
さ
が
、
ほ
ほ
笑
ま
し
く
な
っ
た
。 
「
実
は
、
そ
の
こ
と
で
、
ぼ
く
は
こ
れ
か
ら
、
名
古
屋
に
行
く
ん
で
す
よ
」 
「
え
、
名
古
屋
に
？
」 
「
村
田
さ
ん
、
春
田
と
い
う
そ
の
ホ
テ
ル
の
事
務
員
は
名
古
屋
で
殺
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
」 
「
え
、
何
で
す
っ
て
!?
」 
 
村
田
は
、
眼
を
む
き
、
仰
天
し
た
。 
 
こ
れ
で
み
る
と
、
春
田
の
こ
と
は
、
こ
っ
ち
の
新
聞
に
は
出
て
い
な
い
ら
し
い
。
若
宮
が
切
り
抜
き
を
読
ん
だ
の
は
、
東
京
本
社
の
新
聞
で
は
な
く
、
名
古
屋
発
行
の
地
方
紙
ら
し
い
の
だ
。 
 
そ
の
新
聞
に
は
、
ち
ゃ
ん
と
蒼
海
ホ
テ
ル
の
支
配
人
の
話
が
で
て
い
る
の
に
、
こ
の
通
信
員
は
の
ん
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。 
（
連
載
一
二
七
回
「
名
古
屋
の
殺
人
（
七
）」） 
 
若
宮
が
読
ん
だ
の
は
「
名
古
屋
発
行
の
地
方
紙
」
で
あ
り
、
熱
海
の
通
信
部
の
嘱
託
職
員
で
あ
る
村
田
に
は
読
む
こ
と
の
で
き
な
い
新
聞
だ
っ
た
。地
方
紙
の
社
会
面
は
、若
宮
と
村
田
の
間
に
差
異
を
導
入
す
る
。
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
が
殺
さ
れ
る
と
い
う
〝
小
さ
な
物
語
〟
が
、
政
治
や
外
交
と
い
っ
た
〝
大
き
な
物
語
〟
が
創
り
上
げ
た
均
質
な
「
想
像
の
共
同
体
」
を
罅
を
走
ら
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
黒
い
風
土
」
が
紡
ぎ
出
す
物
語
の
仕
組
み
が
明
ら
か
と
な
る
。「
黒
い
風
土
」
が
提
示
す
る
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
事
件
は
些
細
な
も
の
で
し
か
な
い
。
錦
ヶ
浦
で
新
婚
の
夫
が
死
ん
だ
事
件
、
真
鶴
岬
で
他
殺
体
が
発
見
さ
れ
た
事
件
と
印
刷
屋
が
火
事
に
遭
っ
た
事
件
、
北
海
道
で
外
事
担
当
だ
っ
た
巡
査
部
長
が
死
ん
だ
事
件
、
ま
た
事
件
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ
バ
ー
・
ア
ジ
サ
イ
の
経
営
者
等
が
死
ん
だ
事
件
、
そ
し
て
西
山
旅
館
で
蒼
海
ホ
テ
ル
の
事
務
員
だ
っ
た
春
田
が
殺
さ
れ
た
事
件
。
そ
う
し
た
諸
々
の
事
件
は
新
聞
の
社
会
面
を
一
時
賑
わ
わ
せ
る
〝
小
さ
な
物
語
〟
で
し
か
な
い
。
全
国
紙
に
大
々
的
に
掲
げ
ら
れ
、
国
民
全
て
が
知
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
〝
大
き
な
物
語
〟
で
は
な
い
。
国
民
国
家
と
い
う
大
き
な
空
間
を
均
質
化
す
る
の
に
は
決
し
て
寄
与
し
な
い
、
あ
く
ま
で
も
各
地
方
紙
の
社
会
面
を
飾
る
程
度
の
慎
ま
し
や
か
な
事
件
な
の
で
あ
る
。 
そ
し
て
表
面
的
に
は
関
連
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
バ
ラ
バ
ラ
の
〝
小
さ
な
物
語
〟
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
い
く
う
ち
に
、
若
宮
四
郎
の
前
に
は
旧
日
本
陸
軍
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。「
Ｂ
兵
器
」
と
い
う
「
日
本
軍
が
、
戦
争
中
に
大
陸
方
面
の
謀
略
と
し
て
用
い
て
い
た
偽
造
紙
幣
」
を
作
る
部
隊
が
あ
っ
た
。
そ
の
「
ア
二
三
一
」
部
隊
（『
黄
色
い
風
土
』
で
は
「
ア
二
三
一
」
は
作
戦
名
）
の
残
党
が
、
戦
後
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に
な
っ
て
偽
札
を
造
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
関
わ
り
で
、
一
連
の
死
者
が
出
る
事
件
が
起
き
た
と
い
う
こ
と
が
、
若
宮
の
視
線
の
中
で
徐
々
に
鮮
明
に
な
っ
て
い
く
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｗ
）。
国
民
国
家
と
い
う
均
質
空
間
を
分
断
さ
せ
て
い
た
〝
小
さ
な
物
語
〟
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
誰
も
気
づ
か
な
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
眼
前
に
現
わ
れ
る
の
は
、
か
つ
て
の
〝
大
き
な
物
語
〟
の
残
滓
で
あ
る
。
〝
小
さ
な
物
語
〟
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
浮
上
す
る
、
隠
蔽
さ
れ
て
い
た
不
可
視
の
〝
大
き
な
物
語
〟
。
そ
れ
こ
そ
が
若
宮
の
眼
差
し
を
通
し
て
「
黒
い
風
土
」
が
語
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
物
語
だ
っ
た
。 
 
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
地
方
紙
が
伝
え
る
〝
小
さ
な
物
語
〟
の
関
連
を
発
見
し
て
い
く
の
が
、
他
な
ら
ぬ
Ｒ
新
聞
社
の
若
宮
四
郎
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
た
し
か
に
若
宮
は
Ｒ
新
聞
社
で
は
周
縁
の
出
版
編
集
部
に
勤
務
す
る
週
刊
誌
記
者
だ
っ
た
。
だ
が
い
く
ら
周
縁
と
言
っ
て
も
、
全
国
紙
を
発
行
す
る
Ｒ
新
聞
社
と
い
う
組
織
の
一
員
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。
中
央
／
地
方
と
い
う
対
立
項
で
整
理
す
る
の
な
ら
、
若
宮
が
属
す
る
の
は
中
央
で
あ
る
。 
中
央
に
は
地
方
か
ら
の
情
報
が
集
ま
る
。
だ
が
、
地
方
は
中
央
に
集
ま
る
情
報
の
全
て
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
情
報
量
の
多
寡
の
差
異
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
中
央
の
一
角
を
占
め
る
が
ゆ
え
に
、
若
宮
の
属
す
る
出
版
編
集
部
に
は
、
各
新
聞
社
の
新
聞
が
送
ら
れ
て
来
る
し
、
地
方
か
ら
も
地
方
版
も
地
方
紙
も
や
っ
て
来
る
。
若
宮
は
週
刊
誌
記
者
で
は
あ
る
が
、
中
央
に
集
ま
っ
て
く
る
情
報
に
は
ア
ク
セ
ス
で
き
る
存
在
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
名
古
屋
発
行
の
地
方
紙
」
で
蒼
海
ホ
テ
ル
の
事
務
員
・
春
田
の
死
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。 
し
か
し
熱
海
の
通
信
部
の
村
田
に
は
、「
名
古
屋
発
行
の
地
方
紙
」
に
ア
ク
セ
ス
す
る
す
べ
は
な
い
。
地
方
在
住
の
記
者
は
、そ
の
地
域
で
起
っ
た
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
〝
小
さ
な
物
語
〟
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
自
ら
の
地
域
で
の
〝
小
さ
な
物
語
〟
と
他
の
地
域
で
の
〝
小
さ
な
物
語
〟
を
連
関
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 
複
数
の
〝
小
さ
な
物
語
〟
を
比
較
検
討
し
、
〝
小
さ
な
物
語
〟
の
間
に
関
係
性
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
は
、
〝
小
さ
な
物
語
〟
が
集
ま
っ
て
く
る
中
央
で
の
み
可
能
な
営
為
だ
。
情
報
は
中
央
に
集
中
す
る
。
Ｒ
新
聞
社
内
で
は
、
若
宮
も
村
田
も
周
縁
の
存
在
と
い
う
点
で
同
類
だ
っ
た
。
し
か
し
若
宮
は
東
京
の
本
社
に
所
属
す
る
記
者
で
あ
り
、
村
田
は
熱
海
の
通
信
部
を
任
さ
れ
て
い
る
嘱
託
の
通
信
員
に
過
ぎ
な
い
。
情
報
は
後
者
か
ら
前
者
に
流
れ
、
そ
の
流
れ
が
逆
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
中
央
／
地
方
と
い
う
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
圧
倒
的
な
権
力
を
も
っ
て
、
若
宮
と
村
田
の
差
異
を
際
立
た
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 
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地
方
紙
が
掲
載
す
る
〝
小
さ
な
物
語
〟
は
全
国
紙
の
出
版
編
集
部
に
属
す
る
記
者
に
よ
っ
て
繋
ぎ
合
わ
せ
ら
れ
て
い
く
。「
黒
い
風
土
」
の
連
載
の
始
ま
っ
た
の
が
一
九
五
九
年
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
こ
の
設
定
は
意
味
深
長
で
あ
る
。 
地
方
紙
の
特
性
は
社
会
面
が
伝
え
る
〝
小
さ
な
物
語
〟
に
こ
そ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
特
定
地
域
で
起
こ
る
些
細
な
事
件
で
し
か
な
い
。全
国
紙
が
そ
う
し
た
〝
小
さ
な
物
語
〟
に
ま
で
眼
を
配
ろ
う
と
す
る
の
な
ら
、
全
国
津
々
浦
々
に
ま
で
行
き
渡
っ
た
取
材
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
る
。
さ
ら
に
取
材
し
た
情
報
を
迅
速
に
伝
達
す
る
技
術
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、「
黒
い
風
土
」
で
も
熱
海
や
小
樽
の
通
信
部
が
出
て
き
て
い
た
し
、
名
古
屋
支
局
も
登
場
し
た
。
地
方
で
起
こ
っ
た
〝
小
さ
な
物
語
〟
を
掬
い
取
る
取
材
網
が
、
充
分
に
完
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
問
題
は
後
者
の
、
情
報
伝
達
の
技
術
の
問
題
だ
っ
た
。
伝
達
に
時
間
が
か
か
る
限
り
、
地
方
紙
に
特
色
を
出
す
余
地
は
残
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
社
会
面
に
展
開
さ
れ
る
〝
小
さ
な
物
語
〟
は
、
全
国
紙
に
は
回
収
さ
れ
得
な
い
牙
城
た
り
得
た
の
で
あ
る
。 
 
『
新
聞
研
究
』
の
一
九
六
〇
年
一
月
号
に
、「
技
術
革
新
時
代
の
地
方
紙
」
と
い
う
座
談
会
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
出
席
者
は
『
新
聞
研
究
』
の
編
集
部
の
二
人
に
加
え
て
、
神
戸
新
聞
社
編
集
局
長
、
信
濃
毎
日
新
聞
社
編
集
局
長
、
中
国
新
聞
社
編
集
局
長
、
河
北
新
報
社
編
集
局
長
の
四
人
。
そ
の
座
談
会
の
冒
頭
で
、
神
戸
新
聞
社
編
集
局
長
が
「
い
ま
ま
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
の
点
で
労
せ
ず
し
て
中
央
紙
に
勝
っ
て
い
た
地
方
紙
も
〝
技
術
革
新
〟
の
時
代
に
な
る
と
、
同
じ
タ
ネ
で
も
現
実
の
紙
面
で
違
っ
た
味
を
出
さ
な
け
れ
ば
中
央
紙
に
勝
て
な
く
な
る
」
と
発
言
し
、
続
い
て
信
濃
毎
日
新
聞
社
編
集
局
長
も
「
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
、
今
年
は
地
方
紙
に
と
っ
て
相
当
大
変
な
年
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
た
。
一
九
五
九
年
、
そ
し
て
一
九
六
〇
年
は
、
地
方
紙
が
大
き
な
転
換
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。 
 
新
井
直
之
の
『
戦
後
の
あ
ゆ
み 
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』（
図
書
新
聞
社
、
一
九
六
六
六
年
七
月
）
に
収
録
さ
れ
た
「
年
史
」
を
見
て
み
る
と
、
一
九
五
九
年
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、「
三
紙
、
北
海
道
に
進
出
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 
 
三
大
紙
は
か
ね
て
か
ら
北
海
道
で
の
印
刷
・
発
行
を
企
図
し
て
い
た
が
、
ま
ず
『
毎
日
』『
読
売
』
が
五
月
一
日
か
ら
、『
朝
日
』
は
六
月
一
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
札
幌
市
で
印
刷
・
発
行
を
開
始
し
た
。
『
毎
日
』『
読
売
』
は
東
京
か
ら
漢
字
テ
レ
タ
イ
プ
で
送
稿
す
る
方
法
（『
読
売
』
は
ほ
か
に
高
速
ホ
ー
ガ
ン
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
ル
を
使
用
）
を
と
っ
た
が
、『
朝
日
』
は
全
ペ
ー
ジ
を
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
写
真
電
送
し
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
す
る
と
い
う
〝
活
字
を
一
本
も
使
わ
な
い
印
刷
工
程
〟
を
採
用
し
た
。 
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「
黒
い
風
土
」
を
連
載
し
て
い
た
『
北
海
道
新
聞
』
は
、
ま
さ
に
全
国
紙
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
渦
中
に
あ
っ
た
。「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
写
真
電
送
」
す
る
と
い
う
進
歩
的
な
情
報
伝
達
技
術
に
よ
っ
て
、『
朝
日
新
聞
』『
読
売
新
聞
』『
毎
日
新
聞
』
は
北
海
道
に
根
づ
い
た
新
聞
を
併
呑
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
九
年
は
『
北
海
道
新
聞
』
に
と
っ
て
、
文
字
通
り
「
相
当
大
変
な
年
」
と
な
っ
た
。 
桜
井
柳
太
郎
は
「
地
方
新
聞
社
の
悩
み
」
で
、
そ
れ
ま
で
の
北
海
道
は
、
地
方
新
聞
の
新
聞
社
に
と
っ
て
「
別
天
地
」
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
中
央
か
ら
の
距
離
の
関
係
で
、
大
資
本
に
市
場
を
荒
ら
さ
れ
る
心
配
も
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
だ
け
に
「
全
国
紙
に
と
っ
て
は
、
北
海
道
は
垂
涎
お
く
こ
と
の
で
き
な
い
市
場
」
で
あ
り
続
け
た
。
そ
れ
ゆ
え
朝
日
新
聞
社
の
「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
紙
型
電
送
の
成
功
」
に
よ
る
「
北
海
道
進
出
は
、
毎
日
、
読
売
を
駆
っ
て
、
と
も
に
現
地
印
刷
を
敢
行
さ
せ
、
地
元
紙
と
全
国
紙
、
全
国
紙
相
互
間
に
血
み
ど
ろ
の
市
場
争
奪
戦
」
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
最
先
端
の
情
報
伝
達
技
術
を
駆
使
し
た
全
国
紙
の
攻
勢
を
、
桜
井
は
「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
帝
国
主
義
」
と
命
名
し
、「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
帝
国
主
義
」
に
対
し
て
「
地
方
紙
を
守
る
こ
と
が
言
論
の
自
由
、
地
方
自
治
の
擁
護
で
あ
り
、
そ
れ
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
民
主
主
義
逆
コ
ー
ス
の
最
後
の
と
り
で
で
あ
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
状
況
を
紹
介
し
た
。（
20
） 
 
「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
帝
国
主
義
」
は
、
地
方
紙
が
有
し
て
い
た
独
自
性
を
も
呑
み
込
も
う
と
す
る
。
全
国
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
全
国
紙
の
野
望
は
、
す
な
わ
ち
完
璧
な
均
質
空
間
を
創
り
上
げ
よ
う
と
す
る
営
為
に
結
び
つ
き
、
結
果
と
し
て
よ
り
い
っ
そ
う
整
序
さ
れ
た
国
民
国
家
と
い
う
「
想
像
の
共
同
体
」
を
現
実
化
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
同
じ
国
民
だ
と
い
う
「
想
像
」
に
亀
裂
を
走
ら
せ
る
可
能
性
を
有
し
て
い
た
〝
小
さ
な
物
語
〟
は
喪
失
の
危
機
に
直
面
す
る
。
全
国
紙
が
も
た
ら
す
〝
大
き
な
物
語
〟
の
う
ね
り
の
中
で
、
〝
小
さ
な
物
語
〟
は
泡
沫
と
し
て
消
え
去
っ
て
い
く
ほ
か
な
い
。 
夏
堀
正
元
は
「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
北
海
道
に
上
陸
す 
―
塗
り
か
え
ら
れ
る
か 
新
聞
業
界
の
地
図
―
」
で
、「
北
海
道
が
経
営
上
は
と
も
か
く
技
術
的
に
成
功
す
れ
ば
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
有
力
紙
の
な
い
全
国
各
地
に
す
え
つ
け
、
電
波
に
奪
わ
れ
た
速
報
性
を
少
し
で
も
回
復
し
な
が
ら
、
全
国
的
な
地
方
侵
略
を
開
始
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
た
。（
21
）
だ
か
ら
「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
帝
国
主
義
」
は
『
北
海
道
新
聞
』
だ
け
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
。『
西
日
本
新
聞
』
に
と
っ
て
も
、『
中
部
日
本
新
聞
』
に
と
っ
て
も
、
他
人
事
と
済
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い
出
来
事
だ
っ
た
。（
22
） 
 
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
を
、
こ
う
し
た
状
況
を
充
分
に
踏
ま
え
て
練
り
上
げ
よ
う
と
し
た
。
若
宮
の
眼
を
通
し
て
、
地
方
紙
を
「
堂
々
と
し
て
い
る
」
と
称
揚
し
つ
つ
も
、
あ
く
ま
で
も
基
準
は
全
国
紙
に
あ
る
こ
と
を
隠
蔽
し
よ
う
と
は
し
な
い
。「
地
方
紙
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
」、
あ
る
い
は
「
地
方
紙
で
も
」
と
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い
っ
た
認
識
は
、
全
国
紙
を
基
準
と
し
た
眼
差
し
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
だ
。
た
と
え
出
版
編
集
部
に
配
属
さ
れ
た
週
刊
誌
記
者
で
あ
っ
て
も
、
若
宮
四
郎
は
Ｒ
新
聞
社
と
い
う
全
国
紙
の
記
者
で
あ
る
。
若
宮
の
中
で
全
国
紙
／
地
方
紙
と
い
う
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
い
。 
 
周
到
に
も
「
黒
い
風
土
」
に
は
、「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
帝
国
主
義
」
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
逸
話
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
木
谷
編
集
長
が
若
宮
に
朝
刊
を
差
し
出
し
、
真
鶴
で
印
刷
屋
を
営
ん
で
い
た
奥
田
孫
太
郎
（『
黄
色
い
風
土
』
で
は
孫
三
郎
）
が
、
岐
阜
県
犬
山
で
変
死
体
と
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
を
見
せ
る
場
面
で
あ
る
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｔ
）。 
 
「
こ
れ
を
見
ろ
」 
 
木
谷
が
出
し
た
の
は
、
そ
の
日
の
朝
刊
だ
っ
た
。
今
朝
の
新
聞
な
ら
、
若
宮
は
寝
床
で
読
ん
で
い
る
。
大
し
た
記
事
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 
 
と
こ
ろ
が
、
木
谷
が
出
し
た
の
は
、
名
古
屋
版
で
あ
っ
た
。 
 
そ
の
三
面
の
二
段
ヌ
キ
マ
マ
を
、
木
谷
は
指
で
押
え
た
。
若
宮
が
の
ぞ
く
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
だ
っ
た
。 
（
連
載
二
五
八
回
「
機
械
（
三
）」） 
 
若
宮
が
自
室
の
ア
パ
ー
ト
で
見
て
き
た
「
今
朝
の
新
聞
」
に
は
載
っ
て
い
な
い
奥
田
孫
太
郎
の
事
件
が
、
木
谷
の
取
り
出
し
た
新
聞
に
は
載
っ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
木
谷
に
よ
っ
て
若
宮
に
差
し
出
さ
れ
た
の
が
、
地
方
紙
で
は
な
く
Ｒ
新
聞
の
名
古
屋
版
で
あ
る
こ
と
だ
。 
地
方
紙
に
と
っ
て
最
も
脅
威
に
な
る
の
が
、
全
国
紙
の
地
方
版
で
あ
る
。
地
方
版
は
、
地
方
紙
の
社
会
面
を
彩
る
〝
小
さ
な
物
語
〟
を
載
せ
て
し
ま
う
余
地
を
残
し
た
空
間
で
あ
る
。
そ
の
空
間
こ
そ
が
、
地
方
紙
の
独
自
性
を
吸
い
上
げ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
だ
。
地
方
紙
の
存
在
根
拠
を
奪
い
取
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
地
方
紙
は
全
国
紙
の
地
方
版
と
の
差
異
を
際
立
た
せ
よ
う
と
努
め
、
日
本
全
国
を
手
中
に
収
め
よ
う
と
す
る
全
国
紙
は
地
方
紙
に
対
抗
し
て
地
方
版
の
充
実
を
図
ろ
う
と
す
る
。（
23
） 
 
木
谷
は
少
し
冗
談
を
言
っ
た
。 
「
も
し
、
ぼ
く
が
、
こ
の
名
古
屋
版
を
見
な
か
っ
た
ら
、
う
っ
か
り
と
見
の
が
す
と
こ
ろ
だ
っ
た
よ
。
東
京
の
新
聞
に
は
、
こ
ん
な
記
事
は
出
な
い
か
ら
ね
」 
 
そ
れ
は
幸
運
で
あ
っ
た
。
確
か
に
事
件
の
糸
口
が
急
に
開
い
た
感
じ
で
あ
る
。 
（
連
載
二
五
九
回
「
機
械
（
四
）」） 
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「
東
京
の
新
聞
」
に
は
絶
対
に
載
ら
な
い
程
度
の
些
末
な
記
事
で
も
、
Ｒ
新
聞
の
名
古
屋
版
が
取
り
こ
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。
〝
小
さ
な
物
語
〟
を
網
羅
し
た
Ｒ
新
聞
の
名
古
屋
版
は
、『
中
部
日
本
新
聞
』
の
充
分
な
脅
威
と
な
り
得
る
。「
黒
い
風
土
」
で
は
、
地
方
に
触
手
を
伸
ば
す
全
国
紙
の
姿
が
、
こ
う
し
た
一
節
に
描
き
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
ま
さ
し
く
「
電
送
」
が
登
場
す
る
場
面
だ
。
犬
山
で
変
死
体
と
な
っ
た
奥
田
孫
太
郎
の
こ
と
を
調
べ
て
い
く
過
程
で
、
木
谷
編
集
長
と
若
宮
は
、
奥
田
孫
太
郎
が
実
は
失
踪
し
て
姿
を
く
ら
ま
せ
た
バ
ー
・
ア
ジ
サ
イ
の
主
人
で
は
な
い
か
と
思
い
始
め
る
。
だ
が
北
海
道
に
調
査
に
赴
い
た
若
宮
も
奥
田
の
顔
を
見
て
い
な
い
。
名
古
屋
に
行
っ
て
変
死
し
た
奥
田
の
顔
を
確
か
め
、
そ
の
後
小
樽
に
赴
い
て
バ
ー
・
ア
ジ
サ
イ
の
主
人
の
顔
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た
の
で
は
、
あ
ま
り
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
そ
こ
で
木
谷
編
集
長
は
、
次
の
よ
う
な
手
に
打
っ
て
出
た
（
参
照
・【
資
料
６
】
Ｔ
）。 
 
「
君
は
、
奥
田
孫
太
郎
の
顔
を
見
て
い
な
い
。
ぼ
く
は
、
奥
田
の
顔
が
重
要
だ
と
思
う
が
ね
。
そ
れ
で
、
今
、
名
古
屋
支
局
に
手
配
し
て
、
死
体
の
顔
を
、
す
ぐ
に
電
送
写
真
で
贈
ら
せ
る
よ
う
に
手
配
し
て
い
る
」 
 
さ
す
が
に
木
谷
は
機
敏
だ
っ
た
。 
「
そ
い
つ
が
わ
か
れ
ば
、
ま
た
、
別
な
手
掛
か
り
が
つ
き
そ
う
だ
。
鑑
識
の
連
中
、
こ
の
事
件
の
真
相
が
わ
か
っ
た
ら
、
び
っ
く
り
し
て
目
を
む
（
剥
）
マ
マ
く
だ
ろ
う
な
」 
 
編
集
長
は
愉
快
そ
う
だ
っ
た
。 
（
連
載
二
五
九
回
「
機
械
（
四
）」） 
 
全
国
紙
な
ら
で
は
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
木
谷
は
名
古
屋
か
ら
「
電
送
写
真
」
を
送
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
電
送
写
真
は
、
何
と
そ
の
日
の
夕
方
に
は
届
い
た
。「
電
送
は
、
や
っ
ぱ
り
早
い
」
と
若
宮
は
思
う
。「
電
送
」
は
東
京
と
名
古
屋
の
距
離
を
な
き
に
等
し
い
も
の
に
し
て
し
ま
う
の
だ
。
続
い
て
木
谷
は
、
届
い
た
「
電
送
写
真
」
を
札
幌
支
局
に
転
送
し
よ
う
と
す
る
。 
 
「
少
し
、
み
っ
と
も
な
い
写
真
だ
が
こ
れ
で
わ
か
る
だ
ろ
う
」 
 
木
谷
編
集
長
は
い
っ
た
。 
「
早
速
、
こ
れ
を
北
海
道
の
札
幌
支
局
に
こ
ち
ら
か
ら
電
送
し
よ
う
と
思
う
。
そ
う
し
て
、
向
こ
う
の
支
局
員
に
こ
の
写
真
を
持
た
せ
て
、
小
樽
の
バ
ー
を
聞
き
込
み
に
や
ら
せ
る
の
だ
。
ア
ジ
サ
イ
の
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主
人
が
こ
の
男
か
ど
う
か
確
か
め
さ
せ
る
の
だ
」 
（
連
載
二
六
〇
回
「
機
械
（
五
）」） 
 
東
京
を
経
由
し
て
、
名
古
屋
と
北
海
道
が
結
ば
れ
る
。
翌
日
に
は
、
も
う
北
海
道
か
ら
調
査
報
告
が
送
ら
れ
て
き
た
。 
 
北
海
道
の
札
幌
支
局
か
ら
、
依
頼
し
た
一
件
の
返
事
が
あ
っ
た
の
は
、
そ
の
あ
く
る
日
だ
っ
た
。 
 
若
宮
は
、
木
谷
編
集
長
に
呼
ば
れ
た
。 
「
君
、
今
、
電
送
で
来
た
よ
、
札
幌
か
ら
」 
 
木
谷
の
表
情
を
見
た
だ
け
で
も
、
そ
の
返
事
が
有
望
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 
［
中
略
］ 
 
若
宮
は
、
木
谷
か
ら
渡
さ
れ
た
紙
を
受
け
取
っ
た
。 
 
ヘ
ル
（
電
送
原
稿
）
は
長
い
テ
ー
プ
で
、
文
字
を
受
像
す
る
が
、
そ
れ
を
一
枚
の
紙
に
電
報
の
よ
う
に
は
り
付
け
て
あ
る
。
報
告
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
。 （
連
載
二
六
四
回
「
機
械
（
九
）」） 
 
岐
阜
県
犬
山
で
奥
田
孫
太
郎
が
変
死
体
と
な
っ
た
事
件
は
、
Ｒ
新
聞
の
名
古
屋
版
を
賑
わ
わ
せ
る
だ
け
の
〝
小
さ
な
物
語
〟
だ
っ
た
。
ま
た
小
樽
の
バ
ー
・
ア
ジ
サ
イ
の
主
人
が
失
踪
し
た
事
件
も
、
言
う
ま
で
も
な
く
地
方
紙
の
片
隅
に
載
る
か
載
ら
な
い
か
程
度
の
〝
小
さ
な
物
語
〟
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
〝
小
さ
な
物
語
〟
同
士
が
結
び
つ
く
と
き
、
警
察
で
も
「
び
っ
く
り
し
て
目
を
む
（
剥
）
く
」
よ
う
な
真
相
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
の
〝
小
さ
な
物
語
〟
同
士
の
連
環
に
気
づ
く
た
め
に
は
、
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
な
の
で
あ
る
。ス
ピ
ー
ド
が
あ
り
、か
つ
正
確
に
情
報
を
伝
達
し
う
る
情
報
技
術
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
〝
小
さ
な
物
語
〟
の
結
び
つ
き
か
ら
真
相
が
露
わ
に
な
る
。
だ
か
ら
「
電
送
」
と
い
う
情
報
伝
達
技
術
を
駆
使
し
得
る
Ｒ
新
聞
社
の
出
版
編
集
部
だ
け
が
真
実
に
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
〝
小
さ
な
物
語
〟
か
ら
真
実
へ
と
到
達
す
る
た
め
に
は
、
全
国
紙
を
有
す
る
新
聞
社
の
巨
大
資
本
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
「
黒
い
風
土
」
で
清
張
は
、
Ｒ
新
聞
社
内
の
周
縁
の
存
在
で
あ
る
週
刊
誌
記
者
を
中
心
に
据
え
た
。
周
縁
の
存
在
に
、
地
方
と
い
う
周
縁
で
生
起
す
る
事
件
を
取
材
調
査
さ
せ
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
〝
小
さ
な
物
語
〟
が
連
結
し
て
い
く
過
程
で
真
実
が
浮
上
し
て
く
る
物
語
、
そ
れ
が
「
黒
い
風
土
」
だ
っ
た
。「
黒
い
風
土
」
の
そ
こ
か
し
こ
に
は
、『
北
海
道
新
聞
』
や
『
西
日
本
新
聞
』
や
『
中
部
日
本
新
聞
』
の
読
者
に
配
慮
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し
よ
う
と
す
る
清
張
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
、「
黒
い
風
土
」
で
清
張
が
提
示
す
る
物
語
は
、
地
方
紙
に
対
す
る
ア
イ
ロ
ニ
ー
に
満
ち
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
若
宮
四
郎
は
Ｒ
新
聞
社
内
で
は
周
縁
の
存
在
だ
が
、
全
国
紙
／
地
方
紙
と
い
っ
た
よ
り
大
き
な
視
野
に
立
て
ば
、
全
国
紙
を
発
行
し
、
全
国
に
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張
り
め
ぐ
ら
し
て
い
る
、
あ
く
ま
で
も
「
一
流
紙
」
の
社
員
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
若
宮
が
全
国
紙
の
有
す
る
取
材
網
を
活
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
立
場
で
あ
っ
た
ら
、
〝
小
さ
な
物
語
〟
が
結
ば
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
〝
小
さ
な
物
語
〟
の
重
要
性
に
気
づ
く
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
新
聞
業
界
と
い
う
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
若
宮
は
周
縁
で
は
な
く
中
心
の
存
在
で
あ
る
。
〝
小
さ
な
物
語
〟
を
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
、
情
報
が
集
ま
る
場
に
身
を
置
い
て
い
た
。「
黒
い
風
土
」
は
、
中
央
／
地
方
と
い
う
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
、
あ
ま
り
に
堅
固
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
し
て
ま
す
ま
す
堅
固
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
、
赤
裸
々
に
物
語
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
三
社
連
合
の
ブ
ロ
ッ
ク
紙
に
連
載
さ
れ
た
新
聞
小
説
が
、「
黒
い
風
土
」
だ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
全
国
紙
の
優
位
を
描
き
出
し
、
地
方
紙
の
窮
屈
な
未
来
を
示
唆
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
「
黒
い
風
土
」
以
降
も
地
方
紙
は
消
滅
す
る
こ
と
は
な
く
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
続
け
て
い
る
。（
24
）
だ
か
ら
「
黒
い
風
土
」
が
ほ
の
め
か
し
て
い
た
未
来
を
現
実
の
も
の
と
受
け
止
め
る
必
要
は
な
い
し
、
逆
に
そ
の
未
来
が
そ
の
ま
ま
実
現
し
て
い
な
い
こ
と
を
、
作
品
の
欠
点
と
し
て
あ
げ
つ
ら
う
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、「
黒
い
風
土
」
が
抱
え
込
ん
で
い
た
地
方
紙
に
対
す
る
ア
イ
ロ
ニ
ー
は
、
看
過
す
る
に
は
も
っ
た
い
な
い
ほ
ど
に
貴
重
な
も
の
だ
。 
 
地
方
紙
に
は
、
均
質
な
「
想
像
の
共
同
体
」
を
破
砕
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
可
能
性
を
な
き
も
の
に
し
て
、
意
識
せ
ず
し
て
均
質
空
間
の
創
出
に
邁
進
し
て
し
ま
う
の
が
全
国
紙
な
ど
の
大
き
な
メ
デ
ィ
ア
だ
。
新
聞
を
開
く
者
が
誰
で
も
眼
に
す
る
日
常
茶
飯
の
〝
小
さ
な
物
語
〟
の
可
能
性
に
気
づ
く
こ
と
。
そ
の
可
能
性
を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
全
国
紙
を
有
す
る
巨
大
資
本
の
持
つ
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
頼
ら
ず
と
も
、
誰
で
も
で
き
る
こ
と
だ
。
声
高
に
主
張
を
く
り
か
え
す
〝
大
き
な
物
語
〟
か
ら
身
を
引
き
離
し
て
、
〝
小
さ
な
物
語
〟
の
さ
さ
や
き
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
。
「
黒
い
風
土
」が
私
た
ち
に
静
か
に
訴
え
か
け
て
い
る
の
は
、そ
う
し
た
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
社
会
面
に
充
ち
満
ち
て
い
る
ざ
わ
つ
き
に
は
可
能
性
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
新
聞
は
読
者
を
「
想
像
の
共
同
体
」
に
誘
う
強
力
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
が
、
他
方
で
「
想
像
」
を
瓦
解
さ
せ
る
ノ
イ
ズ
も
内
包
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
ノ
イ
ズ
を
、
取
る
に
足
り
な
い
も
の
と
し
て
排
除
し
て
は
な
ら
な
い
。
大
言
壮
語
に
充
ち
た
〝
大
き
な
物
語
〟
は
、
新
聞
内
部
の
〝
小
さ
な
物
語
〟
に
よ
っ
て
こ
そ
相
対
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
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八 
新
聞
は
「
自
由
な
社
会
の
隙
間
」
な
の
か 
  
「
黒
い
風
土
」
の
終
盤
で
若
宮
四
郎
は
、
再
び
熱
海
へ
と
向
か
う
。
失
踪
し
た
西
山
旅
館
の
主
人
夫
婦
が
現
わ
れ
た
と
い
う
情
報
を
村
田
が
知
ら
せ
て
き
た
か
ら
だ
（
参
照
・【
資
料
６
】
ａ
）。
村
田
と
と
も
に
主
人
夫
婦
が
宿
泊
し
て
い
た
蒼
海
ホ
テ
ル
へ
赴
き
、
ホ
テ
ル
の
ボ
ー
イ
か
ら
駿
河
小
山
に
向
か
っ
た
と
教
え
て
も
ら
う
。
駿
河
小
山
の
旅
館
で
老
夫
婦
が
泊
ま
っ
て
い
な
い
か
聞
き
込
み
を
し
た
と
こ
ろ
、
予
約
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
で
、「
小
山
の
町
を
御
殿
場
の
方
角
に
、
約
三
キ
ロ
ば
か
り
」
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
旅
館
へ
向
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
若
宮
は
村
田
と
と
も
に
そ
の
旅
館
を
目
指
し
て
歩
い
て
い
き
、
旅
館
の
目
の
前
ま
で
来
た
と
き
に
「
村
田
の
絶
叫
」
が
響
き
、
若
宮
も
取
り
押
さ
え
ら
れ
、
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
を
嗅
が
さ
れ
て
し
ま
う
。
若
宮
は
「
偽
造
紙
幣
団
」
に
軟
禁
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
意
識
を
取
り
戻
し
た
若
宮
の
も
と
に
、
ボ
ー
イ
が
や
っ
て
来
る
。
空
腹
を
覚
え
た
若
宮
は
ボ
ー
イ
に
「
何
か
で
き
る
か
い
？
」
と
尋
ね
、
ト
ー
ス
ト
を
持
っ
て
来
る
よ
う
に
頼
む
。
し
ば
ら
く
し
て
ボ
ー
イ
が
ト
ー
ス
ト
を
持
っ
て
、
ま
た
部
屋
に
入
っ
て
く
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
ボ
ー
イ
は
若
宮
に
新
聞
も
手
渡
す
の
で
あ
る
。
最
後
の
最
後
ま
で
、「
黒
い
風
土
」
は
新
聞
を
読
む
新
聞
小
説
で
あ
り
続
け
る
の
だ
。 
 
「
新
聞
ま
で
差
し
入
れ
て
く
れ
て
親
切
な
こ
と
で
あ
る
」
と
若
宮
は
思
い
、
新
聞
を
読
み
始
め
る
。
し
か
し
政
治
面
を
見
て
も
、
社
会
面
を
見
て
も
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
出
来
事
は
「
今
や
架
空
と
同
じ
だ
っ
た
」。
軟
禁
状
態
に
あ
る
若
宮
は
、
新
聞
が
伝
え
る
情
報
を
、「
こ
の
部
屋
か
ら
脱
出
し
な
い
限
り
、
遠
い
外
国
の
出
来
事
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
若
宮
は
思
う
。 
 
 
自
由
が
欲
し
か
っ
た
。
― 
 
新
聞
を
見
た
だ
け
に
、
余
計
に
そ
ん
な
思
い
が
し
た
。
新
聞
記
事
が
ち
ら
り
と
自
由
な
社
会
の
隙
間
を
見
せ
て
く
れ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 
 
日
ご
ろ
、
退
屈
に
住
ん
で
い
る
世
界
が
、
こ
れ
ほ
ど
恋
し
く
思
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
空
気
を
失
っ
た
人
間
が
、
初
め
て
そ
の
有
難
さ
を
知
る
よ
う
に
、
若
宮
は
無
性
に
こ
の
監
禁
か
ら
脱
け
た
か
っ
た
。 
（
連
載
四
一
五
「
対
決
（
一
）」） 
 
な
ぜ
「
偽
造
紙
幣
団
」
は
若
宮
に
新
聞
を
読
ま
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
自
由
な
社
会
の
隙
間
」
を
味
わ
わ
せ
て
、
軟
禁
状
態
の
苦
痛
を
増
幅
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
「
新
聞
は
我
々
に
と
つ
て
社
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会
を
見
る
目
で
あ
る
。
新
聞
を
失
う
こ
と
は
、
我
々
が
社
会
的
盲
目
に
な
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ぬ
」
と
い
っ
た
見
解
は
お
馴
染
み
の
も
の
だ
。（
25
）「
社
会
を
見
る
目
」
が
有
し
て
い
た
「
自
由
」
を
堪
能
さ
せ
る
こ
と
で
、
現
在
自
ら
が
陥
っ
て
い
る
不
自
由
な
状
況
に
対
す
る
苛
立
ち
は
倍
増
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。 
し
か
し
「
偽
造
紙
幣
団
」
の
意
図
は
違
っ
た
。「
黒
い
風
土
」
の
終
局
で
、
若
宮
は
旅
館
の
部
屋
か
ら
出
さ
れ
て
、
富
士
山
麓
の
青
木
ヶ
原
に
手
足
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
ま
ま
寝
か
さ
れ
る
。
そ
こ
で
若
宮
は
、
次
の
よ
う
に
告
げ
ら
れ
て
い
た
。 
 
「
な
ぜ
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
の
に
寝
か
す
ん
だ
？
」 
「
若
宮
さ
ん
、
あ
な
た
は
新
聞
を
読
ん
だ
で
し
ょ
う
。
あ
の
宿
に
い
る
と
き
、
確
か
ボ
ー
イ
に
新
聞
を
持
た
せ
た
は
ず
で
す
。
退
屈
で
す
か
ら
、
あ
な
た
は
き
っ
と
読
ん
で
く
れ
た
で
し
ょ
う
。
そ
の
記
事
の
中
に
思
い
当
た
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」 
（
連
載
四
二
六
回
「
終
章
（
一
）」） 
 
言
葉
を
聞
い
て
若
宮
は
「
ぎ
ょ
っ
と
」
す
る
。
言
わ
れ
て
い
る
記
事
が
ど
の
記
事
な
の
か
、
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
記
事
は
、
自
分
の
置
か
れ
た
状
況
と
あ
ま
り
に
か
け
離
れ
た
内
容
ば
か
り
の
記
事
に
嫌
気
が
差
し
て
し
ま
い
、
思
わ
ず
「
新
聞
を
投
げ
よ
う
と
し
た
」
若
宮
が
、
ふ
と
眼
に
と
め
た
記
事
だ
っ
た
。 
 
「
御
殿
場
駐
屯
の
自
衛
隊
で
は
、
明
日
午
前
十
一
時
か
ら
三
日
間
に
わ
た
り
、
富
士
山
麓
青
木
ガ
原
で
砲
撃
演
習
を
行
な
う
。
そ
の
期
間
、
附
近
の
通
行
を
禁
じ
ら
れ
る
の
で
、
禁
止
区
域
に
立
ち
入
ら
ぬ
よ
う
各
警
察
署
を
通
じ
、
警
告
を
発
し
て
い
る
」 
 
自
衛
隊
と
い
う
活
字
が
眼
に
つ
い
た
の
は
、
若
宮
が
小
山
の
町
に
着
い
た
と
き
、
初
め
て
自
衛
隊
員
の
姿
を
見
か
け
た
こ
と
が
脳
裡
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 
（
連
載
四
一
五
回
「
対
決
（
一
）」） 
 
こ
の
記
事
に
つ
い
て
も
、
若
宮
は
自
分
と
は
「
何
の
関
係
も
な
い
文
章
」
だ
と
思
い
込
む
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。「
偽
造
紙
幣
団
」
は
若
宮
を
富
士
山
麓
の
青
木
ヶ
原
で
寝
転
ば
せ
て
、
ま
さ
に
こ
の
記
事
が
伝
え
る
自
衛
隊
の
「
砲
撃
演
習
」
に
よ
っ
て
死
に
至
ら
し
め
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。「
ち
ょ
う
ど
、あ
な
た
が
寝
転
ろ
ん
で
い
る
地
点
に
砲
弾
が
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。［
中
略
］と
に
か
く
、
こ
の
辺
が
砲
撃
の
目
標
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
」。
自
分
と
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た
記
事
が
、
自
分
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の
死
を
予
告
す
る
も
の
だ
っ
た
。
若
宮
は
そ
の
こ
と
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
の
中
か
ら
、「
偽
造
紙
幣
団
」
が
意
図
し
た
通
り
に
、「
砲
撃
演
習
」
の
記
事
を
読
ん
で
い
た
。
新
聞
を
放
り
投
げ
る
直
前
だ
っ
た
が
、
新
聞
の
送
り
手
が
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
う
記
事
を
、
そ
の
意
図
通
り
に
読
ん
だ
の
で
あ
る
。 
 
新
聞
を
読
む
新
聞
小
説
た
る
「
黒
い
風
土
」
の
終
局
に
置
か
れ
た
こ
の
場
面
は
、
い
っ
た
い
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
な
る
ほ
ど
新
聞
は
「
社
会
を
見
る
目
」
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
「
自
由
な
社
会
の
隙
間
」
で
さ
え
あ
る
。
し
か
し
そ
の
「
目
」
は
、
常
に
送
り
手
で
あ
る
新
聞
社
の
意
図
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
し
か
な
い
。
新
聞
が
社
会
に
向
け
る
眼
差
し
と
、
そ
の
眼
差
し
が
捉
え
た
記
事
は
、
新
聞
社
が
読
者
に
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
眼
差
し
で
あ
り
、
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
う
記
事
な
の
で
あ
る
。
読
者
は
、
多
く
の
場
合
無
意
識
の
う
ち
に
、
そ
の
送
り
手
の
意
図
に
沿
っ
て
新
聞
を
享
受
し
て
し
ま
う
。「
偽
造
紙
幣
団
」か
ら
提
供
さ
れ
た
新
聞
で
、た
く
さ
ん
の
記
事
の
中
か
ら
よ
り
に
も
よ
っ
て
、
自
衛
隊
の
「
砲
撃
演
習
」
の
記
事
を
読
ま
さ
れ
て
し
ま
っ
た
若
宮
の
よ
う
に
。
私
た
ち
新
聞
の
読
者
は
、
自
ら
が
主
体
的
に
新
聞
を
読
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
正
し
く
は
な
い
。
新
聞
の
読
者
は
、
送
り
手
で
あ
る
新
聞
社
の
意
図
に
沿
っ
て
新
聞
を
読
ま
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
「
黒
い
風
土
」
で
清
張
は
、
全
国
紙
の
「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
帝
国
主
義
」
の
存
在
を
暗
示
し
、
地
方
紙
の
社
会
面
に
掲
げ
ら
れ
る
〝
小
さ
な
物
語
〟
の
さ
さ
や
き
に
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
た
。
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
も
た
ら
す
均
質
な
無
菌
空
間
に
居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
る
感
性
の
持
ち
主
な
ら
、
後
者
が
も
た
ら
す
ノ
イ
ズ
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
「
黒
い
風
土
」
は
示
唆
し
て
い
た
。
だ
が
物
語
の
終
局
に
お
い
て
「
黒
い
風
土
」
が
提
示
す
る
認
識
は
、
決
し
て
明
る
い
も
の
で
は
な
い
が
、
よ
り
い
っ
そ
う
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
も
の
と
化
し
て
い
た
。 
 
全
国
紙
で
あ
ろ
う
と
地
方
紙
で
あ
ろ
う
と
、
新
聞
の
掲
げ
る
記
事
が
新
聞
社
の
意
向
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、「
黒
い
風
土
」
は
あ
か
ら
さ
ま
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
新
聞
を
読
む
行
為
は
、
意
識
せ
ぬ
ま
ま
に
読
ま
さ
れ
る
行
為
へ
と
横
滑
り
し
て
い
く
。
読
者
は
、
知
ら
ぬ
う
ち
に
新
聞
社
が
意
図
し
た
通
り
の
読
み
を
、
自
ら
の
能
動
的
な
行
為
と
錯
覚
し
た
上
で
、
享
受
す
る
だ
け
だ
。 
 
し
か
し
な
が
ら
私
た
ち
読
者
は
、
新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
が
も
た
ら
す
情
報
な
く
し
て
、
世
界
を
判
断
す
る
材
料
を
手
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
大
切
な
の
は
、
新
聞
に
「
社
会
を
見
る
目
」
を
期
待
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
「
自
由
な
社
会
の
隙
間
」
を
感
じ
る
こ
と
で
も
な
い
。
新
聞
が
も
た
ら
す
情
報
を
自
ら
の
判
断
の
材
料
に
す
る
べ
く
批
判
的
に
摂
取
し
続
け
な
が
ら
、
常
に
読
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
識
化
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
重
要
な
の
で
あ
る
。 
 
新
聞
社
を
裏
切
っ
て
新
聞
を
読
む
。そ
の
よ
う
に
し
て
読
む
と
き
、〝
小
さ
な
物
語
〟
の
ざ
わ
め
き
が
、
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新
聞
社
も
気
づ
い
て
い
な
い
意
味
を
帯
び
て
響
い
て
く
る
。
そ
う
し
た
響
き
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
。「
想
像
の
共
同
体
」と
い
う
均
質
空
間
の
創
出
に
安
易
に
加
担
し
に
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
〝
小
さ
な
物
語
〟
の
可
能
性
を
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
黒
い
風
土
」
は
静
か
な
声
で
、
そ
う
訴
え
て
い
る
。 
 
「
黒
い
風
土
」
に
は
〝
小
さ
な
物
語
〟
の
ざ
わ
め
き
が
満
ち
て
い
る
。
そ
う
し
た
ざ
わ
め
き
は
、
新
聞
が
内
包
す
る
可
能
性
を
指
し
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。清
張
の
推
理
小
説
と
し
て
の
み
評
価
す
る
の
な
ら
、
「
黒
い
風
土
」
は
決
し
て
成
功
作
と
は
言
え
な
い
作
品
だ
っ
た
。
む
し
ろ
失
敗
作
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
出
来
映
え
で
あ
る
。
し
か
し
推
理
小
説
で
あ
る
と
同
時
に
新
聞
小
説
で
も
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
同
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
状
況
を
貪
欲
に
呑
み
込
ん
だ
メ
デ
ィ
ア
小
説
で
あ
る
し
、
ま
た
メ
デ
ィ
ア
批
判
の
可
能
性
す
ら
秘
め
て
い
る
。〈
物
語
→
現
実
〉
を
強
化
す
る
た
め
に
編
み
出
さ
れ
た
新
聞
を
読
む
新
聞
小
説
と
い
う
方
法
は
、
以
後
の
新
聞
小
説
で
く
り
か
え
し
用
い
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。 
 
『
松
本
清
張
全
集
』
に
も
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
「
黒
い
風
土
」
は
、
あ
る
意
味
で
作
者
自
身
に
も
見
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
失
敗
作
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
潜
在
し
て
い
た
。
清
張
の
作
品
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
一
見
読
み
や
す
い
だ
け
に
、
読
み
飛
ば
さ
れ
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
清
張
作
品
の
奥
深
さ
、
そ
し
て
空
恐
ろ
し
さ
を
「
黒
い
風
土
」
は
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
て
く
れ
た
。 
 
多
く
の
清
張
作
品
の
可
能
性
は
、
い
ま
だ
呼
び
覚
ま
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
作
品
の
中
に
潜
ん
だ
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
膨
大
な
清
張
作
品
に
眠
る
可
能
性
に
思
い
を
馳
せ
る
と
、
茫
洋
と
し
た
思
い
に
囚
わ
れ
て
し
ま
う
。
出
来
る
こ
と
と
言
え
ば
、
愚
直
に
清
張
の
作
品
を
読
み
続
け
る
こ
と
、
そ
れ
し
か
な
い
。 
 
読
み
飛
ば
し
て
も
面
白
い
清
張
作
品
を
、時
に
立
ち
止
ま
り
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
考
え
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
清
張
に
近
づ
く
た
め
の
唯
一
の
方
法
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 
 
第
三
部
で
は
松
本
清
張
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
「
砂
の
器
」
を
、
新
聞
小
説
と
し
て
読
ん
で
み
る
こ
と
に
し
た
い
。 
   
注 （
１
）
本
田
靖
春
『
我
、
拗
ね
者
と
し
て
生
涯
を
閉
ず
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）。 
（
２
）「
妻
も
ま
た
〝
地
方
記
者
〟
」（『
あ
な
た
事
件
よ 
あ
る
地
方
記
者
の
妻
』
所
収
、
毎
日
新
聞
社
、
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一
九
六
六
年
二
月
）。 
（
３
）
森
正
人
は
『
昭
和
旅
行
誌 
雑
誌
『
旅
』
を
読
む
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
）
で
、
「
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
日
本
人
の
観
光
が
次
第
に
活
発
化
し
て
き
た
」
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
「
一
九
六
〇
年
代
、
旅
行
業
界
は
か
つ
て
と
は
違
っ
た
旅
行
の
ス
タ
イ
ル
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
生
み
出
し
」
て
い
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
新
た
な
ス
タ
イ
ル
の
典
型
が
新
婚
旅
行
だ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
末
に
新
婚
旅
行
は
旅
行
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
広
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
新
婚
旅
行
者
に
向
け
て
用
意
さ
れ
た
「
新
婚
列
車
」
の
代
表
が
「
い
で
ゆ
号
」
だ
っ
た
。
森
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 
  
一
九
六
一
年
の
時
点
で
も
、
大
安
吉
日
の
日
に
は
、
東
京
駅
や
大
阪
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が
「
新
婚
列
車
」
と
呼
ば
れ
る
新
婚
旅
行
客
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
列
車
を
見
送
る
人
た
ち
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
た
。
東
京
か
ら
伊
豆
方
面
を
訪
れ
る
「
い
で
ゆ
号
」
が
も
っ
と
も
よ
く
利
用
さ
れ
た
。 
 
「
黒
い
風
土
」
は
、
こ
の
「
い
で
ゆ
号
」
が
出
発
す
る
シ
ー
ン
か
ら
始
ま
る
。
当
時
の
最
先
端
を
行
く
旅
行
の
ス
タ
イ
ル
を
、
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
新
聞
読
者
の
欲
望
を
敏
感
に
察
知
す
る
清
張
の
姿
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 
（
４
）『
中
部
日
本
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
五
九
年
七
月
五
日
。 
（
５
）
清
張
は
「
推
理
小
説
の
発
想
」（
江
戸
川
乱
歩
・
松
本
清
張
編
『
推
理
小
説
作
法
』
所
収
、
光
文
社
、
一
九
五
九
年
四
月
）
で
、「
黒
い
風
土
」
の
連
載
直
前
に
北
海
道
に
行
っ
た
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。 
  
昭
和
三
十
四
年
一
月
半
ば
ご
ろ
の
こ
と
で
す
が
、
Ａ
新
聞
社
の
主
催
に
よ
る
講
演
旅
行
で
、
北
海
道
に
行
き
ま
し
た
時
の
こ
と
、
札
幌
に
つ
い
て
ま
も
な
く
、
一
つ
の
ふ
し
ぎ
な
話
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。 
 
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
の
朝
の
こ
と
、
一
人
の
巡
査
が
失
踪
し
た
と
い
う
で
き
ご
と
で
し
た
。
そ
の
人
は
函
館
西
署
警
備
課
勤
務
の
小
島
裕
三
巡
査
（
二
七
）
で
す
が
、
前
年
十
二
月
の
は
じ
め
か
ら
東
京
駿
河
台
の
ニ
コ
ラ
イ
学
院
で
講
習
を
受
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
冬
休
み
に
は
い
っ
た
の
で
、
北
海
道
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 
 
十
二
月
二
十
一
日
朝
、
七
重
浜
（
函
館
の
近
く
）
の
実
家
に
つ
き
、
同
夜
は
そ
こ
に
一
泊
、
二
十
二
日
は
函
館
市
の
実
姉
の
宅
に
泊
り
、
二
十
三
日
午
前
十
一
時
ご
ろ
、「
本
署
に
行
く
」
と
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言
っ
て
、
参
考
書
数
冊
を
持
っ
た
だ
け
で
出
か
け
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
夕
方
か
ら
諸
方
を
飲
み
歩
き
、
翌
二
十
四
日
の
午
前
四
時
ご
ろ
、
一
人
で
函
館
駅
ま
で
タ
ク
シ
ー
を
乗
り
つ
け
、
待
合
室
の
ほ
う
へ
歩
い
て
い
っ
た
、
と
い
う
の
で
す
。
そ
こ
ま
で
の
行
動
に
は
目
撃
者
も
あ
り
、
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
先
は
、
杳
と
し
て
全
然
行
方
が
知
れ
ま
せ
ん
。 
［
中
略
］ 
 
失
踪
し
た
函
館
署
の
巡
査
は
、
外
事
係
で
あ
り
ま
し
て
、
函
館
港
に
出
入
り
す
る
外
国
船
の
船
員
の
身
も
と
調
べ
を
や
っ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。 
 
す
で
に
清
原
康
正
が
「
作
品
の
世
界 
『
黄
色
い
風
土
』」（『
解
釈
と
鑑
賞 
特
集
＝
松
本
清
張
の
世
界
』、
一
九
九
五
年
二
月
）
で
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
清
張
が
言
及
し
て
い
る
失
踪
し
た
外
事
係
の
巡
査
に
相
当
す
る
人
物
が
「
黒
い
風
土
」
に
も
出
て
く
る
。「
こ
と
し
の
強
打
者
」
で
話
し
て
い
た
よ
う
に
、
清
張
は
「
黒
い
風
土
」
に
先
立
ち
北
海
道
に
赴
き
、「
土
地
カ
ン
」
を
養
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
現
地
で
仕
入
れ
た
事
件
の
情
報
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
「
黒
い
風
土
」
の
伏
線
を
膨
ら
ま
せ
て
い
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。 
（
６
）
東
京
―
札
幌
線
に
つ
い
て
は
、
旅
の
文
化
研
究
所
編
『
旅
と
観
光
の
年
表
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
）
を
参
照
し
た
。 
（
７
）『
朝
日
新
聞
』
や
『
読
売
新
聞
』
と
い
っ
た
全
国
紙
も
こ
の
時
期
、
北
海
道
が
「
観
光
ブ
ー
ム
」
で
賑
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
記
事
を
し
ば
し
ば
紙
面
に
掲
げ
て
い
た
。
一
九
五
九
年
を
例
に
し
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
六
月
六
日
の
『
読
売
新
聞
』
夕
刊
は
「
北
海
道
は
観
光
ラ
ッ
シ
ュ 
さ
ば
け
ぬ
？ 
空
の
客
」
と
題
し
た
記
事
を
掲
載
し
、
八
月
九
日
の
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
の
「
編
集
手
帳
」
は
「
今
年
の
夏
は
空
前
の
観
光
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
る
北
海
道
を
旅
行
し
て
、
久
し
ぶ
り
に
立
秋
の
季
節
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
」
と
書
き
出
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
五
月
三
十
一
日
『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
に
は
、「
活
気
づ
く
北
海
道
観
光
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
、「
空
の
臨
時
便
を
続
発
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
活
況
を
呈
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。
八
月
十
九
日
の
『
読
売
新
聞
』
夕
刊
に
載
っ
た
「
日
航
国
内
線
の
観
光
ブ
ー
ム
」
と
い
う
記
事
に
よ
れ
ば
、
国
内
線
利
用
の
旅
客
数
が
「
は
じ
め
て
一
日
二
千
人
を
突
破
」
し
、「
と
く
に
札
幌
線
は
北
海
道
観
光
ブ
ー
ム
の
影
響
か
、
上
り
五
便
は
と
も
に
一
〇
〇
％
の
利
用
率
、
上
り
、
下
り
の
平
均
は
九
六
％
と
い
う
利
用
率
で
、
日
航
で
は
飛
行
機
利
用
者
の
増
加
に
大
喜
び
と
い
う
格
好
だ
っ
た
」
と
い
う
。「
黒
い
風
土
」
の
登
場
人
物
の
ひ
と
り
が
口
に
し
た
「
北
海
道
ブ
ー
ム
」
は
、
現
実
の
も
の
と
し
て
、
同
時
代
の
読
者
に
は
強
く
訴
え
か
け
る
記
号
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
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（
８
）「
北
海
道
ブ
ー
ム
」
に
代
表
さ
れ
る
観
光
ブ
ー
ム
は
、「
旅
の
本
ブ
ー
ム
」
を
も
惹
起
し
た
。
一
九
六
一
年
八
月
十
二
日
の
『
図
書
新
聞
』
は
「
〝
旅
の
本
〟
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
て
い
る
」
状
況
に
言
及
し
、「
東
阪
出
版
科
学
研
究
所
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
旅
の
本
の
こ
の
一
年
間
（
35
年
５
月
―
36
年
４
月
）
の
売
れ
ゆ
き
は
、
前
年
度
に
較
べ
て
約
44
㌫
の
増
加
を
示
し
て
い
る
」
と
い
う
デ
ー
タ
を
紹
介
し
て
い
た
。『
図
書
新
聞
』
は
九
月
二
十
三
日
号
で
も
、「
読
書
案
内
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
「
旅
へ
の
誘
い
」
と
題
し
て
「
旅
の
本
」
の
特
集
に
し
、
多
く
の
旅
行
案
内
書
を
紹
介
し
た
。『
週
刊
読
書
人
』
も
九
月
十
八
日
号
に
掲
載
し
た
「
こ
の
秋
ど
ん
な
本
が
で
る
か
」
と
題
し
た
特
集
で
、「
紀
行
全
集
が
二
社
か
ら 
ま
だ
続
く
〝
旅
行
ブ
ー
ム
〟
」
を
大
き
く
取
り
上
げ
た
。「
ミ
ス
テ
リ
に
次
ぐ
旅
行
記
ブ
ー
ム
は
秋
に
持
ち
こ
し
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
だ
」
と
『
週
刊
読
書
人
』
は
伝
え
て
い
た
が
、「
点
と
線
」
や
「
眼
の
壁
」
で
社
会
派
推
理
小
説
と
い
う
分
野
を
開
拓
し
、
ミ
ス
テ
リ
ー
の
ブ
ー
ム
を
牽
引
し
た
清
張
は
、「
旅
行
記
ブ
ー
ム
」
も
視
野
に
入
れ
て
「
黒
い
風
土
」
を
書
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
清
張
が
好
ん
で
旅
を
作
品
に
取
り
入
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
が
、
そ
れ
は
清
張
個
人
の
好
み
に
還
元
さ
れ
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
清
張
は
読
者
が
読
み
た
い
と
欲
望
す
る
も
の
を
、
た
と
え
そ
れ
が
ブ
ー
ム
に
な
る
よ
う
な
軽
佻
浮
薄
な
も
の
で
あ
っ
て
も
積
極
的
に
吸
収
し
、
自
ら
の
作
品
に
昇
華
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 
（
９
）「
新
聞
小
説
に
つ
い
て
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
六
〇
年
六
月
二
十
五
日
～
二
十
六
日
）。
た
だ
し
引
用
は
、
長
谷
川
泉
・
武
田
勝
彦
編
集
『
現
代
新
聞
小
説
事
典
』（（
至
文
堂
、
一
九
七
七
年
十
二
月
）
に
拠
る
。 
（
10
）
第
二
部
第
一
章
で
も
紹
介
し
た
が
、「
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
ロ
マ
ン
な
ん
て
く
だ
ら
な
い
」
と
清
張
が
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
ロ
マ
ン
を
嫌
悪
し
て
い
た
事
実
を
、
宮
田
毱
栄
が
文
春
新
書
『
追
憶
の
作
家
た
ち
』
（
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
で
証
言
し
て
い
る
。 
（
11
）
江
藤
文
夫
「
現
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（『
Ｔ
Ｂ
Ｓ
調
査
情
報
』、
一
九
六
七
年
五
月
～
八
月
）。
た
だ
し
引
用
は
加
藤
一
夫
編
『
マ
ス
コ
ミ
の
眼
が
と
ら
え
た
カ
ッ
パ
の
本 
〈
創
作
出
版
〉
の
発
生
と
そ
の
進
展
』（
光
文
社
、
一
九
六
八
年
一
月
）
に
拠
る
。 
（
12
）
清
張
の
作
品
に
お
け
る
〈
物
語
→
現
実
〉
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
第
三
部
第
一
章
も
参
照
の
こ
と
。 
（
13
）『
黄
色
い
風
土
』
で
は
、
第
二
部
第
二
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
真
鶴
岬
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
全
て
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
若
宮
の
北
海
道
行
は
唐
突
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
（【
資
料
５
】【
資
料
６
】
Ｇ
を
参
照
）。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、『
黄
色
い
風
土
』
に
お
い
て
若
宮
を
北
海
道
に
向
か
わ
せ
た
契
機
で
あ
る
。
真
鶴
岬
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
を
削
除
し
た
代
わ
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り
に
、
清
張
が
書
き
加
え
た
の
は
、
若
宮
が
新
聞
を
読
む
シ
ー
ン
で
あ
っ
た
。 
 
 
若
宮
四
郎
は
編
集
部
で
新
聞
を
め
く
っ
て
い
た
。
新
聞
社
な
の
で
、
出
版
部
へ
も
、
各
社
の
新
聞
が
廻
っ
て
来
る
。
中
に
は
主
だ
っ
た
地
方
版
も
ま
じ
っ
て
い
た
。 
 
若
宮
は
、
今
朝
、
熱
海
か
ら
直
接
、
出
勤
し
た
の
だ
が
、
木
谷
編
集
長
も
、
次
長
の
児
玉
も
ま
だ
、
出
社
し
て
い
な
い
の
で
、
熱
海
の
報
告
も
す
ん
で
い
な
い
の
だ
。 
 
あ
る
北
海
道
版
を
め
く
る
と
、 
「
小
樽
沖
で
男
の
溺
死
体
発
見 
 
 
 
他
殺
か
？ 
自
殺
か
？
」 
 
と
い
う
記
事
が
目
に
入
っ
た
。 
 
若
宮
四
郎
は
眼
を
む
い
た
。
錦
ヶ
浦
で
死
ん
だ
男
の
こ
と
が
、
頭
に
あ
っ
た
の
で
、
く
い
入
っ
た
。 
［
中
略
］ 
 
記
事
を
て
い
ね
い
に
読
ん
で
ゆ
く
う
ち
に
若
宮
は
、
由
美
の
叔
父
の
長
谷
川
吾
市
を
思
い
う
か
べ
た
。 
 
若
宮
は
週
刊
誌
の
編
集
部
で
、
Ｒ
新
聞
の
北
海
道
版
を
読
み
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
「
溺
死
体
発
見
」
の
記
事
を
眼
に
す
る
。
そ
の
「
溺
死
体
発
見
」
の
記
事
が
、
若
宮
に
北
海
道
行
き
を
決
意
さ
せ
た
の
で
あ
る
。「
黒
い
風
土
」
同
様
、『
黄
色
い
風
土
』
に
お
い
て
も
、
新
聞
を
読
む
と
い
う
行
為
は
、
若
宮
を
移
動
さ
せ
、
物
語
を
進
展
さ
せ
る
重
要
な
契
機
と
な
っ
て
い
た
。 
（
14
）
日
高
昭
二
「
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
ト
リ
ッ
ク
―
松
本
清
張
『
点
と
線
』」
（『
松
本
清
張
研
究
』、
二
〇
〇
七
年
六
月
）。 
（
15
）
土
屋
礼
子
「
松
本
清
張
の
メ
デ
ィ
ア
戦
記
」（『
松
本
清
張
研
究
』、
二
〇
〇
七
年
六
月
）。 
（
16
）
桂
敬
一
が
「
日
本
の
新
聞
」（『
新
訂 
新
聞
学
』
所
収
、
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
九
年
五
月
）
で
、
「
地
方
紙
の
う
ち
、
中
日
新
聞
（
本
社
・
名
古
屋
）、
北
海
道
新
聞
（
同
・
札
幌
）、
西
日
本
新
聞
（
同
・
福
岡
）
の
３
紙
は
、
複
数
の
県
や
そ
れ
に
匹
敵
す
る
広
域
地
域
で
の
普
及
が
特
徴
で
、
大
き
な
発
行
規
模
を
有
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
紙
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
北
海
道
新
聞
』
と
『
西
日
本
新
聞
』
と
『
中
部
日
本
新
聞
』
は
、
厳
密
に
言
え
ば
ブ
ロ
ッ
ク
紙
に
分
類
さ
れ
る
新
聞
だ
っ
た
。
こ
の
区
分
は
、「
黒
い
風
土
」
の
時
代
に
も
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
『
新
聞
研
究
』
一
九
六
〇
年
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
技
術
革
新
時
代
の
地
方
紙
」
と
い
う
座
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談
会
の
冒
頭
で
、
出
席
者
の
河
北
新
報
社
の
編
集
局
長
は
司
会
者
に
対
し
て
、「
地
方
紙
の
意
味
な
ん
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
中
日
、
西
日
本
、
北
海
道
な
ど
の
ブ
ロ
ッ
ク
三
紙
も
含
ん
で
い
る
の
か
」
と
発
言
し
て
い
た
。
と
は
い
え
、
新
聞
関
係
者
や
新
聞
学
の
専
門
家
で
は
な
い
読
者
に
と
っ
て
、「
ブ
ロ
ッ
ク
紙
」
と
い
う
概
念
は
さ
ほ
ど
馴
染
み
の
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ゆ
え
清
張
は
「
ブ
ロ
ッ
ク
紙
」
で
は
な
く
「
地
方
紙
」
と
い
う
呼
称
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。 
 
 
 
里
見
脩『
新
聞
統
合 
戦
時
期
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
と
国
家
』（
勁
草
書
房
、二
〇
一
一
年
十
二
月
）
に
よ
れ
ば
、
新
聞
統
合
は
、
一
九
四
一
年
十
二
月
十
三
日
に
新
聞
事
業
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
で
加
速
的
に
進
展
し
、
同
年
十
一
月
ま
で
に
全
国
の
都
道
府
県
で
完
成
し
た
。
そ
の
新
聞
統
合
が
成
立
す
る
過
程
で
、
新
聞
会
と
情
報
局
の
間
で
問
題
に
さ
れ
た
の
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
紙
を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
里
見
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
た
。 
 
 
 
 
結
局
は
「
朝
日
、
毎
日
、
読
売
を
『
全
国
紙
』
と
し
、
統
合
で
新
た
に
発
足
、
創
刊
す
る
愛
知
縣
紙
、
福
岡
縣
紙
、
東
京
紙
、
大
阪
紙
を
『
中
間
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
紙
』
と
し
、
そ
の
他
は
『
縣
紙
』
と
す
る
」
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。
こ
の
「
愛
知
縣
紙
」
は
新
愛
知
、
名
古
屋
新
聞
が
統
合
し
た
「
中
部
日
本
新
聞
（
中
日
新
聞
）」
を
、「
福
岡
縣
紙
」
は
福
岡
日
日
と
九
州
日
日
が
統
合
し
た
「
西
日
本
新
聞
」
を
、「
東
京
紙
」
は
国
民
新
聞
、
都
新
聞
が
統
合
し
た
「
東
京
新
聞
（
夕
刊
紙
）」
を
、「
大
阪
紙
」
は
大
阪
市
内
お
よ
び
府
下
の
夕
刊
一
六
紙
、
大
阪
時
事
を
統
合
し
た
「
大
阪
新
聞
（
夕
刊
紙
）」
を
指
し
て
い
る
。 
 
北
海
道
新
聞
社
は
、
北
海
タ
イ
ム
ス
と
小
樽
新
聞
の
二
紙
を
中
心
に
、
複
数
の
地
元
紙
が
統
合
さ
れ
発
足
し
た
。
創
刊
号
は
一
九
四
二
年
十
一
月
一
日
。
里
見
は
、「
こ
の
強
圧
的
な
統
合
に
よ
っ
て
、
同
紙
は
有
力
地
方
紙
の
最
右
翼
と
な
る
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。 
 
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
紙
の
う
ち
、
北
海
道
新
聞
社
と
西
日
本
新
聞
社
と
中
部
日
本
新
聞
社
は
三
社
連
合
を
結
成
し
た
。『
北
海
道
新
聞
二
十
年
史
』（
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
六
四
年
四
月
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。 
 
 
戦
時
中
、
わ
が
社
と
、
中
部
日
本
新
聞
、
西
日
本
新
聞
三
社
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
三
社
連
合
は
、
戦
後
、
ま
す
ま
す
そ
の
緊
密
度
を
増
し
、
わ
が
社
の
東
京
支
社
内
に
あ
る
事
務
局
に
は
、
三
社
よ
り
記
者
を
出
向
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
独
自
の
取
材
陣
を
増
員
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
初
め
の
う
ち
は
小
説
、
囲
碁
、
将
棋
な
ど
の
ほ
か
文
化
関
係
を
主
と
し
た
記
事
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交
流
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
外
信
関
係
か
ら
政
治
、
経
済
、
社
会
部
門
に
ま
で
広
が
り
、
三
社
の
提
携
は
海
外
特
派
員
に
も
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。 
 
こ
う
し
た
三
社
連
合
の
提
携
に
よ
っ
て
、「
黒
い
風
土
」
は
『
北
海
道
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』『
中
部
日
本
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
（
17
）『
考
え
る
葉
』
以
外
に
も
、
清
張
の
作
品
群
に
お
い
て
、
地
方
紙
が
活
躍
す
る
小
説
は
少
な
く
な
い
。
第
一
部
第
四
章
で
取
り
上
げ
た
「
地
方
紙
を
買
う
女
」（『
小
説
新
潮
』、
一
九
五
七
年
四
月
）、
及
び
序
章
で
言
及
し
た
「
空
白
の
意
匠
」（『
新
潮
』、
一
九
五
九
年
四
月
～
五
月
）
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。 
と
こ
ろ
で
地
方
紙
を
扱
っ
た
小
説
の
中
で
、
と
り
わ
け
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、「
網
」
で
あ
る
。「
黒
の
線
刻
画
」
の
一
作
と
し
て
『
日
本
経
済
新
聞
』
に
一
九
五
九
年
三
月
九
日
か
ら
翌
年
の
三
月
十
七
日
ま
で
連
載
さ
れ
た
新
聞
小
説
だ
。
北
陸
地
方
に
あ
る
Ｎ
県
の
地
方
紙
「
中
北
新
聞
」
に
、
新
聞
小
説
を
連
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
小
説
家
・
小
西
康
夫
を
主
人
公
と
す
る
「
網
」
は
、
地
方
紙
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
考
察
す
る
上
で
も
、
ま
た
メ
タ
新
聞
小
説
と
し
て
も
、
非
常
に
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
。「
網
」
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。 
（
18
）
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
／
白
石
隆
・
白
石
さ
や
訳
『
定
本 
想
像
の
共
同
体
―
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
起
源
と
流
行
』（
書
籍
工
房
早
山
、
二
〇
〇
七
年
七
月
）。 
（
19
）
奥
武
則
『
大
衆
新
聞
と
国
民
国
家 
人
気
投
票
・
慈
善
・
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
）。
な
お
奥
は
、
同
書
の
「
あ
と
が
き
」
で
、「
国
民
国
家
論
」
が
流
行
し
て
い
る
状
況
に
言
及
し
、「
本
書
な
ど
さ
し
ず
め
「
流
行
、
、
の
証
拠
」
に
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ
」
が
、「「
国
民
国
家
論
」
っ
て
何
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
の
が
私
の
率
直
な
思
い
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
ど
う
か
、
本
書
を
、「
国
民
国
家
論
の
流
行
に
乗
っ
た
本
」
と
い
っ
た
よ
う
に
だ
け
は
受
け
取
ら
な
い
で
ほ
し
い
」
と
訴
え
を
綴
っ
て
い
た
。
長
年
新
聞
社
に
務
め
た
著
者
が
、
自
身
が
携
わ
り
続
け
た
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
と
い
う
思
い
に
突
き
動
か
さ
れ
て
書
か
れ
た
同
書
は
、
そ
う
し
た
個
人
的
な
動
機
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、「
国
民
国
家
論
の
流
行
に
乗
っ
た
本
」
と
は
一
線
を
画
す
論
考
で
あ
る
よ
う
に
、
私
に
は
思
わ
れ
る
。
本
論
で
は
「
国
民
国
家
論
の
流
行
に
乗
っ
た
本
」
と
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
形
で
引
用
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
点
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。 
（
20
）
城
戸
又
一
・
日
高
六
郎
編
著
『
講
座
現
代
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
３ 
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』
所
収
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
六
〇
年
十
一
月
）。 
（
21
）『
中
央
公
論 
臨
時
増
刊 
マ
ス
コ
ミ
読
本
』
所
収
（
一
九
五
九
年
四
月
六
日
、
中
央
公
論
社
）。 
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（
22
）
夏
堀
正
元
の
「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
北
海
道
に
上
陸
す 
―
塗
り
か
え
ら
れ
る
か 
新
聞
業
界
の
地
図
―
」
に
よ
れ
ば
、「
五
、
六
年
前
に
朝
日
と
毎
日
が
名
古
屋
で
新
聞
を
刷
り
出
し
た
と
き
、
地
元
紙
中
部
日
本
新
聞
の
烈
し
い
抵
抗
と
県
民
の
冷
淡
な
態
度
に
遭
っ
て
、
成
績
が
上
ら
ず
、
そ
の
後
ず
っ
と
毎
月
一
～
一
五
〇
〇
万
円
の
赤
字
を
出
し
て
い
る
」
こ
と
も
あ
っ
た
（『
中
央
公
論 
臨
時
増
刊 
マ
ス
コ
ミ
読
本
』
所
収
、
注
（
21
）
参
照
）。『
中
部
日
本
新
聞
』
に
は
、
全
国
紙
を
退
け
た
歴
史
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
武
器
と
す
る
「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
帝
国
主
義
」
は
、
中
部
日
本
新
聞
社
に
と
っ
て
も
、
や
は
り
強
意
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
北
海
道
新
聞
社
の
危
機
を
前
に
し
て
、
西
日
本
新
聞
社
と
中
部
日
本
新
聞
社
は
三
社
連
合
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 
 
 
 
新
井
直
之
は
「
通
信
社
の
課
題
」（『
講
座
現
代
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
３ 
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』
所
収
、
注
（
20
）
参
照
）
で
、
全
国
紙
の
「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
帝
国
主
義
」
に
抗
し
て
三
社
連
合
が
強
化
さ
れ
た
経
緯
を
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
た
。 
 
た
と
え
ば
北
海
道
新
聞
、
中
部
日
本
新
聞
、
西
日
本
新
聞
の
ブ
ロ
ッ
ク
三
紙
は
、
こ
れ
ま
で
も
ニ
ュ
ー
ズ
の
交
流
を
行
な
い
、
ま
た
三
社
連
合
事
務
局
を
通
じ
て
学
芸
欄
用
の
署
名
記
事
、
小
説
な
ど
の
共
同
使
用
を
し
て
来
た
が
、
一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
末
、
在
日
朝
鮮
人
の
北
朝
鮮
帰
国
に
あ
た
っ
て
新
潟
港
に
共
同
デ
ス
ク
を
設
け
、
三
社
が
記
者
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
技
術
者
な
ど
を
出
し
合
い
、
各
社
回
り
持
ち
の
デ
ス
ク
の
下
に
、
ニ
ュ
ー
ズ
を
カ
バ
ー
し
た
。
こ
れ
は
わ
が
国
の
新
聞
界
に
と
っ
て
、
恐
ら
く
初
め
て
の
試
み
と
い
わ
れ
て
い
る
。 
 
産
経
新
聞
は
五
九
年
二
月
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
三
社
と
提
携
し
、
海
外
特
派
員
を
共
通
に
出
す
こ
と
、
ニ
ュ
ー
ズ
の
好
感
、
囲
碁
将
棋
、
小
説
を
共
同
使
用
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
、
こ
の
協
定
に
基
い
て
産
経
新
聞
は
北
海
道
、
九
州
地
方
各
支
局
の
取
材
記
者
を
引
き
揚
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 
 
「
黒
い
風
土
」
が
連
載
さ
れ
て
い
た
と
き
と
は
、
す
な
わ
ち
全
国
紙
の
侵
攻
に
よ
っ
て
、
北
海
道
を
舞
台
に
「
血
み
ど
ろ
の
市
場
争
奪
戦
」
が
行
な
わ
れ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
帝
国
主
義
」
に
抗
っ
て
提
携
を
強
化
し
た
『
北
海
道
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』『
中
部
日
本
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
「
黒
い
風
土
」
が
、
新
聞
、
そ
し
て
地
方
紙
に
焦
点
を
当
て
た
物
語
だ
っ
た
こ
と
は
、
や
は
り
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
清
張
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
紙
も
含
め
た
地
方
紙
が
置
か
れ
た
状
況
、
ま
た
週
刊
誌
の
創
刊
が
ブ
ー
ム
と
な
り
、
さ
ら
に
テ
レ
ビ
時
代
の
到
来
を
予
兆
す
る
「
事
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件
記
者
」
が
人
気
と
な
っ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
環
境
を
踏
ま
え
て
、「
黒
い
風
土
」
の
物
語
を
構
想
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
（
23
）
た
と
え
ば
朝
日
新
聞
社
は
一
九
五
五
年
四
月
二
十
日
に
、「
朝
日
新
聞
調
査
研
究
室
報
告 
社
内
用
53
」
と
し
て
、
小
野
寺
林
治
『
地
方
新
聞
の
実
態
調
査 
河
北
、
福
民
、
信
毎
、
上
毛
の
四
紙
に
つ
い
て
』（
一
九
五
五
年
四
月
二
十
日
）
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
「
ま
え
が
き
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。 
 
読
者
を
よ
り
強
く
ひ
き
つ
け
、
他
紙
と
の
競
争
に
も
勝
ち
抜
く
に
は
、
現
在
の
地
方
版
を
ど
う
改
善
し
た
ら
よ
い
か
。
こ
れ
が
目
下
通
信
部
関
係
者
の
間
で
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 
 
そ
う
し
た
要
請
に
答
え
る
た
め
、
さ
き
に
安
田
東
京
本
社
通
信
部
員
が
朝
日
新
聞
自
体
の
地
方
版
の
研
究
を
し
た
が
、
本
稿
は
私
が
そ
の
後
を
受
け
て
同
じ
部
か
ら
調
査
研
究
室
に
派
遣
さ
れ
て
行
っ
た
河
北
新
報
、
福
島
民
報
、
信
濃
毎
日
新
聞
、
上
毛
新
聞
の
四
地
方
新
聞
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
実
態
調
査
の
報
告
で
あ
る
。 
 
地
方
を
虎
視
眈
々
と
狙
う
全
国
紙
の
姿
勢
と
、
地
方
紙
に
対
抗
す
る
に
は
地
方
版
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
「
ま
え
が
き
」
は
伝
え
て
い
る
。
朝
日
新
聞
社
と
同
じ
よ
う
に
Ｒ
新
聞
社
の
名
古
屋
版
も
、
こ
う
し
た
調
査
を
踏
ま
え
て
、『
中
部
日
本
新
聞
』
等
と
の
闘
い
に
勝
ち
抜
く
た
め
に
、
そ
の
紙
面
の
充
実
に
よ
り
い
っ
そ
う
力
を
入
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 
（
24
）
現
在
の
地
方
紙
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
、
及
び
地
方
紙
が
果
た
し
て
い
る
役
割
や
抱
え
て
い
る
問
題
点
等
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
鎌
田
慧
『
地
方
紙
の
研
究
』（
潮
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。 
（
25
）
小
山
栄
三
『
新
聞
社
会
学
―
社
会
学
選
書
―
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
一
年
一
月
）。 
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第
三
部 
「
砂
の
器
」
を
読
む 
  
第
一
章 
「
砂
の
器
」
の
た
く
ら
み 
―
新
聞
小
説
に
お
け
る
松
本
清
張
の
読
者
戦
略 
  
一 
は
じ
め
て
の
全
国
紙
で
の
連
載 
 
松
本
清
張
の
「
お
そ
ら
く
最
も
多
く
の
読
者
に
愛
さ
れ
て
き
た
」「
代
表
作
に
し
て
、
社
会
派
ミ
ス
テ
リ
ー
の
金
字
塔
」（
１
）
が
「
砂
の
器
」
だ
。『
読
売
新
聞
』
夕
刊
に
一
九
六
〇
年
五
月
十
七
日
か
ら
翌
年
四
月
二
十
日
ま
で
連
載
さ
れ
、
光
文
社
か
ら
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
の
一
冊
と
し
て
一
九
六
一
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
る
や
評
判
と
な
り
、「
ミ
リ
オ
ン
・
セ
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
と
な
っ
た
。 
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
新
潮
社
が
出
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
新
潮
文
庫 
松
本
清
張
の
本 
解
説
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
新
潮
文
庫
版
「
砂
の
器
」
は
売
上
部
数
第
一
位
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
新
潮
文
庫
に
収
録
さ
れ
た
松
本
清
張
の
作
品
ご
と
の
累
計
部
数
第
一
位
か
ら
第
五
位
ま
で
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
累
計
部
数
は
い
ず
れ
も
二
〇
〇
八
年
十
一
月
末
時
点
の
も
の
で
あ
る
。 
 
第
一
位 
砂
の
器 
上
・
下 
 
 
 
四
三
六
万
四
〇
〇
〇
部 
第
二
位 
点
と
線 
 
 
 
 
 
 
 
三
〇
六
万
九
〇
〇
〇
部 
第
三
位 
わ
る
い
や
つ
ら 
上
・
下 
二
二
八
万
七
五
〇
〇
部 
第
四
位 
ゼ
ロ
の
焦
点 
 
 
 
 
 
二
一
五
万
三
〇
〇
〇
部 
第
五
位 
黒
革
の
手
帖 
上
・
下 
 
一
四
二
万
三
〇
〇
〇
部 
 
短
篇
集
第
一
位
の
『
張
込
み 
傑
作
短
編
集
五
』
の
累
計
部
数
が
一
四
八
万
五
〇
〇
〇
部
で
あ
る
か
ら
、
売
り
上
げ
累
計
部
数
の
実
質
的
な
第
五
位
は
『
黒
革
の
手
帖
』（
上
・
下
）
で
は
な
く
、『
張
込
み 
傑
作
短
編
集
五
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
潮
文
庫
に
収
録
さ
れ
た
松
本
清
張
作
品
の
売
り
上
げ
は
、
莫
大
な
も
の
で
あ
る
。
清
張
の
作
品
は
文
春
文
庫
や
講
談
社
文
庫
を
は
じ
め
、
各
出
版
社
の
文
庫
に
収
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
総
売
り
上
げ
は
「
ミ
リ
オ
ン
・
セ
ラ
ー
」
を
遥
か
に
超
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、『
砂
の
器
』
の
累
計
部
数
は
抜
き
ん
出
て
い
る
。
第
二
位
の
『
点
と
線
』
と
の
差
は
、
百
三
十
万
部
近
く
に
な
る
。『
砂
の
器
』
は
、
二
位
以
下
に
大
き
く
差
を
つ
け
て
の
一
位
な
の
で
あ
る
。
松
本
清
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張
の
代
表
作
と
い
え
ば
、
や
は
り
『
砂
の
器
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。 
「
松
本
清
張
文
学
は
、し
い
て
名
前
を
つ
け
れ
ば
〝
国
民
文
学
〟
と
言
え
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
辻
井
喬
が
、「
私
の
好
き
な
清
張
作
品
」
と
題
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
砂
の
器
」
を
挙
げ
た
の
は
象
徴
的
で
あ
る
。（
２
）
も
し
か
し
た
ら
『
砂
の
器
』
こ
そ
、
日
々
膨
大
な
文
学
作
品
が
生
み
だ
さ
れ
、
そ
し
て
忘
却
の
淵
へ
と
追
い
や
ら
れ
て
い
る
時
代
に
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
語
り
継
が
れ
る
「
国
民
文
学
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
希
有
な
作
品
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 
 
「
国
民
文
学
」
と
し
て
の
「
砂
の
器
」。
と
は
い
え
連
載
時
の
清
張
に
割
り
当
て
ら
れ
た
の
は
、
新
進
作
家
の
舞
台
で
あ
る
夕
刊
だ
っ
た
。
す
で
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
な
っ
て
い
た
清
張
も
、
新
聞
小
説
の
分
野
で
は
新
進
作
家
と
同
じ
扱
い
だ
っ
た
。
し
か
し
清
張
は
、
全
国
紙
の
夕
刊
と
い
う
舞
台
を
存
分
に
活
用
し
よ
う
と
し
た
。 
清
張
の
作
品
を
掲
載
媒
体
ご
と
に
整
理
し
た
加
納
重
文
に
よ
れ
ば
、「
清
張
は
、
発
表
誌
の
性
格
に
応
じ
た
作
品
を
書
く
こ
と
が
出
来
る
作
家
だ
っ
た
」
の
で
あ
り
、「
新
聞
小
説
に
お
い
て
も
、
清
張
の
対
応
能
力
の
深
さ
は
、
よ
く
発
揮
さ
れ
て
」
い
た
。（
３
）
し
た
が
っ
て
全
国
紙
で
あ
る
『
読
売
新
聞
』
に
新
聞
小
説
を
連
載
す
る
に
あ
た
り
、
清
張
は
並
々
な
ら
ぬ
決
意
を
も
っ
て
臨
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
事
実
、「
砂
の
器
」
連
載
時
に
編
集
を
担
当
し
た
山
村
亀
二
郎
は
、
次
の
よ
う
な
清
張
の
言
葉
を
伝
え
て
い
る
。 
 
僕
も
真
剣
で
す
。
毎
日
読
者
を
飽
き
さ
せ
ず
に
読
ま
せ
る
の
は
相
当
の
工
夫
を
要
し
ま
す
。
で
す
か
ら
新
聞
の
持
つ
機
能
を
フ
ル
に
利
用
出
来
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。（
４
） 
 
『
読
売
新
聞
』
と
い
う
檜
舞
台
に
臨
む
清
張
の
決
意
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
よ
う
。
新
聞
小
説
家
と
し
て
活
躍
す
る
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
王
者
」（
５
）
た
ち
に
仲
間
入
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。「
砂
の
器
」
の
連
載
に
と
り
か
か
ろ
う
と
し
て
い
た
時
、
清
張
は
「
新
進
作
家
」
か
ら
「
現
代
の
英
雄
」（
６
）
へ
と
飛
躍
で
き
る
か
否
か
の
岐
路
に
立
っ
て
い
た
。 
清
張
は
新
聞
小
説
の
読
者
を
「
飽
き
さ
せ
ず
に
読
ま
せ
る
」
た
め
に
、「
砂
の
器
」
に
ど
の
よ
う
な
仕
掛
け
を
施
し
た
の
だ
ろ
う
か
。 
 
二 
サ
ス
ペ
ン
ス
の
語
り
、
そ
し
て
生
活
の
リ
ア
リ
ズ
ム 
 
「
砂
の
器
」
は
「
国
電
蒲
田
駅
の
近
く
の
横
丁
だ
っ
た
」（
７
）
と
い
う
一
文
で
語
り
出
さ
れ
る
。
主
語
を
欠
い
た
一
文
に
よ
っ
て
読
者
は
、
情
報
が
十
全
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
感
知
す
る
。
空
白
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の
ま
ま
残
さ
れ
た
「
何
が
」
を
充
填
す
べ
く
、
読
者
の
眼
は
先
へ
先
へ
と
進
も
う
と
す
る
。
し
か
し
「
何
が
」
は
な
か
な
か
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。
語
り
手
は
「
間
口
の
狭
い
ト
リ
ス
バ
ー
」
の
内
部
を
淡
々
と
描
き
出
す
だ
け
だ
。
連
載
第
一
回
は
「
こ
の
と
き
、
入
口
の
ド
ア
が
開
い
て
、
客
の
影
が
射
し
た
」
と
い
う
一
文
で
締
め
括
ら
れ
る
。
結
局
冒
頭
の
一
文
が
何
を
意
味
し
て
い
た
の
か
は
、
留
保
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
冒
頭
の
一
文
の
空
白
は
空
白
の
ま
ま
残
さ
れ
る
。 
 
「
砂
の
器
」
に
つ
い
て
、
連
載
前
に
清
張
は
、「
面
倒
な
小
説
を
書
く
つ
も
り
は
少
し
も
な
い
。
推
理
小
説
と
考
え
て
下
さ
っ
て
も
い
い
し
、
普
通
の
小
説
と
思
っ
て
下
さ
っ
て
も
い
い
」
と
述
べ
て
い
た
（「
作
者
の
言
葉
」、『
読
売
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
六
〇
年
五
月
十
四
日
）。「
砂
の
器
」
が
帰
属
す
べ
き
ジ
ャ
ン
ル
は
、
読
者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
推
理
小
説
」
と
み
な
す
に
せ
よ
、「
普
通
の
小
説
」
と
考
え
る
に
せ
よ
、「
砂
の
器
」
の
語
り
が
サ
ス
ペ
ン
ス
の
文
法
に
則
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
語
り
手
は
情
報
の
全
て
を
読
者
に
与
え
て
い
な
い
こ
と
を
露
呈
さ
せ
、
読
者
の
欲
望
を
宙
づ
り
に
し
よ
う
と
す
る
。
語
り
手
の
術
中
に
陥
っ
た
読
者
は
、
否
応
な
く
翌
日
の
夕
刊
へ
の
期
待
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。「
砂
の
器
」
の
冒
頭
の
一
文
は
、
サ
ス
ペ
ン
ス
の
お
手
本
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。 
 
「
砂
の
器
」
の
語
り
手
は
、
時
に
ト
リ
ス
バ
ー
の
女
給
の
ひ
と
り
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
時
に
捜
査
一
課
の
係
長
に
接
近
し
つ
つ
も
、
超
越
的
な
位
置
を
手
放
す
こ
と
は
な
い
。
俯
瞰
の
位
置
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
カ
メ
ラ
の
視
点
か
ら
、
読
者
は
事
件
の
外
観
を
徐
々
に
知
ら
さ
れ
て
い
く
。
連
載
四
回
目
に
至
り
よ
う
や
く
語
り
手
は
、「
事
件
が
起
き
て
、
捜
査
本
部
の
係
官
は
、
ギ
タ
ー
ひ
き
二
人
に
訊
い
て
い
る
」
と
、「
国
電
蒲
田
駅
の
近
く
の
横
丁
」
で
何
か
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
す
る
。
そ
し
て
次
の
連
載
五
回
目
で
、
蒲
田
駅
の
「
電
車
の
置
い
て
あ
る
操
車
場
」
で
、「
血
で
真
赤
に
な
り
、
赤
鬼
の
顔
を
連
想
さ
せ
」
る
死
体
の
発
見
が
告
げ
ら
れ
る
。
そ
の
後
捜
査
一
課
の
捜
査
の
概
要
、
鑑
識
の
報
告
、
そ
し
て
被
害
者
の
遺
体
の
解
剖
所
見
が
語
ら
れ
、
さ
ら
に
前
夜
に
「
被
害
者
ら
し
い
人
物
と
二
人
伴
れ
の
客
が
あ
っ
た
」
ト
リ
ス
バ
ー
へ
の
聞
き
込
み
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
る
。
被
害
者
と
目
さ
れ
る
年
配
の
客
が
「
ズ
ー
ズ
ー
弁
」
を
話
し
て
い
た
こ
と
や
、
ま
た
被
害
者
の
連
れ
が
「
カ
メ
ダ
は
そ
の
後
変
わ
っ
て
い
な
い
か
？
」
と
「
東
北
弁
」
で
尋
ね
て
い
た
こ
と
な
ど
が
、俯
瞰
の
位
置
に
身
を
置
い
た
語
り
手
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 
こ
の
よ
う
に
超
越
的
な
語
り
手
に
よ
っ
て
事
件
の
外
観
を
ほ
の
め
か
し
て
い
く
こ
と
は
、推
理
小
説
に
お
い
て
は
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。し
か
し
新
聞
小
説
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。「
砂
の
器
」
を
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
版
や
文
庫
版
で
読
む
時
に
は
さ
ほ
ど
気
に
な
ら
な
い
が
、「
砂
の
器
」
は
な
か
な
か
中
心
人
物
／
視
点
人
物
が
登
場
し
な
い
小
説
で
も
あ
る
。
連
載
時
の
読
者
は
、
語
り
手
に
よ
っ
て
捜
査
本
部
の
取
り
調
べ
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
被
害
者
す
ら
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
捜
査
が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
こ
と
も
見
て
取
れ
る
。
だ
が
語
り
手
が
誰
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
の
か
、
中
心
人
物
と
な
る
の
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は
誰
な
の
か
、
読
者
は
い
っ
さ
い
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
連
載
小
説
に
付
き
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 
中
心
人
物
＝
今
西
栄
太
郎
が
視
点
人
物
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、現
在
入
手
可
能
な
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
版
（
二
〇
〇
四
年
二
月
、
百
五
十
二
刷
）
だ
と
二
十
二
頁
、
新
潮
文
庫
版
（
二
〇
〇
四
年
一
月
、
八
十
七
刷
）
だ
と
三
十
三
頁
で
あ
る
。
む
ろ
ん
個
人
差
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
三
十
分
も
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
読
者
は
今
西
栄
太
郎
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
連
載
時
に
お
い
て
、
読
者
が
今
西
栄
太
郎
の
名
を
眼
に
す
る
の
は
、
連
載
十
三
回
目
の
時
で
あ
る
。
つ
ま
り
読
者
は
十
二
日
間
、
中
心
人
物
を
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
に
「
砂
の
器
」
を
毎
日
読
み
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。「
砂
の
器
」
の
語
り
は
、
中
心
人
物
を
空
白
に
し
て
進
む
こ
と
で
、
読
者
を
宙
づ
り
に
す
る
。
あ
え
て
言
う
の
な
ら
、
新
聞
小
説
「
砂
の
器
」
で
は
、
中
心
人
物
そ
の
も
の
ま
で
が
謎
と
な
る
の
だ
。
清
張
は
「
砂
の
器
」
の
そ
こ
こ
こ
で
謎
を
仕
掛
け
る
。「
毎
日
読
者
を
飽
き
さ
せ
ず
に
読
ま
せ
る
」
た
め
に
清
張
が
仕
掛
け
た
も
の
、
そ
れ
は
ま
ず
サ
ス
ペ
ン
ス
に
満
ち
た
語
り
だ
っ
た
。 
で
は
「
砂
の
器
」
の
中
心
人
物
は
ど
の
よ
う
に
登
場
す
る
の
か
。
探
偵
役
を
担
う
今
西
栄
太
郎
が
登
場
す
る
場
面
を
見
て
み
た
い
。 
 
要
す
る
に
捜
査
は
困
難
な
状
態
か
ら
、
悪
く
す
る
と
迷
宮
入
り
に
な
り
そ
う
な
様
相
を
呈
し
て
き
た
。 刑
事
の
今
西
栄
太
郎
も
、そ
の
疲
労
し
た
一
人
だ
っ
た
。三
十
八
歳
の
彼
は
捜
査
本
部
に
帰
っ
て
、
お
茶
を
飲
む
の
も
気
が
ね
の
よ
う
だ
っ
た
。 
 
松
本
清
張
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
平
野
謙
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
天
然
自
然
な
人
間
性
な
ど
苦
も
な
く
無
視
す
る
偏
向
の
あ
っ
た
い
わ
ゆ
る
本
格
的
な
推
理
小
説
に
、
は
じ
め
て
リ
ア
リ
ズ
ム
の
新
風
を
も
た
ら
し
た
」（
８
）
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
平
野
は
、『
樽
』（
一
九
二
〇
年
）
の
Ｆ
・
Ｗ
・
ク
ロ
フ
ツ
に
倣
っ
て
清
張
は
「
凡
人
型
の
探
偵
を
創
造
」
し
た
と
評
し
て
い
る
の
だ
が
、
今
西
栄
太
郎
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
。今
西
が
登
場
し
た
直
後
の
連
載
十
四
回
目
に
は
、帰
宅
し
た
今
西
の
日
常
生
活
が
描
か
れ
る
。
夜
の
十
二
時
近
く
に
帰
っ
た
今
西
は
妻
の
芳
子
に
迎
え
ら
れ
、
塩
辛
を
肴
に
銚
子
の
酒
を
楽
し
む
。
こ
う
し
た
「
砂
の
器
」
に
お
け
る
日
常
生
活
の
描
写
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
大
岡
昇
平
―
推
理
小
説
フ
ァ
ン
を
自
認
し
、
ま
た
『
事
件
』（
一
九
七
七
年
九
月
、
新
潮
社
）
で
一
九
七
八
年
に
日
本
推
理
作
家
協
会
賞
を
後
に
受
賞
す
る
こ
と
に
な
る
―
は
、
次
の
よ
う
な
苦
言
を
呈
し
て
い
た
。 
 
ま
た
も
や
松
本
清
張
―
と
新
聞
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
調
べ
に
あ
る
の
で
、「
砂
の
器
」
も
読
ん
で
し
ま
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っ
た
。
相
変
わ
ら
ず
の
清
張
振
り
で
、
話
は
読
ま
な
く
て
も
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
飛
ば
し
読
み
で
あ
る
。［
中
略
］「
ち
ぇ
っ
、
ま
た
味
噌
汁
の
ぶ
っ
か
け
飯
の
好
き
な
老
刑
事
か
」
と
思
い
な
が
ら
、
全
国
を
股
に
か
け
て
歩
く
彼
の
丹
念
な
捜
査
の
あ
と
を
追
う
。
も
っ
と
も
家
庭
生
活
の
頁
は
、
飛
ば
し
て
読
む
。（
９
） 
 
大
岡
は
辟
易
と
し
て
い
る
が
、「
ぶ
っ
か
け
飯
の
好
き
な
老
刑
事
」
の
庶
民
的
な
「
家
庭
生
活
」
は
、
清
張
の
代
名
詞
で
も
あ
っ
た
。
清
張
が
そ
れ
を
手
放
す
わ
け
が
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
砂
の
器
」
に
も
、
今
西
の
「
家
庭
生
活
」
が
鏤
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
庶
民
的
な
生
活
が
読
者
の
共
感
を
呼
び
、
小
説
の
世
界
を
身
近
な
も
の
と
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
サ
ス
ペ
ン
ス
の
語
り
に
よ
っ
て
読
者
を
惹
き
つ
け
、
中
心
人
物
の
庶
民
的
な
生
活
を
描
出
し
て
い
く
こ
と
で
読
者
の
共
感
を
呼
び
込
む
。
ひ
と
ま
ず
「
砂
の
器
」
の
仕
掛
け
を
、
そ
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
、
清
張
の
他
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
し
か
な
い
。
サ
ス
ペ
ン
ス
の
文
法
は
推
理
小
説
家
・
松
本
清
張
に
は
お
手
の
物
で
あ
っ
た
し
、
中
心
人
物
の
「
家
庭
生
活
」
に
つ
い
て
は
、
大
岡
昇
平
も
皮
肉
た
っ
ぷ
り
に
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
清
張
が
く
り
か
え
し
描
い
て
き
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。し
た
が
っ
て
サ
ス
ペ
ン
ス
に
満
ち
た
語
り
も
庶
民
的
な
日
常
生
活
の
描
写
も
、
新
聞
小
説
「
砂
の
器
」
の
特
徴
あ
る
仕
掛
け
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 
  
三 
新
聞
を
読
む
新
聞
小
説 
 
そ
れ
で
は
「
砂
の
器
」
の
新
聞
小
説
と
し
て
の
特
色
は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
西
の
「
家
庭
生
活
」
が
描
か
れ
て
い
た
連
載
十
四
回
目
は
、
妻
・
芳
子
の
「
新
聞
に
は
い
ろ
い
ろ
出
て
い
ま
す
わ
。
長
引
く
ん
で
し
ょ
う
ね
」
と
い
う
言
葉
で
閉
じ
ら
れ
る
。
そ
の
次
の
十
五
回
目
の
冒
頭
に
、
そ
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
 
芳
子
が
今
西
を
見
上
げ
て
言
っ
た
。 
「
新
聞
に
は
カ
メ
ダ
と
い
う
人
を
探
し
て
い
る
と
、
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
。
殺
さ
れ
た
人
と
犯
人
と
が
、
そ
の
カ
メ
ダ
と
い
う
人
を
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
記
事
に
は
あ
る
ん
で
す
が
、
ま
だ
判
り
ま
せ
ん
か
？
」 
妻
は
、
め
っ
た
に
事
件
の
こ
と
を
今
西
に
訊
か
な
か
っ
た
。
今
西
も
仕
事
の
こ
と
は
な
る
べ
く
家
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に
帰
っ
て
言
わ
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。 
だ
が
、
い
ま
芳
子
が
そ
う
い
う
の
は
、
彼
女
が
新
聞
記
事
な
ど
か
ら
、
よ
ほ
ど
興
味
を
持
っ
て
い
る
ら
し
か
っ
た
。 
「
う
む
」 
今
西
は
口
の
中
で
ナ
マ
返
辞
を
し
た
。 
「
こ
れ
だ
け
、
新
聞
で
騒
い
で
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
わ
か
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
？
」 
 
何
気
な
い
「
家
庭
生
活
」
を
描
い
た
一
節
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
箇
所
に
、
新
聞
小
説
を
書
く
に
際
し
て
の
清
張
の
戦
略
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。「
砂
の
器
」
と
い
う
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
小
説
は
、
第
二
部
第
三
章
で
詳
述
し
た
「
黒
い
風
土
」
と
同
様
、
〝
新
聞
を
読
む
新
聞
小
説
〟
な
の
で
あ
る
。
登
場
人
物
、
と
り
わ
け
今
西
栄
太
郎
は
、
新
聞
を
読
む
存
在
で
あ
り
続
け
る
。「
砂
の
器
」
に
お
い
て
は
、
新
聞
を
読
む
と
い
う
行
為
が
は
な
は
だ
重
大
な
意
味
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
た
し
か
に
小
説
に
お
い
て
新
聞
が
小
道
具
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
は
多
い
し
、
推
理
小
説
で
あ
る
の
な
ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
実
際
清
張
の
作
品
に
お
い
て
も
、「
空
白
の
意
匠
」（『
新
潮
』、
一
九
五
九
年
四
月
～
五
月
）
や
「
地
方
紙
を
買
う
女
」（『
小
説
新
潮
』、
一
九
五
七
年
四
月
）
な
ど
を
想
起
す
れ
ば
明
ら
か
の
よ
う
に
、
新
聞
は
小
道
具
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
砂
の
器
」
や
「
黒
い
風
土
」
と
い
っ
た
清
張
の
新
聞
小
説
に
お
い
て
は
、
週
刊
誌
や
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
作
品
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
く
ら
い
に
、
〝
新
聞
を
読
む
〟
と
い
う
行
為
が
重
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
た
と
え
ば
「
砂
の
器
」
と
同
様
に
庶
民
派
の
刑
事
が
探
偵
役
を
担
っ
た
『
点
と
線
』（『
旅
』、
一
九
五
七
年
二
月
～
五
八
年
一
月
）
を
見
て
み
よ
う
。『
点
と
線
』
に
も
新
聞
は
登
場
す
る
。
一
九
五
八
年
二
月
に
光
文
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
版
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。 
 
翌
朝
の
朝
刊
に
は
、×
×
省
課
長
補
佐
、
佐
山
憲
一
の
情
死
が
大
き
く
扱
わ
れ
て
い
た
。
Ａ
紙
は
小
倉
で
、
Ｍ
紙
は
門
司
で
印
刷
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
日
本
の
二
大
新
聞
を
は
じ
め
、
地
元
の
有
力
紙
も
み
な
大
き
な
見
出
し
の
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
。［
中
略
］ 
そ
の
新
聞
が
重
な
っ
て
、
部
長
の
机
の
隅
に
置
い
て
あ
っ
た
。
当
の
部
長
は
、
革
製
の
小
型
の
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
内
容
物
を
調
べ
て
い
た
。 
 
こ
こ
で
新
聞
は
事
件
の
反
響
の
大
き
さ
を
伝
え
る
媒
体
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
事
件
小
説
で
は
し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
手
法
だ
。
し
か
し
注
意
す
べ
き
は
、「
部
長
の
机
の
隅
」
に
置
か
れ
た
新
聞
が
、
誰
に
も
読
ま
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れ
て
い
な
い
こ
と
だ
。
超
越
的
な
語
り
手
の
み
が
新
聞
の
内
容
を
捉
え
、
読
者
に
伝
え
る
。
し
か
し
そ
の
新
聞
は
、
小
説
世
界
で
生
き
て
い
る
登
場
人
物
に
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。
捜
査
に
邁
進
す
る
刑
事
に
と
っ
て
は
、
新
聞
を
読
む
こ
と
よ
り
も
「
革
製
の
小
型
の
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
」
を
調
べ
る
こ
と
の
方
が
ず
っ
と
重
要
な
の
で
あ
る
。 
『
点
と
線
』
に
登
場
す
る
刑
事
・
鳥
飼
重
太
郎
は
、「
砂
の
器
」
に
お
け
る
今
西
栄
太
郎
と
同
様
の
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
点
と
線
』
に
も
、
鳥
飼
の
「
家
庭
生
活
」
が
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。 
 
鳥
飼
重
太
郎
は
、
湯
気
の
出
て
い
る
顔
で
食
卓
に
向
か
っ
た
。
晩
酌
二
合
を
長
い
時
間
か
け
て
飲
む
の
が
彼
の
た
の
し
み
で
あ
る
。
雲
丹
、
イ
カ
の
刺
身
、
干
鱈
、
そ
ん
な
肴
が
膳
の
上
に
は
な
ら
ん
で
い
る
。
今
日
は
歩
き
ま
わ
っ
て
疲
れ
た
。
酒
の
味
が
う
ま
か
っ
た
。 
女
房
は
、
こ
ん
ど
は
着
物
を
縫
っ
て
い
る
。
赤
い
派
手
な
柄
だ
か
ら
、
む
ろ
ん
、
近
く
嫁
に
ゆ
く
娘
の
も
の
で
あ
る
。
針
を
動
か
す
の
に
余
念
が
な
い
様
子
だ
っ
た
。 
「
お
い
、
飯
だ
。」 
と
杯
を
お
い
て
言
う
と
、
女
房
は
、 
「
は
い
。」 
と
、
そ
の
と
き
だ
け
は
縫
い
物
の
手
を
や
め
て
、
給
仕
し
て
く
れ
た
が
、
ま
た
着
物
を
と
り
あ
げ
る
。 
 
『
点
と
線
』に
お
い
て
描
き
出
さ
れ
る
鳥
飼
の
庶
民
的
な
日
常
生
活
は
、事
細
か
な
と
こ
ろ
に
ま
で
及
ぶ
。
膳
の
上
に
並
ぶ
肴
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
語
り
手
は
列
挙
し
て
い
か
な
け
れ
ば
気
が
済
ま
な
い
。
そ
う
し
た
細
部
に
ま
で
至
る
描
写
が
、
清
張
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
支
え
て
い
る
。
し
か
し
奇
妙
な
こ
と
に
、
鳥
飼
は
新
聞
を
手
に
し
な
い
。
い
や
、
鳥
飼
だ
け
で
は
な
い
。「
日
本
の
二
大
新
聞
を
は
じ
め
、
地
元
の
有
力
紙
も
み
な
大
き
な
見
出
し
の
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
」
事
件
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
た
と
え
ば
鳥
飼
の
「
女
房
」
が
新
聞
を
見
て
事
件
に
興
味
を
抱
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
事
実
、「
砂
の
器
」
の
芳
子
は
そ
う
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
鳥
飼
の
「
女
房
」
の
態
度
は
、
芳
子
と
は
真
逆
の
も
の
で
あ
る
。
彼
女
は
、
新
聞
報
道
な
ど
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
ふ
る
ま
う
。『
点
と
線
』
の
新
聞
は
、
登
場
人
物
と
は
無
関
係
に
、
超
越
的
な
語
り
手
に
よ
っ
て
読
ま
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。 
お
そ
ら
く
清
張
は
新
聞
小
説
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
、
登
場
人
物
を
〝
新
聞
を
読
む
存
在
〟
と
し
て
提
示
す
る
方
法
を
「
砂
の
器
」
で
も
採
用
し
た
。
そ
う
し
た
清
張
の
戦
略
は
、
も
ち
ろ
ん
新
聞
小
説
「
黒
い
風
土
」
に
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
第
二
部
第
三
章
で
詳
し
く
論
じ
た
よ
う
に
、「
黒
い
風
土
」
の
探
偵
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役
・
若
宮
四
郎
は
し
ば
し
ば
新
聞
を
見
る
。
こ
れ
ら
新
聞
を
読
む
部
分
は
、「
黒
い
風
土
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
北
海
道
新
聞
』な
ど
を
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
る
読
者
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
っ
た
。
清
張
は
、
登
場
人
物
に
新
聞
を
読
ま
せ
る
こ
と
で
、
小
説
世
界
を
読
者
の
世
界
に
接
続
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 
そ
し
て
「
黒
い
風
土
」
で
試
み
ら
れ
た
仕
掛
け
は
、「
砂
の
器
」
で
見
事
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
一
九
六
〇
年
七
月
二
十
二
日
に
掲
載
さ
れ
た
回
を
見
て
み
よ
う
。「
朝
、
今
西
栄
太
郎
は
、
眼
を
さ
ま
し
た
」
と
語
り
出
さ
れ
る
連
載
六
七
回
目
で
今
西
が
や
る
こ
と
は
た
っ
た
ひ
と
つ
、
新
聞
を
読
む
こ
と
だ
け
で
あ
る
。 
「
新
聞
を
見
せ
て
く
れ
」
と
台
所
に
い
る
妻
に
声
を
か
け
、
今
西
は
「
仰
向
い
た
ま
ま
、
新
聞
を
ひ
ろ
げ
た
」。
ま
ず
今
西
は
「
政
界
の
動
き
」
を
派
手
に
伝
え
る
第
一
面
を
見
て
い
き
、「
関
川
重
雄
」
の
名
を
眼
に
す
る
。
既
成
の
芸
術
を
否
定
す
る
「
ヌ
ー
ボ
ー
・
グ
ル
ー
プ
」
の
一
員
と
し
て
華
々
し
く
活
躍
す
る
評
論
家
・
関
川
を
、
今
西
は
東
北
に
赴
い
た
際
に
秋
田
県
の
岩
城
駅
で
見
か
け
た
こ
と
が
あ
る
。
関
川
の
写
真
を
見
つ
つ
今
西
は
、「
相
当
な
注
目
を
世
間
か
ら
浴
び
て
い
る
男
に
違
い
な
い
」
と
思
い
、「
ま
だ
三
十
に
も
な
ら
な
い
若
さ
だ
の
に
、
感
心
な
こ
と
だ
」
と
続
け
る
。
紙
面
を
め
く
る
と
、
今
西
に
は
関
心
が
な
い
ス
ポ
ー
ツ
欄
で
あ
る
。「
ま
る
で
戦
時
中
の
よ
う
に
、
ゲ
ー
ム
の
経
過
が
大
見
出
し
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
」
ス
ポ
ー
ツ
欄
を
今
西
は
好
ま
な
い
。
使
わ
れ
て
い
る
「
形
容
詞
も
戦
争
用
語
で
最
大
級
」
の
も
の
ば
か
り
だ
か
ら
だ
。
さ
っ
さ
と
社
会
面
を
開
い
た
今
西
の
眼
は
、「
三
段
抜
き
の
見
出
し
」
を
捉
え
た
。 
 
「
作
曲
家
和
賀
英
良
氏 
交
通
事
故
で
負
傷 
昨
夜
タ
ク
シ
ー
追
突
の
奇
禍
」 
人
物
写
真
が
あ
っ
た
。
若
い
顔
で
あ
る
。
あ
っ
と
思
っ
た
の
は
、
こ
の
男
が
岩
城
駅
で
見
た
一
人
な
の
だ
。 
今
西
は
記
事
の
内
容
を
い
そ
い
で
読
ん
だ
。
そ
れ
が
、
昨
夜
、
夜
店
の
帰
り
に
見
た
巣
鴨
駅
前
の
追
突
事
故
の
記
事
だ
っ
た
。 
今
西
は
、
ま
た
若
い
顔
写
真
を
眺
め
て
、
妙
な
因
縁
を
感
じ
た
。 
 
続
い
て
連
載
六
八
回
目
で
今
西
は
、
妻
の
芳
子
に
新
聞
を
見
せ
、
秋
田
県
で
「
ヌ
ー
ボ
ー
・
グ
ル
ー
プ
」
の
一
員
で
あ
る
関
川
や
和
賀
を
見
か
け
た
こ
と
を
伝
え
る
。 
 
「
こ
の
人
も
そ
の
中
に
居
た
よ
」 
今
西
は
新
聞
を
繰
っ
て
、
関
川
重
雄
の
写
真
を
見
せ
た
。 
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「
や
っ
ぱ
り
若
い
が
大
し
た
も
ん
だ
ね
。
地
方
に
行
っ
て
も
、
あ
れ
だ
け
の
人
気
が
あ
る
」 
「
そ
り
ゃ
そ
う
で
す
わ
。
今
、
こ
の
人
た
ち
は
若
い
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
売
出
し
中
な
ん
で
す
。
新
聞
か
雑
誌
に
こ
の
人
た
ち
の
名
前
が
よ
く
載
っ
て
い
ま
す
わ
」 
「
そ
う
だ
っ
て
ね
」 
 
挿
絵
担
当
の
朝
倉
摂
は
、
六
七
回
目
で
は
布
団
の
上
に
仰
向
け
に
な
っ
て
新
聞
を
開
い
て
い
る
今
西
の
姿
を
描
き
出
し
、
六
八
回
目
で
は
う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
て
い
る
今
西
と
、
そ
の
す
ぐ
横
で
開
い
た
新
聞
を
手
に
す
る
芳
子
の
姿
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
朝
倉
の
挿
絵
が
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
、
七
月
二
十
二
日
と
二
十
三
日
の
二
回
の
連
載
で
登
場
人
物
が
し
て
い
る
こ
と
は
、
新
聞
を
読
み
、
新
聞
の
中
身
に
つ
い
て
語
り
合
う
だ
け
だ
。「
砂
の
器
」
の
新
聞
は
、
あ
く
ま
で
も
登
場
人
物
の
眼
差
し
を
通
し
て
読
ま
れ
る
の
で
あ
る
。 
く
り
か
え
す
が
、『
点
と
線
』
に
お
け
る
新
聞
は
、
あ
く
ま
で
も
事
件
の
反
響
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
の
か
を
示
す
媒
体
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
新
聞
は
小
説
世
界
に
存
在
す
る
登
場
人
物
に
は
読
ま
れ
ず
、
超
越
的
な
語
り
手
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
が
伝
え
ら
れ
る
だ
け
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
読
者
は
、
世
界
を
超
越
し
た
語
り
手
と
眼
差
し
を
共
有
さ
せ
ら
れ
る
。
超
越
的
な
視
線
に
よ
っ
て
、
小
説
世
界
を
把
握
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 
し
か
し
「
砂
の
器
」
で
は
、
新
聞
は
一
貫
し
て
今
西
栄
太
郎
の
眼
を
通
し
て
読
ま
れ
る
。
あ
る
時
は
電
車
の
中
で
、
あ
る
時
は
布
団
の
中
で
、
あ
る
時
は
食
卓
で
、
新
聞
は
今
西
に
よ
っ
て
読
ま
れ
る
。
そ
の
今
西
の
眼
を
通
し
て
、
読
者
は
新
聞
の
内
容
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
読
者
の
視
線
は
今
西
の
眼
差
し
に
同
調
す
る
。
い
や
、
視
線
だ
け
で
は
な
い
。
新
聞
を
読
む
今
西
の
身
体
所
作
は
、
今
ま
さ
に
「
砂
の
器
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
新
聞
を
読
む
読
者
の
そ
れ
で
も
あ
る
。
朝
倉
摂
が
描
い
て
い
た
、
新
聞
を
読
む
今
西
の
姿
は
、読
者
自
身
の
姿
で
も
あ
る
の
だ
。新
聞
を
読
む
読
者
は
新
聞
を
読
む
今
西
に
自
ら
の
所
作
を
見
出
し
、
重
ね
合
わ
せ
る
。
す
な
わ
ち
新
聞
小
説
「
砂
の
器
」
は
読
者
を
身
体
の
レ
ベ
ル
で
、
今
西
が
生
き
る
小
説
世
界
に
参
画
す
る
よ
う
誘
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
  
四 
引
用
の
小
説
、「
砂
の
器
」 
 
第
一
部
で
詳
し
く
論
じ
た
が
、
新
聞
小
説
家
と
し
て
一
家
を
成
し
、
流
行
作
家
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
た
石
川
達
三
は
、
読
者
に
妥
協
し
な
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
『
経
験
的
小
説
論
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
七
〇
年
五
月
）
で
、
石
川
は
新
聞
小
説
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
新
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聞
小
説
を
手
が
け
る
多
く
の
作
家
は
、「
新
聞
小
説
の
読
者
は
一
般
大
衆
で
、
知
識
程
度
が
低
い
」
と
い
う
前
提
の
も
と
、「
小
説
の
一
回
分
の
う
ち
、
半
分
以
上
を
会
話
に
し
て
し
ま
う
」
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
「
会
話
は
読
み
易
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
や
た
ら
と
会
話
ば
か
り
が
多
く
な
っ
た
小
説
ほ
ど
み
っ
と
も
な
い
も
の
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
石
川
は
会
話
を
出
来
る
だ
け
節
約
し
、
読
み
に
く
さ
を
毛
嫌
い
す
る
読
者
に
「
妥
協
す
る
よ
り
は
積
極
的
な
闘
い
を
求
め
た
」
の
だ
っ
た
。
そ
の
顕
著
な
例
と
し
て
石
川
自
身
が
挙
げ
て
い
た
の
が
、
石
川
の
代
表
的
な
新
聞
小
説
で
あ
る
『
人
間
の
壁
』（『
朝
日
新
聞
』、
一
九
五
七
年
八
月
二
十
二
日
～
五
九
年
四
月
十
二
日
）
の
一
節
で
あ
る
。『
経
験
的
小
説
論
』
で
、
石
川
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 
 
朝
日
新
聞
に
「
人
間
の
壁
」
を
書
い
た
と
き
に
は
、
途
中
三
日
間
ぶ
っ
続
け
で
、
議
会
の
速
記
録
を
そ
の
ま
ま
写
し
取
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
が
乱
暴
な
方
法
で
あ
る
こ
と
は
百
も
承
知
だ
っ
た
。
非
難
も
覚
悟
し
て
い
た
。 
 
大
宅
壮
一
も
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
や
は
り
石
川
は
「
他
の
流
行
作
家
と
は
ち
ょ
っ
と
ち
が
っ
て
い
る
」
（
10
）
存
在
だ
っ
た
。
読
み
に
く
い
「
議
会
の
速
記
録
」
を
、
そ
の
ま
ま
新
聞
小
説
に
引
用
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
石
川
が
自
信
た
っ
ぷ
り
に
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
新
聞
小
説
と
し
て
は
例
外
的
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
そ
れ
で
は
、
松
本
清
張
の
「
砂
の
器
」
は
、
ど
う
だ
っ
た
か
。「
砂
の
器
」
は
、
普
通
思
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
に
読
み
や
す
い
小
説
で
は
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
清
張
が
紡
ぎ
出
す
小
説
言
語
は
こ
の
上
な
く
リ
ー
ダ
ブ
ル
だ
。「
推
理
小
説
時
代
」（『
婦
人
公
論
』、
一
九
五
八
年
五
月
）
で
清
張
は
、「
文
章
に
つ
い
て
言
え
ば
、
現
在
の
日
本
の
も
の
に
は
あ
ま
り
に
文
句
の
抑
制
が
な
さ
す
ぎ
る
。
作
者
が
、
こ
れ
で
も
か
、
こ
れ
で
も
か
と
、恐
怖
感
や
異
常
感
を
煽
り
上
げ
る
の
に
、あ
り
き
た
り
の
陳
腐
な
形
容
詞
を
大
げ
さ
に
使
用
す
る
」
と
述
べ
て
い
た
。（
11
）
奇
を
衒
わ
ず
、
抑
制
さ
れ
た
清
張
の
小
説
言
語
は
、
読
者
を
逡
巡
さ
せ
る
よ
う
な
難
解
さ
と
は
無
縁
だ
。
だ
が
、「
砂
の
器
」
を
織
り
上
げ
て
い
る
言
葉
は
、
決
し
て
一
様
な
も
の
で
は
な
い
。
リ
ー
ダ
ブ
ル
な
小
説
言
語
の
そ
こ
こ
こ
に
、
読
み
に
く
い
言
葉
の
連
な
り
が
挿
入
さ
れ
る
。
石
川
達
三
が
自
ら
の
専
売
特
許
と
し
て
掲
げ
た
「
乱
暴
な
方
法
」
を
、
清
張
も
ま
た
援
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
た
と
え
ば
連
載
一
〇
二
回
目
、
一
九
六
〇
年
八
月
二
十
六
日
に
掲
載
さ
れ
た
分
を
、「
乱
暴
な
方
法
」
の
一
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
今
西
栄
太
郎
が
、
ト
リ
ス
バ
ー
で
被
害
者
が
口
に
し
た
「
東
北
弁
」
を
調
査
す
る
た
め
に
、
警
視
庁
の
広
報
課
に
足
を
踏
み
入
れ
た
件
で
あ
る
。「
物
識
り
」
の
広
報
課
長
に
今
西
は
、
東
北
以
外
に
「
東
北
弁
」
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
と
尋
ね
る
。
す
る
と
広
報
課
長
は
百
科
事
典
を
取
り
出
し
今
西
に
示
す
。「
明
治
時
代
以
後
で
は
、
ま
ず
大
島
正
健
が
発
音
の
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部
面
か
ら
み
た
裏
日
本
・
東
日
本
・
西
日
本
の
三
分
説
を
唱
え
て
…
」
と
始
ま
る
百
科
事
典
の
一
節
は
、
「
現
在
も
っ
と
も
権
威
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
」
東
条
操
が
『
日
本
方
言
学
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
四
年
一
月
）
で
提
示
し
た
分
類
で
あ
る
。
連
載
一
〇
二
回
で
は
、
そ
の
学
説
が
説
明
さ
れ
、
次
い
で
そ
れ
に
対
す
る
異
論
と
し
て
、都
竹
通
年
雄
と
奥
村
三
雄
の
学
説
が
紹
介
さ
れ
る
。「
ぎ
っ
し
り
組
ま
れ
た
活
字
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
百
科
事
典
の
記
述
は
、
決
し
て
読
み
や
す
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
今
西
自
身
も
、
概
略
し
か
載
っ
て
い
な
い
事
典
で
は
な
く
「
も
っ
と
委
し
い
専
門
書
を
見
た
方
が
い
い
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
う
広
報
課
長
の
言
葉
を
聞
い
て
、
次
の
よ
う
な
心
境
を
吐
露
し
て
い
た
。 
 
 
今
西
栄
太
郎
は
、
そ
ん
な
本
を
読
ま
な
い
先
か
ら
う
ん
ざ
り
し
た
。
概
略
だ
と
い
う
こ
の
百
科
事
典
の
記
事
だ
っ
て
、
相
当
、
厄
介
で
あ
る
。
そ
れ
が
専
門
書
と
な
る
と
も
っ
と
面
倒
で
、
気
が
重
い
。 
 
新
聞
小
説
の
読
者
の
こ
と
を
考
え
る
の
な
ら
、「
相
当
、
厄
介
」
な
文
章
な
ど
引
用
し
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
「
砂
の
器
」
に
は
、
そ
う
し
た
新
聞
小
説
に
は
相
応
し
か
ら
ぬ
「
厄
介
」
な
文
章
が
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
文
章
は
こ
と
ご
と
く
今
西
に
読
ま
れ
る
も
の
と
し
て
、
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
続
い
て
の
場
面
も
見
て
み
よ
う
。
広
報
課
長
か
ら
「
文
部
省
の
技
官
」
を
紹
介
さ
れ
た
今
西
は
、「
国
立
国
語
研
究
所
」
に
足
を
向
け
る
。
そ
こ
で
文
部
技
官
の
桑
原
は
、
今
西
に
「
厚
い
本
」
を
見
せ
、
次
い
で
『
出
雲
国
奥
地
に
お
け
る
方
言
の
研
究
』
と
い
う
専
門
書
を
示
し
、
今
西
は
「
論
文
め
い
た
文
章
」
を
頭
の
中
に
た
た
き
込
も
う
と
す
る
。連
載
一
〇
五
回
目
、八
月
二
十
九
日
に
掲
載
さ
れ
た
分
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
の
「
論
文
め
い
た
文
章
」
の
引
用
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。「
中
国
方
言
」
と
出
雲
に
お
け
る
「
ズ
ー
ズ
ー
弁
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
論
文
は
、
今
西
に
重
大
な
示
唆
を
与
え
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、「
面
倒
で
、
気
が
重
い
」
文
章
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た
。 
文
庫
や
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
で
「
砂
の
器
」
を
読
む
の
な
ら
、
そ
う
し
た
「
厄
介
」
で
「
面
倒
」
な
文
章
は
飛
ば
し
読
み
す
れ
ば
よ
い
。
論
文
を
読
ん
だ
つ
も
り
、
、
、
に
な
っ
て
、
引
用
の
直
後
に
あ
る
「
出
雲
の
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
、
東
北
と
同
じ
ズ
ー
ズ
ー
弁
が
使
わ
れ
て
い
よ
う
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
い
う
今
西
の
言
葉
を
見
さ
え
す
れ
ば
、
物
語
の
理
解
に
は
事
足
り
る
。
中
丸
宣
明
は
「「
砂
の
器
」
考
―
社
会
派
推
理
小
説
の
レ
ト
リ
ッ
ク
、
も
し
く
は
新
聞
小
説
、
そ
の
読
み
の
作
法
に
つ
い
て
」
で
、「
推
理
の
飛
躍
」
な
ど
の
「
ア
ラ
が
め
だ
っ
て
読
む
に
堪
え
な
い
」「
砂
の
器
」
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
「
招
聘
さ
れ
る
読
み
は
、
新
聞
小
説
の
生
理
に
基
づ
く
〈
飛
ば
し
読
み
〉、
な
の
だ
」（『
松
本
清
張
研
究
』、
二
〇
一
五
年
三
月
）
と
指
摘
し
て
い
る
が
、「〈
飛
ば
し
読
み
〉」
は
、
む
し
ろ
文
庫
や
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
で
読
む
と
き
に
行
わ
れ
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る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
庫
や
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
な
ら
、
込
み
入
っ
た
議
論
を
「〈
飛
ば
し
読
み
〉」
し
て
、
議
論
の
要
約
だ
け
を
見
て
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
一
回
の
分
量
が
少
な
い
新
聞
小
説
で
は
、
そ
う
し
た
読
み
は
難
し
い
。
国
語
学
の
議
論
で
埋
め
尽
さ
れ
て
い
る
紙
面
を
前
に
し
た
新
聞
小
説
の
読
者
が
取
る
行
為
は
、
次
の
二
つ
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
我
慢
し
て
読
む
か
、
読
む
の
を
放
棄
す
る
か
、
選
択
肢
は
ふ
た
つ
だ
け
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
後
者
を
選
ん
だ
結
果
、
読
者
は
「
砂
の
器
」
を
今
後
ず
っ
と
読
ま
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
小
難
し
い
言
葉
で
書
か
れ
た
抽
象
的
な
文
章
を
た
め
ら
い
な
く
引
用
す
る
作
者
に
反
感
を
抱
き
、
非
難
の
投
書
を
送
る
こ
と
さ
え
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
方
言
に
つ
い
て
の
論
文
を
引
用
す
る
こ
と
は
、
清
張
の
危
険
な
賭
け
で
も
あ
っ
た
。 
先
に
見
た
よ
う
に
、
石
川
達
三
は
新
聞
の
読
者
に
「
妥
協
」
し
な
い
こ
と
に
自
負
を
抱
い
て
い
た
。
必
要
と
あ
ら
ば
、「
議
会
の
速
記
録
」
を
そ
の
ま
ま
写
し
取
る
こ
と
さ
え
し
た
。
石
川
に
よ
れ
ば
、『
人
間
の
壁
』
は
「
現
代
日
本
の
社
会
が
直
面
し
て
い
る
種
々
な
問
題
」
が
集
約
さ
れ
て
い
る
「
教
育
問
題
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。（
12
）
自
ら
の
意
見
を
開
陳
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
石
川
は
、
そ
の
使
命
感
ゆ
え
に
、
読
み
や
す
さ
を
求
め
る
読
者
に
あ
え
て
「
乱
暴
な
方
法
」
を
試
み
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
だ
が
「
砂
の
器
」
に
、
そ
う
し
た
直
接
的
な
使
命
感
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
石
川
が
ど
う
し
て
も
引
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
「
議
会
の
速
記
録
」
と
違
い
、
方
言
に
つ
い
て
の
「
厄
介
」
な
文
章
は
、
そ
の
ま
ま
引
用
せ
ず
と
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
地
の
文
で
、
清
張
が
自
分
の
も
の
に
し
て
い
た
リ
ー
ダ
ブ
ル
な
言
葉
で
間
接
的
に
説
明
す
れ
ば
充
分
だ
っ
た
は
ず
だ
し
、
そ
う
す
れ
ば
新
聞
小
説
の
読
者
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
砂
の
器
」
に
は
、
リ
ー
ダ
ブ
ル
な
清
張
の
小
説
言
語
と
は
異
質
の
、「
厄
介
」
で
「
面
倒
」
な
文
章
が
頻
繁
に
引
か
れ
る
の
で
あ
る
。
十
月
二
十
八
日
に
掲
載
さ
れ
た
連
載
一
六
四
回
目
は
、
そ
う
し
た
「
砂
の
器
」
の
特
徴
を
端
的
に
示
し
て
い
た
。 
捜
査
活
動
の
な
い
日
、
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
今
西
は
、
ふ
と
和
賀
英
良
が
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
作
曲
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
し
、
警
視
庁
の
資
料
室
に
足
を
向
け
、
百
科
事
典
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
。
そ
し
て
語
り
手
は
作
曲
家
の
諸
井
誠
が
書
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
説
明
を
延
々
と
引
用
し
て
い
く
。 
 
具
体
音
楽
と
訳
す
。
楽
音
た
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
存
在
す
る
限
り
の
あ
ら
ゆ
る
音
響
を
素
材
と
し
、
そ
れ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
（
電
気
的
・
機
械
的
）
加
工
を
ほ
ど
こ
す
な
ど
し
て
、
テ
ー
プ
・
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
方
法
に
よ
り
構
成
し
た
音
楽
。
そ
の
聴
取
は
電
子
音
楽
同
様
全
く
演
奏
家
な
し
に
、
ス
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ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て
行
わ
れ
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
始
ま
る
説
明
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
創
始
者
で
あ
る
ピ
エ
ー
ル
・
シ
ェ
フ
ェ
ー
ル
を
紹
介
し
、「
音
楽
オ
ブ
ジ
ェ
」
や
「
具
体
音
楽
」
と
い
っ
た
言
葉
を
援
用
し
つ
つ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
先
駆
者
と
し
て
エ
ド
ガ
ー
・
ヴ
ァ
レ
ー
ズ
、
さ
ら
に
は
イ
タ
リ
ア
未
来
派
に
属
し
た
ル
イ
ー
ジ
・
ル
ッ
ソ
ロ
の
「
騒
音
音
楽
」
に
言
及
し
す
る
。
末
尾
は
、
次
の
よ
う
に
締
め
括
ら
れ
て
い
た
。 
 
新
し
い
音
素
材
（
騒
音
類
）
の
持
つ
強
力
で
新
鮮
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
表
現
力
を
も
っ
て
、
音
楽
の
世
界
に
全
く
新
し
い
一
分
野
を
開
拓
確
立
せ
ん
と
す
る
動
き
を
示
し
て
い
る
。
… 
 
こ
の
連
載
一
六
四
回
の
ほ
ぼ
三
分
の
二
は
、
こ
う
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
に
つ
い
て
の
説
明
に
費
や
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 
一
応
確
認
し
て
お
く
の
な
ら
、こ
の
時
期
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
な
ど
は
む
ろ
ん
発
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
電
子
音
楽
」
す
ら
一
般
的
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
日
本
初
と
な
る
「
電
子
音
楽
」
の
制
作
に
着
手
し
た
の
は
、「
砂
の
器
」か
ら
遡
る
こ
と
五
年
前
の
一
九
五
五
年
の
こ
と
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。（
13
）
し
た
が
っ
て
、
容
易
に
想
像
で
き
る
こ
と
だ
が
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
を
啓
蒙
す
る
こ
う
し
た
諸
井
誠
の
言
葉
は
、
大
多
数
の
新
聞
読
者
に
は
馴
染
み
の
な
い
も
の
だ
っ
た
。
立
花
隆
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
初
頭
に
お
い
て
は
、「
人
的
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
音
や
映
像
の
情
報
流
通
も
国
際
間
で
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
た
」
た
め
、
音
楽
の
専
門
家
の
間
で
も
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
と
い
う
の
は
、具
体
的
に
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
態
だ
っ
た
」（
14
）
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
「
砂
の
器
」
が
連
載
さ
れ
た
当
時
の
大
多
数
の
新
聞
読
者
に
し
て
み
れ
ば
、
諸
井
誠
の
解
説
は
、
全
く
理
解
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
は
ず
だ
。
お
そ
ら
く
次
の
一
六
五
回
目
の
冒
頭
に
描
か
れ
た
今
西
の
反
応
は
、
大
方
の
読
者
の
そ
れ
で
も
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。 
 
今
西
は
百
科
事
典
を
閉
じ
た
。 
な
ん
だ
か
む
ず
か
し
い
こ
と
ば
か
り
書
い
て
あ
っ
て
、
ち
っ
と
も
頭
に
残
ら
な
い
。
音
楽
を
知
ら
な
い
か
ら
無
理
は
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
と
は
何
ぞ
や
と
い
う
回
答
は
、
こ
の
解
説
か
ら
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。 
よ
ほ
ど
む
ず
か
し
い
音
楽
ら
し
い
こ
と
は
わ
か
る
。
こ
れ
ま
で
の
音
楽
と
は
ち
ょ
っ
と
型
変
わ
り
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と
い
う
こ
と
も
わ
か
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
こ
と
は
何
一
つ
頭
に
入
ら
な
か
っ
た
。 
 
一
六
四
回
の
三
分
の
二
を
占
め
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
解
説
は
、
今
西
に
は
全
く
理
解
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
も
ち
ろ
ん
「
音
楽
を
知
ら
な
い
」
の
は
今
西
に
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
都
民
劇
場
の
調
査
報
告
書
『
聴
衆
の
実
態
お
よ
び
世
論
調
査
の
報
告
書
』（
一
九
五
八
年
三
月
）
に
よ
れ
ば
、
都
民
劇
場
音
楽
サ
ー
ク
ル
に
属
す
る
会
員
の
圧
倒
的
多
数
が
「
男
性
で
は
新
制
大
学
卒
」
で
あ
り
、「
女
性
で
は
新
制
高
校
卒
」
だ
っ
た
。
文
部
省
『
文
部
統
計
要
覧
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
〇
年
の
高
校
進
学
率
は
五
十
七
・
七
％
、
大
学
進
学
率
は
十
七
・
二
％
で
あ
る
。
こ
う
し
た
統
計
が
如
実
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
は
今
ほ
ど
に
身
近
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
し
て
や
最
先
端
の
現
代
前
衛
音
楽
と
な
る
と
、
聴
衆
の
数
は
ぐ
っ
と
減
少
す
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
新
聞
小
説
の
読
者
の
う
ち
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
解
説
を
理
解
で
き
た
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
は
ず
だ
。「
砂
の
器
」
の
冒
頭
に
出
て
く
る
ト
リ
ス
バ
ー
で
は
「
レ
コ
ー
ド
が
絶
え
ず
鳴
っ
て
い
た
」
が
、
そ
れ
は
「
ジ
ャ
ズ
や
流
行
歌
」
ば
か
り
だ
っ
た
。「
ジ
ャ
ズ
や
流
行
歌
」
を
口
ず
さ
む
こ
と
は
で
き
て
も
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
と
は
縁
の
な
い
存
在
。
そ
れ
が
「
砂
の
器
」
の
読
者
で
あ
り
、「
砂
の
器
」
が
想
定
し
て
い
た
新
聞
小
説
の
読
者
だ
っ
た
。 
新
聞
小
説
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
文
章
の
引
用
、
そ
し
て
そ
れ
を
中
心
人
物
で
あ
る
今
西
の
眼
を
通
し
て
提
示
す
る
こ
と
。
松
本
清
張
は
お
そ
ら
く
あ
え
て
こ
う
し
た
「
厄
介
」
で
「
面
倒
」
な
文
章
を
読
者
に
提
示
し
た
の
で
あ
り
、
今
西
と
と
も
に
当
惑
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
こ
う
し
た
文
章
の
引
用
は
、
石
川
達
三
と
は
違
っ
た
意
味
で
、
清
張
の
戦
略
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
も
し
こ
う
し
た
こ
と
が
清
張
の
仕
組
ん
だ
た
く
ら
み
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
一
九
六
一
年
三
月
三
十
日
の
紙
面
を
飾
っ
た
連
載
三
一
六
回
目
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
超
音
波
」
に
つ
い
て
知
る
た
め
に
今
西
が
、
東
京×
×
大
学
に
工
学
博
士
久
保
田
貞
四
郎
を
訪
ね
る
場
面
だ
。「
音
の
概
念
」
に
つ
い
て
久
保
田
は
、「
分
か
り
ま
す
か
？
」
と
今
西
に
問
い
掛
け
つ
つ
、
話
し
続
け
る
。
書
籍
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
が
、
久
保
田
の
専
門
的
な
話
は
、
今
西
を
「
学
生
の
よ
う
に
」
さ
せ
る
に
充
分
だ
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
大
学
で
の
講
義
を
思
わ
せ
る
論
理
的
な
話
し
ぶ
り
で
あ
り
、「
楽
音
」「
非
楽
音
」「
騒
音
」「
純
音
」「
複
合
音
」
等
々
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
説
明
し
て
い
く
久
保
田
の
言
葉
は
、
先
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
に
つ
い
て
の
解
説
に
負
け
ず
劣
ら
ず
「
厄
介
」
で
「
面
倒
」
だ
。
今
西
を
「
分
か
っ
た
よ
う
な
分
か
ら
な
い
よ
う
な
」気
持
ち
に
さ
せ
る
こ
う
し
た
専
門
的
な
話
に
、こ
の
三
一
六
回
の
紙
面
全
て
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。 
 
と
こ
ろ
で
こ
の
回
で
最
も
注
目
し
た
い
の
は
、
朝
倉
摂
が
描
く
挿
絵
で
あ
る
。「
学
生
の
よ
う
に
筆
記
し
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て
い
る
」
今
西
に
、
久
保
田
は
本
棚
か
ら
一
冊
の
本
を
出
し
て
、
図
解
の
部
分
を
見
せ
る
。
新
潮
文
庫
版
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
版
で
は
掲
載
さ
れ
て
い
た
「
聴
覚
の
範
囲
」
の
図
で
あ
る
。
一
九
五
七
年
八
月
に
コ
ロ
ナ
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
実
吉
純
一
の
『
電
気
音
響
工
学
』
の
四
十
四
頁
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
の
引
用
で
あ
る
。 
注
意
し
た
い
の
は
、
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
版
の
挿
図
で
は
『
電
気
音
響
工
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
図
が
そ
の
ま
ま
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
初
出
時
の
新
聞
で
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
だ
。
新
聞
連
載
時
に
お
い
て
も
朝
倉
摂
の
手
に
よ
っ
て
実
吉
純
一
作
成
の
図
が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
朝
倉
は
そ
の
図
の
左
脇
に
、
書
物
を
持
つ
手
を
描
き
込
ん
で
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
久
保
田
か
ら
書
物
を
手
渡
さ
れ
た
今
西
の
手
だ
。
書
物
を
持
つ
今
西
の
手
は
、
新
聞
を
持
つ
読
者
の
手
に
重
な
る
。
身
体
が
重
な
り
合
い
、
そ
し
て
今
西
と
読
者
の
視
線
は
完
全
に
同
調
す
る
。
朝
倉
摂
の
挿
絵
は
、
見
事
な
ま
で
に
、
今
西
の
視
線
が
読
者
の
眼
差
し
で
あ
り
、
今
西
の
身
体
所
作
が
読
者
の
身
振
り
で
も
あ
る
こ
と
を
露
呈
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
難
解
な
文
章
を
読
む
行
為
を
通
し
て
、
今
西
は
読
者
と
な
り
、
読
者
は
今
西
と
な
る
。
両
者
は
分
か
ち
が
た
く
融
け
合
う
こ
と
に
な
る
。 
  
五 
新
聞
小
説
に
引
用
さ
れ
る
新
聞
の
言
説 
  
今
西
は
新
聞
を
読
み
、
そ
し
て
決
し
て
読
み
や
す
く
は
な
い
文
章
に
触
れ
続
け
る
。
読
者
は
今
西
を
通
し
て
新
聞
の
内
容
を
知
り
、
今
西
と
と
も
に
難
解
な
文
章
を
読
ま
せ
ら
れ
る
。「
砂
の
器
」
の
読
者
は
身
体
の
レ
ベ
ル
で
小
説
世
界
に
参
入
す
る
よ
う
に
誘
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 
だ
が
「
砂
の
器
」
の
仕
掛
け
は
、
こ
う
し
た
点
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
次
に
、
五
で
確
認
し
た
「
砂
の
器
」
の
新
聞
小
説
と
し
て
の
特
徴
―
中
心
人
物
に
新
聞
を
読
ま
せ
続
け
る
、
〝
新
聞
を
読
む
新
聞
小
説
〟
―
と
、
六
で
指
摘
し
た
特
徴
―
新
聞
小
説
に
は
相
応
し
く
な
い
難
解
な
文
章
の
引
用
を
今
西
と
い
う
中
心
人
物
に
読
ま
せ
続
け
る
―
と
い
う
ふ
た
つ
の
特
徴
が
重
な
る
箇
所
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 
「
抽
象
（
七
）」
と
題
さ
れ
た
回
は
、
一
九
六
〇
年
十
月
二
十
一
日
に
掲
載
さ
れ
た
。
朝
倉
摂
の
描
く
挿
絵
は
、
卓
袱
台
に
置
か
れ
た
湯
呑
み
を
前
に
、
手
に
し
た
新
聞
に
眺
め
入
る
今
西
栄
太
郎
の
姿
を
描
き
出
す
。
こ
の
連
載
一
五
七
回
の
四
分
の
三
は
、「
ヌ
ー
ボ
ー
・
グ
ル
ー
プ
」
の
一
員
で
あ
る
関
川
重
雄
が
書
い
た
演
奏
会
評
の
引
用
で
あ
る
。
そ
こ
で
関
川
は
、
同
じ
く
「
ヌ
ー
ボ
ー
・
グ
ル
ー
プ
」
に
属
す
る
和
賀
英
良
の
「
作
品
発
表
会
」
を
、
容
赦
な
く
批
判
し
て
い
る
。 
「
和
賀
英
良
の
作
品
発
表
会
を
聞
い
た
」
と
語
り
出
さ
れ
る
文
章
は
、
演
奏
者
も
楽
器
も
な
い
ミ
ュ
ー
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ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
特
異
な
舞
台
風
景
を
描
き
出
し
、「
作
曲
家
の
精
神
的
生
産
が
、
電
子
工
学
と
い
う
物
質
的
生
産
手
段
に
結
合
」
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
前
衛
作
曲
家
が
唱
え
る
理
論
や
着
想
は
、
現
段
階
で
は
「
工
学
的
技
法
」
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
と
疑
義
を
呈
し
、
和
賀
が
さ
ま
ざ
ま
な
音
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て
作
り
上
げ
た
「
寂
滅
」
と
い
う
曲
に
し
て
も
、
モ
チ
ー
フ
を
「
東
洋
的
瞑
想
」
に
求
め
た
点
で
す
で
に
「
通
俗
的
現
象
」
に
堕
し
て
お
り
、「
工
学
的
技
法
」
に
拠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
内
的
意
欲
」
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。 
関
川
の
批
評
は
難
解
だ
。「
音
楽
の
す
べ
て
の
主
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
お
け
る
組
織
的
変
奏
の
作
曲
と
い
う
思
想
」
と
い
う
言
葉
遣
い
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
新
進
気
鋭
の
音
楽
評
論
家
が
書
く
演
奏
会
評
は
、
あ
か
ら
さ
ま
に
難
解
な
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
今
西
は
全
て
を
読
み
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
途
中
ま
で
は
「
辛
抱
し
て
読
ん
で
、
あ
と
は
投
げ
」
て
し
ま
う
。
評
の
引
用
も
途
中
で
途
切
れ
て
し
ま
う
。
評
の
末
尾
に
は
「
…
」
と
い
う
記
号
が
付
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
「
新
聞
に
載
っ
て
い
る
活
字
は
、
ま
だ
三
分
の
一
残
っ
て
い
る
」
こ
と
を
読
者
に
対
し
て
視
覚
的
に
伝
え
る
も
の
だ
。
関
川
の
書
く
も
の
は
、「
今
西
な
ど
に
は
理
解
を
超
え
た
文
章
」
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
今
西
は
「
何
の
こ
と
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
思
い
を
強
く
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。 
 
ま
た
連
載
二
二
六
回
で
も
、
今
西
は
関
川
の
評
を
眼
に
す
る
。
飲
み
屋
で
夕
刊
を
手
に
取
っ
た
今
西
は
、
「
一
九
六
〇
年
の
各
界
の
回
顧
を
特
集
し
た
」
紙
面
に
関
川
重
雄
の
名
を
見
つ
け
る
。（
15
）
こ
の
回
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
一
九
六
〇
年
の
年
末
、
十
二
月
二
十
九
日
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
老
眼
鏡
を
急
い
で
か
け
て
今
西
が
読
み
始
め
る
紙
面
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
読
者
が
今
ま
さ
に
視
線
を
送
っ
て
い
る
紙
面
と
重
な
り
合
う
。
続
く
二
二
七
回
の
、
こ
れ
ま
た
四
分
の
三
ほ
ど
の
紙
面
を
使
っ
て
、
関
川
の
評
が
長
々
と
引
用
さ
れ
、
読
者
は
今
西
と
と
も
に
そ
の
「
理
論
め
い
た
文
章
」
に
付
き
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
朝
倉
摂
の
描
い
た
、
右
手
で
老
眼
鏡
を
押
さ
え
つ
つ
新
聞
を
読
む
今
西
の
姿
は
、
読
者
自
身
の
姿
を
映
し
出
し
て
も
い
よ
う
。 
今
西
が
読
も
う
と
し
た
関
川
の
文
章
は
「
理
論
め
い
た
」
書
き
方
で
、
今
西
が
「
苦
手
」
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
多
く
の
読
者
も
ま
た
、
今
西
と
同
様
「
苦
手
」
と
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
音
楽
評
が
、
新
聞
小
説
「
砂
の
器
」
の
読
者
に
と
っ
て
馴
染
み
の
な
い
も
の
だ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。『
読
売
新
聞
』
の
購
読
者
で
あ
れ
ば
、
関
川
の
書
く
も
の
と
類
似
し
た
文
章
は
、
そ
れ
と
は
っ
き
り
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
ど
こ
か
で
眼
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
感
じ
さ
せ
る
、
既
視
感
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
は
ず
だ
。 
た
と
え
ば
「
砂
の
器
」
の
連
載
が
始
ま
る
約
半
月
前
、
一
九
六
〇
年
四
月
三
十
日
の
『
読
売
新
聞
』
夕
刊
に
は
、「
ワ
ク
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
個
性 
作
曲
家
集
団
四
月
の
例
会 
武
満
徹
作
品
個
展
」
と
題
さ
れ
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た
演
奏
会
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
四
月
二
十
八
日
に
草
月
会
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
演
奏
会
に
つ
い
て
の
評
で
あ
る
。（
16
）
武
満
徹
の
「
演
奏
家
を
必
要
と
す
る
作
品
」
だ
け
で
な
く
、「
テ
ー
プ
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
」
の
作
品
、
た
と
え
ば
「
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ズ
ム
Ａ
・
Ｉ
」
等
が
上
演
さ
れ
た
と
い
う
そ
の
演
奏
会
に
つ
い
て
評
者
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
「
系
列
の
も
の
が
面
白
い
と
思
っ
た
」
の
だ
が
、「
意
味
づ
け
を
与
え
た
は
ず
の
音
に
自
己
の
立
場
が
移
っ
て
」
し
ま
い
、
作
曲
家
の
「
自
己
の
主
体
性
が
失
わ
れ
て
い
る
状
態
に
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、「
工
学
的
技
法
」
に
振
り
回
さ
れ
る
和
賀
を
批
判
し
た
関
川
の
演
奏
会
評
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
少
し
遡
る
な
ら
、
一
九
六
〇
年
四
月
二
日
の
夕
刊
に
も
「
作
曲
家
集
団
」
の
「
第
一
回
発
表 
林
光
作
品
集
」
が
「
自
由
な
ふ
ん
い
マ
マ
気
」
と
題
さ
れ
た
演
奏
会
評
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
三
月
二
十
五
日
の
夕
刊
で
は
「「
三
人
会
」
が
新
作
発
表
」
と
い
う
記
事
で
、
芥
川
也
寸
志
、
団
伊
玖
磨
、
黛
敏
郎
の
「
三
人
会
」
が
三
月
二
十
七
日
に
読
売
ホ
ー
ル
で
新
作
発
表
会
を
行
う
こ
と
が
告
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
黛
敏
郎
の
作
品
は
、「
曼
荼
羅
」
だ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
「
曼
荼
羅
」
は
、
和
賀
英
良
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
作
品
「
寂
滅
」
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。 
 
ま
た
関
川
が
一
九
六
〇
年
を
回
顧
し
た
評
を
掲
載
す
る
ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
一
九
五
九
年
十
二
月
二
十
六
日
の
夕
刊
に
は
、
遠
山
一
行
の
「
音
楽
時
評 
作
曲
界
の
課
題
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
音
楽
評
論
家
と
し
て
遠
山
は
「
今
年
の
作
曲
界
は
文
字
通
り
低
調
に
終
始
し
た
」
と
苦
言
を
呈
し
、「
最
も
、
活
発
で
も
あ
り
、
ま
た
特
徴
的
で
も
あ
っ
た
前
衛
的
な
作
曲
家
グ
ル
ー
プ
が
、
今
年
は
目
立
っ
て
不
毛
」
だ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
言
う
。 
 
そ
う
し
た
日
本
の
前
衛
派
に
、
計
ら
ず
も
あ
る
種
の
民
族
主
義
的
美
学
が
結
合
し
た
。［
中
略
］
最
近
の
先
端
的
な
音
楽
技
法
（
電
子
音
楽
と
か
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
セ
リ
エ
ン
と
か
い
っ
た
も
の
）
が
、
従
来
の
西
洋
音
楽
と
は
結
合
し
難
か
っ
た
日
本
的
な
、
東
洋
的
な
音
感
を
表
現
す
る
の
に
便
利
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
当
の
欧
米
で
も
、
音
楽
の
ゆ
き
づ
ま
り
を
打
開
す
る
た
め
に
、
東
洋
に
未
知
の
素
材
を
さ
が
す
動
き
が
盛
ん
な
の
で
あ
る
。 
私
は
、
こ
う
し
た
多
分
に
逆
輸
入
的
な
東
洋
趣
味
を
信
じ
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
彼
等
の
も
て
あ
そ
ぶ
「
日
本
的
な
も
の
」
と
は
、
過
去
の
日
本
に
対
す
る
逆
も
ど
り
の
要
素
を
多
分
に
も
っ
て
い
る
。 
 
こ
の
遠
山
の
「
東
洋
趣
味
」
批
判
は
、
和
賀
の
「
寂
滅
」
に
お
け
る
「
東
洋
的
瞑
想
」
を
あ
げ
つ
ら
っ
た
関
川
の
言
葉
に
つ
な
が
る
も
の
だ
。
遠
山
の
評
に
は
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
に
つ
い
て
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
が
、
し
か
し
何
の
説
明
も
な
く
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
セ
リ
エ
ン
」
―musique sérielle
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―
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
語
を
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
し
た
専
門
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
今
西
が
関
川
の
批
評
を
読
ん
で
何
一
つ
理
解
で
き
な
い
と
思
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
遠
山
の
評
を
見
て
「
何
も
わ
か
ら
な
い
」
と
感
じ
た
読
者
は
た
く
さ
ん
い
た
は
ず
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
、
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
メ
シ
ア
ン
に
端
を
発
し
た
、
十
二
音
技
法
を
発
展
さ
せ
た
セ
リ
エ
ル
音
楽
は
、
二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
電
子
音
楽
が
世
に
溢
れ
、
ノ
イ
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
日
常
的
に
メ
デ
ィ
ア
の
中
を
流
れ
る
今
日
に
な
っ
て
も
、
決
し
て
一
般
的
な
も
の
と
は
い
え
な
い
音
楽
で
あ
る
。 
付
け
加
え
て
お
く
な
ら
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
に
つ
い
て
の
記
事
を
、『
読
売
新
聞
』
は
折
に
触
れ
て
掲
載
し
て
き
た
。
そ
の
最
初
は
、
一
九
五
六
年
二
月
二
日
の
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
た
秋
山
邦
晴
の
評
論
で
あ
る
。「
音
の
新
し
い
宇
宙 
具
体
音
楽
と
電
子
音
楽
の
初
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
と
題
さ
れ
た
音
楽
評
で
秋
山
は
、
実
験
工
房
が
中
心
と
な
り
、
芥
川
也
寸
志
、
黛
敏
郎
、
柴
田
南
雄
と
い
っ
た
作
曲
家
を
迎
え
て
、
日
本
初
の
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
／
電
子
音
楽
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
伝
え
、
次
い
で
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
に
つ
い
て
、「
現
実
の
生
命
観
の
充
実
し
た
音
響
」
を
テ
ー
プ
に
録
音
し
、
そ
の
テ
ー
プ
を
さ
ま
ざ
ま
に
回
転
さ
せ
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
し
て
作
品
を
構
成
し
て
い
く
も
の
だ
と
懇
切
丁
寧
に
説
明
し
た
。
ま
た
同
じ
年
の
四
月
三
十
日
付
け
の
朝
刊
で
は
黛
敏
郎
が
「
新
し
い
音
楽
像
の
確
立
」
と
題
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
と
電
子
音
楽
に
つ
い
て
論
じ
、
「
音
楽
は
、
手
に
よ
る
生
産
形
態
か
ら
漸
次
、
機
械
工
業
的
な
生
産
形
態
へ
と
移
行
し
つ
ゝ
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。さ
ら
に
二
カ
月
半
後
の
七
月
十
日
の
夕
刊
で
は
再
び
秋
山
邦
晴
が「
日
本
作
曲
界
の
新
地
図
」
を
寄
せ
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
、
電
子
音
楽
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
思
想
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
作
曲
界
を
概
観
し
た
。
翌
一
九
五
七
年
一
月
三
日
の
朝
刊
で
は
「
原
子
力
時
代
の
芸
術
」
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
、
黛
敏
郎
が
「
具
体
音
楽
と
電
子
音
楽
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。
黛
は
、「
現
代
音
楽
に
、
蘇
生
（
そ
せ
い
）
の
道
を
示
し
た
の
は
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
と
電
子
音
楽
だ
っ
た
。
字
義
ど
お
り
の
意
味
に
お
い
て
、
ま
こ
と
に
原
子
力
時
代
の
音
楽
た
る
特
徴
を
失
わ
な
い
」
と
い
う
持
論
を
展
開
し
て
い
る
。 
こ
の
よ
う
に
『
読
売
新
聞
』
は
、
し
ば
し
ば
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
現
代
音
楽
の
紹
介
に
努
め
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
『
読
売
新
聞
』
の
読
者
で
あ
れ
ば
、
関
川
の
音
楽
評
の
よ
う
な
「
理
論
め
い
た
文
章
」
を
、
少
な
く
と
も
一
回
は
眼
に
し
て
い
た
は
ず
だ
。
そ
の
よ
う
に
判
断
し
て
も
、
牽
強
付
会
と
は
な
る
ま
い
。
関
川
の
「
理
論
め
い
た
文
章
」
は
、『
読
売
新
聞
』
の
紙
面
を
飾
っ
て
き
た
音
楽
批
評
の
パ
ロ
デ
ィ
な
の
で
あ
り
、「
砂
の
器
」
の
読
者
に
既
視
感
を
与
え
る
た
め
に
引
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
と
す
れ
ば
関
川
の
評
は
、
小
説
内
／
小
説
外
と
い
う
境
界
を
横
断
す
る
よ
う
読
者
を
誘
う
役
割
を
担
わ
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さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。「
砂
の
器
」
に
限
ら
ず
、
新
聞
小
説
は
二
段
の
枠
内
に
き
っ
ち
り
収
め
ら
れ
て
い
る
。
新
聞
小
説
を
取
り
囲
む
枠
は
、
事
実
を
伝
達
す
る
新
聞
に
あ
っ
て
、
そ
こ
だ
け
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
領
域
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
そ
の
枠
内
で
死
体
が
発
見
さ
れ
よ
う
と
殺
人
が
犯
さ
れ
よ
う
と
、
読
者
は
そ
れ
を
事
実
と
し
て
受
け
止
め
騒
ぎ
立
て
る
こ
と
は
な
い
。
枠
内
に
入
っ
て
い
る
限
り
、
あ
く
ま
で
も
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
理
解
し
、
娯
楽
と
し
て
享
受
し
よ
う
と
す
る
だ
け
の
は
ず
だ
。 
し
か
し
「
砂
の
器
」
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
新
聞
、
と
り
わ
け
関
川
の
音
楽
評
論
は
、『
読
売
新
聞
』
の
文
化
欄
に
掲
げ
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
関
川
の
評
を
見
る
読
者
が
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
内
の
引
用
を
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
外
の
も
の
、「
文
化
」
欄
に
掲
載
さ
れ
る
音
楽
批
評
と
同
質
で
あ
る
と
錯
覚
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
い
や
、
そ
う
し
た
錯
覚
を
少
し
で
も
感
じ
さ
せ
る
こ
と
を
清
張
は
企
図
し
て
い
た
。
何
度
も
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、「
砂
の
器
」
は
中
心
人
物
で
あ
る
今
西
栄
太
郎
の
眼
差
し
や
身
体
所
作
を
通
し
て
、
読
者
を
小
説
世
界
に
参
入
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
「
砂
の
器
」
は
、
小
説
世
界
を
読
者
が
生
き
る
現
実
世
界
に
存
在
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。「
砂
の
器
」
に
は
〈
読
者
→
小
説
世
界
〉
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
だ
け
で
な
く
、〈
読
者
←
小
説
世
界
〉
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
も
内
包
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
第
二
部
で
も
す
で
に
紹
介
し
た
が
、
一
九
六
七
年
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
『
Ｔ
Ｂ
Ｓ
調
査
情
報
』
に
連
載
さ
れ
た
「
現
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
、「
カ
ッ
パ
文
化
」
を
論
じ
た
江
藤
文
夫
は
、「
松
本
清
張
と
カ
ッ
パ
文
化
」
と
い
う
章
で
、
非
常
に
示
唆
的
な
清
張
論
を
展
開
し
た
。
そ
こ
で
江
藤
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
た
。 
 
読
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
読
者
を
小
説
の
世
界
に
誘
い
こ
ん
で
い
く
と
い
う
よ
り
は
、
小
説
を
読
者
の
生
活
の
な
か
に
投
げ
こ
む
、
と
い
っ
た
性
格
が
強
い
。（
17
） 
 
江
藤
の
す
ぐ
れ
た
指
摘
を
借
り
て
言
う
の
な
ら
、「
砂
の
器
」
は
読
者
の
生
活
の
な
か
に
投
げ
込
ま
れ
る
の
だ
。
そ
れ
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
境
界
を
越
え
て
読
者
の
現
実
世
界
へ
と
浸
透
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
が
、
関
川
の
音
楽
評
を
は
じ
め
と
す
る
引
用
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
新
聞
や
難
解
な
文
章
を
読
む
人
間
が
一
貫
し
て
今
西
栄
太
郎
に
限
定
さ
れ
て
い
る
意
味
が
、
と
て
も
大
き
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
読
者
は
今
西
と
眼
差
し
と
身
体
所
作
を
通
し
て
小
説
世
界
に
参
画
す
る
だ
け
で
な
く
、
今
西
の
眼
が
捉
え
る
新
聞
記
事
の
引
用
を
通
し
て
、
今
西
を
現
実
世
界
に
も
存
在
す
る
隣
人
と
遇
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
西
栄
太
郎
は
あ
く
ま
で
も
小
説
内
に
お
け
る
中
心
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
存
在
は
、
読
む
と
い
う
行
為
を
媒
介
に
現
実
世
界
に
も
滲
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み
出
て
く
る
。
読
者
は
今
西
を
通
し
て
小
説
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
、
同
時
に
今
西
の
存
在
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
枠
を
越
境
し
て
読
者
の
現
実
世
界
に
寄
生
す
る
。
今
西
栄
太
郎
の
生
活
世
界
は
小
説
内
の
表
象
で
あ
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、現
実
世
界
に
よ
り
接
近
す
る
。今
西
の
世
界
は
現
実
世
界
と
手
を
結
び
つ
つ
、
小
説
世
界
に
読
者
を
招
き
寄
せ
る
核
に
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
  
六 
読
者
の
世
界
／
今
西
の
世
界
／
表
象
の
世
界 
  
幾
度
と
な
く
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
新
聞
小
説
の
読
者
の
数
は
莫
大
な
の
で
あ
る
。
そ
の
莫
大
な
数
の
読
者
全
員
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
し
た
が
っ
て
す
ぐ
れ
た
新
聞
小
説
家
は
、
莫
大
な
数
の
読
者
に
差
異
を
導
入
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
読
者
を
し
ぼ
り
込
も
う
と
す
る
。
第
一
部
の
第
一
章
や
第
三
章
で
分
析
し
た
よ
う
に
、た
と
え
ば
石
川
達
三
は
言
説
の
中
に
何
気
な
く
二
項
対
立
を
忍
び
込
ま
せ
、
読
者
を
選
別
し
て
い
た
。
男
性
／
女
性
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
／
非
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
々
。
こ
う
し
た
二
項
対
立
を
設
定
し
た
上
で
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
側
に
常
に
照
準
を
合
わ
せ
て
物
語
を
組
み
立
て
た
の
が
、
石
川
達
三
と
い
う
稀
代
の
新
聞
小
説
家
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
戦
略
が
功
を
奏
し
、
石
川
が
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
作
家
と
し
て
言
論
界
を
制
圧
し
た
状
況
に
つ
い
て
は
、
第
一
部
の
第
二
章
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。 
松
本
清
張
も
「
砂
の
器
」
で
、『
読
売
新
聞
』
の
読
者
全
て
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。『
読
売
新
聞
』
の
購
読
者
の
中
で
清
張
が
読
者
と
し
て
想
定
し
て
い
た
存
在
、
そ
れ
は
新
聞
を
読
み
、
晦
渋
な
文
章
に
う
ん
ざ
り
す
る
今
西
に
同
調
で
き
る
人
々
だ
っ
た
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
評
の
書
き
手
と
な
り
得
る
関
川
重
雄
や
、
新
聞
記
者
に
取
り
囲
ま
れ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
和
賀
英
良
に
共
感
し
て
し
ま
う
読
者
は
、「
砂
の
器
」
の
読
者
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。（
18
）
音
楽
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
現
代
音
楽
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
も
ち
ろ
ん
レ
コ
ー
ド
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
現
代
音
楽
を
聞
け
る
の
は
「
愛
好
家
が
対
象
の
小
さ
な
音
楽
会
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
「
現
代
の
音
楽
」
と
い
っ
た
音
楽
番
組
く
ら
い
」
だ
っ
た
と
き
か
ら
「
現
代
音
楽
の
数
少
な
い
聴
衆
の
一
人
」
と
し
て
日
本
の
現
代
音
楽
を
テ
ー
プ
で
聞
き
、
武
満
徹
の
名
前
を
一
九
六
〇
年
、
二
十
歳
の
と
き
に
知
っ
た
と
い
う
、
若
か
り
し
頃
の
立
花
隆
な
ど
は
、「
砂
の
器
」の
読
者
と
し
て
は
全
く
期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。（
19
） 
関
川
と
和
賀
が
は
じ
め
て
登
場
す
る
場
面
を
見
て
み
よ
う
。
連
載
三
十
三
回
目
、
一
九
六
〇
年
六
月
十
八
日
に
掲
載
さ
れ
た
場
面
で
あ
る
。
東
北
を
訪
れ
て
い
た
今
西
は
、
岩
城
駅
で
「
ヌ
ー
ボ
ー
・
グ
ル
ー
プ
」
の
一
団
を
眼
に
す
る
。 
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そ
の
時
だ
っ
た
。
後
ろ
が
急
に
ざ
わ
つ
い
た
。
今
西
が
振
り
向
く
と
、
そ
こ
に
は
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
提
げ
た
三
人
ば
か
り
の
若
い
男
を
中
心
に
、
五
、
六
人
の
新
聞
社
の
男
ら
し
い
者
が
取
巻
い
て
い
た
。 な
か
に
は
、
カ
メ
ラ
を
構
え
て
、
し
き
り
と
そ
の
若
い
男
た
ち
を
撮
っ
て
い
る
。 
［
中
略
］ 
土
地
の
新
聞
社
が
取
巻
い
て
い
る
の
で
、
今
西
は
何
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
そ
の
一
行
に
眼
を
据
え
た
。 
 
連
載
三
三
回
の
末
尾
の
一
節
で
あ
る
。「
ヌ
ー
ボ
ー
・
グ
ル
ー
プ
」
の
一
団
は
あ
く
ま
で
も
見
ら
れ
る
存
在
で
あ
り
、
見
る
主
体
は
今
西
だ
。
ま
た
新
聞
記
者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
に
取
り
巻
か
れ
て
い
る
「
ヌ
ー
ボ
ー
・
グ
ル
ー
プ
」
は
新
聞
に
表
象
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、
今
西
は
そ
の
表
象
を
享
受
す
る
側
に
い
る
。
今
西
栄
太
郎
は
決
し
て
新
聞
に
表
象
さ
れ
る
存
在
で
は
な
い
。
新
聞
に
表
象
さ
れ
た
も
の
を
読
者
と
し
て
読
む
存
在
な
の
で
あ
る
。 
 
東
京
に
向
か
う
車
中
で
も
、「
ヌ
ー
ボ
ー
・
グ
ル
ー
プ
」
と
今
西
の
差
異
を
あ
か
ら
さ
ま
に
す
る
件
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
西
が
、
あ
た
か
も
新
聞
を
読
む
役
割
を
忠
実
に
遂
行
す
る
か
の
よ
う
に
、
と
も
に
東
北
に
赴
い
た
吉
村
と
い
う
若
い
刑
事
に
わ
ざ
わ
ざ
新
聞
を
買
い
に
行
か
せ
る
場
面
で
あ
る
。 
 
「
吉
村
君
。
悪
い
が
、
新
聞
を
買
っ
て
来
て
く
れ
な
い
か
」 
今
西
は
頼
ん
だ
。 
「
わ
か
り
ま
し
た
」 
吉
村
は
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
と
、
通
路
を
走
っ
て
ホ
ー
ム
に
降
り
た
。 
［
中
略
］ 
今
西
は
、
す
ぐ
に
社
会
面
を
開
い
た
。 
留
守
の
間
に
、
例
の
捜
査
が
ど
う
進
展
し
て
い
る
か
、
気
に
か
ゝ
っ
た
の
だ
。
新
し
い
事
実
が
現
わ
れ
て
い
な
い
か
、
心
配
だ
っ
た
。 
何
も
な
か
っ
た
。
例
の
殺
人
事
件
の
こ
と
は
一
行
も
書
か
れ
て
い
な
い
。 
［
中
略
］ 
「
吉
村
君
、
こ
れ
だ
ろ
う
？
」 
 
と
今
西
が
横
の
肘
を
突
つ
い
て
新
聞
を
見
せ
た
の
は
、
文
化
欄
に
つ
い
て
い
る
顔
写
真
だ
っ
た
。
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吉
村
が
の
ぞ
く
と
「
新
時
代
の
芸
術
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
で
、「
関
川
重
雄
」
の
署
名
が
あ
っ
た
。 
 
関
川
を
は
じ
め
と
す
る
「
ヌ
ー
ボ
ー
・
グ
ル
ー
プ
」
が
存
在
す
る
世
界
を
、〈
表
象
の
世
界
〉
で
あ
る
と
呼
ん
で
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
今
西
が
属
す
る
世
界
と
は
決
定
的
に
異
な
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
砂
の
器
」
が
内
包
す
る
ふ
た
つ
の
世
界
を
媒
介
す
る
も
の
、
そ
れ
が
新
聞
で
あ
り
、「
砂
の
器
」
に
お
い
て
新
聞
は
〈
表
象
の
世
界
〉
を
〈
今
西
の
世
界
〉
に
接
続
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 
こ
こ
で
確
認
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、「
砂
の
器
」
の
視
点
人
物
の
問
題
だ
。
語
り
手
は
専
ら
今
西
に
焦
点
を
当
て
、
今
西
を
視
点
人
物
と
遇
す
る
が
、
し
か
し
約
一
年
間
、
三
三
七
回
に
渡
り
連
載
さ
れ
た
長
大
な
「
砂
の
器
」
に
お
い
て
は
、
視
点
人
物
が
今
西
に
な
ら
な
い
箇
所
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
箇
所
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 
た
と
え
ば
和
賀
英
良
が
中
心
と
な
っ
て
は
じ
め
て
登
場
す
る
の
は
連
載
六
九
回
、
一
九
六
〇
年
七
月
二
十
四
日
の
こ
と
だ
。
そ
の
前
回
は
、
先
に
も
取
り
上
げ
た
箇
所
だ
が
、
今
西
栄
太
郎
が
読
ん
で
い
た
新
聞
を
妻
に
見
せ
、岩
城
駅
で
見
か
け
た
関
川
重
雄
と
和
賀
英
良
に
つ
い
て
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
場
面
で
あ
る
。
今
西
は
新
聞
を
通
し
て
関
川
と
和
賀
を
話
題
に
し
、
妻
の
方
は
「
婦
人
雑
誌
」
や
「
グ
ラ
ビ
ヤ
」
を
通
し
て
和
賀
と
関
川
を
知
っ
て
い
る
こ
と
を
今
西
に
伝
え
て
い
た
。
今
西
夫
婦
の
会
話
に
よ
っ
て
語
り
手
は
、
和
賀
と
関
川
が
あ
く
ま
で
も
〈
表
象
の
世
界
〉
の
住
人
で
あ
る
こ
と
を
、
念
に
は
念
を
入
れ
て
知
ら
し
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
語
り
手
は
翌
日
、
唐
突
に
視
点
を
転
換
す
る
。
語
り
手
の
眼
差
し
は
「
Ｋ
病
院
の
特
別
室
に
入
院
し
て
い
た
」
和
賀
英
良
に
向
け
ら
れ
、
視
点
人
物
だ
っ
た
今
西
は
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。 
連
載
六
九
回
の
冒
頭
で
語
り
手
は
、
ま
ず
「
テ
レ
ビ
も
あ
る
し
、
贅
沢
な
設
備
」
で
あ
る
和
賀
の
病
室
を
描
き
出
し
、
次
い
で
談
話
を
取
る
新
聞
記
者
と
カ
メ
ラ
マ
ン
の
存
在
を
読
者
に
告
げ
る
。
病
室
内
の
描
写
は
直
前
ま
で
舞
台
と
な
っ
て
い
た
今
西
の
庶
民
的
な
生
活
と
の
違
い
を
際
立
た
せ
、
和
賀
を
取
り
囲
む
新
聞
記
者
と
カ
メ
ラ
マ
ン
の
存
在
は
、〈
表
象
の
世
界
〉
に
属
す
る
和
賀
英
良
を
印
象
づ
け
る
。
今
西
を
視
点
人
物
に
し
て
い
な
い
シ
ー
ク
エ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
語
り
手
は
和
賀
を
彼
岸
の
世
界
の
住
人
と
し
て
取
り
扱
う
。 
関
川
重
雄
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
関
川
は
、
自
ら
が
新
聞
や
週
刊
誌
に
顔
写
真
が
出
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
過
剰
な
ま
で
に
気
に
か
け
る
存
在
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
。
自
分
の
顔
が
読
者
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、「
バ
ー
の
女
給
」
を
し
て
い
る
愛
人
の
恵
美
子
の
存
在
を
隠
し
続
け
、
恵
美
子
に
「
陰
の
女
」
で
い
る
こ
と
を
強
要
す
る
。
あ
き
ら
か
に
関
川
は
、〈
表
象
の
世
界
〉
の
住
人
で
あ
る
こ
と
に
、
自
意
識
を
抱
く
存
在
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
自
意
識
は
度
が
過
ぎ
た
も
の
だ
。
関
川
の
振
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る
舞
い
は
、〈
表
象
の
世
界
〉
の
戯
画
と
し
て
読
者
に
示
さ
れ
て
い
る
。 
他
の
人
物
に
つ
い
て
も
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。
和
賀
の
フ
ィ
ア
ン
セ
で
あ
る
佐
知
子
の
父
親
・
田
所
重
喜
は
前
大
臣
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
新
聞
、
雑
誌
に
は
そ
の
顔
が
た
び
た
び
出
る
」。
和
賀
の
愛
人
だ
っ
た
成
瀬
リ
エ
子
が
事
務
員
を
し
て
お
り
、
ま
た
重
要
な
参
考
人
だ
っ
た
宮
田
邦
郎
が
所
属
し
て
い
た
劇
団
の
主
宰
者
・
杉
浦
明
子
も
、
今
西
が
「
新
聞
や
雑
誌
の
写
真
で
見
て
い
る
」
大
女
優
で
あ
る
。
和
賀
と
関
川
が
関
わ
る
世
界
は
、
こ
と
ご
と
く
〈
表
象
の
世
界
〉
に
属
す
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
続
け
る
。
視
点
人
物
が
今
西
で
な
く
な
ろ
う
と
、
場
面
の
中
心
が
「
ヌ
ー
ボ
ー
・
グ
ル
ー
プ
」
に
な
ろ
う
と
、
和
賀
と
関
川
が
形
作
る
世
界
は
〈
表
象
の
世
界
〉
と
し
て
描
か
れ
、
新
聞
を
読
む
今
西
に
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ
た
読
者
は
、
そ
れ
ら
を
今
西
の
視
点
で
、
自
分
た
ち
の
世
界
と
は
異
な
る
彼
岸
で
の
出
来
事
と
し
て
眺
め
る
よ
う
に
誘
導
さ
れ
る
。
そ
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
に
今
西
が
存
在
し
な
く
て
も
、
読
者
は
不
在
の
今
西
の
眼
差
し
を
模
倣
し
て
、
小
説
内
で
新
聞
を
読
む
今
西
の
視
線
に
倣
っ
て
、
和
賀
と
関
川
の
世
界
を
彼
岸
の
〈
表
象
の
世
界
〉
と
し
て
享
受
す
る
よ
う
に
仕
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
読
者
が
属
す
る
〈
現
実
世
界
〉
と
〈
今
西
の
世
界
〉
は
読
む
と
い
う
行
為
を
媒
介
に
浸
透
し
合
い
、
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
く
。
そ
の
結
果
、〈
現
実
世
界
〉
と
〈
今
西
の
世
界
〉
は
此
岸
に
位
置
す
る
も
の
と
な
り
、
和
賀
や
関
川
の
属
す
る
世
界
は
〈
表
象
の
世
界
〉
と
し
て
、
眺
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
彼
岸
に
置
か
れ
る
。
小
説
世
界
に
〈
今
西
の
世
界
〉
と
〈
表
象
の
世
界
〉
と
い
う
差
異
を
導
入
し
、
読
者
を
〈
今
西
の
世
界
〉
に
接
近
さ
せ
る
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
「
砂
の
器
」
に
託
し
た
清
張
の
企
図
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
し
た
が
っ
て
、
し
ば
し
ば
「
砂
の
器
」
論
に
見
受
け
ら
れ
る
の
だ
が
、
和
賀
英
良
や
関
川
重
雄
の
モ
デ
ル
を
詮
索
す
る
こ
と
に
は
、
さ
ほ
ど
の
意
味
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
『
読
売
新
聞
』
の
、
た
と
え
ば
一
九
五
八
年
四
月
八
日
付
け
夕
刊
の
「
今
週
の
顔
」
欄
に
、
顔
写
真
入
り
で
黛
敏
郎
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
や
は
り
和
賀
英
良
の
モ
デ
ル
は
黛
敏
郎
で
は
な
い
か
と
い
う
説
を
唱
え
た
く
も
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
も
黛
は
同
じ
年
の
二
月
二
十
二
日
付
け
夕
刊
に
お
い
て
も
、
東
京
と
京
都
を
結
ぶ
「
ス
タ
ー
列
車
」
と
言
わ
れ
た
「
午
後
零
時
三
十
分
発
の
特
急
〝
は
と
〟
」
を
特
集
し
た
大
き
な
記
事
で
、
唯
一
「
ス
タ
ー
」
音
楽
家
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
読
売
新
聞
』
の
読
者
が
和
賀
英
良
を
見
て
、
そ
の
モ
デ
ル
は
黛
敏
郎
だ
と
思
い
込
ん
で
も
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。（
20
） 
し
か
し
重
要
な
の
は
、
和
賀
英
良
が
黛
敏
郎
で
あ
る
か
否
か
で
は
な
い
。
大
切
な
の
は
、
和
賀
の
属
す
る
世
界
が
あ
く
ま
で
も
〈
表
象
の
世
界
〉
で
あ
る
と
、
読
者
に
納
得
さ
れ
る
こ
と
だ
。
そ
れ
が
〈
表
象
の
世
界
〉
で
あ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
た
時
、〈
今
西
の
世
界
〉
の
此
岸
性
は
堅
固
な
も
の
と
な
る
。〈
表
象
の
世
界
〉
と
〈
今
西
の
世
界
〉
は
相
互
補
完
的
に
「
砂
の
器
」
の
小
説
世
界
を
構
成
す
る
。
そ
し
て
読
者
が
身
体
的
に
も
〈
今
西
の
世
界
〉
に
接
近
し
、〈
読
者
の
世
界
〉
と
〈
今
西
の
世
界
〉
が
離
れ
が
た
い
も
の
と
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な
っ
た
時
、〈
表
象
の
世
界
〉
も
含
め
た
「
砂
の
器
」
の
リ
ア
リ
ズ
ム
が
完
成
す
る
。
読
者
が
今
西
と
と
も
に
此
岸
に
身
を
置
い
た
時
、〈
今
西
の
世
界
〉
も
〈
表
象
の
世
界
〉
も
リ
ア
ル
な
現
代
社
会
と
し
て
、
そ
の
相
貌
を
読
者
の
眼
前
に
繰
り
広
げ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 
  
七 
「
砂
の
器
」
の
そ
の
後 
 
こ
こ
ま
で
「
砂
の
器
」
を
新
聞
小
説
と
し
て
愚
直
に
読
み
続
け
て
き
た
。（
21
）「
砂
の
器
」
は
松
本
清
張
が
は
じ
め
て
全
国
紙
に
連
載
し
た
新
聞
小
説
だ
っ
た
。
清
張
は
莫
大
な
数
に
上
る
新
聞
小
説
の
読
者
を
充
足
さ
せ
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
を
施
し
た
。
中
心
人
物
に
新
聞
を
読
ま
せ
、
難
解
な
文
章
を
読
ま
せ
、
そ
れ
ら
の
文
章
を
引
用
し
て
い
く
。
読
む
と
い
う
行
為
を
媒
介
に
読
者
は
今
西
と
同
調
し
、
逆
に
小
説
内
の
新
聞
に
表
象
さ
れ
る
世
界
と
の
間
に
差
異
を
導
き
入
れ
る
。
今
西
の
ふ
る
ま
い
を
通
し
て
身
体
の
レ
ベ
ル
で
小
説
世
界
に
参
入
し
た
読
者
は
、
も
は
や
「
砂
の
器
」
か
ら
離
れ
よ
う
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。 
「
砂
の
器
」
は
、
そ
の
連
載
時
か
ら
か
な
り
の
反
響
を
招
い
た
よ
う
だ
。
一
九
六
一
年
四
月
三
日
の
『
週
刊
読
書
人
』
は
多
田
道
太
郎
に
よ
る
「
松
本
清
張
の
モ
チ
ー
フ
と
魅
力
」
を
掲
載
し
、
同
じ
年
の
四
月
二
十
二
日
の
『
図
書
新
聞
』
は
「
紙
上
出
版
企
画 
松
本
清
張
推
理
小
説
全
集
」
を
大
々
的
に
特
集
し
た
。
企
画
さ
れ
た
全
二
十
八
冊
の
第
十
二
巻
と
し
て
、
ま
だ
出
版
さ
れ
て
い
な
い
「
砂
の
器
」
が
顔
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
後
カ
ッ
パ
・
ノ
ベ
ル
ス
か
ら
出
版
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
『
砂
の
器
』
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
た
と
え
ば
発
売
直
後
の
七
月
十
五
日
に
発
行
さ
れ
た
『
図
書
新
聞
』
の
「
今
週
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
」
欄
に
よ
れ
ば
、
日
本
全
国
の
書
店
で
第
一
位
の
売
上
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
す
ぐ
に
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
化
の
話
も
持
ち
上
が
り
、
一
九
六
二
年
二
月
二
十
三
日
に
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
で
、
前
編
だ
け
を
ド
ラ
マ
化
し
た
も
の
が
放
映
さ
れ
た
。 
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
砂
の
器
」
に
託
し
た
清
張
の
企
図
は
と
り
あ
え
ず
成
功
し
た
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
清
張
は
、
そ
の
守
備
範
囲
の
あ
ま
り
の
広
さ
ゆ
え
に
、
新
聞
小
説
家
と
し
て
認
知
さ
れ
る
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
が
、
以
後
も
新
聞
小
説
を
手
が
け
続
け
て
い
く
。
間
違
い
な
く
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
王
者
」
た
り
得
た
わ
け
だ
。 
と
は
い
え
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
連
載
が
終
了
し
カ
ッ
パ
・
ノ
ベ
ル
ス
か
ら
上
梓
さ
れ
た
『
砂
の
器
』
は
た
し
か
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
し
か
し
い
く
ら
評
判
に
な
っ
た
と
言
っ
て
も
、『
砂
の
器
』
は
決
し
て
「
国
民
文
学
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
代
物
で
は
な
か
っ
た
し
、
清
張
の
代
表
作
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と
す
ら
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
「
砂
の
器
」
は
数
あ
る
清
張
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
ひ
と
つ
で
し
か
な
か
っ
た
。 
た
と
え
ば
一
九
六
一
年
の
出
版
界
を
振
り
返
っ
た
『
週
刊
読
書
人
』
十
二
月
十
一
日
号
を
見
て
み
よ
う
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
二
十
五
点
の
う
ち
、
六
点
を
松
本
清
張
が
占
め
て
い
る
。 
 
単
行
本
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
で
は
松
本
清
張
に
代
表
さ
れ
る
推
理
小
説
群
が
断
然
他
を
圧
し
、
つ
い
で
源
氏
鶏
太
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
小
説
が
こ
れ
に
つ
づ
い
て
い
る
。 
 
推
理
小
説
ブ
ー
ム
は
、
い
ま
や
ブ
ー
ム
の
域
を
脱
し
、
定
着
し
た
感
が
あ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
こ
の
ブ
ー
ム
を
支
え
、
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
二
五
点
の
う
ち
一
人
六
点
を
占
め
る
松
本
清
張
の
筆
力
は
、
驚
異
の
一
言
に
つ
き
よ
う
。 
 
ま
ず
「
砂
の
器
」（
光
文
社
カ
ッ
パ
・
ブ
ッ
ク
ス
）
二
五
万
、「
影
の
地
帯
」（
同
）
二
二
万
、「
黄
色
い
風
土
」（
講
談
社
）、「
歪
ん
だ
複
写
」（
新
潮
社
ポ
ケ
ッ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
）、「
霧
の
旗
」（
中
央
公
論
社
）
が
と
も
に
十
二
万
、「
影
の
車
」（
同
）
十
万
、「
日
本
の
黒
い
霧
」（
文
藝
春
秋
社
）
三
部
合
わ
せ
て
十
三
万
、
昨
年
か
ら
続
い
て
い
る
「
黒
い
画
集
」
も
二
〇
万
に
達
す
る
勢
い
で
あ
る
。 
 
『
黄
色
い
風
土
』（
講
談
社
、
一
九
六
一
年
五
月
）
の
売
上
部
数
が
、『
週
刊
読
書
人
』
の
記
事
で
は
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、『
図
書
新
聞
』
十
二
月
二
十
三
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
今
年
の
出
版
界
」
に
よ
れ
ば
、
十
四
万
部
で
あ
る
。
生
誕
百
年
を
記
念
に
出
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
伝
え
て
い
た
の
と
同
様
、
や
は
り
第
一
位
は
『
砂
の
器
』
と
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
注
意
す
べ
き
は
、『
砂
の
器
』
が
清
張
作
品
の
中
で
特
別
な
作
品
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。『
影
の
地
帯
』（
光
文
社
、
一
九
六
一
年
三
月
）
を
は
じ
め
、『
黄
色
い
風
土
』
も
『
歪
ん
だ
複
写
』（
新
潮
社
、
一
九
六
一
年
二
月
）
も
『
霧
の
旗
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
一
年
三
月
）
も
、『
砂
の
器
』
と
遜
色
の
な
い
売
り
上
げ
を
記
録
し
て
い
る
。
『
週
刊
読
書
人
』
の
「
今
年
の
出
版
界
」
が
伝
え
て
い
た
よ
う
に
、『
砂
の
器
』
は
ラ
ン
キ
ン
グ
で
一
位
で
は
あ
っ
た
が
、「
松
本
清
張
に
代
表
さ
れ
る
推
理
小
説
群
」
の
一
作
品
と
し
て
し
か
扱
わ
れ
て
い
な
い
。『
図
書
新
聞
』
で
も
「
創
作
で
は
〝
清
張
〟
」
と
い
う
見
出
し
を
立
て
、
ト
ッ
プ
が
『
砂
の
器
』
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、「
砂
の
器
」
を
特
別
扱
い
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
。 
ま
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
で
は
『
砂
の
器
』
が
ト
ッ
プ
の
売
り
上
げ
だ
っ
た
が
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
に
ま
で
視
野
を
広
げ
る
と
、
一
九
六
一
年
の
最
大
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
が
『
砂
の
器
』
で
は
な
い
こ
と
は
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。『
週
刊
読
書
人
』
の
「
今
年
の
出
版
界
」
は
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
た
。 
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〝
所
得
倍
増
〟
〝
高
度
成
長
〟
と
い
う
威
勢
の
よ
い
か
け
声
で
幕
を
あ
け
た
一
九
六
一
年
の
出
版
界
最
大
の
話
題
は
、
二
カ
月
で
百
万
の
大
台
突
破
と
い
う
空
前
の
新
記
録
を
た
て
た
岩
田
一
男
「
英
語
に
強
く
な
る
本
」（
光
文
社
カ
ッ
パ
・
ブ
ッ
ク
ス
）
だ
ろ
う
。
最
近
二
、
三
年
来
の
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
隆
盛
の
傾
向
は
こ
こ
で
頂
点
に
達
し
た
観
が
あ
る
。
そ
れ
は
教
養
主
義
か
ら
実
利
主
義
へ
と
い
う
読
者
の
拡
大
を
象
徴
し
、
同
時
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
〝
光
文
社
文
化
〟
論
議
で
に
ぎ
わ
せ
た
一
つ
の
〝
社
会
的
事
件
〟
で
も
あ
っ
た
。 
 
一
九
六
一
年
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
第
一
位
は
一
一
〇
万
部
の『
英
語
に
強
く
な
る
本
』（
光
文
社
）で
あ
り
、
同
じ
く
岩
田
一
男
に
よ
る
『
英
語
ら
し
い
表
現
４
０
０
』（
日
本
英
語
教
育
協
会
）
も
十
五
万
の
売
り
上
げ
を
誇
り
、「
〝
英
語
ブ
ー
ム
〟
を
ま
き
お
こ
し
た
」
こ
と
が
、
一
九
六
一
年
の
出
版
界
に
お
け
る
最
大
の
ト
ピ
ッ
ク
だ
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
謝
国
権
の
『
性
生
活
の
知
恵
』（
池
田
書
店
）
が
七
十
五
万
部
、
林
髞
の
『
頭
の
よ
く
な
る
本
』（
光
文
社
）
が
六
十
五
万
部
、
南
博
の
『
記
憶
術
』（
光
文
社
カ
ッ
パ
・
ブ
ッ
ク
ス
）
が
三
十
八
万
部
で
あ
り
、
二
十
五
万
部
の
『
砂
の
器
』
を
遥
か
に
引
き
離
し
て
い
る
。
た
し
か
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
何
本
も
書
く
清
張
は
「
驚
異
」
的
で
あ
る
が
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
い
う
観
点
か
ら
の
み
判
断
す
る
の
な
ら
、
清
張
だ
け
を
特
別
扱
い
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
清
張
の
同
時
代
に
は
、
清
張
作
品
以
上
の
売
り
上
げ
を
記
録
し
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
生
み
出
し
た
書
き
手
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
六
一
年
と
い
う
時
点
で
、『
砂
の
器
』
は
、
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
よ
う
な
書
籍
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。（
22
） 
お
そ
ら
く
『
砂
の
器
』
が
「
国
民
文
学
」
と
い
う
神
話
を
身
に
ま
と
い
始
め
た
の
は
、
野
村
芳
太
郎
が
監
督
し
た
映
画
「
砂
の
器
」
が
一
九
七
四
年
十
月
十
九
日
に
封
切
ら
れ
て
か
ら
の
こ
と
だ
。
映
画
批
評
家
の
樋
口
尚
文
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
映
画
「
砂
の
器
」
は
、
脚
本
を
担
当
し
た
橋
本
忍
と
山
田
洋
次
に
よ
っ
て「
ま
っ
た
く
原
作
と
は
異
な
る
設
定
や
構
成
に
シ
フ
ト
さ
せ
」ら
れ
た
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
以
後
『
砂
の
器
』
が
映
像
化
さ
れ
る
場
合
に
常
に
規
範
と
な
っ
た
の
は
、
清
張
が
書
い
た
小
説
『
砂
の
器
』
で
は
な
く
、
野
村
芳
太
郎
監
督
の
映
画
「
砂
の
器
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
樋
口
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
七
七
年
の
田
村
正
和
・
仲
代
達
也
主
演
に
よ
る
フ
ジ
テ
レ
ビ
版
、
九
一
年
の
田
中
邦
衛
・
佐
藤
浩
市
主
演
に
よ
る
テ
レ
ビ
朝
日
版
、
二
〇
〇
四
年
の
中
居
正
広
・
渡
辺
謙
主
演
に
よ
る
Ｔ
Ｂ
Ｓ
版
ま
で
、
ド
ラ
マ
化
さ
れ
る
場
合
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
来
た
の
は
清
張
原
作
と
い
う
よ
り
も
橋
本
忍
＋
山
田
洋
次
の
映
画
版
の
潤
色
な
の
だ
っ
た
。（
23
） 
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脚
本
家
の
橋
本
忍
は
、
清
張
の
『
砂
の
器
』
を
映
画
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
一
年
間
連
載
の
新
聞
小
説
の
原
作
の
贅
肉
を
削
り
取
り
、
咀
嚼
し
、
解
体
し
た
上
で
、
映
画
的
に
再
構
築
」（
24
）
し
た
と
い
う
。
そ
の
橋
本
に
よ
っ
て
「
贅
肉
」
を
削
ぎ
落
さ
れ
た
物
語
が
、
以
後
少
な
く
と
も
映
像
の
世
界
で
は
、
公
認
公
定
の
物
語
と
し
て
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
村
井
淳
志
の
次
の
よ
う
な
評
言
は
、
そ
う
し
た
『
砂
の
器
』
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
を
端
的
に
示
し
た
も
の
だ
。 
 
 
原
作
が
あ
る
脚
本
の
醍
醐
味
は
、
原
作
を
大
幅
に
改
作
す
る
こ
と
で
、
そ
の
真
髄
を
い
っ
そ
う
浮
き
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
あ
る
。［
中
略
］
し
か
し
こ
の
『
砂
の
器
』
こ
そ
、
そ
の
極
致
と
断
言
で
き
る
。
な
に
せ
、
映
画
に
感
動
し
て
松
本
清
張
の
原
作
を
読
ん
で
み
る
と
、
あ
ま
り
の
つ
ま
ら
な
さ
に
愕
然
と
す
る
の
だ
。
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
に
「
読
売
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
、
単
行
本
も
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
と
い
う
。
だ
け
ど
、
と
に
か
く
話
が
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
で
、
殺
人
方
法
は
Ｓ
Ｆ
じ
み
て
い
て
噓
く
さ
い
し
、
人
物
描
写
が
類
型
的
で
押
し
つ
け
が
ま
し
い
。
と
こ
ろ
が
橋
本
忍
の
脚
本
は
、
そ
う
し
た
原
作
の
問
題
点
を
す
べ
て
殺
ぎ
落
と
し
、
原
作
の
よ
い
点
だ
け
を
極
限
ま
で
拡
大
し
た
の
だ
。（
25
） 
 
映
画
「
砂
の
器
」
が
公
開
さ
れ
大
成
功
を
収
め
た
後
（
26
）、
あ
え
て
言
う
な
ら
、
小
説
『
砂
の
器
』
は
脇
へ
と
追
い
や
ら
れ
、
映
画
「
砂
の
器
」
が
真
正
の
物
語
と
し
て
享
受
さ
れ
、
記
憶
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
以
後
の
映
像
作
品
は
全
て
映
画
「
砂
の
器
」
に
拠
っ
て
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 
も
ち
ろ
ん
『
砂
の
器
』
は
売
れ
続
け
て
い
る
。
そ
の
売
り
上
げ
は
伸
び
る
一
方
だ
。
し
か
し
『
砂
の
器
』
は
、映
画
や
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
物
語
を
確
認
す
る
た
め
に
読
ま
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
既
知
の
物
語
を
確
認
す
る
た
め
だ
け
に
『
砂
の
器
』
を
消
費
す
る
の
で
は
な
く
、
既
知
の
物
語
の
未
知
な
る
部
分
を
剔
抉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
「
砂
の
器
」
は
、
そ
う
し
た
こ
と
を
試
み
る
に
値
す
る
作
品
な
の
で
あ
る
。 
 
初
出
時
の
『
読
売
新
聞
』
に
ま
で
遡
っ
て
「
砂
の
器
」
を
新
聞
小
説
と
し
て
読
も
う
と
し
た
本
稿
は
、
作
品
に
託
さ
れ
た
清
張
の
企
図
を
露
呈
さ
せ
よ
う
と
し
た
試
み
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
。「
砂
の
器
」
は
飛
ば
し
読
み
を
し
て
も
充
分
に
楽
し
め
る
一
級
品
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、「
砂
の
器
」
が
秘
匿
し
て
い
る
射
程
は
思
い
の
外
遠
く
に
ま
で
及
ぶ
。「
砂
の
器
」
の
可
能
性
を
汲
み
取
っ
て
い
く
作
業
は
、
今
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。 
 
次
章
で
は
、
そ
う
し
た
「
砂
の
器
」
の
可
能
性
を
、「
砂
の
器
」
に
お
け
る
〝
音
声
〟
に
着
目
し
て
探
る
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こ
と
に
し
た
い
。 
  
［
注
］ 
（
１
）
郷
原
宏
「
砂
の
器
」（『
別
冊
太
陽 
松
本
清
張
』
所
収
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
六
月
）。 
（
２
）
辻
井
喬
「『
砂
の
器
』」（『
松
本
清
張
の
世
界
』
所
収
、
文
春
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
三
月
） 
（
３
）
加
納
重
文
『
松
本
清
張
作
品
研
究
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
六
月
）。 
（
４
）
山
村
亀
二
郎
、「『
砂
の
器
』
の
こ
ろ
の
清
張
さ
ん
」（『
松
本
清
張
の
世
界
』
所
収
、
注
（
２
）
を
参
照
）。 
（
５
）
荒
正
人
『
現
代
の
英
雄 
小
説
家
』（
光
文
社
、
一
九
五
七
年
六
月
）。 
（
６
）
同
右
。 
（
７
）
以
下
「
砂
の
器
」
か
ら
の
引
用
は
、
特
に
断
り
書
き
が
な
い
限
り
、
初
出
時
の
『
読
売
新
聞
』
に
拠
る
。
清
張
は
「
砂
の
器
」
を
カ
ッ
パ
・
ノ
ベ
ル
ス
か
ら
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
初
出
時
の
本
文
に
少
な
か
ら
ず
手
を
入
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
、「
砂
の
器
」
を
新
聞
小
説
と
し
て
読
み
解
く
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
の
で
、
分
析
は
原
則
と
し
て
初
出
紙
を
対
象
と
し
て
行
な
っ
た
。 
（
８
）
平
野
謙
「
解
説
」（
新
潮
文
庫
版
『
点
と
線
』
所
収
、
一
九
八
七
年
二
月
）。
な
お
清
張
の
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
作
風
が
同
時
代
の
推
理
小
説
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
金
田
一
耕
助
の
食
生
活 
「
扉
の
影
の
女
」
を
中
心
に
」（『
横
溝
正
史
研
究
』
創
刊
号
、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
〇
九
年
四
月
）
を
参
照
の
こ
と
。 
（
９
）
大
岡
昇
平
『
常
識
的
文
学
論
』（
講
談
社
、
一
九
六
二
年
一
月
）。
た
だ
し
引
用
は
『
大
岡
昇
平
全
集
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
六
年
四
月
）
に
拠
る
。
な
お
、
大
岡
昇
平
の
『
事
件
』
は
『
朝
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
新
聞
小
説
だ
っ
た
。「
若
草
物
語
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
に
一
九
六
一
年
六
月
二
十
九
日
か
ら
一
九
六
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
連
載
さ
れ
、
大
幅
に
改
稿
が
施
さ
れ
、
タ
イ
ト
ル
も
変
更
さ
れ
た
上
で
、
一
九
七
七
年
九
月
に
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。 
（
10
）
大
宅
壮
一
「
石
川
達
三
の
作
品
の
秘
密
」（『
現
代
の
魅
惑
』
所
収
、
現
代
社
、
一
九
五
七
年
三
月
）。 
（
11
）
引
用
は
『
松
本
清
張
全
集
34 
半
生
の
記
・
ハ
ノ
イ
で
見
た
こ
と
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
七
四
年
二
月
）
に
拠
る
。 
（
12
）
石
川
達
三
「
〝
人
間
の
壁
〟
を
終
っ
て 
私
は
旗
じ
る
し
を
決
定
し
た
」（『
朝
日
新
聞
』、
一
九
五
九
年
四
月
十
四
日
）。 
（
13
）
川
崎
弘
二
編
著
『
増
補
改
訂 
日
本
の
電
子
音
楽
』（
愛
育
社
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）、
及
び
『
黛
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敏
郎
の
電
子
音
楽
』（engine books
、
二
〇
一
一
年
八
月
）
を
参
照
の
こ
と
。 
（
14
）
立
花
隆
『
武
満
徹
・
音
楽
創
造
へ
の
旅
』（
文
藝
春
秋
、
二
〇
一
六
年
九
月
）。 
（
15
）
初
出
で
は
「
一
九
六
〇
年
の
各
界
の
回
顧
を
特
集
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
新
し
い
音
楽
会
の
こ
と
で
、
関
川
重
雄
が
短
い
文
章
を
書
い
て
い
る
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
カ
ッ
パ
・
ノ
ベ
ル
ス
版
で
は
「
こ
の
秋
の
音
楽
界
の
こ
と
で
、
関
川
重
雄
が
短
い
文
章
を
書
い
て
い
る
の
だ
っ
た
」
と
改
稿
さ
れ
て
い
る
。
新
聞
小
説
「
砂
の
器
」
が
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
の
一
冊
と
し
て
光
文
社
か
ら
刊
行
さ
れ
る
に
際
し
て
、
施
さ
れ
た
改
稿
の
一
例
で
あ
る
。 
（
16
）
注
（
14
）
に
掲
げ
た
立
花
隆
に
よ
れ
ば
、
前
衛
音
楽
と
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
に
力
を
入
れ
て
い
た
初
期
の
草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
一
九
六
〇
年
三
月
に
「
作
曲
家
集
団
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
作
ら
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
芥
川
也
寸
志
、
岩
城
宏
之
、
武
満
徹
、
林
光
、
松
平
頼
暁
、
間
宮
芳
生
、
黛
敏
郎
、
三
善
晃
、
諸
井
誠
の
八
人
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
「
作
曲
家
の
個
展
」
と
い
う
形
で
作
品
発
表
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
回
は
林
光
、
そ
し
て
第
二
回
が
一
九
六
〇
年
四
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
「
武
満
徹
作
品
古
典
」
だ
っ
た
。 
 
ち
な
み
に
立
花
隆
は
草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
、
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。「
砂
の
器
」
の
時
代
に
前
衛
音
楽
が
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
た
の
か
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
一
節
な
の
で
、
以
下
に
引
用
し
て
お
き
た
い
。 
 
 
も
と
も
と
草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
、
周
辺
芸
術
の
前
衛
的
な
部
分
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
的
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
大
学
の
仏
文
科
の
学
生
だ
っ
た
私
も
し
ば
し
ば
そ
の
利
用
者
の
一
人
だ
っ
た
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
催
し
に
集
ま
る
人
々
は
、
い
つ
も
雑
多
だ
っ
た
。
そ
れ
が
現
代
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
だ
と
し
て
も
、
集
ま
っ
て
く
る
観
客
は
必
ず
し
も
前
か
ら
現
代
音
楽
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
人
々
ば
か
り
で
な
く
、
草
月
会
館
え
や
る
こ
と
な
ら
き
っ
と
面
白
い
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
程
度
の
関
心
で
集
ま
っ
て
く
る
人
が
か
な
り
い
た
。
音
楽
、
美
術
、
文
学
、
演
劇
、
映
画
、
放
送
、
舞
踏
な
ど
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
に
何
ら
か
の
形
で
か
か
わ
る
人
が
多
か
っ
た
か
ら
、
ど
ん
な
催
し
も
、
た
ち
ま
ち
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
越
え
た
影
響
を
及
ぼ
す
の
だ
っ
た
。 
［
中
略
］ 
 
草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
会
報
で
あ
る
「
Ｓ
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
の
当
時
の
号
を
く
っ
て
み
る
と
、
実
に
多
彩
な
人
々
が
、
偶
然
性
の
音
楽
と
か
図
形
楽
譜
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
音
楽
家
以
外
の
人
を
ラ
ン
ダ
ム
に
あ
げ
て
み
れ
ば
、
東
野
芳
明
、
荒
川
修
作
、
瀧
口
修
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造
、
飯
島
耕
一
、
大
岡
信
、
中
原
佑
介
、
栗
田
勇
と
い
っ
た
名
前
が
な
ら
ぶ
。 
（
17
）
引
用
は
、
加
藤
一
夫
編
集
『
マ
ス
コ
ミ
の
眼
が
と
ら
え
た
カ
ッ
パ
の
本 
〈
創
作
出
版
〉
の
発
生
と
そ
の
進
展
』（
光
文
社
、
一
九
六
八
年
一
月
）
に
拠
る
。 
（
18
）
和
田
敦
彦
が
『
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
読
者 
読
書
論
の
現
在
』（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
〇
二
年
五
月
）
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
読
書
は
様
々
な
角
度
か
ら
問
題
と
」
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
九
十
年
代
以
降
は
、「
歴
史
学
、
社
会
学
に
お
い
て
も
読
書
が
積
極
的
に
問
題
化
さ
れ
て
く
る
」
こ
と
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
、
そ
う
し
た
読
書
論
／
読
者
論
の
射
程
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
期
ま
で
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
多
く
、
戦
後
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
社
会
に
お
け
る
読
者
の
諸
相
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
を
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
戦
後
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
容
に
着
目
し
た
『
文
学
』
の
特
集
「
編
成
の
力
学
―
50
年
代
を
よ
む
」（
二
〇
〇
四
年
十
一
・
十
二
月
）
に
お
い
て
も
、「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
王
者
」
を
排
出
し
た
新
聞
小
説
の
分
析
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。 な
お
読
者
論
の
成
果
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
石
原
千
秋
の
『
読
者
は
ど
こ
に
い
る
の
か
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
九
年
十
月
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
石
原
は
「
内
面
の
共
同
体
」
と
い
う
非
常
に
示
唆
的
な
概
念
を
「
仮
設
」
し
て
い
る
。
石
原
は
「
内
面
の
共
同
性
を
人
々
に
教
え
る
最
も
す
ぐ
れ
た
教
科
書
が
小
説
だ
っ
た
」
と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。 
 
小
説
の
読
者
は
「
こ
こ
に
も
自
分
が
い
る
」
と
感
じ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
「
あ
の
人
も
自
分
と
同
じ
よ
う
に
読
ん
で
い
る
だ
ろ
う
」
と
感
じ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
そ
の
上
で
、「
自
分
は
ち
ょ
っ
と
違
う
読
み
方
も
し
て
い
る
し
、
違
う
読
み
方
が
で
き
る
」
と
い
う
感
覚
を
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
の
が
大
衆
だ
。
そ
れ
が
近
代
小
説
の
読
者
で
あ
る
。 
 
こ
の
石
原
の
「
仮
設
」
を
敷
衍
す
る
の
な
ら
、「
砂
の
器
」
も
今
西
を
媒
介
に
「
内
面
の
共
同
体
」
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
と
は
い
え
、「
砂
の
器
」
は
排
除
の
構
造
も
、
む
ろ
ん
有
し
て
い
た
。「
砂
の
器
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
章
を
取
り
立
て
て
難
解
と
は
感
じ
な
い
人
々
は
、
読
者
と
し
て
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。
た
と
え
ば
「
砂
の
器
」
を
切
っ
て
捨
て
た
大
岡
昇
平
は
読
者
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
岡
昇
平
は
「
砂
の
器
」
を
読
み
切
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
読
者
た
り
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
岡
昇
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平
は
「
砂
の
器
」
が
用
意
す
る
「
内
面
の
共
同
体
」
に
は
決
し
て
入
ら
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
「
砂
の
器
」
を
読
み
切
っ
た
読
者
の
一
員
で
は
あ
る
の
だ
。
お
そ
ら
く
「
砂
の
器
」
は
、
今
西
の
「
内
面
」
に
共
感
で
き
な
く
て
も
、
あ
る
い
は
「
大
衆
」
と
は
「
内
面
」
を
異
に
す
る
と
い
う
矜
持
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
今
西
の
視
点
を
共
有
さ
せ
て
し
ま
う
力
を
内
在
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
大
岡
昇
平
を
も
読
者
と
し
て
招
き
寄
せ
る
因
子
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
砂
の
器
」
の
読
者
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
異
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
石
原
が
「
仮
設
」
し
た
「
内
面
の
共
同
体
」
と
い
う
概
念
は
、
清
張
の
読
者
に
つ
い
て
の
考
察
を
通
し
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
練
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
（
19
）
立
花
隆
、
前
掲
書
、
注
（
14
）
を
参
照
の
こ
と
。 
（
20
）
和
賀
英
良
や
関
川
重
雄
ら
の
「
ヌ
ー
ボ
ー
・
グ
ル
ー
プ
」
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
安
智
史
が
「
音
楽
殺
人
の
時
代
的
過
程
―
菊
池
寛
大
衆
長
篇
小
説
か
ら
松
本
清
張
「
砂
の
器
」
へ
」
（『
第
一
回
松
本
清
張
研
究
奨
励
事
業
研
究
報
告
書
』、
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
）
で
、
芥
川
也
寸
志
、
諸
井
誠
、
黛
敏
郎
、
武
満
徹
、
松
平
頼
暁
ら
を
挙
げ
、「
お
よ
そ
こ
れ
ら
の
作
曲
家
た
ち
が
、
同
時
代
の
モ
デ
ル
と
い
え
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
藤
井
淑
禎
も
、『
清
張 
闘
う
作
家
―
「
文
学
」
を
超
え
て
―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）
に
収
め
ら
れ
た
「
清
張
と
純
文
学
派
―
対
決
の
構
図
―
」
で
考
察
を
加
え
、「
従
来
和
賀
の
モ
デ
ル
と
し
て
は
黛
敏
郎
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
言
の
グ
ル
ー
プ
を
重
視
す
れ
ば
武
満
と
な
ろ
う
」
と
指
摘
し
、
江
藤
淳
、
石
原
慎
太
郎
、
大
江
健
三
郎
、
武
満
徹
、
浅
利
慶
太
ら
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
さ
れ
た
『
三
田
文
学
』
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
発
言
」
を
ふ
ま
え
る
と
、
和
賀
の
モ
デ
ル
は
武
満
徹
で
あ
り
、
評
論
家
の
関
川
の
モ
デ
ル
は
江
藤
淳
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
た
。
た
だ
し
当
時
新
聞
や
雑
誌
と
い
っ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
わ
せ
て
い
た
〈
表
象
の
世
界
〉
の
作
曲
家
と
い
う
側
面
を
重
視
す
る
な
ら
、
和
賀
の
モ
デ
ル
は
武
満
徹
で
は
な
く
、
黛
敏
郎
と
み
な
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。『
読
売
新
聞
』
で
「
砂
の
器
」
を
読
ん
で
い
た
読
者
が
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
多
少
な
り
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
黛
敏
郎
で
あ
り
、
武
満
徹
を
知
る
読
者
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 
ち
な
み
に
立
花
隆
は
前
掲
書
（
注
（
14
）
を
参
照
）
で
、「
こ
の
当
時
、
黛
敏
郎
は
、
作
曲
界
の
大
ス
タ
ー
だ
っ
た
。
黛
は
一
九
二
九
年
生
ま
れ
で
、
武
満
と
は
一
歳
ち
が
い
だ
が
、
す
で
に
超
の
つ
く
売
れ
っ
子
だ
っ
た
。
一
九
五
二
年
か
ら
五
三
年
に
か
け
て
は
、
映
画
音
楽
だ
け
で
も
、「
カ
ル
メ
ン
純
情
す
」
な
ど
一
年
間
に
二
十
一
本
も
作
っ
て
い
た
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
秋
山
邦
晴
が
語
っ
た
、
黛
敏
郎
に
つ
い
て
の
次
の
よ
う
な
証
言
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
限
り
「
砂
の
器
」
に
描
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か
れ
る
和
賀
の
セ
レ
ブ
な
生
活
は
、
当
時
貧
乏
で
ピ
ア
ノ
を
買
う
こ
と
が
で
き
ず
、
黛
敏
郎
か
ら
ピ
ア
ノ
を
一
台
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
武
満
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
や
は
り
黛
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
考
え
る
方
が
適
当
で
あ
る
。 
 
「
ア
プ
レ
ゲ
ー
ル
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
い
う
か
、
花
形
的
存
在
で
し
た
ね
。
美
人
女
優
を
奥
さ
ん
に
し
て
、
ジ
ャ
ガ
ー
に
乗
っ
て
、
芸
能
週
刊
誌
に
写
真
が
の
っ
て
、
文
字
通
り
の
ス
タ
ー
で
し
た
。
あ
の
こ
ろ
『
週
刊
朝
日
』
で
、
月
に
ど
れ
く
ら
い
お
金
を
使
う
か
と
問
わ
れ
て
、
二
十
何
万
円
と
答
え
て
い
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
大
学
卒
の
初
任
給
が
一
万
円
あ
っ
た
か
な
か
っ
た
か
の
時
代
で
す
よ
。
映
画
雄
音
楽
を
沢
山
や
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
く
ら
い
稼
い
で
い
た
ん
で
し
ょ
う
が
、
ぼ
く
ら
と
は
全
く
別
世
界
の
人
間
と
い
う
感
じ
で
し
た
。［
中
略
］
芸
大
の
卒
業
制
作
が
、『
十
楽
器
の
た
め
の
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
』
と
い
う
曲
な
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
Ｎ
響
の
演
奏
で
レ
コ
ー
ド
に
な
っ
た
ん
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
前
代
未
聞
で
す
よ
。
同
じ
年
に
、『
ス
フ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
（
楔
形
文
字
）』
と
い
う
曲
が
国
際
現
代
音
楽
祭
で
入
選
し
た
か
と
思
う
と
、
今
度
は
す
ぐ
フ
ラ
ン
ス
の
政
府
給
費
留
学
生
に
な
っ
て
、
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ワ
ー
ル
に
一
年
間
留
学
し
、
帰
っ
て
く
る
と
当
時
フ
ラ
ン
ス
で
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
を
日
本
に
紹
介
し
、
つ
づ
い
て
は
電
子
音
楽
も
手
が
け
る
と
い
う
具
合
い
に
、
前
衛
音
楽
の
最
前
線
で
活
動
す
る
一
方
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
に
も
才
能
を
示
し
て
、
映
画
音
楽
の
主
題
曲
な
ん
か
で
も
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
ね
。
武
満
は
い
つ
も
黛
さ
ん
の
音
楽
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
し
た
。
心
の
中
で
ず
っ
と
ラ
イ
バ
ル
視
し
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
黛
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
も
好
き
で
、『
カ
ル
メ
ン
純
情
す
』
の
レ
コ
ー
ド
が
出
た
と
き
、
下
北
沢
の
レ
コ
ー
ド
屋
で
買
お
う
か
買
う
ま
い
か
迷
っ
て
い
た
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
よ
。
そ
う
い
う
人
か
ら
ピ
ア
ノ
を
贈
ら
れ
た
の
で
、
武
満
は
び
っ
く
り
も
し
た
け
ど
、
そ
れ
以
上
に
大
感
激
し
て
い
ま
し
た
ね
」 
（
21
）
新
聞
小
説
研
究
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
『
小
説tripper
』
が
一
九
九
九
年
三
月
に
特
集
し
た
「
特
集 
新
聞
小
説
家
と
し
て
の
漱
石
」、
及
び
『
文
学
』
が
二
〇
〇
三
年
一
・
二
月
に
特
集
し
た
「
特
集 
新
聞
小
説
の
東
西
―
近
代
の
る
つ
ぼ
」
な
ど
の
雑
誌
特
集
が
参
考
に
な
っ
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
の
成
果
、
た
と
え
ば
小
倉
孝
誠
の
『『
パ
リ
の
秘
密
』
の
社
会
史 
―
ウ
ー
ジ
ェ
ー
ヌ
・
シ
ュ
ー
と
新
聞
小
説
の
時
代
』（
新
曜
社
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）
や
、
宮
下
志
朗
『
本
を
読
む
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
―
〝
読
者
大
衆
〟
の
出
現
―
』（
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
な
ど
か
ら
も
、
大
き
な
示
唆
を
得
た
。
日
本
近
代
文
学
の
分
野
で
は
、
関
肇
の
『
新
聞
小
説
の
時
代 
メ
デ
279 
 
ィ
ア
・
読
者
・
メ
ロ
ド
ラ
マ
』（
新
曜
社
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）
が
、
多
く
の
啓
発
的
な
視
座
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
。
ま
た
戦
後
の
新
聞
小
説
に
つ
い
て
は
、
注
（
18
）
で
掲
げ
た
『
文
学
』
の
特
集
以
外
に
、「
清
張
と
新
聞
」
を
特
集
し
た
『
松
本
清
張
研
究
』（
二
〇
一
五
年
三
月
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 
（
22
）『
図
書
新
聞
』
の
「
今
年
の
出
版
界
」
が
言
及
し
て
い
る
「
〝
光
文
社
文
化
〟
」
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
竹
内
洋
が
『
教
養
主
義
の
没
落
―
変
わ
り
ゆ
く
エ
リ
ー
ト
学
生
文
化
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
二
年
一
月
）
で
指
摘
し
て
い
た
、
一
九
六
〇
年
前
後
に
お
け
る
教
養
主
義
の
失
墜
と
併
せ
て
、
改
め
て
分
析
し
直
す
必
要
が
あ
る
。「「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
文
化
の
蔓
延
と
覇
権
こ
そ
教
養
主
義
の
終
わ
り
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
社
会
構
造
と
文
化
で
あ
る
」
と
竹
内
は
述
べ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
竹
内
が
言
う
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
文
化
を
「
蔓
延
」
さ
せ
、
そ
の
文
化
が
「
覇
権
」
を
握
る
に
あ
た
り
、
「
〝
光
文
社
文
化
〟
」
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。
戦
後
か
ら
今
日
に
か
け
て
の
読
書
文
化
、
出
版
文
化
を
考
え
る
に
際
し
て
、「
〝
光
文
社
文
化
〟
」
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
「
〝
光
文
社
文
化
〟
」
を
支
え
た
書
き
手
の
一
人
が
、
松
本
清
張
で
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。「
〝
光
文
社
文
化
〟
」
を
戦
後
の
文
化
史
の
中
に
位
置
づ
け
、
そ
の
中
で
松
本
清
張
が
果
た
し
た
役
割
、
及
び
読
者
も
含
め
た
出
版
界
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。 
（
23
）
樋
口
尚
文
『『
砂
の
器
』
と
『
日
本
沈
没
』 
70
年
代
日
本
の
超
大
作
映
画
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）。 
（
24
）
鬼
頭
麟
兵
「
腕
力
と
い
う
こ
と
―
松
本
清
張
映
画
の
脚
色
に
つ
い
て
―
」（
シ
ナ
リ
オ
作
家
協
会
編
『
橋
本
忍 
人
と
シ
ナ
リ
オ
』
所
収
、
シ
ナ
リ
オ
作
家
協
会
、
一
九
九
四
年
十
月
）。 
（
25
）
村
井
淳
志
『
脚
本
家
・
橋
本
忍
の
世
界
』（
集
英
社
新
書
、
二
〇
〇
五
年
八
月
）。 
（
26
）
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
か
ら
『
砂
の
器
』
が
刊
行
さ
れ
て
す
ぐ
に
、『
砂
の
器
』
の
映
画
化
は
企
画
さ
れ
た
。
し
か
し
映
画
化
さ
れ
封
切
ら
れ
る
ま
で
は
、
お
よ
そ
十
四
年
の
月
日
を
要
し
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
映
画
「
砂
の
器
」
で
撮
影
監
督
を
担
当
し
た
川
又
昂
が
、
次
の
よ
う
な
証
言
を
残
し
て
い
る
。 
 
 
松
竹
映
画
「
砂
の
器
」
は
、
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）
に
公
開
さ
れ
た
作
品
で
す
が
、
企
画
と
し
て
決
ま
っ
た
の
は
、
そ
の
15
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
な
か
な
か
製
作
に
こ
ぎ
つ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
当
時
、
松
竹
会
長
の
城
戸
四
郎
（
故
人
）
が
反
対
し
て
い
た
の
と
、
壮
大
な
構
想
の
た
め
、
製
作
費
の
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。 
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転
機
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
48
年
に
脚
本
の
橋
本
忍
さ
ん
が
橋
本
プ
ロ
を
創
設
し
て
製
作
費
を
松
竹
と
折
半
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
橋
本
プ
ロ
第
１
作
と
し
て
「
砂
の
器
」
の
製
作
が
決
定
し
た
の
で
す
。 
（「
撮
影
現
場 
川
又
昂
に
き
く
撮
影
秘
話
」、『
小
学
館
Ｄ
Ｖ
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 
松
本
清
張
傑
作
映
画
ベ
ス
ト
10 
砂
の
器
』
所
収
、
小
学
館
、
二
〇
〇
九
年
九
月
） 
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第
二
章 
〈
眼
〉
か
ら
〈
耳
〉
へ 
―
松
本
清
張
「
砂
の
器
」
を
聴
く 
  
一 
松
本
清
張
に
お
け
る
〈
音
〉 
 
松
本
清
張
の
「
霧
の
旗
」（『
婦
人
公
論
』、
一
九
五
九
年
七
月
～
六
〇
年
三
月
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
印
象
的
な
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
小
説
全
体
か
ら
言
え
ば
、
ち
ょ
う
ど
間
奏
曲
の
よ
う
な
一
節
な
の
だ
が
、
物
語
が
急
激
に
展
開
し
て
い
く
後
半
を
予
兆
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、「
霧
の
旗
」
を
読
ん
だ
者
な
ら
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
面
で
あ
る
。 
 
「
何
を
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
？
」 
「
霧
だ
」 
大
塚
は
短
く
答
え
た
。 
「
霧
は
音
を
立
て
る
と
い
う
が
、
君
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
い
？
」 
「
さ
あ
」 
径
子
は
、
三
面
鏡
の
前
に
坐
っ
て
、
顔
を
覗
き
な
が
ら
答
え
た
。 
「
存
じ
ま
せ
ん
わ
、
霧
に
も
音
あ
る
の
か
し
ら
」 
大
塚
は
黙
っ
て
い
た
。
煙
草
に
火
を
つ
け
る
と
籐
椅
子
に
坐
っ
た
。 
 
大
塚
は
敏
腕
の
弁
護
士
で
あ
る
。
誰
も
が
有
罪
だ
と
信
じ
切
っ
て
い
た
殺
人
罪
被
告
の
冤
罪
を
晴
ら
し
た
こ
と
も
一
度
な
ら
ず
あ
り
、
刑
事
事
件
の
弁
護
に
か
け
て
は
「
日
本
で
一
流
と
い
う
名
声
」
を
手
に
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
大
塚
は
公
判
記
録
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
い
き
、
調
書
や
聴
取
書
の
「
一
言
一
句
も
見
逃
さ
な
い
で
」
分
析
し
、
凡
庸
な
国
選
弁
護
人
で
は
気
づ
く
こ
と
の
で
き
な
い
矛
盾
を
露
呈
さ
せ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
大
塚
が
、
愛
人
で
あ
る
径
子
に
、
ふ
と
漏
ら
し
た
の
が
「
霧
は
音
を
立
て
る
と
い
う
が
、
君
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
い
？
」
と
い
う
問
い
か
け
だ
っ
た
。 
径
子
は
、
外
を
向
い
て
た
た
ず
ん
で
い
る
大
塚
を
眼
に
し
て
、「
何
を
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
？
」
と
尋
ね
た
。
径
子
は
、
大
塚
が
窓
の
外
の
何
か
を
見
て
い
る
の
だ
と
思
い
、
そ
う
し
た
問
い
を
投
げ
か
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
「
霧
だ
」
と
答
え
た
大
塚
は
、
し
か
し
窓
外
に
漂
う
霧
を
見
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
大
塚
は
霧
を
眼
で
追
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
霧
の
〈
音
〉
を
〈
耳
〉
で
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
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霧
の
〈
音
〉
を
聴
く
―
そ
こ
に
松
本
清
張
の
作
品
が
持
つ
魅
力
の
一
端
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
誰
も
が
視
覚
で
捉
え
て
満
足
し
て
い
る
も
の
に
、〈
耳
〉
を
澄
ま
す
こ
と
。
あ
る
い
は
響
い
て
い
る
は
ず
な
の
に
聞
い
て
は
い
な
い
〈
音
〉
を
聴
こ
う
と
す
る
こ
と
。
凡
庸
な
弁
護
士
な
ら
気
づ
き
も
し
な
い
矛
盾
を
抉
り
出
し
て
し
ま
う
大
塚
は
、
注
意
深
く
聴
く
〈
耳
〉
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
誰
も
が
聞
き
過
ご
し
て
し
ま
う
〈
音
〉
を
注
意
深
く
聴
き
取
ろ
う
と
す
る
よ
う
に
、
大
塚
は
公
判
記
録
に
耳
を
澄
ま
し
た
の
で
あ
る
。 
周
知
の
通
り
松
本
清
張
は
デ
ビ
ュ
ー
前
、
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。『
松
本
清
張
事
典 
増
補
版
』
所
収
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）
の
「
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、
清
張
は
一
九
四
八
年
に
は
朝
日
新
聞
西
日
本
本
社
広
告
部
意
匠
係
に
勤
務
し
な
が
ら
図
案
家
と
し
て
も
活
躍
し
、
時
に
門
司
鉄
道
局
主
催
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
す
る
な
ど
し
て
い
た
。『
半
生
の
記
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
六
六
年
十
月
）
に
よ
れ
ば
、
デ
ビ
ュ
ー
す
る
ま
で
の
清
張
は
、「
印
刷
屋
の
仕
事
を
内
職
に
し
、
時
折
り
懸
賞
金
目
当
て
の
ポ
ス
タ
ー
を
描
い
」
て
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
そ
れ
ゆ
え
に
と
い
う
べ
き
か
、
清
張
に
は
美
術
家
を
扱
っ
た
佳
品
が
多
い
。
た
と
え
ば
雪
舟
や
葛
飾
北
斎
や
写
楽
ら
を
扱
っ
た
「
小
説
日
本
芸
譚
」（『
芸
術
新
潮
』、
一
九
五
七
年
一
月
～
十
二
月
）
を
皮
切
り
に
、
「
青
の
あ
る
断
層
」（『
オ
ー
ル
読
物
』、
一
九
五
五
年
十
一
月
）
や
「
真
贋
の
森
」（『
別
冊
文
藝
春
秋
』、
一
九
五
八
年
七
月
）、
そ
し
て
「
天
才
画
の
女
」（『
週
刊
新
潮
』、
一
九
七
八
年
三
月
十
六
日
～
十
月
十
二
日
）
な
ど
数
限
り
な
く
あ
る
。
新
潮
文
庫
版
『
天
才
画
の
女
』
の
「
解
説
」
で
中
島
河
太
郎
も
、「
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
芸
術
家
た
ち
を
俎
上
に
載
せ
て
い
る
の
は
、
松
本
氏
が
は
や
く
か
ら
絵
ご
こ
ろ
が
あ
り
、
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
と
密
接
な
繋
が
り
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
た
し
か
に
美
術
と
い
う
視
覚
芸
術
が
清
張
に
は
似
つ
か
わ
し
い
。
新
進
気
鋭
の
カ
メ
ラ
マ
ン
を
視
点
人
物
の
ひ
と
り
と
し
て
登
場
さ
せ
た
「
風
の
視
線
」（『
女
性
自
身
』、
一
九
六
一
年
一
月
三
日
～
十
二
月
十
八
日
）
の
タ
イ
ト
ル
が
象
徴
し
て
い
る
の
よ
う
に
、
清
張
と
い
え
ば
〈
眼
〉
の
ひ
と
と
い
っ
た
印
象
が
や
は
り
強
い
の
で
あ
る
。 
 
そ
れ
に
対
し
て
〈
耳
〉
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
清
張
は
「
私
の
く
ず
か
ご
」（『
オ
ー
ル
読
物
』、
一
九
六
七
年
五
月
～
六
八
年
四
月
）
に
、「
小
学
校
の
私
の
唱
歌
の
成
績
は
丙
で
あ
っ
た
。
私
の
子
供
も
み
ん
な
音
痴
で
あ
る
。
父
親
の
血
ら
し
い
。」
と
書
き
記
し
て
い
た
。
清
張
は
音
痴
を
自
認
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
清
張
が
、
み
ず
か
ら
を
〈
眼
〉
の
人
と
い
う
評
を
肯
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
〈
耳
〉
の
人
だ
と
い
う
評
に
は
苦
笑
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
清
張
の
作
品
か
ら
は
、〈
耳
〉
の
人
で
な
け
れ
ば
捉
え
損
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
豊
か
な
〈
音
〉
と
〈
声
〉
が
、
聞
こ
え
て
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
〈
音
〉
や
〈
声
〉
に
耳
を
澄
ま
さ
ず
に
清
張
の
作
品
を
読
む
こ
と
は
、
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清
張
作
品
が
有
す
る
魅
力
の
過
半
を
圧
し
殺
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。 
 
た
と
え
ば
「
黒
地
の
絵
」（『
新
潮
』、
一
九
五
八
年
三
月
～
四
月
）
は
、
清
張
の
〈
耳
〉
の
感
性
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
冒
頭
、
朝
鮮
戦
争
の
戦
況
を
伝
え
る
Ａ
Ｐ
通
信
や
Ｕ
Ｐ
通
信
な
ど
の
報
道
の
引
用
が
続
い
た
後
、「
黒
地
の
絵
」
は
「
太
鼓
は
祭
の
数
日
前
か
ら
音
を
全
市
に
隈
な
く
鳴
ら
し
て
い
た
」
と
い
う
一
文
で
始
ま
る
。「
ど
ど
ん
こ
、
ど
ん
、
ど
ん
、
ど
ど
ん
こ
、
ど
ん
、
ど
ん
」
と
い
う
太
鼓
の
〈
音
〉
が
、
祭
の
く
る
何
日
も
前
か
ら
小
倉
の
街
中
に
は
充
満
す
る
。
む
ろ
ん
太
鼓
の
「
鈍
い
、
妖
気
の
こ
も
っ
た
調
和
音
」
は
、「
街
か
ら
一
里
ば
か
り
離
れ
た
場
所
」
に
あ
っ
た
米
軍
の
ジ
ョ
ウ
ノ
・
キ
ャ
ン
プ
に
ま
で
、
あ
た
か
も
「
舞
踏
楽
」
の
よ
う
に
響
い
て
く
る
。
ち
ょ
う
ど
祭
の
二
日
前
、「
北
鮮
共
産
軍
と
対
戦
す
る
た
め
朝
鮮
に
送
ら
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
」「
黒
人
部
隊
」
が
キ
ャ
ン
プ
に
到
着
し
た
。
語
り
手
は
、
「
黒
人
部
隊
」
の
兵
士
た
ち
に
、
祭
の
〈
音
〉
は
次
の
よ
う
に
聞
か
れ
た
に
ち
が
い
な
い
と
推
測
す
る
。 
 
 
黒
人
兵
た
ち
は
、
不
安
に
ふ
る
え
て
い
る
胸
で
、
そ
の
打
楽
器
音
に
耳
を
傾
け
た
に
違
い
な
か
っ
た
。
ど
ど
ん
こ
、
ど
ん
、
ど
ん
、
ど
ど
ん
こ
、
ど
ん
、
ど
ん
、
と
い
う
単
調
な
パ
タ
ー
ン
の
繰
り
返
し
は
、
旋
律
に
呪
文
的
な
も
の
が
こ
も
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
む
き
出
た
目
を
ぎ
ろ
ぎ
ろ
と
動
か
し
、
厚
い
唇
を
半
開
き
に
し
て
聞
き
入
っ
た
で
あ
ろ
う
。
音
は
、
深
い
森
の
奥
か
ら
打
ち
鳴
ら
す
未
開
人
の
祭
典
舞
踊
の
太
鼓
に
似
か
よ
っ
て
い
た
。
そ
う
い
え
ば
、
キ
ャ
ン
プ
と
街
と
の
間
に
横
た
わ
る
帯
の
よ
う
な
闇
が
、
そ
の
ま
ま
森
林
地
帯
を
思
わ
せ
た
。 
 
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
一
節
に
は
、
た
く
さ
ん
の
問
題
が
は
ら
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
黒
人
兵
」
を
「
未
開
人
」
と
し
て
表
象
し
て
疑
う
こ
と
の
な
い
そ
の
語
り
は
、
批
判
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。「
黒
人
兵
」
を
野
性
と
し
て
ひ
と
し
な
み
に
表
象
し
て
満
足
す
る
こ
と
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
無
知
を
さ
ら
け
出
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
し
か
し
「
黒
地
の
絵
」
の
こ
う
し
た
箇
所
で
着
目
し
た
い
の
は
、〈
音
〉
に
対
し
て
の
清
張
が
持
っ
て
い
た
感
性
で
あ
る
。「
黒
地
の
絵
」
に
は
次
の
よ
う
な
言
葉
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
黒
人
兵
士
た
ち
の
胸
の
深
部
に
鬱
積
し
た
絶
望
的
な
恐
怖
と
、
抑
圧
さ
れ
た
衝
動
と
が
、
太
鼓
の
音
に
攪
拌
せ
ら
れ
て
奇
妙
な
融
合
を
と
げ
、
醗
酵
を
し
た
。
音
は
そ
れ
だ
け
の
効
果
と
刺
激
と
を
黒
人
兵
た
ち
に
与
え
た
の
だ
っ
た
」。
音
痴
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
い
や
音
痴
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
い
う
べ
き
か
、
清
張
は
〈
音
〉
が
ひ
と
の
身
体
に
与
え
る
効
能
に
、
こ
と
の
ほ
か
敏
感
だ
っ
た
。
安
智
史
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
清
張
は
「
広
義
の
音
響
、
声
、
そ
う
し
て
そ
の
複
製
技
術
」
が
「
人
間
の
感
性
・
情
動
に
も
た
ら
す
力
に
、
鋭
い
問
題
意
識
を
有
し
て
い
た
作
家
」
だ
っ
た
。（
１
）
清
張
の
作
品
に
お
い
て
〈
音
〉
そ
し
て
〈
声
〉
は
、
登
場
人
物
と
世
界
と
の
関
わ
り
を
形
づ
く
る
無
視
す
る
こ
と
の
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で
き
な
い
要
素
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
そ
も
そ
も
清
張
に
芥
川
賞
受
賞
を
も
た
ら
し
た
「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」（『
三
田
文
学
』、
一
九
五
二
年
九
月
）
に
お
い
て
、〈
音
〉
は
と
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
主
人
公
の
田
上
耕
作
が
森
鷗
外
に
興
味
を
抱
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、「
で
ん
び
ん
や
さ
ん
」
の
鈴
の
〈
音
〉
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
い
つ
ま
で
も
幽
か
な
余
韻
を
耳
に
残
し
」
た
後
に
か
ぼ
そ
く
消
え
て
い
く
「
ち
り
ん
ち
り
ん
と
い
う
手
の
鈴
の
音
」
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
耕
作
は
、
鷗
外
の
「
独
身
」
を
読
み
、
そ
こ
に
「
伝
便
の
鈴
の
音
」
が
「
ち
り
ん
、
ち
り
ん
、
ち
り
ん
」
と
描
き
止
め
ら
れ
て
い
る
の
を
眼
に
し
て
、
鷗
外
の
著
作
に
親
し
み
始
め
る
。「
で
ん
び
ん
や
さ
ん
」
の
鈴
の
〈
音
〉
が
、
耕
作
を
鷗
外
に
結
ぶ
「
機
縁
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
と
は
、〈
音
〉
に
導
か
れ
て
一
生
を
鷗
外
に
捧
げ
た
男
の
物
語
で
も
あ
っ
た
。 
〈
耳
〉
の
ひ
と
、
松
本
清
張
。「
遠
く
か
ら
声
」（『
新
女
苑
』、
一
九
五
七
年
五
月
）
に
お
け
る
「
お
に
い
ー
さ
ま
あ
。」
と
い
う
義
妹
の
〈
声
〉
の
反
復
、
あ
る
い
は
「
ゼ
ロ
の
焦
点
」（
光
文
社
、
一
九
五
九
年
十
二
月
）
に
お
け
る
「In her tomb by the sounding sea!
」
と
い
う
〈
音
〉
に
満
ち
た
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の
詩
句
の
反
復
（
２
）
は
、
音
痴
に
は
ま
ね
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
芸
当
で
あ
ろ
う
。
清
張
は
生
身
の
人
間
と
し
て
は
音
痴
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
文
章
に
お
い
て
は
決
し
て
音
痴
な
ど
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
読
み
や
す
い
文
章
を
リ
ズ
ム
よ
く
紡
ぎ
出
す
清
張
は
、
む
し
ろ
〈
音
〉
や
〈
声
〉
に
鋭
敏
な
作
家
だ
っ
た
と
い
う
べ
き
だ
。
清
張
の
作
品
で
は
、〈
音
〉
や
〈
声
〉
が
あ
る
時
に
は
主
題
と
し
て
、
あ
る
時
に
は
通
奏
低
音
と
し
て
響
き
を
与
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
響
き
を
聴
取
せ
ず
に
清
張
を
読
ん
だ
と
し
て
も
、
は
た
し
て
本
当
に
読
ん
だ
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
清
張
を
読
も
う
と
す
る
の
な
ら
、
読
者
も
ま
た
〈
耳
〉
を
澄
ま
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 
  
二 
「
砂
の
器
」
と
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト 
 
「
砂
の
器
」
は
一
九
六
〇
年
五
月
十
七
日
か
ら
翌
年
四
月
二
十
日
ま
で
『
読
売
新
聞
』
夕
刊
に
連
載
さ
れ
た
。
清
張
の
新
聞
小
説
が
全
国
紙
で
連
載
さ
れ
た
の
は
、
前
章
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
、「
砂
の
器
」
が
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
。（
３
）
序
章
で
も
述
べ
た
通
り
、
当
時
の
小
説
家
に
と
っ
て
、
全
国
紙
で
の
新
聞
連
載
は
、
い
わ
ば
檜
舞
台
だ
っ
た
。
一
九
五
三
年
に
芥
川
賞
を
受
賞
し
、
一
九
五
八
年
二
月
に
相
次
い
で
光
文
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
点
と
線
』
と
『
眼
の
壁
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
〝
社
会
派
推
理
小
説
〟
の
中
心
人
物
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、「
砂
の
器
」
ま
で
清
張
が
全
国
紙
で
の
新
聞
連
載
と
い
う
重
責
を
担
わ
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
砂
の
器
」
の
連
載
時
に
編
集
を
担
当
し
た
山
村
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亀
二
郎
が
言
う
よ
う
に
、
清
張
に
用
意
さ
れ
た
の
は
、
当
時
新
進
作
家
が
登
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
「
夕
刊
小
説
の
舞
台
」
だ
っ
た
。「
当
時
の
朝
刊
小
説
は
ベ
テ
ラ
ン
の
作
家
、
吉
川
英
治
、
獅
子
文
六
、
大
佛
次
郎
、
石
坂
洋
次
郎
、
石
川
達
三
氏
等
が
交
互
に
朝
日
、
毎
日
、
読
売
の
三
社
に
書
き
、
二
、
三
年
先
ま
で
約
束
さ
れ
て
い
た
」
の
で
あ
る
。（
４
） 
そ
れ
ゆ
え
全
国
紙
で
の
新
聞
連
載
と
い
う
檜
舞
台
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
、
清
張
は
並
々
な
ら
ぬ
決
意
を
抱
い
て
い
た
。
た
と
え
ば
編
集
担
当
の
山
村
は
、
次
の
よ
う
な
清
張
の
言
葉
を
伝
え
て
い
る
。 
 
新
聞
で
推
理
小
説
を
試
み
る
の
は
初
め
て
な
の
で
僕
も
真
剣
で
す
。
毎
日
読
者
を
飽
き
さ
せ
ず
に
読
ま
せ
る
の
は
相
当
の
工
夫
を
要
し
ま
す
。
で
す
か
ら
新
聞
の
持
つ
機
能
を
フ
ル
に
利
用
出
来
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。 
 
清
張
は
「
毎
日
読
者
を
飽
き
さ
せ
ず
に
読
ま
せ
」
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
新
聞
小
説
の
読
者
は
、
文
芸
誌
と
は
比
べ
る
ま
で
も
な
く
莫
大
な
数
に
上
る
。
清
張
が
数
多
く
の
連
載
を
手
が
け
て
き
た
週
刊
誌
の
読
者
と
比
べ
て
も
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
れ
ら
新
聞
小
説
の
読
者
の
大
多
数
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
だ
け
で
も
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
し
か
も
新
聞
小
説
で
は
、「
文
芸
雑
誌
の
小
説
の
よ
う
に
作
者
が
読
者
の
高
級
性
に
依
存
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
最
下
級
の
読
者
か
ら
最
高
級
の
イ
ン
テ
リ
ー
ま
で
含
ん
で
お
り
、
か
つ
そ
の
最
高
級
の
知
識
階
級
と
い
え
ど
も
必
ず
し
も
「
小
説
を
読
む
知
識
」
を
も
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
」（
５
）
の
で
あ
る
。 
そ
う
し
た
読
者
を
相
手
に
清
張
が
取
り
上
げ
た
の
は
、
よ
り
に
も
よ
っ
て
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
（
６
）
だ
っ
た
。
日
本
で
最
初
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
作
品
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
た
め
の
Ｘ
Ｙ
Ｚ
」（
放
送
は
一
九
五
三
年
十
一
月
）
を
作
曲
し
た
黛
敏
郎
に
よ
れ
ば
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
は
電
子
音
楽
と
と
も
に
、「
最
も
現
代
的
な
音
楽
の
代
表
」
で
あ
っ
た
。（
７
）
フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
で
あ
り
ま
た
ラ
ジ
オ
技
師
で
も
あ
っ
た
ピ
エ
ー
ル
・
シ
ェ
フ
ェ
ー
ル
が
、「
録
音
し
た
音
を
素
材
に
し
て
音
楽
を
作
る
」
こ
と
を
思
い
つ
い
た
の
が
一
九
四
八
年
で
あ
り
、
同
年
に
シ
ェ
フ
ェ
ー
ル
は
早
速
「
騒
音
の
五
つ
の
エ
チ
ュ
ー
ド
」
を
作
曲
し
た
。
一
九
五
一
年
か
ら
フ
ラ
ン
ス
政
府
給
費
留
学
生
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
黛
は
、
翌
年
五
月
に
「
パ
リ
のSalle Gaveau
で
開
か
れ
たMusique 
Concrè te
世
界
最
初
の
公
開
演
奏
会
」
に
赴
き
、「
音
楽
的
人
生
を
根
本
か
ら
変
改
さ
せ
る
ほ
ど
の
強
い
衝
撃
を
受
け
た
」
と
い
う
。（
８
）
そ
し
て
「
一
九
五
二
年
七
月
に
帰
国
し
た
黛
は
、
パ
リ
で
知
っ
た
ミ
ュ
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
を
、
日
本
と
い
う
地
で
実
現
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
始
め
」
た
。（
９
）
つ
ま
り
黛
を
通
し
て
、「
日
本
は
た
か
だ
か
五
年
遅
れ
で
フ
ラ
ン
ス
の
ミ
ュ
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
を
輸
入
」
で
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き
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
「
西
欧
で
広
ま
る
の
と
同
じ
時
期
に
、
ほ
と
ん
ど
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
」
受
容
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。（
10
）
一
九
五
〇
年
代
に
お
い
て
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
は
、
日
本
で
は
言
う
ま
で
も
な
く
世
界
的
に
見
て
も
最
先
端
の
音
楽
だ
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
『
読
売
新
聞
』
の
読
者
に
、
そ
う
し
た
音
楽
を
理
解
し
楽
し
め
る
ひ
と
が
ど
れ
だ
け
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
新
聞
小
説
に
お
い
て
は
、「
作
者
が
読
者
の
高
級
性
に
依
存
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
は
ず
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
清
張
は
、
全
国
紙
の
新
聞
小
説
で
、
お
よ
そ
一
般
的
と
は
思
わ
れ
な
い
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
を
俎
上
に
載
せ
た
の
で
あ
る
。 
と
は
い
え
清
張
が
「
砂
の
器
」
の
連
載
を
開
始
し
た
一
九
六
〇
年
と
い
う
時
点
に
お
い
て
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
が
す
で
に
前
衛
音
楽
の
代
名
詞
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
事
実
も
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
た
と
え
ば
一
九
五
七
年
に
吉
田
秀
和
を
所
長
に
「
二
〇
世
紀
音
楽
研
究
所
」
が
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
活
動
は
、
す
で
に
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
な
ど
の
「
新
し
い
音
響
よ
り
も
セ
リ
ア
リ
ズ
ム
に
傾
い
て
い
た
」
の
で
あ
る
。（
11
）
ま
た
川
崎
弘
二
に
よ
れ
ば
、
黛
敏
郎
自
身
も
一
九
五
四
年
に
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
技
法
を
用
い
た
ラ
ジ
オ
・
ド
ラ
マ
「
ボ
ク
シ
ン
グ
」
を
制
作
し
て
以
降
、「
狭
義
の
ミ
ュ
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
に
対
す
る
関
心
を
急
速
に
失
っ
て
」
し
ま
い
、
電
子
音
楽
に
関
心
を
向
け
て
い
く
が
、「
砂
の
器
」
の
連
載
が
始
ま
る
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
そ
の
電
子
音
楽
か
ら
も
撤
退
し
て
し
ま
う
。「
一
九
五
九
年
の
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
に
よ
る
『
カ
ン
パ
ノ
ロ
ジ
ー
』」
以
降
、
黛
に
よ
る
広
い
意
味
で
の
電
子
音
楽
へ
の
取
り
組
み
は
し
ば
ら
く
影
を
潜
め
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
の
で
あ
る
。（
12
） 
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
は
前
衛
の
代
名
詞
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
が
一
般
化
し
た
と
い
う
意
味
で
は
決
し
て
な
い
。
た
と
え
ば
都
民
劇
場
の
調
査
報
告
書
『
聴
衆
の
実
態
お
よ
び
世
論
調
査
の
報
告
書
』（
財
団
法
人
都
民
劇
場
、
一
九
五
八
年
三
月
）
に
よ
れ
ば
、
都
民
劇
場
音
楽
サ
ー
ク
ル
に
属
す
る
会
員
の
圧
倒
的
多
数
が
「
男
性
で
は
新
制
大
学
卒
」
で
あ
り
、「
女
性
で
は
新
制
高
校
卒
」
だ
っ
た
。
文
部
省
『
文
部
統
計
要
覧
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
〇
年
の
高
校
進
学
率
は
五
七
・
七
％
、
大
学
進
学
率
は
一
七
・
二
％
で
あ
る
。
こ
う
し
た
結
果
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
今
ほ
ど
に
身
近
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
し
、
ま
し
て
や
最
先
端
の
前
衛
的
な
現
代
音
楽
と
な
る
と
、
聴
衆
の
数
が
ぐ
っ
と
減
少
す
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
は
、
現
代
音
楽
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
前
衛
と
し
て
の
魅
力
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
が
、
楽
器
や
演
奏
者
な
ど
を
必
要
と
せ
ず
、
電
子
機
器
を
用
い
て
「
録
音
し
た
音
を
素
材
に
し
て
音
楽
を
作
る
」
と
い
う
新
奇
さ
に
よ
っ
て
、
大
衆
レ
ベ
ル
で
前
衛
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
表
徴
に
な
り
得
た
の
だ
ろ
う
。 
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た
と
え
ば
一
九
六
〇
年
十
月
十
七
日
の
『
読
売
新
聞
』
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
た
「
砂
の
器
」
の
連
載
一
五
三
回
「
抽
象
（
三
）」
と
題
さ
れ
た
回
に
は
、
次
の
よ
う
な
会
話
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 
「
和
賀
さ
ん
の
音
楽
っ
て
、
す
ご
く
新
し
い
ん
で
し
ょ
う
。
な
ん
で
す
か
、
前
衛
音
楽
と
か
っ
て
…
…
」 
「
そ
う
だ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
（
具
体
音
楽
）
と
い
う
ん
だ
。
今
ま
で
も
、
そ
れ
を
先
駆
的
に
や
っ
た
人
は
い
る
。
和
賀
は
、
そ
こ
に
眼
を
つ
け
て
始
め
た
ん
だ
が
ね
。
ど
う
せ
、
奴
に
は
、
そ
ん
な
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
独
創
と
い
う
も
の
が
全
然
な
い
ん
だ
よ
。
他
人
の
も
の
を
あ
と
か
ら
割
り
込
ん
で
横
取
り
す
る
。
こ
り
ア
楽
だ
」 
 
会
話
の
中
に
登
場
す
る
和
賀
英
良
が
、「
砂
の
器
」
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
作
曲
家
で
あ
る
。
そ
の
和
賀
の
独
創
性
の
な
さ
を
あ
げ
つ
ら
っ
て
い
る
の
は
、
和
賀
と
と
も
に
ヌ
ー
ボ
ー
・
グ
ル
ー
プ
と
い
う
文
化
集
団
を
結
成
し
て
い
る
評
論
家
の
関
川
重
雄
だ
。
引
用
し
た
の
は
、
そ
の
関
川
が
恋
人
の
恵
美
子
に
、
和
賀
の
音
楽
に
つ
い
て
講
釈
を
垂
れ
て
い
る
一
節
で
あ
る
。
銀
座
裏
の
ク
ラ
ブ
・
ボ
ヌ
ー
ル
で
女
給
を
し
て
い
る
恵
美
子
は
、
音
楽
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知
識
も
な
く
、
関
川
に
啓
蒙
さ
れ
る
立
場
に
あ
る
。
つ
ま
り
『
読
売
新
聞
』
の
大
多
数
の
読
者
と
同
じ
立
場
の
存
在
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
恵
美
子
に
し
て
み
れ
ば
、
和
賀
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
は
あ
く
ま
で
も
前
衛
音
楽
の
象
徴
だ
っ
た
。「
砂
の
器
」
に
お
い
て
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
前
衛
音
楽
の
代
表
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
。 
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
い
っ
そ
う
堅
固
な
も
の
と
す
る
た
め
だ
ろ
う
か
。
関
川
と
恵
美
子
の
会
話
の
翌
日
に
掲
載
さ
れ
た
第
一
五
四
回
で
は
、
和
賀
英
良
の
コ
ン
サ
ー
ト
風
景
が
描
か
れ
て
い
く
。「
緋
色
の
カ
ー
テ
ン
が
下
り
て
」
い
る
舞
台
の
中
央
に
は
「
奇
怪
な
形
の
彫
像
が
置
か
れ
て
」
い
る
。
緋
色
と
の
対
照
を
強
烈
に
際
立
た
せ
る
「
雪
が
降
っ
た
よ
う
に
真
っ
白
い
」
そ
の
彫
像
は
、「
新
し
い
前
衛
生
け
花
」
で
あ
る
。「
声
は
、
そ
の
彫
像
を
置
い
た
カ
ー
テ
ン
の
奥
か
ら
聞
こ
え
て
」
く
る
し
、
ま
た
「
観
客
の
頭
の
上
か
ら
も
、
脚
の
下
か
ら
も
、
お
し
包
む
よ
う
に
」
迫
っ
て
く
る
。「
立
体
的
な
効
果
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
に
、
マ
イ
ク
が
取
り
付
け
ら
れ
て
」
い
る
の
だ
。
舞
台
を
見
渡
し
て
も
、
む
ろ
ん
「
前
衛
彫
像
」
し
か
な
く
、「
演
奏
者
が
ひ
と
り
も
居
な
い
」。
し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
「
音
楽
会
を
想
像
す
る
人
間
に
は
、
こ
れ
が
演
奏
会
と
は
と
う
て
い
思
え
な
」
い
代
物
で
あ
る
。
し
か
も
聞
こ
え
て
く
る
の
は
「
譜
面
を
追
う
既
成
の
鑑
賞
」
に
囚
わ
れ
な
い
音
楽
で
あ
り
、「
聞
い
て
い
る
と
、
難
解
だ
が
、
大
そ
う
新
し
さ
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
」
て
く
る
も
の
だ
っ
た
。 
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こ
う
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
風
景
は
、
前
衛
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
風
景
の
ま
さ
に
パ
ロ
デ
ィ
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト 
実
験
工
房 
２
０
１
０
』
に
よ
れ
ば
、
実
験
工
房
が
主
催
し
て
一
九
五
六
年
二
月
に
開
か
れ
た
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
／
電
子
音
楽
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。 
 
 
演
奏
家
の
存
在
を
認
め
な
い
音
楽
、
既
成
の
楽
器
や
表
現
形
式
の
制
約
を
排
除
す
る
音
楽
、
具
体
音
や
抽
象
的
な
機
械
音
に
よ
っ
て
無
限
の
可
能
性
と
現
代
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
も
の
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
音
楽
…
…
［
中
略
］
ス
テ
ー
ジ
に
は
大
き
な
ス
ピ
ー
カ
ー
が
二
つ
、
二
回
正
面
で
テ
ー
プ
を
操
作
し
会
場
に
は
超
現
実
的
な
装
飾
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
演
奏
が
終
わ
っ
て
も
、
聴
衆
は
誰
に
拍
手
し
て
い
ゝ
の
か
戸
迷
マ
マ
う
と
い
う
珍
景
も
み
ら
れ
た
。（
13
） 
 
こ
こ
に
は
和
賀
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
符
合
す
る
要
素
を
い
く
ら
で
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
末
尾
に
「
誰
に
拍
手
し
て
い
ゝ
の
か
戸
迷
う
と
い
う
珍
景
」
と
あ
る
が
、
和
賀
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
も
、「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
い
な
い
の
が
、
そ
の
拍
手
の
行
方
を
当
惑
さ
せ
た
」
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
「
砂
の
器
」
を
書
く
に
あ
た
り
清
張
は
、
実
験
工
房
が
主
催
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
の
舞
台
風
景
な
ど
を
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
援
用
し
つ
つ
、和
賀
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
こ
と
さ
ら
に
前
衛
的
な
も
の
と
し
て
表
象
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
も
「
砂
の
器
」
の
語
り
手
は
、
そ
の
コ
ン
サ
ー
ト
風
景
が
聴
衆
を
困
惑
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
く
り
か
え
し
強
調
し
て
い
く
。 
 
 
知
的
で
重
苦
し
い
音
楽
会
だ
っ
た
。
人
々
は
耳
よ
り
も
頭
脳
の
労
働
に
疲
労
し
た
。
理
解
し
難
い
と
い
う
表
情
は
こ
こ
で
は
現
わ
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
点
で
、
聴
衆
の
誰
も
が
こ
の
音
楽
の
前
に
劣
等
感
に
陥
っ
て
い
た
。 
 
「
若
い
人
ば
か
り
」
の
聴
衆
の
表
情
に
は
、「
あ
た
か
も
理
解
を
超
え
た
抽
象
画
の
前
に
立
た
さ
れ
た
よ
う
な
、
無
知
と
爽
快
さ
」
が
交
錯
し
た
と
い
う
。
わ
ざ
わ
ざ
前
衛
音
楽
を
聞
こ
う
と
会
場
ま
で
足
を
運
ぶ
「
若
い
人
」
に
と
っ
て
す
ら
、
和
賀
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
は
こ
の
上
な
く
難
解
な
も
の
だ
っ
た
。
い
や
、
一
般
の
「
若
い
人
」
ば
か
り
で
は
な
い
。
和
賀
や
関
川
と
と
も
に
ヌ
ー
ボ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る
建
築
家
も
、
和
賀
の
音
楽
を
聞
き
、「
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
と
口
に
し
て
い
た
。
前
衛
建
築
を
手
が
け
、
前
衛
芸
術
に
造
詣
が
深
い
は
ず
の
者
で
す
ら
理
解
で
き
な
い
も
の
と
し
て
、
和
賀
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
は
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
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評
論
家
の
関
川
を
恋
人
と
す
る
恵
美
子
な
ら
ば
、
そ
う
い
っ
た
音
楽
を
も
理
解
し
よ
う
と
努
め
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
う
で
な
い
『
読
売
新
聞
』
の
読
者
に
と
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
音
楽
は
、
理
解
し
た
い
と
い
う
欲
望
す
ら
起
き
な
い
珍
妙
な
代
物
で
し
か
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
原
博
は
「
現
代
音
楽
の
命
運
」
を
論
じ
た
エ
ッ
セ
イ
集
に
、
自
ら
も
現
代
音
楽
の
作
曲
家
で
あ
り
な
が
ら
『
無
視
さ
れ
た
聴
衆
』（
ケ
ン
ロ
ー
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
一
九
九
六
年
三
月
）
と
い
う
ア
イ
ロ
ニ
ー
に
満
ち
た
タ
イ
ト
ル
を
冠
し
た
が
、「
砂
の
器
」
に
お
け
る
和
賀
英
良
の
音
楽
は
、
ま
さ
し
く
聴
衆
を
「
無
視
」
す
る
現
代
音
楽
の
典
型
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
音
楽
に
と
っ
て
の
聴
衆
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
小
説
に
と
っ
て
の
読
者
に
相
当
す
る
。
清
張
は
全
国
紙
で
の
新
聞
連
載
に
臨
ん
で
、「
毎
日
読
者
を
飽
き
さ
せ
ず
に
読
ま
せ
る
」
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、『
読
売
新
聞
』
の
大
多
数
の
読
者
を
「
無
視
」
し
か
ね
な
い
音
楽
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
な
ぜ
清
張
は
、
前
衛
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
濃
厚
に
ま
と
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
を
「
砂
の
器
」
で
扱
お
う
と
し
た
の
か
。
た
と
え
ば
綾
目
広
治
は
「
砂
の
器
」
に
お
け
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
問
題
」
に
つ
い
て
、「
音
楽
界
の
中
で
若
く
新
し
い
音
楽
家
が
出
世
す
る
た
め
の
戦
略
の
一
貫
マ
マ
と
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
が
選
ば
れ
」
た
に
過
ぎ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。（
14
）
音
楽
と
は
無
縁
の
「
非
エ
リ
ー
ト
階
層
」
か
ら
出
発
し
た
作
曲
家
・
和
賀
英
良
が
、
既
成
芸
術
と
の
「
差
異
を
主
張
す
る
こ
と
」
で
自
ら
の
「
出
世
願
望
」
を
音
楽
界
と
い
う
世
界
で
満
た
そ
う
と
す
る
時
に
、
幼
少
期
か
ら
の
音
楽
的
な
教
育
や
訓
練
を
必
要
と
し
な
い
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
は
、
お
手
頃
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。 
な
る
ほ
ど
、「
砂
の
器
」
を
「
出
世
願
望
と
挫
折
の
物
語
」
と
し
て
読
も
う
と
す
る
の
な
ら
、
妥
当
な
見
解
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
想
起
し
た
い
の
は
、
前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
清
張
が
〈
耳
〉
の
ひ
と
だ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。〈
耳
〉
の
ひ
と
と
い
う
観
点
か
ら
、「
砂
の
器
」
に
お
け
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
問
題
」
を
あ
ら
た
め
て
読
み
直
し
て
い
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。 音
痴
を
自
認
し
て
い
た
清
張
は
、
文
章
に
お
い
て
は
〈
耳
〉
の
ひ
と
だ
っ
た
。
そ
の
清
張
と
同
じ
く
、
音
痴
で
あ
る
こ
と
を
包
み
隠
さ
な
か
っ
た
三
島
由
紀
夫
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
。 
 
 
黛
敏
郎
氏
の
去
年
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
放
送
は
き
ゝ
も
ら
し
た
が
、
の
ち
氏
か
ら
そ
の
録
音
を
き
か
せ
て
も
ら
つ
て
、
面
白
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
と
い
ふ
の
は
、
つ
ま
り
楽
譜
の
な
い
音
楽
、
楽
譜
と
い
ふ
も
の
を
通
さ
な
い
で
、
楽
譜
に
よ
る
解
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釈
の
余
地
を
の
こ
さ
な
い
で
、
音
そ
の
も
の
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
た
音
楽
と
い
ふ
意
味
だ
さ
う
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
き
い
て
み
る
と
、
解
釈
の
余
地
を
与
へ
な
い
生
々
し
い
音
が
独
断
的
に
迫
つ
て
来
て
、
こ
ち
ら
の
胸
ま
で
ド
キ
ド
キ
し
て
く
る
の
は
、
音
痴
の
私
で
さ
へ
、
さ
う
で
あ
る
。（
15
） 
 
「
公
の
場
で
、
公
然
と
清
張
を
嫌
っ
た
」（
16
）
こ
と
で
知
ら
れ
る
三
島
由
紀
夫
で
あ
る
が
、「
音
痴
」
と
い
う
点
で
は
清
張
と
共
通
し
て
い
た
よ
う
だ
。
く
わ
え
て
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
へ
の
関
心
と
い
う
点
で
も
、
三
島
由
紀
夫
と
松
本
清
張
は
思
い
の
外
近
い
存
在
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
三
島
が
指
摘
し
た
よ
う
な
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
「
解
釈
の
余
地
を
与
へ
な
い
生
々
し
い
音
」
が
、
清
張
の
〈
耳
〉
を
捉
え
な
い
は
ず
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
は
、「
音
楽
の
表
現
材
料
を
楽
器
の
音
だ
け
に
限
定
せ
ず
、
広
く
自
然
界
お
よ
び
人
間
界
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
音
響
に
求
め
よ
う
」
と
し
た
シ
ェ
フ
ェ
ー
ル
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
黛
敏
郎
に
よ
れ
ば
、
シ
ェ
フ
ェ
ー
ル
は
「
鳥
の
声
、
獣
の
声
、
人
の
叫
び
等
、
生
物
の
声
だ
と
か
、
電
車
の
走
る
音
、
ガ
ラ
ス
の
わ
れ
る
音
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
雨
音
等
あ
ら
ゆ
る
騒
音
を
素
材
と
し
て
音
楽
を
組
み
立
て
る
」
こ
と
を
企
図
し
た
。
し
か
も
シ
ェ
フ
ェ
ー
ル
は
、
た
と
え
ば
イ
タ
リ
ア
未
来
派
の
ル
イ
ー
ジ
・
ル
ッ
ソ
ロ
に
よ
る
「
騒
音
芸
術
」
な
ど
の
先
駆
的
な
試
み
と
は
異
な
り
、「
あ
ら
ゆ
る
騒
音
を
ま
ず
録
音
機
に
よ
っ
て
録
音
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
作
曲
の
仕
事
」
に
取
り
か
か
っ
た
。
つ
ま
り
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
に
よ
っ
て
作
曲
は
、「
録
音
さ
れ
た
音
同
士
を
重
ね
た
り
、
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
り
す
る
」（
17
）
営
為
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
創
始
者
の
シ
ェ
フ
ェ
ー
ル
自
身
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
音
楽
は
「
抽
象
的
な
構
想
→
記
号
化
に
よ
る
作
品
化
→
演
奏
に
よ
る
具
体
性
の
付
与
」
と
い
う
「
抽
象
→
具
体
」
と
い
う
図
式
に
拠
っ
て
い
た
が
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
は
「
具
体
的
な
素
材
音
の
録
音
→
素
材
音
の
変
形
／
構
成
な
ど
の
テ
ー
プ
処
理
→
抽
象
的
作
品
の
感
性
」
と
い
う
「
具
体
→
抽
象
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
。（
18
）
Ｒ
・
マ
リ
ー
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
は
、
こ
う
し
た
シ
ェ
フ
ェ
ー
ル
の
「
聴
こ
え
る
も
の
と
し
て
の
音
を
第
一
と
す
る
態
度
」
を
評
価
す
る
。
シ
ェ
フ
ェ
ー
ル
は
専
門
的
な
訓
練
を
積
ん
だ
機
械
技
師
で
あ
っ
た
が
、「
聴
こ
え
る
も
の
と
し
て
の
音
」を
音
響
学
的
な
表
記
法
に
よ
っ
て
視
覚
化
し
て
満
足
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
が
言
う
よ
う
に
、「
シ
ェ
フ
ェ
ー
ル
は
耳
を
目
に
ゆ
ず
り
渡
す
よ
う
な
ま
ね
は
し
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。（
19
）
具
体
的
な
〈
音
〉
を
聴
取
す
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
第
一
歩
だ
っ
た
。
三
島
が
聴
き
取
っ
た
「
解
釈
の
余
地
を
与
へ
な
い
生
々
し
い
音
」
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。 
こ
の
よ
う
な
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
方
法
が
清
張
の
感
性
を
刺
激
し
た
と
し
て
も
不
思
議
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で
は
な
い
。「
砂
の
器
」
で
清
張
は
、
作
曲
家
・
和
賀
英
良
の
姿
を
通
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
見
事
に
描
き
出
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
和
賀
が
フ
ィ
ア
ン
セ
の
佐
知
子
に
作
曲
途
中
の
曲
を
聞
か
せ
る
場
面
で
あ
る
。「
放
送
局
の
ス
タ
ジ
オ
の
調
整
室
」の
よ
う
な「
仕
事
場
」
で
、
和
賀
は
佐
知
子
に
次
の
よ
う
に
語
る
。 
 
「
人
間
の
生
命
観
、
と
い
っ
た
も
の
を
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
音
の
持
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
も
の
、
そ
れ
を
集
成
し
て
み
た
ん
で
す
。
た
と
え
ば
、
群
衆
が
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
に
国
電
に
殺
到
し
て
い
る
と
き
の
声
だ
と
か
、
強
風
の
う
な
り
だ
と
か
、
工
場
の
轟
音
、
そ
れ
も
、
機
械
か
ら
直
接
で
は
な
く
、
マ
イ
ク
を
工
場
の
建
物
の
す
ぐ
横
の
地
面
を
掘
っ
て
深
く
さ
し
入
れ
、
振
動
と
い
っ
た
も
の
ま
で
録
音
し
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
を
分
解
し
た
り
複
合
し
た
り
し
て
調
子
を
整
え
ま
し
た
。
う
ま
く
い
っ
た
か
ど
う
か
、
一
つ
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
か
」 
 
さ
ま
ざ
ま
な
〈
音
〉
を
録
音
し
、
そ
れ
を
「
分
解
」
し
た
り
「
複
合
」
し
た
り
し
て
い
く
和
賀
の
行
為
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
実
践
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
シ
ェ
フ
ェ
ー
ル
の
言
葉
を
忠
実
に
再
現
す
る
か
の
よ
う
に
、
和
賀
は
〈
具
体
→
抽
象
〉
と
い
う
流
れ
に
則
っ
て
、「
人
間
の
生
命
観
」
と
い
う
観
念
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
和
賀
が
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
ま
わ
す
と
、
ス
タ
ジ
オ
内
に
「
異
様
な
音
」
が
響
き
始
め
る
。「
普
通
の
人
間
に
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
美
的
官
能
も
感
じ
ら
れ
な
」
い
「
種
々
雑
多
の
音
」
は
「
い
ろ
い
ろ
な
変
化
で
波
打
」
つ
。
そ
の
「
金
属
性
と
思
え
る
し
、
鈍
い
腹
に
響
く
よ
う
な
音
」
は
、
ま
さ
し
く
「
管
弦
楽
器
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
媒
体
物
を
使
わ
ず
に
、
新
し
い
音
を
造
る
」
と
い
う
「
作
曲
家
和
賀
英
良
の
主
張
」
が
現
実
化
し
た
も
の
だ
っ
た
。 
 
「
砂
の
器
」
に
お
い
て
清
張
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
実
践
を
見
事
な
ま
で
に
再
現
す
る
。
世
界
の
〈
音
〉
を
、
そ
の
〈
音
〉
が
帰
属
す
る
世
界
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
か
ら
解
放
し
、「
分
解
」
や
「
複
合
」
と
い
っ
た
作
業
を
通
し
て
音
楽
と
し
て
生
成
さ
せ
る
こ
と
。
多
様
な
〈
音
〉
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て
い
く
和
賀
の
振
る
舞
い
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
作
曲
家
と
し
て
非
の
打
ち
所
の
な
い
も
の
だ
っ
た
。 
 
だ
が
、
あ
ら
た
め
て
「
砂
の
器
」
を
読
み
直
す
と
、
否
応
な
く
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。「
砂
の
器
」
に
お
い
て
和
賀
英
良
は
、
た
し
か
に
世
界
の
〈
音
〉
を
把
捉
し
音
楽
を
作
り
上
げ
て
い
く
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
実
践
者
と
し
て
遇
さ
れ
る
が
、
し
か
し
「
砂
の
器
」
の
ど
こ
を
見
渡
し
て
も
、
和
賀
の
〈
耳
〉
は
不
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
和
賀
が
世
界
の
〈
音
〉
に
〈
耳
〉
を
澄
ま
す
場
面
を
見
つ
け
出
す
こ
と
は
難
し
い
。「
砂
の
器
」
に
お
い
て
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
作
曲
家
は
、
世
界
と
の
関
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係
を
〈
音
〉
を
媒
介
に
形
作
ろ
う
と
す
る
存
在
と
し
て
は
造
形
さ
れ
て
い
な
い
。
世
界
に
響
く
〈
音
〉
と
、
和
賀
が
ス
タ
ジ
オ
で
フ
ィ
ア
ン
セ
に
聞
か
せ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
〈
音
〉
は
、
ど
の
よ
う
に
も
つ
な
が
ら
な
い
。
切
断
さ
れ
た
ま
ま
な
の
で
あ
る
。 
そ
う
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、「
砂
の
器
」
を
〈
音
〉
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、〈
耳
〉
を
澄
ま
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
小
説
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
は
た
し
て
妥
当
な
の
か
と
い
う
疑
念
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
生
じ
て
く
る
。「
砂
の
器
」
は
〈
音
〉
の
、
そ
し
て
〈
耳
〉
の
テ
キ
ス
ト
な
の
だ
ろ
う
か
。 
実
の
と
こ
ろ
「
砂
の
器
」
に
お
い
て
〈
音
〉
を
聴
取
す
る
〈
耳
〉
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
作
曲
家
・
和
賀
英
良
の
も
の
で
は
な
い
。〈
音
〉
に
よ
っ
て
世
界
と
対
峙
し
よ
う
と
す
る
〈
耳
〉
は
、
「
砂
の
器
」
の
探
偵
役
・
今
西
栄
太
郎
に
帰
属
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
砂
の
器
」
の
読
者
は
、
今
西
の
〈
耳
〉
を
通
し
て
、〈
音
〉
が
織
り
上
げ
る
世
界
と
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
。 
  
三 
〈
眼
〉
か
ら
〈
耳
〉
へ 
 
言
う
ま
で
も
な
く
、
探
偵
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
の
は
〈
眼
〉
に
よ
る
知
覚
で
あ
る
。
視
覚
に
こ
だ
わ
り
続
け
、
光
学
機
器
へ
の
偏
愛
を
隠
す
こ
と
の
な
か
っ
た
江
戸
川
乱
歩
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
探
偵
小
説
は
探
偵
の
〈
眼
〉
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。（
20
）
し
た
が
っ
て
今
西
栄
太
郎
も
ま
た
〈
耳
〉
の
ひ
と
と
い
う
よ
り
も
〈
眼
〉
の
ひ
と
と
い
っ
た
印
象
が
強
い
。
た
と
え
ば
今
西
の
自
宅
は
滝
野
川
に
あ
る
の
だ
が
、「
バ
ス
通
り
が
近
い
の
で
、
そ
の
た
び
に
家
の
中
が
震
動
す
る
」
く
ら
い
に
「
騒
音
」
が
ひ
ど
い
。（
21
）
し
か
し
「
女
房
は
騒
音
に
閉
口
し
て
越
し
た
が
っ
て
い
る
」
け
れ
ど
、
今
西
は
さ
ほ
ど
気
に
は
し
て
い
な
い
。〈
耳
〉
は
顕
在
化
せ
ず
、
今
西
は
あ
く
ま
で
も
〈
眼
〉
の
ひ
と
と
し
て
、
事
件
の
解
決
に
邁
進
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。 
た
と
え
ば
今
西
が
、
わ
ず
か
な
情
報
を
手
が
か
り
に
中
央
線
沿
線
を
歩
き
回
る
場
面
。「
カ
ッ
と
照
っ
て
い
る
地
面
を
見
つ
め
て
」
今
西
は
歩
き
続
け
る
。「
今
西
は
汗
を
拭
い
な
が
ら
歩
い
た
。
目
を
大
き
く
あ
け
て
地
面
を
絶
え
ず
見
つ
め
な
い
と
、
う
っ
か
り
見
の
が
し
そ
う
で
あ
る
」。
捜
査
の
渦
中
に
お
い
て
前
景
化
さ
れ
る
の
は
、
一
貫
し
て
今
西
の
〈
眼
〉
で
あ
る
。
探
偵
役
に
ふ
さ
わ
し
く
、
今
西
は
〈
眼
〉
の
ひ
と
と
し
て
読
者
の
前
に
姿
を
あ
ら
わ
す
。 
あ
る
い
は
今
西
が
、
犯
人
に
つ
な
が
る
手
が
か
り
を
求
め
て
、
試
写
室
で
映
画
を
凝
視
す
る
シ
ー
ク
エ
ン
ス
。「
今
西
は
目
を
皿
の
よ
う
に
し
て
、
ま
た
た
き
も
し
な
い
で
画
面
の
流
れ
を
見
つ
め
た
。
む
ろ
ん
、
筋
の
お
も
し
ろ
さ
か
ら
で
は
な
い
。
彼
は
ど
ん
な
端
役
で
も
、
出
て
く
る
人
物
に
対
し
て
凝
視
を
怠
ら
な
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か
っ
た
」。
ス
ク
リ
ー
ン
を
「
凝
視
」
し
続
け
る
今
西
を
〈
耳
〉
の
ひ
と
と
言
う
こ
と
は
難
し
い
。「
今
西
は
自
分
の
目
を
信
じ
て
い
る
。
あ
れ
ほ
ど
一
コ
マ
も
見
の
が
さ
な
い
よ
う
に
ス
ク
リ
ー
ン
を
穴
の
あ
く
ほ
ど
見
つ
め
て
い
た
の
だ
。
見
そ
こ
な
っ
た
と
は
思
え
な
い
」。
今
西
が
世
界
に
響
き
わ
た
る
〈
音
〉
に
〈
耳
〉
を
澄
ま
す
こ
と
は
な
い
。
今
西
は
〈
眼
〉
に
よ
っ
て
、
事
件
を
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
今
西
は
〈
耳
〉
で
は
な
く
「
自
分
の
目
を
信
じ
て
い
る
」
存
在
で
あ
る
。 
〈
眼
〉
の
ひ
と
、
今
西
栄
太
郎
。
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
今
西
の
趣
味
で
あ
る
。
今
西
の
趣
味
は
俳
句
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
所
轄
の
刑
事
で
あ
る
若
い
吉
村
と
東
北
に
赴
い
た
今
西
は
、
東
京
に
帰
る
車
中
で
、
手
帳
に
メ
モ
し
た
俳
句
を
「
て
れ
臭
そ
う
な
笑
い
を
し
な
が
ら
」
披
露
す
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。 
 
《
干
し
う
ど
ん
若
葉
に
流
し
て
光
り
け
り
》 
《
北
の
旅
海
藍
色
に
夏
浅
し
》 
《
寝
た
あ
と
に
草
の
む
ら
が
る
衣
川
》 
 
俳
句
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
「
光
り
」
で
あ
り
「
藍
色
」
の
海
で
あ
り
「
草
の
む
ら
が
る
」
川
の
風
景
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
〈
眼
〉
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
景
物
の
写
生
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
清
張
が
俳
句
を
テ
ー
マ
に
小
説
を
書
く
こ
と
は
、
そ
う
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
「
菊
枕
」（『
文
藝
春
秋
』、
一
九
五
三
年
八
月
）
や
「
巻
頭
句
の
女
」（『
小
説
新
潮
』、
一
九
五
八
年
七
月
）
な
ど
、
清
張
は
は
や
く
か
ら
自
作
の
テ
ー
マ
と
し
て
俳
句
や
俳
人
を
取
り
上
げ
て
き
た
。「
砂
の
器
」
と
同
じ
よ
う
に
、
俳
句
そ
の
も
の
を
引
用
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。（
22
）
し
か
し
、「
砂
の
器
」
に
お
い
て
、
探
偵
役
で
あ
り
視
点
人
物
で
あ
る
今
西
の
趣
味
を
句
作
に
し
た
こ
と
は
、
秀
逸
と
い
う
ほ
か
な
い
。
安
智
史
は
す
ぐ
れ
た
「
砂
の
器
」
論
で
、
和
賀
英
良
が
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
キ
ッ
チ
ュ
化
」
に
手
を
染
め
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
を
「
現
世
的
出
世
の
手
段
」
と
し
て
し
ま
っ
た
の
に
比
べ
る
と
、「
さ
り
げ
な
い
日
常
の
事
物
」
に
「
感
覚
や
知
覚
を
働
か
し
」
続
け
る
今
西
の
方
が
、「
根
源
的
な
芸
術
家
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
描
か
れ
方
」
を
し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
が
、
今
西
の
趣
味
で
あ
る
俳
句
は
「
根
源
的
な
芸
術
家
」
と
い
う
や
や
大
仰
な
評
価
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て
機
能
す
る
。（
23
）
俳
句
は
、
あ
え
て
言
う
な
ら
ば
、
一
介
の
刑
事
で
し
か
な
い
今
西
に
、〈
眼
〉
の
「
芸
術
家
」
と
い
う
相
貌
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 
し
か
し
皮
肉
な
こ
と
に
、「
砂
の
器
」
に
お
い
て
事
件
を
解
く
鍵
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
視
覚
的
な
情
報
で
は
な
く
聴
覚
的
な
情
報
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
て
お
こ
う
。 
「
国
電
蒲
田
駅
」
の
操
車
場
で
起
き
た
殺
人
事
件
の
捜
査
に
警
視
庁
捜
査
一
課
が
乗
り
出
す
の
だ
が
、
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被
害
者
も
特
定
で
き
ず
、
犯
人
に
つ
な
が
る
証
拠
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
唯
一
と
言
っ
て
い
い
情
報
は
、
事
件
の
前
夜
、
犯
人
と
被
害
者
が
立
ち
寄
っ
た
ト
リ
ス
バ
ー
で
犯
人
と
思
し
き
人
物
が
残
し
た
「
カ
メ
ダ
」
と
い
う
言
葉
で
あ
り
、
被
害
者
が
口
に
し
て
い
た
「
東
北
弁
」
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
砂
の
器
」
に
お
い
て
は
、
そ
の
劈
頭
か
ら
言
葉
の
〈
音
〉
と
い
う
聴
覚
的
な
情
報
が
重
要
な
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
と
は
い
え
、
探
偵
役
で
あ
る
今
西
の
〈
耳
〉
が
、
そ
う
し
た
聴
覚
的
な
情
報
に
敏
感
に
反
応
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
今
西
は
、
誰
も
が
人
名
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
「
カ
メ
ダ
」
が
実
は
地
名
で
は
な
い
か
と
い
う
重
大
な
事
実
に
気
づ
く
の
だ
が
、
そ
れ
は
雑
誌
に
付
録
と
し
て
つ
い
て
い
た
「
全
国
名
勝
温
泉
地
案
内
」
と
い
う
地
図
を
見
た
か
ら
だ
っ
た
。
ま
た
被
害
者
の
「
東
北
弁
」
が
実
は
東
北
の
も
の
で
は
な
く
、
出
雲
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
想
到
す
る
が
、
そ
れ
も
国
立
国
語
研
究
所
で
文
部
省
の
技
官
か
ら
見
せ
ら
れ
た
「
厚
い
本
」
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
現
在
も
入
手
可
能
な
カ
ッ
パ
・
ブ
ッ
ク
ス
版
『
砂
の
器
』
に
は
、
「
東
條
操
編
「
日
本
方
言
地
図
」
音
韻
分
布
図
（
金
田
一
春
彦
作
図
）
よ
り
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
い
た「
日
本
方
言
地
図
」が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。「
出
雲
の
音
韻
が
東
北
方
言
の
も
の
に
類
似
し
て
い
る
」
こ
と
を
、
読
者
に
視
覚
的
に
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
今
西
が
〈
眼
〉
に
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
事
件
に
肉
薄
す
る
鍵
は
言
葉
の
〈
音
〉、
そ
し
て
〈
声
〉
だ
け
だ
っ
た
。
し
か
し
今
西
は
、
そ
れ
ら
を
〈
耳
〉
で
は
な
く
〈
眼
〉
に
よ
っ
て
理
解
し
、
解
決
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
た
。
今
西
に
と
っ
て
〈
耳
〉
は
あ
く
ま
で
も
補
助
的
な
器
官
で
し
か
な
い
。「
出
雲
の
音
韻
」
を
手
が
か
り
に
島
根
県
の
亀
嵩
に
向
か
う
車
中
で
、
今
西
は
乗
客
の
話
し
て
い
る
「
言
葉
に
耳
を
傾
け
」
る
。「
確
か
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
違
う
。
尻
上
が
り
な
調
子
が
耳
に
つ
い
た
。
し
か
し
期
待
し
た
ほ
ど
強
い
ズ
ー
ズ
ー
弁
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
」。〈
耳
〉
は
、〈
眼
〉
で
得
た
知
識
や
情
報
の
確
認
と
し
て
使
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。 
そ
う
し
た
今
西
の
〈
耳
〉
は
、「
砂
の
器
」
を
通
し
て
徐
々
に
覚
醒
し
て
い
く
。
た
と
え
ば
今
西
が
試
写
室
で
映
画
を
見
続
け
た
後
、
収
穫
も
な
く
帰
宅
し
た
後
の
場
面
で
あ
る
。
今
西
は
「
お
も
し
ろ
く
な
い
記
事
」
ば
か
り
の
新
聞
記
事
を
読
み
、
そ
の
横
で
今
西
の
妻
は
、
遊
び
に
来
て
い
た
妹
と
映
画
の
話
に
興
じ
て
い
る
。 
 
―
お
も
し
ろ
く
な
い
記
事
だ
。
ど
っ
ち
み
ち
、
目
を
漫
然
と
活
字
に
当
て
て
い
る
だ
け
で
、
耳
に
は
妹
た
ち
の
話
し
声
が
聞
こ
え
て
い
る
。 
「
映
画
も
、
ホ
ン
モ
ノ
よ
り
は
予
告
編
の
ほ
う
が
お
も
し
ろ
い
わ
ね
」 
 
妻
が
言
っ
て
い
た
。 
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何
気
な
い
家
庭
風
景
だ
が
、
重
要
な
一
節
で
あ
る
。
妻
の
言
葉
を
聞
い
た
今
西
は
、〈
眼
〉
に
し
て
い
た
「
新
聞
を
捨
て
」
て
「
お
い
。
映
画
館
で
は
、
予
告
編
を
必
ず
上
映
す
る
の
か
？
」
と
妻
に
問
い
た
だ
す
。〈
眼
〉
の
ひ
と
で
あ
っ
た
今
西
は
、
こ
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
で
は
じ
め
て
〈
眼
〉
で
は
な
く
〈
耳
〉
を
選
択
し
た
。
新
聞
を
投
げ
捨
て
て
〈
耳
〉
を
優
先
す
る
振
る
舞
い
に
は
、
今
西
の
〈
耳
〉
へ
の
志
向
の
芽
生
え
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 
も
う
ひ
と
つ
、
今
西
に
決
定
的
な
示
唆
を
与
え
た
場
面
が
あ
る
。
場
所
は
警
視
庁
の
五
階
に
あ
る
食
堂
だ
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
堅
い
カ
ス
テ
ラ
を
か
じ
っ
て
い
た
今
西
の
横
に
は
「
防
犯
課
の
連
中
」
が
い
た
。「
の
ん
び
り
」
と
過
ご
し
て
い
た
今
西
の
〈
耳
〉
に
は
、
意
識
せ
ず
と
も
隣
に
座
る
「
防
犯
課
の
連
中
」
の
話
が
入
っ
て
く
る
。 
 
「
近
ご
ろ
、
押
売
り
撃
退
法
に
妙
薬
が
あ
る
ん
で
す
よ
」 
「
ほ
ほ
う
、
何
で
す
か
？
」 
「
な
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
装
置
を
す
る
ん
で
す
が
ね
」 
 
今
西
は
そ
の
声
が
耳
に
は
い
っ
た
の
で
、
話
し
て
い
る
方
に
目
を
向
け
た
。 
 
〈
耳
〉
か
ら
の
情
報
に
〈
眼
〉
が
付
随
し
て
い
る
こ
と
が
、
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。
地
図
や
書
物
と
い
っ
た
視
覚
的
な
情
報
に
よ
っ
て
知
識
を
仕
入
れ
て
い
た
今
西
は
、
こ
こ
に
お
い
て
〈
耳
〉
か
ら
の
情
報
に
敏
感
に
反
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
「
防
犯
課
の
連
中
」
が
話
題
に
し
て
い
た
「
ち
ょ
っ
と
し
た
装
置
」
こ
そ
、〈
音
〉
に
関
わ
る
も
の
だ
っ
た
。 
 
今
西
は
、
コ
ー
ヒ
ー
を
の
み
な
が
ら
、
耳
に
神
経
を
集
め
た
。 
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
押
売
り
撃
退
器
と
い
う
ん
で
す
よ
」 
「
エ
レ
ク
ト
…
…
は
は
あ
、
名
前
か
ら
す
る
と
、
電
気
じ
か
け
の
装
置
で
す
か
？
」 
「
い
や
、
電
化
で
は
な
い
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
な
ん
で
も
、
高
い
音
を
出
し
て
、
相
手
の
気
持
ち
を
悪
く
さ
せ
る
装
置
だ
そ
う
で
す
が
ね
」 
 
「
耳
に
神
経
を
集
め
た
」
今
西
が
盗
み
聞
き
し
た
の
は
、「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
押
売
り
撃
退
器
」
に
つ
い
て
の
話
だ
っ
た
。「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
押
売
り
撃
退
器
」、
そ
れ
は
〈
音
〉
に
よ
っ
て
押
売
り
を
撃
退
す
る
機
器
で
あ
る
。「
防
犯
課
の
連
中
」
に
「
Ｔ
無
線
技
術
研
究
所
」
の
浜
中
省
治
と
い
う
技
官
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
今
西
は
、
浜
中
技
官
の
教
示
に
よ
り
、
極
端
に
「
高
い
音
」
が
ひ
と
に
不
快
感
を
与
え
る
こ
と
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が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
。「
一
万
サ
イ
ク
ル
以
上
の
高
音
、
つ
ま
り
二
万
か
ら
三
万
サ
イ
ク
ル
の
も
の
を
出
す
」
と
、「
人
間
に
は
、
聞
こ
え
る
と
い
う
よ
り
体
が
変
に
な
っ
た
り
、
頭
が
痛
く
な
っ
た
り
」
す
る
。
こ
の
よ
う
に
人
間
に
と
っ
て
「
不
愉
快
な
音
」
を
出
す
こ
と
で
、
押
売
り
を
撃
退
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
だ
。 
 
浜
中
技
官
か
ら
「
音
と
い
う
概
念
」
に
つ
い
て
の
講
釈
を
聞
い
た
後
、
今
西
は
〈
音
〉
に
取
り
憑
か
れ
た
よ
う
に
な
る
。 
 
夜
汽
車
の
音
が
単
調
な
リ
ズ
ム
を
立
て
て
い
る
。 
し
か
し
、
こ
れ
は
不
愉
快
な
音
で
は
な
か
っ
た
。
あ
る
意
味
で
は
、
子
守
唄
の
よ
う
に
快
い
音
響
で
さ
え
あ
る
。 
音
。
音
。
― 
（
音
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
耳
に
は
い
る
周
波
の
限
界
で
、
高
い
方
を
上
限
と
い
い
、
低
い
方
を
下
限
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
共
に
、
わ
れ
わ
れ
に
不
愉
快
な
音
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
の
で
す
） 
浜
中
技
官
の
声
だ
っ
た
。 
 
思
い
出
し
て
お
こ
う
。
今
西
は
自
宅
近
く
の
「
騒
音
」
す
ら
、
あ
ま
り
気
に
し
な
い
よ
う
な
人
間
だ
っ
た
。
妻
が
「
騒
音
」
に
辟
易
と
し
て
い
て
も
、
今
西
は
意
に
も
介
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
浜
中
技
官
の
話
を
聞
い
た
後
、
今
西
は
夜
汽
車
の
「
単
調
な
リ
ズ
ム
」
の
〈
音
〉
に
耳
を
澄
ま
す
存
在
と
化
し
た
の
で
あ
る
。 
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、〈
耳
〉
の
能
力
は
所
与
の
も
の
で
は
な
い
。〈
眼
〉
と
違
っ
て
〈
耳
〉
の
穴
は
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
穴
を
通
過
す
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
音
波
が
〈
音
〉
や
〈
声
〉
だ
と
知
覚
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
私
た
ち
の
内
部
に
あ
る
精
巧
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
聴
く
べ
き
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
峻
別
さ
れ
、
前
者
の
み
を
私
た
ち
は
〈
音
〉
や
〈
声
〉
の
記
号
と
し
て
認
知
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
世
界
に
満
ち
る
あ
ま
り
に
も
多
く
の
〈
音
〉
や
〈
声
〉
が
、
そ
れ
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
消
え
去
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
先
に
も
引
用
し
た
Ｒ
・
マ
リ
ー
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
―
作
曲
家
で
あ
り
、
ま
た
サ
ウ
ン
ド
・
ス
ケ
ー
プ
の
提
唱
者
と
し
て
知
ら
れ
る
―
は
、「
イ
ヤ
ー
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
の
必
要
性
を
強
く
主
張
す
る
。「
社
会
全
体
の
音
響
的
能
力
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
大
多
数
の
市
民
が
イ
ヤ
ー
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
だ
」
と
。
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
は
、「
騒
音
公
害
は
人
間
が
音
を
注
意
深
く
聴
か
な
く
な
っ
た
時
に
生
じ
る
」
の
で
あ
り
、「
騒
音
」
が
問
題
に
な
る
の
な
ら
、「
騒
音
規
制
」
に
よ
っ
て
消
極
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
の
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で
は
な
く
、
ま
ず
「
耳
か
ら
泥
を
か
き
出
し
て
、
透
聴
力
」
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
書
き
記
し
た
。（
24
） 
 
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
の
指
摘
を
敷
衍
す
る
な
ら
ば
、
注
意
深
く
聴
く
こ
と
の
な
か
っ
た
今
西
は
、
浜
中
技
官
か
ら
「
音
の
概
念
」
の
説
明
を
受
け
た
こ
と
で
、「
耳
か
ら
泥
を
か
き
出
し
」
た
の
で
あ
る
。「
イ
ヤ
ー
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
が
施
さ
れ
た
今
西
の
〈
耳
〉
は
世
界
の
〈
音
〉
に
開
か
れ
る
。 
 
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
朝
の
澄
ん
だ
空
気
の
中
に
、
子
供
の
騒
ぎ
声
が
一
段
と
高
く
聞
こ
え
る
。 
騒
々
し
い
声
だ
。
そ
の
声
を
聞
い
て
い
る
と
、
ま
た
、
音
の
こ
と
に
連
想
が
走
っ
た
。 
う
る
さ
い
音
。 
不
純
な
音
。 
［
中
略
］ 
電
車
が
横
を
通
っ
て
走
っ
た
。 
線
路
が
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
い
て
、
電
車
は
車
輪
を
き
し
ま
せ
て
キ
ー
と
金
属
音
を
立
て
た
。
い
や
な
音
だ
っ
た
。 
い
や
な
音
、
い
や
な
音
…
…
。 
 
「
い
や
な
音
」
を
拒
ん
だ
り
否
認
し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
〈
音
〉
と
し
て
認
知
す
る
こ
と
、「
騒
々
し
い
声
」
を
あ
た
か
も
存
在
し
な
い
も
の
の
よ
う
に
否
認
す
る
の
で
は
な
く
〈
耳
〉
を
通
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
、
そ
う
し
た
今
西
の
身
振
り
は
、
そ
れ
こ
そ
「
広
く
自
然
界
お
よ
び
人
間
界
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
音
響
」
を
「
音
楽
の
素
材
材
料
」
に
し
よ
う
と
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
創
始
者
、
シ
ェ
フ
ェ
ー
ル
の
作
曲
行
為
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
見
事
な
ま
で
に
「
砂
の
器
」
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
作
曲
家
・
和
賀
英
良
と
対
照
を
な
す
も
の
で
あ
る
。 
 
今
西
の
〈
耳
〉
は
世
界
に
充
満
す
る
〈
音
〉
に
向
け
ら
れ
る
。
し
か
し
和
賀
は
、
先
に
も
確
認
し
た
が
、
フ
ィ
ア
ン
セ
に
語
る
言
葉
に
よ
れ
ば
、
ど
う
や
ら
マ
イ
ク
を
国
電
の
駅
や
工
場
な
ど
に
向
け
た
こ
と
は
あ
る
ら
し
い
が
、
世
界
に
自
ら
の
〈
耳
〉
を
開
く
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
和
賀
の
「
仕
事
場
」
だ
。「
ガ
ラ
ス
張
り
」
に
な
っ
て
い
る
「
楕
円
形
の
ス
タ
ジ
オ
」
を
、「
砂
の
器
」
の
語
り
手
は
、「
完
全
な
防
音
装
置
」
の
行
き
届
い
た
部
屋
と
し
て
く
り
か
え
し
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
和
賀
の
「
仕
事
場
」
は
、
世
界
に
響
く
〈
音
〉
を
「
完
全
」
に
排
除
す
る
場
で
あ
っ
た
の
だ
。
和
賀
が
相
手
に
す
る
の
は
、
世
界
の
多
種
多
様
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
中
か
ら
生
成
す
る
雑
多
な
〈
音
〉
で
は
な
く
、
コ
ン
テ
キ
ス
ト
か
ら
剥
奪
さ
れ
「
完
全
な
防
音
装
置
」
の
中
で
純
粋
培
養
さ
れ
た
〈
音
〉
で
し
か
な
か
っ
た
。
世
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〈
音
〉
を
拒
む
和
賀
と
、
世
界
の
〈
音
〉
に
自
ら
の
〈
耳
〉
を
開
く
今
西
。「
砂
の
器
」
で
清
張
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
を
媒
介
に
し
て
、〈
音
〉
を
拒
否
す
る
身
振
り
と
〈
音
〉
に
積
極
的
に
自
ら
を
開
い
て
い
く
身
振
り
の
対
照
を
、
見
事
に
形
象
化
し
た
の
で
あ
る
。 
今
西
の
自
宅
が
あ
る
街
が
ま
さ
に
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
「
砂
の
器
」
が
連
載
さ
れ
た
一
九
六
〇
年
代
は
、
「
騒
音
」
が
ま
す
ま
す
深
刻
な
問
題
と
化
し
て
い
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
高
度
成
長
期
に
突
入
し
、
日
本
で
は
以
前
に
も
ま
し
て
「
人
間
が
音
を
注
意
深
く
聴
か
な
く
な
っ
た
」
の
か
も
し
れ
な
い
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
的
な
手
法
や
電
子
音
楽
は
、「
砂
の
器
」
以
降
、
日
常
の
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
た
と
え
ば
本
田
靖
春
が
残
し
た
、戦
後
に
つ
い
て
の
す
ぐ
れ
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン『
警
察
回
り
』（
新
潮
社
、
一
九
八
六
年
九
月
）
に
は
、「
昭
和
四
十
年
の
夏
、
エ
レ
キ
・
ブ
ー
ム
と
い
う
の
が
起
き
た
。
耳
を
ろ
う
す
る
ば
か
り
の
エ
レ
キ
・
バ
ン
ド
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
若
い
男
女
が
激
し
く
身
体
を
動
か
し
て
踊
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
電
子
音
楽
は
前
衛
の
専
売
特
許
で
は
な
く
な
り
、
音
楽
を
聞
く
た
め
の
装
置
は
精
密
な
も
の
と
な
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
も
た
く
さ
ん
造
ら
れ
て
い
く
。
和
賀
が
実
践
し
て
い
た
行
為
や
和
賀
の
「
仕
事
場
」
の
風
景
は
、
日
常
の
も
の
と
化
し
て
い
く
。
し
か
し
世
界
の
〈
音
〉
は
ま
す
ま
す
聴
か
れ
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
高
度
成
長
期
の
日
本
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
騒
音
規
制
法
が
公
布
さ
れ
た
一
九
六
八
年
の
六
年
後
、
野
村
芳
太
郎
が
監
督
し
た
映
画
「
砂
の
器
」
が
公
開
さ
れ
、
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た
。
し
か
し
映
画
「
砂
の
器
」
で
は
、
今
西
栄
太
郎
の
〈
耳
〉、
そ
し
て
〈
耳
〉
が
聴
き
取
っ
た
〈
音
〉
は
ほ
と
ん
ど
鳴
り
響
か
な
い
。
音
楽
監
督
を
務
め
た
芥
川
也
寸
志
は
、
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。 
 
商
業
主
義
っ
て
い
う
点
か
ら
言
う
と
、「
砂
の
器
」
な
ん
か
が
い
い
例
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
の
時
は
、
は
っ
き
り
、
売
れ
る
音
楽
を
作
ろ
う
っ
て
意
識
し
ま
し
た
ね
。
松
本
清
張
さ
ん
の
原
作
で
は
、
主
人
公
が
電
子
音
楽
の
作
曲
家
な
ん
で
す
ね
。
野
村
監
督
と
話
し
て
、
と
に
か
く
、
売
れ
る
音
楽
を
作
り
ま
し
ょ
う
っ
て
…
…
（
25
） 
 
和
賀
を
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
の
作
曲
家
」
に
変
え
て
「
売
れ
る
音
楽
」
で
覆
わ
れ
た
映
画
「
砂
の
器
」
は
、
清
張
の
「
砂
の
器
」
と
は
も
は
や
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
砂
の
器
」
は
、
映
画
化
以
降
、
映
画
「
砂
の
器
」
を
基
準
に
受
容
さ
れ
て
い
く
。「
砂
の
器
」
は
し
ば
し
ば
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
「
映
画
版
の
潤
色
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。（
26
） 
「
砂
の
器
」
が
聴
か
れ
な
く
な
っ
て
久
し
い
。
そ
ろ
そ
ろ
私
た
ち
は
、
清
張
が
紡
ぎ
出
し
た
〈
音
〉
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 
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［
注
］ 
（
１
）
安
智
史
「
音
楽
殺
人
の
時
代
的
過
程
―
菊
池
寛
大
衆
長
編
小
説
か
ら
松
本
清
張
「
砂
の
器
」
へ
」
（『
第
一
回
松
本
清
張
研
究
奨
励
事
業
研
究
報
告
書
』
所
収
、
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
）。 
（
２
）「
ゼ
ロ
の
焦
点
」
も
ま
た
、〈
音
〉
の
小
説
と
し
て
再
読
す
る
こ
と
が
可
能
な
作
品
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
作
品
中
で
都
合
三
度
反
復
さ
れ
る
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の
詩
は
、
一
九
五
六
年
十
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
新
潮
文
庫
版
『
ポ
オ
詩
集
』（
阿
部
保
訳
）
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
清
張
は
、「
海
沿
い
の
墓
の
な
か
／
海
ぎ
わ
の
墓
の
な
か
―
」
と
い
う
翻
訳
の
詩
句
を
引
用
す
る
だ
け
で
な
く
、「sounding
」
と
い
う
語
が
入
っ
て
い
る
原
文
も
引
用
し
た
。
阿
部
保
の
「
海
沿
い
の
墓
の
な
か
／
海
ぎ
わ
の
墓
の
な
か
」
と
い
う
訳
で
は
、〈
音
〉
の
要
素
が
欠
如
し
て
い
る
。
「sounding
」
が
な
い
訳
で
は
、
清
張
の
意
図
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
清
張
の
〈
音
〉
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。「
ゼ
ロ
の
焦
点
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
松
本
清
張
を
読
む
た
め
の
覚
書
―
『
ゼ
ロ
の
焦
点
』
に
お
け
る
北
陸
を
め
ぐ
っ
て
」（『
二
松
學
舍
大
学
論
集
』、
二
〇
一
三
年
三
月
）
も
参
照
の
こ
と
。 
（
３
）「
砂
の
器
」
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
初
出
紙
『
読
売
新
聞
』
に
拠
り
、
適
宜
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
版
『
砂
の
器
』
と
『
松
本
清
張
全
集
５ 
砂
の
器
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
七
五
年
四
月
）
を
参
照
し
た
。 
（
４
）
山
村
亀
二
郎
「『
砂
の
器
』
の
こ
ろ
の
清
張
さ
ん
」（
文
藝
春
秋
編
『
松
本
清
張
の
世
界
』
所
収
、
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
三
年
三
月
） 
（
５
）
平
井
徳
志
「
新
聞
小
説
の
社
会
学
的
考
察
」（『
文
学
』、
一
九
五
四
年
六
月
）。 
（
６
）musique concr
è te
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
発
音
に
合
わ
せ
て
「
ミ
ュ
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
本
論
で
は
「
砂
の
器
」
で
の
原
文
に
合
わ
せ
て
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
」
と
表
記
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。 
（
７
）
團
伊
玖
磨
・
芥
川
也
寸
志
・
黛
敏
郎
『
現
代
音
楽
に
関
す
る
３
人
の
意
見
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
六
年
六
月
）。 
（
８
）
実
験
工
房
主
催
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
／
電
子
音
楽
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
』（
一
九
五
六
年
二
月
六
日
、
山
葉
ホ
ー
ル
）。
た
だ
し
引
用
は
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト 
実
験
工
房 
2010
』（
東
京
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
ハ
ウ
ス
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月
）
に
拠
る
。 
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（
９
）
川
崎
弘
二
「
黛
敏
郎
の
電
子
音
楽
」（
川
崎
弘
二
編
『
黛
敏
郎
の
電
子
音
楽
』
所
収
、engine books
、
二
〇
一
一
年
八
月
）。
ま
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
及
び
電
子
音
楽
に
つ
い
て
は
、
川
崎
浩
二
編
著
『
増
補
改
訂
版 
日
本
の
電
子
音
楽
』（
愛
育
社
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
も
参
考
に
し
た
。 
（
10
）
日
本
戦
後
音
楽
史
研
究
会
編
『
日
本
戦
後
音
楽
史 
上
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）。 
（
11
）『
日
本
戦
後
音
楽
史 
上
』、
注
（
10
）
を
参
照
。 
（
12
）
川
崎
弘
二
、
前
掲
論
文
。
注
（
９
）
を
参
照
。 
（
13
）『
音
楽
芸
術
』、
一
九
五
六
年
四
月
。
た
だ
し
引
用
は
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト 
実
験
工
房 
2010
』
に
拠
る
。
注
（
８
）
を
参
照
。 
（
14
）
綾
目
広
治
「
松
本
清
張
『
砂
の
器
』
―
日
本
近
代
の
欲
望
と
犯
罪
―
」（『
近
代
文
学
試
論
』、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
）。 
（
15
）
三
島
由
紀
夫
「「
ボ
ク
シ
ン
グ
」
に
つ
い
て
」（『
日
本
文
化
放
送
協
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』、
一
九
五
四
年
十
一
月
）。
た
だ
し
引
用
は
『
三
島
由
紀
夫
全
集
』
二
八
巻
（
新
潮
社
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
に
拠
る
。 
（
16
）
辻
井
喬
『
私
の
松
本
清
張
論
―
タ
ブ
ー
に
挑
ん
だ
国
民
作
家
』（
新
日
本
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月
）。
ま
た
清
張
と
純
文
学
系
の
作
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
藤
井
淑
禎
「
清
張
と
純
文
学
派
―
対
決
の
構
図
―
」（『
清
張 
闘
う
作
家
―
「
文
学
」
を
超
え
て
―
』
所
収
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
〇
七
年
六
月
）
も
参
照
の
こ
と
。 
（
17
）
黛
敏
郎
、
前
掲
書
。
注
（
７
）
を
参
照
。 
（
18
）
川
崎
浩
二
「
日
本
の
電
子
音
楽
」（『
増
補
改
訂
版 
日
本
の
電
子
音
楽
』
所
収
、
注
（
８
）
参
照
）。 
（
19
）
Ｒ
・
マ
リ
ー
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
／
鳥
越
け
い
子
他
訳
『
世
界
の
調
律 
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
は
な
に
か
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
五
月
）。 
（
20
）
江
戸
川
乱
歩
に
お
け
る
視
覚
性
を
論
じ
た
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
た
と
え
ば
鈴
木
貞
美
「
江
戸
川
乱
歩
、
眼
の
戦
慄
―
小
説
表
現
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
研
究
』、
二
〇
一
〇
年
九
月
）
な
ど
を
参
照
。 
（
21
）
初
出
で
は
、
今
西
の
家
は
「
東
大
久
保
」
に
あ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、「
バ
ス
通
り
」
で
は
な
く
「
近
く
に
ガ
ー
ド
が
あ
っ
て
電
車
が
通
る
た
び
に
家
の
中
が
震
動
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
連
載
六
四
回
、『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
六
〇
年
七
月
十
九
日
）。 
（
22
）
俳
句
の
引
用
が
多
数
見
ら
れ
る
小
説
と
し
て
、
た
と
え
ば
「
二
つ
の
声
」（『
週
刊
朝
日
』、
一
九
六
七
年
一
月
～
六
八
年
十
月
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
「
二
つ
の
声
」
は
「
砂
の
器
」
を
考
え
る
上
で
も
、
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
作
品
で
あ
る
。
俳
句
の
引
用
と
い
う
点
か
ら
も
両
作
品
は
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比
較
可
能
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
「
二
つ
の
声
」
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
集
音
器
で
あ
り
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
両
作
品
の
相
同
性
と
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
相
違
を
確
認
し
て
い
く
作
業
は
、
と
て
も
興
味
深
く
思
わ
れ
る
。 
（
23
）
安
智
史
、
前
掲
論
文
。
注
（
１
）
を
参
照
。 
（
24
）
Ｒ
・
マ
リ
ー
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
、
前
掲
書
。
注
（
19
）
を
参
照
。
な
お
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
に
つ
い
て
は
、
鳥
越
け
い
子
『
Ｓ
Ｄ
選
書 
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
［
そ
の
思
想
と
実
践
］』（
鹿
島
出
版
会
、
一
九
九
七
年
三
月
）
も
参
照
し
た
。 
（
25
）「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」（
Ｃ
Ｄ
『
芥
川
也
寸
志
の
世
界
』
所
収
、
東
宝
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
一
九
九
七
年
）。 
（
26
）
樋
口
尚
文
『『
砂
の
器
』
と
『
日
本
沈
没
』 
70
年
代
日
本
の
超
大
作
映
画
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）。 
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結
語 
こ
れ
か
ら
の
松
本
清
張
研
究
、
こ
れ
か
ら
の
新
聞
小
説
研
究
の
た
め
に 
  
一 
全
国
紙
の
朝
刊
へ 
  
『
読
売
新
聞
』
の
夕
刊
を
舞
台
に
連
載
さ
れ
た
「
砂
の
器
」（
一
九
六
〇
年
五
月
十
七
日
～
六
一
年
四
月
二
十
日
）
は
成
功
を
収
め
た
。
ま
た
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
の
一
冊
と
し
て
一
九
六
一
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
砂
の
器
』
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
同
年
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
で
第
一
位
と
な
る
栄
冠
を
手
に
し
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
松
本
清
張
は
、
荒
正
人
が
『
現
代
の
英
雄 
小
説
家
』（
光
文
社
、
一
九
五
七
年
六
月
）
で
指
摘
し
た
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
王
者
」
と
な
り
、「
現
代
の
英
雄
」
に
名
を
連
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
 
そ
の
よ
う
な
清
張
に
、『
読
売
新
聞
』
は
朝
刊
の
舞
台
を
用
意
す
る
。
新
聞
小
説
の
最
高
峰
の
舞
台
の
ひ
と
つ
だ
。
一
九
六
一
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
翌
年
十
一
月
二
十
一
日
に
か
け
て
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
に
、
「
落
差
」
が
連
載
さ
れ
た
。「
落
差
」
で
清
張
が
取
り
上
げ
た
の
は
、
教
科
書
採
用
問
題
だ
っ
た
。
な
ぜ
清
張
は
、
全
国
紙
の
朝
刊
と
い
う
檜
舞
台
で
、
教
科
書
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
小
説
を
連
載
し
よ
う
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
 
「
落
差
」
の
連
載
が
始
ま
る
前
、『
週
刊
読
書
人
』
一
九
六
一
年
十
月
二
日
号
が
掲
載
し
た
「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
文
学
史
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
た
。 
 
推
理
小
説
に
社
会
派
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
創
立
し
た
松
本
清
張
は
、
本
格
的
社
会
小
説
の
作
家
と
し
て
さ
ら
に
成
長
す
る
だ
ろ
う
。 
 
社
会
派
推
理
小
説
を
牽
引
し
て
い
た
松
本
清
張
が
「
本
格
的
社
会
小
説
」
の
書
き
手
と
な
る
こ
と
を
予
想
し
、
ま
た
そ
う
な
る
こ
と
へ
の
期
待
を
表
明
し
て
い
る
一
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
い
く
ら
社
会
派
と
銘
打
た
れ
て
も
、
推
理
小
説
が
娯
楽
と
し
て
消
費
さ
れ
る
だ
け
の
も
の
で
し
か
な
い
こ
と
が
暗
黙
の
う
ち
に
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
本
格
的
社
会
小
説
」
は
、
社
会
派
推
理
小
説
と
は
異
な
る
位
相
に
存
在
す
る
。「
本
格
的
社
会
小
説
」
を
書
く
こ
と
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
意
味
し
、
単
な
る
娯
楽
の
生
産
者
か
ら
の
脱
却
を
意
味
す
る
。「
砂
の
器
」
を
書
き
終
え
た
清
張
に
読
書
界
は
、「
本
格
的
社
会
小
説
」
の
書
き
手
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
期
待
し
始
め
て
い
た
。
そ
う
し
た
声
に
影
響
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
清
張
自
身
も
、「
本
格
的
社
会
小
説
」
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
論
ん
で
い
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た
。
そ
れ
ゆ
え
「
落
差
」
で
は
、
教
育
と
い
う
社
会
問
題
が
俎
上
に
載
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
教
育
問
題
だ
っ
た
の
か
。 
 
当
時
「
本
格
的
社
会
小
説
」
の
第
一
人
者
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
小
説
家
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
石
川
達
三
だ
っ
た
。
そ
の
石
川
達
三
と
松
本
清
張
は
、
後
に
「
文
壇
の
〝
社
会
派
〟
大
い
に
語
る
」（『
オ
ー
ル
読
物
』、
一
九
七
三
年
二
月
）
と
題
さ
れ
た
対
談
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
文
壇
の
〝
社
会
派
〟
」
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
。
両
者
の
具
体
的
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
正
面
か
ら
論
じ
ら
れ
た
機
会
は
決
し
て
多
く
な
か
っ
た
が
、「
本
格
的
社
会
小
説
」
に
脱
皮
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
清
張
が
、
戦
前
か
ら
社
会
派
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
石
川
達
三
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。 
 
自
ら
が
必
要
と
思
う
問
題
を
、
読
者
に
お
も
ね
る
こ
と
を
せ
ず
に
提
示
す
る
独
特
な
新
聞
小
説
家
だ
っ
た
石
川
達
三
は
、
も
ち
ろ
ん
新
聞
小
説
の
分
野
に
お
い
て
も
「
本
格
的
社
会
小
説
」
の
担
い
手
と
目
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
石
川
の
作
品
の
中
で
も
、「
人
間
の
壁
」（『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
五
七
年
八
月
二
十
三
日
～
一
九
五
九
年
四
月
十
二
日
）
は
「
本
格
的
社
会
小
説
」
の
代
表
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。「
教
育
と
教
師
と
の
問
題
を
描
い
た
小
説
」
で
あ
り
、「
津
田
山
東
小
学
校
に
は
じ
ま
る
小
さ
な
渦
は
や
が
て
大
き
く
波
紋
を
描
き
な
が
ら
、
日
教
組
県
支
部
か
ら
東
京
の
本
部
を
通
じ
て
全
国
組
織
へ
つ
な
が
り
、
教
育
と
政
治
と
経
済
の
す
べ
て
の
機
構
に
反
響
し
な
が
ら
、
国
全
体
の
問
題
と
し
て
広
が
っ
て
ゆ
く
」（
１
）
と
い
う
壮
大
な
内
容
を
物
語
っ
た
新
聞
小
説
「
人
間
の
壁
」
は
、
連
載
時
か
ら
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
一
世
を
風
靡
し
た
。 
 
た
と
え
ば
一
九
五
八
年
十
月
三
日
の
『
朝
日
新
聞
』
は
、
五
面
で
「
人
間
の
壁
」
の
四
〇
三
回
を
掲
載
し
た
が
、
そ
の
「
人
間
の
壁
」
の
す
ぐ
上
に
掲
げ
た
「
声
」
欄
で
、「
東
京 
八
幡 
英
子 
主
婦
」
か
ら
の
「
女
教
師
の
本
当
の
姿
」
と
い
う
投
書
を
紹
介
し
て
い
た
。 
 
◇
「
人
間
の
壁
」
の
尾
崎
ふ
み
子
先
生
は
私
の
尊
敬
す
る
先
生
で
す
。
で
も
こ
の
ご
ろ
の
ふ
み
子
先
生
の
行
動
に
は
、
雨
の
夜
に
欠
席
の
金
山
君
を
探
し
て
回
る
献
身
と
い
う
か
、
そ
の
自
己
犠
牲
に
は
感
動
を
通
り
越
し
て
善
人
す
ぎ
る
、
む
し
ろ
お
目
出
度
さ
加
減
に
舌
打
ち
し
た
い
気
持
に
な
り
ま
す
。
今
日
全
国
の
女
教
師
の
中
で
果
し
て
幾
人
、
こ
の
よ
う
な
教
師
が
い
る
で
し
ょ
う
か
。 
 
作
中
の
登
場
人
物
に
対
す
る
「
尊
敬
」
と
反
発
の
入
り
交
じ
っ
た
感
想
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
読
者
を
の
め
り
込
ま
せ
て
い
る
時
点
で
、「
人
間
の
壁
」
の
新
聞
小
説
と
し
て
の
成
功
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
さ
ら
に
連
載
中
に
、
こ
う
し
た
読
者
か
ら
の
声
が
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
多
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く
の
声
が
「
人
間
の
壁
」
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 
実
際
、「
人
間
の
壁
」
の
連
載
が
続
い
て
い
た
さ
な
か
の
一
九
五
八
年
七
月
七
日
、「
人
間
の
壁
」
の
女
性
読
者
二
百
人
余
り
が
集
ま
り
、
著
者
の
石
川
達
三
を
囲
ん
で
、「
勤
務
評
定
や
道
徳
教
育
に
つ
い
て
、
小
説
に
で
て
く
る
人
た
ち
と
一
緒
に
問
答
し
、
考
え
あ
お
う
」（
２
）
と
す
る
会
が
、
東
京
銀
座
の
ガ
ス
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
た
。
さ
ら
に
連
載
終
了
時
の
一
九
五
九
年
四
月
十
四
日
の
『
朝
日
新
聞
』（
夕
刊
）
の
「
声
」
欄
に
は
、「
石
川
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
」
と
い
う
「
茨
城 
戸
塚 
教
員
」
か
ら
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
今
、
私
は
一
回
も
抜
か
さ
ず
読
み
続
け
て
き
た
こ
と
に
多
大
の
収
穫
と
限
り
な
い
喜
び
を
感
じ
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
お
そ
ら
く
多
く
の
読
者
の
声
を
代
弁
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
石
川
達
三
は
「
人
間
の
壁
」
の
連
載
を
終
え
た
後
、「
私
は
朝
日
新
聞
の
数
百
万
の
読
者
を
裏
切
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
の
作
品
は
私
の
公
約
で
あ
る
」（
３
）
と
述
べ
て
い
た
が
、「
人
間
の
壁
」
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
満
足
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
聞
小
説
と
し
て
は
、
稀
に
見
る
大
成
功
を
収
め
た
の
で
あ
る
。 
 
松
本
清
張
の
「
影
の
地
帯
」
と
「
黒
い
風
土
」
の
連
載
が
始
ま
っ
た
の
は
、「
人
間
の
壁
」
の
連
載
が
終
了
し
た
直
後
の
一
九
五
九
年
五
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
先
に
紹
介
し
た
対
談
で
清
張
は
、「
ぼ
く
は
石
川
さ
ん
の
初
期
の
小
説
か
ら
最
近
の
も
の
ま
で
読
ん
で
み
て
、
文
章
が
ち
っ
と
も
変
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
ね
」
と
発
言
し
て
い
る
が
、「
最
初
に
感
動
し
た
」
と
い
う
「
日
陰
の
村
」（『
新
潮
』、
一
九
三
七
年
九
月
～
十
月
）
以
来
、
対
談
で
の
発
言
を
見
る
限
り
、
清
張
は
石
川
達
三
の
作
品
を
読
み
続
け
て
い
た
よ
う
だ
。
だ
か
ら
「
影
の
地
帯
」
や
「
黒
い
風
土
」
に
取
り
掛
か
る
に
あ
た
っ
て
、
清
張
は
石
川
達
三
を
意
識
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
全
国
紙
の
朝
刊
と
い
う
場
で
は
じ
め
て
連
載
し
た
「
落
差
」
で
教
育
問
題
を
扱
っ
た
の
も
、
石
川
達
三
の
「
人
間
の
壁
」
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
朝
日
新
聞
』
の
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
、
尋
常
な
ら
ざ
る
評
判
を
呼
ん
だ
「
人
間
の
壁
」
に
対
抗
す
る
作
品
と
し
て
『
読
売
新
聞
』
に
待
望
さ
れ
た
の
が
、「
落
差
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
一
九
六
一
年
十
一
月
七
日
の
『
読
売
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
つ
ぎ
の
朝
刊
小
説
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
紹
介
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
「
落
差
」
の
直
前
ま
で
『
読
売
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
て
い
た
の
は
、
石
川
達
三
の
「
僕
た
ち
の
失
敗
」（
一
九
六
一
年
五
月
十
五
日
～
十
一
月
十
一
日
）
で
あ
る
。 
 
石
川
達
三
氏
の
「
僕
た
ち
の
失
敗
」
は
十
一
日
に
完
結
、
続
い
て
十
二
日
か
ら
松
本
清
張
氏
の
「
落
差
」
を
連
載
し
ま
す
。
松
本
氏
は
二
十
七
年
度
の
芥
川
賞
を
受
賞
、
昨
今
は
推
理
小
説
に
新
分
野
を
開
拓
し
て
い
ま
や
人
気
の
頂
点
に
立
つ
作
家
で
す
が
、
本
誌
に
は
昨
年
か
ら
こ
と
し
に
か
け
て
、
異
色
作
「
砂
の
器
」
を
発
表
し
て
こ
ん
ど
が
二
度
目
の
登
場
で
す
。
小
説
の
主
題
は
「
作
者
の
言
葉
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
事
前
に
発
表
さ
れ
る
と
感
興
を
そ
が
れ
る
と
い
う
の
で
発
表
を
控
え
ま
す
が
、
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「
落
差
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
作
風
を
一
転
し
て
本
格
的
社
会
小
説
に
取
り
組
も
う
と
す
る
野
心
作
。
さ
し
絵
は
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
新
鋭
、
杉
全
直
画
伯
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 
 
清
張
自
身
が
「
作
者
の
言
葉
」
で
、「
何
を
書
く
か
と
い
う
こ
と
は
、
小
説
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
読
者
の
方
に
わ
か
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
」
と
断
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
聞
社
は
「
落
差
」
の
内
容
が
「
本
格
的
社
会
小
説
」
で
あ
る
こ
と
を
告
知
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
、
直
前
ま
で
石
川
達
三
の
小
説
を
読
ん
で
い
た
読
者
を
手
放
し
た
く
な
い
と
い
う
思
惑
と
と
も
に
、『
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
本
格
的
社
会
小
説
」
で
あ
る
「
人
間
の
壁
」
に
対
抗
し
た
い
と
い
う
読
売
新
聞
社
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
お
そ
ら
く
読
売
新
聞
社
は
清
張
に
「
本
格
的
社
会
小
説
」
を
要
請
し
、
清
張
も
そ
れ
を
引
き
受
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
落
差
」
の
連
載
が
始
ま
る
直
前
に
紙
面
に
刻
印
さ
れ
た
「
本
格
的
社
会
小
説
」
と
い
う
一
語
は
、
松
本
清
張
と
石
川
達
三
と
い
う
二
人
の
社
会
派
の
因
縁
を
感
じ
さ
せ
て
余
り
あ
る
も
の
だ
。 
 
実
際
「
落
差
」
は
、「
人
間
の
壁
」
に
は
及
ば
な
か
っ
た
が
、
同
じ
く
教
育
問
題
を
あ
ぶ
り
出
し
た
小
説
と
し
て
、
読
者
か
ら
大
き
な
関
心
を
寄
せ
ら
れ
た
。 
た
と
え
ば
連
載
中
の
一
九
六
二
年
十
月
十
八
日
の
「
読
者
と
編
集
者
」
欄
は
、「
た
ま
ら
な
い
「
落
差
」
に
描
か
れ
た
教
員
の
姿
」
と
題
し
て
、
二
人
の
読
者
か
ら
の
投
書
を
紹
介
し
て
い
る
。
夫
が
教
員
で
あ
る
と
い
う
二
十
九
歳
の
女
性
は
「
一
中
学
教
員
の
妻
と
し
て
私
は
ほ
ん
と
う
に
い
や
な
気
持
ち
で
こ
の
小
説
を
読
ん
で
い
ま
す
」
と
嫌
悪
感
を
表
明
し
、
も
う
一
人
の
長
野
県
在
住
の
四
十
一
歳
の
男
性
は
、「「
落
差
」
は
、
特
に
十
二
、
三
歳
か
ら
十
六
、
七
歳
の
少
年
層
に
教
師
不
信
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
思
う
が
、
貴
紙
の
ご
意
見
を
う
け
た
ま
わ
り
た
い
」
と
詰
め
寄
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
編
集
者
は
、
小
説
と
事
実
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
後
、「
小
説
と
い
う
形
で
真
実
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
作
家
の
立
場
を
認
め
て
下
さ
い
」
と
述
べ
、「
こ
の
問
題
に
対
す
る
松
本
氏
の
回
答
は
こ
れ
か
ら
書
き
進
め
ら
れ
て
い
く
物
語
り
の
な
か
で
示
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
、
読
者
の
関
心
を
つ
な
ぎ
止
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
い
や
、
編
集
者
が
つ
な
ぎ
止
め
よ
う
と
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
嫌
悪
感
と
非
難
を
あ
か
ら
さ
ま
に
し
た
投
書
を
こ
と
さ
ら
掲
げ
、
新
聞
の
読
者
に
提
示
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
言
え
ば
「
落
差
」
が
読
者
に
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
反
響
を
巻
き
起
こ
す
こ
と
を
企
図
し
て
、
編
集
者
が
投
書
を
掲
載
し
た
と
考
え
る
方
が
適
当
だ
ろ
う
。『
読
売
新
聞
』
の
編
集
部
の
脳
裏
に
は
、「
人
間
の
壁
」
の
成
功
が
焼
き
付
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
人
間
の
壁
」
の
成
功
に
近
づ
け
る
べ
く
、
あ
え
て
投
書
を
紹
介
し
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
に
は
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。 
 
と
も
あ
れ
「
落
差
」
は
、
か
な
り
の
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
清
張
自
身
も
、
連
載
が
終
了
し
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た
後
に
発
表
し
た
「
教
科
書
と
教
科
書
業
者 
落
差
を
書
き
終
え
て
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
六
二
年
十
一
月
二
十
一
日
）
で
、「
思
想
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
も
な
い
。
あ
る
の
は
商
売
だ
け
」
と
い
う
教
科
書
会
社
と
、
教
科
書
を
検
定
す
る
学
者
や
教
科
書
の
採
用
を
決
め
る
学
校
教
員
と
の
癒
着
を
扱
っ
た
小
説
が
、
読
者
の
反
響
を
呼
ん
だ
こ
と
を
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
た
。 
 
小
説
で
は
、
そ
の
具
体
的
な
例
を
い
く
つ
か
書
い
た
。
す
る
と
、
抗
議
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
一
部
は
本
紙
に
投
書
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
が
、
同
じ
よ
う
な
趣
旨
の
も
の
は
ほ
か
に
も
あ
っ
た
。 
 
し
か
し
、
な
か
に
は
「
内
部
か
ら
の
反
省
を
待
つ
だ
け
で
は
だ
め
で
す
。
む
し
ろ
、
外
部
か
ら
の
世
論
と
し
て
の
非
難
の
声
が
大
き
く
な
ら
な
け
れ
ば
絶
対
だ
め
で
す
。
そ
の
意
味
で
貴
下
の
小
説
に
出
て
く
る
教
科
書
売
り
込
み
の
問
題
な
ど
、
世
論
喚
起
の
た
め
大
い
に
意
義
の
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
」（
公
務
員
）
と
い
う
趣
旨
の
も
の
も
前
記
の
意
味
の
投
書
の
量
以
上
に
あ
っ
た
。 
 
自
ら
が
明
る
み
に
引
き
出
し
た
問
題
が
読
者
に
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
清
張
は
、
こ
の
文
章
を
次
の
よ
う
な
言
葉
で
締
め
括
っ
た
。 
 
 
い
ず
れ
に
し
て
も
私
は
、
教
科
書
会
社
な
ど
の
業
者
側
と
学
校
教
師
側
と
の
醜
悪
な
取
り
引
き
面
を
少
し
遠
慮
が
な
さ
す
ぎ
る
ほ
ど
書
い
た
。
も
し
、
注
目
さ
れ
た
方
々
が
こ
の
問
題
に
対
し
て
真
剣
に
考
え
を
起
こ
し
て
下
さ
る
な
ら
、
作
者
と
し
て
は
小
説
の
で
き
、
不
で
き
を
別
に
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 
 
清
張
の
願
い
は
、
一
九
六
二
年
十
一
月
二
十
六
日
の
『
読
売
新
聞
』
夕
刊
で
、
あ
る
意
味
実
現
さ
れ
た
。
「
教
育
者
だ
け
で
な
く
広
く
各
界
に
反
響
を
よ
ん
」
だ
「
落
差
」
に
つ
い
て
の
座
談
会
が
、
十
一
面
を
丸
々
使
っ
て
掲
載
さ
れ
た
の
だ
。「
教
師
の
倫
理 
連
載
小
説
「
落
差
」
の
反
響
に
答
え
る
」
と
題
さ
れ
た
座
談
会
に
出
席
し
た
の
は
、
東
京
都
練
馬
区
の
小
学
校
校
長
と
杉
並
区
の
高
校
教
諭
、
新
宿
区
の
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
に
、
清
張
自
身
だ
っ
た
。
読
者
と
の
対
話
に
自
ら
臨
む
姿
は
、「
人
間
の
壁
」
を
書
き
、
読
者
の
集
ま
り
に
率
先
し
て
参
加
し
た
石
川
達
三
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。 
そ
も
そ
も
作
品
の
出
来
栄
え
と
は
関
係
な
く
、
自
ら
の
小
説
が
提
起
し
た
「
問
題
に
対
し
て
真
剣
に
考
え
」
る
読
者
が
出
て
来
て
く
れ
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
と
い
う
松
本
清
張
の
言
葉
は
、「
人
間
の
壁
」
を
書
き
終
え
た
石
川
達
三
の
感
慨
に
、
あ
ま
り
に
酷
似
し
た
も
の
で
あ
る
。
石
川
は
、「
私
は
言
う
ま
で
も
な
く
小
説
を
書
く
つ
も
り
だ
っ
た
」
の
だ
が
、「
途
中
か
ら
私
は
、
そ
う
い
う
考
え
方
を
棄
て
て
し
ま
っ
た
。
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小
説
で
あ
る
か
無
い
か
な
ど
と
い
う
事
は
、
極
め
て
少
数
の
文
学
専
門
家
が
論
ず
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
読
者
大
衆
と
は
関
係
な
い
」
と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。 
 
た
だ
私
は
教
育
問
題
の
一
端
を
と
ら
え
て
、
読
者
の
心
に
ひ
び
く
も
の
を
書
き
た
か
っ
た
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
の
事
で
あ
る
。
小
説
家
と
し
て
は
敗
北
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
う
い
う
敗
北
を
も
私
は
あ
ま
り
問
題
に
し
な
か
っ
た
。（
４
） 
 
石
川
達
三
は
、「
読
者
の
心
に
ひ
び
く
」
問
題
を
提
示
し
よ
う
と
し
て
、「
人
間
の
壁
」
を
書
き
継
い
だ
。
石
川
が
目
指
し
た
も
の
と
、「
落
差
」
に
お
け
る
清
張
の
目
標
は
通
底
し
て
い
る
。「
落
差
」
が
、「
人
間
の
壁
」
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
小
説
だ
っ
た
こ
と
は
、
も
は
や
明
ら
か
だ
ろ
う
。 
 
石
川
達
三
は
「
読
者
大
衆
」
の
「
心
」
を
捉
え
る
の
に
秀
で
た
小
説
家
だ
っ
た
。
そ
し
て
「
読
者
大
衆
」
と
い
う
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
向
け
て
、
社
会
問
題
を
提
起
し
続
け
た
作
家
だ
っ
た
。
新
聞
小
説
と
い
う
メ
ジ
ャ
ー
な
舞
台
に
臨
ん
だ
清
張
が
、
そ
う
し
た
書
き
手
を
意
識
し
な
か
っ
た
は
ず
が
な
い
。「
砂
の
器
」
以
前
の
清
張
に
と
っ
て
、
石
川
達
三
は
「
英
雄
」
と
し
て
仰
ぎ
見
る
存
在
だ
っ
た
。
し
か
し
「
砂
の
器
」
以
後
、
新
聞
小
説
と
い
う
分
野
で
も
自
信
を
得
た
清
張
は
、「
本
格
的
社
会
小
説
」
の
代
表
に
果
敢
に
挑
戦
し
た
の
で
あ
る
。 
  
二 
「
砂
の
器
」
以
後
の
清
張
を
ど
う
評
価
す
る
か 
  
藤
井
淑
禎
は
『
高
度
成
長
期
に
愛
さ
れ
た
本
た
ち
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
）
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
序
章
で
も
引
用
し
た
一
節
で
あ
る
が
、
以
下
に
改
め
て
引
用
し
た
い
。 
 
初
期
傑
作
短
編
群
か
ら
『
点
と
線
』、『
砂
の
器
』
と
の
ぼ
り
つ
め
、
伊
藤
整
に
よ
っ
て
一
時
は
文
学
の
主
流
の
座
を
奪
い
取
っ
た
と
ま
で
評
価
さ
れ
た
面
影
は
、
そ
こ
に
は
な
い
。
九
二
年
に
没
す
る
ま
で
作
家
と
し
て
の
人
気
や
知
名
度
は
抜
群
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
好
ま
れ
る
作
品
と
な
る
と
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
や
歴
史
も
の
へ
の
転
向
以
前
の
『
点
と
線
』、『
砂
の
器
』
ば
か
り
が
挙
げ
ら
れ
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
そ
れ
以
後
に
書
か
れ
た
新
作
ミ
ス
テ
リ
ー
が
読
者
の
心
を
と
ら
え
た
形
跡
は
な
い
の
で
あ
る
。 
 
極
論
す
れ
ば
、
清
張
の
作
家
的
生
涯
は
『
砂
の
器
』
ま
で
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
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だ
が
、
し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
ん
な
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
作
家
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
続
け
る
な
ど
と
い
う
の
は
幻
想
で
あ
っ
て
、
た
い
て
い
の
作
家
に
は
盛
り
や
ピ
ー
ク
に
あ
た
る
時
期
が
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
清
張
の
場
合
、
た
ま
た
ま
そ
れ
が
作
家
と
し
て
の
前
半
生
に
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。 
 
こ
こ
に
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
の
評
価
に
つ
い
て
の
難
し
い
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
藤
井
は
「
読
書
世
論
調
査
」
や
『
出
版
年
鑑
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
全
国
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
ズ
」
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
一
九
六
〇
年
以
降
、「
全
国
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
ズ
」
に
清
張
の
新
作
が
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
「
よ
い
と
思
っ
た
本
は
」
や
「
あ
な
た
が
最
近
買
っ
た
書
籍
は
」
と
い
っ
た
ラ
ン
キ
ン
グ
で
『
点
と
線
』
と
『
砂
の
器
』
が
顔
を
出
す
だ
け
で
、「
れ
っ
き
と
し
た
現
役
作
家
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
は
や
過
去
の
名
作
の
作
家
と
し
て
し
か
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
」
と
結
論
づ
け
て
い
た
。
藤
井
が
提
示
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
鑑
み
る
と
、「
砂
の
器
」
以
後
の
清
張
が
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
し
て
は
「
過
去
の
名
作
の
作
家
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
は
、
ど
う
や
ら
事
実
だ
っ
た
ら
し
い
。 
し
か
し
新
作
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、「
過
去
の
名
作
の
作
家
」
と
言
い
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
妥
当
な
の
だ
ろ
う
か
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
ら
な
く
て
も
、
読
む
に
値
す
る
可
能
性
を
潜
在
さ
せ
た
作
品
は
あ
ま
た
存
在
す
る
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
だ
か
ら
名
作
と
は
限
ら
な
い
し
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
駄
作
と
い
う
判
断
も
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
。
名
作
は
同
時
代
に
は
評
価
さ
れ
ず
売
れ
な
い
も
の
だ
と
い
う
神
話
に
、
全
く
根
拠
が
な
い
の
と
同
じ
だ
。
清
張
の
〝
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
〟
と
し
て
の
「
盛
り
や
ピ
ー
ク
」
は
「
作
家
と
し
て
の
前
半
生
に
あ
っ
た
」
の
だ
が
、
〝
作
家
〟
と
し
て
の
「
盛
り
や
ピ
ー
ク
」
に
つ
い
て
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
か
否
か
、
あ
る
い
は
同
時
代
の
読
者
に
支
持
さ
れ
た
か
否
か
と
い
っ
た
評
価
と
別
に
考
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
し
て
一
度
市
民
権
を
得
て
し
ま
っ
た
作
家
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
生
み
出
し
た
か
否
か
で
評
価
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
そ
う
い
っ
た
作
家
の
作
品
も
、
売
上
部
数
と
は
関
係
な
く
、
読
み
直
し
た
り
評
価
し
た
り
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
そ
も
そ
も
清
張
自
身
が
カ
ッ
パ
ノ
ベ
ル
ス
版
の
『
砂
の
器
』
を
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
第
一
位
に
押
し
上
げ
、
さ
ら
に
全
国
紙
の
朝
刊
に
連
載
し
た
「
落
差
」
で
も
あ
る
程
度
の
成
功
を
収
め
た
後
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
量
産
す
る
こ
と
に
腐
心
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
清
張
が
、
読
者
を
置
い
て
け
ぼ
り
に
し
た
独
り
よ
が
り
の
作
品
を
書
く
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。し
か
し
、「
多
作
即
乱
作
」
と
い
う
常
識
に
抗
う
た
め
に
執
筆
量
の
限
界
に
挑
戦
し
た
と
き
に
は
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
作
品
を
、
徐
々
に
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。 
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た
と
え
ば
清
張
は
、
第
二
部
第
一
章
で
す
で
に
紹
介
し
た
こ
と
だ
が
、「
黒
い
風
土
」
の
連
載
が
終
了
し
た
後
の
一
九
六
〇
年
八
月
二
十
一
日
の
『
北
海
道
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
お
な
じ
み
作
家
訪
問
」
で
、
「
ま
た
岸
田
劉
生
の
伝
記
も
、
時
間
の
余
裕
さ
え
あ
れ
ば
き
ょ
う
に
も
筆
を
と
る
ん
だ
が
」
と
述
べ
て
い
た
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
岸
田
劉
生
の
伝
記
」
が
実
現
さ
れ
る
の
は
、
一
九
六
五
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。『
芸
術
新
潮
』
に
「
劉
生
晩
期
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
四
月
ま
で
連
載
さ
れ
た
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。 お
そ
ら
く
清
張
は
、
読
者
に
配
慮
し
つ
つ
も
、
自
分
が
書
き
た
い
も
の
を
書
き
た
い
よ
う
に
書
く
姿
勢
を
取
り
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
時
に
清
張
の
作
品
は
、
実
験
的
で
前
衛
的
な
相
貌
を
露
わ
に
す
る
。
そ
う
し
た
作
品
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
ら
な
く
て
も
、
何
ら
お
か
し
い
こ
と
は
な
い
。
ま
た
売
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
白
眼
視
す
る
必
要
も
な
い
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
名
を
連
ね
た
「
砂
の
器
」
に
も
、
新
聞
小
説
と
し
て
の
優
れ
た
戦
略
が
込
め
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
豊
か
な
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
。
推
理
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
律
儀
に
拘
ら
な
け
れ
ば
、
映
画
「
砂
の
器
」
と
比
べ
て
駄
作
だ
な
ど
と
目
く
じ
ら
を
立
て
る
必
要
も
な
く
な
る
。
第
三
部
第
二
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
作
品
内
に
存
在
す
る
「
音
」
に
着
目
し
て
、
作
品
内
の
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
渉
猟
し
て
い
く
と
、
そ
こ
に
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
前
衛
音
楽
へ
の
批
判
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
た
。 
清
張
の
実
験
精
神
の
賜
物
と
で
も
い
う
べ
き
作
品
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
「
眩
人
」（『
中
央
公
論
』、
一
九
七
七
年
二
月
～
八
〇
年
九
月
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
奈
良
時
代
の
僧
・
玄
昉
の
数
奇
な
生
涯
を
物
語
っ
た
歴
史
小
説
な
の
だ
が
、
こ
の
小
説
は
、『
汚
辱
の
世
界
史
』（
一
九
三
五
）
や
『
伝
奇
集
』（
一
九
四
四
）
の
ボ
ル
ヘ
ス
、
ま
た
は
『
見
え
な
い
都
市
』（
一
九
七
二
年
）
の
イ
タ
ロ
・
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
と
共
通
す
る
小
説
精
神
を
、
松
本
清
張
が
有
し
て
い
た
こ
と
を
証
立
て
て
い
る
。「
眩
人
」
の
実
験
精
神
は
、
小
説
言
説
の
そ
こ
こ
こ
に
見
ら
れ
る
も
の
な
の
だ
が
、
そ
れ
は
「
眩
人
」
と
い
う
作
品
そ
の
も
の
の
構
成
に
、
最
も
象
徴
さ
れ
て
い
よ
う
。
小
説
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
「
紫
煙
随
想
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。 
 
 
本
文
に
は
簡
単
な
「
注
」
を
加
え
ま
し
た
。
読
者
に
は
い
さ
さ
か
煩
雑
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
第
二
部
は
、
創
作
上
「
康
許
生
の
手
記
」
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
ま
す
。
遣
唐
学
問
僧
の
玄
昉
に
従
っ
て
天
平
七
（
七
三
五
）
に
渡
来
し
た
胡
人
（
ペ
ル
シ
ア
人
）
の
眼
、
す
な
わ
ち
外
国
人
の
見
聞
録
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
国
史
（
こ
の
場
合
は
主
と
し
て
『
続
日
本
紀
』）
と
の
対
照
で
「
補
注
」
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。 
 
こ
の
「
補
注
」
も
単
に
「
続
日
本
紀
」
の
記
事
を
挿
入
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
諸
家
の
学
説
を
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写
し
て
入
れ
る
と
い
う
の
で
も
な
く
、
私
な
り
の
解
釈
や
、
独
自
の
説
明
（
た
と
え
ば
南
北
朝
ご
ろ
の
中
国
に
入
っ
た
仏
教
が
、
純
粋
な
イ
ン
ド
仏
教
で
は
な
く
三
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
で
西
方
か
ら
き
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
思
想
と
混
合
し
た
異
民
俗ママ
統
治
の
政
治
的
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
、
奈
良
朝
の
仏
教
も
ま
た
同
じ
で
、
個
人
の
精
神
的
な
救
済
よ
り
も
「
国
家
鎮
護
」
の
統
治
政
策
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
）
を
随
所
に
入
れ
て
あ
る
の
は
、
見
ら
れ
る
と
お
り
で
す
。（
５
） 
 
田
中
康
夫
の
「
な
ん
と
な
く
、
ク
リ
ス
タ
ル
」（『
文
芸
』、
一
九
八
〇
年
十
二
月
）
に
先
駆
け
て
、
清
張
は
小
説
言
説
の
中
に
注
釈
を
持
ち
込
ん
だ
。
し
か
も
「
眩
人
」
の
注
釈
は
、
時
に
本
文
以
上
に
精
彩
を
放
つ
こ
と
も
あ
っ
た
。
引
用
し
た
一
節
で
も
、「
独
自
の
説
明
」
の
直
後
に
清
張
は
括
弧
を
付
し
、
そ
の
具
体
例
を
記
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
具
体
例
は
、
括
弧
内
に
収
ま
る
べ
き
長
さ
と
内
容
を
ほ
と
ん
ど
逸
脱
し
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
の
事
態
は
、「
眩
人
」
で
は
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
も
の
だ
。
安
定
し
て
い
て
然
る
べ
き
本
文
と
補
注
の
関
係
が
、
揺
ら
ぎ
、
逆
転
す
る
。
こ
う
し
た
小
説
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
生
み
出
す
こ
と
に
汲
々
と
し
て
い
る
作
家
に
は
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。「
眩
人
」
の
本
文
で
清
張
は
、
幻
想
的
な
歴
史
小
説
を
提
供
す
る
。
し
か
し
補
注
の
中
で
は
、
資
料
と
格
闘
し
、
歴
史
学
者
の
書
い
た
先
行
研
究
と
の
対
話
を
楽
し
む
。
そ
し
て
し
ば
し
ば
、
清
張
は
後
者
の
対
話
に
没
頭
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 
 
新
聞
小
説
に
お
い
て
も
、
松
本
清
張
は
好
き
勝
手
に
振
る
舞
う
。
読
者
に
妥
協
し
た
り
、
読
者
に
配
慮
し
た
り
す
る
姿
勢
は
影
を
潜
め
る
。
も
し
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
「
火
の
回
路
」（
一
九
七
三
年
六
月
十
六
日
～
七
四
年
十
月
十
三
日
）
を
『
朝
日
新
聞
』
の
朝
刊
に
連
載
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
一
九
七
三
年
六
月
八
日
の
『
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
次
の
朝
刊
小
説
」
で
、
清
張
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。 
 
 
古
代
史
へ
の
関
心
が
た
か
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
代
小
説
だ
が
、
古
代
史
と
関
係
を
も
つ
。
む
つ
か
し
い
論
文
め
い
た
も
の
を
書
く
つ
も
り
は
な
い
。
現
代
に
生
き
て
い
る
人
間
図
と
古
代
史
と
―
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
。
舞
台
は
大
和
国
（
奈
良
県
）
だ
け
で
な
く
中
近
東
ま
で
も
入
る
だ
ろ
う
。
書
こ
う
と
す
る
当
人
が
愉
し
み
に
し
て
い
る
。 
 
清
張
は
、
お
そ
ら
く
「
火
の
回
路
」
を
存
分
に
愉
し
ん
だ
。『
朝
日
新
聞
』
の
朝
刊
と
い
う
大
き
な
舞
台
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清
張
は
書
こ
う
と
思
っ
た
も
の
を
書
い
た
。
だ
か
ら
「
火
の
回
路
」
は
、「
む
つ
か
し
い
論
文
」
が
か
な
り
の
部
分
を
占
め
る
特
異
な
新
聞
小
説
に
な
っ
た
。
連
載
を
終
え
た
清
張
は
、
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「「
火
の
回
路
」
を
終
わ
っ
て
」（『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
七
四
年
十
月
十
五
日
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
こ
う
し
た
「
新
説
」
を
展
開
す
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
説
明
が
十
分
で
な
け
れ
ば
納
得
し
て
も
ら
え
な
い
。
ヒ
ロ
イ
ン
を
大
学
の
助
手
と
し
、
説
明
を
論
文
の
か
た
ち
に
し
た
の
は
、
従
来
の
学
説
を
見
な
が
ら
問
題
の
提
起
と
そ
の
論
証
を
す
す
め
る
立
場
に
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
論
文
部
分
が
意
外
に
大
き
な
部
分
を
と
り
、
普
通
の
新
聞
小
説
ら
し
か
ら
ぬ
体
裁
と
な
っ
た
の
は
、
な
ん
と
も
恐
縮
の
ほ
か
は
な
い
。
読
者
と
新
聞
社
の
寛
容
に
感
謝
し
た
い
。 
 
こ
の
小
説
上
の
新
説
な
り
仮
説
が
妥
当
か
ど
う
か
は
、
こ
ん
ご
マ
マ
学
者
や
研
究
家
の
批
評
に
俟
つ
し
か
な
い
。 
 
こ
れ
は
驚
く
べ
き
釈
明
で
あ
る
。
清
張
は
一
応
「
読
者
と
新
聞
社
の
寛
容
に
感
謝
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
続
け
て
す
ぐ
に
「
学
者
や
研
究
家
の
批
評
に
俟
つ
し
か
な
い
」
と
書
く
。
こ
の
一
文
の
末
尾
で
清
張
は
、
学
界
で
は
「
新
説
」
は
無
視
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、「
火
の
回
路
」
が
提
示
し
た
「
新
説
」
も
無
視
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
も
書
き
記
し
て
い
た
が
、
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
火
の
回
路
」
を
清
張
は
、
歴
史
学
の
「
学
者
や
研
究
家
」
に
向
け
て
書
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
新
聞
小
説
と
い
う
大
舞
台
を
、
専
門
家
だ
け
が
手
に
取
る
学
会
誌
の
よ
う
に
し
て
活
用
し
た
小
説
家
を
、
私
は
他
に
知
ら
な
い
。
第
三
部
で
確
認
し
た
よ
う
に
、「
砂
の
器
」
に
も
「
む
つ
か
し
い
論
文
」
の
引
用
が
散
見
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
読
者
が
理
解
す
る
こ
と
を
望
ん
で
引
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
難
解
な
論
文
を
書
く
人
間
を
彼
岸
の
存
在
と
み
な
す
よ
う
に
、
読
者
を
誘
導
す
る
こ
と
さ
え
で
き
れ
ば
十
分
だ
っ
た
。
視
点
人
物
で
あ
る
刑
事
と
と
も
に
、
理
解
不
能
な
難
し
い
文
章
だ
と
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
、「
む
つ
か
し
い
論
文
」
を
引
用
し
た
目
的
だ
っ
た
。
し
か
し
「
火
の
回
路
」
で
は
違
う
。
清
張
は
小
説
の
中
に
引
用
し
た
論
文
の
内
容
を
理
解
し
て
、
そ
の
上
で
批
評
さ
れ
、「
新
説
」
と
し
て
通
用
す
る
か
ど
う
か
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
「
火
の
回
路
」
と
い
う
新
聞
小
説
の
中
の
論
文
、
つ
ま
り
虚
構
世
界
の
中
で
執
筆
さ
れ
た
論
文
が
、
学
会
論
文
と
同
等
の
扱
い
を
受
け
る
こ
と
を
待
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
私
見
に
よ
れ
ば
、「
眩
人
」
も
「
火
の
回
路
」
も
、
古
代
日
本
を
中
国
を
中
心
と
す
る
ア
ジ
ア
や
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
位
置
づ
け
、
日
本
と
呼
ば
れ
る
地
域
が
、
古
代
か
ら
国
際
的
で
多
文
化
・
多
民
族
的
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
り
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
大
和
朝
廷
が
決
し
て
純
粋
で
も
な
く
純
潔
で
も
な
か
っ
た
こ
と
を
露
呈
さ
せ
て
し
ま
っ
た
小
説
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
皇
室
に
お
け
る
確
執
を
テ
ー
マ
に
し
た
問
題
作
―
清
張
の
死
に
よ
っ
て
未
完
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
―
『
神
々
の
乱
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心
』（『
週
刊
文
春
』、
一
九
九
〇
年
三
月
二
十
九
日
～
九
二
年
五
月
二
十
一
日
）
を
考
え
る
た
め
に
も
、
無
視
し
得
な
い
も
の
だ
。
一
九
七
〇
年
代
初
頭
に
発
表
さ
れ
た
二
つ
の
長
篇
小
説
が
内
包
す
る
過
激
な
内
容
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
れ
ば
よ
い
の
か
は
、
同
時
代
の
状
況
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
慎
重
に
論
を
組
み
立
て
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 
 
そ
れ
と
同
時
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、「
眩
人
」
と
「
火
の
回
路
」
が
、
過
激
な
内
容
を
実
験
的
か
つ
前
衛
的
な
手
法
で
伝
え
よ
う
と
す
る
文
学
作
品
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。「
眩
人
」
の
補
注
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
論
文
や
学
説
の
紹
介
が
鏤
め
ら
れ
た
「
火
の
回
路
」
は
、
ま
さ
し
く
〝
引
用
の
織
物
〟
で
あ
る
。 
 
高
い
評
価
を
得
て
い
る
初
期
の
短
篇
や
、
長
年
に
わ
た
っ
て
読
者
が
支
持
し
続
け
て
い
る
「
砂
の
器
」
や
「
点
と
線
」
だ
け
で
は
な
い
。「
砂
の
器
」
以
降
の
清
張
に
も
、
汲
み
尽
し
得
な
い
問
題
と
可
能
性
が
潜
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
  
三 
戦
後
新
聞
小
説
の
研
究 
  
す
で
に
何
度
か
引
用
し
た
一
節
だ
が
、『
Ｔ
Ｂ
Ｓ
調
査
情
報
』（
一
九
六
七
年
五
月
～
八
月
）
で
江
藤
文
夫
は
、
松
本
清
張
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 
 
清
張
以
後
の
推
理
小
説
は
、
従
来
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
、
そ
れ
自
体
の
論
理
の
展
開
に
よ
っ
て
、
〝
世
界
〟
を
構
築
し
て
い
く
の
に
対
し
て
、
そ
の
論
理
を
現
実
世
界
の
な
か
に
一
度
投
げ
こ
み
、
そ
の
現
実
と
虚
構
の
か
ら
み
あ
い
の
上
に
小
説
を
成
立
さ
せ
る
、
と
い
う
特
色
を
強
く
も
っ
て
い
る
。（
６
） 
 
第
一
部
第
一
章
及
び
第
三
章
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
石
川
達
三
の
新
聞
小
説
は
、
こ
こ
で
江
藤
が
指
摘
す
る
「
従
来
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
の
典
型
で
あ
る
。「
そ
れ
自
体
の
論
理
の
展
開
に
よ
っ
て
、
〝
世
界
〟
を
構
築
し
て
い
く
」
石
川
は
、
現
実
と
虚
構
が
浸
透
し
合
う
事
態
に
堪
え
ら
れ
な
い
潔
癖
な
精
神
の
持
ち
主
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
谷
崎
潤
一
郎
の
『
鍵
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
六
年
十
二
月
）
や
川
崎
長
太
郎
の
私
小
説
群
を
非
難
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 
 
そ
れ
に
対
し
て
清
張
は
、「
現
実
と
虚
構
の
か
ら
み
あ
い
の
上
に
小
説
を
成
立
さ
せ
る
」
作
家
だ
っ
た
。
虚
構
の
世
界
が
現
実
の
世
界
に
侵
入
し
て
く
る
よ
う
に
、
新
聞
小
説
で
は
挿
絵
な
ど
も
巧
み
に
活
用
し
な
が
ら
促
し
て
い
た
。
谷
崎
や
川
崎
と
は
方
法
こ
そ
違
え
ど
、
同
じ
よ
う
な
志
向
を
有
し
て
い
た
と
言
っ
て
313 
 
よ
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
火
の
回
路
」
で
、
虚
構
の
世
界
の
存
在
で
あ
る
登
場
人
物
が
書
い
た
論
文
も
、
現
実
世
界
の
学
者
や
研
究
者
に
影
響
を
及
ぼ
し
、真
剣
に
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
清
張
は
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
清
張
の
方
法
と
姿
勢
は
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。 
 
そ
れ
と
同
時
に
、
江
藤
は
「
清
張
以
後
の
推
理
小
説
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
清
張
の
方
法
が
、
以
後
戦
後
の
新
聞
小
説
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
改
め
て
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
有
吉
佐
和
子
の
「
複
合
汚
染
」（『
朝
日
新
聞
』、
一
九
七
四
年
十
月
十
四
日
～
五
〇
年
六
月
三
十
日
）、
あ
る
い
は
連
合
赤
軍
の
事
件
を
題
材
に
、
子
の
罪
の
責
任
を
親
が
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
っ
た
、
革
命
を
め
ぐ
る
罪
と
罰
を
追
求
し
た
円
地
文
子
の
「
食
卓
の
な
い
家
」
（『
日
本
経
済
新
聞
』、
一
九
七
八
年
二
月
十
一
日
～
一
九
七
八
年
十
二
月
六
日
）
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
新
聞
小
説
は
、
明
ら
か
に
現
実
世
界
へ
の
作
用
を
企
図
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
戦
後
の
新
聞
小
説
の
傑
作
は
、
新
聞
小
説
で
「
真
面
目
な
問
題
」
を
提
示
し
た
石
川
達
三
や
、
現
実
世
界
と
虚
構
世
界
を
攪
乱
さ
せ
て
し
ま
う
松
本
清
張
の
存
在
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
可
能
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
作
品
を
、
新
聞
小
説
と
し
て
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。 
 
と
は
い
え
、
戦
後
の
新
聞
小
説
を
研
究
し
て
い
く
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
戦
後
の
新
聞
小
説
を
取
り
上
げ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
立
ち
塞
が
る
か
ら
だ
。 
新
聞
小
説
が
映
画
化
さ
れ
、
ま
た
演
劇
と
な
っ
て
舞
台
に
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
状
況
は
、
関
肇
「
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
の
力
学
―
『
金
色
夜
叉
』
の
受
容
空
間
」（
７
）
な
ど
が
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
尾
崎
紅
葉
の
時
代
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。
清
張
が
「
砂
の
器
」
で
同
時
代
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
を
取
り
入
れ
た
よ
う
に
、
同
時
代
の
情
報
や
、
小
説
が
連
載
さ
れ
て
い
る
新
聞
に
載
っ
た
情
報
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
も
、
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。「
黒
い
風
土
」
や
「
砂
の
器
」
で
清
張
が
多
用
し
た
、
登
場
人
物
に
新
聞
を
読
ま
せ
る
と
い
う
手
法
に
つ
い
て
も
、
夏
目
漱
石
の
「
そ
れ
か
ら
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』『
大
阪
朝
日
新
聞
』、
一
九
〇
九
年
六
月
二
十
七
日
～
十
月
十
四
日
）
の
冒
頭
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
新
聞
小
説
で
は
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
も
の
だ
。
し
た
が
っ
て
戦
後
の
新
聞
小
説
を
研
究
し
て
も
何
も
出
て
来
な
い
、
明
治
か
ら
戦
前
の
新
聞
小
説
を
研
究
す
る
の
が
一
番
だ
と
い
う
批
判
は
、
十
分
に
説
得
力
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。 
も
ち
ろ
ん
同
時
代
の
情
報
を
取
り
入
れ
て
い
く
際
の
手
さ
ば
き
や
、
読
者
の
身
体
が
登
場
人
物
の
身
体
と
同
調
す
る
よ
う
に
仕
向
け
て
行
く
方
法
の
細
部
に
は
、
た
と
え
ば
松
本
清
張
な
ら
で
は
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
も
見
て
取
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
小
説
家
の
些
細
な
特
色
で
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
戦
後
の
新
聞
小
説
を
研
究
す
る
意
義
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
み
な
す
研
究
者
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。 
 
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
が
出
て
来
よ
う
と
、
カ
ル
チ
ュ
ア
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
が
流
行
し
よ
う
と
、
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文
学
研
究
と
い
う
分
野
で
は
文
学
作
品
を
取
り
上
げ
る
の
が
第
一
と
な
る
。
そ
う
し
た
研
究
分
野
で
戦
後
の
新
聞
小
説
を
取
り
上
げ
て
も
、
す
で
に
全
て
が
明
治
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。
戦
前
の
新
聞
小
説
に
対
し
て
、
戦
後
の
新
聞
小
説
が
有
し
て
い
る
新
し
さ
は
、
決
し
て
多
く
な
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。 
 
そ
れ
で
は
戦
後
の
新
聞
小
説
を
通
し
て
見
え
て
く
る
の
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
私
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
事
実
は
、「
食
卓
の
な
い
家
」
が
『
日
本
経
済
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。 
『
日
本
経
済
新
聞
』
の
読
者
は
、
連
合
赤
軍
を
テ
ー
マ
に
し
た
重
く
て
暗
い
小
説
を
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
か
。
ま
た
円
地
文
子
は
、
ど
の
よ
う
な
読
者
を
想
定
し
て
日
々
「
食
卓
の
な
い
家
」
を
書
き
綴
っ
た
の
か
。「
食
卓
の
な
い
家
」
を
契
機
に
、『
日
本
経
済
新
聞
』
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
一
端
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。『
日
本
経
済
新
聞
』の
購
読
者
が
有
し
て
い
た
思
想
や
嗜
好
の
変
遷
を
考
察
し
た
り
、
『
日
本
経
済
新
聞
』
の
言
論
界
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
た
り
す
る
一
助
と
な
る
。「
食
卓
の
な
い
家
」
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
円
地
文
子
と
い
う
作
家
の
研
究
や
新
聞
小
説
の
歴
史
的
も
し
く
は
理
論
的
な
研
究
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
文
学
研
究
に
寄
与
す
る
以
上
に
、
新
聞
史
や
メ
デ
ィ
ア
史
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。 
松
本
清
張
の
作
品
で
言
え
ば
、
興
味
深
い
の
は
た
と
え
ば
「
風
の
息
」
で
あ
る
。『
赤
旗
』
に
一
九
七
二
年
二
月
十
五
日
か
ら
翌
年
の
四
月
十
三
日
ま
で
連
載
さ
れ
た
新
聞
小
説
だ
。
な
ぜ
清
張
は
『
赤
旗
』
に
、
日
本
航
空
の
定
期
便
「
も
く
星
」
号
が
大
島
の
三
原
山
に
激
突
し
て
墜
落
し
た
一
九
五
三
年
四
月
九
日
の
事
件
を
取
り
上
げ
た
の
か
。
そ
れ
は
『
赤
旗
』
の
読
者
を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
戦
後
の
『
赤
旗
』
を
研
究
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
も
ち
ろ
ん
戦
後
史
の
一
コ
マ
と
し
て
も
重
要
な
、
松
本
清
張
と
共
産
党
の
関
わ
り
を
考
え
る
こ
と
に
も
、「
風
の
息
」
の
研
究
は
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 
長
大
な
新
聞
小
説
に
は
た
く
さ
ん
の
情
報
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
。
新
聞
小
説
は
第
一
級
の
歴
史
資
料
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
内
包
さ
れ
た
情
報
を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
は
、
新
聞
の
読
者
を
考
え
、
小
説
が
連
載
さ
れ
た
時
期
の
世
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
戦
後
の
新
聞
小
説
の
研
究
は
、
戦
後
の
社
会
史
、
メ
デ
ィ
ア
史
、
世
相
史
、
そ
う
い
っ
た
分
野
に
大
き
く
貢
献
す
る
。「
黒
い
風
土
」
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
戦
後
の
新
聞
記
者
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
、
戦
後
史
と
い
う
大
き
な
物
語
か
ら
は
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
小
さ
な
物
語
を
新
聞
小
説
か
ら
拾
い
上
げ
、
戦
後
に
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
違
う
視
点
を
提
示
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。 
戦
後
は
と
て
も
近
い
歴
史
だ
。
し
か
し
、
も
は
や
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
事
象
も
少
な
く
は
な
い
。
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ま
た
「
野
盗
伝
奇
」
や
「
黒
い
風
土
」
の
初
出
紙
な
ど
を
調
査
す
る
過
程
で
、
多
く
の
資
料
が
失
わ
れ
た
り
、
調
査
す
る
の
が
困
難
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
事
態
に
遭
遇
し
た
。『
朝
日
新
聞
』、『
読
売
新
聞
』、『
毎
日
新
聞
』
と
い
っ
た
全
国
紙
で
あ
れ
ば
、
調
査
は
簡
単
で
あ
る
。
し
か
し
地
方
紙
や
業
界
紙
に
な
る
と
、
途
端
に
難
し
く
な
る
。
す
で
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
も
の
が
、
あ
ま
り
に
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
さ
ら
に
戦
後
の
文
学
者
に
つ
い
て
は
、
三
島
由
紀
夫
や
大
岡
昇
平
な
ど
の
少
数
の
恵
ま
れ
た
文
学
者
を
除
い
て
、
信
頼
に
足
る
全
集
が
完
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
文
学
研
究
の
対
象
と
し
て
認
知
さ
れ
て
久
し
い
林
芙
美
子
の
全
集
す
ら
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
通
俗
的
と
一
蹴
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
新
聞
小
説
家
に
な
る
と
、初
出
か
ら
全
て
自
分
の
手
で
調
べ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
石
川
達
三
に
も
獅
子
文
六
に
も
一
応
全
集
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
大
多
数
の
作
品
を
収
録
し
た
作
品
集
に
過
ぎ
ず
、
初
出
紙
と
単
行
本
を
対
照
す
る
作
業
な
ど
は
、
一
切
な
さ
れ
て
い
な
い
。「
国
民
作
家
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
松
本
清
張
の
全
集
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
ま
り
に
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
。「
黒
い
風
土
」
を
は
じ
め
収
録
さ
れ
て
い
な
い
作
品
が
多
く
、
ま
た
「
黒
い
風
土
」
が
『
黄
色
い
風
土
』
と
し
て
単
行
本
化
さ
れ
た
際
の
異
同
な
ど
は
、
今
回
の
調
査
で
は
じ
め
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
だ
。 
 
戦
後
の
社
会
史
、
メ
デ
ィ
ア
史
、
世
相
史
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
二
十
一
世
紀
の
今
後
を
慎
重
に
生
き
て
い
く
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
の
新
聞
小
説
を
読
み
直
す
こ
と
は
、
そ
う
し
た
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
歴
史
を
顕
在
化
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
戦
後
の
新
聞
小
説
に
ま
つ
わ
る
資
料
を
収
集
し
、
小
説
の
読
解
を
通
し
て
同
時
代
の
文
脈
を
明
ら
か
す
る
こ
と
は
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
そ
う
し
た
こ
と
を
、
文
学
研
究
の
さ
さ
や
か
な
役
割
の
ひ
と
つ
と
み
な
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。 
 
今
後
も
可
能
な
限
り
、
新
聞
小
説
に
つ
い
て
の
資
料
を
収
集
し
、
記
憶
さ
れ
る
に
値
す
る
歴
史
を
忘
却
か
ら
救
い
出
す
こ
と
、
及
び
同
時
代
に
お
い
て
は
取
る
に
足
り
な
い
と
思
わ
れ
て
い
て
も
後
に
重
要
に
な
っ
て
来
た
歴
史
的
事
象
を
露
呈
さ
せ
る
こ
と
に
、
少
し
で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 
  
［
注
］ 
（
１
）
久
保
田
正
文
「
石
川
達
三 
人
間
の
壁 
社
会
派
作
家
、
汗
み
ど
ろ
の
苦
闘
」（『
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
物
語 
中
』
所
収
、
朝
日
選
書
、
一
九
七
八
年
四
月
）。 
（
２
）
一
九
五
八
年
七
月
九
日
『
朝
日
新
聞
』
の
「
き
の
う 
き
ょ
う
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
松
岡
洋
子
「
母
親
」。
同
日
の
『
朝
日
新
聞
』
の
学
芸
欄
に
も
、
法
社
会
学
者
の
磯
野
誠
一
が
「
教
育
へ
高
ま
る
主
婦
の
関
心 
『
人
間
の
壁
』
を
め
ぐ
る
集
り
に
出
席
し
て
」
を
寄
せ
、「
こ
の
多
く
の
問
題
を
抱
え
316 
 
た
小
説
が
、
さ
ら
に
多
く
の
読
者
を
ひ
き
つ
け
る
よ
う
に
発
展
し
て
ゆ
く
こ
と
を
私
も
心
か
ら
の
ぞ
む
も
の
で
あ
る
」
と
、
会
の
盛
況
を
伝
え
る
評
論
を
締
め
括
っ
て
い
た
。 
ま
た
石
川
達
三
自
身
が
後
年
『
経
験
的
小
説
論
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
七
〇
年
五
月
）
で
、「
人
間
の
壁
」
で
「
読
者
を
自
分
の
方
に
曳
き
ず
り
寄
せ
よ
う
と
努
力
」
し
て
、
そ
れ
が
成
功
し
た
こ
と
を
、
誇
ら
し
げ
に
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
た
。 
 
 
「
人
間
の
壁
」
は
連
載
の
途
中
で
単
行
本
の
上
巻
を
出
し
中
巻
を
出
し
た
。
上
巻
が
街
の
書
店
に
出
た
と
き
私
は
或
る
会
合
に
招
か
れ
た
。 
 
「
人
間
の
壁
上
巻
の
刊
行
を
祝
い
作
者
を
激
励
す
る
会
」
で
あ
っ
た
。
主
催
者
は
東
京
近
辺
の
い
く
つ
か
の
婦
人
団
体
で
、
会
す
る
者
約
四
百
名
。
子
供
を
学
校
に
上
げ
て
い
る
父
親
た
ち
も
混
っ
て
い
た
。
出
版
記
念
会
と
い
う
の
は
多
く
は
知
人
友
人
が
集
っ
て
開
い
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
私
の
こ
の
場
合
に
は
純
然
た
る
読
者
だ
っ
た
。
私
が
名
を
知
っ
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
私
は
礼
を
述
べ
て
、
作
品
が
完
結
し
た
時
は
私
の
方
で
御
招
待
し
ま
す
と
言
っ
た
。
そ
し
て
下
巻
の
本
が
出
た
と
き
、
婦
人
団
体
の
人
た
ち
が
ま
た
互
い
に
呼
び
あ
っ
て
集
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
時
は
ほ
と
ん
ど
千
人
の
読
者
が
集
っ
た
。
み
ん
な
私
の
知
ら
な
い
人
ば
か
り
だ
っ
た
。
こ
れ
は
私
の
永
い
作
家
生
活
の
な
か
で
最
も
特
筆
す
べ
き
一
日
だ
っ
た
。
読
者
が
向
う
か
ら
私
の
方
に
集
っ
て
来
た
。
綱
曳
き
は
私
の
勝
ち
だ
っ
た
。
少
な
く
と
も
日
本
の
一
部
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
私
の
作
品
は
有
意
義
で
あ
っ
た
。
私
は
自
分
が
作
家
と
い
う
仕
事
を
え
ら
ん
だ
事
に
、
よ
う
や
く
心
安
ま
る
思
い
が
し
た
。
作
家
に
と
っ
て
、
国
家
の
位
階
勲
等
な
ど
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
よ
り
も
何
よ
り
も
、
こ
れ
は
も
っ
と
大
き
な
勲
章
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
私
ひ
と
り
の
喜
び
、
あ
る
い
は
自
己
満
足
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
概
し
て
日
本
の
文
壇
は
こ
の
作
品
を
黙
殺
し
て
く
れ
た
。
け
れ
ど
も
学
校
の
教
師
た
ち
の
間
で
は
（
一
度
は
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
本
…
…
）
と
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
長
い
も
の
だ
か
ら
、
欠
点
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
し
か
し
作
者
と
し
て
は
、
こ
の
作
品
を
と
も
か
く
も
書
い
て
置
い
た
こ
と
を
、
良
か
っ
た
と
思
っ
た
。
そ
う
い
う
ひ
そ
か
な
満
足
感
だ
け
が
、
実
は
何
も
の
に
も
換
え
難
い
よ
ろ
こ
び
で
あ
っ
た
。 
（
３
）
石
川
達
三
「
〝
人
間
の
壁
〟
を
終
っ
て 
私
は
旗
じ
る
し
を
決
定
し
た
」（『
朝
日
新
聞
』、
一
九
五
九
年
四
月
十
四
日
）。 
（
４
）
同
右
。 
（
５
）
引
用
は
、『
松
本
清
張
全
集
51 
眩
人
・
文
豪
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
八
四
年
二
月
）
に
拠
る
。 
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（
６
）
引
用
は
、
加
藤
和
夫
編
『
マ
ス
コ
ミ
の
眼
が
と
ら
え
た
カ
ッ
パ
の
本 
〈
創
作
出
版
〉
の
発
生
と
そ
の
進
展
』（
光
文
社
、
一
九
五
八
年
一
月
）
に
拠
る
。 
（
７
）
関
肇
『
新
聞
小
説
の
時
代 
メ
デ
ィ
ア
・
読
者
・
メ
ロ
ド
ラ
マ
』（
新
曜
社
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）。 
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【
初
出
一
覧
】 
序
章 
松
本
清
張
と
新
聞
小
説
の
一
九
五
〇
年
代 
『
松
本
清
張
と
新
聞
小
説 
―
新
聞
小
説
「
黒
い
風
土
」
を
読
む
』（
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
、
二
〇
一
四
年
一
月
）
所
収
、
第
一
章
「
松
本
清
張
と
新
聞
小
説
の
一
九
五
〇
年
代
」
を
大
幅
に
改
稿
。 
  
第
一
部 
読
者
・
メ
デ
ィ
ア
・
小
説
家 
―
石
川
達
三
、
川
崎
長
太
郎
、
そ
し
て
松
本
清
張
へ 
 
第
一
章 
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
小
説
家 
―
新
聞
小
説
家
と
し
て
の
石
川
達
三 
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
小
説
家 
―
〈
新
聞
小
説
家
〉
と
し
て
の
石
川
達
三
」（『
国
文
学
研
究
』、
二
〇
〇
七
年
六
月
）
を
改
稿
。 
 
第
二
章 
新
聞
小
説
家
の
意
見 
―
石
川
達
三
の
「
自
由
」
談
義 
「〈
新
聞
小
説
家
〉
の
意
見 
―
石
川
達
三
の
「
自
由
」
談
義
」（『
湘
北
紀
要
』、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
を
改
稿
。 
 
第
三
章 
新
聞
小
説
家
と
私
小
説
家 
―
二
つ
の
読
者
戦
略 
「〈
新
聞
小
説
家
〉
の
意
見 
―
石
川
達
三
の
「
自
由
」
談
義
」（『
湘
北
紀
要
』、
二
〇
〇
七
年
三
月
）、
及
び
「
川
崎
長
太
郎
と
そ
の
読
者 
―
一
九
五
〇
年
代
の
ブ
ー
ム
を
め
ぐ
っ
て
」（『
湘
北
紀
要
』、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
と
「
職
業
と
し
て
の
私
小
説
家 
―
川
崎
長
太
郎
と
メ
デ
ィ
ア
社
会
」
（『
国
文
学 
解
釈
と
鑑
賞
』、
二
〇
一
一
年
六
月
）
を
大
幅
に
改
稿
。 
 
第
四
章 
松
本
清
張
の
新
聞
小
説
第
一
作 
―
「
野
盗
伝
奇
」
論 
「
新
聞
小
説
第
一
作 
―
松
本
清
張
「
野
盗
伝
奇
」
論
」（『
松
本
清
張
研
究
』、
二
〇
一
五
年
三
月
）
を
大
幅
に
改
稿
。 
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第
二
部 
清
張
、
新
聞
小
説
を
書
く 
―
新
聞
小
説
「
黒
い
風
土
」
を
読
む 
 
第
一
章 
原
稿
用
紙
か
ら
見
た
新
聞
小
説 
―
新
聞
小
説
「
黒
い
風
土
」
の
原
稿
か
ら 
『
松
本
清
張
と
新
聞
小
説 
―
新
聞
小
説
「
黒
い
風
土
」
を
読
む
』（
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
、
二
〇
一
四
年
一
月
）
所
収
、
第
二
章
「
清
張
、
新
聞
小
説
を
書
く 
―
原
稿
用
紙
に
浮
か
び
上
が
る
「
黒
い
風
土
」
の
風
景
」
を
改
稿
。 
 
第
二
章 
改
稿
さ
れ
る
新
聞
小
説 
―
「
黒
い
風
土
」
か
ら
『
黄
色
い
風
土
』
へ 
『
松
本
清
張
と
新
聞
小
説 
―
新
聞
小
説
「
黒
い
風
土
」
を
読
む
』（
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
、
二
〇
一
四
年
一
月
）
所
収
、
第
三
章
「「
黒
い
風
土
」
か
ら
『
黄
色
い
風
土
』
へ 
―
改
稿
さ
れ
る
新
聞
小
説
」
を
改
稿
。 
 
第
三
章 
周
縁
か
ら
の
物
語 
―
新
聞
小
説
「
黒
い
風
土
」
を
読
む 
『
松
本
清
張
と
新
聞
小
説 
―
新
聞
小
説
「
黒
い
風
土
」
を
読
む
』（
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
、
二
〇
一
四
年
一
月
）
所
収
、
第
四
章
「「
黒
い
風
土
」
と
周
縁
」
を
改
稿
。 
  
第
三
部 
「
砂
の
器
」
を
読
む 
 
第
一
章 
「
砂
の
器
」
の
た
く
ら
み 
―
新
聞
小
説
に
お
け
る
松
本
清
張
の
読
者
戦
略 
「『
砂
の
器
』
の
た
く
ら
み 
―
松
本
清
張
の
新
聞
小
説
」（『
自
然
・
人
間
・
社
会 
関
東
学
院
大
学
経
済
学
部
総
合
学
術
論
叢
』、
二
〇
一
二
年
一
月
）
を
大
幅
に
改
稿
。 
 
第
二
章 
〈
眼
〉
か
ら
〈
耳
〉
へ 
―
「
砂
の
器
」
を
聴
く 
「〈
眼
〉
か
ら
〈
耳
〉
へ 
―
松
本
清
張
『
砂
の
器
』
を
聴
く
」（『
二
松
學
舍
大
学
論
集
』、
二
〇
一
二
年
三
月
）
を
改
稿
。 
  
結
語 
こ
れ
か
ら
の
松
本
清
張
研
究
、
こ
れ
か
ら
の
新
聞
小
説
研
究
の
た
め
に 
書
き
下
ろ
し 
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【資料１】松本清張・新聞小説欄に掲載された作品一覧 
 
新聞小説名 掲載紙 連載開始年月 連載終了年月 ジャンル メモ 
野盗伝奇 
西日本スポーツ他（共同通信扱
い） 
1956 年 5 月 17 日 1956 年 9 月 9 日 時代   
かげろう絵図 東京新聞・夕刊 1958 年 5 月 17 日 1959 年 10 月 20 日 時代   
影の地帯 河北新報他（大系社扱い） 1959 年 5 月 20 日 1960 年 6 月 1 日 現代   
黒い風土 北海道新聞・夕刊他 1959 年 5 月 22 日 1960 年 8 月 7 日 現代 
「黄色い風土」と改題。「中部日
本新聞」「西日本新聞」夕刊にも
連載。 
砂の器 読売新聞・夕刊 1960 年 5 月 17 日 1961 年 4 月 20 日 現代   
落差 読売新聞・朝刊 1961 年 11 月 12 日 1962 年 11 月 21 日 現代   
美しき闘争 京都新聞他（大系社扱い） 1962 年 1 月 11 日 1962 年 10 月 4 日 現代   
大岡政談 朝日新聞・夕刊 1963 年 3 月 21 日 1964 年 4 月 29 日 時代 「乱灯江戸影絵」と改題。 
江戸秘紋 
信濃毎日新聞・夕刊他（大系社
扱い） 
1964 年 5 月 16 日 1965 年 5 月 17 日 時代 「逃亡」と改題。 
草の陰刻 読売新聞・朝刊 1964 年 5 月 16 日 1965 年 5 月 22 日 現代   
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風圧 東京新聞・朝刊他 1965 年 6 月 18 日 1966 年 7 月 7 日 現代 「雑草群落」と改題。 
中央流沙 社会新報 1965 年 10 月 1 日 1966 年 11 月 1 日 現代 
「社会新報」は日本社会党の機関
紙。 
二重葉脈 読売新聞・朝刊 1966 年 3 月 11 日 1967 年 4 月 17 日 現代   
混声の森 
信濃毎日新聞・夕刊他（三友社
扱い） 
1967 年 8 月 25 日 1968 年 9 月 2 日 現代   
風の息 赤旗 1972 年 2 月 15 日 1973 年 4 月 13 日 現代   
火の回路 朝日新聞・朝刊 1973 年 6 月 16 日 1974 年 10 月 13 日 現代 「火の路」と改題。 
黒 の 線 刻 画 
網 
日本経済新聞 1975 年 3 月 9 日 1976 年 3 月 17 日 現代   
黒 の 線 刻 画 
渦 
日本経済新聞 1976 年 3 月 18 日 1977 年 1 月 8 日 現代   
黒 の 線 刻 画 
利 
日本経済新聞 1977 年 1 月 9 日 1977 年 4 月 6 日 現代 「馬を売る女」と改題。 
迷走地図 朝日新聞・朝刊 1982 年 2 月 8 日 1983 年 5 月 5 日 現代   
熱い絹 報知新聞 1983 年 8 月 15 日 1984 年 12 月 30 日 現代 
1972年 2月から 74年 12月まで『小
説現代』に連載したが未完中絶。
改稿して『報知新聞』に連載。 
霧の会議 読売新聞・朝刊 1984 年 9 月 11 日 1986 年 9 月 20 日 現代   
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【資料２】1959 年 5 月～1960 年 8 月に発表された松本清張の小説作品 
 
年月   作品名 発表媒体 種類 改題等 
1959 年 5 月 1 黒い風土 北海道新聞夕刊・他 新聞 5 月 22 日～60 年 8 月 7 日まで。後に「黄色い風土」と
改題。 
2 かげろう絵図 東京新聞夕刊 新聞 1958 年 5 月 17 日～59 年 10 月 20 日まで。 
3 蒼い描点 週刊明星 週刊誌 1958 年 7 月 27 日～59 年 8 月 30 日まで。 
4 黒い樹海 婦人倶楽部 雑誌 1958 年 10 月～60 年 6 月まで。 
5 黒い画集（失踪） 週刊朝日 週刊誌 「失踪」は 4 月 26 日～6 月 7 日まで。 
6 空白の意匠 新潮 雑誌 4 月にも掲載。 
7 生年月日 週刊スリラー 週刊誌 5 月 1 日～29 日まで。後に「失踪の果て」と改題 
8 小説帝銀事件 文藝春秋 雑誌   
9 火の前夜 別冊週刊サンケイ 週刊誌   
10 影の地帯 河北新報他 新聞 5 月 20 日～60 年 6 月 1 日まで。 
11 雲を呼ぶ 週刊現代 週刊誌 5 月 27 日～12 月 27 日まで。後に「火の縄」と改題。 
12 波の塔 女性自身 週刊誌 5 月 29 日～60 年 6 月 15 日まで。 
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1959 年 6 月 
1 黒い風土 北海道新聞夕刊・他 新聞 
5 月 22 日～60 年 8 月 7 日まで。後に「黄色い風土」と
改題。 
2 かげろう絵図 東京新聞夕刊 新聞 1958 年 5 月 17 日～59 年 10 月 20 日まで。 
3 蒼い描点 週刊明星 週刊誌 1958 年 7 月 27 日～59 年 8 月 30 日まで。 
4 黒い樹海 婦人倶楽部 雑誌 1958 年 10 月～60 年 6 月まで。 
5 黒い画集（失踪） 週刊朝日 週刊誌 「失踪」は 4 月 26 日～6 月 7 日まで。 
6 黒い画集（紐） 週刊朝日 週刊誌 「紐」は 6 月 14 日～8 月 30 日まで。 
7 影の地帯 河北新報他 新聞 5 月 20 日～60 年 6 月 1 日まで。 
8 雲を呼ぶ 週刊現代 週刊誌 5 月 27 日～12 月 27 日まで。後に「火の縄」と改題。 
9 波の塔 女性自身 週刊誌 5 月 29 日～60 年 6 月 15 日まで。 
10 歪んだ複写 小説新潮 雑誌 6 月～60 年 12 月まで。 
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1959 年 7 月 
1 黒い風土 北海道新聞夕刊・他 新聞 
5 月 22 日～60 年 8 月 7 日まで。後に「黄色い風土」と
改題。 
2 かげろう絵図 東京新聞夕刊 新聞 1958 年 5 月 17 日～59 年 10 月 20 日まで。 
3 蒼い描点 週刊明星 週刊誌 1958 年 7 月 27 日～59 年 8 月 30 日まで。 
4 黒い樹海 婦人倶楽部 雑誌 1958 年 10 月～60 年 6 月まで。 
5 黒い画集（紐） 週刊朝日 週刊誌 「紐」は 6 月 14 日～8 月 30 日まで。 
6 影の地帯 河北新報他 新聞 5 月 20 日～60 年 6 月 1 日まで。 
7 雲を呼ぶ 週刊現代 週刊誌 5 月 27 日～12 月 27 日まで。後に「火の縄」と改題。 
8 波の塔 女性自身 週刊誌 5 月 29 日～60 年 6 月 15 日まで。 
9 歪んだ複写 小説新潮 雑誌 6 月～60 年 12 月まで。 
10 霧の旗 婦人公論 雑誌 7 月～1960 年 3 月まで。 
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1959 年 8 月 1 黒い風土 北海道新聞夕刊・他 新聞 5 月 22 日～60 年 8 月 7 日まで。後に「黄色い風土」と
改題。 
2 かげろう絵図 東京新聞夕刊 新聞 1958 年 5 月 17 日～59 年 10 月 20 日まで。 
3 蒼い描点 週刊明星 週刊誌 1958 年 7 月 27 日～59 年 8 月 30 日まで。 
4 黒い樹海 婦人倶楽部 雑誌 1958 年 10 月～60 年 6 月まで。 
5 黒い画集（紐） 週刊朝日 週刊誌 「紐」は 6 月 14 日～8 月 30 日まで。 
6 影の地帯 河北新報他 新聞 5 月 20 日～60 年 6 月 1 日まで。 
7 雲を呼ぶ 週刊現代 週刊誌 5 月 27 日～12 月 27 日まで。後に「火の縄」と改題。 
8 波の塔 女性自身 週刊誌 5 月 29 日～60 年 6 月 15 日まで。 
9 歪んだ複写 小説新潮 雑誌 6 月～60 年 12 月まで。 
10 霧の旗 婦人公論 雑誌 7 月～1960 年 3 月まで。 
11 
「スチュワーデ
ス殺し」論 
婦人公論臨時増刊号 雑誌 「スチュワーデス殺し事件」と改題。 
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1959 年 9 月 
1 黒い風土 北海道新聞夕刊・他 新聞 
5 月 22 日～60 年 8 月 7 日まで。後に「黄色い風土」と
改題。 
2 かげろう絵図 東京新聞夕刊 新聞 1958 年 5 月 17 日～59 年 10 月 20 日まで。 
3 黒い樹海 婦人倶楽部 雑誌 1958 年 10 月～60 年 6 月まで。 
4 黒い画集（寒流） 週刊朝日 週刊誌 「寒流」は 9 月 6 日～11 月 29 日まで。 
5 影の地帯 河北新報他 新聞 5 月 20 日～60 年 6 月 1 日まで。 
6 雲を呼ぶ 週刊現代 週刊誌 5 月 27 日～12 月 27 日まで。後に「火の縄」と改題。 
7 波の塔 女性自身 週刊誌 5 月 29 日～60 年 6 月 15 日まで。 
8 歪んだ複写 小説新潮 雑誌 6 月～60 年 12 月まで。 
9 霧の旗 婦人公論 雑誌 7 月～1960 年 3 月まで。 
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1959 年 10 月 
1 黒い風土 北海道新聞夕刊・他 新聞 
5 月 22 日～60 年 8 月 7 日まで。後に「黄色い風土」と
改題。 
2 かげろう絵図 東京新聞夕刊 新聞 1958 年 5 月 17 日～59 年 10 月 20 日まで。 
3 黒い樹海 婦人倶楽部 雑誌 1958 年 10 月～60 年 6 月まで。 
4 黒い画集（寒流） 週刊朝日 週刊誌 「寒流」は 9 月 6 日～11 月 29 日まで。 
5 影の地帯 河北新報他 新聞 5 月 20 日～60 年 6 月 1 日まで。 
6 雲を呼ぶ 週刊現代 週刊誌 5 月 27 日～12 月 27 日まで。後に「火の縄」と改題。 
7 波の塔 女性自身 週刊誌 5 月 29 日～60 年 6 月 15 日まで。 
8 歪んだ複写 小説新潮 雑誌 6 月～60 年 12 月まで。 
9 霧の旗 婦人公論 雑誌 7 月～1960 年 3 月まで。 
10 黒い血の女 オール読物 雑誌   
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1959 年 11 月 1 黒い風土 北海道新聞夕刊・他 新聞 5 月 22 日～60 年 8 月 7 日まで。後に「黄色い風土」と
改題。 
2 黒い樹海 婦人倶楽部 雑誌 1958 年 10 月～60 年 6 月まで。 
3 黒い画集（寒流） 週刊朝日 週刊誌 「寒流」は 9 月 6 日～11 月 29 日まで。 
4 影の地帯 河北新報他 新聞 5 月 20 日～60 年 6 月 1 日まで。 
5 雲を呼ぶ 週刊現代 週刊誌 5 月 27 日～12 月 27 日まで。後に「火の縄」と改題。 
6 波の塔 女性自身 週刊誌 5 月 29 日～60 年 6 月 15 日まで。 
7 歪んだ複写 小説新潮 雑誌 6 月～60 年 12 月まで。 
8 霧の旗 婦人公論 雑誌 7 月～1960 年 3 月まで。 
9 赤い月 高校上級コース 雑誌 11 月～60 年 3 月まで。後に「高校殺人事件」と改題。 
10 黒い福音 週刊コウロン 週刊誌 11 月 3 日～60 年 6 月 7 日まで。 
11 天城こえ サンデー毎日特別号 週刊誌 後に「天城越え」と改題。 
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1959 年 12 月 1 黒い風土 北海道新聞夕刊・他 新聞 5 月 22 日～60 年 8 月 7 日まで。後に「黄色い風土」と
改題。 
2 黒い樹海 婦人倶楽部 雑誌 1958 年 10 月～60 年 6 月まで。 
3 黒い画集（凶器） 週刊朝日 週刊誌 「凶器」は 12 月 6 日～12 月 27 日まで。 
4 影の地帯 河北新報他 新聞 5 月 20 日～60 年 6 月 1 日まで。 
5 雲を呼ぶ 週刊現代 週刊誌 5 月 27 日～12 月 27 日まで。後に「火の縄」と改題。 
6 波の塔 女性自身 週刊誌 5 月 29 日～60 年 6 月 15 日まで。 
7 歪んだ複写 小説新潮 雑誌 6 月～60 年 12 月まで。 
8 霧の旗 婦人公論 雑誌 7 月～1960 年 3 月まで。 
9 赤い月 高校上級コース 雑誌 11 月～60 年 3 月まで。後に「高校殺人事件」と改題。 
10 黒い福音 週刊コウロン 週刊誌 11 月 3 日～60 年 6 月 7 日まで。 
11 いきものの殻 別冊文藝春秋 雑誌   
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1960 年 1 月 1 黒い風土 北海道新聞夕刊・他 新聞 5 月 22 日～60 年 8 月 7 日まで。後に「黄色い風土」と
改題。 
2 黒い樹海 婦人倶楽部 雑誌 1958 年 10 月～60 年 6 月まで。 
3 
黒い画集（濁った
陽） 
週刊朝日 週刊誌 「濁った陽」は 1 月 3 日～4 月 3 日まで。 
4 影の地帯 河北新報他 新聞 5 月 20 日～60 年 6 月 1 日まで。 
5 波の塔 女性自身 週刊誌 5 月 29 日～60 年 6 月 15 日まで。 
6 霧の旗 婦人公論 雑誌 7 月～1960 年 3 月まで。 
7 赤い月 高校上級コース 雑誌 11 月～60 年 3 月まで。後に「高校殺人事件」と改題。 
8 黒い福音 週刊コウロン 週刊誌 11 月 3 日～60 年 6 月 7 日まで。 
9 
日本の黒い霧（下
山総裁謀殺論） 
文藝春秋 雑誌 「下山国鉄総裁謀殺論」と改題。 
10 球形の荒野 オール読物 雑誌 1 月～61 年 12 月まで。 
11 わるいやつら 週刊新潮 週刊誌 1 月 11 日～61 年 6 月 5 日まで。 
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1960 年 2 月 1 黒い風土 北海道新聞夕刊・他 新聞 5 月 22 日～60 年 8 月 7 日まで。後に「黄色い風土」と
改題。 
2 黒い樹海 婦人倶楽部 雑誌 1958 年 10 月～60 年 6 月まで。 
3 
黒い画集（濁った
陽） 
週刊朝日 週刊誌 「濁った陽」は 1 月 3 日～4 月 3 日まで。 
4 影の地帯 河北新報他 新聞 5 月 20 日～60 年 6 月 1 日まで。 
5 波の塔 女性自身 週刊誌 5 月 29 日～60 年 6 月 15 日まで。 
6 霧の旗 婦人公論 雑誌 7 月～1960 年 3 月まで。 
7 赤い月 高校上級コース 雑誌 11 月～60 年 3 月まで。後に「高校殺人事件」と改題。 
8 黒い福音 週刊コウロン 週刊誌 11 月 3 日～60 年 6 月 7 日まで。 
9 
日本の黒い霧（運
命の「もく星」号） 
文藝春秋 雑誌 「「もく星」号遭難事件」と改題。 
10 球形の荒野 オール読物 雑誌 1 月～61 年 12 月まで。 
11 わるいやつら 週刊新潮 週刊誌 1 月 11 日～61 年 6 月 5 日まで。 
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1960 年 3 月 1 黒い風土 北海道新聞夕刊・他 新聞 5 月 22 日～60 年 8 月 7 日まで。後に「黄色い風土」と
改題。 
2 黒い樹海 婦人倶楽部 雑誌 1958 年 10 月～60 年 6 月まで。 
3 
黒い画集（濁った
陽） 
週刊朝日 週刊誌 「濁った陽」は 1 月 3 日～4 月 3 日まで。 
4 影の地帯 河北新報他 新聞 5 月 20 日～60 年 6 月 1 日まで。 
5 波の塔 女性自身 週刊誌 5 月 29 日～60 年 6 月 15 日まで。 
6 霧の旗 婦人公論 雑誌 7 月～1960 年 3 月まで。 
7 赤い月 高校上級コース 雑誌 11 月～60 年 3 月まで。後に「高校殺人事件」と改題。 
8 黒い福音 週刊コウロン 週刊誌 11 月 3 日～60 年 6 月 7 日まで。 
9 
日本の黒い霧（謀
略疑獄） 
文藝春秋 雑誌 「二大疑獄事件」と改題。 
10 球形の荒野 オール読物 雑誌 1 月～61 年 12 月まで。 
11 わるいやつら 週刊新潮 週刊誌 1 月 11 日～61 年 6 月 5 日まで。 
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1960 年 4 月 1 黒い風土 北海道新聞夕刊・他 新聞 5 月 22 日～60 年 8 月 7 日まで。後に「黄色い風土」と
改題。 
2 黒い樹海 婦人倶楽部 雑誌 1958 年 10 月～60 年 6 月まで。 
3 
黒い画集（濁った
陽） 
週刊朝日 週刊誌 「濁った陽」は 1 月 3 日～4 月 3 日まで。 
4 黒い画集（草） 週刊朝日 週刊誌 「草」は 4 月 10 日～6 月 19 日まで。 
5 影の地帯 河北新報他 新聞 5 月 20 日～60 年 6 月 1 日まで。 
6 波の塔 女性自身 週刊誌 5 月 29 日～60 年 6 月 15 日まで。 
7 赤い月 高校コース 雑誌 4 月～61 年 3 月まで。後に「高校殺人事件」と改題。 
8 黒い福音 週刊コウロン 週刊誌 11 月 3 日～60 年 6 月 7 日まで。 
9 
日本の黒い霧（北
の疑惑） 
文藝春秋 雑誌 「白鳥事件」と改題。 
10 球形の荒野 オール読物 雑誌 1 月～61 年 12 月まで。 
11 わるいやつら 週刊新潮 週刊誌 1 月 11 日～61 年 6 月 5 日まで。 
12 考える葉 週刊読売 週刊誌 4 月 3 日～61 年 2 月 19 日まで。 
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1960 年 5 月 1 黒い風土 北海道新聞夕刊・他 新聞 5 月 22 日～60 年 8 月 7 日まで。後に「黄色い風土」と
改題。 
2 黒い樹海 婦人倶楽部 雑誌 1958 年 10 月～60 年 6 月まで。 
3 黒い画集（草） 週刊朝日 週刊誌 「草」は 4 月 10 日～6 月 19 日まで。 
4 影の地帯 河北新報他 新聞 5 月 20 日～60 年 6 月 1 日まで。 
5 波の塔 女性自身 週刊誌 5 月 29 日～60 年 6 月 15 日まで。 
6 赤い月 高校コース 雑誌 4 月～61 年 3 月まで。後に「高校殺人事件」と改題。 
7 黒い福音 週刊コウロン 週刊誌 11 月 3 日～60 年 6 月 7 日まで。 
8 
日本の黒い霧（諜
報列島） 
文藝春秋 雑誌 「ラストヴォロフ事件」と改題。 
9 球形の荒野 オール読物 雑誌 1 月～61 年 12 月まで。 
10 わるいやつら 週刊新潮 週刊誌 1 月 11 日～61 年 6 月 5 日まで。 
11 考える葉 週刊読売 週刊誌 4 月 3 日～61 年 2 月 19 日まで。 
12 砂の器 読売新聞夕刊 新聞 5 月 17 日～61 年 4 月 20 日まで。 
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1960 年 6 月 1 黒い風土 北海道新聞夕刊・他 新聞 
5 月 22 日～60 年 8 月 7 日まで。後に「黄色い風土」と
改題。 
2 黒い樹海 婦人倶楽部 雑誌 1958 年 10 月～60 年 6 月まで。 
3 黒い画集（草） 週刊朝日 週刊誌 「草」は 4 月 10 日～6 月 19 日まで。 
4 影の地帯 河北新報他 新聞 5 月 20 日～60 年 6 月 1 日まで。 
5 波の塔 女性自身 週刊誌 5 月 29 日～60 年 6 月 15 日まで。 
6 赤い月 高校コース 雑誌 4 月～61 年 3 月まで。後に「高校殺人事件」と改題。 
7 黒い福音 週刊コウロン 週刊誌 11 月 3 日～60 年 6 月 7 日まで。 
8 
日本の黒い霧（革
命を売る男） 
文藝春秋 雑誌   
9 球形の荒野 オール読物 雑誌 1 月～61 年 12 月まで。 
10 わるいやつら 週刊新潮 週刊誌 1 月 11 日～61 年 6 月 5 日まで。 
11 考える葉 週刊読売 週刊誌 4 月 3 日～61 年 2 月 19 日まで。 
12 砂の器 読売新聞夕刊 新聞 5 月 17 日～61 年 4 月 20 日まで。 
13 氷の燈火 主婦の友 雑誌 6 月～61 年 12 月まで。後に「山峡の章」と改題。 
14 
燃える水―「黒い
福音」推理編 
週刊公論 週刊誌 6 月 14 日～10 月 25 日まで。 
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1960 年 7 月 
1 黒い風土 北海道新聞夕刊・他 新聞 
5 月 22 日～60 年 8 月 7 日まで。後に「黄色い風土」と
改題。 
2 赤い月 高校コース 雑誌 4 月～61 年 3 月まで。後に「高校殺人事件」と改題。 
3 
日本の黒い霧（征
服者とダイヤモ
ンド） 
文藝春秋 雑誌   
4 球形の荒野 オール読物 雑誌 1 月～61 年 12 月まで。 
5 わるいやつら 週刊新潮 週刊誌 1 月 11 日～61 年 6 月 5 日まで。 
6 考える葉 週刊読売 週刊誌 4 月 3 日～61 年 2 月 19 日まで。 
7 砂の器 読売新聞夕刊 新聞 5 月 17 日～61 年 4 月 20 日まで。 
8 氷の燈火 主婦の友 雑誌 6 月～61 年 12 月まで。後に「山峡の章」と改題。 
9 
燃える水―「黒い
福音」推理編 
週刊公論 週刊誌 6 月 14 日～10 月 25 日まで。 
10 部分 小説中央公論 雑誌   
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1960 年 8 月 1 黒い風土 北海道新聞夕刊・他 新聞 5 月 22 日～60 年 8 月 7 日まで。後に「黄色い風土」と
改題。 
2 赤い月 高校コース 雑誌 4 月～61 年 3 月まで。後に「高校殺人事件」と改題。 
3 
日本の黒い霧（画
家と毒薬と硝煙） 
文藝春秋 雑誌 後に「帝銀事件の謎」と改題。 
4 球形の荒野 オール読物 雑誌 1 月～61 年 12 月まで。 
5 わるいやつら 週刊新潮 週刊誌 1 月 11 日～61 年 6 月 5 日まで。 
6 考える葉 週刊読売 週刊誌 4 月 3 日～61 年 2 月 19 日まで。 
7 砂の器 読売新聞夕刊 新聞 5 月 17 日～61 年 4 月 20 日まで。 
8 氷の燈火 主婦の友 雑誌 6 月～61 年 12 月まで。後に「山峡の章」と改題。 
9 
燃える水―「黒い
福音」推理編 
週刊公論 週刊誌 6 月 14 日～10 月 25 日まで。 
10 駅路 サンデー毎日 週刊誌 8 月 7 日 
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【
資
料
３
】「
黒
い
風
土
」
389
回
の
訂
正 
 
① 
初
出
紙
に
掲
載
さ
れ
た
文
章 
 
由
美
は
、
熱
海
で
岩
淵
の
怪
死
を
手
伝
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
女
は
、
名
古
屋
で
殺
さ
れ
た
蒼
海
ホ
テ
ル
の
春
田
の
犯
人
と
も
考
え
ら
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
い
や
、
現
に
、
そ
の
よ
う
な
投
書
が
警
察
に
あ
っ
た
と
も
い
う
。 
こ
こ
で
思
い
出
す
の
は
、
村
田
の
言
葉
だ
っ
た
。
村
田
は
、
春
田
を
殺
害
し
た
そ
の
女
と
い
う
の
は
、
熱
海
の
『
シ
ー
ホ
ー
ク
』
で
働
い
て
い
た
マ
ユ
ミ
と
い
う
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
。
マ
ユ
ミ
と
い
う
の
は
春
田
の
恋
人
だ
っ
た
と
い
う
の
が
そ
の
根
拠
で
あ
る
。
そ
し
て
春
田
の
殺
さ
れ
る
前
ご
ろ
に
店
を
や
め
た
、
と
い
う
の
だ
。 
し
か
し
、
そ
の
と
き
も
言
っ
た
こ
と
だ
が
、
マ
ユ
ミ
で
は
ど
う
し
て
も
不
自
然
に
な
る
の
だ
。
や
は
り
あ
れ
は
由
美
と
考
え
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
村
田
は
偶
然
に
マ
ユ
ミ
と
い
う
春
田
の
恋
人
を
見
つ
け
た
の
で
、
た
だ
単
に
、
そ
れ
に
結
ん
で
い
る
だ
け
だ
と
思
う
。 
し
か
し
、
こ
の
考
え
も
、
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
若
宮
に
は
正
確
な
何
の
材
料
も
持
た
な
い
が
、
感
じ
と
し
て
は
、
ど
う
も
ピ
ッ
タ
リ
と
こ
な
い
の
だ
。
ど
こ
か
が
違
っ
て
い
る
。 
  
② 
原
稿
用
紙
に
記
さ
れ
て
い
た
文
章 
 
由
美
は
名
古
屋
の
西
山
旅
館
で
、
蒼
海
ホ
テ
ル
の
番
頭
の
春
田
を
殺
し
た
と
い
う
。
不
思
議
な
女
だ
っ
た
。
前
に
は
熱
海
で
岩
淵
の
怪
死
を
手
伝
い
、
次
に
は
春
田
を
殺
し
て
逃
げ
た
と
い
う
。 
そ
の
女
も
現
在
ど
こ
に
居
る
か
判
ら
な
い
。
警
察
で
は
犯
人
と
し
て
捜
索
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
手
懸
り
も
つ
か
め
な
い
よ
う
だ
。 
そ
れ
に
し
て
も
春
田
は
ど
う
し
て
由
美
を
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。こ
れ
も
、長
谷
川
吾
市
の
線
か
ら
、
由
美
が
何
者
か
に
動
か
さ
れ
て
春
田
に
接
近
し
、
彼
の
殺
害
を
手
伝
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
ど
う
も
こ
の
辺
が
若
宮
に
は
ピ
ン
と
こ
な
い
。 
だ
が
、
春
田
と
一
緒
に
泊
ま
っ
て
い
た
女
の
こ
と
は
、
西
山
旅
館
の
夫
婦
か
ら
も
聞
い
て
い
る
こ
と
だ
し
、
そ
れ
が
由
美
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
警
察
に
も
投
書
が
行
っ
た
と
い
う
。
だ
か
ら
、
先
ず
由
美
に
は
違
い
な
い
の
だ
ろ
う
。 
し
か
し
、
そ
う
は
考
え
て
も
、
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
若
宮
に
は
そ
れ
ら
を
反
駁
す
る
何
の
材
料
も
持
た
な
い
が
、
感
じ
と
し
て
は
、
ど
う
も
ピ
ッ
タ
リ
と
こ
な
い
の
だ
。
ど
こ
か
違
っ
て
い
る
。 
 
※
一
行
目
「
蒼
海
ホ
テ
ル
の
」
は
上
か
ら
傍
線
が
引
か
れ
、
消
さ
れ
て
い
た
。 
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【資料４】松本清張による挿絵への指示と実際の挿絵との関係 
 
メモの記さ
れた原稿 
指示内容 
指示と対応する挿絵掲載
日（「北海道新聞」） 
挿絵の内容 備考 
12 回 
絵グミ 若宮四郎がキャバレーで踊って
いる場面 
1959 年 6 月 3 日（13 回） 若宮が女と踊っている絵。   
20 回 カット例の通り 2 枚お願いします     
「黒い風土」とい
うタイトル横に
あるカットにつ
いての指示。 
23 回 
次の画  蒼海ホテル４３１号室の内部 
主任と若宮 ホテルの支配人が部屋を調
べている。部屋の中はキチンと片づいて荷
物はない。 
1959 年 6 月 14 日（24 回） 
ホテルの部屋。二人の男が奥に立ち、話している
よう。男一人はうつむき加減に、何かを調べてい
る。ベッドも乱れておらず、部屋に荷物は残され
ていない。 
  
23 回 
その次の画 主任が机の抽出しから、置き
手紙を見てよんでいる場面 
1959 年 6 月 15 日（25 回） 
奥の窓際に二人の男。手前に一人の男。デスクの
前で手紙を手にして佇む。 
  
26 回 
次カット変り「疑惑」 
今日のエグミ 東京と電話しているとこ
ろのつづき 
1959 年 6 月 17 日（27 回） 
26 回は郵便局で電話を申し込む絵。引き続き 27
回では電話をかける若宮。章が変わり、カットも
変更されている。 
  
27 回 
若宮四郎 ホテルのエレベーター内で外
出支度の島内氏と遇う。エレベータ内に
は、ほかに男外人二人。 
1959 年 6 月 18 日（28 回) 
エレベーター内。エレベーターを運転するボーイ
と、二人組の男が二組。奥の男の鼻が高く描かれ、
「外人」であることを想起させる挿絵になってい
る。 
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28 回 
次の絵組 熱海駅のホームを湘南電車に
乗るための、若宮四郎が歩いている。 
1959 年 6 月 19 日（29 回） 
駅のホーム。奥に向かって歩き出しそうな男が、
画面右手前に描かれている。 
  
29 回 
〈次回絵組〉 電車、二等車の中、島内氏
と、ゴルフ道具を網棚に上げているゴルフ
場帰りらしい中年の実業家のような紳士
二人との話。窓越しに見えるところ。 
1959 年 6 月 20 日（30 回） 
電車の中。網棚に荷物を上げる男性が描かれてい
る。指示とは違い、窓越しの視点ではなく、視点
は車内にある。 
  
30 回 
編集部 次長と若宮 デスクで話してい
る 
1959 年 6 月 22 日（32 回） 
編集部で二人の男が話している様子。次の 33 回
は、その二人の男の側にもう一人の男が立ってい
るところ。木谷編集長か？ 
  
30 回 
「新聞社玄関前での、両人の立ち話」を願
います。 
1959 年 6 月 21 日（31 回） 
新聞社の内部からの視線。手前に階段、一番奥に
玄関。二人の人間が佇んでいる。 
  
37 回 
編集室で、若宮が外からかかってきた電話
を聞いているところ 
1959 年 6 月 28 日（38 回） 
編集部らしき部屋で、デスクに腰掛け受話器を手
に取っている男の姿。 
  
81 回 
次のヱ 熱海の村田に電話している若宮
四郎 
1959 年 8 月 11 日（82 回） 
電話の受話器を手に取り立つ若宮。81 回も電話
をする若宮の姿。 
  
86 回 
次のヱ 喫茶店の中で若宮と田村が話し
ているところ 
1959 年 8 月 16 日（87 回） 
喫茶店のテーブルに座る二人の男。一人は煙草を
口にくわえている。テーブルの上にはお冷やとコ
ーヒーがそれぞれ二杯ずつ。 
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88 回 
次のヱ 羽田のロビーで飛行機を待つ若
宮。背景に乗客多勢。 
1959 年 8 月 19 日（90 回） 
混み合う空港を背中に、ショルダーバッグを提げ
た若宮らしき男が立っている様子。 
「次のヱ」以下の
部分が、上から線
が引かれ消され
ている。 
89 回 
次のヱ 北海道行の日航機の坐席にいる
若宮（飛行機中） 
1959 年 8 月 20 日（91 回） 
飛行機の客席に腰掛けている若宮。隣の座席は空
いている。指示通りの絵だが、本文とは矛盾。 
  
92 回 
次のヱ 千歳空港前からハイヤーに乗る
若い女 若宮、それを眺めている。 
1959 年 8 月 22 日（93 回） 
手前にカバンを持つ若宮。遠方に車に乗ろうとす
る人物。 
  
93 回 
次のヱ 夜加藤商店（呉服店）の中に手拭
いのことを訊きにいく若宮 札幌の市街
を歩いているところ 
1959 年 8 月 23 日（94 回） 市街。手前にアップの男性像。おそらく若宮。 
8 月 24 日（95 回）
は店内で若宮が質
問しているところ
が描かれている。ち
なみに商店名は樽
井商店。 
96 回 
次のヱ 夜の小樽の街（バーの多いとこ
ろ）を歩く若松四郎 
1959 年 8 月 26 日（97 回） 
ネオン煌めく街。若松四郎を特定するのは難し
い。 
  
98 回 
次のヱ この場面のつづき 別の角度か
ら 
1959 年 8 月 28 日（99 回） 
98 回、99 回はともにバー・トリオの内部が描か
れている。指定通り角度は異なっており、99 回
では若宮らしき男性がアップで描かれている。 
  
  
101 回 
次のヱ 銀鱗荘の庭から夜霧の海を見る
若宮 海には船の灯が見える 
1959 年 8 月 31 日（102 回） 
海に向かって立つ男の後ろ姿。船の灯は描かれて
いない。  
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102 回 
次のヱ 朝の寝床で新聞をよむ（開く）若
宮 
1959 年 9 月 1 日（103 回） 寝床に仰向けになって新聞を読んでいる若宮。   
103 回 
次のヱ 大急ぎで、出発の身支度をする若
宮 
1959 年 9 月 2 日（104 回） 
旅館の部屋で身支度をしている男の姿。が、当該
回の本文において、若宮は身支度などせず、新聞
を読み耽っているだけ。本文と挿絵にずれが生じ
ている。 
108 回～110 回は
原稿はなし。 
117 回 
次のヱ 喫茶店でやすんでものを考える
若宮 118 
1959 年 9 月 16 日（118 回） 
喫茶店らしきところで、うつむき加減に座り、物
思いに耽っている男の姿が横から描かれている。 
  
121 回 
次のヱ 若宮、本州へ 木谷編集長の机の
前に立つ 木谷と話す 
1959 年 9 月 20 日（122 回） 
編集部の散らかった机が手前に描かれ、その向こ
う側で椅子に座って話す男 2 人。ただし当該回の
本文で若宮は、空港に向かっているところ。本州
にはまだ戻っていない。本文と挿絵にずれが生じ
ている。 
  
124 回 
次のヱ 熱海通信局で村田通信員と会っ
ている若宮四郎 
1959 年 9 月 25 日（126 回） 
電話機の置かれた通信局らしき部屋で、男 2 人が
話しているところ。 
  
129 回 
西山旅館の一室 若宮おかみと話す お
かみは五十くらい肥えた背の低いすらり
とした上品な女 
1959 年 9 月 30 日（131 回） 
座卓を間に挟んで向き合う男女。向かって右側に
座る和装の女性は瓜実顔で、「すらりとした」雰
囲気。 
「肥えた背の低
い」の部分が上か
ら線が引かれ消
されている。 
131 回 
次のヱ 旅館の主人とおかみ 若宮の対
談 若宮の泊った部屋で 
？ 
132 回は旅館の廊下を歩く人物を背後から描い
た絵。133 回は座卓を挟んで若宮とおかみが話す
構図。134 回は若宮とおかみと主人の 3 人が立ち
上がり、殺人現場となった部屋に赴こうとしてい
る場面が描かれている。 
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132 回 
若宮に殺人のあった部屋を見せる旅館の
夫婦 四畳半の控の間つき 
1959 年 10 月 3 日（134 回） 
手前に四畳半の畳敷きの部屋。奥の部屋に、若宮
とおかみと主人の 3 人が立っている姿が描かれ
ている。 
  
133 回 次のヱ 旅館の夫婦、玄関に若宮を見送る 1959 年 10 月 4 日（135 回） 
玄関に向かって石畳が続いていく。若宮を見送る
西山旅館の夫婦。背中を向けた若宮をまん中に、
右側におかみ、左側に主人が描かれる。 
  
135 回 次のヱ 名古屋署に入る若宮 1959 年 10 月 6 日（137 回） 
机に座る人物が 2 人描かれ、一番奥に描かれてい
る入口から 1 人の人物が入ってくるところが描
かれている。 
  
136 回 
次のヱ 名古屋の警察署で捜査係長と会
う若宮 
1959 年 10 月 7 日（138 回） 
手前に電話の置かれた机。散らかっている。その
向こうに、椅子に座って向かい合う 2 人の男。横
からのアングルで描かれる。 
  
137 回 
名古屋駅構内の旅館案内所の前に立つ若
宮 係員と話している 
なし 
139 回は大通りと、その歩道が描かれる。（ちな
みに本文は警察署の中で若宮が捜査課長と話し
合う場面。本文と挿絵のずれが生じている） 
  
138 回 
次のヱ 名古屋駅の待合室  ベンチに
腰かけて考え込む若宮 
1959 年 10 月 9 日（140 回） 
混み合っているベンチの様子。一番手前に、旅行
カバンを脇に置いた男性が描かれる。うつむき加
減に物思いに耽っている様子。 
  
139 回 次のヱ 東京に帰る若宮 列車の中 
1959 年 10 月 10 日（141
回） 
2 人がけの椅子に 1 人座る若宮。廊下側に座り、
窓外に眼を遣っている。 
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140 回 次のヱ 熱海に宿をとる若宮（夜） 
1959 年 10 月 11 日（142
回） 
道を走る車。向かって左側は海、右側は崖。奥に
街の光が描かれる。 
  
143 回 
村田の顔を大きく 若宮とビールをのん
で話している顔 前のつづき 
1959 年 10 月 14 日（145
回） 
手前に旅館の浴衣を着た若宮。奥に背広姿の村
田。座卓の上には料理とビール瓶。村田の顔はそ
れほど大きくは描かれていない。 
  
144 回 
帰っていく村田を途中の道まで送る若宮 
夜、前のつづき 
1959 年 10 月 15 日（146
回） 
夜、道を奥に向かって歩く 2 人連れの男。   
145 回 次のヱ 147 夜の熱海の街を歩く若宮 
1959 年 10 月 16 日（147
回） 
ネオンで明るい街。出歩く人で混雑している。手
前に描かれる大きな人物が若宮か？ 
  
146 回 
キャバレー「シーホーク」の内に坐る若宮 
ひっそり 
1959 年 10 月 17 日（148
回） 
奥にダンスホール。男が女の腰に手を回し、踊っ
ている。手前にボックスらしきシート。左に若宮、
まん中と右にホステスの女性が 2 人。 
  
147 回 
次のヱ  何かを見つめている若宮の眼 
キャバレーの内で 
1959 年 10 月 18 日（149
回） 
奥のダンスホールに眼をやる男の姿が描かれる。
ダンスホールの右側にはビッグバンドが描かれ
ている。 
  
149 回 昨日のつづき 別の角度から 
1959 年 10 月 20 日（151
回）？ 
「昨日」がいつなのかによる。150 回はボックス
シートで 2 人の男性が話し込む場面が描かれ、
149 回の続きではない。151 回は話し込む 2 人の
男が、別の角度から描かれている。 
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150 回 
宿に帰り、寝床の上に腹匍って煙草を喫な
がら考える若宮 
1959 年 10 月 21 日（152
回） 
布団の中でうつぶせになって煙草を吸う若宮の
姿が描かれる。 
  
152 回 
次のヱ 蒼海ホテルの宿泊人リストを見
ている若宮 大きくグローズアップがよ
し 
1959 年 10 月 23 日（154
回） 
椅子に腰かけ、リストらしきものを見る若宮の姿
が横から描かれる。クローズアップとは言えな
い。ミディアムショット程度。 
「グローズアッ
プ」と誤記。 
153 回 朝、部屋から電話をしている若宮 
1959 年 10 月 24 日（155
回） 
手前には灰皿が置かれた座卓。奥の座卓に置かれ
た電話の受話器を手にする若宮が、左後ろから描
かれる。 
  
154 回 
若宮と田原  東京に帰る  車中で若宮 
売子から週刊誌を買う 
1959 年 10 月 25 日（156
回） 
車中のボックスシートに座る 2 人の男性。手前の
男性は後ろ向き、奥の男性はうつむき加減に週刊
誌らしきものを読んでいる。 
  
156 回 
帰社 編集長への報告 若宮と田原、編集
長の机の前に坐って話している 
1959 年 10 月 26 日（157
回） 
灰皿や書類の置かれた大きな机を挟み、奥に 2
人の座っている男性、手前に 1 人の男性。 
  
157 回 
次のヱ 別室にて。場面、このつづき 木
谷編集長がひどく熱心になっている 
1959 年 10 月 27 日（158
回） 
手前に仕切りが描かれ、「別室」であることを明
確にしている。右側に 2 人の男性、左に 1 人の男
性。1 人の男性が身を乗り出し「熱心」になって
いる。 
  
160 回 次のヱ この場面のつづき 
1959 年 10 月 30 日（161
回） 
160 回末尾で児玉次長が登場。それをふまえ別室
に 4 人が坐る様子が描かれる。新しく加わった男
性は眼鏡を掛け、気弱そうな雰囲気を醸してい
る。 
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161 回 次のヱ 新聞社の廊下を行く若宮と田原 
1959 年 10 月 31 日（162
回） 
奥に向かって延びる廊下。消失点近くに佇む 2
人の人物が描かれる。 
  
162 回 
次のヱ 社内食堂で田原と若宮が紅茶を
のみながらの会話 ぐるりに社員たちの
食事の姿 
1959 年 11 月 1 日（163 回） 
薬罐と茶碗が置かれた大きなテーブルの左端に
坐る 2 人の男性。飲んでいるのは紅茶とは思えな
い。周囲の人影も描かれない。 
  
163 回 
社のデスクから島内氏に電話をかける若
宮 
1959 年 11 月 2 日（164 回） 
散らかったデスクを前に電話を掛ける男性が描
かれる。奥にもデスクに向かう記者たちが描かれ
る。編集部の様子がうかがわれる。 
  
166 回 
島内氏の門の外に待たせてある一台の自
動車。ライトを消して若宮が坐っている。 
1959 年 11 月 5 日（167 回） 
後部座席に座る男性が横から描かれる。暗い車中
から外をうかがう。視点が車内にあるため、門の
外か否かは不明。 
  
 
167 回 
次のヱ タクシーのあとを追う若宮の車 
夜の街 
1959 年 11 月 6 日（168 回） 夜の街を走る 2 台の車が描かれる。   
169 回 
次のヱ ルノーの空車の、ドアを外からの
ぞいて見る若宮 カブキ町の人通りの多
い路上で 
1959 年 11 月 8 日（170 回） 
ルノーの後部座席の様子をうかがう男性の姿が
描かれる。路上を歩くひとは、3、4 人程度。 
  
170 回 
若宮四郎が夜の新宿の雑とうを歩いてい
る 
1959 年 11 月 9 日（171 回） 
ネオンで明るい街中が描かれる。人通りも多く、
店内にも多くの客。左手前に男性が 1 人、目鼻立
ちもわかるくらいのアップで描かれる。 
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175 回 病院を見舞にきた木谷編集長 
1959 年 11 月 14 日（176
回） 
右側に病院のベッド。頭に包帯を巻いた人物が横
たわっている。左側に見舞いに来た男性。右後ろ
から描かれる。 
  
180 回 
次のヱ 若宮のベッドを見舞う事故車の
運転手 二十五六才、背の低い、小肥りの
男 
1959 年 11 月 19 日（181
回） 
奥にベッド。右側に見舞いに来て座っている男
性。右後ろから描かれる。背の高さ、年齢、小肥
りか否かを確定することは難しい構図。（182 回
では、見舞客の顔がバストショットで描かれる） 
  
183 回 
次のヱ ベッドで夕刊をよみ、驚愕してい
る若宮。（ひとり） 
 
1959 年 11 月 22 日（184
回） 
仰向けになって新聞を読む若宮を、上から描く。
顔は描かれているが、驚いているかどうかは、わ
かりにくい。 
 
184 回 ベッドに医者を呼ぶ若宮 
1959 年 11 月 23 日（185
回） 
手前に花束が置かれた机。女性看護師が立ち、医
者らしき人物がベッドに向かって腰をかがめて
いる。（186 回も別角度から医者と話す若宮を描
く） 
  
189 回 
次のヱ 若宮を見舞いに来たバーの女給
珠実 
1959 年 11 月 28 日（190
回） 
花束を手にした女性が描かれる。ショートカット
で、地味な印象を与える女性。着ているのは、お
そらくワンピース。 
  
191 回 
次のヱ 語っている珠実の顔のクローズ
アップ 
1959 年 11 月 30 日（192
回） 
ミディアムショットで人物の顔が描かれるが、ベ
ッドから起き上がった若宮。珠実ではない。 
  
204 回 
次のヱ 珠実のアパートの部屋。若宮と酔
っている珠実 
1959 年 12 月 13 日（205
回） 
座卓の置かれている部屋。左奥に男性、右側少し
手前に足を崩して座っている女性。うつむき加減
に、口を手で押さえている様子。 
  
348 
 
218 回 
次のヱ 219 若宮と村田、肩をならべて
熱海署を去ってゆく 
1959 年 12 月 27 日（219
回） 
奥から手前に延びてくる道を、こちら側に歩いて
くる男性 2 人が描かれる。 
「219」は赤字。 
219 回 
次のヱ 村田と話している若宮 熱海の
海岸通り 
1959 年 12 月 28 日（220
回） 
賑やかな通りを奥から手前に歩いてくる男性 2
人が描かれる。 
  
220 回 
次のヱ 墓地の若宮と田村 墓地は熱海
の丘の上にあるので、そこから村が見える 
1960 年 12 月 29 日（221
回） 
墓石が乱立する中に佇む 2人の男。222回も同様。
村田は描かれていない。 
「田村」と誤記。 
228 回 次のヱ この場面のつづき 1960 年 1 月 7 日（229 回） 
228 回は若宮と木谷編集長が真鶴岬で殺された
倉田敏雄について話し合い、次いで旧軍人に詳し
かった情報屋・岩淵安男について話し合う。229
回も同様。その様子が描かれている。 
  
235 回 
次のヱ 夜の場末の町をひとりで物思い
に沈みながら歩く若宮 
1960 年 1 月 14 日（236 回） 暗い町を歩く男の姿。飲み屋街らしき雰囲気。   
236 回 
こんがらがった事件を象徴するような抽
象的な絵に願います 
1960 年 1 月 15 日（237 回） 
まん中に男性の顔。そこから飛び出してくるかの
ように、抽象化された人間や手、またカンディン
スキー風に線が描かれている。 
「絵に願います」
と誤記。 
237 回 次のヱ 真鶴の通り（回想） 1960 年 1 月 17 日（239 回） 
238 回は物思いに耽る男性の横顔が描かれる。
239 回に描かれているのは海岸沿いの通り。海の
反対側には民家が並び、電信柱が佇んでいる。回
想であることを示す要素は見当たらない。 
  
240 回 
 
次のヱ 焼跡で腕組して考える若宮 
 
1960 年 1 月 19 日（241 回） 
奥に建物が焼けた跡が描かれ、手前に考え込む男
の姿が横から描かれる。腕組みはしておらず、右
手を顎に当てて考えている様子。 
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275 回 次のヱ 犬山の旅館を訪ねる若宮 1960 年 2 月 23 日（276 回） 
通りに面した旅館らしき建物の入口に佇む男が
描かれる。 
  
 
277 回 25、6 才のふとった女 1960 年 2 月 26 日（279 回） 
おそらく犬山の旅館・桃太郎の女中についての
メモ。278 回に描かれているのは煙草を片手に
考え込む男の横顔、279 回に描かれているのは
受話器を持った女性の姿。ややふっくらと描か
れている。 
  
284 回 
教員室に運ばれる島内氏 校医が呼ばれ
て診ている それを人々の間から眺めて
いる若宮 
1960 年 3 月 3 日（285 回） 
学校の廊下。奥に島内の死体を囲む 4 人ほどの
人物が描かれている。手前に男の立ち姿が描か
れる。286 回は教員室に運ばれた島内を取り囲
む人々の様子。 
  
330 回 
331 回ヱグミ 若宮と村田が話している場
面の続き。 
なし 
若宮と村田が話し込んでいる様子が描かれてい
るのは 330 回。331 回は、村田が話す、列車の
中の様子。「島内未亡人の横に、若い女が座っ
て話をして」いる様子。 
  
404 回 
次のヱ 田舎旅館の玄関に入った若宮と
村田 
1960 年 7 月 2 日（405 回） 
旅館の入口らしき明るくなったところに、2 人
の人物が佇む。 
  
405 回 次のヱ 406 田舎道を歩く二人 1960 年 7 月 3 日（406 回） 
比較的大きな道を歩く二人の男。周囲に家は少
なく、寂しい感じ。 
「406」は赤字。 
405 回 
その次のヱ 407 歩いている若宮の推理 
例えばこのように 
1960 年 7 月 4 日（407 回） 
清張の描いた図像と似通ってはいる。左手前に
2 人の人物、右奥にも 2 人の人物。その 2 箇所
を結ぶようにして、何本ものクレー風の線が描
かれる。 
「407」は赤字。「例
えばこのように」
として、清張の書
いた絵が描かれて
いる。 
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414 回 
次のヱ 閉じ込められた客室で、新聞をよ
む若宮 
1960 年 7 月 12 日（415 回） 
ベッドに腰かけて新聞を広げる男の後ろ姿が描
かれている。 
  
415 回 次のヱ ボーイとの話 立ち向い 1960 年 7 月 13 日（416 回） 
手前に若宮の後ろ姿。ポケットに手を突っ込ん
でいる感じ。背中は大きい。奥にボーイ。こち
らを向いている。少年の面影。 
  
  
416 回 次のヱ 紙片を見る若宮 同じ場面 1960 年 7 月 14 日（417 回） 
コーヒーを置いたテーブルに向かって座る若宮
の姿が左横から描かれる。掲げた小さな紙片に
顔を近づけている。 
 
424 回 
次のヱ しゃべる村田の顔のクローズア
ップ 
1960 年 7 月 22 日（425 回） 
全身が黒く、顔も真っ黒に塗りつぶされた男の
姿が描かれる。眼の部分だけ、白く光っている
感じ。 
  
427 回 次のヱ 夜の富士山麓の遠景 1960 年 7 月 25 日（428 回） 
手前に大きな木、遠くにも木々が描かれ、山麓
の雰囲気。富士山は描かれていない。これ以降
の回の挿絵でも、富士山は確認できず。（437
回の遠景に、それらしき山はある） 
  
432 回 白明に浮ぶ富士（山麓より） なし 
次の 433 回に描かれるのは、こちらに迫り来る
男の姿。全身が黒く塗りつぶされ、異様な感じ
と恐怖感を醸し出している。 
「白明」と誤記。 
434 回 次のヱ なし 
清張が描いているのは、草薮らしき中、1 人の
男が横たわり、それを見下ろすかのようにもう
1 人の男が佇んでいる構図。その構図に一番近
いのは、429 回。 
「次のヱ」として
清張が絵を描いて
いる。 
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【資料５】「黒い風土」（初出）／『黄色い風土』（単行本）の対照表 
 
回 章タイトル 
北海道新聞 
夕刊 
西日本新聞 
夕刊 
中部日本新聞 
夕刊 
単行本における削除等の有無  
（原則として行数等は「北海道新聞」に拠る） 
0 つぎの夕刊小説 1959 年 5 月 17 日 1959 年 5 月 13 日 1959 年 6 月 21 日 3 紙とも共通のコメント、紹介。単行本への収録はなし。 
1 熱海にて（一） 1959 年 5 月 22 日 1959 年 5 月 23 日 1959 年 6 月 24 日 改稿等特になし。 
2 熱海にて（二） 1959 年 5 月 23 日 1959 年 5 月 24 日 1959 年 6 月 25 日 改稿等特になし。 
3 熱海にて（三） 1959 年 5 月 24 日 1959 年 5 月 25 日 1959 年 6 月 26 日 改稿等特になし。 
4 熱海にて（四） 1959 年 5 月 25 日 1959 年 5 月 26 日 1959 年 6 月 27 日 改稿等特になし。 
5 熱海にて（五） 1959 年 5 月 26 日 1959 年 5 月 27 日 1959 年 6 月 28 日 改稿等特になし。 
6 熱海にて（六） 1959 年 5 月 27 日 1959 年 5 月 28 日 1959 年 6 月 29 日 
末尾、西日本新聞のみ「気ずいた。」他は「気づいた。なお北海道新聞
と、西日本新聞・中部新聞ではタイトルの脇にあるカットが異なってい
る。 
7 熱海にて（七） 1959 年 5 月 28 日 1959 年 5 月 29 日 1959 年 6 月 30 日 改稿等特になし。 
8 熱海にて（八） 1959 年 5 月 29 日 1959 年 5 月 30 日 1959 年 7 月 1 日 改稿等特になし。 
9 変死者（一） 1959 年 5 月 30 日 1959 年 5 月 31 日 1959 年 7 月 2 日 改稿等特になし。 
10 変死者（二） 1959 年 5 月 31 日 1959 年 6 月 1 日 1959 年 7 月 3 日 改稿等特になし。 
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11 変死者（三） 1959 年 6 月 1 日 1959 年 6 月 2 日 1959 年 7 月 4 日 改稿等特になし。 
12 変死者（四） 1959 年 6 月 2 日 1959 年 6 月 3 日 1959 年 7 月 5 日 改稿等特になし。 
13 変死者（五） 1959 年 6 月 3 日 1959 年 6 月 4 日 1959 年 7 月 6 日 改稿等特になし。 
14 変死者（六） 1959 年 6 月 4 日 1959 年 6 月 5 日 1959 年 7 月 7 日 改稿等特になし。 
15 変死者（七） 1959 年 6 月 5 日 1959 年 6 月 6 日 1959 年 7 月 8 日 改稿等特になし。 
16 変死者（八） 1959 年 6 月 6 日 1959 年 6 月 7 日 1959 年 7 月 9 日 改稿等特になし。 
17 変死者（九） 1959 年 6 月 7 日 1959 年 6 月 8 日 1959 年 7 月 10 日 改稿等特になし。 
18 変死者（十） 1959 年 6 月 8 日 1959 年 6 月 9 日 1959 年 7 月 11 日 改稿等特になし。 
19 変死者（十一） 1959 年 6 月 9 日 1959 年 6 月 10 日 1959 年 7 月 12 日 改稿等特になし。 
20 死体（一） 1959 年 6 月 10 日 1959 年 6 月 11 日 1959 年 7 月 13 日 改稿等特になし。 
21 死体（二） 1959 年 6 月 11 日 1959 年 6 月 12 日 1959 年 7 月 14 日 改稿等特になし。 
22 死体（三） 1959 年 6 月 12 日 1959 年 6 月 13 日 1959 年 7 月 15 日 改稿等特になし。 
23 死体（四） 1959 年 6 月 13 日 1959 年 6 月 14 日 1959 年 7 月 16 日 改稿等特になし。 
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24 死体（五） 1959 年 6 月 14 日 1959 年 6 月 15 日 1959 年 7 月 17 日 改稿等特になし。 
25 死体（六） 1959 年 6 月 15 日 1959 年 6 月 16 日 1959 年 7 月 18 日 
末尾、錦ヶ浦で投身自殺した男の服。初出「白っぽい淡い色の洋服」、
単行本「薄茶色の洋服」。 
26 死体（七） 1959 年 6 月 16 日 1959 年 6 月 17 日 1959 年 7 月 19 日 改稿等特になし。 
27 疑惑（一） 1959 年 6 月 17 日 1959 年 6 月 18 日 1959 年 7 月 20 日 改稿等特になし。 
28 疑惑（二） 1959 年 6 月 18 日 1959 年 6 月 19 日 1959 年 7 月 21 日 改稿等特になし。 
29 疑惑（三） 1959 年 6 月 19 日 1959 年 6 月 20 日 1959 年 7 月 22 日 
単行本のみ、末尾に「後から、島内氏の見送り人らしい、中年の男がつ
いて来る。」という一文が付け加えられている。 
30 疑惑（四） 1959 年 6 月 20 日 1959 年 6 月 21 日 1959 年 7 月 23 日 
単行本のみ、「三等車」に「（注・三等車は現行の二等車。二等車は現
行の一等車。以下同）」という補足説明が付けられている。初出の末尾
11 行が単行本では削除。 
31 疑惑（五） 1959 年 6 月 21 日 1959 年 6 月 22 日 1959 年 7 月 24 日 冒頭から 30 行が削除。下段の約半分も削除。 
32 疑惑（六） 1959 年 6 月 22 日 1959 年 6 月 23 日 1959 年 7 月 25 日 冒頭から 31 行が削除。下段も、37 行にわたり削除。 
33 疑惑（七） 1959 年 6 月 23 日 1959 年 6 月 24 日 1959 年 7 月 26 日 上段の 4 行目から、下段の 17 行目までが削除。 
34 疑惑（八） 1959 年 6 月 24 日 1959 年 6 月 25 日 1959 年 7 月 27 日 上段の冒頭から 26 行が削除。 
35 疑惑（九） 1959 年 6 月 25 日 1959 年 6 月 26 日 1959 年 7 月 28 日 冒頭、「『おい』といった」が削除。 
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36 取材調査（一） 1959 年 6 月 26 日 1959 年 6 月 27 日 1959 年 7 月 29 日 冒頭、「木谷編集長は、児玉次長を呼んだ」が削除。 
37 取材調査（二） 1959 年 6 月 27 日 1959 年 6 月 28 日 1959 年 7 月 30 日 
冒頭、「木谷編集長は、若宮四郎に、ぎらぎら光る眼をむけて、『ぼくは
思うのだがね』と、性急な口調で云った」が削除。 
38 取材調査（三） 1959 年 6 月 28 日 1959 年 6 月 29 日 1959 年 7 月 31 日 全面削除。 
39 取材調査（四） 1959 年 6 月 29 日 1959 年 6 月 30 日 1959 年 8 月 1 日 冒頭の 4 行、及び末尾の 22 行が削除。 
40 取材調査（五） 1959 年 6 月 30 日 1959 年 7 月 1 日 1959 年 8 月 2 日 上段まん中辺りの 13 行を除き、残り全てが削除。 
41 取材調査（六） 1959 年 7 月 1 日 1959 年 7 月 2 日 1959 年 8 月 3 日 下段の 26 行を除き、全て削除。 
42 取材調査（七） 1959 年 7 月 2 日 1959 年 7 月 3 日 1959 年 8 月 4 日 
上段の後ろから 12 行目「何だい、今日は。借金取り以外に新聞社に来
るなんて？」が、単行本では「何だい、今日は？」に改稿。 
43 取材調査（八） 1959 年 7 月 3 日 1959 年 7 月 4 日 1959 年 8 月 5 日 
冒頭から 7 行を除き、全面改稿。初出では若宮と由美の会話で読者に
知らされる内容が、単行本では語り手による要約となっている。 
44 バーの女（一） 1959 年 7 月 4 日 1959 年 7 月 5 日 1959 年 8 月 6 日 
冒頭から 4 行を除き、全面改稿。初出では若宮と由美の会話。単行本
では 2 人の会話が 4 分の 1 程度に圧縮されている。 
45 バーの女（二） 1959 年 7 月 5 日 1959 年 7 月 6 日 1959 年 8 月 7 日 全面削除。 
46 バーの女（三） 1959 年 7 月 6 日 1959 年 7 月 7 日 1959 年 8 月 8 日 全面削除。 
47 バーの女（四） 1959 年 7 月 7 日 1959 年 7 月 8 日 1959 年 8 月 9 日 全面削除。 
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48 バーの女（五） 1959 年 7 月 8 日 1959 年 7 月 9 日 1959 年 8 月 10 日 全面削除。 
49 バーの女（六） 1959 年 7 月 9 日 1959 年 7 月 10 日 1959 年 8 月 11 日 全面削除。 
50 バーの女（七） 1959 年 7 月 10 日 1959 年 7 月 11 日 1959 年 8 月 12 日 全面削除。 
51 バーの女（八） 1959 年 7 月 11 日 1959 年 7 月 12 日 1959 年 8 月 13 日 全面削除。 
52 由美の周辺（一） 1959 年 7 月 12 日 1959 年 7 月 13 日 1959 年 8 月 14 日 全面削除。 
53 由美の周辺（二） 1959 年 7 月 13 日 1959 年 7 月 14 日 1959 年 8 月 15 日 全面削除。 
54 由美の周辺（三） 1959 年 7 月 14 日 1959 年 7 月 15 日 1959 年 8 月 16 日 全面削除。 
55 由美の周辺（四） 1959 年 7 月 15 日 1959 年 7 月 16 日 1959 年 8 月 17 日 全面削除。 
56 由美の周辺（五） 1959 年 7 月 16 日 1959 年 7 月 17 日 1959 年 8 月 18 日 全面削除。 
57 由美の周辺（六） 1959 年 7 月 17 日 1959 年 7 月 18 日 1959 年 8 月 19 日 全面削除。 
58 由美の周辺（七） 1959 年 7 月 18 日 1959 年 7 月 19 日 1959 年 8 月 20 日 全面削除。 
59 由美の周辺（八） 1959 年 7 月 19 日 1959 年 7 月 20 日 1959 年 8 月 21 日 全面削除。 
60 由美の周辺（九） 1959 年 7 月 20 日 1959 年 7 月 21 日 1959 年 9 月 22 日 上段の後ろから 14 行から下段の冒頭から 18 行目まで削除。 
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61 由美の周辺（十） 1959 年 7 月 21 日 1959 年 7 月 22 日 1959 年 8 月 23 日 改稿等特になし。 
62 由美の周辺（十一） 1959 年 7 月 22 日 1959 年 7 月 23 日 1959 年 8 月 24 日 改稿等特になし。 
63 追及（一） 1959 年 7 月 23 日 1959 年 7 月 24 日 1959 年 8 月 25 日 末尾、「十分後、若宮四郎は湘南電車に乗っていた。」が削除。 
64 追及（二） 1959 年 7 月 24 日 1959 年 7 月 25 日 1959 年 8 月 26 日 改稿等特になし。 
65 追及（三） 1959 年 7 月 25 日 1959 年 7 月 26 日 1959 年 8 月 27 日 改稿等特になし。 
66 追及（四） 1959 年 7 月 26 日 1959 年 7 月 27 日 1959 年 8 月 28 日 
冒頭、「村田通信員は、「どうも大変、お待たせしました」と改めて座敷
に入ってからおじぎをした」という一文が削除。 
67 追及（五） 1959 年 7 月 27 日 1959 年 7 月 28 日 1959 年 8 月 29 日 改稿等特になし。 
68 追及（六） 1959 年 7 月 28 日 1959 年 7 月 29 日 1959 年 8 月 30 日 改稿等特になし。 
69 追及（七） 1959 年 7 月 29 日 1959 年 7 月 30 日 1959 年 8 月 31 日 改稿等特になし。 
70 追及（八） 1959 年 7 月 30 日 1959 年 7 月 31 日 1959 年 9 月 1 日 改稿等特になし。 
71 追及（九） 1959 年 7 月 31 日 1959 年 8 月 1 日 1959 年 9 月 2 日 
冒頭、「若宮四郎が、青年は自分から投身したのではない、うしろから
誰かが突き落としたのだ、と云ったものだから」という箇所が削除。 
72 追及（十） 1959 年 8 月 1 日 1959 年 8 月 2 日 1959 年 9 月 3 日 改稿等特になし。 
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73 追及（十一） 1959 年 8 月 2 日 1959 年 8 月 3 日 1959 年 9 月 4 日 改稿等特になし。 
74 追及（十二） 1959 年 8 月 3 日 1959 年 8 月 4 日 1959 年 9 月 5 日 改稿等特になし。 
75 岬の殺人（一） 1959 年 8 月 4 日 1959 年 8 月 5 日 1959 年 9 月 6 日 全面削除。 
76 岬の殺人（二） 1959 年 8 月 5 日 1959 年 8 月 6 日 1959 年 9 月 7 日 全面削除。 
77 岬の殺人（三） 1959 年 8 月 6 日 1959 年 8 月 7 日 1959 年 9 月 8 日 全面削除。 
78 岬の殺人（四） 1959 年 8 月 7 日 1959 年 8 月 8 日 1959 年 9 月 9 日 全面削除。 
79 岬の殺人（五） 1959 年 8 月 8 日 1959 年 8 月 9 日 1959 年 9 月 10 日 全面削除。 
80 岬の殺人（六） 1959 年 8 月 9 日 1959 年 8 月 10 日 1959 年 9 月 11 日 全面削除。 
81 岬の殺人（七） 1959 年 8 月 10 日 1959 年 8 月 11 日 1959 年 9 月 12 日 全面削除。 
82 岬の殺人（八） 1959 年 8 月 11 日 1959 年 8 月 12 日 1959 年 9 月 13 日 全面削除。 
83 岬の殺人（九） 1959 年 8 月 12 日 1959 年 8 月 13 日 1959 年 9 月 14 日 全面削除。 
84 北海道（一） 1959 年 8 月 13 日 1959 年 8 月 14 日 1959 年 9 月 15 日 末尾の 4 行を除き、削除。 
85 北海道（二） 1959 年 8 月 14 日 1959 年 8 月 15 日 1959 年 9 月 16 日 上段の 11 行目から 18 行目まで、29 行目から 37 行目まで改稿。 
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86 北海道（三） 1959 年 8 月 15 日 1959 年 8 月 16 日 1959 年 9 月 17 日 改稿等特になし。 
87 北海道（四） 1959 年 8 月 16 日 1959 年 8 月 17 日 1959 年 9 月 18 日 全面削除。 
88 北海道（五） 1959 年 8 月 17 日 1959 年 8 月 18 日 1959 年 9 月 19 日 全面削除。 
89 北海道（六） 1959 年 8 月 18 日 1959 年 8 月 19 日 1959 年 9 月 20 日 全面削除。 
90 北海道（七） 1959 年 8 月 19 日 1959 年 8 月 20 日 1959 年 9 月 21 日 
上段の 3 行目「空港につくと、札幌行きは十時十分で」とあるのが、単
行本では「午後二時で」と改稿。 
91 北海道（八） 1959 年 8 月 20 日 1959 年 8 月 21 日 1959 年 9 月 22 日 冒頭、「若宮四郎の 59 番というのは最後の組で、彼は」が削除。 
92 北海道（九） 1959 年 8 月 21 日 1959 年 8 月 22 日 1959 年 9 月 23 日 改稿等特になし。 
93 北海道（十） 1959 年 8 月 22 日 1959 年 8 月 23 日 1959 年 9 月 25 日 改稿等特になし。 
94 北海道（十一） 1959 年 8 月 23 日 1959 年 8 月 24 日 1959 年 9 月 26 日 下段の 12 行目から最後までの 30 行が削除。 
95 北海道（十二） 1959 年 8 月 24 日 1959 年 8 月 25 日 1959 年 9 月 27 日 全面削除。 
96 北海道（十三） 1959 年 8 月 25 日 1959 年 8 月 26 日 1959 年 9 月 28 日 冒頭から 13 行が削除。 
97 小樽にて（一） 1959 年 8 月 26 日 1959 年 8 月 27 日 1959 年 9 月 29 日 上段の後ろから 20行目から 5行目まで 15行削除、末尾の 4行も削除。 
98 小樽にて（二） 1959 年 8 月 27 日 1959 年 8 月 28 日 1959 年 9 月 30 日 下段の 17 行目から 19 行目を除いて、全面的に改稿。 
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99 小樽にて（三） 1959 年 8 月 28 日 1959 年 8 月 29 日 1959 年 10 月 1 日 冒頭、「バー・アジサイ、今は経営者が変って」が削除。 
100 小樽にて（四） 1959 年 8 月 29 日 1959 年 8 月 30 日 1959 年 10 月 2 日 下段の 11 行目から 36 行目までの 25 行が削除。 
101 小樽にて（五） 1959 年 8 月 30 日 1959 年 8 月 31 日 1959 年 10 月 3 日 上段の 28 行目から 36 行目までが改稿。 
102 小樽にて（六） 1959 年 8 月 31 日 1959 年 9 月 1 日 1959 年 10 月 4 日 改稿等特になし。 
103 小樽にて（七） 1959 年 9 月 1 日 1959 年 9 月 2 日 1959 年 10 月 5 日 改稿等特になし。 
104 小樽にて（八） 1959 年 9 月 2 日 1959 年 9 月 3 日 1959 年 10 月 6 日 
冒頭、「新聞の社会面で、若宮四郎の眼をひいたのは」が削除。上段の
21 行目から 34 行目まで削除。下段が全面削除、改稿。 
105 小樽にて（九） 1959 年 9 月 3 日 1959 年 9 月 4 日 1959 年 10 月 7 日 
冒頭から 26 行が削除。上段の末尾の 3 行から下段の 14 行目まで削
除。 
106 小樽にて（十） 1959 年 9 月 4 日 1959 年 9 月 5 日 1959 年 10 月 8 日 
末尾から 3 行目、初出では「この二つの溺死事件」とあるのが、単行本
では「この三つの溺死事件」と改稿。 
107 小樽にて（十一） 1959 年 9 月 5 日 1959 年 9 月 6 日 1959 年 10 月 9 日 
冒頭、「この二つの溺死事件」とあるのが、単行本では「この三つの溺
死事件」に改稿。 
108 小樽にて（十二） 1959 年 9 月 6 日 1959 年 9 月 7 日 
1959 年 10 月 10
日 
上段の 22 行目から改稿。 
109 小樽にて（十三） 1959 年 9 月 7 日 1959 年 9 月 8 日 
1959 年 10 月 11
日 
末尾の一文「若宮四郎は、海の方を眺めた」が削除。 
110 小樽にて（十四） 1959 年 9 月 8 日 1959 年 9 月 9 日 
1959 年 10 月 12
日 
上段の末尾の 1 行から下段の 1 行目にかけてと、下段の 5 行目から 9
行目に改稿。 
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111 霧の中（一） 1959 年 9 月 9 日 1959 年 9 月 10 日 
1959 年 10 月 13
日 
上段の 9行目から 17行目までが改稿。下段の 5 行目から 13行目まで
削除。 
112 霧の中（二） 1959 年 9 月 10 日 1959 年 9 月 11 日 
1959 年 10 月 14
日 
改稿等特になし。 
113 霧の中（三） 1959 年 9 月 11 日 1959 年 9 月 12 日 
1959 年 10 月 15
日 
改稿等特になし。 
114 霧の中（四） 1959 年 9 月 12 日 1959 年 9 月 13 日 
1959 年 10 月 16
日 
改稿等特になし。 
115 霧の中（五） 1959 年 9 月 13 日 1959 年 9 月 14 日 
1959 年 10 月 17
日 
改稿等特になし。 
116 霧の中（六） 1959 年 9 月 14 日 1959 年 9 月 15 日 
1959 年 10 月 18
日 
上段の 3 行目「渡辺巡査部長の溺死事件」が単行本では「長谷川吾市
の溺死事件」に改稿。 
117 霧の中（七） 1959 年 9 月 15 日 1959 年 9 月 16 日 
1959 年 10 月 19
日 
下段の 3 行目から 10 行目まで削除。 
118 霧の中（八） 1959 年 9 月 16 日 1959 年 9 月 17 日 
1959 年 10 月 20
日 
改稿等特になし。 
119 霧の中（九） 1959 年 9 月 17 日 1959 年 9 月 18 日 
1959 年 10 月 21
日 
冒頭、「若宮四郎は、パレース・ホテルに電話した」が削除。 
120 霧の中（十） 1959 年 9 月 18 日 1959 年 9 月 19 日 
1959 年 10 月 22
日 
改稿等特になし。 
121 名古屋の殺人（一） 1959 年 9 月 19 日 1959 年 9 月 20 日 
1959 年 10 月 23
日 
冒頭、「シロちゃんか、いいところに電話をかけて来よった、と児玉次長
が云ったので」が削除。 
122 名古屋の殺人（二） 1959 年 9 月 20 日 1959 年 9 月 21 日 
1959 年 10 月 24
日 
改稿等特になし。 
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123 名古屋の殺人（三） 1959 年 9 月 21 日 1959 年 9 月 22 日 
1959 年 10 月 25
日 
上段の後ろから 12 行目が削除。14 行目から 19 行目までも削除。下段
の 9 行目「二つの溺死」が「三つの溺死」に、「三つの点」が「四つの点」
に改稿。 
124 名古屋の殺人（四） 1959 年 9 月 22 日 1959 年 9 月 23 日 
1959 年 10 月 26
日 
下段の 8 行目から 13 行目まで削除。 
125 名古屋の殺人（五） 1959 年 9 月 23 日 1959 年 9 月 25 日 
1959 年 10 月 27
日 
全面削除。 
126 名古屋の殺人（六） 1959 年 9 月 25 日 1959 年 9 月 26 日 
1959 年 10 月 28
日 
上段の 15 行目から 20 行目までが削除。下段 15 行目から末尾まで 30
行削除 
127 名古屋の殺人（七） 1959 年 9 月 26 日 1959 年 9 月 27 日 
1959 年 10 月 29
日 
上段の全て（43 行）が削除。 
128 名古屋の殺人（八） 1959 年 9 月 27 日 1959 年 9 月 28 日 
1959 年 10 月 30
日 
改稿等特になし。 
129 名古屋の殺人（九） 1959 年 9 月 28 日 1959 年 9 月 29 日 
1959 年 10 月 31
日 
冒頭、「西山旅館の殺人事件をニュース･ストーリィに仕立てたい、とい
う若宮の言葉を、黒崎は疑わずに聞いた」が削除。 
130 名古屋の殺人（十） 1959 年 9 月 29 日 1959 年 9 月 30 日 1959 年 11 月 1 日 改稿等特になし。 
131 
名古屋の殺人 （十
一） 
1959 年 9 月 30 日 1959 年 10 月 1 日 1959 年 11 月 2 日 改稿等特になし。 
132 旅館（一） 1959 年 10 月 1 日 1959 年 10 月 2 日 1959 年 11 月 3 日 改稿等特になし。 
133 旅館（二） 1959 年 10 月 2 日 1959 年 10 月 3 日 1959 年 11 月 4 日 改稿等特になし。 
134 旅館（三） 1959 年 10 月 3 日 1959 年 10 月 4 日 1959 年 11 月 5 日 改稿等特になし。 
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135 旅館（四） 1959 年 10 月 4 日 1959 年 10 月 5 日 1959 年 11 月 6 日 
初出の「八時ごろ」が単行本では「七時ごろ」に、初出の「十一ごろ」が
単行本では「十時ごろ」に改稿。 
136 旅館（五） 1959 年 10 月 5 日 1959 年 10 月 6 日 1959 年 11 月 7 日 改稿等特になし。 
137 旅館（六） 1959 年 10 月 6 日 1959 年 10 月 7 日 1959 年 11 月 8 日 改稿等特になし。 
138 旅館（七） 1959 年 10 月 7 日 1959 年 10 月 8 日 1959 年 11 月 9 日 改稿等特になし。 
139 旅館（八） 1959 年 10 月 8 日 1959 年 10 月 9 日 
1959 年 11 月 10
日 
冒頭の「山崎捜査課長が、被害者と、伴れの女の足どりが、「分ってい
る」と簡単に云ったものだから、若宮の方が、かえってびっくりした。」と
いう一文が削除。 
140 旅館（九） 1959 年 10 月 9 日 
1959 年 10 月 10
日 
1959 年 11 月 11
日 
改稿等特になし。 
141 旅館（十） 
1959 年 10 月 10
日 
1959 年 10 月 11
日 
1959 年 11 月 12
日 
改稿等特になし。 
142 旅館（十一） 
1959 年 10 月 11
日 
1959 年 10 月 12
日 
1959 年 11 月 13
日 
上段の 15 行目「叔父の長谷川は、真鶴岬で奇怪な死を遂げている」が
「叔父の長谷川は、小樽で奇怪な死を遂げている」に改稿。 
143 旅館（十二） 
1959 年 10 月 12
日 
1959 年 10 月 13
日 
1959 年 11 月 14
日 
上段の 7 行目から 15 行目が削除。26 行目から 36 行目までが削除。
上段の 43 行目から下段全部が削除。 
144 旅館（十三） 
1959 年 10 月 13
日 
1959 年 10 月 14
日 
1959 年 11 月 15
日 
改稿等特になし。 
145 宿泊名簿（一） 
1959 年 10 月 14
日 
1959 年 10 月 15
日 
1959 年 11 月 16
日 
改稿等特になし。 
146 宿泊名簿（二） 
1959 年 10 月 15
日 
1959 年 10 月 16
日 
1959 年 11 月 17
日 
冒頭部が若干改稿されている。 
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147 宿泊名簿（三） 
1959 年 10 月 16
日 
1959 年 10 月 17
日 
1959 年 11 月 18
日 
冒頭「若宮四郎は、村田壮八を送って旅館を出たが」が削除。 
148 宿泊名簿（四） 
1959 年 10 月 17
日 
1959 年 10 月 18
日 
1959 年 11 月 19
日 
上段の 8 行目から 39 行目まで削除。上段の 41 行目から下段の 9 行
目まで削除。下段の 16 行目、初出にはない「長谷川吾市は小樽沖で
死んだ」という一文が単行本で付け加えられている。 
149 宿泊名簿（五） 
1959 年 10 月 18
日 
1959 年 10 月 19
日 
1959 年 11 月 20
日 
下段の 9 行目から 31 行目まで削除。 
150 宿泊名簿（六） 
1959 年 10 月 19
日 
1959 年 10 月 20
日 
1959 年 11 月 21
日 
末尾の若宮の発言「小田原署の例の捜査はどうなった？」が「警察の
例の捜査はどうなった？」に改稿。 
151 宿泊名簿（七） 
1959 年 10 月 20
日 
1959 年 10 月 21
日 
1959 年 11 月 22
日 
冒頭の 7 行が削除。上段 27 行目から下段 9 行目までも削除。 
152 宿泊名簿（八） 
1959 年 10 月 21
日 
1959 年 10 月 22
日 
1959 年 11 月 23
日 
全面削除。 
153 宿泊名簿（九） 
1959 年 10 月 22
日 
1959 年 10 月 23
日 
1959 年 11 月 24
日 
単行本の当該回の冒頭部には、「若宮四郎は、旅館へ一人で帰った」
という一文が付け加えられている。 
154 宿泊名簿（十） 
1959 年 10 月 23
日 
1959 年 10 月 24
日 
1959 年 11 月 25
日 
上段の 4行目から 7行目までが削除。10行目から 21行目までも削除。 
155 風（一） 
1959 年 10 月 24
日 
1959 年 10 月 25
日 
1959 年 11 月 26
日 
改稿等特になし。 
156 風（二） 
1959 年 10 月 25
日 
1959 年 10 月 26
日 
1959 年 11 月 27
日 
改稿等特になし。 
157 風（三） 
1959 年 10 月 26
日 
1959 年 10 月 27
日 
1959 年 11 月 28
日 
改稿等特になし。 
158 風（四） 
1959 年 10 月 27
日 
1959 年 10 月 28
日 
1959 年 11 月 29
日 
末尾の「部屋の中に、蠅が一匹、うるさくとび回っている。工場の輪転機
の音が聴えていた」という一文が、単行本では削除。 
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159 風（五） 
1959 年 10 月 28
日 
1959 年 10 月 29
日 
1959 年 11 月 30
日 
長谷川が死亡した場所が、初出では「真鶴岬」とあるのが、単行本では
「小樽」に改稿。 
160 風（六） 
1959 年 10 月 29
日 
1959 年 10 月 30
日 
1959 年 12 月 1 日 下段の末尾の 12 行が削除。 
161 風（七） 
1959 年 10 月 30
日 
1959 年 10 月 31
日 
1959 年 12 月 2 日 下段の末尾の 16 行が削除。 
162 風（八） 
1959 年 10 月 31
日 
1959 年 11 月 1 日 1959 年 12 月 3 日 改稿等特になし。 
163 風（九） 1959 年 11 月 1 日 1959 年 11 月 2 日 1959 年 12 月 4 日 初出の「真鶴岬の事件」が、単行本では「錦ヶ浦の事件」に改稿。 
164 風（十） 1959 年 11 月 2 日 1959 年 11 月 3 日 1959 年 12 月 5 日 上段の冒頭から 3 行、下段末尾の 14 行を除き、残り全て削除。 
165 風（十一） 1959 年 11 月 3 日 1959 年 11 月 4 日 1959 年 12 月 6 日 末尾の 19 行が削除。 
166 沈丁花の女（一） 1959 年 11 月 4 日 1959 年 11 月 5 日 1959 年 12 月 7 日 
初出では「黒っぽいオーバー」が、単行本では「黒っぽいコート」に改
稿。 
167 沈丁花の女（二） 1959 年 11 月 5 日 1959 年 11 月 6 日 1959 年 12 月 8 日 改稿等特になし。 
168 沈丁花の女（三） 1959 年 11 月 6 日 1959 年 11 月 7 日 1959 年 12 月 9 日 
初出では「黒っぽいオーバー」が、単行本では「黒っぽいコート」に改
稿。 
169 沈丁花の女（四） 1959 年 11 月 7 日 1959 年 11 月 8 日 
1959 年 12 月 10
日 
改稿等特になし。 
170 沈丁花の女（五） 1959 年 11 月 8 日 1959 年 11 月 9 日 
1959 年 12 月 11
日 
冒頭の「運転手が、これから先は車が進めない、というのだ」という一文
が削除。 
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171 沈丁花の女（六） 1959 年 11 月 9 日 
1959 年 11 月 10
日 
1959 年 12 月 12
日 
改稿等特になし。 
172 沈丁花の女（七） 
1959 年 11 月 10
日 
1959 年 11 月 11
日 
1959 年 12 月 13
日 
全面削除。 
173 沈丁花の女（八） 
1959 年 11 月 11
日 
1959 年 11 月 12
日 
1959 年 12 月 14
日 
全面削除の上、改稿。 
174 沈丁花の女（九） 
1959 年 11 月 12
日 
1959 年 11 月 13
日 
1959 年 12 月 15
日 
冒頭の 5行が削除。上段の 32行目から 38行目までも削除。下段の 11
行目から末尾まで削除。 
175 沈丁花の女（十） 
1959 年 11 月 13
日 
1959 年 11 月 14
日 
1959 年 12 月 16
日 
全面削除。 
176 警告（一） 
1959 年 11 月 14
日 
1959 年 11 月 15
日 
1959 年 12 月 17
日 
末尾の 9 行を除き、残り全部削除。 
177 警告（二） 
1959 年 11 月 15
日 
1959 年 11 月 16
日 
1959 年 12 月 18
日 
上段全てと下段の 3 行が削除。 
178 警告（三） 
1959 年 11 月 16
日 
1959 年 11 月 17
日 
1959 年 12 月 19
日 
冒頭の一文が削除。下段、初出では「病室から」となっているのが、単
行本では「若宮の部屋から」に改稿。 
179 警告（四） 
1959 年 11 月 17
日 
1959 年 11 月 18
日 
1959 年 12 月 20
日 
冒頭から 19 行が削除。下段、全面的に改稿。 
180 警告（五） 
1959 年 11 月 18
日 
1959 年 11 月 19
日 
1959 年 12 月 21
日 
改稿等特になし。 
181 警告（六） 
1959 年 11 月 19
日 
1959 年 11 月 20
日 
1959 年 12 月 22
日 
全面削除。 
182 警告（七） 
1959 年 11 月 20
日 
1959 年 11 月 21
日 
1959 年 12 月 23
日 
全面削除。 
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183 警告（八） 
1959 年 11 月 21
日 
1959 年 11 月 22
日 
1959 年 12 月 24
日 
冒頭から 27 行が削除。 
184 警告（九） 
1959 年 11 月 22
日 
1959 年 11 月 23
日 
1959 年 12 月 25
日 
冒頭から 7 行が削除。 
185 警告（十） 
1959 年 11 月 23
日 
1959 年 11 月 24
日 
1959 年 12 月 26
日 
上段の 30 行目から 39 行目まで削除。下段末尾の 10 行も削除。 
186 ニセ札事件（一） 
1959 年 11 月 24
日 
1959 年 11 月 25
日 
1959 年 12 月 27
日 
下段の末尾の 4 行を除き、全面的に削除。 
187 ニセ札事件（二） 
1959 年 11 月 25
日 
1959 年 11 月 26
日 
1959 年 12 月 28
日 
冒頭 5 行が削除。上段の 15 行目から 27 行目も削除。続いて 28 行目
から 30 行目、39 行目も削除。下段の末尾の 5 行も削除。 
188 ニセ札事件（三） 
1959 年 11 月 26
日 
1959 年 11 月 27
日 
1959 年 12 月 29
日 
改稿等特になし。 
189 ニセ札事件（四） 
1959 年 11 月 27
日 
1959 年 11 月 28
日 
1960 年 1 月 4 日 改稿等特になし。 
190 ニセ札事件（五） 
1959 年 11 月 28
日 
1959 年 11 月 29
日 
1960 年 1 月 5 日 全面削除。 
191 ニセ札事件（六） 
1959 年 11 月 29
日 
1959 年 11 月 30
日 
1960 年 1 月 6 日 全面削除。 
192 ニセ札事件（七） 
1959 年 11 月 30
日 
1959 年 12 月 1 日 1960 年 1 月 7 日 全面削除。 
193 ニセ札事件（八） 1959 年 12 月 1 日 1959 年 12 月 2 日 1960 年 1 月 8 日 全面的に改稿。 
194 ニセ札事件（九） 1959 年 12 月 2 日 1959 年 12 月 3 日 1960 年 1 月 9 日 
冒頭から 6 行が削除。17 行目から 18 行目が削除。上段の 30 行目か
ら下段の 5 行目までも削除。下段の末尾の 3 行も削除。 
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195 ニセ札事件（十） 1959 年 12 月 3 日 1959 年 12 月 4 日 1960 年 1 月 10 日 下段の 34 行目から 39 行目以外、全面的に削除。 
196 ニセ札事件（十一） 1959 年 12 月 4 日 1959 年 12 月 5 日 1960 年 1 月 11 日 全面削除。 
197 ニセ札事件（十二） 1959 年 12 月 5 日 1959 年 12 月 6 日 1960 年 1 月 12 日 全面削除。 
198 論理の行動（一） 1959 年 12 月 6 日 1959 年 12 月 7 日 1960 年 1 月 13 日 全面削除。 
199 論理の行動（二） 1959 年 12 月 7 日 1959 年 12 月 8 日 1960 年 1 月 14 日 下段の末尾の 15 行を除き、全面的に削除。 
200 論理の行動（三） 1959 年 12 月 8 日 1959 年 12 月 9 日 1960 年 1 月 15 日 全面削除。 
201 論理の行動（四） 1959 年 12 月 9 日 
1959 年 12 月 10
日 
1960 年 1 月 16 日 全面削除。 
202 論理の行動（五） 
1959 年 12 月 10
日 
1959 年 12 月 11
日 
1960 年 1 月 17 日 全面削除。 
203 論理の行動（六） 
1959 年 12 月 11
日 
1959 年 12 月 12
日 
1960 年 1 月 18 日 全面削除。 
204 論理の行動（七） 
1959 年 12 月 12
日 
1959 年 12 月 13
日 
1960 年 1 月 19 日 全面削除。 
205 論理の行動（八） 
1959 年 12 月 13
日 
1959 年 12 月 14
日 
1960 年 1 月 20 日 全面削除。 
206 論理の行動（九） 
1959 年 12 月 14
日 
1959 年 12 月 15
日 
1960 年 1 月 21 日 全面削除。 
207 論理の行動（十） 
1959 年 12 月 15
日 
1959 年 12 月 16
日 
1960 年 1 月 22 日 全面削除。 
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208 論理の行動（十一） 
1959 年 12 月 16
日 
1959 年 12 月 17
日 
1960 年 1 月 23 日 全面削除。 
209 論理の行動（十二） 
1959 年 12 月 17
日 
1959 年 12 月 18
日 
1960 年 1 月 24 日 全面削除。 
210 論理の行動（十三） 
1959 年 12 月 18
日 
1959 年 12 月 19
日 
1960 年 1 月 25 日 全面削除。 
211 新しき疑惑（一） 
1959 年 12 月 19
日 
1959 年 12 月 20
日 
1960 年 1 月 26 日 全面削除。 
212 新しき疑惑（二） 
1959 年 12 月 20
日 
1959 年 12 月 21
日 
1960 年 1 月 27 日 全面削除。 
213 新しき疑惑（三） 
1959 年 12 月 21
日 
1959 年 12 月 22
日 
1960 年 1 月 28 日 全面削除。 
214 新しき疑惑（四） 
1959 年 12 月 22
日 
1959 年 12 月 23
日 
1960 年 1 月 29 日 末尾の 15 行を除き、全面的に削除。 
215 新しき疑惑（五） 
1959 年 12 月 23
日 
1959 年 12 月 24
日 
1960 年 1 月 30 日 
下段の 23 行目から 26 行目までが削除。38 行目から 40 行目までも削
除。 
216 新しき疑惑（六） 
1959 年 12 月 24
日 
1959 年 12 月 25
日 
1960 年 1 月 31 日 改稿等特になし。 
217 新しき疑惑（七） 
1959 年 12 月 25
日 
1959 年 12 月 26
日 
1960 年 2 月 1 日 上段の 21 行目から下段の 3 行目まで削除。 
218 新しき疑惑（八） 
1959 年 12 月 26
日 
1959 年 12 月 27
日 
1960 年 2 月 2 日 改稿等特になし。 
219 新しき疑惑（九） 
1959 年 12 月 27
日 
1959 年 12 月 28
日 
1960 年 2 月 3 日 上段の 34 行目から 36 行目にかけてが削除。 
220 新しき疑惑（十） 
1959 年 12 月 28
日 
1959 年 12 月 29
日 
1960 年 2 月 4 日 改稿等特になし。 
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221 新しき疑惑（十一） 
1959 年 12 月 29
日 
1959 年 12 月 31
日 
1960 年 2 月 5 日 上段の 23 行目から 30 行目が削除。 
222 新しき疑惑（十二） 
1959 年 12 月 30
日 
1960 年 1 月 1 日
（朝刊） 
1960 年 2 月 6 日 改稿等特になし。 
223 第二の追求（一） 
1959 年 12 月 31
日 
1960 年 1 月 3 日
（朝刊） 
1960 年 2 月 7 日 改稿等特になし。 
224 第二の追求（二） 1960 年 1 月 2 日 1960 年 1 月 4 日 1960 年 2 月 8 日 
下段、後ろから 17行目から 19行目にかけての 2文が削除。下段、後ろ
から 7 行目も削除。 
225 第二の追求（三） 1960 年 1 月 3 日 1960 年 1 月 5 日 1960 年 2 月 9 日 上段の 27 行目から 35 行目まで削除。 
226 第二の追求（四） 1960 年 1 月 4 日 1960 年 1 月 6 日 1960 年 2 月 10 日 
上段の 16行目から 32行目までが削除。下段の 18行目から 26行目ま
でも削除。 
227 第二の追求（五） 1960 年 1 月 5 日 1960 年 1 月 7 日 1960 年 2 月 11 日 改稿等特になし。 
228 第二の追求（六） 1960 年 1 月 6 日 1960 年 1 月 8 日 1960 年 2 月 12 日 改稿等特になし。 
229 第二の追求（七） 1960 年 1 月 7 日 1960 年 1 月 9 日 1960 年 2 月 13 日 下段の 20 行目から末尾まで削除。 
230 第二の追求（八） 1960 年 1 月 8 日 1960 年 1 月 10 日 1960 年 2 月 14 日 上段の冒頭から 17 行が削除。 
231 第二の追求（九） 1960 年 1 月 9 日 1960 年 1 月 11 日 1960 年 2 月 15 日 冒頭から 3 行が削除。 
232 第二の追求（十） 1960 年 1 月 10 日 1960 年 1 月 12 日 1960 年 2 月 16 日 全面削除。 
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233 第二の追求（十一） 1960 年 1 月 11 日 1960 年 1 月 13 日 1960 年 2 月 17 日 
上段の 8行目から 36行目まで削除。上段の末尾の 1 行から下段の 33
行目までも削除。 
234 渦（一） 1960 年 1 月 12 日 1960 年 1 月 14 日 1960 年 2 月 18 日 改稿等特になし。 
235 渦（二） 1960 年 1 月 13 日 1960 年 1 月 15 日 1960 年 2 月 19 日 改稿等特になし。 
236 渦（三） 1960 年 1 月 14 日 1960 年 1 月 16 日 1960 年 2 月 20 日 
上段の 3 行目から 39 行目まで削除。下段の 20 行目から 31 行目まで
も削除。 
237 渦（四） 1960 年 1 月 15 日 1960 年 1 月 17 日 1960 年 2 月 21 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
238 渦（五） 1960 年 1 月 16 日 1960 年 1 月 18 日 1960 年 2 月 22 日 
上段の「この二つの殺人事件と、真鶴の火事は一見無関係でありそう
である」という 1 文が削除。 
239 渦（六） 1960 年 1 月 17 日 1960 年 1 月 19 日 1960 年 2 月 23 日 末尾の 4 行を除き、全面的に削除。 
240 渦（七） 1960 年 1 月 18 日 1960 年 1 月 20 日 1960 年 2 月 24 日 改稿等特になし。 
241 渦（八） 1960 年 1 月 19 日 1960 年 1 月 21 日 1960 年 2 月 25 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
242 渦（九） 1960 年 1 月 20 日 1960 年 1 月 22 日 1960 年 2 月 26 日 改稿等特になし。 
243 渦（十） 1960 年 1 月 21 日 1960 年 1 月 23 日 1960 年 2 月 27 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
244 渦（十一） 1960 年 1 月 22 日 1960 年 1 月 24 日 1960 年 2 月 28 日 
初出では「去年の六月から今年の春にかけて」が、単行本では「去年の
九月から今年の春にかけて」に改稿。 
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245 渦（十二） 1960 年 1 月 23 日 1960 年 1 月 25 日 1960 年 2 月 29 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
246 線（一） 1960 年 1 月 24 日 1960 年 1 月 26 日 1960 年 3 月 1 日 
上段の 25 行目から 40 行目までが削除。「奥田孫太郎」が「孫三郎」に
改稿。 
247 線（二） 1960 年 1 月 25 日 1960 年 1 月 27 日 1960 年 3 月 2 日 冒頭から 12 行が削除。「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
248 線（三） 1960 年 1 月 26 日 1960 年 1 月 28 日 1960 年 3 月 3 日 改稿等特になし。 
249 線（四） 1960 年 1 月 27 日 1960 年 1 月 29 日 1960 年 3 月 4 日 下段の 13 行目から 41 行目まで削除。 
250 線（五） 1960 年 1 月 28 日 1960 年 1 月 30 日 1960 年 3 月 5 日 
冒頭の「若宮はつづけた」が削除。下段の 13行目から 26行目までが削
除。 
251 線（六） 1960 年 1 月 29 日 1960 年 1 月 31 日 1960 年 3 月 6 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
252 線（七） 1960 年 1 月 30 日 1960 年 2 月 1 日 1960 年 3 月 7 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
253 線（八） 1960 年 1 月 31 日 1960 年 2 月 2 日 1960 年 3 月 8 日 上段の 7 行目から 12 行目までが削除。 
254 線（九） 1960 年 2 月 1 日 1960 年 2 月 3 日 1960 年 3 月 9 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
255 線（十） 1960 年 2 月 2 日 1960 年 2 月 4 日 1960 年 3 月 10 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
256 機械（一） 1960 年 2 月 3 日 1960 年 2 月 5 日 1960 年 3 月 11 日 改稿等特になし。 
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257 機械（二） 1960 年 2 月 4 日 1960 年 2 月 6 日 1960 年 3 月 12 日 改稿等特になし。 
258 機械（三） 1960 年 2 月 5 日 1960 年 2 月 7 日 1960 年 3 月 13 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
259 機械（四） 1960 年 2 月 6 日 1960 年 2 月 8 日 1960 年 3 月 14 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
260 機械（五） 1960 年 2 月 7 日 1960 年 2 月 9 日 1960 年 3 月 15 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
261 機械（六） 1960 年 2 月 8 日 1960 年 2 月 10 日 1960 年 3 月 16 日 全面削除。 
262 機械（七） 1960 年 2 月 9 日 1960 年 2 月 11 日 1960 年 3 月 17 日 全面削除。 
263 機械（八） 1960 年 2 月 10 日 1960 年 2 月 12 日 1960 年 3 月 18 日 全面削除。 
264 機械（九） 1960 年 2 月 11 日 1960 年 2 月 13 日 1960 年 3 月 19 日 
初出「バー〝アジサイ″」が、単行本では「バー・アジサイ（現在はトリ
オ）」と改稿。「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
265 機械（十） 1960 年 2 月 12 日 1960 年 2 月 14 日 1960 年 3 月 20 日 冒頭の 2 文が削除。「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
266 機械（十一） 1960 年 2 月 13 日 1960 年 2 月 15 日 1960 年 3 月 21 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
267 機械（十二） 1960 年 2 月 14 日 1960 年 2 月 16 日 1960 年 3 月 22 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
268 機械（十三） 1960 年 2 月 15 日 1960 年 2 月 17 日 1960 年 3 月 23 日 冒頭から 12 行を除いて、全面的に削除。 
269 機械（十四） 1960 年 2 月 16 日 1960 年 2 月 18 日 1960 年 3 月 24 日 改稿等特になし。 
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270 わな（一） 1960 年 2 月 17 日 1960 年 2 月 19 日 1960 年 3 月 25 日 改稿等特になし。 
271 わな（二） 1960 年 2 月 18 日 1960 年 2 月 20 日 1960 年 3 月 26 日 
冒頭、「それには方法がある、と若宮がいったので、田原磯夫は反問し
た」が削除。 
272 わな（三） 1960 年 2 月 19 日 1960 年 2 月 21 日 1960 年 3 月 27 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
273 わな（四） 1960 年 2 月 20 日 1960 年 2 月 22 日 1960 年 3 月 28 日 改稿等特になし。 
274 わな（五） 1960 年 2 月 21 日 1960 年 2 月 23 日 1960 年 3 月 29 日 改稿等特になし。 
275 わな（六） 1960 年 2 月 22 日 1960 年 2 月 24 日 1960 年 3 月 30 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
276 わな（七） 1960 年 2 月 23 日 1960 年 2 月 25 日 1960 年 3 月 31 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
277 わな（八） 1960 年 2 月 24 日 1960 年 2 月 26 日 1960 年 4 月 1 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
278 わな（九） 1960 年 2 月 25 日 1960 年 2 月 27 日 1960 年 4 月 2 日 冒頭の 4 行が削除。「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
279 わな（十） 1960 年 2 月 26 日 1960 年 2 月 28 日 1960 年 4 月 3 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
280 わな（十一） 1960 年 2 月 27 日 1960 年 2 月 29 日 1960 年 4 月 4 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
281 わな（十二） 1960 年 2 月 28 日 1960 年 3 月 1 日 1960 年 4 月 5 日 
下段、「この事件は、余りに犠牲者が多すぎた。真鶴岬で殺された長谷
川吾市も」の「真鶴岬で殺された」が単行本では削除。「錦ヶ浦で自殺し
た青年」が単行本では「自殺した岩淵安男」に改稿。 
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282 わな（十三） 1960 年 2 月 29 日 1960 年 3 月 2 日 1960 年 4 月 6 日 改稿等特になし。 
283 わな（十四） 1960 年 3 月 1 日 1960 年 3 月 3 日 1960 年 4 月 7 日 改稿等特になし。 
284 新しき殺人（一） 1960 年 3 月 2 日 1960 年 3 月 4 日 1960 年 4 月 8 日 改稿等特になし。 
285 新しき殺人（二） 1960 年 3 月 3 日 1960 年 3 月 5 日 1960 年 4 月 9 日 改稿等特になし。 
286 新しき殺人（三） 1960 年 3 月 4 日 1960 年 3 月 6 日 1960 年 4 月 10 日 改稿等特になし。 
287 新しい殺人（四） 1960 年 3 月 5 日 1960 年 3 月 7 日 1960 年 4 月 11 日 
冒頭、「若宮は窓の下に立って島内氏の講演を聴いていたのだ。島内
氏が、もし、青酸カリをそれ以前に飲んでいるとすれば、むろん、会場に
姿を現わす前に倒れているはずだった」が削除。 
288 新しい殺人（五） 1960 年 3 月 6 日 1960 年 3 月 8 日 1960 年 4 月 12 日 改稿等特になし。 
289 新しい殺人（六） 1960 年 3 月 7 日 1960 年 3 月 9 日 1960 年 4 月 13 日 
下段の末尾、「外から見て、各部屋とも暗いのに、満員というのは、ちょ
っと妙だった」が削除。 
290 新しい殺人（七） 1960 年 3 月 8 日 1960 年 3 月 10 日 1960 年 4 月 14 日 
289 回の次に 293 回、294 回が来る構成に改稿。その後 290 回の内容
となる。290 回の内容に改稿等は特に見当たらない。 
291 新しい殺人（八） 1960 年 3 月 9 日 1960 年 3 月 11 日 1960 年 4 月 15 日 下段、末尾の 8 行が削除。 
292 新しい殺人（九） 1960 年 3 月 10 日 1960 年 3 月 12 日 1960 年 4 月 16 日 全面削除。 
293 新しい殺人（十） 1960 年 3 月 11 日 1960 年 3 月 13 日 1960 年 4 月 17 日 
289 回につながるように単行本では改稿されている。初出の冒頭から
11 行が削除、16 行目から 27 行目までが削除、36 行目から 43 行目ま
でが削除。 
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294 新しい殺人（十一） 1960 年 3 月 12 日 1960 年 3 月 14 日 1960 年 4 月 18 日 改稿等特になし。 
295 新しい殺人（十二） 1960 年 3 月 13 日 1960 年 3 月 15 日 1960 年 4 月 19 日 冒頭から 27 行が削除。 
296 新しい殺人（十三） 1960 年 3 月 14 日 1960 年 3 月 16 日 1960 年 4 月 20 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
297 新しい殺人（十四） 1960 年 3 月 15 日 1960 年 3 月 17 日 1960 年 4 月 21 日 
上段の 15行目から 36行目まで削除。下段の 15行目から 40行目まで
削除。 
298 にせドル（一） 1960 年 3 月 16 日 1960 年 3 月 18 日 1960 年 4 月 22 日 全面削除。 
299 にせドル（二） 1960 年 3 月 17 日 1960 年 3 月 19 日 1960 年 4 月 23 日 上段の冒頭から 43 行が削除（末尾の 3 行以外全て削除）。 
300 にせドル（三） 1960 年 3 月 18 日 1960 年 3 月 20 日 1960 年 4 月 24 日 改稿等特になし。 
301 にせドル（四） 1960 年 3 月 19 日 1960 年 3 月 21 日 1960 年 4 月 25 日 改稿等特になし。 
302 にせドル（五） 1960 年 3 月 20 日 1960 年 3 月 22 日 1960 年 4 月 26 日 改稿等特になし。 
303 にせドル（六） 1960 年 3 月 21 日 1960 年 3 月 23 日 1960 年 4 月 27 日 改稿等特になし。 
304 にせドル（七） 1960 年 3 月 22 日 1960 年 3 月 24 日 1960 年 4 月 28 日 改稿等特になし。 
305 にせドル（八） 1960 年 3 月 23 日 1960 年 3 月 25 日 1960 年 4 月 29 日 改稿等特になし。 
306 にせドル（九） 1960 年 3 月 24 日 1960 年 3 月 26 日 1960 年 4 月 30 日 改稿等特になし。 
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307 にせドル（十） 1960 年 3 月 25 日 1960 年 3 月 27 日 1960 年 5 月 1 日 改稿等特になし。 
308 にせドル（十一） 1960 年 3 月 26 日 1960 年 3 月 28 日 1960 年 5 月 2 日 改稿等特になし。 
309 にせドル（十二） 1960 年 3 月 27 日 1960 年 3 月 29 日 1960 年 5 月 3 日 改稿等特になし。 
310 にせドル（十三） 1960 年 3 月 28 日 1960 年 3 月 30 日 1960 年 5 月 4 日 冒頭、「資料の続き。」という 1 文のみ削除。 
311 にせドル（十四） 1960 年 3 月 29 日 1960 年 3 月 31 日 1960 年 5 月 6 日 改稿等特になし。 
312 にせドル（十五） 1960 年 3 月 30 日 1960 年 4 月 1 日 1960 年 5 月 7 日 改稿等特になし。 
313 線を追う（一） 1960 年 3 月 31 日 1960 年 4 月 2 日 1960 年 5 月 8 日 下段の末尾の 2 行が削除。 
314 線を追う（二） 1960 年 4 月 1 日 1960 年 4 月 3 日 1960 年 5 月 9 日 改稿等特になし。 
315 線を追う（三） 1960 年 4 月 2 日 1960 年 4 月 4 日 1960 年 5 月 10 日 改稿等特になし。 
316 線を追う（四） 1960 年 4 月 3 日 1960 年 4 月 5 日 1960 年 5 月 11 日 改稿等特になし。 
317 線を追う（五） 1960 年 4 月 4 日 1960 年 4 月 6 日 1960 年 5 月 12 日 改稿等特になし。 
318 線を追う（六） 1960 年 4 月 5 日 1960 年 4 月 7 日 1960 年 5 月 13 日 
冒頭、「小樽方面でも、にせドル紙幣が発見された、という新聞記者の
言葉は、若宮の耳を打った」という 1 文が削除。 
319 線を追う（七） 1960 年 4 月 6 日 1960 年 4 月 8 日 1960 年 5 月 14 日 改稿等特になし。 
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320 線を追う（八） 1960 年 4 月 7 日 1960 年 4 月 9 日 1960 年 5 月 15 日 
初出「奥田孫太郎」が「奥田孫三郎」に、「珠実、由美」のうち、単行本
では「珠実」が削除。 
321 線を追う（九） 1960 年 4 月 8 日 1960 年 4 月 10 日 1960 年 5 月 16 日 改稿等特になし。 
322 線を追う（十） 1960 年 4 月 9 日 1960 年 4 月 11 日 1960 年 5 月 17 日 
下段の 4 行目、北海道新聞で「大阪」とある箇所が、単行本も含めそれ
以外では「九州」に訂正。 
323 線を追う（十一） 1960 年 4 月 10 日 1960 年 4 月 12 日 1960 年 5 月 18 日 改稿等特になし。 
324 線を追う（十二） 1960 年 4 月 11 日 1960 年 4 月 13 日 1960 年 5 月 19 日 改稿等特になし。 
325 線を追う（十三） 1960 年 4 月 12 日 1960 年 4 月 14 日 1960 年 5 月 20 日 改稿等特になし。 
326 線を追う（十四） 1960 年 4 月 13 日 1960 年 4 月 15 日 1960 年 5 月 21 日 改稿等特になし。 
327 線を追う（十五） 1960 年 4 月 14 日 1960 年 4 月 16 日 1960 年 5 月 22 日 改稿等特になし。 
328 線を追う（十六） 1960 年 4 月 15 日 1960 年 4 月 17 日 1960 年 5 月 23 日 
冒頭、「村田の妻君に、村田から連絡電話がなかったか、と若宮がきい
たとき、」という部分が削除。 
329 線を追う（十七） 1960 年 4 月 16 日 1960 年 4 月 18 日 1960 年 5 月 24 日 改稿等特になし。 
330 線を追う（十八） 1960 年 4 月 17 日 1960 年 4 月 19 日 1960 年 5 月 25 日 改稿等特になし。 
331 村田通信員（一） 1960 年 4 月 18 日 1960 年 4 月 20 日 1960 年 5 月 26 日 改稿等特になし。 
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332 村田通信員（二） 1960 年 4 月 19 日 1960 年 4 月 21 日 1960 年 5 月 27 日 改稿等特になし。 
333 村田通信員（三） 1960 年 4 月 20 日 1960 年 4 月 22 日 1960 年 5 月 28 日 冒頭、「村田通信員は話をつないだ」という 1 文が削除。 
334 村田通信員（四） 1960 年 4 月 21 日 1960 年 4 月 23 日 1960 年 5 月 29 日 改稿等特になし。 
335 村田通信員（五） 1960 年 4 月 22 日 1960 年 4 月 24 日 1960 年 5 月 30 日 上段の 29 行目から下段の全て（45 行）が削除。 
336 村田通信員（六） 1960 年 4 月 23 日 1960 年 4 月 25 日 1960 年 5 月 31 日 全面削除。 
337 村田通信員（七） 1960 年 4 月 24 日 1960 年 4 月 26 日 1960 年 6 月 1 日 冒頭から 12 行削除。 
338 村田通信員（八） 1960 年 4 月 25 日 1960 年 4 月 27 日 1960 年 6 月 2 日 改稿等特になし。 
339 村田通信員（九） 1960 年 4 月 26 日 1960 年 4 月 28 日 1960 年 6 月 3 日 初出では「一度」が、単行本では「二度」に訂正。 
340 村田通信員（十） 1960 年 4 月 27 日 1960 年 4 月 29 日 1960 年 6 月 4 日 冒頭、「翌朝」が削除。 
341 村田通信員（十一） 1960 年 4 月 28 日 1960 年 4 月 30 日 1960 年 6 月 5 日 改稿等特になし。 
342 村田通信員（十二） 1960 年 4 月 29 日 1960 年 5 月 1 日 1960 年 6 月 6 日 改稿等特になし。 
343 風（一） 1960 年 4 月 30 日 1960 年 5 月 2 日 1960 年 6 月 7 日 改稿等特になし。 
344 風（二） 1960 年 5 月 1 日 1960 年 5 月 3 日 1960 年 6 月 8 日 改稿等特になし。 
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345 風（三） 1960 年 5 月 2 日 1960 年 5 月 4 日 1960 年 6 月 9 日 改稿等特になし。 
346 風（四） 1960 年 5 月 3 日 1960 年 5 月 6 日 1960 年 6 月 10 日 改稿等特になし。 
347 風（五） 1960 年 5 月 4 日 1960 年 5 月 7 日 1960 年 6 月 11 日 改稿等特になし。 
348 風（六） 1960 年 5 月 5 日 1960 年 5 月 8 日 1960 年 6 月 12 日 改稿等特になし。 
349 風（七） 1960 年 5 月 7 日 1960 年 5 月 9 日 1960 年 6 月 13 日 改稿等特になし。 
350 風（八） 1960 年 5 月 8 日 1960 年 5 月 10 日 1960 年 6 月 14 日 下段の 5 行目から 11 行目まで削除。 
351 風（九） 1960 年 5 月 9 日 1960 年 5 月 11 日 1960 年 6 月 15 日 
上段の 18 行目「二人」が単行本では「一人」に改稿。上段の 24 行目か
ら 26 行目が削除。 
352 風（十） 1960 年 5 月 10 日 1960 年 5 月 12 日 1960 年 6 月 16 日 改稿等特になし。 
353 風（十一） 1960 年 5 月 11 日 1960 年 5 月 13 日 1960 年 6 月 17 日 改稿等特になし。 
354 風（十二） 1960 年 5 月 12 日 1960 年 5 月 14 日 1960 年 6 月 18 日 
上段の 6 行目から 9 行目、12 行目から 16 行目、19 行目から 29 行目
の計 3 箇所が削除。 
355 風（十三） 1960 年 5 月 13 日 1960 年 5 月 15 日 1960 年 6 月 19 日 改稿等特になし。 
356 風（十四） 1960 年 5 月 14 日 1960 年 5 月 16 日 1960 年 6 月 20 日 改稿等特になし。 
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357 風（十五） 1960 年 5 月 15 日 1960 年 5 月 17 日 1960 年 6 月 21 日 改稿等特になし。 
358 風（十六） 1960 年 5 月 16 日 1960 年 5 月 18 日 1960 年 6 月 22 日 改稿等特になし。 
359 アジサイの鍵（一） 1960 年 5 月 17 日 1960 年 5 月 19 日 1960 年 6 月 23 日 改稿等特になし。 
360 アジサイの鍵（二） 1960 年 5 月 18 日 1960 年 5 月 20 日 1960 年 6 月 24 日 上段の冒頭から 9 行が削除。 
361 アジサイの鍵（三） 1960 年 5 月 19 日 1960 年 5 月 21 日 1960 年 6 月 25 日 改稿等特になし。 
362 アジサイの鍵（四） 1960 年 5 月 20 日 1960 年 5 月 22 日 1960 年 6 月 26 日 改稿等特になし。 
363 アジサイの鍵（五） 1960 年 5 月 21 日 1960 年 5 月 23 日 1960 年 6 月 27 日 改稿等特になし。 
364 アジサイの鍵（六） 1960 年 5 月 22 日 1960 年 5 月 24 日 1960 年 6 月 28 日 
上段の後ろから 4 行目、「ア二三一部隊というのは、確かに実在してい
ました」が、単行本では「正確に言うと部隊名ではなく、「アジサイ工作」
と称するものはありました」に改稿。 
365 アジサイの鍵（七） 1960 年 5 月 23 日 1960 年 5 月 25 日 1960 年 6 月 29 日 
冒頭、「防衛庁の男は、そこまで来るとためらいをみせた」が削除。「奥
田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
366 アジサイの鍵（八） 1960 年 5 月 24 日 1960 年 5 月 26 日 1960 年 6 月 30 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
367 アジサイの鍵（九） 1960 年 5 月 25 日 1960 年 5 月 27 日 1960 年 7 月 1 日 冒頭から 13 行が削除。 
368 点（一） 1960 年 5 月 26 日 1960 年 5 月 28 日 1960 年 7 月 2 日 冒頭の 2 行目から 35 行目まで削除。 
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369 点（二） 1960 年 5 月 27 日 1960 年 5 月 29 日 1960 年 7 月 3 日 改稿等特になし。 
370 点（三） 1960 年 5 月 28 日 1960 年 5 月 30 日 1960 年 7 月 4 日 
冒頭が削除。下段の 8 行目「二つの」が単行本では削除。10 行目「一
つは長谷川吾市と、一つは」が単行本では削除。 
371 点（四） 1960 年 5 月 29 日 1960 年 5 月 31 日 1960 年 7 月 5 日 改稿等特になし。 
372 点（五） 1960 年 5 月 30 日 1960 年 6 月 1 日 1960 年 7 月 6 日 改稿等特になし。 
373 点（六） 1960 年 5 月 31 日 1960 年 6 月 2 日 1960 年 7 月 7 日 下段の 1 行目から 7 行目までが改稿。 
374 点（七） 1960 年 6 月 1 日 1960 年 6 月 3 日 1960 年 7 月 8 日 改稿等特になし。 
375 点（八） 1960 年 6 月 2 日 1960 年 6 月 4 日 1960 年 7 月 9 日 冒頭から 3 行が削除。 
376 点（九） 1960 年 6 月 3 日 1960 年 6 月 5 日 1960 年 7 月 10 日 改稿等特になし。 
377 点（十） 1960 年 6 月 4 日 1960 年 6 月 6 日 1960 年 7 月 11 日 改稿等特になし。 
378 点（十一） 1960 年 6 月 5 日 1960 年 6 月 7 日 1960 年 7 月 12 日 改稿等特になし。 
379 点（十二） 1960 年 6 月 6 日 1960 年 6 月 8 日 1960 年 7 月 13 日 冒頭、「なぜ、警察が自殺者の身許を極秘にするか」が削除。 
380 点（十三） 1960 年 6 月 7 日 1960 年 6 月 9 日 1960 年 7 月 14 日 改稿等特になし。 
381 編集長の推理（一） 1960 年 6 月 8 日 1960 年 6 月 10 日 1960 年 7 月 15 日 冒頭から 3 行、及び 14 行目から 16 行目を除き、全面的に削除。 
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382 編集長の推理（二） 1960 年 6 月 9 日 1960 年 6 月 11 日 1960 年 7 月 16 日 全面削除。 
383 編集長の推理（三） 1960 年 6 月 10 日 1960 年 6 月 12 日 1960 年 7 月 17 日 全面削除。 
384 編集長の推理（四） 1960 年 6 月 11 日 1960 年 6 月 13 日 1960 年 7 月 18 日 全面削除。 
385 編集長の推理（五） 1960 年 6 月 12 日 1960 年 6 月 14 日 1960 年 7 月 19 日 全面削除。 
386 編集長の推理（六） 1960 年 6 月 13 日 1960 年 6 月 15 日 1960 年 7 月 20 日 全面削除。 
387 編集長の推理（七） 1960 年 6 月 14 日 1960 年 6 月 16 日 1960 年 7 月 21 日 全面削除。 
388 編集長の推理（八） 1960 年 6 月 15 日 1960 年 6 月 17 日 1960 年 7 月 22 日 全面削除。 
389 編集長の推理（九） 1960 年 6 月 16 日 1960 年 6 月 18 日 1960 年 7 月 23 日 全面削除。 
390 編集長の推理（十） 1960 年 6 月 17 日 1960 年 6 月 19 日 1960 年 7 月 24 日 全面削除。 
391 錯誤の不安（一） 1960 年 6 月 18 日 1960 年 6 月 20 日 1960 年 7 月 25 日 全面削除。 
392 錯誤の不安（二） 1960 年 6 月 19 日 1960 年 6 月 21 日 1960 年 7 月 26 日 全面削除。 
393 錯誤の不安（三） 1960 年 6 月 20 日 1960 年 6 月 22 日 1960 年 7 月 27 日 全面削除。 
394 錯誤の不安（四） 1960 年 6 月 21 日 1960 年 6 月 23 日 1960 年 7 月 28 日 全面削除。 
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395 錯誤の不安（五） 1960 年 6 月 22 日 1960 年 6 月 24 日 1960 年 7 月 29 日 改稿等特になし。 
396 錯誤の不安（六） 1960 年 6 月 23 日 1960 年 6 月 25 日 1960 年 7 月 30 日 改稿等特になし。 
397 錯誤の不安（七） 1960 年 6 月 24 日 1960 年 6 月 26 日 1960 年 7 月 31 日 下段の 19 行目から 31 行目、36 行目から 45 行目まで削除。 
398 錯誤の不安（八） 1960 年 6 月 25 日 1960 年 6 月 27 日 1960 年 8 月 1 日 全面削除。 
399 錯誤の不安（九） 1960 年 6 月 26 日 1960 年 6 月 28 日 1960 年 8 月 2 日 冒頭から 15 行が削除。 
400 錯誤の不安（十） 1960 年 6 月 27 日 1960 年 6 月 29 日 1960 年 8 月 3 日 改稿等特になし。 
401 錯誤の不安（十一） 1960 年 6 月 28 日 1960 年 6 月 30 日 1960 年 8 月 4 日 改稿等特になし。 
402 錯誤の不安（十二） 1960 年 6 月 29 日 1960 年 7 月 1 日 1960 年 8 月 5 日 改稿等特になし。 
403 追跡（一） 1960 年 6 月 30 日 1960 年 7 月 2 日 1960 年 8 月 6 日 改稿等特になし。 
404 追跡（二） 1960 年 7 月 1 日 1960 年 7 月 3 日 1960 年 8 月 7 日 
上段の後ろから 4 行目「バーの女給の珠実も巻き込まれた。由美もい
る」が、単行本では、「バーの女給の由美も巻き込まれた。マユミという
女もいる」に改稿。「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
405 追跡（三） 1960 年 7 月 2 日 1960 年 7 月 4 日 1960 年 8 月 8 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
406 追跡（四） 1960 年 7 月 3 日 1960 年 7 月 5 日 1960 年 8 月 9 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
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407 追跡（五） 1960 年 7 月 4 日 1960 年 7 月 6 日 1960 年 8 月 10 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
408 追跡（六） 1960 年 7 月 5 日 1960 年 7 月 7 日 1960 年 8 月 11 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
409 追跡（七） 1960 年 7 月 6 日 1960 年 7 月 8 日 1960 年 8 月 12 日 改稿等特になし。 
410 追跡（八） 1960 年 7 月 7 日 1960 年 7 月 9 日 1960 年 8 月 13 日 
冒頭、3行目から 37行目まで削除。末尾から 3行目、「暗い中でまた音
が起こった」が、単行本では「暗い中で叫び声が起こった」に改稿。 
411 追跡（九） 1960 年 7 月 8 日 1960 年 7 月 10 日 1960 年 8 月 14 日 冒頭、3 行目から 9 行目まで削除。16 行目と 17 行目も削除。 
412 追跡（十） 1960 年 7 月 9 日 1960 年 7 月 11 日 1960 年 8 月 15 日 改稿等特になし。 
413 追跡（十一） 1960 年 7 月 10 日 1960 年 7 月 12 日 1960 年 8 月 16 日 改稿等特になし。 
414 追跡（十二） 1960 年 7 月 11 日 1960 年 7 月 13 日 1960 年 8 月 17 日 改稿等特になし。 
415 対決（一） 1960 年 7 月 12 日 1960 年 7 月 14 日 1960 年 8 月 18 日 
末尾の 3行、「やがて、廊下から足音が聞こえた。ボーイがここに来る音
だった」が削除。 
416 対決（二） 1960 年 7 月 13 日 1960 年 7 月 15 日 1960 年 8 月 19 日 全面削除。 
417 対決（三） 1960 年 7 月 14 日 1960 年 7 月 16 日 1960 年 8 月 20 日 全面削除。 
418 対決（四） 1960 年 7 月 15 日 1960 年 7 月 17 日 1960 年 8 月 21 日 
末尾から 10行目と 11行目のみ単行本でも収録。それ以外は全面的に
削除。 
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419 対決（五） 1960 年 7 月 16 日 1960 年 7 月 18 日 1960 年 8 月 22 日 上段の後ろから 2 行目から下段 5 行目まで削除。 
420 対決（六） 1960 年 7 月 17 日 1960 年 7 月 19 日 1960 年 8 月 23 日 改稿等特になし。 
421 対決（七） 1960 年 7 月 18 日 1960 年 7 月 20 日 1960 年 8 月 24 日 下段の 22 行目から 24 行目まで削除。 
422 対決（八） 1960 年 7 月 19 日 1960 年 7 月 21 日 1960 年 8 月 25 日 末尾の 4 行が削除。 
423 対決（九） 1960 年 7 月 20 日 1960 年 7 月 22 日 1960 年 8 月 26 日 改稿等特になし。 
424 対決（十） 1960 年 7 月 21 日 1960 年 7 月 23 日 1960 年 8 月 27 日 改稿等特になし。 
425 対決（十一） 1960 年 7 月 22 日 1960 年 7 月 24 日 1960 年 8 月 28 日 改稿等特になし。 
426 終章（一） 1960 年 7 月 23 日 1960 年 7 月 25 日 1960 年 8 月 29 日 改稿等特になし。 
427 終章（二） 1960 年 7 月 24 日 1960 年 7 月 26 日 1960 年 8 月 30 日 改稿等特になし。 
428 終章（三） 1960 年 7 月 25 日 1960 年 7 月 27 日 1960 年 8 月 31 日 
初出では「長谷川吾市を処分しましたね。それも、ぼくの部下が彼を…」
となっているが、単行本では「長谷川吾市を処分しましたね。それから
倉田も処分しました。ぼくの部下が彼を…」に改稿。 
429 終章（四） 1960 年 7 月 26 日 1960 年 7 月 28 日 1960 年 9 月 1 日 
冒頭部に、単行本では「春田のつれの女が由美だという投書や、マユミ
という女がいたという情報も、みんな僕の偽造です」という 1 文が加えら
れている。上段の 9 行目から 22 行まで削除。 
430 終章（五） 1960 年 7 月 27 日 1960 年 7 月 29 日 1960 年 9 月 2 日 改稿等特になし。 
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431 終章（六） 1960 年 7 月 28 日 1960 年 7 月 30 日 1960 年 9 月 3 日 冒頭から 3 行が削除。 
432 終章（七） 1960 年 7 月 29 日 1960 年 7 月 31 日 1960 年 9 月 4 日 下段の後ろから 11 行目から 5 行が削除。 
433 終章（八） 1960 年 7 月 30 日 1960 年 8 月 1 日 1960 年 9 月 5 日 「奥田孫太郎」が「孫三郎」に改稿。 
434 終章（九） 1960 年 7 月 31 日 1960 年 8 月 2 日 1960 年 9 月 6 日 改稿等特になし。 
435 終章（十） 1960 年 8 月 1 日 1960 年 8 月 3 日 1960 年 9 月 7 日 冒頭、「ぼくは外人墓地に行きました」が削除。 
436 終章（十一） 1960 年 8 月 2 日 1960 年 8 月 4 日 1960 年 9 月 8 日 
下段の末尾から 16行目にある「珠実」が単行本では削除。末尾から 14
行目にある「珠実と由美ですって？」も削除。 
437 終章（十二） 1960 年 8 月 3 日 1960 年 8 月 5 日 1960 年 9 月 9 日 
上段の 23行目から 28行目まで削除。上段の末尾から 4行目から下段
の 16 行目までも削除。 
438 終章（十三） 1960 年 8 月 4 日 1960 年 8 月 6 日 1960 年 9 月 10 日 改稿等特になし。 
439 終章（十四） 1960 年 8 月 5 日 1960 年 8 月 7 日 1960 年 9 月 11 日 改稿等特になし。 
440 終章（十五） 1960 年 8 月 6 日 1960 年 8 月 8 日 1960 年 9 月 12 日 改稿等特になし。 
441 終章（十六） 1960 年 8 月 7 日 1960 年 8 月 9 日 1960 年 9 月 13 日 改稿等特になし。 
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【資料６】「黒い風土」／『黄色い風土』内容対照表 
 
  連載回 黒い風土 黄色い風土 
Ａ 1～8 
Ｒ新聞社が出している週刊誌の取材記者・若宮四郎が、新婚旅行者が多く乗車するロマンスカー「い
でゆ号」に乗って、熱海に向かう。「現代婦人の傾斜」という特集のために、婦人問題の専門家・島内
輝秋の談話を取るため。ぎりぎりに乗車してきた新婚夫婦を気にする。島内にすぐにインタビューでき
なかったため、島内も滞在している蒼海ホテルに宿泊することにする。 
内容に関する異同はほとんどなし。 
Ｂ 9～26 
蒼海ホテルの若宮の部屋に、青年が間違って服を届けに来る。キャバレー・シーホークに若宮が赴く
と、その青年が男と話している。翌朝島内の談話を取った後、いでゆ号で気になっていた新婚夫婦の
夫が、錦ヶ浦で投身自殺したことを知る。若宮は現場に赴き、取材を行う。妻はホテルに書き置きを残
して失踪していた。 
内容に関する異同はほとんどなし。 
Ｃ 27～37 
東京に帰る。帰りの車中で島内を見かける。新聞社の玄関でバー･サチコの女給・珠実と会う。編集
次長・児玉と熱海の事件について話す。Ｒ新聞社の週刊誌をドル箱にまでのし上げた伝説的な編集
長・木谷啓介の紹介。木谷は若宮の話に興味を持ち、特別な会議を行う別室に若宮と児玉次長を呼
び、特集企画にするため、若宮に取材を続ける指令を下す。 
新聞社の玄関で珠実と会うシーン
が削除。木谷の紹介は「仕事の
「鬼」」の一言で、大雑把に紹介され
るだけ。 
Ｄ 38～59 
木谷編集長、児島次長、若宮が会議中に島内氏から電話。談話のゲラを島内に持っていくため、若
宮は原稿の作成に勤しむ。ゲラが出来上がるまでの暇つぶしに立ち寄った近くの喫茶店で珠実と会
い、知り合いの由美が行方不明になったことを知らされる。島内宅では熱海でのことを色々と聞かれ
る。夜、由美が勤務していたバーに行き、様子を探る。その後バー･サチコに行き珠実と会い、由美の
アパートに行く。 
島内からは連絡も入らず、島内宅に
若宮が赴くこともない。夜由美の勤
務していたバーにも行かず、珠実に
も会わず、由美のアパートにも行か
ない。珈琲を飲みに立ち寄った喫茶
店で珠実と会い、知り合いの由美が
行方不明になったことを聞かされる
だけ。 
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Ｅ 60～64 
熱海に行く前に由美の叔父・長谷川吾市に会うために大森へ向かう。バーで由美が吾市にたかられ
ていたことを聞いたため。吾市は不在で女房に話を聞く。由美の写真を見る。由美が、錦ヶ浦で投身
自殺した男の新婚の妻であることを、若宮が確認する。 
熱海に行く前に由美の叔父・長谷
川吾市に会うために大森へ向かう。
昨日珠実から聞かされた話だけか
ら、若宮は由美に興味を持ち、その
叔父に会いに行こうと唐突に思いつ
く。 
Ｆ 65～74 
熱海に着き、Ｒ新聞の通信局に赴き、通信員の村田壮八と会う。錦ヶ浦での投身自殺について調べ
るため、ともに蒼海ホテル、錦ヶ浦に行く。 
内容に関する異同はほとんどなし。 
Ｇ 75～89 
真鶴岬で他殺体が発見される。熱海の旅館で、事件を伝える新聞記事を読んだ若宮は小田原署に
直行。捜査主任に身元不明の被害者が長谷川吾市であることを告げ、見返りとして死体に巻かれて
いた日本手拭いの出所を聞き出す。特殊なアジサイ模様は日本橋の加藤商店が扱ったものだった。
若宮は加藤商店に行き、手拭いの注文主が札幌の樽井商店であることを突きとめる。社に戻った若
宮は北海道への出張を命じられる。夜、若宮はバー･サチコに行き、珠実と会う。  
熱海から社に戻った若宮が地方版
を見ていると、北海道版に「男の溺
死体発見」を伝える記事を発見。若
宮は唐突に長谷川吾市を思い浮か
べる。木谷にそのことを告げると、北
海道行を命じられる。 
Ｈ 90～102 
北海道に行く。機内で若い女性から、眺めのいい隣席を勧められる。千歳空港からまず樽井商店に
行く。アジサイ模様の手拭いが、小樽のバー･アジサイの開店祝いで作られたものであることを知る。
小樽に行くがバー･アジサイはつぶれ、現在ではバー・トリオになっている。アジサイの経営者は行方
不明になっており、トリオの経営者とアジサイの経営者を仲介した者は溺死していた。 
北海道に行き、溺死した男が客とし
て行っていた小樽のバー･トリオの
調査に行く。店がトリオになる前、ア
ジサイだったときに溺死した男が来
ていたことを知る。アジサイの経営
者は行方不明、仲介役は溺死して
いた。 
Ｉ 
103～
115 
朝、新聞の社会面で島内輝秋が講演のため北海道に来ていることを知り、また公安課で外事を担当
していた渡辺巡査部長が溺死体で発見されたことを知る。渡辺巡査部長の事件を調べるため、通信
局に行き、事件現場に足を向ける。その後札幌に行き、島内に会いに行く。島内の宿泊するホテルの
エレベーターで、飛行機の中で隣席を勧めた若い女を見かける。若い女の漂わせていた沈丁花の匂
いが、島内の部屋にも漂っていた。 
朝、新聞の社会面で島内が北海道
に来ていることを知る。旅館の女中
から巡査部長が溺死体で発見され
たことを伝えられる。それ以後は内
容に関する異同はほとんどなし。 
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Ｊ 
116～
125 
小樽署に電話をしてバー・アジサイの経営者のことを聞き出す。アジサイの経営者が今年の三月に溺
死したことを知らされる。新聞社に電話をし、熱海の蒼海ホテルのフロントが名古屋で殺されたことを
知らされ、すぐに東京に戻るように伝えられる。帰社した若宮は名古屋での殺人を伝える新聞記事を
読み、まず熱海に行くように木谷に命じられる。由美から連絡がないか気懸かりに思った若宮は、夜
珠実に電話をかける。 
小樽署に電話をする。バー･アジサ
イの経営者が去年の十月に溺死し
たことを知らされる。東京に戻った
若宮はまず熱海に行くことを命じら
れる。珠実に電話をかけるシークエ
ンスは削除。 
Ｋ 
126～
142 
熱海の通信局で村田に会う。村田にせがまれて北海道での出来事を話す。その後名古屋へ行き、蒼
海ホテルの事務員春田義男が殺害された西山旅館に赴き、さらに名古屋警察署にも行く。たいした
収穫もなく若宮は東京行の列車に乗る。 
熱海の通信局で村田と会うが、北
海道での話はしない。名古屋に行っ
てからの部分では、ほとんど異同は
ない。 
Ｌ 
143～
163 
熱海で途中下車をし、旅館に落ち着いた後、村田を呼び出す。村田は、手に入れた蒼海ホテルの宿
泊名簿を若宮に渡す。村田と別れた後、キャバレー・シーホークへ。木谷に命じられて熱海で取材をし
ていた田原磯夫と会う。真鶴岬の他殺体が長谷川吾市に確定したことを若宮に伝える。  
内容に関する異同はほとんどなし。 
Ｍ 
164～
171 
翌朝東京に戻り、新聞社で会議。次の企画のため、若宮が島内輝秋にインタビューしに行く。島内宅
を出たとき、ちょうど沈丁花の匂いを漂わせる女が島内の家に入っていくのを見かける。女が出てくる
まで島内宅の前で待機し、尾行する。新宿の街で尾行を続けている最中に、若宮は自動車事故に遭
う。 
内容に関する異同はほとんどなし。 
Ｎ 
172～
183 
意識を失った若宮は救急車で病院へ運ばれる。田原義男が見舞いに来る。沈丁花の女から花束が
届く。若宮は警告と受け止める。木谷編集長も見舞いに来る。自分をはねた車も仲間ではないかと考
えた若宮は、田原に自動車の持ち主の調査を依頼。田原はアジア商事に赴き桜井正雄に会う。若宮
の病室には九州出身の運転手が謝罪に訪問。 
事故の翌日、若宮はアパートで眼を
覚ます。見舞いに田原が訪れる。木
谷も訪問。沈丁花の女からの花束
はなし。若宮に言われ、田宮はアジ
ア商事に赴き、桜井正雄を探る。 
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Ｏ 
184～
193 
新聞で、千円偽造札を所持した他殺体が発見されたことを知る。被害者は倉田敏雄、写真の顔は、
若宮が最初に蒼海ホテルに宿泊したとき、間違って洋服を届けに入ってきた青年の顔だった。若宮は
退院を願い出る。そこにアジア商事の桜井が見舞いに訪れる。桜井が、熱海からの列車の中で島内
とともにいた紳士だったことに気づく。その後珠実が見舞いに訪問。行方不明になっている由美のこと
を探りに来た男がいたことを告げる。 
自宅のアパートで新聞を読み、千円
偽造札を持った他殺体が真鶴岬で
発見されたことを知る。アジア商事
の桜井が見舞いに訪問。 
Ｐ 
194～
215 
出社。倉田の事件に関して木谷と話し合う。珠実から聞いた由美の話も木谷に告げる。若宮と木谷が
一緒になって推理を展開する。翌日アジア商事の桜井が若宮を新聞社に訪問。夜、若宮はバー･サチ
コに行き珠実と会う。酔った珠実をアパートまで送っていく。珠実から好きだと言われるが、若宮は「待
ってくれ」と返答。翌朝、悪い予感に苛まれ、若宮は珠実のアパートへ。アパートの部屋は昨夜若宮が
訪れた時のままになっており、珠実は失踪していた。どうにもしようがなく、若宮は出社。田原から、熱
海の村田が電話をしてきたことを知らされる。 
出社。社の廊下で珠実と会い、由美
のことを探りに来た男がいたことを
知らされる。若宮と木谷が事件につ
いて推理。その最中、田原磯夫が
入ってきて、村田から電話があった
ことを若宮に知らせる。 
Ｑ 
216～
225 
村田から、警察に投書があったことを知らされる。投書には名古屋で殺された春田と一緒にいた女が
由美というバーの女給だと書かれていた。若宮は熱海に向かう。警察で投書のことを聞き、さらに錦ヶ
浦で死んだ男が共同墓地に埋葬されていることを聞く。村田とともに共同墓地へ。身元不明である男
の墓にバラの花束が飾られている。ほのかに沈丁花の匂いが漂う。村田と別れて若宮は真鶴に向か
い、土地を見て回る。 
内容に関する異同はほとんどなし。 
Ｒ 
226～
236 
出社した若宮に木谷が倉田敏雄の情報を伝える。本名は横尾敏雄、元軍人で戸籍を喪失している。
アジア商事の桜井と同じく大分県出身。旧軍人に詳しい岩淵安男という情報屋の存在を木谷から知
らされる。かつて岩淵が勤めていた業界紙の新聞社に若宮は赴く。そこで岩淵と親しかった吉本を紹
介され、若宮は日雇い労働をしている吉本を探し出す。若宮は錦ヶ浦で死んだ男が岩淵安男ではな
いかと推測する。 
内容に関する異同はほとんどなし。 
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Ｓ 
237～
252 
アパートで新聞を読む。真鶴で火事の記事。出社して真鶴への出張の許可を取ろうとするが、木谷も
児玉もまだ出社していない。書き置きだけ残して真鶴へ行く。火事になった印刷屋の主人・奥田孫太
郎のことを調べるため熱海へ赴く。偶然村田と出会い、通信部で話し込む。東京へ帰る途次、真鶴で
下車。奥田が印刷機械の運送を頼んでいないかどうかを聞き込む。名古屋駅止めで断裁機が送られ
ていたことを突きとめる。 
内容に関する異同はほとんどなし。 
Ｔ 
253～
261 
帰社後、木谷編集長に報告。火事になった印刷所から偽札作りに使われる機械が発送されていない
か調査することになる。しかし芳しい結果は出ず。数日後、木谷が名古屋版に載った奥田孫太郎が岐
阜の犬山で死去したことを伝える記事を発見。名古屋から送られてきた電送写真を北海道に送信。  
内容に関する異同はほとんどなし。 
Ｕ 
262～
272 
田原磯夫と飲みに行った帰途、若宮は珠実のアパートに行く。するとアパートの管理人が、珠実から
部屋代の同封された手紙が来たことを伝える。消印は奥田孫太郎が死んだのと同じく犬山の郵便
局。北海道から報告が電送で送られてくる。奥田孫太郎とバー･アジサイのマスターとが同一人物であ
ることが判明。奥田が偽札作りに関わっていたと考える若宮は、田原とともに精巧な偽札を作ることの
できる印刷機械についての調査に乗り出す。 
内容に関する異同はほとんどなし。 
Ｖ 
273～
301 
奥田孫太郎が発送したと思われる印刷機械を追って、若宮が名古屋経由で犬山に行く。奥田孫太郎
の泊まった旅館・桃太郎を調査し、奥田が名古屋の西山旅館と電話で話していたことを突きとめる。
新聞で島内の講演が名古屋であることを知った若宮は、島内の講演会場に赴く。講演の最中、青酸
カリのため島内が死去。名古屋に留まることにした若宮は西山旅館に泊まろうとするが満室だと断ら
れる。翌日再び西山旅館へ。旅館が売りに出されていることを知る。名古屋支局に赴いた後、もう一
度西山旅館に行くと、旅館はすでに売られ、西山旅館の主人夫婦はいなくなっていた。 
内容に関する異同はほとんどなし。
ただし時間的順序が若干変更さ
れ、名古屋支局でのシーンには大
幅な削除が見られる。 
Ｗ 
302～
325 
島内の遺骨が東京に帰る日を調べ、若宮は同じ列車に乗って帰ろうとする。島内に影のように連れ添
っていた沈丁花の女が現われると考えたため。車中でアジア商事の桜井正雄と出会う。帰社後、調査
室で若宮は偽ドルについて調べ、旧日本軍の中に偽造紙幣を作る部隊があったことを知る。偽ドル事
件を追っていた記者から、若宮は偽ドル事件の概要を聞き出す。一連の事件が偽札事件や日本軍と
つながっていると考える若宮は木谷編集長に相談。木谷から、熱海の通信員村田から連絡があった
ことを知らされる。 
内容に関する異同はほとんどなし。 
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Ｘ 
326～
359 
東京に向かったという村田通信員を若宮は社に残って待つが、村田は現われない。夜遅く、村田が若
宮のアパートを訪れる。東京への車中で島内の遺骨を持った夫人を見かけた村田は尾行し島内の家
に行き、様子をうかがっていたところ暴行に遭ったことを話す。また真鶴での火事を引き起こした発火
装置を発見したことを告げる。発火装置は日本軍がゲリラ戦の時に活用したもの。翌朝村田と別れた
若宮は焼香のため島内宅へ。沈丁花の女と偶然出会い、午後七時に落ち合うことを約束する。沈丁
花の女と横浜へ。アジサイが事件を解く鍵だとヒントを与えられる。 
内容に関する異同はほとんどなし。
ただし真鶴岬の火事を引き起こした
発火装置についての箇所は全面的
に削除。 
Ｙ 
360～
380 
アジサイがア二三一部隊であることに若宮は気づき、防衛庁に関係する男にも確認する。業界新聞
の記者だった岩淵安男もア二三一のことを調べていた事実を掴む。錦ヶ浦で死んだ男が岩淵ではな
いかと考える若宮は熱海へ向かい、岩淵が警察が偽札事件を調べるために送ったスパイだったことを
突きとめる。 
アジサイが部隊名でなく作戦名であ
ることを防衛庁関係の男が告げる。
それ以外に内容に関する異同はほ
とんどなし。 
Ｚ 
381～
394 
帰社後、若宮は木谷編集長に掴んだ事実を報告。その報告を聞いた木谷が推理を展開。夜、木谷は
若宮と田原を飲みに連れていく。若宮はバーで偶然にマユミという女給と出会う。村田が名古屋で殺
された春田の恋人だと伝えてきた女性。春田の恋人か否か尋ねると、笑い飛ばされる。村田の言葉が
嘘だったことが明らかに。 
帰社後、若宮と木谷が話し合い、推
論を簡単にまとめる。木谷の推理
は、簡単にまとめられるだけ。 
ａ 
395～
441 
翌朝出社すると熱海の村田から連絡があったことを告げるメモが置いてある。姿をくらました西山旅館
の夫婦らしき老夫婦が、熱海に現われたという。至急熱海に向かう若宮。村田と落ち合い、老夫婦が
泊まった蒼海ホテルに行き、老夫婦が駿河小山に向かったことを突きとめる。若宮は村田とともに駿
河小山に赴き、老夫婦を追って、富士山麓にある真犯人のアジトへと導かれていく。 
内容に関する異同はほとんどなし。 
 
 
